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第一章 幼時の 艱難 

一 栢 山の 里 私に 淸く强 く 大地に 足を踎 みしめ て 生きる こと を敎 へられた 二宮 先生、 三 歳の 兒童 

も その 名に 親しみ を 持ち、 世界の 識者に も 慕 はる 土 一宮 先生 は、 幼に して 兩親を 喪 ひ、 三十 五歲 にし 

て 一 身 を 世の 貧者の 爲に推 譏し、 爾後の 生涯 を 擧げて 六 百餘ケ 町村の 窮乏と 荒 廢とを 復興し、 永 安の 

途を 完成した。 而 して その 施設 方法 は、 その 原理と その 様式と 實 施の 好成績と を貽 し、 後の 擧ぶ もの I 

- をして、 誠心誠意 この 道 を實行 すれば、 必ず 豫定の 如くに 成就し 得る こと を 知らし めた。 誠に 後世へ I 

の 尊き 恩賫 であり、 また 實に 妙法で ある。 

この 恩賫、 この 妙法、 敢て 先人に 敎を 受けた るに あらず、 また 敢て、 書籍に 舉び 得た もので なく、 

悉く その 五官 を 通じて 得た る 環境の 事實と 自然の 理法と に 鑑み、 必ず 達成し 得べ く 創造した 不易の 道 

理に 外なら ない、 而 して 最初の 對象 となった 自然と 人事 は、 その 誕生 地た る栢 山の 里に 得た もので あ 

る、 先生 常に 門人 を敎 へて 臼 く 

あめつち 

聲も なく、 香 もな く 常に、 天地 は、 

書かざる 餒 をく りか へしつ i  。 


H< 地 は 地球上に 展開せられ た經 文で ある。 これ を經 文と して 見る か、 唯々 偉大に して 不可思議なる 

ものと して 見る か は、 人に よって 相違す る こと は 明かで あるが、 自然の 旋轉 によって 描き出す 變 化の 

模様 は、 可な； P に 異なりた ろ 陰影 を 人類に 與 へる。 而 して 自然と 人との 交涉は 天地と 人と 三才 融合し、 

その 妙 術 技巧 は 文化と 名づ くる もの を 創造して 之 を 後世に 始 さしめ つ A ある。 先生 褓 a の 地、 その 環 

境 その 風土、 貪らん 計りに 讀 破した 經典 は、 先生 後半生の 夢の 鄕土 たる 神 奈川縣 足 柄 上 郡 櫻 井村 字ぎ 

山で ある。 この 地 果して 如何の 自然 經を 表現して 居る か。 

やま むら さか は は こ- ひかんち 

栢 山村， は 酒 匂 川の 洪滿 地で ある。 酒 匂 川 は 御殿場 附近より 東 流し、 數倘の 隧道 を 通過す る鹵、 神奈 

川靜 岡兩縣 境界標の ある 地より 約 一里の^ 方に 於て、 北方 丹澤 山より 南 流し 來る とい ふ大 なる 

急流 を 容れて 峡谷 を 東へ 走り、 山 北驛の 南方に 至って 忽然と して 平坦なる 低地に 出づ。 故に 一朝 豪雨 

あれば その 激流 一 時に 猛勢を 以て 溢れ、 怒 號汎濫 年々 絶えず、 古來 その 例餘 りに 多い。 おぐ 口 ！f  0 

つ •* み さかぐ ちつ、 み  一，  T*  -  -  P 

ず 坂 口 堤 等 土工 功業の 迹も少 くない。 併し 飜 つて 平時の 幸 驕 を數 ふれば 酒 句 川が 上流より 持ち 來 

した 砂土 は 十 萬 石の 美 米 を. 產 する 冲镜 平^ I を 築いた。 

か やま むら 

-栢 山村 は 酒 匂 川の 右岸に あり、 その 田圃 は 南方 半里なら ずして 箱 根の 裾野に 鑌き、 北 は 河 を 愚て., 

御殿場： i に 沿へ る 蜜柑畑の 丘陵 を 望み、 更に 北の方 丹澤 山が 毎朝 朝日に 紺璧の 偉觀を 反映し、 束の 方 

平野の 三角形の 一 邊を 以て 相 模洋に 開けて 陽光の 射影 を恣 にし、 西方の 一 角 足 柄 山上より^ を銜、 て 
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. 富士の 秀麗の 姿が 現 はれ、 陽氣を 全反射した 様に 輝いて 居る。  . 

か やまえ き 

1 たび 東海道 鐵道を 小 田 原驛に 下り.、 小 田 原 急行 線に 乘り替 へて 栢山驛 に 下車 レ この 地に 至れば、 

ぶんめいつ-み へん  ， 

文 命堤邊 より 引 人れ たる 用水、 及び 酒 匂 川の 伏流の 噴出した る 用水が 流れ、 砂の 數 さへ 算し 得る 程の 

淸 澄の 水、 餘 りに惠 まる ，- こと 多き 灌慨の 便 を 見出す であらう。 

今 は 櫻 井村と いふ 優しい 村 名 を 負 ふ 大字 栢山 は、 先生の 當時は 戶數約 五十 戶、 田地 四 拾 六 町 五 反歩 

餘、 畑地 七 段 五 畝 餘步、 屋敷 地 一 町餘 歩、 合計 四 拾 八 町 三 反 一 畝 一 一十 九步、 一 戶 平均 丸 反 六 畝 十九 步 

であった。 

四時 溫和、 嚴冬雪 稀に して 耕作に 支障な く、 夏 は 海風 穩 かに 吹いて 酷熱の 日少 く、 常に 勤勞 する 者 

め爲に 相當の 報酬 は惠與 せられた。 斯 かる 樂 天地 も 自然 は 或る 程度の 刺戟 を 與へ來 つた。 平素は 徒ら 

にして、 流れの 音 さへ なき 酒 句 川が、 一朝 颱風に 憤る 時 は、 大鯨を 浮ぶ るが 如き 濁濤四 近を缺 潰し、 

萬 世 泰然と して 坐せ る 如き 箱 根の 千尋の 底より、 天地 を轉 倒せん とする 地震 を 起し 來る。 

十 年に 一 度の 缺 潰と 百年に 一 度の 轉 倒と は、 祖先の 累 功に 安易なる 生活 を 夢み つ i ある 泰平の 民 を 

しょ • ひざん 

して、 悚 然として 驚き、 茫然と して 自失せ しめ、 漸く 夢より 醒めて 復興に 努力し、 洪水の 跡、 地震の 

影 を 生きる 力 を 以て 抹消した。 斯の 如き もの 實に數 千年、 再三再四、 潰滅の 禍に遭 ひ、 七生 八 起の 根 

氣を 積みし も、 常に 先途 を 憂慮す るの みに て 未だ 曾て 天災 地 變に備 ふる 萬 全の 方法 を發 見す るに は-生 
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ら なかった。 

せんてん りんね 

然るに 先生 一た び^で さ〕 の 天地 變 移の 經 文を讀 み、 必ず 旋轉 輪廻し 來ろ^ 災の 順序 を 察し また 

自己 自身の 行爲に 必ず 發生 する n ね 廻の 根元 を考へ 、天災に 備へ、 人禍を 防ぐ 生活様式 を發 明し、 これ 

を この 土に 體驗 して、 天地人 を 通じて 生ずる 所の 總 ての 災禍の 跡 を復與 する. 必成的 方法より、 更に こ 

れを 免れ 得る 決定的 準備 を さへ 完成した。 火山 國、 地震 國、 而し てこの 小天地た る 島 國に彌 々榮 ゆる 

道 を如實 にす る 生活様式 はこの 土に 育まれた ので あろ。 

二  二宮 家 ぎ W を 永い 問瑗 境と して 居た 二宮 家 は、 何時の 昔からで あるか 判明 しないが、 酒 匂の 

と- ゥぇ いもく こ 

河 谷 を 衣食の 资 とすろ 土着の 豪族 は、 n 本武 尊の 東行の 頃より 開け 始め、 藤 榮木枯 の 時代の 莊 阖に歷 

史に現 はれ、 平安朝の 末から 源平 一 一氏に 分屬 し、 曾 我、 ェ藤、 一 一宮、 中 村、 等 I 源平 藤 橘の 裔が、 

土着 的 武門と して、 1 族 郞黨を 率ゐて 居た ので あるから、 大凡 その子 孫に 屬 する こと は 明かで ある。 次 

で 相 模太郞 の 管下に 泰平の 耕田晓 まり、 群雄 割據の 頃に は北條 氏の 民 治に ぎひ、 德川 時代に 人って は 

大久保 氏 十 萬 石の 封 境に、 一族 十三 軒と いふ 繁榮を 見た。 その 總 本家 を 二宮 5： 右衛門と いひ、 先生 は 

その 分 象な ろ 萬兵衞 から 更に 分家した 家に 生れた。  へ 

萬兵衞 は、 先生から 兑れば 直接の 本家で あろが、 總 本家 は 通稱^ 野 右衛門と 呼ばれて 居た と 見えろ、 

ド^ 再興に 關 する 記錄に は總て ^右衛門と あ つ て、 「享 保の^ 迄 は 多分の 田畑 を 所持 致し 代々 繁榮罷 在 


り 」 と あろが 先生 十 1 歳の 時斷 絡した。 本家 再 輿と 關聯 して、 權右衞 鬥相績 方法 を 攻究せられ た 手段 

帳に よれば、 本家 斷箱當 時の 系圔は 次の 通りで あろ。 

1- 嘉 助 

—左 七 

本家 伊野 右衛門 I— 叉 次 郞  ■  , 

1 儀 兵 衞 C 相績 i^tf 六. 曰 K 

厂八 右衛門 

. 吏 に 先生 親ら 幕府に 差 出した 親類 書に よれば、 當 時に 於け ろ 先生の 親族 を 最も 明かに すろ もので あろ。 

親類 書 

相 州 足 柄 上郡栢 山村 百姓  銀 右 衞門死 

銀 右衛門 無 妻 


、 Ha  、ん 

、 祖 母 

、 父 

- 母 

、 0 

、 悴 

】 、 娘 


孤 父 銀 右衛門 賁子無 御座 候に^ 同 州 同 郡 

^村 甥之繚 組頭 万 兵 衞ニ男 養子 仕 候 

相 州 足 柄 下 郡 曾 我 別 所 村 組頭 

同 州 同 郡 飯 泉 村龃顕 


利 右衛門 死 

太兵衞 娘 死 

彌 吉死娘 一 

ニ宫 彌太郞 


壹  人 

^前に 罷在； SK 


露 

身 

甥 

祖 父 

0 母 

伯 母 

. 從 弟 

• 從 弟 

, 祖 父 

, 祖 母 

、 伯 父 

、 伯 父 


«i 州 足 柄 ヒ^ 桢 山村 組 S 

私 弟 組頭 三郎左 衛門悴 . 

同 弟 嫫同州 足 抦下郄 ^正 寺 村 百姓 

父 方 

相 州 足 柄 上郡栢 山村 組頭 

相 州 足 柄 上 郄吉田 鵠村組 S 

同 州 同都栢 山村 淸联ニ 男 

私 母死聱 淺右衞 門死悴 

右 同人 死 二 男 同 州同郫 同村 百姓 

母 方 

相 州 足 柄 下 郄曾我 別 所 村 組頭 

同 州 大住都 生 潭 村 名主  - 

同 州 足 柄 下 都 曾 我 別 所 村 百姓 

!g 父 組頭 太 兵 稳枠死 

右 同人 死 二 男 f  -i 

同 州 同 郡 羽根 尾 村 組頭 


三 郞左衞 門 

富 太郞死 § 

害 與 治 

十  一二 郞妻 

萬 兵衞死 

藤 左衞門 S 娘 死 

淺 右衛門 死 娘 死 

安五郎 死 

回  藏死 

太兵衞 S 

幸 右衞門 死 娘 死 

富  七 死 

半四郞 
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伯 父 

伯 母 

從 弟 

從弟女 

從 弟 

從弟女 

從弟女 

私 0 

從 弟 

^ 弟 


右 同人 死 三男 

同 州 足 柄 上郡栢 山村 百姓 

右 同人 死 娘 

同 州 足 柄 下 郡 飯枭村 百姓 

私 伯父 富七悴 

右 同人 死 娘 

同 州 足 柄 上 郡 永 塚 村 名主 

右 同人 死 三男 

^伯父 半 四 郎娘松 平 讚岐守 家中 

右 同人 娘 

右 同人 枠 

私 伯母 死聱 權左衞 門死悴 

，右 同人 死 二 男.！.！，  I 

相 州 足 柄 上 郡 金竽村 名主 . 

終 - 者 


相 州 足 柄 下 郡 钣泉村 組頭 

は  同 州 同 郡 遝正寺 村 钳頭八 郞左衞 門 死 娘 

右 之 外 近親 類 緣者無 御座 候 以上 一 

弘化 乙已ー 一年 十 一 月 


甚左衞 門 死 

權左衞 門 死 妻 死 

it  太  M 

^  助 妻， 

民  藏 

宮地 勝兵衞 妻 

二  人 

手前に 罷在候 

多  七 


X 兵 


司 


彌 i  吉死 

右 同人 死 妻 死 


二宮 金次郞 
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これに 某. き 系阖樣 式に やん 接關 係の 分 を 表記 すれば 次の 通で ある • 


鼓 泉 村 

(峯 右衞 門) 

彌 吉 J— 波 


吉田 島： 

藤 右衛門 ー 女- 


1 ー宫 萬兵衞 I 


-萬 兵 衞- 


厂銀 右衛門， 

(無 妻) 


(欺 子) 

—彌 吉 

r 女 

-萬 兵 * 衞 

-女 

1 利 右衛門— 


分 部 讚呋守 家中 

三 宅 賴母—— 


背 我 別 所 村 

太 兵 衛- 


—金 次 郞し 

(尊 德) 

-三郞 左衞門 

(友 吉) 

(常 五郎) 

-富 太 郞 


-鉸 子 j 

— 彌 太 <BT 

S 行) 

(奇 峰) 

富 田 高 K- 


—金 之 丞— 德— 尊 道 

$ 親) 


I お 好- 

— 富 七 

1 牛 四 a? 

—甚 右衛門 

I 女  、もべ ま  . 

總 本家の 最後の 相癀 者た ろ 儀 兵衞は 先生 十 1 歲の寬 政 九 年 正月 六日に 歿した ので あるが、 もと 一 f 


伊右衛門 は 分家. H 一軒の 本家と して 相當な 分限者であった。 萬 治 年間 は 六 町 四 反 四 畝 拾 七 歩の 土地 を 

有して 居た。 然 ろに 分家の 際に 地所 を 割き、 華奢の 風潮に も 流れた ので あらう、 百 四十 年 を 經た寬 政 

の 頃に は资財 悉く 盡 きて- 稻荷 社の 敷地 贰 ：$ のみと なり、 儀 兵衞は 祖先の 建立した 藥師 堂に 住し、 附 

近 を 托鉢して 步き、 晚 年に は 一 族鄕 人の 施行に よって 最後の 呼吸 を繫 いで 居た。 

先生の 祖父 銀 右衞鬥 は、 父 萬兵衞 より 何程の 分家 株式 を 受け 得 たかは 判明 しないが、 父 利 右衛門へ ■ 

W へた 頃の 安永 七 年に は 田畑 合 反 刖甙町 三 反 六 畝 甙拾甙 歩で あろ。 この 祖父 は 「無 妻」 と あろが、 是 

だけの 地所 を 所有し、 また 先生に 傳 へられた 住宅が、 轉賫 せられた 後の 今 曰で も 主たる 材木に 手 人 を 

耍 しない 程 堅固な もので あり、 地震、 大風 等に は 近隣の 者の 避難所と なった と傳 へられた 點 から 見て 

も、 一 象 を 創立した 相當な 人物であった と 想像 レ 得ろ。 

父 利 右衞門 は、 その 銀 右衛門の 兄 萬 兵衞の 次男で、 銀右衞 門に 養 はれて 相辏 したが 「栢 山の 善人」 

と稱 せられた 程の 人で あろから、 極めて 溫 和な 性質であった と 見える。 又 母た る 人 は 「お 好」 といつ 

そ , か べっしよ むら 

て、 近 鄕曾我 別 所 村の 川 久保太 兵衞の 長女で あつたが、 これ も 亦、 足 柄の 三人 男の 評判の あった 父 太 

兵衞の 子と は 思 はれない 優しい 人であった。 父 は 三十 ニ歲、 母 は 十八 歳で 天明 四 年に 結婚、 三年 を經 

て 先生 は 天明 七 年 七月 一 一十三 日 誕生した。 

數 年の 間 は 何事 もなかった。 寬政ニ 年 先生 四 歳の 時 弟友吉 (後 常 五郎 また 三 郞左衞 門) が 生れた。 その 
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翌寬政 三年 八月 五日 大 暴風雨が 襲來 して 、翌日に 亙り 小 m 原より. 江戸に 至る まで、 沿岸に は津浪 が：^ 

り、 內 地に は 家屋 樹木 倒 壌し 死者 を 出した。 此 H 坂 口の 堤が 缺^ して 東栢山 附近 一 帶は 砂礫の 荒野と 

なり、 ft 宅の 床下に 魚の 游ぐ 程で、 利 右衛門の 所有地 は 悉く 氾濫の 厄に 遇った。 當時 利右衞 鬥 は 相^ 

しち g 

した 地所の 內質地 等 を 返却して 居た から、 壹町 六段餘 になって 居た ので あろが、 田畑 復與 のおに 多数 

の 費用 を 要し、 貸 附金等 は 催促 も 出來ず 次第に 困難 を 重ぬ ろに 至った。 尤も 五ケ 年後の 寛 政 八 年 正月 

に は參宫 をして 居ろ の を： a ると、 幾分 安堵の 思 をな した ものと 見えろ。 けれども 翌寬政 九^-に は、 本 

家 死 絶し、 利 右衞門 一象 も 復興 資金 調達に よろ 負愤と 復與に 努力した 苦勞の 疲れに よって 衰贫の 一路 

を 巡らざる を 得なかった。 

一二 幼時の 艱難 寬政十 や 先生 十二 歳の 時.、 父 利 右衛門 重病に 罹り 同村の 翳師、 村 田 道 仙の 治療に 

よって 漸く 恢復した が、 當時利 右衛門 は 所有地， を 典 資して 藥 鱧に 充て、 叉 一家の 日 《$ 費に 充 つろ 外 

はなかった。 利 右衞鬥 歿後 殘 つて 居た 七 反 五 畝 廿九歩 を 控除 すれば、 洪水 以後 少く とも 九 反歩 は賫却 

せられて 居ろ。 

この の 事 であろ、 酒 匂 川の 小 洪水の 修繕工 事に、 先生 は 病 父に 代って 村人 足 を 勤めた， その 徵カ 

を 補 はん 爲に 草鞋 を 造って 人に 勸め たとい ふ 美談が 遣され た。 また 先生 は 草鞋に 關 する 幾つ もの 話な 

遣され た。 


一 IO  ― 


( 一 ) 先生と 草鞋の 美談 は 甚だ 多い、 その 第 一 は 父 利 右衛門の 病んだ 時、 先生 は 草鞋 を 作つ て 之 を 寶 

り、 僅少の 酒 を 得て 歸り 父に 供した、 ^ん で以來 酒代に 翁した 父 は、 病 氣の爲 には藥 とも 考 へられ 

た當 時で ある、 久しぶりの 酒、 然も 愛兒の 努力の 酒、 一 盞實に 百 斗の 養老 酒であった であらう、 そ 

の盞を 口に やる 寺の 嬉しき 態度、 先生 は 終生 忘る A 能 はざる ものであると 常々 物語られた 先生 ガ 

貧者 を惠 まんと する 强ぃ l^$-、si、 この 父子 眞 愛の 體 驗に强 く 印象づけられた ものが、 大 なる 創造 

の 一 因と なった ものと 思 はれる。 

(二) 十二 歳 頃の 堤防 工事の 時と 傳 へられる、 先生が 病 父に 代って 村人 足に 出た、 大柄で あつたと 

まやへ 十二 歲 である、 巳む を 得 ざれば 子供で も 代役す るは當 時の 習慣で はあった が、 如何にも 申譯 

なしと、 兩親も 物語った ので あらう。 倂し 村民 は 利 右衛門の 現狀を 知れる が 故に、 誰 一 人 苦情 をい 

ふ もの はない、 けれども 先生 は 夜間に 草鞋 を 作って 己の 力の 足らざる 代償の 一部に もと、 數 足の 草 

鞋を馓 布して 置いた が、 村民 は 誰か 落した もので あらう とて 之 を 拾って 使用す る ものはなかった。 

先生つ らく 村民の 草鞋 を 熟視す るに 片足 づぅ 壊れ、 人の 捨てた る あれば 之 を 拾って 穿く もの も あ 

る。 之に 噔示を 得た 先生 は 緒 を &げて 半足づ A 撒布し 置き たれば、 数人 は 之 を 用 ひし も、 後先 生の 

撒布した こと を 知る や、 また 用 ふるものはなかった。 と、 後年 富 田 高慶に 物語った と傳 へられる。 

(三) 先生 は 後年 -± 法實 行に 際し、 貧富 相 共に 餘財を 出して 積 立て、 一村 興 復の资 財に 供すべき を 
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勸獎 せられた が、 貧民 は 我等に 何の 餘 財が あると いはぬ 計りの 狀況 であった から、 草鞋 I 足 拾 文、 

繩十 把. 五 文 若し この 五 文 を 毎日 一村 五十人 積めば、 繩 五十 房 草鞋 五十 足、 一 年 三百 六十 日、 こ e 令 

毎夜 餘 分に 造れば、 繩 のみ にても 一日 一 村贰百 五十 文、 一ヶ月 七 貫 五 百 文、 一年 五 拾 貰 文、 金と し _ 

て 拾三兩 三分 一 朱餘 (今日の 金に して 贰百七 拾 六圓餘 となる) である。 小 を 積んで 大を 致すま^ 也 

自然の 理 であると て、 村民の 意氣 を激勵 せられた が、 一 に 幼時より 夜業に 得た 體驗の 結果で ある。 

翌 十三 歳の 年に は 父 は 稍よ 輕 快で、 三男 富 太郞が 生れた 程で あつたが、 その 翌寬政 十 一 年 九月 廿六 

B 利 右衛門 は 重患 再 發の爲 に、 終に 歿した。 

I 象 は 途方に 暮れ、 先生 は 薪 を 採り 繩を絢 ひ、 母 は 一 たび 末弟 富 次郞を 他に 預けるな ど、 苦心 摻》  W 

であった が、 先生の 幼い 腕で は 糊口 を 支へ 難く、 七 畝卄八 歩の 地所 を壹兩 三分に 賨 却して、 終に その 一 

度を過ごした。 宫次郞 を 里子に 遣した 話の あるの はこの 時で ある。 

父の 死後 は、 母と 共力して 一家 を 支持す る 外 はない。 然るに^ 兒を 抱いて 居て は&喜 も 出来ない 

から 之 を 里子に 遣 はして はと 親族 ども 相談し、 西栢 扎 の 奧津甚 左^: とい ふ 母の 弟の 象に 托する こ 

と A なった、 母 は 歸り來 つて 先づ 安心と 明 H の 仕事な ど 語り合つ たが、 寂寥 は 母子の 共に 感ずる 所 

である、 況んゃ 母 は轉々 反覆して 寢 もやらぬ 様子、 先生 は 母に 氣 持で も惡く はない かと、 母ま^-; 

畏^ なしと 吿 ぐれ ども、 先生 は 心配の 餘り再 一二 尋問す る を 以て、 終に 乳が 張って 寝ね 難しと 告げた 9 


先生 は 母上が 乳が 張って 困れば、 富 次郞は 腹が減って 泣いて 居る であらう から、 堇れ歸 つ.， こがよ か 

るべ しとい へば、 斯くて は 明 n の钍 事に 差 支 を 生ずる であらう と 母の 語に、 然 らば 富 次郞の 厄介の 

掛かる 分 丈け 自分が n 十く 起きて 久野 山に 行き 薪 を 取り、 おそぐ 寢て 草鞋 を 作る から 連れ 歸ら るべ し 

と、 先生の 健氣な 決心 は、 優しい 母 を 動かして 同意せ しめた。 母 は 喜んで 直に 之 を 迎へ來 るべ しと 

いへば、 先生 は 明朝 ザく 自分が 迎へ來 らんと 言 ひたる も、 母 は西栢 山まで 何の 事 か あらんと て卬ー , 

歸り、 母子共に 相悅ん だ。 

斯くて 十 一 歳の 弟 は 一 一歳め. 末弟の 子守 をして、 相 助けて 働いた が、 さて 何程の 事が 出来た であらう 

力 寶殘の 地所 七 段 許 を 耕作す るに は 母子の 力で は 足りない、 人 を 雇うて 賃金 を怫へ ，ま、 通 列の 睾-家 

に は 何程 も殘る もので はない。 時 は 方に 秋に 人り 冬と なった。 栢 W の 內には 一 町歩の 山林 もない、 箱 

.  < の やま  や さ し^やま み たけ や.^  いり あ ひやま  , f?、  +  J 

根 外 斜面の 久野は 岡 本の 矢 佐 芝 山、 三： P 山 等 は人會 山で ある。 先生 はこの 人 會權の 下の 薪柴を 採取 

して 之 を 小 田 原に 賣る。 山 は 栢山を 去る こと 約 一 里、 雞 鳴に 起きて 山に 入り、 夜 は 繩を絢 ひ、 草鞋 を 乍 

り、 孜々 として.^ らねど 未だ 十四 歳の 少年で ある。 斯の 如くして 一 年 有半、 先生 十六 歳の 正月 彼の 弋 

神 樂の來 た 時の 話の ある 哀れな 境遇に 迫った。 

時 は 享和ー 一年、 先生 は 十六 歳、 弟 友吉. は 十一 ニ歲、 末弟 富 次 郞も四 歳と なった。 正 H: の 餅 も 充分で 

はなかった であらう。 が、 例年の 通り 大祌 樂が來 た、 五穀 豐 饒家內 安全の 祈りと して 來る神 樂には 
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^^少 くと も 十二 銅 (金 壹兩を 現在の 贰拾 回と して 約 三 四拾錢 位) を 出さねば ならぬ。 甸は 先生に 

之を吿 げた、 先生 は 母に それが あるかと 尋ねた、 母子 相 共に 家中 を 捜した" 母は祌 棚に でも あり は 

せぬ かと 聞いた、 ffl 意の ない 所に あるべき 道理 はない、 如何に せんかと 母子共に 薆に 沈んだ、 先生 

曰く、 家 貧な りと 雖も栢 山の 一 戶、 僅かに 十一 . 一 銅が 無い とて 斷り も出來 ない、 依て 一 家 留守の 姿に 

して 通過せ しめんと、 母 も 亦 篛餘の 一. 策と 之に 黉 成した、 困った の は 末弟の 神樂を 見ん とする こと . 

である。 漸く 宥め m して 寝所に 伏し 戶を 閉ぢて 以て 呼べ ど 答へ ぬ 當意卽 妙。 祌樂の 後から 隨從 して 

遊ぶ 頃の 少年の 身、 母の 痛苦 も 思 ひやら る A。  一 

その 三月 一 一十 四日 祖父 川 久保太 兵衞が 歿した、 先生 母と 共に 會 葬した、 母 は 富 次 郞を負 ひ、 先生 は 1 

母の 白無垢 を携 へた、 愈 i 正式の 葬儀に 移った 時、 その 服装の 醜き を 以て 母子共に 式場に 列座す る を 

許されず、 控窒 たる 部屋に て i の 食 時 を 供せられ たので、 母 は 憤りの 歎きに 堪 へなかった、 漸く 先生 

の 慰藉に 泣き止ん だが、 歸途 母の 嘆き を 慰む るに 骨折った と傳へ らる。 

浙 かる 哀話と 慘說 とに 慨 きつ A あった 母 は、 三人の 愛兒を 遣して その 四月 四日、 僅々 十數 日の 病に 

て 歿し、 孤 兒ま唯 相 抱いて 泣く 外はなかった。 詮なく も 弟 二人 は 母の 在所の 祖母の 手に 引き取られ 

先生 一 人 は 役 興の 大 責任 を 負うて、 隣接せ る 伯父 萬 兵衞の 宅に 寄食し、 その 方途 を 攻究す る こと i な 

つた。 


親戚 は 巳む を 得ず、 殘 された 田畑 を 耕作し、 孤兒 扶養の 料に 供 せんが 爲に、 漸く 田植を 終了し、 希 

さか は が は 

望の 苗の 濒く^ たんと する 六月 廿火 曰、 酒 匂 川 はまた 大 洪水と なり、 運惡 くも 先生の 田 面 約 七 反は悉 

く砂埋 となって 斐 手の 跡 をも殘 さなかった。 哀れ 三^の 生育の 料 は迹形 なくなつ たので、 當 分の 內總 

て 親類の 助成に よる 外 は 無く、 家財 道具 を賣拂 つて 離散した 様に 親類へ 移った。 母の 中陰 を 終る を 待. 

つて 伯父の 家に 寄寓した 先生. は、 最早 一身 を 養 ふに 足る 勞慟カ を 有して 居た こと は確實 である。 然れ 

ども、 伯父の m 地 は 限りが ある、 勞 力が 増加した のみで は 生 產は增 進し ない、 故に 必ずしも 双方 共に 

長く は 寄食 を 便と しない。 これが 爲な るか 十九 歳の 時には 最早 伯父の 家の みに は 居なかった、 伯父の 一 

許に あった 數 年間の 說話 として 傳 へらる A 苦學 の狀、 特に 油菜 を 蒔 ゑた こと、 拾 苗を植 ゑた こと は 先 巧 

生 自筆の 記錄 があって 確實な ことで あり、 また この 二つの 體驗 は、 先生が 尊い 生活様式 を發 見し 創造 

した 重要な ことで ある。 

.  ...... W 

先生 は 伯父の 家に 在っても 決して n<s の 作業に 怠る ことはなかった、 併し 一 家 復興の 志の 厚い 先 

生 は、 復興の 研究 考察に は 常に 心 を 留めた。 二 家 を 復興す るの 途は 伯父より 敎 へられる こと もな く  * 

また 知友より 間き 得る こと もなかった。 最 n 千 人に は 聞く を 得ない と 悟った 先生 は 之 を 書物に 求む る 

ことと した。 而 して 人並に 讀書 力が 出來 ねばなら ぬと 考 へた、 夜業 を 終って から、 雨 親 在世の 砌學ん 

だ 村 名、 人名 乃至 は 童子 敎ゃ、 實語敎 や を 復習し、 遂に 大學を も 拾 ひ讀み をした、 伯父 萬 兵衞は 之に 


反對 した、 書物 を讀 み、 文字 を 習 ふこと は、 武士 や 名主 やの する ことで ある。 百姓に は 文字 はいら 

ぬ、 何程 書物 を讀 めば とて 一 文の 錢に もなら ぬ、 尻の 下さへ なくなった 程の ものが、 一家 を 興さん 

とならば、 一把の 繩、 一足の 草鞋で も 造れば、 五 文 十 文になる、 斷 じて 書物 を讀ん ではなら ぬと。 

人 は傳ふ 伯父 萬兵衛 は吝啬 にして 薄情な りと、 或は 先生に 對 する 愛情の 濃 かなる ものはなかった で 

あらう が、 また 一 考 して 見ねば ならぬ。 何故ならば 書物 を讀 むと も 直に は 厘毛に もなら ぬが、 草鞋 

を 造れば 十 文になる こと は 間違がない。 橐 民 生活と しての 體驗 から 來た 伯父の 語に も 一 理 はあった 

ので ある。 

然るに 先生の 讀書欲 は 禁じても 禁じ 切れなかった、 併し 伯父の 禁制 は 破られない、 或は 油菜 を 作 ば 

つて 讀 めば 小言 もなかる べしと、 友人の 家に 至り 油茱. の 種 を 借り、 千兩 用水に 接する 所有地の 堤に 

之を植 ゑ、 以て その 結 實を俟 つ こと A なった。 尋常 人に は考 へられない 遠い 望 を 立て、 而し てまた 

必 成の 方法 を 行った ものである。 

翌年 五月 五 R に は、 新しき 袢 IK を 伯父より 貰った、 之 を 着て 節句の 休日 を 外に、 嘗て 植ゑ たる 油菜 

は 如何と 見れば、 正に 牧穫の 好 時期であった、 その 新しい 袢 天 を脫 いで 之 を 廣げ、 油菜の 莢 を 揉み 

初めた、 意外に も 一杯に 充ち七 八 升 もあった ので、 兩 袖と 兩裾を 引上げて、 風呂敷の 狀 となし、 之 

を兩 手に 握って 喜悅滿 面、 隣村 小臺の 油屋嘉 右衛門 方に 赴き、 燈 油と 取替 へん こと を 依頼し、 必要に 


應 じて 油 を 渡された しと 約束した、 これ だけ あれば 夜 學も隨 分出來 るな らんと 喜んだ、 然るに 十月 

になって 夜業 後讀 書して 居る と 、慮らず もまた 伯父 萬 兵衞の 反對に 遭った、 土百姓の 日 雇 稼に 學問は 

無用で ある。 自分の 作った 菜種 を寶 つたと て 時間 を 浪費し 翌日の 妨 となると 猛烈な 訓誡 を 受け、 初 

めて 伯父 は 油を惜 みしに あらず して、 一 家 復興の 方法の 意見の 相違なる こと を 知った ので ある。 

併し 先生 は 舉問を 中止す る 意志はなかった、 從 弟圓藏 (萬 兵衞の 妹の 子) は竊 かに 先生の 學 問に 同 

情し、 深夜 澳卷 を持來 つて 行 燈 にかけ、 伯父の 安眠 を つげて 讀 書の 機會を 助成した と傳 へられて 居 

る。 この頃 先生 は 小 を 稜んで 大を爲 す 天地の 道理 を覺 つた 事實が ある。 

油菜 を 蒔いて 案外の 牧穫を 得た 十七 Is 初夏、 禅 苗の 最中、 田植を 終へ た 道端に は、 植ゑ剩 した 

苗が 其所此 所に 捨てて ある。 これ は勿體 ない、 これ を 何 所に か植 ゑて 置けば と考 へて、 昨年 埋 つた 

田地 を 見廻った 所、 住宅より 一 町 足らずの 荒 地に 水溜りが 出來て 居た、 休日 を 利用して 試みに 植ゑ 

て 置いた が、 案外に も その 秋に なって、 一 俵餘 の牧穫 があった。 誠に 當然の 事で あるが、 先生 を 驚か 

したの は 五 勺の 油菜から 六 七 升の 菜種 を 得、 捨 苗から 1 俵の 籾が とれた とい ふこと は、 總 ての 花 實 

はもとの 種子より その 量を增 加し、 IK 地の 間に は 「小 を 積んで 大を爲 す」 とい ふ 道 連が、 充ち滿 ち 

て 居る とい ふこと である。 

父母 逝きて より 以來 一 家 復興の 方法 を考 へ、 人に も 聞けば、 大學を 始め 他の 書物 も諫ん だけれ ど 
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も、 何處 にも その 方法 は 得られなかった。 然るに あの 油菜と この 捨 苗と は 天地が 自分へ 敎 へた 復興 

の 方法で ある。 考 へて 見れば 洪水 後の 河原に さへ も 草 は 生え また 成長す る、 人 は 草の 生えた と 同じ 

様に 生れた ものである。 草 は 自ら 生育す る、 人 も 自ら 生きる 道 を 開かねば ならぬ、 草木 鳥獸は 他の 

鳥獸 草木 を 培養す る ことが 出来ない、 人間 だけ は それが 出來 ろ。 而し てこの 「積 小 爲大」 の现 法に 

よって 生きる 道 を 開けば よい。 

兩親を 失 ひ、 殘 りの 田畑が 埋もれた 時には、 佝を 便りに 生きて 行かう と 失望む 落膽 したが、 それ 

は 先祖の 財產 によって 養 はれて 來 たからで あろ。 祖先の 祖先の 最古の 祖先 は 其 財がなかった 喾 であ I 

ろ、 それ IKSHISt が 時代で あろ、 豐 葦原 は 一 犬 草原であった、 他國 人の 力 を 借る ことなく、 この 

草原 を 闢き瑞 穗垂ろ A 秋津洲 とな させられた、 幸に して 無 一 物の 孤獨 から 一 俵の 資を 得た、 大 神の 一 

御迹を 慕って 精進 すれば、 我國の 榮ぇ來 つた 如くに、 1 家の 復興な ど は 問題で ない、 親戚 朋友 知人 

の 困窮 も 救 ひ 得ろ であらう。 

故 道に 積ろ 木の葉 を搔 きわけ て、 

天 照 神の あし 跡 を 見む。 

天地 は 草と 米と を 差別な く 生育せ しむる、 人 は 草 を 去って 米 を 育つ る、 雜草を 除き 肥料 を 施し、 培 

養 を 怠って はならぬ。 斯く 悟った 先生 は 萬兵衞 方に 在る こと 二 年餘、 ぎ 陽な く 働いた、 地方の 慣習に 


よろ 木 日に は 青年 男女 は それぐ 嗜好に 依って 遊び、 冬の 夜長に は、 義太夫 (關 西で いふ 淨瑶璃 ) の 

稽古が 流行した、 先生 はこの 休日が 分外の 勤勞 日で ある、 賨殘り 田地の 砂埋 となった もの を 一部 づ. - 

開發 し、 は 之 を 村民に 小作せ しめ、 或は 薪 を 採り 繩を絢 ひ、 僅に 得た ろ 小 遣 錢が壹 貫 文 (三圆 位) 

こも 充っュ ば 村內の 老婆 等に 與 へて、 その 喜ぶ 顏を 見、 せめても 亡父 母の 靈を 慰す ろ 氣分を 味って 樂 

しんだ。  ， 

.9 父の 家に 可 年まで 居 たかは 明暸 でない が、 文化 二 年から 曰 記萬覺 帳が あって、 先づ 手拭 代に 贰百 

文と あるから、 新年の 遣 物で あらう、 萬 事 伯父 任であった の を 正月から 獨 立した ものと 見 ゆろ。 特に 

麵 本家 再興 を 工夫して、 稻荷 屋敷に 垣根 を 結へ る 事 實に徵 して 伯父の 家に は 居な かつ. た こ と. を 知り^ 

る。 の 手記に よれば この頃より、 村 內の銀 內及岡 部 善 左衞門 方に 寄食す と あるから、 或は 

有志の 家に 勞 動し、 或は 砂埋 地の 復興に 努力した ものと 思 はれろ。 最初の 文化 二 年 曰 記萬覺 帳に よれ 

ば、 その 十九 歳の 1 ケ年 は、 出 人 勘定 極めて 少額で あろが、 三分 壹貫五 百 十七 文 (約 十五 六圓 相當) 

の 昔 \ が あろ、 これ は 勞賃を 以て 返却す る もので あらう、 その 中に 「こやし 代」 とい ふの が あろ。 米 

の 貸 附が贰 俵 ある。 十六 歳 伯父の 家に 寄食す ろ 時に 賫拂 つた 家財 田畑の 代金まで 合して 貸 S 金が 八兩 

壹分貳 朱 ある。 玆に 至って 最早 一象 再興の 曙光 は 明かに 見えて 來た。 この 前後から 先生の 言行が 世人 

め 注意 を拂 ふに 至った、 「ゼ ゼ」 「ダル リ 一 ぺん」 「キ 印の 金さん」 「飯 泉の 觀音 堂の 讀經」 等々 枚擧に 
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達な き 程で ある。 

土 堤 坊主と いふ 土 堤 は 酒 匂 川の 堤防の 事で あろ。 この 堤防に 先生 自ら 植ゑ たとい ふ&の 木^、 現 

在數 尺大數 十本の 並木と なって 居て、 以來 この 坂 口の 土 堤は缺 潰しない ので あろが、 それ を. 可 寺. ま 

ゑ たかは 確證 がない けれども、 堤防の 缺瀵に 惱み拔 いた 先生 は、 將 來に備 ふろ 爲に松 苗木 を t ゑた 

こと は 明瞭で あろ。 自ら 植 ゑた 松 苗木で あろから、 虔々 これに 手 を 掛けた こと も搴實 であらう、 土 

堤 坊主の 傳說に は 色々 あろが 青年時代に 植 ゑた 事 實には 相違 はない。 

釵枭 の觀音 堂に 經文を 開いた とい ふ 話 は、 大澤 氏の 手記に よれば 甲子 十月と あろから 十八 歳の 事 

であろ。 報德 記に は 十四 歲と あろが、 その 說 話中の 一 節に 一 家 復舆を 志す と あろから、 十六 歲 以後た S 

る こと を 想像す ろに 難くない。 釵 泉の 観音 堂と いふ は、 祌奈川 縣足柄 下郡璺 川： S 泉の 一 寺院で あ 一 

つて、 仁王門と 觀音 堂と 地方に 珍しき 宏壯 なろ 祈願 所で、 釵泉 山勝蹒 寺と いひ、 本尊 は 十  一 ； s 觀音 

で 坂 東 五番の 札所で あろから、 秩! { の 順 禮は必 す 参詣す る o 

頃 は 十月 先生 通過の 砌參拜 した 所、 旅僧あって 熱心に 讀經 して 居た、 先生 靜 かに 之を聽 いて Si た 

が、 旅佾の 讚み 了ろ を俟 つて、 餘 りに 經 文の 有り難 さに 貴僧 は何虚 の 方な り やまた その 經文は 町と 

いふ 御輕 なり やと 聞きし に、 自分 は 越 前の ものな り今讀 みし は 觀音經 なりと 答へ た、 日頃 く听と 

甚だしく 相 遠す ろが と 推して 聞けば、 訓讀 なりと 答へ た、 依て 錢 二百 文 を 出して 再讀を 乞うた。 先 


生 歸り來 つて 直に 善榮 寺に 至り、 觀世 音の 德廣大 無量な ろ、 而て佛 菩薩の 尊き 亦濟 民に あろ かと^ 

か-つぎう を しゃ 5  r 

うた^ 考 牛和尙 驚いて 曰く、 我れ 齢 六十に 超えたり、 多年 朝夕 此經を 誦すと いへ ども、 其の 理を 

感通 する こと、 それ 程に 明晳 でない、 誠に 佛の再 來に遭 ふ 心地が する、 是非 この 寺に 人って 僧と な 

り、 衆生の 爲に佛 法 を 奉持し、 大に濟 度に 努めん こと をと 請 ふ、 先生 曰くが は 我が 望に あらず、 我， 

ォ i 先の 家を舆 し、 その 靈を 安ん ずる 任務が ある、 と 固く 辭 して 歸 つたが、 大學 の敎は 修身 齊衆台 

國平 天下で あり、 これ を 普くす るに 仁 を 以てし、 佛敎は 衆生 濟度を 本願と し 之 を 施す に 慈悲 を 以て 

する。 一家 を 復興し、 一 村 を 興す の 道 は 儒者と 佛 者と 百姓の 道との 間に 本來 差別な きを 悟った もの 

の 如くで ある。 

義太夫 を 聞いた 時の 傳說も 面白い、 當時 村の 青年 速 中が、 每冬 義太夫 を 習 ひその 稽古 上げ を や 

る。 先生 は 義太夫 を 知らず、 或 時 之 を 聞き 「不義の 富貴 は 浮べ ろ 雲」 と いふ 文句 を 耳に し、 「其^ 

ぢ や！」 と大聲 した、 通例 聽衆 中より 嘆美の 聲を 聞く は 義太夫の 節 廻の 良い 時で あろ、 斯様な 文 旬 

に 賞辭を 放つ を 聞かない、 故に 語れろ 若 太夫 も 驚いて 一 時 停止した、 村民 は 「金さん はキ 印で ある - 

と 噂した とい ふ、 大衆の 平凡から 見れば 道理 を 悟った もの はキ 印で あるで あらう。 

大擧と 先生と は 切っても 切れぬ 深い 關 係が あろ。 薪 を 伐り、 繩を絢 ふに も、 先生 は大 學を懷 から 

離さなかった とい ふこと であろ。 その 遣 物 は 現に 栢山 なろ 先生の 舍弟三 郞左衞 門の 子孫の 家に 藏す 
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ろ。 表^も 本文 も 破れ 損じて 讀め なくなった 所が ある。 本文に は片 假名 字に て 音訓 を 書 人れ た 所 も 

あり、 叉 意味 を 記 人した 所 も ある。 例へば 「君子」 に は 「擧 問の 君子」、 「頗」 に は 「ョ ッ. ネド」 、「序」 

こよ 「次第」、 「.1  久德」 に は 「コ ウダ イノ 德」 などと ある。 大學の 書 を 讀んで 幼時 何程の 安心 を 得られた 

か は 明瞭で はない が、 後年 仕 法 書 を 草され た 時、 大畢と 論語と が 尤も 多く 引用せられ、 而 して 躬自 

ら行 ふ^は、 大學の 道に 合する ものと 信じ、 それが 萬 古 不易の 良法な りと 確信して 居た ことが 明か 

に 見 ゆる。 先生が 斯様な 結論に 達する 迄に は、 大學は 最もよ く讀 まれた であらう、 而 して 先生の 大 

切なる 成文の 經 典であった であらう。  I 

先生の 學 問の 方法 は 一 般 人と は異 つて 居た、 十八 九 歳の 頃で ある、 名主の 岡 部 方に 屡 々出 人し お 

た、 岡 部 は 近鄕隨 1 の學 者であった、 諸方より 儒者 を迎 へて その子 息の 爲に 講義 を 聞かす る を 例と し 

た、 先生 緣 外に 來 つて 好んで 之 を 聞いた。 1^ 時、 儒者の 去った 後、 岡 部の 子息 は その 講義 を 復習し 

た、 而 して 或る 一 節の 講義 を 忘れた、 父子 大に その 意義 を 論究した が 判明し なかった、 先生 之 を 

洩れ 聞いて、 その 不明の 語の 文句 を 尋ねた、 岡 部 父子 は 「金さん」 の 知る 害な きを 告げた、 倂し先 

生 は 強て 尋ねて 止まな か つた、 岡 部は已 むなくその 文句 を讀ん だ、 先生 暫時 熟考して、 斯 かろ 意 

眛 ならん と 述べた、 その 解說 不思議に も 思 ひ 出 で 難 かりし 意味に 髡髴 たるに 驚き 聊か 疑を存 した、 

S が 言 を 疑 はる A ならば 次に 聞かろ A 講義の 場所の 文句 を 聞き その 意義 を 述べ 、 我が 解義の 正しき 


を證 せんと 述べた、 而 して 次の 文句の  一 二に 對 する 意見 を 述べた、 次回に 儒者の 講義した 所 は、 そ 

, れに 大同小異であった、 玆に 於て 先生 は 素 讀を岡 部より 習 ひ、 解義は 先生が 試みて 豫 習に 供 せんと 談 

笑した。 岡 部 は 先生に 何故に 之 を 了解した る やと 尋ねた 所、 先生 曰く、 世人の 書 を 讀むゃ 文句 を讀 

んで 然る 後に 道理 を 知らん とす、 然るに 自分 は 天地 問の 道理 を先づ 知って、 然る 後讀む 所の 文句 は. 

その 道理の 何れ を說 明した る ものな り ゃを考 ふろと 答へ たと 傳 へ らる、 この 事の ありし は事實 なら 

ん、 年齢の 幾歲 なりし や は 判明せ ず、 また 岡 部の 讀み たりし 文句 も傳 はらず、 暫く 記して 後の 出 證 

を俟 つ。 

艱難 時に 於け る 先生の 苦心談 は 甚だ 多かった であらう。 唯 後世に 傳へ， られ た事實 は、 爾後 先生が 事 

業と して 遣され た 大事 實の迹 に 比すれば 甚だ 少 いけれ ども、 一 家 復興の 根元が 「積 小 爲，^ 」 の 自然の 

力に あり、 この 天地の 力に、 人間の 勤 勞のカ を 加 ふれば、 後に 至って 先生の 發 見せられた 報德 生活の 

1 様式と して 重要な もので あり、 また 艱難に 遭遇して 悲觀 し、 萎縮す る 哀れな 生活より 脫 却し、 強く 

明かな 更生の 輝きの 世界に 邁進す る 確信 を 得た こと は、 啻に 先生の 生涯に 光明 を 放た しめたる のみな 

らず、 後人 をして 保護 助成 を俟 たずして、 i や； 拳 以て 自ら 萠ぇ出 づろ道 ある こと を 悟らし むろに 足る。」 
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第一 一章 一 家の 復 興 

一 一家 復興の 志 成る 先生の 大願 は 一世の 荒廢 と、 萬 代の 貧困と を 救 ふに あつたが、 それ は 一家 

の復與 から 芽生えた もので あろ。 先生 は 幼少より 貧乏 苦 を 味 ひ、 兩親を 喪って 孤兒 となった 悲慘な 生 

活から 先づ 一 家の 復興 を 一 途に冀 はれた。 これ は當然 過ぎろ 程の 事であった。 併し 先生 はこの 志願 を 

達すろ 方 園の 中より 何人の 復與 にも 可能なる 生活 技術 を發 見し、 之 を社會 に推擧 し、 終に 報 德式， 生活 一 

様式 を 創造して 後世に 惠 まれた。 その 最初の 體驗 より 樣式 完成までの 要略 は、 先生 自ら 之 を 草して、 W 

つ 4 めかたお-つきよ f か *> ひたて まつり さ ふら ふかきつ け  -  | 

「勤 方 住居 奉 窺 候 書付」 とい ふ 書類に 明記して あろ。 この 書類 は 天 保 十四 年 十二月 十 曰^で 

幕府へ 差 出された もので 自叙 傳と稱 しても 可な ろ もので あろ。 全篇 悉く 敎誡 となろ もので あろが、 先 

づ その 中から、 一 家復 輿に 專念 せられた 所の 少靑年 時代の 志望 を 回顧した 箇條を 引用して 見ろ と、 

其發端 私儀 五歲之 時、 寛 政 三 亥年 大 洪水 之砌、 EE 畑 不レ殘 押 流し、 或は 瀕 となり 淵と なり 、又は 土石 

まきあげ  、 、 、 たんせい 、、、©<p-®®-® 

搀 上高臺 となり、 五穀 熟せず、 私共 爲，， 養育， 辛苦 艱難 を盡 せし 父母の 丹誠 自然と 骨髓に 徹し、 如何 

して か 口腹 を 養 ひ、 如何して か 貧窮 を 免れ、 父母の 辛苦 を 安 ぜんと 相 營罷在 候處、 十二 歳の 時より 

父 大病 を 相 煩 ひ、 十四 歳の 時 遂に 相果、 蕕又 十六 歳の 時 母 大病 を 相 煩 ひ 相果、 無據 親類 之 助成に 預 


り 成長 仕 候 間、 初 は 荒 地 を 開き 田畑 を 耕し、 夫 食 を 求 口腹 を 養 はんと 欲し、 或は 衣服 を 求 寒暑 を 凌 

がんと 欲し、 或は 居住 を 求 風雨 を 凌がん と 欲し、 或は 父母の 丹誠 を盡 せし 大恩 を 報ぜん と 欲し、 或 

は 兄弟 を 養育 せんと 欲し、 或は 親類 緣 者の 助成に 預り候 恩義 を 報いん と 欲し、 或は 妻子 を 養 はんと 

欲し、 或は 朋友 之 貧苦 を餘荷 はんと 欲し、 或は 右が 如き 極 難 困篛暮 方便り 鮮き 者を惠 まんと 欲し、. 

或は 田畑 山林 家株增 益して 富貴 を 求 渡世 安樂に 至らん こと を 欲し、 或は 祖先の 家名 子孫 永々 相繽致 

さん 事 を 一 途に存 込罷在 候- (、、の 條社 食へ 進展の 條參 照) 

と あるから、 絪 先の 家名 子孫の 永績を 一 途に存 込まれ、 當 時の 志願が、 一 家の 復興に あった こと は 明 

かで ある。 一家 復與 とい ふ 志願 は 平凡で ある。 併し 享樂を 知らず、 一 家の 繁榮 とその 永 安 をのみ 志願 

し 一途に 之に 專念 する 子女が あらば、 賴 もしい 子 を 有った 安心な 親で あると 羨まれよう、 而 して 恐ら 

く は 斯る靑 年 は、 一村 ー鄕の 模範 青年で あらう。 

孤兒 となった 先生が 一 家 再舆を 熱望し、 之 を 達成す る 方法と して、 棄 苗より 一 俵 を 得た s§ まガの 

道 を 選んだ こと は 申す まで もない、 先づ 一 俵の 米の 保管の 方法 は、 貧しい 人に 無利子で 貸 4>」 ば、 人 SP 

時に 新しい 米で 返される、 冥加 を 思 ふ 人情から 何程 か御禮 とい ふ 意で 利子が 附 せられる。 僅少の 賃金 

であるが 積めば 相當の 額に なろ。 今日 を 負債に 惱む 隣人に 貸す とき は、 無利子で も 保管の 方法 こ 、い 配 

はな，：， 鴛 時の 習慣で 一 割から 一 割 五分 も 貰へ ろ 時 も ある。 利益 を 眼目と せず 窮境に 同^した 貸付 は 
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案外 返濟は 正確で あろ。 僅少の 田地の 作德 米と、 曰 常の 勤 勞の牧 得 並に 賃錢は 少額であって も、 次第 

に相當 多額と なろ。 

伯父の 宅より 歸られ たの は 何年で あろ か記錄 はない。 金錢 出納 は 文化 二 年分から あろ けれども、 同 

年分 は 僅少の 記錄 であり、 翌 文化 三年 卽ち 1 一十 歳の 時に 到って 俳句の 句 料、 芝居、 伊勢 講、 無盡、 其 

他 貸借 關 係が 甚だ 明細と なって 居る から、 伯父に 信託した 經濟を 引取った ことが 明瞭で あろ。 尤も 文 

化 六 年 1 一十三 歳の 年に 到って 帳簿の 名前が 初めて 一 ー宫 金次郞 となって 居て、 それまで は 銀 右衛門と あ 

ろが、 それ は 大凡 當分 前代の 名前 を 踏襲す ろ 例に よった ものと 思 はれる。 而し てこの 文化 三年 は傳說 I 

ふくす みま さえ お 

にい ふ 所の 「二十歳の 正 河 を 自宅で 歳 を 越えた」 とい ふこと に 合致す る。 福 住 正 兄 翁の 話と して 傳へ ^ 

られる 「十九 歳の 時に 最早 伯父の 家に は 居なかった」 とい ふ 事に も 思 ひ 合される。 然 らば 萬 覺帳は そ 

れ から 書き初めた と稱し 得る，。 併し 未だ 獨身 であろ から、 常に 自宅で 寢食 をして 居られた とけ 考へ得 

られ ない、 而 して 三十 一 歳で 始めて 妻を迎 へ られた 事と、 夜話の 中に も 確かに 養 ひ 得る まで 妻 を 娶らな 

ハ のがよ いと 敎 へられた の を 聯想 すれば、 村內の 家々 に 在って 日 雇 稼 をな し、 その 求めな き 曰に 砂埋 

地 六 反 八 畝 歩 を 開墾し、 或は 僅少の 所有地 を 耕し、 衣食 は 雇主の 宅に て 過し 餘 財と 作德 米と を 困窮 人 

に 貸付け て 蓄積した のが 累次 大を なすに 至った ので ある。 

尤も 伯父の 宅に 寄食した 時、 家財 殘品 を賨 却し、 之 を 貸付け てあった が、 宅地に 近い 田地に 境界 問 A 


題が 生じ、 一部 辨 償の 餘 儀な き 談判 を 受け、 誠に 孤兒の 悲し さ を 味 ひつ 、も殘 りの 三兩ニ 歩で 田地 九 

畝 拾 歩 を請戾 した は 同じ 一 一十 歳の 時で あろ。 砂埋 地所と 宅地と 總 計して、 一 一十 一 歳の 文化 四 年に は 作 

德米 十三 俵餘、 貸付 米 七 俊餘、 貸金 三 歩と いふ 資產 が出來 た。 これ は 大體に 於て 祖先の 遣 財 を 復興し 

これに 勤勞の 所得 を 加へ たもので あろ。 雨來獨 身の 精勤 家が、 田地 及 米 金の 作德 利殖 は 自然に 積んで 

嗜 益した。 爾後 年々 の萬覺 帳に 見えて 居ろ の は 次の 通りで あろ。 


文化 四 年 

五 年 

六 年 


歲 

二十 ニ歲 

二十 一 11 歳 


七 年 

八 年 


二十 四歲 

二十 五 歳 


作德十 11 一俵 

, 同 十 俵 六 斗 11 一升 

同 十一 一一 俵 一斗 

小作米 拾 九 俵 


貸付 米 七俵餘 

へ 同 米 六 俵 

^ 金八兩 甙朱餘 

へ 同 米 11. 一俵 

, 金八兩 二分 二 朱 

同 米 五 俵 


賃金 1 一一 分 

耠 金三兩 二分 貳百文 

同 一一 一 兩 二分 五 百 文 


^德 If お T+lut  (古 ® 金 十一 一一 兩 三分 餘 

作馎米  一 0 一  斗ニヂ \醉 まき.^ 暖三 へ^ 


/新 貧 金九兩 11 一分 八朱餘 

小作米 111 十 111 俵 U1 斗 古 貸 七兩餘  耠 金四兩 

:8 又は 賃金と 作德 米と を 積む 時 は、 年々 財貨 は增 加す ろ、 二十 三 歲の時 田地 甙反八 畝 廿八歩 を 買 

人れ、 一 一十 五 歳で は 更に 參反贰 畝 甙拾壹 歩 を買戾 したので、 總計 田畑 壹町四 反 五 畝廿壹 歩と なった。 

前の 表 中 小作米 三十 三 俵 三 斗 はこれ で 出 所が 明かと なる。 而 して 懷 中には 相 當の金 錢が貯 へられて 居 

たで あらう、 七. 年 六月 廿 八日 富 士 登山、 同年 十月 七日 出發十 一 月廿 四日 歸 宅で 伊勢 參宫、 この 外 京都、 
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大阪、 金 比羅、 高 野、 吉野、 奈良等 を巡拜 した。 

いへ ふ しんよ ろづ ひかへ ちゃ 5 

また この 年 十 1 1 月吉 曰と ある 「家 普請 萬 控 帳」 があって、 人夫 五十人、 職人 十 一 一人、 繩竹藁 等 諸 

人 用 參分贰 朱 錢壹貰 六 百 四拾參 文と 米 五 升、 酒 一斗 贰升 などと 記して あろが、 これ は 家 根の 葺替 と認 

むべ きで あろ。 

更に 覺帳を 繰返して 見ろ とこの 年に は 小 田 原 行が 甚だ 多く、 湯錢 とい ふの が 始めて 見える から、 小 

田 原に 宿泊した ことが 明瞭で ある。 また 當時 先生の 作德 米販寶 のぎ、 小 田 原の 米穀 商武 松屋に 往來 

し、 自家の 米の みならず 村民の 米の 販賫も 委託され、 小 田 原 町內に 交涉も あり 往復 も 多くな つた。 小 

田 原へ は 約 二 里の 村で あるから、 小 田 原に て 日 雇、 仲間 其 他の 勞務 に從 事した と認 むべき である。 そ 

の 中に 「川 島 伊 兵衞樣 より 渡る」 「又 七 殿より」 などと あるから、 小 田 原 藩邸に 雇 はれ た と 判 斷し得 

る， 卽ち 一方に 自家 獨 立の 經營 をな すと 共に、 日 雇賃の 高い 小 田 原 藩邸に 出 人した ので あろ。 

積 小 爲大の 道理に よって、 一 家獨 立に 專 念した とはいへ、 單 なる 蓄財 行爲を 以て 滿足 はしなかった、 

村 內には 先生の 往時に 讓らぬ 困窮 人 も あり、 ニ宫 一族 中には 潰 家と なりつ， 1 あろの もあった、 これに 

對 して 應 分の 助成 をして、 亡父 母の 在りし日の 困窮 を 追憶した とい ふ 話 は、 富 田 翁 始め 門人 諸氏の 屢ょ 

聞いた とい ふこ とで ある。 旣に 記した 通り 僅少ながら も 貸付 米 金が あろ、 これ も 同情の 結果に 出た 

貸付が 多い こと は、 櫻 町へ 移轉の 節集錄 せられた 貸附 帳の 奥 書に も 見えろ 通りで あろ。 また 先生 は 幼 
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少の 節、 草鞋 を 作った 僅少の 錢を 以て 酒 を 求め、 病 父に 勸 めた 時の 害 悅の狀 は、 終生 忘れ 難く して、 

少年 時代に も 面 窮人を 救 はずに は 居れなかった との 話で あり、 困窮の 味 はし みん、 と 味へ たとの 事で 

あった。  . 

斯く 一  家獨 立に 餘念 なき 間に も、 恤窮 助成 は 怠らず、 曾 我の 祖母の 家 は、 祖父の 死亡の 頃と は 様子 

變り、 次第に 衰微した ので、 弟の 養育 料と して 屢ょ 送金した。 而 して 祖母への 小遣錢 及び 藥代 として 

金壹兩 を 送 つたこと も あろ。 

註、 富 次郞は 文化 四 年 先生 サ 歳の 年 九 歳で 歿した、 非常に 穎悟で あつたので 先生 は 後年 si 之ぁ惜 み相當 役立 

つもので あつたと 話された と 門人の 間に 傳 へられた。 

小 田 原 藩に 出 人した 話 は 色々 傳 へられて 厣 るが、 全集 中より 根本 資料と して 見出す に は、 萬覺 帳の 

研究 を 第 一 とする も、 廿五 歳の 頃より 小 田 原へ 肥 代が 拂 はれて 居る、 それが 通じて 藩士の 宅で ある、 學 

問 慾の 旺盛な 先生 は、 擧 問に 緣由 多き 藩士の 邸に 出 人し、 薪を賣 り、 肥を賈 つた、 而 して それが 服 部と 

の緣を 結んだ、 前述の 如く 文化 八 年から 始まり、 次で 服 部 家に 出 人した のは翌 文化 九 年 二十 六 歳から 

である。 

服 部 家に 住み込んだ 目的 は單 なる 給金 取ではなかった。 當時旣 に 壹町五 反歩の 地主で ある、 新興の 

精神に 富んだ 先生の 胸に は、 別の 望が 燃えて 居た。 これに 關 して は 幸に 幅 の 「二宮 翁 略傳」 
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中に 見えて 居ろ。 

小 田 原に 到る、 藩の 閥 家の 服 部 氏に 三男 あり、 皆 能く 書を讀 む、 翁 之 を 見て 心 竊に之 を 喜び、 請 

うて 象 僕と なろ， 夜 は輙ち 其の 讀 書の 傍に 坐し 之を聽 いて 倦まず、 逮に 四書に 通じ、 能く 之 を喑記 

し、 叉 請うて 三 子 往事の 僕と 爲ろ。 至れば 卽ち 講堂の 窓 下に 立ち、 竊 かに 講義 を聽 き、 略文 義に通 

ず。 (元 漢文) 

先生が 憧憬の 的た ろ學^ の 希望 は、 服 部の 若黨 となら しめたの である。 而 して 文化 九 年 二十 六歲の 

けいてんよ レ 

覺帳中 一 一月 一 日の 條に 「經典 餘師」 を 金 一 一 朱で 買 人れ て あろ。 それ は 四書 孝 經詩經 等の 俗解なる が、 

小 W 原の 藩學 は、 忠眞 公の 代に 至って 開かれた もので、 藩の 靑年は 始めて 經 書の 公式 修學が 始められ 

た當 時で あろ。 小 田 原に 於け ろ 文敎の 興隆と、 先生の 非公式 舉習 とが 服 部 家の 若黨 とならし め、 後に 

^家の 钍 法に 從事 すろ 因緣が 此處に 生じた ので あろ。 

服 部 家に 人った の は 文化 九 年な ろ こと は、 この 年の 歲 中萬控 帳の 中に、 服 部 家の 用人 關屋周 助の 名 

が あり、 特に 給金の 條に 「春 渡り」 「秋 渡り」 「半紙 壹 束關屋 氏より」 等の 覺 書が あろ。 また 先生が 服 部 家 

の若黨 としての 呼名た ろ 林葳の 名が 見え 始める、 服 部 家 奉公の 確實 な證據 である。 先生が 後年 服部淸 

兵衞へ 遣した 書狀 中天 保 七 年 正 H 十六 日と 判定し 得る ものが ある。 その 中に 「二十 五ケ 年 以前 御 年 十 

八 歲の鉀 時より 治レ身 治-一 御 象 一 終に 治 Ji との 吹 第 種- ^粽々 御 傳授申 上 置 候處」 と あろの は、 この 文化 
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九 年に 相當 する。 

W しこの こと は、 世に 傳 ふろ 服 部 家の 钍 法の 年で はない、 服 部 家の 仕 法 は 文化 十一 年頃より 話が 始 

まり、 翌 十二 年の 二十 九 歳の 時に 立案した が、 仕 法擔當 者が 案の 通り 實 行が 出 來ず、 終に 文化 十 叫-年 

に依賴 があって、 翌文政 元年 三十 一 一歳で 愈よ 引受けた のであって、 委細 後 節に 述 ぶる 通りで ある。 翌 

文化 十 年 四月 中^に は 小 田 原で 發 病し、 堤、 堀、 岡 本 等の 診療 を 受け、 五月 末まで 服藥 した、 翌十 1. 

年に も 亦 病み、 九月 十三 日から 同廿 四日まで、 小 笹玄貞 の 藥を用 ひた。 

服 部 家の 若黨 となっても、 時々 ぎ 山へ 歸り 家事 を處理 した こと は、 その 萬覺帳 中に 栢 山に 於け る 出 

人が 瓖 i 見えて 居ろ。 服 部 家の 奉公が 何年まで 續 いたか は 明記して はない けれども、 文化 十二 年まで 

の 出 人 帳に. 服 部 家より 給金 を 受取り、 文化 十三 年に は 全く 缺け 「肥 控覺」 とい ふの が ある。 而 して 十 

一 一年 書類 中には、 「服 部 樣御臺 所 諸 勘定 之覺」 があって、 一 應出人 勘定 を濟 ませた と 見ろ ベ きで あ、 る。 

依て 按ずろ に 文化 十一 一 一年 一 一月に 暇 を 得た もので あらう。 

タ T 一  か *J いおとり な. * しし ffl-± ふ ちゃ * フ 

尤も、 「御 家. 政 御 取 遣 趣 法 帳」 の 「文化 十二 年 二月 吉曰」 と あろ 日附 から、 服 部 家の 仕 法力 始まつ 

たと 考へ 得ろ けれども、 これ は 後に 證明 する 所 あろが 如く、 また その 帳簿に 記された 如くに 「有 鉢 中 

勘 組立 差 上申 候」 と ある 通り、 服 部 家き 身が 實行 せんとす る 仕 法案であって、 先生が 引受けて 處理し 

たの は 文化 十五 年 (文政 ー兀 年) の 事で ある。 
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先生 は 斯くて 文化 十三 年 三十 歳に して 一 應 自宅に 歸り、 弟の sir 文化 八 年から に 來て先 

生の 代理と して 川 普請に も 出 役し、 同 十一 年に は廿五 歳で 愈よ 曾 我から 歸 つて 来て, § で 働いた。 次 

で 十三 年に は 始めて 兄弟 一 象に 在った が、 親族の 協議の 結果 友 吉は萬 兵衞， の 本家た る 三 郞左衞 門の § 

式 を相繽 する こと i なり、 先生 は 自宅の 耕作に 從 事し、 質 地の 田地 を買戾 した。 

翌 文化 十四 年 三十 一 歳に して 妻 を迎へ 一家 獨立を 完成す る こと A なった、 妻 は 隣村 堀之內 村の 中島 

彌 野右衞 門の 娘 「きの」 と稱 し、 當年ー 一 十 歳で あつ た。 この 彌野 右衛門の 長男 mi は 服 部 家に 雇 は 

れた 仲間であって、 先生 は 文化 十 年から その 依頼に より 借財 憨理 をな しつ A あった 間柄で あろ。 婚^ 

は 一 一月 廿 八日に 行， はれた。 

g、  二月 二十 七日に 多くの 食料品 買 入-か ぁリ、 同 二十 九日に 酌 祝、 御寺へ 祝、 堀 之內へ ぜんす 等の 文字が 見え 

ろから 斯 く判斷 すろ。 而し てこの 文化 十四 年に は 先生の 支拂 金額 八 拾 壹兩贰 分 餘七拾 七兩餘 となって 居ろ、 

之 ^概算 金貨と して 現下の 千 八 百 贰拾阒 位で あろから、 相當の 生活力が 出來て 居た。 

さて 先生 はこの 十二月に 服 部 家の 懇囑 によって 仕 法 引受 を 約束し、 翌 文政 元年より 一 ヶ月 中 多き は 

一 一十一 一日 間 も 詰 切りであった、 「きの 女」 はこの 留守中に 所有 田畑 一 部の 耕作 をな し、 象 政 を 取 行 はね 

ばなら なかった。 而 して 先生 は 仕 法 中 給金と て は 受けなかった。 翌年 正月 十八 日に 生れた 德太郞 は 二 

ほ 一 一日に 死亡した、 「きの 女」 は 漸く 先生に 望み を 失った、 到底 將來 を賴 むに 足らぬ と考 へ、 離別 を 要求 


した 先生 は それに は 強い 執着はなかった かも 知れぬ が、 結婚 以來 何！ つ 新調 もせず、 慰めろ こと も 

出來 なかった、 そこで 「きの 女」 に 向って、 せめて 畑に 棉を 蒔いて 欲しいだ けの 反物で も 織って 携へ歸 

れ よと 言った が、 永く 居れば それだけ 損で あると 振 切って 歸っ たと 傳 へられろ が、 「きの 女」 に は 先生 

の 眞價が 諒解 出来なかった ので ある。  . 

これ は 實は服 部 家の 仕 法の 影響で あるから、 服 部 家で は氣の 毒が り、 御上 女中と して 雇人れ て acl た 

「波 子」 を勸 めた。 先生 も 「波 子」 も 承知した が、 「波 子」 は當時 十六 歳であった。 先生 は 三十 四 歳で 

あつた、 「波 子」 の 父 は 年齢の 相違 を 恐れて、 御主人の 勸誘 では あるが といった が、 「波 子」 は 服 部の 旦 

那樣の 仰に は 「金 次郞 ならばよ い」 との 御 話で あると 言って 結局 話が 纏まり、 文政 一二 年 四月 二日 婚儀 

が 執行 せられた。 この 「波 子」 こそ 後年 「歌 子 夫人」 として、 內 助の 功の 多かった 賢夫人で ある。 

この 文政 三年の 調に よれば 所有 田地 三 町 八 反 九 畝 七 歩と ある、 卽ち 此處に 全く 一  家 は 復興した ので 

ある。 

二 本家の 復與發 願 一 家の 獨 立が 未だ 緖に 就かざる 以前に、 旣に 先生 は 本家の 復與を 企てられ 

た。 而し てこの 復與 こそ は實に 報德仕 法の 根元 を爲す ものである。 

時 は 文化 二 年、 先生 未だ 家に 歸ら ざる 十九 歳の 若い 時の 事で ある。 本家 再與 とい ふ 大きな 企 圖を發 

表せられた。 一 一宮の 一 族總 じて 十三 軒、 而 して 總本象 を 伊右衛門と いふ、 伊豆の 伊東の 一 族 曾 我祐之 
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の 子孫 1 一宮 太 郞を祖 とし、 一 村の 舊家 であり 家 祿も亦 全 村を壓 し、 萬 治 元年 (將軍 家 網の 代) の 水 帳に 

は W 畑 合計 六 町 四 段 四 畝 拾 七 歩と ある。 斯 i る 資產家 も 消費の 智を 得て 生 產の才 を 喪 ひ、 陰 德消盡 し 

ほん. n んけ 5- しゃ 5 

て 極度に 衰 貧に 陷り、 最後の 當主 義兵 衞は 住宅 さへ もな く、 祖先の 遶 立した 藥師 堂に 住し、 本然 惠性 

しゃみ 

沙 彌と稱 し、 近鄕を 托鉢して 居た が、 老いての 後 は 一 族 五人組 順番に 一 飯 を 贈り、 寛 政 九 年 正月 六日 

に 示 寂した、 先生 正に 十一 歲， の 時であった、 爾來 先生の 兩親は 病歿し、 一族 亦屢々 災に遇 ひ、 數 多の 

亡靈は 分家 一 統其外 親族に 至る まで 祟り をな すと 傳 へ られ、 藥用 加持 祈禱 種々 雜用相 嵩み、 一 同 困憊 

を 極めて 居た が、 誰 一人 本家 を 再興して その 靈を 慰め、 一族 安住の 基 を 開かう と はしなかった。 

然るに 文化 一 一年 十九 歳の 先生 は 未だ 一 身の 獨立さ へ その 緖に 就かざる に 拘らず この 大願 を發 した。 お 

先生の 自筆に 成る 手段 帳に よれば、 文化 一 一年に 至り、 「ふと」 心附 いたの は賫殘 屋敷 稻 荷の 社 地が 荒 一 

地の 如くに なって 居た ので、 之に 垣圍 をして 置けば、 竹 木 生 立って 相 當の资 財 を 得る であらう と、 正 

せきせ 5 ゐ だい  - 

に 積 小 爲大の 道理からの 歸納 である。 竹 木寶却 代金 は 六 町 四 段 餘の本 象の 根元の 资產に 比して は 甚だ 

乏しい が、 五 勺の 菜種が 八 升と なる 世の中で あると て、 年々 手 人 をな し、 案外 生 立った ので、 同 六 年 • 

二十 三 歳の 時に 伐 取って 賫拂 つた 所、 金贰 朱と 錢五百 七十 文と な つた 「始めて 一 象 再 舆の善 種 を 生 

じ、 それより 年々 利 廻 致し」 と ある。 元金 は壹匁 五圓の 金貨と して 四圓贰 拾五錢 位に も當 ろべき が、 

先生 はこれ に 自分の 所有 金 三分と 錢贰百 八 拾 六 文 を 加 へ て 金 壹兩卽 ち 現下の 贰拾圓 として 善 種 を 積み 


始めた。 この 積 立 は 天 保 七 年まで 樓鑌 して 居る が、 それより 先 文政 五 年 櫻 町へ 移 轉の際 全部 之 を 復興 

資財に 推 譲せられ た。 その 次第 は 「本家 伊右衛門 一家 再 與相續 手段 帳」 に 明記され て ある。 而 して 本 

象 復興の 完了 は嘉 永年間の 事であって、 其 間 正に 五十 年を經 過した。 今玆 には發 願より 三十 年間の 記 

錄の 中、 主として 櫻 町移轉 までの 約 十五 年間の 苦心の 大要 を 略叙して、 獨 立の 時代の 錦の 一 片を展 ベ 

て HWJ る こと >! す る。  ,、 

註、 當 時の 一 兩は金 四 匁で あろ。 現在 法定 一 匁五圓 とすれば 贰拾圓 LL 當リ 金の 公 買價拾 貳圓餘 とすれば 約 五 拾 

圓 L1 も 相 當す。 

最初に 積 立てた 壹兩 は、 帳簿の 上で 利 廻り 積 立 をな す、 その 運用 は 先生の 總 生活に 融合して、 或は 

貸付け 或は 地代と なる が、 運用した 場合に 無利子の 事が あっても、 本家 再興の 善 種と して 積 立てた 金 

に は 必ず 利子 を附 した。 先生 自ら 案外の 大金と なった と 記された 通り、 天 保 七 年末の 合計 金 は 千 五 拾 

四兩餘 となって 居る。 併し これ は 櫻 町 領の仕 法 第一 一期 完成 時の 事で ある。 文政 五 年 三十 六 歳に して 櫻 

町へ 引越しの 正月 元金 は 參拾壹 兩貳分 贰朱永 九十 五 文弱と なって 居る。 

、壹兩 より 參拾 餘兩 となる に は 普通の 方法で は 出来ない、 試みに 右の 手段 帳 を 一 覽 すれば、 文化 八 年 

まで は 唯 利 積り であるが、 同 九 年始め て， 一 族 十 人 は 米 四 斗 五 升 を 加 人し、 爾來 年々 先生 は 臨時 豫想外 

の 牧人 を 加入して 積 立て、 十二 年に 二宮 代藏の 加入、 本家 竹林 賣拂代 を 加へ た、 先生の 加入金 は 服 部 
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樣 より 御 肴 代贰分 元に 人、 淺 右衛門 方より 半 人 耕作 助成 賃錢 差遣した るも辭 退に 付 繰 入、 文化 十四 年 

1 一宮 七 左衞門 田畑 普請 開發 世話 料 元に 入 等の 流儀で、 同年 末に は 八 兩贰朱 永 八十 一 文餘 となった。 

この 年に は 支出が ある。 一 ！宮萬 兵 衞の悴 虎次郎 外 五 人の 靑年を 表彰した。 今 その 帳簿の 中より 一 1 1 

行 を 摘出 すれば 文化 十四 年 

丑 十 W 十四日  栢 山村 萬 兵衞俾 I 

錢百文  二宮 虎次郎 

是者 秋作 取 入 致 出精 候に 付爲 褒美 遣 候 事 

と 六 人 大同小異に 記し その 末尾に 

殘金七 兩甙朱 永 十 文 四分六 厘 九 毛 四 弗 

お 者 一 家 取 立相績 手段 金利 廻 仕並當 a の 助成金 致 加入 其內 子供 秋作 取 入 中農 業 致 出精 候 段 奇特に 付 

爲 褒美 錢百 文つ i 遣し 候 處如斯 御座 候 以上 

と あり、 翌 文政 元年 十一 月 十日 付で 十 人の子 供に 甙百文 或は 百 文 宛 を與へ 「是は 出精に 付爲 褒美 遣 候 

事」 翌 一 一年 十 一 月廿 四日 付で 六 人の 者に 「農業 出精に 付爲 褒美 遣 候 事」 と あろ。 更に 文化 十五 年の 出 

人 帳 を 見る と 前記の 十月 十五 日の 支出 連名の 繽 きに 

ダ錢壹 貫 文出ス 


― 3$ 一 


口演  • - 

以 手紙 啓上 仕 候 彌各樣 御 孝弟に 御 出精 被 成 珍重に 奉存候 右に 付 小と 御 咄中上 度 儀 御座 候 間 今夕 方 拙 

宅 迄 御 出 可 被 下 候 偏に 奉 待 人 候 草々 以上 

追而 早々 御 返事 可 被 下 候  . 

十一月 十日  同 金次郞 

ニ宫吉 五郞樣 

と ある。 

この 事あって 後 十五 日に 先生 は忠眞 公より 表彰せられ た。 當時村 名主で もな く、 組頭で もない 先生 

が、 一村の 青年 を 表彰すべく 之 を 招待して 夕飯 を 饗し、 獎勵 金を與 へたの は、 單に 過去の 困窮 を 追憶 

して 病弱 老衰の 爺 婆 を救濟 したのと は 類 を 異にする。 最早 地主と なった 先生が 小作人 を獎勵 したの な 

らば 青年に は 限らない、 一 村の 狀 態に 陋習 驕惰の 矯正すべき ものが あつたで あらう、 一 家 を 輿す ものの 

多ければ 直に それ は 一 村の 繁榮 となる、 故に 出精 奇特の 行爲 ある 靑年 を獎勵 すろ 外に 最良の 町村 振興 

.8 は あろまい、 先生 はこれ に 着眼して 本家 再 舆善種 金より 支出して、 本家の 爲 めの 善 種 を 蒔かれた 

ので あろ。 家 を 思 ふ 心 は 本家 再興へ と 延び、 更に 一 村の 繁榮 へと 展開した のであった。 然し 先妻 「き 

の- より 見れば それ は 不可解の 事であった、 服 部 家への 努力の 外に 斯ろ 行動の あった こと も 彼女 をし 
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. て 離婚 要求 をな さしむ る 因 をな したで あらう、 忠誠 をな すに 敵の 生ずろ 弊 あろ こと を 知らねば ならぬ。 

先生 は 文政 三年に 田地 を 買 ふ 時に この 內 から 九兩餘 を拂 つた、 然し それに は 一 一宮 金 次郞 が. 「拜借 被 

仰 付 候 事」 と あろ。 また 更に 金 贰拾六 兩を服 部 家から 返濟 した、 この 貸付 は 先生の 私有 金で ある。 

然るに 返濟 した 時には この 復興 善 種 金に 加 人して あろ。 文政 一 一年に は 萬兵衞 以下 總計十 人が 九 俵 八 斗 

加 人して 居る。 その 內七康 三 斗まで は 先生の 加入で ある。 如何に 善 種 を推讓 して 積 立てられつ A あつ 

たかを 知り 得る。 

この 次 は 金 壹分助 右衛門 家政 取 直の 爲に 遣し、 堀 之內常 次郞窭 「とよ」 に 米 代 不足 分 を 貸 渡すな ど 

各種の 救 濟を行 ひつ A も、 服 部 家 復興 仕 法に 及んだ。 その後 は 益々 金 錢の出 人が 多くな り、 文政 五 年 

に は 野 州への 引越の 爲に 家財 道具 を賣 却し、 領主より 交付金が あり、 爾後 俸祿 を 加へ て 本家 再 舆の资 

財た ろ 元金が 增 大した。 

尤も 念願と した 本家 再 輿 は 容易の 事ではなかった、 而 して 文政 四 年末 櫻 町 仕 法 引受の 時には 三拾餘 

兩に 過ぎなかった ので、 到底 これ は E 的の 十が 一 に過ぎない、 然るに 今 命 を 受けて 遠國 に出發 すべき こ 

と A なった、 依って 之 を 一族に 託して 再興 を 完成 せんこと を 懇望した、 併し 追々 と增 加す ろ 元金 を、 

. 幾 十 年 を 期して 增益 すろ 周旋 は、 一家 すら 持ち 兼ねた 同族の 人々 の 承諾し 得ろ 所でなかった。 先生 沈 

. 思默考 せられ、 未だ 本家 再舆の 機運の 至らない ので ある。 善 因盡き 果て ュ惡因 未だ 去ら ざろ もので あ 
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る。 宜しく 本家の 爲に善 種 を 蒔き 善根 を 培 ひ 以て 陰德 積善 果報の 至る を 待つ 外 あるまい、 卽ち之 を 只 

1 戸の 本家の 爲に投 ずるよりも、 十 戶百戶 の 櫻 町 住民の 再興に 投じて 多 數の家 を 興さば、 縱令 本家 は 

復興せ ずと も 本家の 祖先の 爲に 積む 善根 は 更に 多大なる ものが あらう と、 卽ち 一 族の 加 人した 米を拂 

戾し殘 金參拾 六兩餘 として 櫻 町べ 携へ、 數十 年後に 完全なる 再興 を 成就した。 

最初 親族の 積 立てた 加 人 米 は 一 時 一 一宮 代藏 をして 積 立の 周旋 をな さしめ、 次で 彥 八に 託した、 それ 

は 文政 四 年末に 於て 元 米 拾 俵 贰斗甙 升 七 合 五 勺であった。 代 藏彥八 等の 處理 は屢 i 不 整理に 陷 つたが 

後日 悉く 報 德善種 金 を 以て、 一 族 復興の 方圖を 講ずろ 资に繰 人れ て 解決せられ た。 

註、 本家 再興の 完成に 就て は 後に 詳述す。 
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第三 章 服 部の 復舆 

一 服 部の 若 糞と なる 先生が 服 部の 仕 法 を 行った こと は 非常に 有名な ことであって、 日光 や 相 馬 

や、 其 他 合計 六 百餘ケ 町村の 仕 法 を 行った ことな ど は 知らぬ 人で も、 服 部の 復興に 就て は 知らぬ 人 は 

ない 程で あろ。 

斯く 有名で ある 服 部の 復興 は、 千兩の 負憒を 五箇 年間に 償却して、 三百 兩を殘 した、 と 信ぜられて 

居る。 この 事實 は報德 記に よる ものであって、 簡明に 先生が 服 部の 仕 法の 爲に迎 へられた こと を說 

き、 而 して その 方法 は 分 度 を 立て 節約 を 行った とい ふ、 極々 逭截に 仕 法の 始末が 傅へ られ たからで 

ある。 

W しこれ^して 斯 くも 簡單 なろ 事柄であった であらう か、 牧人 は 千 二百 石の 家老で あろ、 如何に 消 

費 を 合理化し、 如何程 之 を 節約し、 何程の 分 度と して、 年々 何程 を 償還した か、 千 雨の 借財 も 確然 千兩で 

あつたで あらう か、 斯の 如き 疑念と 研究心と は、 同じ 様な 負债の 持主で あっても、 また 報德仕 法の 道 

に 進まう とすろ 者 にても、 必ず 發生 すろ 思念で あるで あらう。 故に 報德 記の 記事の 具體的 內容を 知つ 

て大に 得ろ 所 あらんと すろ もの、 恐らく 1 1 一人に 止まらない ことで あらう。 


然るに 從來 一 一宮 尊德 全集の 原本 一  一 一 冊 位を繙 きても、 その 資料 は茫 乎と して 根據を 得難く、 先生が 

服 部 家に 出 人せられ た 年 さへ も 判明せ ず。 また 仕 法 書の 數 字が 千 雨と いふ 借財 も、 三百 雨と いふ 餘剩 

も 五ケ 年と いふ R 子 も、 償還の 時期 も 一 致點を 見出し 得ろ 場合 少く、 また その 原本が 互に 纏まった 仕 

法 書と はなって 居ない、 これ を 以て 今 市 本報德 全書が 出来た 時に も、 誰も この 點に 就て 考察し なかつ 

た。 而 して 文化 十二 年の 書類と、 同 十五 年の 書類と 二 冊を淨 書す るに 止まった。 然るに 全集の 原本^ 

整理し、 書翰の 序列 を 正し、 前後 を 封 照す るに 及んで、 從來 不明であった 點が 明瞭に なり、 世人が 多 

ふくす みま さえ も 5 

く 注意し なかった 福 住 正 兄 翁の 「二宮 翁 略傳」 の 記事が 事實 として 證 明せられ、 服 部の 仕 法 を 引 請け 

る 様になった 順序が 餘程 明瞭に なって 來た。 

その 資料 は 全集 原本に 附屬 したる ものであるが、 反古の 如く 丸めて 一 括と なし、 I 一宮 象に 傳 へ られ、 

尊 親 先生の 筆 を 以て 服 部 家の 關係 書と して 蔵せられ たもので あって、 報德記 並に 大 先生 門下の 諸 先輩 

の 著作の 記 錄を證 すべき 裉本 資料で ある。 余 はこの 書類に よって 昭和 三年 一 月 從來の 所 傳に對 すろ 多 

少の 修訂 をな すべ き 旨 を 公表した。 

余は大 先生 逭 門の 高弟、 報德の 道の 大 先輩た る 富 田 先生 を 崇敬して 措かざる もので あり、 「報德 記」 

の 事實が 大體に 於て 眞を失 はざる こと を 承認す る ものであるが、 事實を 要略した ろ 結果： 明. § を盡さ 

ざる もの ある こと は已を 得ず 註解と 修訂と を 許さ るべき もので あろ と 思 ふので ある。 


先づ 前章に 述べた る 如く、 先生 は少 きょり 讀 書に 多分の 趣味 を 有ち、 娛樂は 一家 復與の 方法に 關す 

る 考察 以外に なく、 その 考察の 結果 得た ろ 確乎 不拔 間違な しと 信じた 方法が、 古來の 名著に 如何に 記 

されて あるか を 見て 之に 對 照し、 兩 者の 合體 する 時に 無限の 妙趣 欣懷を 感じた ので あるから、 先人の 

夸 fe.、 特こ  一 を救濟 する 名著 を讀 まんと すろ 念盧 は、 年 一 年と 强く なり、 人世 を ® し 事理に 通じ 

その 中より 考察し 得た 思慮の 進めば 進む 程、 經 典の 妙味 も 深甚の 度を增 進した ことで あろ。 然るに 何 

たる 事ぞ 名著 は 支那 文字で あり、 支那の 文章であって、 我國 民の 常識で は讀み 難いので ある。 玆に於 

て その 讀方を 知らん とする 要求が 燃えて 來た。 栢 山より 小 田 原に 往來 する ことが 頻繁に なれば なる 

程、 小 田 京に は讀書 子が あろから その 要求 を充 たす 努力が 報いられる。 

柴薪を 賫ろ爲 に 出 人す ろ 藩士の 邸宅に は、 常に 讀 書の 聲を絕 たない、 領內 より 雇 入れられた 百姓の 

子が 文章 を 書き、 佳 雷 を 解す ろ、 藩士の 間に 先生の 噂 をす る 人 もあった であらう。 時に 服 部 家に 三人 

の嫡 き あり、 恰も その 若黨を 求む ろに 會し、 若旦那 附若黨 として 雇 はれて 奉仕した の は 文化 九 年 先生 

1 一十 六 歳の 時で ある。 

この 奉公の 年代 を， すろ に は 「歲 中萬控 帳」 文化 九 年の 條、 並 天 保 七 年 服 部 十 郞兵衞 宛の 書狀 中に 記 

されて 居る。 この 記錄 では、 若黨が 何 をし たかは 餘り 明瞭で はない が、 福 住 翁の 「二 ^翁 略傳」 によ 

e ズ三 子の 舉校こ 通 ふお 供 をな し、 講堂の 窓 下に 立って 竊に聲 ^洩ろ 、を聽 き、 夜は讀 書の 傍に 坐し 
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て 之を聽 いたと ある。 更に 之 を 前記の 書翰 中に ある 文章に 就て 見れば、 「御 年 十八 歳の 御 時よ^ 治，, 

家 一 終に 治レ國 との 次 弟 種々 様々 御 傳授申 上 置 候」 と あるから、 單 なる 通 舉の 御供で はなく、 復習の 際 

の 助言に 止まらず、 經 典の 要旨が 治國平 天下で あり、 象老の 分限が、 ！國の 治 民に あろべ く、 また そ 

れを 全くす る 體驗が 一 家の 治 術に あろ こと を敎 へた こと を 知り 得る。 

先生の 研究の 根本的なる 一 例と して、 この 文化^ 年 一 一月 一 日、 服 部 家に 人って 約 一 ケ おにして 「經 

典 餘師」 を 求めて 居る ことで あろ。 斯くて 「略 傳」 は 「略文 義に 通ず」 と 書いて 居る 様に、 旣に 一 家 

の復 與に關 して 多くの 經驗を 得て 居る 所の 先生が、 經 典の 文義に 通じた 以上 は、 治 國の要 道が 先づ 

いる を はかって いづる をせ いす 

「量 レ人 制レ 出」 にある こと、 その 實行は 常に 「積 レ小爲 レ大」 の 法則に 外る  >- なき を 信じ、 單 に勤勞 

儉 素が この 法則に よるの みならず、 驕奢 怠惰 も亦然 りで、 先生が 三 子に 忠言した の もこの 點 であった 

こと は、 後 節に 引用す る 書面に 明かで あろ。 - 

この 忠言の 機會 は、 讀 書の 前後に もあった かも 知れない が、 經濟 問題に 關 して 一 層 明確に 現 はれる。 

せき や し- f すけ  - 

此 頃より 先生の 資財の 餘裕 は、 服 部 家の 用人た る 關谷周 介 並に 他の 仲間に も 貸借 關係を 生じ、 隨 つて 

若旦那に も 及んだ。 次の 服 部の 當 主たるべき 淸兵衞 であらう、 金 四兩甙 分、 若旦那と ある。 今 H の 八 

拾贰圓 である。 この 四兩 一 一分 を 以て 身邊に 迫って 居る 或 問題 を 解決した ので ある。 

また 若旦那、 仲間の みならず、 女中まで も掛買 か 何 かで あらう 時々 立替 をな し、 又は 給金 を預 つて- 
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利 廻りの 周旋 をな して 居る。 岩 村のお かねの 如き は 文政 五 年に 至って、 先生の 預り金 を 鶴澤作 左衞鬥 

に引繼 いで 利 廻り 周旋 方 を 頓んだ 金額が 金 拾 五 兩餘に 上って 居る。 斯く 取扱った 「諸 勘定 ロ刖控 帳」 の 

口座が 十七 口に 達する。 先生 は 金銀 貸借 店 を 開いた 姿で ある。 中に も 堀之內 から 服 部 家に 雇 はれて 居 

た 倉藏の 如き は、 不斷 先生の 助成 を 受けて 仕 法 立 を 受け、 給金 は 先生の 手に 受取り、 諸 口の 支 拂は先 

生の 手より 行 ひ、 倉藏は 一 定 少額の 小遣錢 にて 慕し、 その 負債 償還の 道が 開かれた。 

また これと 同時に 別に 五常 講と いふ ものが 出來、 本家 再舆 資金と 同様に、 人倫 五常の 道に よって 貸 

借 をな し、 藩 中の 仲間 若黨、 下女下男 は 勿論、 士分の 內 まで 關 係す るに 至った， その 事 は 「五常 講眞 

が 手段 帳」 に記錄 されて 居る。 この 帳簿 は 「文化 十 一 年 三月 五日より」 と あるから、 眼 部 家若黨 とし 

ての 第三 年 目 二十 八 歳の 時で あろ。 この 書類の 眞木 手段と ある 點 から 考 へて、 彼の 「報德 飯の 焚 方」 

とい ふ傳說 も、 或は 事實 として 信ずべ きものと 考へ 得る。 

傳說雜 德餽の 焚 方 先生 は 小 田 原 藩士 某の 女中から、 小 遣錢の 借用 あ 申込 まれた。 先生 は その 入用の 理由ん-聞 

い^。 女中 は 身邊の 何物 かの 必要な 說 明した。 先生 は 如何- レ して 返 濟す ろかと 聞いた、 給金に て 返 すと いつ 

た。 給金 は 親元から 旣 に 借りられて 居た。 女中 は 返濟の 方途に 迷 ひ 且つ 嘆いた。 先生 は 返濟 方な 敎 へた。 それ 

は 薪炭の 節約 方法 であった。 薪炭の 現在 入用 平均 高に て 主人から 請負 ふ、 それから 焚 方^ 硏究 して 節約す 

ろ 。鍋 炭 あ 削 落す 0 斯 くして 返濟 すべし と敎 へた。 而 して 焚 方 あ 聞いた。 女中 は 無造作に 焚く、、 と あ 答へ た。 

先生 は 薪 は 全部 燃燒 して 烟 ^出さぬ 樣に すろ、、 と、 先づ 三本 に て 鍋の 底に 丸く 當ろ樣 にす ろ こと、 薪な 去った 

後の 火力、 消 炭の 利用な 敎 へた。 而 して 節約した 薪ば 私が 一 度 買 取って 乂之 ^主人に 寶れば 宜しい と敎 へた。 
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数日の 後 夂 その 實況ぁ 視察した。 然 ろに 鍋 炭が 落して なかった。 依て 先生 は 何程 かにて 鍋 炭^ 買 ふこと、 し 

た。 aKal 炭 は殘ら す珞 された。 而 して 始めて 小 遣錢は 貸付 けられた。 斯 くし^ 敎 へて 曰く、 借り 7 金 X- 人倫 

の 道に よって 返濟 すべさで あろ。 五常に-よって 積み、 五常に よって 返す。 之な 五常 講 とい ふ。 

この 五常 講は、 「本家 再興 相繚 手段 金」 から 發 達した のであって、 後に 至って 小 田 原 藩士の 仕 法、 櫻 町人 民の 

仕 法に も 適用せられ たが、 更に 後日 報德 社、 或は 其の 他の 永 安 法へ と 展開す ろ もので あろ。 

若黨 として 勤務 中に、 五常 講を 組織して、 一種の 信闬 組合 以上の 結束した る 仕 法 を 講じた こと は 卓 

拔 なる 創 遣で ある。 知る と 知らざる となく 先生が 世帶 持の 上手と して 知らる" に 至った こと は 申す ぎ 

でもない。 それ 以外に も 幾多の 傳說が あるが、 何時の 頃の 事で あるか、 何程 信ずべ きか ゾ 判然とし 一 

ない。 例へば 服 部の 隣家に 近 藤と いふ 藩士が あった。 屢 i 來 つて 書物 を 借りて 讀ん だと か、 服 部の 家 お 

で 金 次郞が 米を搗 いて 居た の を 知って 居る とか、 金 次郞は 能く 簑を 着た ま" 商家に 人り、 暇 さへ あれ 

ば 算盤 をし で 居た とかい ふ 噂で あるが、 誠に さも あらん かと 思 ふこと では あるが 確實 なりと いふ 證據 

ま、 故老 翁 媼の噺 とい ふに 止まり、 若黨 たりし 時の 先生の 面影 を畫 くに 足る もの は 甚だ 少ぃ。 唯服脔 

の 三 子、 特に 淸兵 衞を敎 導した こと、、 五常 講を 設けた こと A は、 以上 縷述の 通り 確實 なろ 資料の 示 

す 所で ある。 而し てこの 若黨 生活 は、 文化 十二 年の 暮 まで 繼繽 した。 

二 服 都の 仕 法に 關與す 先生が 若黨 として 仕へ たの は、 文化 九 年から 文化 十二 年まで 四 年間で あ 

る。 その 頃 服 部の 財政が 如何の 狀態 であつ，^ か は 之 を 知り 難いので あるが、 寶曆ニ 年から 小 田 原 藩 一 
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般に 藩士の 給 與を减 石して 居て、 それが 相當に 多額で ある。 これ は 常時 諸 藩 を 通じて 少 くない 列で あ 

つて、 隨 つて 各 藩士が 共通 的に 困 潴に陷 つて 居る ので ある。 この 理.^ により 服 部 も 亦 千 ニ^ 行り 1! 被 

米 は 千贰百 俵で あるべき 所、 僅に 四百 參俵 となって 居て、 可な り 困難して 居た。 この 咸石は 一 つよ 小 

田 原 侯の 牧納 減退の 爲當分 減ぜられ たこと A  、 服 部が 猙 借金 返納の 爲に差 引かれて 俸 米 渡 高が 减 じて 

居た 爲 である。 その上に 嫡男が 三人 ある、 乳母が 一 人あって、 仕 法 書に よれば 幼兒も ある。 加 ふるに 

服 部 は 經濟に 疎く、 用人 關谷周 助 も 規範 を 定め 制約 を 守る ことの 出來る ものではなかった ので、 次第 

に 財政 は 窮境に 人り つ A あつたの であらう。 

併し 先生が 仕へ たの は若黨 として、 V あって、 また 如何に 評判の 男で も、 家老の 財政難 を 救 ふ 技倆 を 

有する ものと は 判じ 得べき ではなかった が、 兩 三年 を 過ごす 間に、 五常 講を 作り、 の 仕 法 を 立て、 

仲間 女中 等の 爲に、 .經 濟的敎 化 的の 組合 方法 を 確立した 事實に 鑑み、 服 部 一 象の # 帶の持 方に 關 する 

技術. e! 劓算を 試みし める こと は相當 有望な 意義の ある こと 丄 認めら る A に 至った ので あらう。 文ヒト 

- *  rr  '  t  マ 力 せいお とりな ほしし ゆ はふち や 5 

二 年 二月に は 「御 家政 御 取 直 趣 法 帳」 とい ふ 書類が 出來 た。 

\  す ざ5 ら /いど-^ ふ 

づ 原の 主席 家老 は 杉 浦 平 太夫が 千 五百石、 次 は 山 本源 太 兵衞千 四百 五十石、 次 は 卽ち服 部 十郞兵 

衞千 二百 石 C 時には 千 三百 石》」 の 渡米 千 二百 俵の 所へ、 この 船 |# やに よれば 四百 三 俵 也と ある。 これ 

より 服 部 主從の 飯米 を 引き、 殘 りを賣 却して R 常の 小 遣 雜用を 引 去り、 最後の 剩餘を 以て 負^ を 償還 


する のが この 趣 法 書の 要旨で ある。 斯様な こと は 何人 にても 當然考 へ 得べき ことで ある 力 その 當然 

の 事が 出来ない のが 卽ち 負債 を 生ずる 所以で ある。  . 

今 文化 十一 一年の 趣 法 帳に 基き て 負債と その 償還 案との 關係を 明かに すれば、 

1 御 渡米 四百 三 俵 也  . 

內 米 百 拾 壹俵壹 斗 七 升 也  御飯 米 其 他 必要 米. 總計 

殘米貳 百 九 拾 蔻俵贰 斗 三 升 也  平均 直 段 拾 雨-一 付贰拾 贰俵替 

代金 百 參拾貳 兩貳分 錢贰百 參拾七 文 

內金贰 拾 參兩贰 分 錢 四百 八十 四 文  使用人 給料 

同 金 拾 四 雨  >  酒肴 料理 代 

同 金八兩 甙分餘  修 縛 ， 費 

同 金 四 拾 九兩贰 分贰朱 錢百四 拾壹文 裏 用 諸人 用雜費 需用 費 

小計 金 九 拾 五雨 贰分贰 朱 錢六百 贰拾五 文 

差 引金 參拾六 兩參分 錢 四百 八 拾 四 文  ■ 

とい ふ 計算で ある。 この 內を 更に 儉 約して 贰拾兩 位 生み出し、 屋敷 內の 山林 畑 物 成に て贰兩 三分 餘 

を^れば、 合計 金 五 拾 九兩餘 となる から、 之 を 以て 返金 せんとす るので ある。 之に 對 して 借財 何程 か 
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と 見れば、 右の 趣 法 書中に は 書いて ない が、 文化 十五 年 (文政 元年) 調の 書類 中に、 文化 十二 年末 喟 

借用 高 百 八 拾 八兩贰 朱、 錢六百 十二 文と あろ。 この 百 八 拾 八 兩餘は 十二月 末 調で あろから、 立案の 當 

時には 尙 數拾兩 少なかった であらう、 故に 數 年の 後に は 無 借と なる 勘定で あつたが、 この 最初の 1は45 

ちゃ-つ 

帳 作製の 時には、 服 部 家より 負 俊. 高が 明示せられ たのではなかった 様で ある。 或は 一 ケ 年に 約 五六^ 

兩の 餘剩を 見出す 方法 を 求められ たので はなから うか。 

殘金五 拾 九雨餘  一 ケ 年に . 

右 者 御 家政 御 不如意 罷成候 付 御 取 道 之 儀 達て 御 願に 付 前段 之 通有 體中勘 組立 差 上申 候 處如斯 御座 

候 以上 

文化 十二 乙 亥年 二月 吉日  二宮 金次郞 

この 文章 を 一 覽 すれば 「達て 御 願に 付」 と あろから、 直に 御 仕 法 を 引受けた 様に あるが、 「中 勘 組立 

差 上」 と あるに 見ても、 中 勘 は 中庸 正當 なる 勘考であって、 卽ち實 行 可能なる 生活 標準 案で ある。 而 

して この 書類 を 差 出してから 如何様に なつ たかを 考 ふるに、 同年の 十一 一月から 「歳 中 曰 記」 中 こ 「お 

ひかへ おぼえ 

扣 覺」 力あって 下肥 を 汲取った 記事が あり、 牧 支の 金額 も增 加し、 田地の 買 戾も行 はれた。 弟 友 

吉も會 我から 歸 宅して、 1 一十 七 歳で 三 郞左衞 門の 跡 式 を相繽 し、 翌 文化 十四 年 1 一月 廿 八日 先生 三十 一 

歲 にして 中島き の 女と 結婚した。 故に 文化 十二 年の 趣 法 帳 は 先生が 钍法を 引受けた 書 頃で はなく、 服 
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都の 爲に 立案した ものであった。 

附 服 部の 分 度と その 實 行に 就て 服 部の 仕 法 は 分 度の 確立 に よって 救 はれた ので ある。 分 度の 確立に は、 一 

家の 消费 者た ろ 家長 家婦の 徹底的 の自 鱟ん耍 すろ。 故 LL 報德 記に は 服 部 家 と 分 度との 關係^ 極めて 明細に 述べて 

あろ。 先づ この 自 覺ん」 催す 爲： i は、 容易 L1 仕 法 や 分 度の 組立^ 承諾して はならない、 强 て依賴 すろ 場合の 押 問答 

中に 分 度 生活の 並大抵で ない 決心ん」 要すろ こと ^指示し、 勤儉の 本旨ぶ リ職分 上の 責任、 治 國の耍 遨は齊 家に あ 

る こと^ 明. かにす る。 斯 くして 先生 は 再 11 一之 ぁ辭 退した。 而 して 是非に とい ふ 所で 引受けられた。 この間の 消息 

の 一 端 次の 通リ である。 

1 部の 仕 法の 懇囑 せられた 由來 は、 若黨 として 忠赏 であ リ、 五常 講其他 一 家 復興 世帶 持の 巧妙 等が 服 部 一 家に 

^ュ 渡った 爲 でも あろが、 未だ 若 黨に仕 法 依 親とまで ば考 へ られ なかった であらう、 然れ ども 次第に 窮迫し 來る 

財政難に 關し 奉行 一一 ー幣 又左衞 門、 代官 鵜 澤作右 衞門等 は その 医 救に 關與 し、 終に 服 部の 決心^ 催し 先生^して 仕 

法 書ん」 作ら L めた ので ある。 依て 服 部 は三幣 等^して 先生に 仕 法 委嘱ん」 懇望せ しめた。 併し 先生に して 見れば 1 

藩の 家老の 士法 など 無論 綏驗 もな きこと であ リ、 唯數年 親しく 服 部 一家の 事情ん」 洞察して その 缺陷ん 明かに し、 

容易に 弊風の 改め 難き^ 熟視して 居た ので あろ、 故 に 之ん」 簡單に 引 請け ろが 如き ことば 出來ろ もので はない。 

先生 再 一一 ー固辭 して 曰、 

「=4-は 容易の 事で はない、 余 は 農夫で あろ、 農事に 精勵 して 廢 家ん」 與 したの は 農夫の 道^ 勤めた 爲 であろ。 

然 ろに 服 部 家 は 小 田 原 藩 中高 位の 家老で あろ、 而し てこの 大借 金ん」 生じて 窮迫 極まろ の は、 士 としての 家ん」 治 

むる 道ん」 失った 爲 でない か、 農夫た ろ 余が 士の 家ん」 興すな ど X いふ こ とは關 知し 得ろ 所ではない」 

と、 これ^ 聞いた 服 部 は 益々 賢な ろ こと^ 知 リ眞實 懇望の 意ん」 盡 して 已 まなかった。 先生 慨然と して 曰、 

「服 部 家 は 我が 領主の 重臣で あろ、 今 艱難の 爲に 職ん」 退き、 其 家 も 亦 衰廢に 及び、 與廢の 境界線に 立って 余が 

一身 li 望^ 期し、 高き 身分な 屈 L、 その 誠意^ 盡 して 依 賴 せられろ、 今 余が 之ん」 救 はなければ 或は 廢絡 すろ や 
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も 知れない、 服 部 家暧糍 すれば 當 君の g ひ 給 ふ 事 亦 甚だ 大 なる もので あらう、 然 らば 服 部 一家の 不幸 a みで ズ 

ない、 我が 小 EZ 原 藩の 爲に急 あ 救 は ざろ ベから ざろ もので あろ」 

と、 その 妻に 謂って 曰、 

「服 部 家の 依 賴は已 に 急な ろ もの ある こと 汝が 知れろ 通リ であろ、 佘 今よ リ服部 家 に 至 リカ^ 盡 さんと すろ も 

ので あろが、 定めし 當惑 する であらう けれども、 余が 爲に 家^ 守 リ 家事^ 勤めよ、 余 五 年に して 服 部 家の 整理 

ん 終リ、 同家の 安堵^ 見て 歸リ來 ろで あらう」 

と、 妻 浜ん 流して 曰く 「承知し ました」 と、， 玆 に 於て 先生 服 部 家に 到りて 曰、 

「五ケ 年の 內に御 家の 艱苦^ 除かん とすろ ものであるが、 內外 一 切 余に 命じ 給 は > この 事 完成 すれ ども、 若し 

聊カ たリ とも 御存 意ん 加 へらろ、 ならば、 必す この 志お 全くす ろ こと は出來 ない、 左樣の 儀なら ば个 日^. 引受 

けしない 方が 却って 双方 幸で あろ」 

と、 服 部 喜んで 曰、 

「予 不才に して 一 家 あ 安ん すろ ことが 出來 ないで この 衰 弊に 到った、 術計 盡き 果て 途方に 暮れ、 以て 汝 に 依頼 

すろ ので ある、 何^ 以て 我意^ 首 はう や、 與廢 共に 汝 一 身に 委託す、 汝 十分に 改革 ぜょ、 予は 唯汝の 丹誠に 依 

賴 すろ のみ」 

と、 先生 曰、 

「祿千 二百 石に て當今 S 領ぜら る、 俸祿米 四百 三 俵、 而 して 負債 数百 兩、 これ 世祿の 名あって 其の赏 旣に也 人 

の 所有な ろに 等し、 御 家老の 世祿^ 以て 之ん」 償還せ すして H あ 送らろ、 が 故に、 、、の 無き 所の 祿,^ 我 祿有リ と 

信じ 給うて この 禍^ 重れら ろ、 淺間 しい 事で あろ。 上 君恩の 無量な ろあって 世々 安樂に 生活し 給 ふ 無量の 恩德 

な 知リ、 常に 節儉な 守リ 永く 君恩に 報ずろ 忠勤ん., 逍 とし 給 ふべ さん；、 過って 身の 奢侈に 流ろ、^ 知^す、 不 《y 

ん生 すと 雖も其 根元 ^顧みす、 他の 財ん」 借リて 之な 捕 ひ、 元利^ 倍 一 家 睃滅の 大患^ 慮らす、 終に 家 あ 破リ君 


恩^も 消 盡し給 は >、 これ；^ して 忠義の 臣と いふべき でない。 然ら ば 卽ち 直に 其 過^ 補ばん ことん 勤めねば な 

らぬ、 その 方法 は先づ 過去の 驕奢^ 省みて その 身 ^貴む るよ リ 始められろ ことで あろ、 その 身^ 責；； I ると いふ 

は 食に 飯 汁に 限リ、 衣 は 綿 衣に 限リ、 必す 無用の 事^好まれてば ならぬ、 この 三 箇條. ^守らろ. A や 否や」 

iy 服 都 曰、 

「これ 予が 甘んじて 行 ふこと な 誓 ふ 所で あろ、 その 程度 LL て 家ん 興す ことが 出來 るなら ば 何の 幸 かこれ に 如か 

んゃ である」 

と、 玆に 於て 先生 服 部 家の 僕婢ん」 呼んで 曰、 

「主家の 負 情^ 大して 困窮な ろ 旣に汝 等の 知ろ 所で あろ、 この 儘 して 一!1 箇年^ 經過 すれば、 主家 は將に 傾覆 

に陷ろ こと は 明かで あろ、 汝等 若し 無事 永 績の道 あ 知れろ ならば. 之 ^余に 告げよ」 

と、 传. 曰、 「是れ 我々 鄢 人の 知ろ 所ではない 願く ば敎 ^賜へ」 と 先生 曰、 

「汝等 主家の 無事^-願 ひ、 余 一 人に その 方法 ^聞きた しとい ふなら ば、 主家 旣 に 余 一 人に 任し 何等 思慮^ 加へ 

ない と 仰 t- られ、 五ケ 年間 一 家の 綏營^ 委任し 耠ふ、 汝等も 我が 指揮に 隨ひ 異存な き や 否や」 

と、 一 同 異存な きか 誓 ひたろ が 故に 先生 旣に 調査す ろ 所に 隨 つて 分 度ん」 立て、 無用の 雜费^ 省き 周年の 用度な 制 

し、 借財の 貧 方^ 呼んで 實情^ 明かに し、 五 年ん 以て 完« すろ な 約し、 . 目 ら婢 僕と 共に 家事ん」 勤め、 服 部 氏出づ 

れば卽 ち若黨 となり、 入れば 毎朝 家^ 治め 國^ 治む ろの 道^ 說 いた。 

. 次に その 分 度の 一例と して 文化 十五 年の 御 趣 法 賄 帳よ リ摘錄 すれば、 

御 蓥所御 不如意 に忖 去年 奉 中 上 候 御 趣 法 御 聞 濟の上 は、 彌 前書 割合 之 通 * 仕 候 右に 付 御臺所 取締 倚倏 左に 钧 

伺 奉 申 上 候 

1 、 笫ー 火 之 用心 

！  、  ^道具 損じ 候 節不， 1 隱置, 英左衞 門 迄 可 申 聞 候 
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1 、 楫 (薪) 味噜 醤油 御 膳 焚騷リ 

1、 砷々 燈明 五つ 時 迄と 心得 油 次 可 申 候 若篱係 

1 、 惣行燈 御上 女中 懸リ油 預リ兼 可 申 侯 

一 、 香 物 作男 懸リ 

1 、 蛾燭並 御屋敷 康物竹 木 焚 木 英左衞 門懸リ 

1 、 何 品 に 不寄少 分たり とも 他に 出し 候 品 英左衞 門 迄 可 申 聞 事 御 召 仕 双方 

1 、 御 表 御 部屋 何 品に 不寄 貸し 惜之 品々 英左衞 門 迄 可 申出 候 事 

1、 徇客 御座 候 節 御 勝手にて 锊表樣 よ 9 御 部屋へ 被 入且御 部屋より 锊表樣 へ 被 爲入候 節 御た が ひに 洒 五合 宛 

御持參 尤も 英左衞 門 承り^ 数 a 定差引 可 仕候亊 

一 、 此上 不時 御 入用 御座 候ば マ 右 割合の 内へ 切れ込 申 候 尤も 米 直 段 宜節は 夫 丈の 品 御 入用 可然 候 

右 之 通 金 次 郎英左 衞門申 談御伺 奉 申 上 候 

文化 十五 寅年 三月 

右箇條 割合の 通リ 双方 一 致 之 精力 あ 以贿方 行 届 候へば 左 之 通リ之 口々 追々 申 談之上 始末 仕度 候 

一 、 御 R  口 物 

一 ゝ 御 普請 並 諸 修繕 

一 、 不時 御調 和 

三 第一 回の 家政 整理 仕 法 文化 十二 年の 服 部の 家政 は 趣 法 立案の 通りに は 行 はれなかった ，それ 


ほ 恐らく 服 部 主従の 決心の 及ぶ 所ではなかった であらう *- そこで 文政 元 (文化 十五) 年の 「- 


ひ 1* へち や 5 

0 帳」 によれば 次の 通りで ある。 
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文化 十二 年末  百 八 拾 四 兩贰朱 錢六百 六 拾贰文 

同 十三 年末  贰百 參兩壹 分贰朱 錢 四百 拾 七 文 

同 十四 年末  贰百四 拾 六 兩參分 錢六百 拾 八 文 

斯く 年々 負 憒が增 加す るの みで、 一向 償還の 途が 開けない から、 文化 十四 年末に 至って 先生に 委囑 

して その 方法 を 立てる こと、 なった、 その 時期 は 「一家 再 舆相續 手段 帳」 と 題す る 書類 中に (一-一宮 尊德 

全集 第 十四 卷六ニ 一 頁 以下) 

文化 十四 年 十 1 一月 十日 

1 <Eg へ 3  是は服 部十郞 兵衞樣 より、 御 家政  ， 

一達 i る  御 願に： t 御 洒代被 下 候に 元に 入 

おまかな. ^か ヒし&  ± ふわり あ.^ ちゃう 

と あるから 文化 十四 年末に 依願 を 受け、 前年 立案の 趣 法 帳に 基き、 更に 「御 賄 方 趣^ 割合 帳」 

を 作って 翌 文化 十五 (文政 ー兀) 年 三月 之 を 提出した。 更に 「御 借用 增减控 帳」 の內に は、 

右 之 通 御 借用 相 改金甙 百 四 拾六兩 三分と 錢六百 六 拾 八 文 丑 (文化 十四 年) 十二， 月より、 文政 元年 

三月 十五 日 迄 勘定 仕 候、 立 合 人 周 介、 佐吉、 應介、 英左衞 門、 金 治郞、 御拜 借より 町人 拂 等に 至 

るまで 相違 無 御座 候に 付 御 長屋 山 本 英左衞 門 方より 引 請 預方仕 候 以上。 

と あり、 また 同時の 古文書 「借財 取調 書」 の奧 書に も、 

右 は 關谷周 助 賄 方 被 成 候に 付、 服 部 様 御臺所 借用 之 分 相改置 候、 今 亥 七月より 山 本 英左衞 門 相 渡 
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より、 寅 三月 一 一 宫氏請 取 申 候。 

と あるから、 先生が 仕 法 を 引受け その 引繼が 了った の は、 文政 元年 三月 十五 日で あろ。 而 して その 

引繼 計算 調査 は 文化 十四 年 十一 一月に 於て、 服 部 負 愦總額 贰百四 拾 六兩餘 である。. W しこの 文化 十四 年 

に 仕 法 引^ 方の 交涉 のあった 時には、 その 負債 額 は甙百 拾四兩 であった、 而 して 四百 三 俵の 渡米の 內、 

飯米、 給 與米等 を 引 去り、 その 殘餘を 合せて 月々 賣 却し、 各種の 節約に よって、 年々 約 六 拾 六 兩許を 

以て 償還に 充っケ ば、 次の 通りに 完濟し 得る。 この 方法 案 は 「御 贿方趣 法 割合 帳」 に 明記して あろ。 


年 次 .  毎年 正月の 債務  利 意 支拂髙  元金 償還 高 

文政 元年  贰百拾 四兩.  三 拾 四 兩贰分  三 拾甙兩 

同 二 年  百 八 拾贰兩  贰拾七 兩贰分  三 拾 八 兩贰分 

同 三年  百 四 拾 參兩贰 分  拾 九兩參 分贰朱  四 拾六兩 

同 四 年  八 拾 九 兩贰分  拾 參兩壹 分贰朱  四 拾 兩贰分 

r  0^  ？ fjl  一 I く  十八 ヶ月 賦 として 

同 五 年  四 拾 八兩參 分贰朱  七 兩壹分  參 拾貳兩 

同 六 年  拾 六兩參 分贰朱  六月 皆濟  i 


この 案に よって 引受けてから は、 msi 小 は 先生 親ら 倉庫より 受取り、 その 中から 分 度に 隨 つて 山 本 

英左衞 門へ 飯米 並に 雜用を 渡した ので、 仕 法 は 先生の 請負と なった ので ある。 これ を報德 記の 千兩に 


比すれば 四 分の 一 であろ が、 服 部 家の 債務 整理 は 三回に 亙り、 その 最後 卽 ち IK 保 十二 年の 時には 意外 

にも 八 百贰拾 七兩餘 となって 居る。 故に 千兩 とい ふこと は 前後の 仕 法 金 を 合算 すれば、 決して 過大に 

見た もので はない。 

さて この 仕 法案が 如何様に 實 行せられ たかと いふに、 前記の 「御 借用 增減 帳」 によれば、 

文政 元年 末 ， 金 甙百三 拾 贰兩贰 朱 錢百九 拾貳文  - - 

同 二 年末 . 金 贰百六 拾 九 兩豐分 錢六百 六 拾 四 文 

同 三年 末  金 三百 六 拾 八 兩壹分 錢八百 贰拾參 文 

であって、 文政 元年に 於て は、 先生の 引請當 時よりも 拾四兩 贰分贰 朱、 錢 四百 九 拾 六文减 少して 居 

るが、 翌ニ 年に は 三 拾七兩 餘の增 加で ある。 最も この 內贰拾 六兩、 錢百 六拾壹 文 は 服 部が 江戶 詰と な 

つたので、 新に 生じた 新 借で あり、 翌 三年に は百兩 許の 增借 であるが、 

1 金 贰拾四 兩贰分 -  旦那 様に 遣す 

ー金贰 拾六兩  丑 十二月より 四ケ 年の 內 出精 者へ 遣す 

1 金 六 拾八兩 三分 錢七 百壹文 江 戶御詰 金 不足 之 分  • 

一 金 三兩壹 分贰朱 錢 三 拾 文 右 利子 

計 金 百貳拾 貳兩贰 分貳朱 錢壹貫 百 三 拾壹文 
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とい ふ 巨額の 新 借 を 生じた 爲 であろ 

先生 は斯 かろ 傾向 を 見て 前途 を 憂慮し、 先 づ邸內 の 藪 林 を 整理し、 茱種、 莉豆、 梅、 竹 木 等 を 得て 

次の 年次 表の 如き 增牧を 企てた。 

文政 二 年  金八兩 壹分餘 

同 三年  金 贰兩餘 

同 四 年  金五兩 壹分餘 

同 五 年  金五兩 贰分餘 

計 金 贰百九 拾九兩 三分 貳朱 錢贰百 六 拾 四 文 

^し 趣 法案 は その 理想 を 裏切られ、 然 かも その 程度 は 些細の 額で はない、 令 その 原因 を考 ふろに、 

文化 元年 借金 償還の 案の 樹立せられ ろと 同時に、 從來服 部 は 病氣引 籠りと 稱 しその 職務 奉仕 ズ. 差控ふ 

ろ こと を 許されて 居た が、 文政 元年 主 侯 老中と なり、 江戸の 用務 劇增 したので 出仕の 必要が 生じ、 そ 

の 準備が 立てられ 文政 三年 出府した ので、 前述の通りに 多額の 失費と なった ので あろ。 この 窮厄を 切 

绂 けろ 趣 法案が 必要で、 その 案の 通りに 實行 せらろ A 根元 を 堅む るに は 幾多の 工夫が 凝らされた。 

一 、 糧米其 他 賫拂米 等 を 積 置きて 値上り を 待つ こと 

二、 低利資金 を 借人れ て 利鞘 を 得る こと 


かや ま 

の 如き は 直に 着手 せられた、 第 一 案 は、 先生 は 服 部の 給 米 を 引受けて 居る 上に、 栢山 附近の 農家から、 

作 德米贩 賫方を 委託 せられて 居ろ から、 之 を 利用す るに 在った が、 文政 三年に は 却って 百兩 許の 損失 

となった けれども、 その 損害 は 先生の 負擔 となった から、 服 部の 財政に は累を 及ぼさな いが 救 濟は出 

來 なかった。  ， 

第二 案 は 小 田 原 侯から 低利資金の 貸 下 を 受けろ ことであった。 當 時の 立案で は 八 朱 金であった。 こ 

の 八 朱 金は必 しも 服 部の 爲 のみでな く、 當時小 田 原 藩士 中に て は、 山 本の 如き も相當 負债が あり、 奉 

行 以下 もど 之に 惱み、 特に 輕士の 類に 至って は 窮迫 身邊に 到り 實に 悲慘 なる ものが あった。 最初の 豫 

定 では 贰千兩 位の 貸 下 を 願 ひ、 藩士 一般に 潤 を 及ぼす 豫定 で、 五常 講の制 を廣く 活用す るに ぁづ たが、 

藩の 財政 も 餘裕少 く 現に 藩士の 給米减 石を復 し. 得 ざろ 狀況 であり、 大阪に 於け る 借人 金が 相當 多額に 

上って 居た 際で あろから、 貸 下金 僅に 壹千兩 とい ふこと A なった。 而 しこの 八 朱 金 を 服 部へ 貸 下げろ 

に 就て は、 先生と 當 時の 家老 當職 吉野圖 書との 間に 諒解が 進んで 居た ので、 服 部の 爲に實 に 四百 五 拾 

九兩 三分と いふ 破格の 融資が 行 はれ、 三百 兩は 小臣 者の 爲に 五常 講金 貸附樣 式に よって 貸付ら れ、 僅 

に 贰百四 拾兩壹 分が 他の 數 氏に 融通 せられた。 

さて 服 部 はこの 四百 五 拾九兩 三分の 內 から、 借財 總額 三百 六 拾 兩餘を 償却して 全然 無 借と なり、 殘 

金 八 拾 五雨 三分 餘は 先生の 手許に 預り となり、 之 を 有利に 利 廻りして、 その 利金 を 積 立 つれば、 將^ 
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服 部の 永 安の 基 を 開き 三百 兩を殘 し 得る とい ふに あった。 而 して 八 朱 金の 元利 償還の 方法 は、 給 米 四 

百 三 俵 中より 九 拾 俊 一 斗 九 升 九 合 贰勺八 才を拾 五ケ 年間 納入す ろ を 以て 完了す ろ こと A なろ。 卽ち年 

, おわたしまい  . 

年の 御 渡米が 三百 拾 贰俵餘 に减少 すろ ので ある。 隨 つて 服 部の 日常生活 は 極度に 緊縮した 分 度 を 立つ 

る を 要した。 

然 らば この 仕 法 立の 後 文政 四 年 以後の 狀況 如何と いふに、 四百 三 俵より 更に 减石 となり、 その 內ょ 

り 九 拾 俵 餘を納 人し、 

文政 四 年  百 八 拾 俵  年末 不足 金 拾 九 兩餘 

同 五 年  百 四 拾 五俵餘  同  拾 七兩餘 

同 六 年 . 百 四 拾 五俵餘  同 贰拾 七兩餘 

であって、 三 ケ年總 計 五 拾九兩 三分 贰朱餘 の 不足と なった が、 幸に も 文政 二 年より 御屋敷 內產物 代 

積 置 利 廻し 手段 金 金贰拾 九兩^ を 廻し、 全 不足 金. は 三拾兩 となった。 W し 一 面に 先生の 預り金 も あろ 

から、 事 實上増 借と はならず、 その 內 より 賄った と ある。 これ を 以て 第 一 回の 仕 法 は 兎も角 無 借と な 

つたので あって、 この 傣繼績 し、 先生が その 任に ある 時には、 無難に 暮す ことが 出來る ものと 思 はれ 

た。 

四 第二 回の 仕 法 服 部の 仕 法 は 文政 三年の 八 朱 金 借人に よって、 翌四 年に はー應 完了し、 同 六 年 
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までの 成績に よれば、 多額の 邋 どもなら ず， 十 五ケ 年後に は 八 朱 金の 償還 完了に よって 全然 無 借の 

境界 を 開き 得ろ こと； つた。 而 して I 三年に は 服 部 は 江戸に 出で、 文政 七 年の. 頃に はまた 家^ 

動かない ので、 服 部の 書狀も | お rl を 「ii し とまで 尊び 文政.？ の 書狀に は、 一一. 一 f 

？ *£と一酌を 試みて 貴公の f し S ると あり、 文政 十二 年 e 四月 f  § 狀 ほ、 成 田 山 心願の 

御禮に Is し、 天保元 年に は 十 郞兵衛 が 謹して 淸兵衛 が I お。 第二 回 仕 法の B はこ ゎカ 

ら 始まろ。 

退隱 した 十 郞兵衞 は 少しも 借財 を殘 した 様な 手紙 を 書いて は 居ない が、 天 保 一 一年 十一 一月 末に 鵜澤 f 一 

右衞鬥の 調べ I 類に よれば、 借財 金譽六 拾 I 三 朱と あり、 この 外に 八 朱 金 償 囊金蕃 八 拾 六 ^ 

雨 三分と あ. る、 また 別の 書類に 集 議講璧 拾 s、 外に 參拾 三兩 三分と あろから、 詳金七 百 

5 分と なろ。 十 郞兵衞 の 退 if  S 年に 俄かに かく 莫大な 負債. がお 來ろ とは考 へられ f 或 

は 重の 申 譯に顏 が 立たず、 S によ？ 職務 上の 費用 を 低下せ しめんと すろ 方策と も考 へられろ， 

この 天 保 1 一年に 於け る I の 案 は、 先づ 一 方 高利より 低利に 借替 をな し、 八 朱 金 を 合せて 無利息 

金 等の 方法 I ふろと すれば、 天 保 三年の 借 S 額 六 百 S 九 望 1 朱と なろ 計¥ぃ當時 の 御 渡 

f 堆石せられ て 四百 八 拾 六 望 斗と なって 居る から、 年々 償還して 天 保 九 年まで 七ケ 年に て完 5- 

ろ を 得ろ とい ふに あろ。 立案の 義は 第一 回の 社法 の 震に 準じた もので あろが、 全借 財 を 五 朱 利金 


と 無利息 金と に借替 へんと すろ 慮に 償還の 途が 開けて 居ろ。 

誠に 良法で あるが この 案 は 借 替が腿 目で あるから、 何程まで 實 行し 得た か 少しも 判明し ない。 K て 

之 を 文書に 徴す るに、 服 部より 遣した ろ 報德金 借用の 依 賴狀が あろ。 旣に 報德 金と あろから 恐らく は 

fK 保 五 年 以後の 事で あるで あらう が、 持 高の 內 より 四百 石 を 差 出す から 篤と 勘 箅が願 ひたい、 然 らば 

七ケ 年に て 皆濟の 出来ろ 積で あろから と、 繰返して 依賴 して ある。 

恐く は 之に 對 すろ 返事で あらう と 思 ふ書狀 が、 今 市の 二宮 神社に 藏 せられて あろ。 珍しく 先生より 

差 出された a 筆. の 本書で あろが、 その 內容の 一部 を 叙 すれば、 

御 書面の 趣 萬 事 逸々 致 二 天地， 候、 二十 五ケ 年 以前、 御 年 十八 歳の 御 時より、 治 レ身ヲ 、治，， 御 家 『 

終-一治 レ國の 次第、 種々 樣々 御 傳授申 上 置 候處、 (貴下の 行動 は) 是を 庭前 之 草木に たと うれば、 植 

て花哚 候の み、 少 發，， 迷 風， て 花 を 吹 散す、 然 ながら 夫 は 去 秋の 事、 又 拿 生 ゆる 新春 は改て 花唉實 

法 もの 也、 二十 余 年 以前 御 若年の、 丹精 今 爱に盡 く、 花 咬 結，， 實法ー 救 レ民申 虔奉存 候" 人と して 庭 

前 之 草木に 劣り 候 御 書面、 餘り殘 念 至極 奉存 候、 餘り殘 念 至極 奉存 候、 (原文 繰返し ぁリ) 云々 

とあって、 辰年 (天 保 三年) に 貸付け たる 百 雨の 計箅、 丼に 用 立 金 合計 金 四百 四 拾 五雨 三分 贰朱を 

返濟 して 貰 ひたい、 然 らば 御 借財 全部 拙者が 負擔 すると ある。 

この 書狀 は年號 はない が、 天 保 七 年た る こと は 明かであって、 月日 は 正月 十六 nz 肘で ある。 末 ap の 
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文句 は甚 明瞭 を 缺く樣 であろ が、 何回も 負憒を 生じ、 貸付 をな し、 終に また 大借を 生じた 事に 就て 

庭前の 草 も 新春に は 起き 返る、 一 國を 治む ろ 地位に ありながら、 仕方 を 幾 まも 行 はねば ならぬ 不 甲斐 

なさ を 攻撃した ものであって、 直に 先生の 承認す る 所と ならず、 報德 金の 貸付 も 行 はれず、 これにて 

鵜澤 案に よろ 噴 還 方法 も、 大 なる 效果の なかった こと を證 すろ。 

然る こ 先生 は 天 保 八 年から 小 田 原に 出張して 急 を 救 ひ、 翌年から 仕方に 取掛 り、 報德 金の 貸付 を 行 

つたが、 その 頃より 双方に これ を 最終の 仕 法と する 意味 を 以て 漸次 1 郝 解が 進み、 且小田 原領內 仕法實 

行の 惠澤 により、 報德金 借用 を 以て 第一 一回の 钍法は 完了した。 

借 受けた 報 德金は 借用 證文 によれば、 四百 八 拾 四兩甙 朱で ある。 其 他 は 如何にな つた か 判明し ない 

が、 報德金 返濟は 毎年 六 拾 九 兩贰朱 永 三 拾 五 文 七 分壹厘 四^ 四弗づ A として、 天 保 十 年から 七 年間に 

完 等す る ことと なって 居る。 而 して 古 借金の 償還 は 天 保 八 年 十二月から、 先生の 手に 於て 返 濟し初 

め、 全部の 總 額が 前記の 報德 金額と 合致す る。 これが 第二 回の 服 部の 仕 法で あろ。 

五 第三 回の 仕 法 第二. 回の 仕 法 は 天 保 九 年に 完了した が、 その 翌年と 思 ふ 頃の 書狀 に、 最早 幾タ 

返金 を 怠った かの 如き 意味が 見えて 居ろ。 報德 年賦 金が 返され 新 借財が 出來 なければ 問題 はない 力 

事 實は反 對に舊 借の 償還 は 延滞し、 新 借が 生じた。 

天 保 十一 一年の 「服 部 家 借財 返濟 手段 帳」 によれば、 
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口々^  (天 保 十二 年) 十 一月 之 上 

ズ金 四百 四 拾 四 兩甙朱 銀 三 匁  - - 

寅此 利金 五 拾 三 兩窒分 永 五十 一 文 

元利 ズ金 四百 九 拾 七 兩壹分 貳朱永 三十 八 文 五分  . 

と あ つ て、 

報德金 の 返 濟殘額 金 贰百九 拾四兩 爱分贰 朱 

諸 向買掛 りの 內金三 拾 五雨 三分 錢 四百 一 一十 一 文 

と あるから 锪計金 八 H«i ^拾 壹兩餘 となって 莫大な 負愤 であろ。 報德 記に 見 ゆろ 服 部の 負债壹 千兩は 

これ を 指しても よいので ある。 

斯の 如き 不始末と な つたの は、 常 年. 五十 歳の. 淸兵衞 が、 悴は追 々 成長した からと て 突然 退隱 した。 

實 はこの 借金の 始末 を 嫡男に 轉 嫁した のであって、 その 事情 は相績 人の 波 江から 詳細に 報道して 來 

た。 その 書狀 によれば 從來御 配慮に よって、 减借 にもな つたと 思 ひの 外 却て 增借 となって 居た から、 

鵜澤に 頼んだ が 報德金 借用の 時の 御 約束-によって 金錢に は關係 しないと いふが、 是非に と 核んで 趣 法 

帳が 出來 たから、 報德金 返納 を數年 延期 願 ひたいと いふので. あろ。 

鹈澤 からの 書狀 によれば、 淸兵衞 はこの 借財の 中で 隱居 部屋 を 新築し、 その 費用まで 嫡男に 負擔せ 
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しめた 程の 不所存で あろが、 波 江が 餘に 愍然で あろから、 「服 部 家 借財 返^ 趣 法 帳」 を 作った といって 

來た。 

その 案に よれば、 當時御 渡米が 九 百 七俵贰 分と いふ 二倍 以上の 增額 であろ。 負债は 多レカ 整理の 順 

序 ま 立ち 易い、 米の 受領 高 を 元と して、 御 部屋の 外に 新 御 部屋が 出來 たので あろ。 この 新 御 部屋た ろ 

淸兵衞 の 人 用 等 を 差 引いて 殘り金 百 三 拾 六 兩贰分 を 借財 償還に 充 つる こと A すると、 天 保 十三 年より 

五ケ 年 II に 四百 九 拾 七 兩餘を 償却し、 次に g 貝 代金 を拂 ひ、 報 德金は 未、 申 ニグ 年に 返却し、 全部 を 

通して 人ケ 年に 完辨 せんとす るので ある。 そこで 報德金 は六ケ 年間 据置 となる ので、 波 江からの 依頓 

はこの 延期の ことで ある。 

その後の 袱況が 如何に 進行し たかは 是亦 判明 を缺 くが、 淸兵衞 は退隱 五ケ 年後に 先生の 處 へ書狀 を 

寄き，. こ。 而 して 大凡 中 勘 通り 參り 居り 候と 述べた ろ 上、 例の 癖で あるが 武具 を 求めたい のと、 三人の 

子供が あり、 次男 S どぎ けが 十七 歳で 元服す ろので、 切め て 一 刀 を 新調した いから 百 金、 出来ろ ならば 

貳 百金拜 昔したい と ある。 何 を目當 にす ろ ことか、 服 部の 仕 法が 三回に も 渡り、 前後 三十 年 近く 他力 

にの み适 つた 原因 は此 心理 狀 態に 伏在す ろので ある。 尤も これに 就て は 先生より 應諾 した 様子 は 更に 

見えない が、 嘉永ニ 年 二月 十四日の 淸兵衞 よりの 書狀 によれば、 - . 

報 德金を 始め 惣借 十ケ 年に て 皆 濟に付 御 安堵 可 被 下 候、 鵜澤 骨折に て 小 子 之 分 も 右 趣 法之內 込、 


先當 用の 處は 大小き れいに 相 成 致大悅 候。 

淸兵衞 十八 歳の 時から 敎 導し 始め、 同人 一 不 一 歲の時 仕 法^ 着手し、 五十 五 歳の 常 年まで 實に 三十 

五 年、 「當 用の 所 は」 とはい ひながら 服 部の 仕 法 は 完了した ので ある。 

服 部の 仕 法 は 世間に 有名で あろ。 世人の 意識に 上れる 記憶 は 一 回であって 五ケ 年 完了で ある。 然る 

に 以上 叙述した 事實は 三十 有 餘年を 費して 居ろ。 事の 餘 りに 相違す ろ ことの 甚 しい。 倂し富 田 先生が 

櫻 町に 來 つて 人 門した の は 天 保 十 年で ある。 當 時の 服 部 家の 負 憒は約 千 雨に 近い 借金であった。 服 部 

家 第一 回の 償還 方法と して 考 へられた 八 朱 金 借 入の 様式 は、 五ケ 年に して 元金 を 償還し、 三百 兩を剩 

す こと A なって 居た、 第 一 一回の 方法 もこの 借 替と分 度の 確立 以外に 道はなかった。 

服 部の 仕 法の 困難 は 本人の 自覺が 伴 はぬ こと i  、 生活 上に 於け ろ 經濟的 技術の 幼稚な こと A が纆綿 

した、 報德式 生活様式の 分 度 確立と、 生活 上の 指導 精神の 一 貫と が缺 けて は、 何回 仕 法 を 講ずろ とも 

常に 亡滅の 岐路 を迎ろ こと A なろ。 偶よ 慈悲 仁惠の 他力が あって 之 を 指導す れぱ j 時 之 を 正路に 挽回 

する。 斯くて 人道 は 常に 天道の 中に 立ちて 新 生活様式 を 強調す る。 道に 仕 法の 任に 就く もの、 暴よ 迷 

路に 困憊 せんとす るに 際し、 自ら 救 ふ 能 はざる もの を 救 ふ 時の 指針と して、 また 分 度の 確立 は 如何な 

ろ 衰勢 を も 挽回し 得ろ 實例 として 服 部の 仕 法を範 とする に 足ろ。 
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第 四 章 藩 政 改進 獻策 

I 納米 用量 器の 改莨 文政 三年 九月 大久 保忠眞 公民 間の 言 議を徵 し、 御領 內 百姓 共の 爲に 永く 有 

^崮 切の こと あらば、 何 にても 申出よ と 民政 改革に 關 する 意見 を廣く 求めた。 桝 改正に 關 する 先生の 

進言 は その 一 つで ある。 納米 用量 器 は 卽ち桝 である。 桝は 一 般 通用の 量器であって 諸國均 一 であるべ 

きで あるが それ は 現代の 事で ある。 度量衡の 撿査 もなければ、 度量衡 製作所 も 諸 所に ある。 時には 手 I 

製の 桝をも 公然 用 ふるので ある。 それの みならず 一俵と いふ 米に は 込 米と 稱 して 初より 二 升 三 升と 多 お 

く 人る. M ゲ列 とする 習慣が あり、 地主に よって 小作人との 間に 約束が あり、 表面の 貢 米 高 は 低く して、 

込 米 を 多くす るの も あり、 込 米は少 くして 約束の 年貢 を 多くす るの も ある。 地方々々 によって その i 

が區々 である。 

大久保 家の 領土 足 柄 地方より 駿東、 伊豆 地方に 於て は 四 斗 一升より 二 升、 三 升まで あって、 その 桝 

の 種類が 十八 種に 上って 居た、 され ぱ升改 の 際に も、 年貢米の 上納に も 米の 賫捌 方に も、 升 量の 標準 

がない ので 取引 賫買 貸借より、 年々 の 貢租の 納入、 土地 賫貿 後の 年貢 納人 日の 爭議の 際 誠に 人民 その 

根據 なきに 苦んだ ので ある。 先生 はこの 桝の 改正 を 献策し、 更に その 標準 桝 作製の 命 を 受けて 之 を 創 
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作して 献納し、 爾來 領民 年貢 納人、 米穀 取引 受渡の 際に 於け ろ 紛議が 絡滅 した， 

先生が この 量器 改正 を 念願と したの は 永い 間の 希望で あ つたこ と は 一 一宮 翁 語錄の 中に 明かに 傳 へ 

て 居る Q 

小 田 原 藩の 量 制が 正しくな いので、 人民 は 不正 桝で 以て 苦しめられ たこと が 甚だ 永い 間で あつ 

た。 乃父 は 之 を 憂 ひて 常に 慨嘆して 居られた、 自分 は 乃父の この 桝を 改めたい もので あろとの 念 S 

を 寝ても 寤 めても 忘れた 事はなかった。 服 部 氏の 求に 應 じて 家政 を 改革した けれども、 自分 は 初め 

から 左様な こと を 希望して は 居なかった。 併し 竊に考 へて 見ろ のに、 服 部 氏 は 代々 大久保 侯の 家老 

であろ。 この 家に 出 人 すれば 自然に 桝の 改正 も 行 はれろ 様になろ かも 知れぬ と考へ たから であつ 

た。 後先 君大 久保忠 K 公が、 政事^ 改良に つき 御下問が あつたので 「ES,_ 、つ とい 

ふ 語と、 桝の制 を 正した 方法と を 記して 之 を 献納した、 その 量 制と いふの は 「八寸 八 分」 を 法則と 

した、 「寸」 の 字 は 「十」 であろ。 乃ち 「八十. 八」 で 米の 字に 當 ろので あろ。 先^ はこれ を 「嘉 し」 と 

いって 納められた。 それで 乃父の 遣 志 を 全くす ろ こと を 得て 安心した。 (語錄 二百 七十 八 章 元^ 文) 

置 器 改正の 献議は 文政 三年で あろ。 服 都の 仕 法の 第三 年 E 、先生が 表彰され てから も 三年！ E である o 

最早 先生の 名 は大久 保 侯に 鲜 明に 牢 記せられ て 居ろ。 この 一 件の 顏 末 は 「^E^ilssl?ls」 の 

1 W に 詳細に 記錄 して あろが、 その 耍略を 叙述す ろより は、 それ を 現 は龉 に意鐸 した 方が よい 樣に 


1 、 相 模國小 田 原 御城 主 大久保 加 賀守樣 は 、格別に 御仁 惠の 深い 方で あらせられ、 御領 內の 百姓 共が 

永く 幸福になる 様な こ 急 I になり、 いつも 役人から 計り 聞いて 居る ので、 此度は 人民 力ら 申出 

させたい から 遠慮なく 思 ひ 付、 役に立つ 事 を 申出よ との 事であった ので、 相 州 足 柄 郡、 駿仲駿 東 栗 

豆 州の 內、 村々 の 御 年貢 集む ろ斗树 は、 四 斗 一升の も あれば 四 斗 二 升 义四斗 一一 一升 餘の もの も？ 

大凡 S 種類が 十八 種 位 もあって、 一 つと して それでよ ろしい とい ふ 標準になる ものが？ 力ら 

皆々 不同で、 永い 間 難 漉して 居る ので、 之 を 一 定 して 戴きたい とい ふこと を 申^げ た^ ん田原 及 一 

び. d 戶 御屋敷の 諸掛 り 用 の树| ベで 見よ とい ふ 仰 I り、 古 升 を 取調べ、 叉 市中の 新 升 を 取-調べ- 1  t 

見た所、 ^に 立ち さうな S 見當ら ない ので そ 2曰を 申出た 所、 然 らば 何か饕 な考 はない かと 

の御尋 であった から、 米と いふ 文字に 糧を 取り、 深 f 八寸八 分と し、 橫を 一尺 置 三毛と し、 

これ を 三 杯 合せて 米 壹俵四 斗 一升と 同量と なろ と 申 上げた 所、 小 ffl 原 藩の 役掛 りくに て 御 *B に 

なり、 江 戶御曩 に 伺 はれ、 匿 殿様まで 申 上げられた 所、 御 採用に 根 成り、 それから 年 i りな 

^ 1 升ズ P 一 一寸 七 分？ ミ SS 寸九 分の 桝と 定まって 居た、 、、の 桝に 米ん」 5 立方と して 六 萬 四千 

註 八"； 一 ひ^：^ で" 一 ま 四 斗 一升 入れと すれば その 立方 S 積 は 二百 六十 五 

七 粒で おろ。 さ 5 生の 米 QS 八十 八お 深さ とした 尺 SS とすれば、 一杯て 八十 八 急 千 


八 百 十七 粒 五八 一一 ニーで あろから、 それ^ 三 杯に すれば 二百 六十 五 萬 七 千 四百 五十二 粒 七 四 九 六と なって、 四 

百 五十 四 粒 二 五 〇 四-たけ 不足と なる が、 その 树量は 一 勺の 約半分で あるから 殆ど 問題 になら ゎ桝炔 で. C つ 

て、 先づ 正確な ものと いはねば ならわ。 

この 覺 書に は 江 戶小田 原 其 他 取調べた 報吿 及新树 製造の 次第が 詳細に 認め、 また この 改正の 議に關 

與 した 役人の 氏名が 書いて ある。 それ を 要略し、 或は 原文 を譯 して 揭載 すろ。 

一 、 米の 御 年貢米 1 俵 は 三 斗 七 升で あるが、 之に 地方 役所 人 用 米 三 升 を 加 へ て 四 斗と 定 めて ある 

が、 四 斗の 本 米に 「計りし のぎ」 と稱 して 加へ、 四 斗 一 升 も あれば、 四 斗 一 一升、 四 斗 三 升の も あろ。 

1 、 この間 違の 初 は、 四 斗 俵 を 三 斗 七 升で 割る と 一 〇 八と なろ の を、 一 ！ と 上げ、 四 斗 七き となろ 

所 を 四 斗 一 升と した もので あろ。 

、二  C  ます あらためぶ ざ や 5 

1 I 々納矛 日と なった 時に 「升 改 奉行」 が 出張して 改めろ 際 酒代 取 計ら ひの 爲め四 斗 一 一升 あつ 

て も 四 斗 三 升あって も 改めて 四 斗 一 升に 量り、 今日 終らねば 明日 も 升 改めで あろ。 

註 小 田原钠 米の 際、 百姓. 村 没人桝 改^ 留 日数 夥しく、 年々 納米は 百姓の 憂苦 甚 しき 一大 年中行事であった o 

1 、 四 斗 I 升 俵に 改めた ので、 一 俵で 一 一升 づ っ餘 りが 出来れば 一 萬 俵で 一 一 百 石 も 改め 桝の益 米が 出 

來ろ、 小 田 原 十 萬 石で 二 千 石 卽ち五 千 俵と なろ。 

1 新 树を用 ふれば 御 上納米 改の 煩雜 がな く、 實米五 千 俵の 御 恩憲を 受けろ こと., なった から、 ^ 

代 有難く 御 趣旨 を 失 はぬ 様に せねば ならぬ，  . 
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一、 右 こ. つき 米 能 * 相 改め、 御 年貢米、 地賫 米より 一段よ ろしくな ろ樣 致さね はならぬ。 

一、 先 御城 主 稻葉佐 渡 守樣、 稻葉丹 後 守樣、 稻葉 美^ 守樣 御代より 御 改树に 就て 問題と なって 居た 

ものが 今度 出來 上った ので あると いふ こと を 永く 忘れて はならぬ。 

1 、 新桝の 底に 方 一 尺 三 厘 三毛、 深さ 八寸八 分と 印し、 內 外に 「りゃう 平」 と 申す 燒印を 新に 作って 

押 付け、 升 ふち 打 出金 を 打つ けて 置く こと， - した， 

1 、 新 桝の卞 也 は 木 曾 檜 を 江戸から 仕 人て 小 田 原と 江戸と で 小 田 原 藩の 御作 方に 頼んだ が出來 ない 

ので、 據 なく 江戶 日本 橋 榑屋與 左衞門 方へ 直接 趣いて 掛 合った が、 一斗、 七 升、 五^ ーチ そわ 

より 以下の 栴の外 は 作らない と 申す ので 小 田 原に 歸り、 一丁田 町角の 建具屋で、 江戶 職人で 手き. - 

とい ふ 様子 を 見定め、 これに 申つ けて、 拙者 毎日 出向 ひて 指圖 をな して 出來 た。 

1 、 新桝の 金具 類 は下大 井村の 毅冶屋 で 照 親と 申 者が あって、 小 田 原 御 家中の 御留 鍛冶で あつたか 

ら殘ら ず この ものに 作らし めた。 

1 、 文字の ほり はは、 市外の 寺 町 西側に 居た 佛師に 申 付けた。 

- I  -  か やま むら 

1 、 折角 新桝が 出来た 冥加の 爲に、 献納品の 外に 次の 通りに 餘分を 作って 夫々 へ 進上した。 栢 山村 

名主 一 ー宫 七左衞 門、 ^ぎ^ 右よ 衞^、 岡 部 左 伊兵衛、 が Is 介、 田 中佐 右 衞鬥、 莲正寺 村大堤 下定右 

衞鬥、 拙者の 分 一 っノ 
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1 、 右に ついて その 節の 郡 奉行 は 早 川 茂 右衛門、 竹內 藤左衞 門、 關 小左衞 門の 御名 儀に て 御 褒美の 

-御證 文 を 下さった。 

►  k  ふかみ づ ぜん よ もん 

I その 當 時の 御 代官 は鵜澤 作右衞 門、 深 水 詮右衞 門。 

1、 その 節 御 丹精 下さ-つた 御 家老 は 吉野阖 書、 服 部 十郞兵 衞の兩 人が 御當 勤であった。 

1 、 この 時の 領主 は 大久保 加 賀守樣 で 御 年 四十 歲で御 老中の 御大 役であった。 

1 、 苜 分 は 三十 四 歳であった。 

1 、 外の 御 家老 は 杉 浦 平 太夫、 大久保 又左衞 門、 近藤庄 右衛門であった。 

1 、 是 にて 稻葉 様の 時代から、 升の 不同で 百姓 共が 苦しんで 居た ので、 屢々 平均 致す 様 御仁 惠を願 

. 出 たが、 當 代に 於ても 度々 願 出た けれども、 郡 奉行 や 代官 等から 叱られろ のみで、 改正 は 一行 はれな 

かった が、 時節が 到來 して 改正が 出來、 1 時に 苦難 を 免れろ ことが 出來て 有り難い ことで ある。 

1 、 升の 深さ は 八寸八 分に、 方 一 尺 三 厘 三毛 を かけ 合すれば、 米 一 斗 三 升 三 勺 三才 餘 となろ から、 

この 升に 三 杯で 米 四 斗 一 升と なろ。 

1、 その外 記し 置き 度い こと は數々 あろが、 ざっと 先づ この 通りで ある。 

年 111 十四 歲 

文政 三 庚 辰年 十月  ニ宫金 次^ 


— fo  — 
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パ 氐 原の 納米 はこの 通りに 定まり、 四 斗俵納 米の 最低 量に て 可な ろ こと  >, なり、 二百 年間の 懸案 は 

解決して、 住民の 疾苦 は 救 はれ、 賢明なる 藩主の 仁政 執行の 念 盧は實 現した。 

, なほ 「四 公 六 民 石 盛 反 取」 と 題す る租 稅に關 すろ 先生の 研究 書類に よれば 小 田 原の 桝 改正の 一條 は、 

御領 分 一統 闇夜に 燈火を 得た ろが 如くであって、 古語に 「周 雖，， 舊邦， 其 命 維新」 と あろ 如く、 國 家の 

ォ立も 傲 度 も旣に 古くから 開けて 來て 居る けれども、 夭 命 を 受けて 民政の 舊弊を 一 新す るの は 漸く 今 

日で あろと いふ 意 を 述べて ある。 また、. 

新 製の 桝は、 斗 一 升の 內 少し 不足 を 生ずる けれども、 口 横 一尺 三 厘 三毛の 處へ 定木 を 以て 仕 立ろ 

ので あるから、 微妙の 緩みが あって、 事實は 過不足 はない。 

.と ある。 

1  t  )  IF  '  »  »1 -:^n^^  ：  けんり や-つもつ-し みはつと をつ ま.. >ら かにす. 

ぎ 裝の桝 は 現在 栢 山に 一 っ殘 つて 居り 「謹，， 權 量 一 審，， 法度，」 の 文字が 記されて 居る が、 前記の 

書類の 控には 更に 四方 改行 焉の 字が 幷 記せられ て 居る、 而 して 桝は 左右に^ 三寸 平方 位な 厚板の 手が 

附 けて. ある。 なほ 最初 は 縦横 一尺 三 厘 四 毛と して 立案し、 一尺 三 厘 三毛と 改めた こと 及び 桝の 容量 を 

計算した 算數の 根據を 明細に 圖に 示して ゐる。 

一一 藩士の 救濟 策と S 常講 小 田 原 藩の 財政難 は 他の 諸 藩と 大差な く、 德川 幕府の 財政 篛 迫の 顏勢 

と同倾 向であって、 闢 西に 於け る 納米を 抵當に 大阪の 倉 宿から 借人れ た 金額 は相當 多額で あり、 民間 


より 御 借 上の 金額 も少 くないので、 餘儀 なく 藩士の 給 米を减 じ、 千 石 を 給せられ ろ 家老が 四 五 百 俵に 

も 足らぬ こと あり、 減俸 は 五 割 以下に 及んだ 時 さへ あった。 然るに 當時 文化 文政と いふ： K 御所 時代の 

驕奢 遊惰の 風 競 ひ 行 はれて 益-^ 生活 は 困窮した、 故に 中流 以上の 藩士 は 負債に 苦しみ 下流の 藩士 は 生 

計に 惱ん だ。  ， 

先生が 服 部の 仕 法 依頼 を 受けられ たの はこの 時であって、 その 事情 を 聞く につけ 一 日 も 捨て置き 滎 

よしの と しょ はや か はも  ゑ もん  へい ま fc ざ もん 

ねろ 急 事で あろと 觀 察せられ、 依て 吉野圖 書、 早 川 茂 右衛門、 三幣又 左衞門 等と 服 部の 家政の 協議 を 

した 際、 藩士の 困窮 を も 耳に し、 救助の 議を それまで 擴大 し、 先 づ之を 五常 講と名 づけ、 八 朱と いふ 

低利金 贰千兩 の 貸 下 を 受け 民間よりも 出資 をな さしめ、 仁義 禮智 信の 信義に よって、 相互に 誠心誠意 

の 融通 を 計ろ とき は、 甚 しき 長期に ず； るな くして 借財 を 償還し 得、 小 資本の 下流の 士は 生活の 基礎 を 

堅く すろ ことが 出來 ろと いふ 策 を進默 した。 

五常 講に 就て は、 この 献策 以前に 旣に その 案が 實行 せられて 居た。 その 最も 早い 記錄は 文化 十一 年 

三月 五日の 創案で、 五月 二； B に 最初の 加入金が ある、 その 加入金の 說 明に は 別 所 村田植 一人と あろ か 

ら、 先生 自ら 服 部 家より 休暇 を 得て 曾 我へ 手傳に 行き、 その 賃金 を 差 出した もので あらう。 爾來 別途 

牧人が 之に 加 へられ、 十一 w に 至って 伴 七と いふ ものが 加 人し、 色々 の 仕 拂が行 はれて、 翌年 九月に 

至. つて 初め 「稹儉 約から くり 糸」 と 題して、 おとめ、 おきよ、 おまき、 倉藏 等の 爲に 支拂 貸付が 記さ 
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れ 4. 鈸 金蔵へ 眞木 代、 支拂も あれば、 「夜 遊 法度， からくり」 と 題して 藁 代が 支拂 つて あろ。 次で 「横 焚 

出し」 「横 進上 之覺」 等が あって 服 部の ^ の 關屋、 藤 太夫、 源 一一 郞 以下 多数の 人 々の 各が 見 ゆる。 これに 

よって、 薪炭の 節約から 初 まって、 服 部の 用人 以下 女中 等に 至る まで その 講中であった と 見 ゆる。 女- 

中 達 は 彼の 報德 飯の 焚 方に より、  用人より 仲 問まで それん \ 勤 儉の餘 財 を 出して、 また その 積立金 を 

借用す る、 斯 くして 文政 三年に 至って 居る。 

金 錢の積 立 及 貸借 は 確實に 約束 を 守る を 最大 要件と する。 若し 約束 行 はれ ざろ 時 は 貸借 信託の 意義 

を 失 ふので ある。 この 約束の 厳守 は卽ち 信で あろ。 信 を 行 ふ は餘財 ある 人より 推讓 して 困窮者へ 貸す 

けろ 爲に差 出す、 これ を 仁と いひ、 約束 を 守つ で 正しく 返濟 する これ，^! とい ひ、 約束 履行の 後 恩義 ひ 

を 謝すべく 冥加金 を 差 出し、 また 返濟其 他に 迷惑 を 掛けざる もの、 並に 餘財を 差 出したり とて 誇ら ざ 一 

®  I 

る これ を禮 といむ 如何にして か 多くの 餘財を 生じ、 また 如何にして か 借財 を 迅速 確實 に返濟 する か 

を 工夫し、 愈々 互に 利便の 多き 様に 努力す る、 これ を智 とい ふ。 而 して 仁義 禮智 信の 五つの もの は悉 

く 信の 一 字に 要約 せられて 完全に 履行 せらる 丄 と共に、 その 根元 は 親の 子 を 愛する 如き.^ に發 源す る 

ので あろ。  ヽ 

用ノ 仲間 女中 を 社員と する 結合 は 五常 講の 名に よって 組成せられ、 信義 確守の 約束の 下に 文政 

三年まで 耱績 し、 その 十二月 改 合計 金贰拾 六兩 也と あるが、 文政 四 年 調の rlisTET まつ^へ^ によ 


れば、 先生との 貸借 關係者 は 十七 人に 及び、 五常 講員 たりし 岩 村のお かね G; 如き は 拾五兩 三分 餘 0ニ 

百 圓餘) の預 りと なって 居ろ。 . 

. この 儘に て繼續 すれば、 五常 講金 も相當 多き 金額に なって 行った ことで あらう が、 先生 は 當時服 部 

の 仕 法 中であって、 その 償却 方法 は 可な りに 難問題であった、 而 して 小 3 原 藩士の 多 救が この 艱苦に 

惱 みつ A あろ を 見て は、 先づ 一 時に 相當 資金の 調達 を考 へなければ ならぬ、 玆に 於て 八 朱 金の 貸 下げ 

を 受け、 五常 講を 作って 上 中流 藩士の 債務 償還と、 下 士卒の 生活 共濟 とを實 現せら れんこと を 献策 

した。 

ごじ や. f か 5 しゅお 人 きんわり あ ひち やう  , J 

八 朱 金 貸 下げ 後に 於け ろ 貸付 取扱 方法 は、 「五常 講手^ 金 割合 帳」 と 題して その 雛形ガ 示された 卽 

まち ざ い  -  ■ 

ちその 末尾に 記された 「右 は 御 家中 町 在 迄、 年 八 朱 利息に て 御 貸付 被 遊 候 も、 幾重に も 割付 差 出. S. 候」 

と ある 様に、 八 朱 金と はい ひながら、 借 受ける 人々 の 生活 狀態 によって 利率 を 異にし、 返濟 年限 を 色 A 

にして 取扱 ふので あるから、 委曲 雛 形に 割付け、 百 石百兩 五分 利、 百 石 百兩七 分、 百 石 五十 兩八 分、 

百 石 百兩八 分、 百 石 百兩壹 割の 五 種 を假定 し、 十二 ケ年、 十七 ケ 年と いふ 様に 種々 の 立案 をな して 差 

出し たので ある。  - 

然るに 大久保 侯の 財政 も 甚だ 窮迫の 狀況 であった から、 僅に 八 朱 金 壹千兩 の 貸 下に 止まった ので、 

服 部が 四百 五 拾 九兩參 分と いふ 大半 を 借り、 其 他 二三の 藩士へ 贰百四 拾兩壹 分を贷 付け、 殘り 參百兩 
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を小臣 者へ 貸付け る こと A なった。 この 三百 兩は 無資力に 近い 小臣 者へ 貸す ので あるから、 その 取扱 

方法 を 先生の 献策した る 五常 講 方法に よろこと A なった ので ある。 

五常 講の名 は その後 櫻 町 にても 用 ひられた が、 主として 小 田 原 藩の 小臣 者へ、 無利息に て 三百 兩. を 貸 

下げ、 共同責任 を 以て 短期に 償還せ しめ、 償遼 したる もの を また 貸付け、 繰返し^ \-ー 兀金 運用 を繁く 

し、 運 轉回數 の 多き を 以て 五常 講 金の 有效カ を增 進し、 同時に 小臣者 をして 先づ小 債務 を 免れ、 生活 

資金 を造戎 し、 順次 生活の 安泰へ と 進まし めんと する ものである。 その 詳細 は 「五常 講金貸 箱」 一冊 

に 見 ゆる。 

この 資金 は 三百 兩 である、 これ を 借りて 返さ V れば 一回 だけ 三百 兩の仁 惠ゃ受 くるに 止まる。 然る 

に 當時小 田 原 藩士 は、 筆 を 作り、 提燈を 作り、 竹の 皮の 笠 を 作る 等を內 職と して 居た、 W し 窮迫の 餘 

り 原料 代 支拂の 延引より、 自然 原料 は 高くな り、 或は 供給が 不満足に なって 居た、 今 この 五常 講金 を拜 

ごじ ゃラか 5 きん 

借して 资本 金と なし、 副業 內 職に 勤勉し、 或は 大に儉 約 を 行 ひ 餘財を 作りて 五常 講金を 順 常に 返濟す 

れぱ、 そ. の恩惠 によって 他の 人 々の 生活 資金へ 融通し 得ろ のみならず、. -P らも 亦 その 潤澤に 浴す る、 

その 返濟の 期間が 相 W に 早ければ 早い 程、 潤澤の 循環は^くなる、 而 して その 循環と 貸付 取 立 等の 取 

扱の 便利 を 計ろ 爲 めに、 三百 兩を百 人に 分ち、 一 人の 借受 最高 額 を 三 雨と し、 これ を 三組と なし、 一 

人の 貸付 最長 期間 を 百日と し 全く 無利息と すろ。 借 受人は 帳簿に 氏名 を 記し、 その 一 冊 中の 百 人が 1 
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組と なって 連帶 責任と なる。 

若 この 三 雨の 返金 中 一 組分壹 兩延帶 したる 時 は、 その 延帶 したる もの >- 名前より 下へ 十 人目の 者 迄 

が 之 を 分割して 辨 償し、 一 人 七 百 文 を 差 出す。 若 一 一雨なる 時 は 上下へ 十 人 宛 七 百 文、 若し 三兩 全部な ろ 

時は殘 り、 七十 七 人に て、 一 人錢 七十 八 文 宛 を 割付 差 出し、 元金 百 兩に滿 た ざれば 次の 貸付 を 開始せ 

さる こと A する。 故に 最初の 元金 は 三百 雨なる も、 その 返濟金 積んで 百兩 となれば 次の 貸付 を 行 ふの 

である。 

この 貸付 を 行 ふに 際して 施す 敎訓 は、 「右の 金子 は 聖人 傳授の 金で ある、 仁義 禮智信 さへ 違 は ざろ 様 

に すれば、 一 兩 借用す ると も 一 ケ 年に は 金 三百 六 拾 雨の 通用で あるが、 若し 一 人 この 道に 違はゾ 金子 三 

百 六 拾 雨の 通用が 閉塞す る、 只 世の中 は 道 を 以てすれば 通用す ろので あるから、 借りた ろ もの は 借り 一 

たる 時の 心 を 失 はずして 返濟 する ことが 唯一 つの 道で ある」 と誨 ゆるので ある。 

斯くて 共同責任 であり、 共濟 方法であって、 その 粮本 精神 は 五常の 道 を 行 ふので ある。 され ズこ 1 

によって 小 田 原 藩士の 貸借 融通の 道は圓 滑に 開け、 その 生活 は 常道 を 歩む を 得た ので あろ。 tei 何れの 

時まで 行 はれ、 何れの 時廢 止せられ たかは 判明 しないが、 先生 はこの 方法 を 櫻 町に 實行 せんとして、 文 

政 六 年 三月 廿 八日より 陣屋 詰の 役人 幷三ケ 村の 住民 幾 十 人 を 集めて、 相 語り 相 謀り、 小 田 京に 於け る 

7j じ や 5 か- n  .  *  *〕 や， 

五常 P の 經驗を 述べ、 勤 儉の餘 財 を 積む こと を 始めた、 「五常 講」 と 題す ろ 書 K によれば、 小 田. 京より 


持參 した 五十二 兩を 中心に、 貸付金の 返濟、 預り金 を 合して 七 拾 三兩餘 となって 居る が、 貸付 は 何れ 

も 小口で、 總計 廿六兩 あるの みで この 年 以後の 記事 もない から、 或は 五常 講を 以て 櫻 町の 借財 仕 法 を 

行 ふよりも、 行政 仕 法に よろことの 必要と 急務と を考 へ、 この 儘に て 終った 様で あるが、 後に 至って 

報德瓧 創立せられ たの は、 五常 講の 經驗に 基く ものであって、 行政 手段と しての 仕 法の 外に、 自治 的 

仕 法の 必要で あり、 また 必ず 行 はれ 得べき こと を、 営 時より 信じて 居た こと は 明かで ある。 以上 は 五 

常講の 大要であって、 先生の 報德钍 法の 組織 體 系の 發露 として 考 ふべき ものである。 


第五 章 櫻 町 復輿仕 法 

一 櫻 町の 衰 弊と 復與の 下命 二宮 先生の 報 德仕法 體驗は 櫻 町に 於て 系^が 立った ので あろ。 宇宙 

人文の 開闢 進化に 關 すろ 發見 はダ— ウィン の 進化論より 一 一十 五 年 早く、 報德 結社 は獨 逸の 産業組合 設 

立より 五ケ 年 以上：！： 十い。 而 して 貧富 一圓 融合して 貧困 者な からしめ たろ 實際 施設 は、 歐洲に 於て 贫困 

退治 を 強調し 始めた 社會 政策の 提唱より 數十年 早く 旣に 成功し、 特に 現下の 大 問題な ろ 物質文明と 精 

. 神 文明との 調^の 理想 を、 調和 以上に 襯 合し 得た。 卽ち 理想 を B 常 生活 化すろ 生活様式 を 以て 實 現し 

た。 その 體驗 地が この 櫻 町で ある。  ノ 

-  5 つ. M んの すけ  - 

爛漫た ろ 花の 名に 負 ふ 櫻 町 は 旗本 宇津 釩之 助の 領邑物 井、 東 沼、 横 田 三 村 管掌の 陣屋の 所在地で あつ 

た。 その 昔 元 祿の頃 锊 展 を計畫 したる が、 その 俤 として 數戶 の商賈 あるの みであって、 町名の 如き も 美 

稱を 選んだ もので あらう が 現在で は 町と いふ 名の 不相應 なのみ でな く、 村と しても 寂しい ものである。 

櫻 町 陣屋.. の 管 區三ケ 村ば 早くより 大久保 氏の 所領であった。 小 田 原 大久保 氏 は 往時 宇都 官氏 或は 宇 

津 氏を稱 したので 、曾て 大久保 氏 は 宇津 姓 を 以て 分家 を 立てた こと もあった が、 元祿十 一 年に 大久 保忠 

i の 三男 敎^ が 分家し、 櫻 町 附近の 私 墾田 四千 石を領 すろ こと 乂 なった。 而 して 公稱は M 千 石で ある 
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力ら 四千 倭の 納租が あ 4 であるが、 分家した 頭 初から 旣に 三千 百俵 となって 居た、 隨っ S 數も四 

百 餘軒 人數 II 人の 所、 渐 I 少の， 傾向が 見えて 居た。 雨來 f 流行病に 襲 はれ、 また 天 月の 饑 

饉に甚 しき SI け、 文化 A 年より 文政 四 f での 平 養 租 九星 拾 S 餘、 書 暴 兩餘、 戶數 

百 四十 五軒と なって 居た。 されば 重 宇 Igi は 幕府に 出仕す ろ こと I ずして、 本家 大久保 侯の 

街 成に よって 佗しき 寄食 的 生活 をす る こ 至った。  • 

この頃 先 1^ 部 家の 灶法 に 賢し、 進で その 整理 を 引受け、 大久保 侯の 賞詞 奠け、 斗 I 正り • 

I」 獻じ、 五常 講の 2 案 If た、 經濟 財政の 取扱に 關 すろ 意見と 技 f は、 時流 t  、た、 

であった、 S なろ 大久保 侯 は 之 貪 逃す こ ましなかった、 服 Is 讓が八 朱舍貸 下-, て解 i 

決した. 時 も 原 藩 ssf 亦斯の 如くに 處理 する こ 急 得ば、 以 S 代 |の鑑 たる タ  1 . r 

との 評議 も 行 はれる に 至った。 然れ ども 服 部の g は 二宮 先生の 請負で あ？、 財政 處理 の權は 全く 

先き 手中に 在った。 若し この 通の 方法に て大久 保 家に 用 ひなば、 一 藩 を 擧げて 先生の 指揮の 下 こ 立 

つ こと A なる。 玆に 於て 藩士 等 評議して 闩、 

「小 I 藩士 衰 へずと 雖、 領內 ー鴦の 指揮 下に 立た ば、 何 を 以て g に 臨む 權 f? べき、 . 

我等セ| 恩顧 を 受け、 民 f 以て 任と する 藩士に して、 敎を 下民に 聞き、 命 I けて 膝下 こ 匕 B 揮 

を受 くる 如き は斷 じて 不可で ある、 I 強て §命ず るなら ば、 一 死 以て 先君に 罪 I ち、 g こ 
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謝する 外に 術な し、 殊に 二宮の 說く所 は 仁義 禮智 信の 五常に 基く、 その 敎 とすろ 所 儒佛を 出で ず、 

然 らば 我等の 敎 とすろ 所と 異ならない、 而 して 藩士 は 年 來儒敎 を 研究して 居る、 奉ずろ 所の 敎 同じ 

く、 その 敎を 以て 職務と すべき 藩士が、 敎を 以て 立たざる 農民より 敎を 聞く は堪 ゆろ 所ではない」 

とて 反對 した。 この 議論 は 議論と して は 正しい が、 當 時の 藩士 は 財政 整现 の體驗 もな く、 之を實 行す 

る 樣式も 持たない 事が 最大 缺點 であろ。 旣 に儒佛 1 ー敎 あって 以來ー 一千 年、 未だ 多數の 貧困 者 を 救 ふ 能 

は ざり しこと に氣が 付かない ので ある。 報德 生活様式あって 始めて 儒佛 一 一 敎が國 民の 日常生活に 生き 

る ことが 會 得せられなかった ので ある。 

お ほく ぼ fcr ざね こラ 

この 時に 當 つて 大久保 忠眞公 は、 當 時の 執政の 財政 技術よりも、 二宮 先生の 技倆の 遙に 勝れる もの 

ある を達觀 した けれども、 藩 論 を 以て 時期の 到らざる ものな し、 之 を 分家 宇津 家の 仕 法に 從事 せしめ 

ん とする に 到った。 斯の 如き 評議の あつたの は、 文政 三年に 八 朱 金の 貸 下げが あり、 翌四年 春に は 服 

部の 仕 法が 一 段落と なった 頃であった。 櫻 町 仕 法の 命が 下った の は その 頃で ある。 

一一 櫻 町の 調查と 復命 楔 町 仕 法の 命が 下った 時、 先生 は卽 座に 之 を 受ける が 如き ことの あるべき 

蒈 はなく、 また 先生と しても 意外な ことであった らう、 「余 農村に 生れて 農事に 習 ふ、 稼 穡の道 を 勤め 

祖先の 餘德に 依て 廢家を 輿し 得た のみで ある。 何 を 以て 國を 輿し 民 を 安ん ずろ の 大道 を 知る 道理が な 

い、 君命 重し と雖も 不肖 を 省みて 命 を 奉ずる を 得ない」 と、 事實 一 領 一 國の 財政の 整理 は、 服 部 j 象 


の 仕 法より 見れば 比較に ならない 大事 業で ある、 從來 村民に 封す る侗 人的 觀察は 怠らない にしても、 

1 鎮民を 一 視 同仁の 立場より 考察す ろ こと は 初めての 任で あり、 一 領土の 大夫 としての 重大な 任で あ 

た ヾ ざね C5 

ろ 力ら とて 固辭 した。 然るに 忠眞 侯は斷 じて 辭退を 許さず、 小 田 原 藩士の 評議 も 分家の 文 台にまで 反 

對 する 程の 決意はなかった。 先生 も 侯の 強勢な ろ 命令に 止むを得ず 實地を 調査して 見ん と 答へ た、 ^ 

て實地 踏査の 命が 下り、 八月 朔日櫻 町に 至り、 或は 江戶栢 山の 間 を往來 し、 或は その 間に 藩 政の 意見 

を 問 ひ、 また 經 過の 狀況を も 語り、 頗る 多忙の 日 を 過した、 今 その 任 を 受けて 以來、 愈々 櫻 町に 移轉 

して 仕 法に 全力 を盡 すに 至る 迄の 間に、 往來 した 記事 を、 「野 州芳 賀^ 櫻 町 御用 雜用控 帳」 によって 列 

. 記 すれば 次の 通りで ある。  . . 

. 栢山發 江戸、 櫻 町 行 

歸宅 時日 不明 

栢 山發、 廿三 n 櫻 町 着 

櫻町發 出府 

江 戶發八 R 櫻 町 着 

樱町發 十八 日 入府 

江戶發 にて 歸宅 


文政 四 年 八 月朔 日 

同 十八 日頃 

十 月 九 日 

十一月 二 日 

同 五日 

同 十五 日 

同 廿日 
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十一 一月 十九 日 

同 廿 五日 

女 政 五 年 正 月廿 二日 

一 一 月 十七 日 

四 月 九 日 

五 月廿 日 

A 月廿 九日 

九 月 十一 日 

同 廿 六日 

十 一 月 三 日 

同 . 十九 日 

同 晦日 

十一 一月 廿 六日 

同 六 年 正 月ー兀 且 

三 月 十二 日 


栢 山發廿 三日 櫻 町 着 

櫻町發 晦日 歸宅 

栢山發 出府 閏 正月 六日 迄在府 

栢山發 出府 廿 七日 歸宅 

栢山發 出府 十七 日 江 戶發廿 H 櫻 町 着 

櫻 町 發歸宅 

栢山發 三日間 江 戶滯在 九月 一 一日 着陣 

櫻町發 十六 R 幸 手より 引返し 歸陣 

櫻町發 晦日 歸宅 

栢山發 七日 櫻 町 着 

櫻 町發卄 五日 歸宅 - 

太 兵 衞豐治 召連發 十一 一 四日 着陣 

櫻町發 大晦日 戶. 塚 宿 

歸宅 

家族 一 同 引 つれ 出發、 江 島縑^ を 廻. 


十五 H 江戶 着、 卄 六日 江 
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戶發、 廿 八日 櫻 町 着 

さて 最初の 文政 四 年に は、 八月より 十二月に 及ぶ 半年 間に、 大體四 回往來 し-たが この 問に 大略の 調 

か出来た。 卽ち領 內荒廢 の 程度 及び その 原因、 沃田 薄地の 分布の 狀況、 民風 及び 生活の 程度 等 を 調 

査 した、 素より 荒廢 地の 事と て 書類の 整頓した ろ もの もな く、 渐く 最近 十ケ年 問の 貢租に よって、 踏 

查 上追觀 したる 資料と 對 照し、 數 種の 報告書 を 提出した、 その 一 つの 「御 知行 所 三ケ村 古今 盛衰 平均 

土臺 帳」 は 代表的の 一 つで あろ。 

その 書類 を 引用す るに 先ち、 櫻 町 狀況を 一瞥 すれば 最明寺 時賴の 書と 傳 ふる 書類に ある 通り、 下野 は 

國土亵 へ 人情 良好なら ず、 特に 芳賀郡 邊は甚 しと 記されて ある。 これ は 一 に は 畑 也 は、 洪積層の 赤土 お 

の 上に 僅々 一 一 三寸の 腐植土 あるに 過ぎず、 田圃 はこの 臺 地の 峡間に 介在し 土壤瘠 薄汚 濁の 沼畢こ ..以 た 一 

る を 以て、 人力 を 施す こと 多くして 牧穫少 く、 飮 料の 井水 深く して 表， 水 は 高地 を 流れ 去り、 氣 候亦裟 烈 

，にして 凶作 屡々 至る、 これが 爲に 人民 遊惰に 傾き 易い。 先生 厘々 記して 「土地柄 地味 惡く、 田畑， 乍 

の 發育惡 く、 根 株より 穂先 輕く 牧穫 少し、 廣き 面積 を 耕して 多くの 牧穫を 得ん として 却って 手不足と な 

ろ、 水路 變 化すろ も 更正の 餘裕 なし、 今日の 生計に 遂 はれて 修養の 餘地 なし、 故に 人心 荒廢 せり」 と 

もじ， ち 今日の 生計 を 立て 兼ね 借金 を 以て 曰 を 送り、 或は 他領に 奉公し、 日 雇 駄賃、 小寶 商、 漁獵 等の 餘 

ま の^を 以て 主な ろ 生業と なさん とする を 以て、 一 日の 牧人の 增减忽 にして そ^ 身に K) り、 卞桌 たる 
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處事を 怠ろ を 以て 日常の 食糧 を缺 き、 良田 も 荒襃し 力作の 勞務を 厭 ひ 家族 を 養 ふ 力 を 失 ひ、 退轉 逃亡 

引繽 き、 戶ロ减 少し、 租稅 の分擔 多く、 漸次 惡因緣 輪廻して 賭事、 强請、 紛議 絶 ゆろ なきに 至った。 

小 田 原 大久保 侯 は 宇津 家の 本家と して 屡々 手を盡 し、 困窮 を 救 ひたれ ども、 隨 つて 救へば 隨 つて 衰 

、 、 fei 々救 濟叻成 を 請 ふこと を 念願と し、 1 澤に 馴れて 奮 勵の氣 力 を 失 ふ、 若し また 威力 を 以て 望み、 

嚴令を 布けば 表に は 威 伏し 裏に は怨嫉 して 逃亡し 如何と もす ろな き狀況 であった。 

文政 四 年に は 四 回 櫻 町に 赴き、 每戶に 就き 其 貧富 を 察し、 田野 を 巡察して その 肥磽を 鑑^し、 人民 

の 勤惰 を 熟視して 敎 化の 方法 を 按じ、 水利の 難易 を 計り、 往古 を 探り 現下の 風俗に 及び、 數 十日に し 

て 風土 民情 興廢 成否の 資料 胸裡に 明瞭と なった。 依て 小 田 原に 歸 つて 報告して 曰、 

「君 ぁ§& 不肖 を 顧みず して 宇津 家の 釆邑 復興の 大業 を 命じ 給 ふ、 素より その itt でない から 固辭し 

たけれ ども 許されない、 止むな く 彼 地に 至り 土地と 民情と を 察し 再 復の計 を 考案して 見た が、 土地 

療， こして 人民の 無頼 怠惰 も 極端で あろ。 肿 しながら 之 を 振興す るに 仁術 を 以てし、 邑民舊 染の汚 

俗 を 革め、 專らカ を 農事に 盡し、 更生の 方途 を授 くる 時 は、 再 輿の 道 はな^で は あろまい、 而 して 

仁 女の 行 はれざる 時 は、 假令 年々 四千 石の 貢租 金額 を 免ずと いへ ども、 彼等 を 貧困より 救 ふこと は 

出來 ない。 譬 へば 江戸 市中 內 外に 於て、 巢 鴨と 日本 橋と を 比較 すれば、 日本 橋 は 地代 屋賃 高し と雖 

も賨 買利享 きが 故に、 商人 镜 ふて 集り 富有 を 保ち、 巢鴨は 金銀 融通 利得 薄き が 故に 屋赏 低し と雖も 


纥屋 生じ 易き が 如くで あろ。 (註、 赏時巢 鴨 は c 村であった) 上國 は貢税 高く と，. Tra:: 繁榮 し、 下！： は _iw 

稅少 くと も田產 薄き を 以て 艱難 を 免れ 難い V 是 土地の 厚薄の 致す 所以で あろ。 而 して 下 國 をして 上 

國 と共に 榮 えしむ るに は、 必ず 仁政に あら ざれば 能 は ざろ 次第で ある" 恰も 溫泉は 人力 を矣 たずし 

て 周年 溫 かに 、風呂 は 人力 を 以てする が 故に 火 を 去れば 忽然と して 冷水と なろ、 上 阈は溫 泉の 抓く、 

下國は 風呂の 如し、 故に 仁術 を 行 ふ 時は榮 え、 仁政な き 時は衰 ふ。 今 野州樱 町の 衰廢を 救 ひ、 永く 

： 民 を 安ん ずるの 道 は 他な し、 厚く 仁政 を 施し 其 艱苦 を 去って 安樂に 導き、 犬に 恩澤を 施して 無頼の - 

人情 を 改め、 專ら 土地の 貴き 所以 を敎 へ、 力 を 田圃に 盡 さしむ るに あろ。 然して 斯の 如き 用度 金 は 一 

幾千 萬 金な ろ ゃ豫め 定め 難き ものである、 從來君 侯 土地 再復を 命じ 給ふ爲 に、 許 多の 財 を 下し 給 ふ お 

と雖も 終に 成就し ない。 これ 仁術 を 施す に 金穀を 以て 助成す ろの みなる が爲 に、 却って 惰民を 養成 一 

すろ のみで ある、 故に 以後 は 必ず 一 金 も 下さず して 仁術 を 施す 方法 を 用 ひられよ 」 

と、 小 田 原 侯 曰、 

「汝の 言 ふ 所 誠に 至 道で あろ、 W しながら 廢 亡を擧 ぐろ に 財 を 用 ひて すら 復輿 しない， 然るに 今 財 

力 を 用 ひずして 之 を 成就 せんとす るに は 如何にして 可な ろか - 

と、 先生 曰、 

「君 侯 財力 を 下賜して 荒廢を 興さん とすれば、 吏 僚、 村 役人 も 一 般忖民 

もこの ド付 せらる A 財に、 レ 


を 奪 ま. れ、 その 補助金、 交付金 を 自己の 利益に 活用 せんこと を 欲して 互に 利を爭 ひ、 下民 は 吏 僚の 

私曲 を 論じ、 吏 僚 は 民衆の 私曲 を 憂 ひ、 非 を 暴き 利 を 貪って 舆復の 道 を 失 ひ、 益々 人情 頹廢に 赴 

く、 これ 財 を 以て 廢を舆 すの 非な ろ 所以で ある」 

と、 君 侯 曰、 

「1 二 汝が言 ふ 所 理に當 つて 居る、 併し 金穀財 用な くして 廢 亡を擧 ぐろ に は 如何にす るか」 

と、 先生 對 へて 曰、 . 

「荒 蕪 を 開く に は 荒 蕪の 力 を 以てし、 衰貧を 救 ふに は衰 貧の 力 を 以てすれば 足る。 假 令ば 荒 田壹反 I 

を 開き、 その 產米壹 石と すれば、 その 內 五斗 を 以て 耕作者の 食料に 充て、 殘り 五斗 を 以て 來 年の 開 S 

田钭 とし、 年々 此の 如くに して 止ま ざれば、 他の 財 を 用 ひずして 何 億 町歩の 荒野 も 開き 盡し 得べき 

である。 吾が 皇國、 往古 開闢 以來開 田せられ たもの 幾 萬 町歩、 其 始異國 より 金銀 を 借り 來 つて 起し 

たので はない、 必ず 一 鍬 1 鋤より 開けた ので あろ。 今 櫻 町の 荒 廢を擧 げんとして 金銀 を 他に 求む る 

は、 皇國 開闢の 根本 を 知らざる が 故で ある。 ^も 往古の 大道 を 以て 荒 蕪 を 開くならば 別に そ ゆが 難 

事で あろ 道理 はない。 抑々 宇津 家の 釆邑四 干 石であって、 その 租入は 千 俵に 充 たない、 然らぱ 四千 

石は虛 名に して 千 俵に 充た ざろ 所が 卽ち實 際の 祿 である。 故に この 千 俵 足らず を 以て 再復 までの 分 

^と 定め、 艱難に 素して 艱難に 處し、 生地 千 俵 を 以て 生活し 給 ひ、 荒 地 は 之 を開發 すれば、 十ケ年 


にして 功 を 奏すべき である。 唯一 つ こ A に 難事が ある、 それ は 土地 瘠 藩に して 復興の 見込 ある は 一 

千 石 位で あらう、 ^に 現在の 千 石と 合して 約 一 一千 石に 過き ず、 殘ー 一千 石 は 千 辛 萬 苦 幾千 萬の 財 を 費 

せば 復舆 難き にあらざる も、 附近の 町村に 比して 藩 地 粗 田 多く 特に 繩の 緩みな く、  gl 千 石に 復 して 

四千 俵の 租稅 を徵牧 すれば、 民力 枯渴 して 叉々 數 年なら ずして 亡 村と ならん こと を 恐れ るので あ 

ろ 依て この 村の 實カは 一 一反 を 以て 一 反と 見 傚さねば ならない。 然らぱ 宇津 象の 俸^ 半减 して 一 一千 

石と なり、 公事 を 奉じ 私事 を 致し 雞く なろ。 依て 復 輿に 心 力 を 勞し給 はんより は、 名實 共に 豐 かな 

る 土地に 轉ぜ しめらる 丄 方が 勝って 居る」 

と、 君 侯 曰、 

「その 言 至れり 盡 せりで ある、 今 宇津 氏に 對し 貢租 至 當の地 を 分つ の は 難事で はない が、 衰廢の 地 

を與復 せず して 愈々 不毛たら しむる は 本意で ない、 この 故に 彼 地 再 複の業 を汝に 委託す るから、 何 

分 共に 任意に 處理 せよ、 汝の憂 ふる 一 一千 石 滅少の 問題 は 本家 臺 所より 補 はしめ ろで あらう、 汝き州 

に 到り、 身 を 愛し、 國 家の 爲に其 志 を 致し、 精勵 以て 貧民 を安撫 し、 廢亡を 擧げ、 我が 苦心 を も 安 

んぜ よ」 

と、 命ぜられた。 明君 賢臣 稀世の 遭 逢と いふべき である。 

先生 この 時 調査した 書類に 基き、 詳細な 報告書 を 作り、 五 年 正月 之 を 差 出した。 その 答申書 ま 「古 


今^ 衰 平均 土裹. 帳」 と 題し、 櫻 町領の 分限 を 古書に よって 箅 出し、 之に よって 仕 法 意見 を lOTr へた もの 

であろ、 ^述の 記^と、 稍 重複した 所 も あろが その 要 を 口語 譯 として 褐げ ろ, 

一 、 米 三千 百 拾 六 俵 元祿十 一 年より 享保迄 田 方 本 免 平均 牧納髙 

一 、 米 九 百 六 拾甙俵 文化 九 年より 文政 四 年まで 十ケ 年^ 平均 同上 

此 平均 1:3- ャ三拾 九俵餘 

一 金甙百 甙兩豐 分甙 朱餘 元祿 より 享保迄 畑 方 小物 成 平均 收納高 

一 金ぜ： 百 三 拾兩 甙分餘 文化 九 年より 文政 四 年 迄十ケ 年間 平均 同上 

此 平均 百 六 拾 六兩壹 分餘 

「右 は當御 知行 所 野 州 芳賀郡 東 沼 村、 横 田 村、 物 井村 本 田 新田 改 I 共 都合 四千 百 九 石賒、 反^ 五 百 

壹 町餘、 家數 百 三 拾 三 軒 ありました 所、 土地柄が 惡ぃ故 か連複 して 人口が 減少し、 田畑の 锊 作者 

が少 くな り、 荒 地が 增 加して 穀產 が激减 し、 生活 は 勿論 納稅 返金 等に 差 支へ、 或は 逃 去り 义 は^^ 

れ、 家數 人^ 夥しく 滅 少して 百 五 拾 六 軒と なり、 その 現 住 者も姥 迫 者の みで、 日常の 生計 を 凌^ね， 

旣に 一 村 滅亡に も 及ばん とすろ 處、 钩 本家 様から 格^の 御仁 惠を 以て、 荒 地の 起 返し、 米麥 の增牧 

等に 御 助成 を 垂れさせられ、 用惡 水、 道 橋 普請、 人口 增加、 借財 返濟、 窮； &: 撫育、. 渙 百姓 取 立、 村 

椚複莓 の 仕 法 を 致され、 多 數の御 支出 を 以て 數年 御世 話 下さった が、 村 中立 齿り 淤、 い 方法^ 瘙 


き 果てた ので、 餘儀 なく 文政 四 ハキ實 地 見 分 を 仰 付ら れ、 廻 村 視察 を 行った 上、 見聞の 次第 を屮 上げ 

た 所、 一 々御 感動 致され、 同 五 年より 見込の 趣旨に より、 意見の 通り 仕 法 を 取 行 ふ 様 委任 致された 

ので、 再度 實地を 視察し、 篤と 立案 をして 見た所、 元 來の蓰 地 粗 田で ある 爲に 筏與は 中々 容易で な 

いから、 最初から、 終末までの 豫定を 立て A 置きたい とて、 荒 地 起 返し、 村 柄 立直 方の 儀 は 僅 十. ケ 

年 又は 一 一十 ケ年、 或は 三十 ケ 年と 年限 を 定め、 その 間、 田畑 其 他の 租稅の 納入 高 を 定めて 差 出し、 

殘穀を 以て 父母 妻子 眷屬を 養 ひ、 子孫 永代 相鑌 する 様に 致し、 それから 田畑 を開發 する ことに^て 

は、 地味の 善惡は 勿論、 牧穫の 多少 增滅之 例、 農家 を 永遠に 相績 せし むる ことが 肝要であります。 

古語に 民 惟 邦 本、 本 固 邦 寧と あります、 然ば则 ち 貧者と い へ ども 國 家の 大本で あるから、 一 家 一 お 

人 宛で も 取 立て 相續 させたい のであります が、 其の 极 元は 年々 歳々 朝より 夕まで 田畑に 出で、 耘り 一 

耕し 蒔き 仕 付 肥 灰 持 運び、 作り 立 てす るの であるが、 斯 くして 牧穫が 少ぃ時 は 人力の 精盡 きて 後 

に は 手 人れ が行屆 かずして 粗 作と なる。 卽ち 牧納が 減ずれば 天然 自然に 家數 人別が 减 じて 荒 地と な 

る。 又作德 多き 時 は 人氣は 益々 進み 天然 自然に 家數 人別 相 増し、 叉 或は 年々 作り立て、 米穀^ 牧、 

年貢 も納 り、 諸 役 高 掛り稅 金 も 差 出す。 殘穀少 き 時 は 荒 地と なり、. 多分の 御 人 用金 を 以て 開發 せら 

れた 田畑 さ へ 、 賀地賣 却 は 勿論^ 受人さ へ も なくなり、 辨納 物に も 差 支、 己が 生れた ろ 家屋敷 を • 

見 拾て、 逃 去り 廢家 となり、 殘穀 多き 時 は富榮 へ、 譬 へば 一 反歩に 付 金 壹兩、 贰兩、 又は 五雨、 拾 


s  金しても 質 地を寳 ろ 物が なくなります。 取 様に^ 前に 土地の 盛袞 存亡 は實 のりの 有無、 多少 

S による ものである。 それ II 地と なって 居る 難 村 は、 荒 地. I し、 家 小屋 作 立、 自己の 乎 

铲立 のみに ては忽 元の 如く 荒 地と なり、 多分の 人 用 米 金 を 以て 復興 せられた 御 趣意 を 忘却した と 同 

然とな ろ。 g に 曰く  llgilf  I^HI,  II, と あ 

ろ 通り、 とても 凡慮の 及ぶ 所ではない。 伕て 先づ是 迄過來 つた 命 自然の I を 探り、 定 利 を 立て 

けしたい、 古語 HaEgsg: 證： k き、 SEf  、又 sargir 

^と あろ 通りに、 去る 寬文 度の 御檢 地に 甚き、 享保 度に 至ろ まで 追々 改め 出した 新田の 髙反刖 、前 

S 免 等 * 明細に 取調て 見た所、 &i 學百拾 S111 斗 gs ハ 合一 一勺、 0fi  茛 I 

四百 四 拾 五 文と なった。 然 ろに 何時の 頃よりか 水路が 塞り、 地味が 變 化し、 諸 作の 赏 のりが 惡く、 牧 一 

穫が 減じ、 暮 方が 困難と なり、 前條 の、 通りに 家數 人別 御牧 納等が 夥しく 減ずろ から、 據ろ なく  t ヒ 

九 年から 文政 四 年まで 十ケ 年間の 「御牧 納米.^^ 艇^い によって、 璺凶を 平均して 見ました 所、 米 

千 七十 七 俵 W 升 五合 1 i 勺、 金 百 三拾兩 1 i 分 永 甙拾文 三分 八 厘に 相當 ります から 當 午年から 來 卯年 ま 

で十ケ 年^^ 御定 免と して 戴ければ 前 * 古 荒、 営 不作、 一 毛 引 は 勿論 畑と なった R 地が 田に^ り、 

畑 も 田と 成り 林 畑 並に 寄^、  i 洲、 古川 敷 等に 至ろ まで 少しも 廢 地の 無い 様に 起 返し 作 立てさせ、 

冥加 米 永が 出來 次第に これ を 御 引渡 下され ぱ、^ 銥雛 形の 通り^々 繰返し 取 立て.， やる ことが 出來 


ます。 右の通り 荒 地 起 返 方が 成就し ましても、 若 又家數 人別が 往時の 通りに 復興し ないならば， ^ 

元の通りに 荒 地と なります から、 十 一 ケ年 目の 辰年から、 定免 増加の 切替と なろ ので 御定 免の 高 を 

伺って 置きたい こと は、 前々 高 免 三千 百 十六 俵餘、 當十ケ 年 平均 高 九 百 六十 一 一俵 餘 合計 米 四千 七十 

九 俵 一 一斗 一 一升 三 合、 古今 盛衰 平均 米貳千 三十 九 俵 三 斗 一 合、 金 百 六十 六 兩壹分 贰朱永 百 十六 文 六分 

九 厘、 右平 均 度 を かて 家數 人別 往時の 狀 態に 立戾 るまで 御定 免と して 置いて 下さるならば、 古語に 

sisl 端 r 用 一一 其 中 於 民 一と ある 通り、 永久 萬 代 必ず 御 百姓 相績 が出來 ると 存じ 此段申 上ます。 

(註 元 書翰 史、 全文^ 口語 譯 とした) 

. 文政 五 壬 午年 正月，.  二宮 金次郞 

とい ふので あって、 村內の 古田 新田 合計 四千 百 九 石餘、 反別 五 百壹町 餘步、 家數 四百 三十 三 軒の 所、 

漸く 百 五十六 軒に 減少し、 祖人千 俵に 激減した ろ を 以て、 この 五 百 町歩の 半 を 荒 地と 認める も 贰百五 

十 町歩、 一 反 部の 復輿 費壹兩 扶持 一 俵と すろ も 金 甙千五 百 兩米貳 千 五 百 俵で ある、 百姓 誘致 策と して 

1 戶 五十 雨と すれば 農具 食糧 種 代 馬 代 等の みに て 五 千兩を 要し、 用水 惡水 堰堤 道路橋 梁より S 社佛閣 

に 至る まで 壹萬兩 も 人 用で ある。 この 借入金 壹萬兩 として 年 一 割にて 利息 千兩、 若し 一 兩に 一 石と す 

れば千 石 卽ち贰 千 五 百 俵で ある。 土地 回復して 徒に 貢租と 利子 金 を 支 ふろに 足らず、 永久 舆復 の方圖 

はない。 
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また 從來 この 方法に 加 ふろ 恩惠 助成 を 施し 來 つたが、 終に その 效 がなかった の は ® に 訓れて 補 

こぼれさ いは ひ  *  "？丄 ク 

俟ち. 零 幸 の 降り 來ろ を俟 つて 自力 復輿を 志と しないが 爲 であった。 之 を 神代 創始の e、 寸田尺 

:® あろな く、 何， の 助成 あろな くして 沃田 開け、 豐 葦原 は 瑞穗 の國 となった に 比すれば、 誠に 千里の 

差で ある。 この 自力 開闢 心 を 以てすれば 莫大の 資財 を投 ずる ことなくして 荒 地 は復舊 すろ であらう、 

唯 かすに 1 一十 年 三十 年 を 以てすれば 或は 四千 石の 舊に復 し 得ん も、 それで は 宇津 氏の 勤務 出钍の 期^ 

もない ことにな ろから、 先 づ復舆 を 十 年と すれば 平均 は 九 百 六十 一 一俵で あろ けれども、 文政 四 年の 實牧 

千 五 俵 を 分 度と して 十ケ 年間に 開發 の結银 埒牧 となった 餘財を 以て 三ケ 村の 仕 法 を 行 はゾ、 人口ん 增 

加す ろで あらう、 また 實牧も 一 一千 俵に して 御覽に 人れ ろノ W しその 一 期 終了後， T 四千 俵と しないで、 

全部 仕 法が 完了す るまで 之 を 分 度と して 次期の 仕 法 を 進行せられ たい、 また 恐く は 何程 復 輿に 努力し 一 

て も n 十 急に 三千 俵より 多くの 租 人の あろ 様に すれば、 三ケ 村の 實 質的 富力 は 却って 枯渴 し、 再び 荒廢 

に歸 すろ であらう から、 先 づ十ケ 年 問に 贰千 俵に 復與 すろ を 可とすと いふので あるが、 これ は 文政^ 

年 J んサ六 s に 出府して、 翌閏正 H 六日まで 約 十日 間 在 府の際 差 出した もので あろ。 

この 報吿幷 意見書に よって 藩議が 決定し、 その 三月に-は 高田才 治が 代官と なって 什 法掛の 藩の 事務 

取扱 主お 力 定まり、 代官より 先生へ は その 仕. 法實施 上の 委任 條 件が 内示せられ、 仕 法 費用 は 小 W 原 藩 

に 於て 負镥 し、 仕 法主 體は 年限 中 領主 宇津 氏より 小 W 原 1 こ^った。 
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^くて 三ケ勾 間^ 退 折衝 を 重ねつ A あった 樱 町の 仕法實 施の 命 を 受け、 愈々 先生 は 四 ：n: 八 H: こ^ 町 

行の 路用 を 受取って 小 原を發 し、 同 卄 n: 櫻 町に 到着し、 西 物 井村 萬 右衛門の 居 宅が 问 H 廿 一  一 H の 

風雨に 破損した る，， を 修繕した の を手始 にて、 八 拾四兩 三分の 貸付 婆 を 行 ひ、 九 に は 茅 刈、 屋根 替等 

の 助成 をな しまた 村民 一 同より 投票 をな さしめ 善行 者 出精 者 を 表彰した、 西 沼 村 丈 八と いふ 仕 法 世， 

役は當 時より 出入し^ 居た。 同^ 約 五 回の 往來 をした が、 旣に 四月 以來御 委任 を 受けて 居た ので、 そ 

一 の實 行の 準備に § し 十 一 月に は栢 山より 太 兵 衞及璺 治 等 を 伴 ひ 行き、 人口増加 策の 1 端が 見 ゆろ 様 

になった。 而 して 年末に 御 役所の 修繕より、 営 詰 三人 幷小使 等の 長屋まで 修现を 了へ、 一家 引 移りの 

準備と して その 十一 一 月廿 六日 櫻 町 W 發、 明く ろ 六 年 正 HI 兀旦相 山に 歸 着した。 

一一 一 復與仕 法の 受命 ml? 雨來引 移りの 爲 一家の 取纏めに 忙しく、  ra 畑の 資却幷 に 貸借の 始末、 

家屋、 家財の 資拂 等に 數月を 費し、 三月， h 一日 W 發と いふ こと ュ なった。 

當. t 先生の 所有 田地 は、 文政 三年 調に よれば！ 二 町 八 段 九 畝 七 歩で あるが \ その 內質 地を戾 し、 或は 

賨却し 文政，； ハ 年に は 甙町八 反 甙畝甙 拾 或 歩と なって 居た、 この 內 村民 十 一 人へ 壹町四 反^ 拾 六 歩 を 七 

^甙 兩鱟 分甙 朱に て齊拂 ひ、 殘り豐 町歩 は 個人 钍 法の 始末 未了に つきその 手段 金に 廻し、 參段甙 畝 八 

歩 は 無 年貢 同様にて 栢 山の 住^に 貸付け 置く… と A した。 

家財 道具の 資拂 は、 三月 十三 日附の 「象 財^ 道具 賫拂 代金 控帳」 によれば、 合計 金 六 兩甓分 甙朱六 


百 拾 九 文なる が、 壹 分と 一 一 百 六 拾 八 文 は 如何様に なった か 分らぬ とあって、 十一 一 日夜に 受取った 金 は 

四兩 三分 豐貫五 百 八 拾 四 文と あるから、 賫拂の 費用が 相當 費えた ものと 見 ゆる。 この 外に 本家 再舆善 

種 金 等を携 へて 出發 した。 栢 山村の 見送 人 七十 九 人 他村 民 八 人、 馬ニ疋 駕籠 一挺 四 人であって、 夫人 

に 見物 させ る 爲か江 島縑會 を 廻 つ て 江戶 に 到着し 、 そ れ よりぎ 俣 小兵 衞の 妻子， 0 共に 櫻 町 に 向った の 

である。  ， 

旣に復 與の命 を 受け、 實地 調査の 上 復與案 を 立て A 之 を 藩主に 致した、 當時忠 HI が は 頗る 積極 政策 

を 取り、 藩 學を與 して 藩士 を敎 養し つ A あった 程で あり、 吉野、 服 部、 三 t、  I： 十 川な どの 家老 奉行 等 

亦 先生の 案に 黉 成し、 先生の 報告に 基き て 文政 五 年 三月 之 を 決定し、 代官の 名 を 以て 御 仕切 書 を 交付し ^ 

I  5 つ はんの すけ  一 

たか、 翌六年 三月 領主 宇津 釩之 助の 奥 書に よって、 完全なる 財務 委任の 契約が 成立した。 この 時 また - 

小 闭原藩 は 先生 を 藩士に 登用し、 高 五 石 (此取 米 拾 壹俵贰 升 壹合參 勺 七 才)、 贰人 扶持 (此取 米 九 俵) 

を給與 し、 更に 小 田 原 引拂櫻 町へ 移轉 にっき、 特別 手當 として 年々 米 五 拾 俵 を給與 する こと A した。 

櫻 町領钍 法の 资財は 千 五 俵と 諸 稅百四 拾 五雨の 請負 金額 以外に 牧納 あれば これ を 全部 施設に 充 つろ ■ 

ので ある 力、 これの みに て は、 全く 確立した 財源がない ので、 先生 は 家財 道具 賣拂 代金 並 本家 再舆積 

立 金 を持參 した けれども、 それ は 僅に 一 回 限りで ある。 玆に 於て 陣屋 勤番 役人の 爲に 要する 費用、 名 

主 取締 給與、 小兒敎 育、 極 難 貧民 給與 撫育 费用 として、 ^^中年々 小 e 原より 米贰百 俵、 金 五 拾兩を 
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支給す る こと A なった。 今 その 村 柄 取 直し 十 ケ年御 钍切書 を 見る に 次の 通りで あろ。 

釩 i 様 御 知行 所、 野 州 村々 立直 之 議に付 御 趣意 有 之 拾 ケ年之 間 彼 地 引越 被 仰 付 此度引 移 候に 就 

て は 左 之 通 

1 、 去 午年より 來 卯年 迄 拾 ケ年之 間 御 知行 所 御物 成 千 五 俵餘、 畑 方 金 百貳拾 壹兩參 分餘、 荏 大豆 石 

代金 幷夫仲 問 金 拾 七 兩餘之 外 は、 爲，， 御 任， 年間 中不， 及，， 上納， 候 

一 、 御 知行 所 人用爲 -1 御 任 - 米 贰百俵 金 五拾兩 にて 引 請 年々 改 勘定 不レ及 候 且又 右 米 金 は 御臺听 より 

御 足 被 成 候 米 金と 相 心得 可 申 候，  — 

1 彼 地 ぺ 引越 拾 ケ年之 問 は 心 組 之 次第 一 々 不レ 及，, 申閜， 候且 年限 中小 m 原 へ 引越 等 申 付 間歸. K 

一 、 御物 成 御 勘定 之 義拾ケ 年 之 內は咋 午年 上納 辻 を以、 米 永 其 外 共可然 勘定 候、 尤荏 大豆 代金 之議 

は 時 之 相場 次第 増減 可 有 之 候 

1 、 格^ 凶 乏之年 柄 は 上納 辻 制 外に 候 

1 、 年々 割付 之 義は昨 午年 之 通 正業 ヲ以相 渡、 尤 モ下ケ 札-一 增減可 レ有レ 之 候 

右 之 通 相 心得 拾 ケ年之 間 出精 可 二相 勤， 候 

以上 

文政 六 年 三月  ダ 


1g 崎 丹次郞 

茂盈 (花押) 

髙 田 才 治 

武正 (花押) . 

. 二 官金 次郞殿 

前書 之 通 松 ケ年之 間 爲任置 候 也 

釩之助 

教成 (花^) 

これ を 以て 櫻 町の 復與仕 法 は 全然 先生に 委任せられ、 その 費用 は 請負と なし、 先生 は 之 を 以て 十ケ 

年間に！ 一千 俵の 牧納を 得ろ 樣に 開發 して 返納す ろ 責任 を 有すろ ので あろ。 

先生が 小 田 原より 引越した の は、 斯の 如き 委住を 受けて 來 たので あろ。 而 して 到着：： 十々 着手した 事 

業 は、 営 座金 銀 出 人 帳の 文政 六 年 四月の 帳簿から 記載し 始められた、 先づ當 四月 中には 貸付金、 屋根 

替 普請、 出精 表彰、 開發 等であって、 支出 金額 は 七拾甙 兩餘、 牧納 金額 は 八 拾 六兩餘 であろ が、 その 

內小田 原よりの 持參金 中、 道中 諸人 用 を 除き、 全く 仕 法 費途に 用 ふべき もの は 次の 通りであった。 

1 金 五 拾 四兩壹 分錢 三百 甙拾文  小 £ 原より 持參金 
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金 

金 

此計金 七 拾壹兩 三分 綫 三百 八 拾贰文 

斯の 如き 輕 少なる 資財 を 以て 古今 を 輝す 報德仕 法の 體驗 をな すべき 順序 は 開かれた ので ある。 犬な 

る 資財 を 有する とも 之 を 完成し 得ろ 原理と 様式と がなければ 終に 成功し ない。 而 して その 必 成の 原理 

と 様式と はこの 櫻 町に て 體驗の 上に 創造 せられた、 特に 資財 乏しく して 而 して 完了す ろ 創造に 着手せ 

られた o 

四 櫻 町 灶 法 初期の 槪要 文政 六 年 三月 十二 日 家^ 道具の 賣拂を 終り、 翌十 三日 夫人 令息 を 伴 ひて 

桔 山の 里 を 出で、 江 戶を經 て その 廿 八日 櫻 町に 着した こと は旣に 述べた 通りで あろが、 この 決行 は實 

に 容易な ことではなかった、 先生の 決心 は 旣に審 思 熟盧を 遂げて { 牛 固た る ものが あろが、 夫人が 能く 

その 難 苦に 耐 へ 得る や 否やと い ふこと は大 なろ 關心 事であった。 報德記 はこの 時の 消息 を 詳細に 傳 へ 

て 居ろ。 その 要 を 略叙 すれば 次の 通りで あろ。 

「櫻 町復 輿の 業 は 至難で あろ、 然れ ども 大禹の 有 苗を征 すろ に 武略 智計を 以てせ. ずして、 唯 誠心 を 


金 ヒ兩贰 分 

金 f 兩錢六 百 七 拾 八 文 

金 九 兩賫分 七 百 拾 八 文 

金 壹分錢 五 百 參抢八 文 


貸付 返納 

貸付金 利 

時 貸. 返 納 


以て 萬 衆 を 感ぜし めた、 我が身 命 を 抛ちて 住民 を安撫 すれば 何の 再 輿せ ざろ こと や あろ。 唯一 の 憂 

ふべき は 身 極貧に 生れ、 一 家の 廢亡を 輿し、 父母 祖先の 靈を安 ぜんと 欲し、 日夜 心 カを盡 し、 一 S 

の敉を 種と して 遂に 追 孝の 道 を 立てた が、 圖らず も 君 公の 知遇 を 受け、 宇津 家の 采邑 を舊復 すべき 

*  ノ 

命 を 受けた。 これによ つて 忠を盡 すが 爲に身 を 奉ずれば 一 家 は 終に 全くし 得ず、 一家 再興の 孝 を 全 

くせんと すれば 君命 を 全くす ろ こと は 出来ない、 古今 忠孝 兩 全の 道 あるかと、 沈思 默盧 久しくして 驟 

然として 忠孝 は 一 道に して 一 一途な しと 悟り、 至孝な ろ時忠 その 中に 在り、 至 忠なる 時 孝 その 中に 存せ 

り、 若し 君命 を 得 ざれば 1 家 を舆し 祖先の 祭祀 を 永く 存 して 孝と なし、 君命 あれば 百姓 を 安ず るを以 

て 孝と なす、 若し 君命 を受 くる もこれ を辭 して 幾 百億の 財 を 積む とも 先祖の 靈 必ず 不孝の 子と なさ お 

ん こと 明かで あろ。 僅々 たる 一家 を廢 して 萬 民の 苦 を 除く、 一家 を 全くす ると 同日の 論に あらず」 一 

と、 直に 祖先の 墓に 詣り之 を 告げて 家に 歸り、 夫人に 謂 ひて 曰く、 

「今 明君 上に 在して 不肯に 命ずる に 廢邑を 興し、 衆 民 を 救 ふこと を 以てせら ろ、 之を辭 すろ 旣に三 

年 なれ ども 更 t 許し 給 はず、 已むを 得ず して 命 を 受けた、 ところが 此の 如き 大業 は 尋常の 行動 を以 

てして は 成就すべき ではない、 依て 一 家 再興の 業を廢 し、 一 身 一 家 を 抛ちて 努力し ようと 決心した、 

併しながら 斯様な こと は 婦女子の 諒解し 難い 事で あらう、 故に 予 と共に 千 辛 萬 苦 を 忍びて 君命 を 辱 

めざらん と 思 は 乂相携 へ て 野 州に 赴く こと A する、 若し 世間 並に 一 身 一 家の 事の み を 田； 一 は ゾ今束 一 に 


離別しょう」 

と、 吿 げた、 夫人 曰く、 

「異なる 御詞を 聞く ことで ある、 女子 一 度 嫁す ろ 時 は 一 一度 歸ろ家 はない もの を、 良人が 水火に 人ら ば 

妾 も 亦 共に 人らん のみ、 榮 利に 趨り 一 身 一 家の 安逸 を 冀ふ意 は 毛頭な く、 共に 與に野 州に 赴きた し」 

と、 答へ たれば、 先生 安 じて、 始めて 家財 道具の 始末が 易々 と出來 たので あろ。 

斯 くの 如き 用意の 下に 野 州に 赴いた 所、 或は 嬰兒の 父母 を俟 つが 如しと 道に 辯侫の 者の 迎 ふろ も あ 

おは、 窃に 或は 酒肴 を 設けたり と 私曲 を 通ず る もの も あつだが、 先生 之 を 斥け、 之 を Be- する 甚だ 粗 各 

であった、 先生の この 態度 を 怪む人 もあった が、 先生 は 之に 對 して 凡 奸侫の 人 は 先 じて 來り、 淸廉實 

直の 士は輙 く來ら ず、 欺 貪の もの は 新 役人に よって 罪 を 暴かれん こと を 恐ろ A もので あろ。 從 來與復 

の 事 を 過ちた る 人 は斯ろ 人に 欺かれた 爲 である、 余 は 彼等の 表 飾 を 取らず して 復心を 察せん とする の 

み、 敢て 彼等 を 退く るので はない と厳肅 なる 態度 を 以てした。 斯 くして 文政 五 年、 六 年の 最初の 情景 

は、 報德仕 法と いふより は、 一 般 民政 P 行政 的 取扱と して 實施を 進めた。 

先づ 四千 石の 領土が 千 俵に 足ら ざろ 牧納に 激減して 居た ので あるから、 田畑 は 三分の 一 となり、 荒 

田 列な り、 民家 退轉 して 屋敷 は 藪 林と なり、 野 獸村內 に出沒 して 耕地 愈々 瘠 薄と なり、 邑 民懶惰 にし 

て 博奕と 酒色と 喧嘩と は 常習と なった。  • 
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斯の 如き 難 村 を憨理 すろ に は、 先づ 第一 に 事情 を 明に しなければ ならない、 事情 を 知り 理解 を 進む 

ろに は 村- r 巡回 を 第一 とすろ、 故に 雞 明より 起き 出て 日々 廻 村し、 一 戸毎に その 艱苦と 善悪と を 観察 

し、 或は 耕作 を 指導し、 或は 潢漑 排水 を 察し、 田圃の 境界 を 正し、 大雨 暴風 炎暑 厳^ に も 之 を廢せ 

ず、 漸く 初夜に 至って 歸宅 すろ を 例と すろ。 四千 石の 領土 領民の 狀勢 悉く 胸中に 了然 たろ もの あろに 

至った。 故に 善行 篤行 精 業者 を 賞し、 邪曲 を 諭し、 困窮 を教 ひ、 曰 常の 扶 食の 足ら ざろ を 給し、 家 根 

を葺 き、 木 小屋、 灰 小屋 を 作り、 用水 を 通し、 冷水 を拔 き、 濕 地に は 土 を 人れ、 乾 地 は 掘り下げ、 身 

に は 綿.^ を纆 ひて 着る 能 は ざろ 程度に 汚損せ ざれば^ 衣 を 用 ひず、 食 は 一 汁、 村民の 食 を 供す ろ も 一 

切 之 を 用 ひない。 斯の 如くに して 村民 を 導いた。 今 その 獎勵の 一例 を擧. ぐれば 

文政 八 年 五月の ことで あろ、 束 沼 村の 巿左衞 門と いふ は、 勤勉 並びなき ものと いふ 噂の あろ 男で あ 

ろが、 之 を 大雨 中 廻 村に 際して 賞した ことで あろ、 此頃 四月 廿八 H から 雨が 降り. 初めた、 勝 俣、 武田 

の 1 一人と 廻 村した、 翌廿 九日 も 雨で あ つた、 勝 俣 は 物 井、 武田は 東 沼、 先生 は 横 田 を 廻 村した、 更に 五 

月の 朔曰も 終日 雨であった。 勝 俣 は 横 田、 武田は 物 井、 先生 は 未明より 柬沼を 廻 村した。 正に 田植の 

時期で あろ、 用 排水、 道路の 見廻り、 田植の 進行 如何によ つて 指導すべき 數々 が あろ。 この 時 村民の 

未だ 起き 出で ざろ に、 市 左 衞鬥は 雨中に 朝の 一 仕事 をな し卒 へて 歸 つて 來た、 先生 は S に 之に 賞詞 を 

與 へた、 その 文に 曰く、 


一 余甙朱 也  ，市 左 衞門 

今朝 大雨 降、 夜 明 方 廻 村 仕 候 所、 近所 之；. S  (註 面と いふば 者 共 又ば 人々 とい ふこと) 豐人も 不起.^、 大 

嶋原 (註 隣村に あろ 荒原) より 馬艸附 罷歸り (註 歸リ來 リたリ の 意) 此者儀 翁々 耕作 出精に 付、 其 場に 

て 褒美 遣 候 

人の 起きる 前に 一 仕事して 來た市 左 衞門は 勤勉で あろが、 それ は 我が 爲 めの 利益と なろ、 先生 は 村 

民 を 安ん ぜんが 爲に雨 を 冒して 溢水な ど を 慮って 廻 村した ので あろ。 靳の 如き 記事 は 日記と 金錢 出納 

帳に^々 見出される。 

文政 六 年の 支出 は 金 五^三 拾 六 兩餘、 米 百 三 拾 贰俵餘 となって 居ろ、 相當 多額の 支出 をした が、 こ 

の 外に 五常 講を 結んで 小 田 原に 於け ろ 組合 貸付の 法を實 行 せんとし、 頓 母子 講を 結んで 文政 七 年 十 一 

巧より 開始し！： 十一 年に 終って 居る。 この 年取 扱った 御 住せ 米の 牧納 取扱 は 四百 七 拾 九 俵に 及んだ、 ， 

爾來 年々 荒 地の 開發 と、 借財の 償還と、 住宅 改善と を ゆ 心と して 敎化 的に 行 はれた が、 御 仕 法 金を贷 

付けた 金額 は 次の 通りで あろ。 

年次  米  金 

文政 五 年  一八 九 俵  三三兩 

六 年  ニハ五  111 五一 ；1 
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七 年  一 四 四  ニー 一一 一 

. 廻 村と 開發と 救與と 表彰と を 以て 村民の 精神的 緊張 を 策り、 借財 を 償還し、 荒 地 を開發 した、 着手 

より 文政 八 年の 頃に 至る まで、 相當に 事業 は進涉 し、 東 沼 村の 茂 左衞門 組と、 下物 井村の 品 右衛門 組 

と を 除き、 大凡 借財 完濟 とい ふ 良好な 結果 を擧 げた。 斯 くの 如き 成績 は 村民の 緊張に よろ もので あつ 

て、 その 緊張 味の 强 さは 村民 投票に よる 出精 奇特 人人 札の 徹底に よる 外 はない、 文政 五 年より 年々 

.實 施した 表彰 書類が あって、 小兒 撫育、 困窮 難 溢 人 救助 等に 至る まで、 皆な 平素の 行動の 奇特な ろと 

いふ 意義の 下に 之 を給與 する 方針と した。 この 方法 は 敎化式 行政の 範例と なろ もので あろ。 故に 出精 I 

奇特なる もの は歡 呼して 之を迎 へ、 謳歌して 之に 懷 いた。 饰 しながら 驕惰の 徒 は その 厳 肅に驚 畏の眼 ^ 

を 放ち、 類を聚 めて この 方法 を排擊 せんとす る 者 もあった。 

五 櫻 町 仕 法の 受難と 停頓 古 來凡辙 の 人愦は 矯風の 策 を 喜ばず、 奸侫の 徒 は 表面 その 指揮に 隨ふ 

如くに して 陰然 之を妨 ぐろ を 例と する。 文政 六 七 年の 頃 は 勝 俣 小 か衞を 主席と し、 武田 才兵衞 之に 屬 - 

し、 先生 は 仕 法の 委任 を 受けて 經濟 財政に 關 する 專 住であった、 されば 時には 政令 一 一途に 出で て 事業 

の 進まざる こと もあった、 -七ギ 七月 小 田 原へ 出した ろ 先生の 書狀 中に 「古の 小 田へ くと 鳴か はず」 

と、， 'ふ 句が ある、 田圃 開發を 急げろ 氣 分が 窺 はれろ。 その 九月に 代官 磯崎 丹次郞 以下 数人 來 つて 事業 

とよ fc しゃ i 

を 視察した が、 その 中に 小島 i 曰 五郎、 天 沼 鏡 次郞の 如き 交遊 を 重ねろ に 至った もの も あれば 豐田 3 
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さく 

作の 如き 一 時 反目す ろ もの もあった。 報德 記に 見 ゆる 所の 兩三 輩の 訴訟と いふ は 恐く はこの^で あら 

う、 小 田 原 藩より 遣せ る 役人と 先生との 間に 村 治 上の 意見の 相違が あった、 詰 役 は 之 を 藩 政に 訴へ、 

先生 も 亦 之に 封す ろ 意見 を上陳 した。  - 

さて 荒 地 を開發 し、 絡 家 を 再興し 以て 耕地 を 増加す るに は、 村內に 於て 一 一男 三男 を 分家せ しむる こ 

とも 必要で あるが、 遠 國近鄕 より 新 移住者 を 招致す る こと も 妙法で ある。 故に 仕 法 開始 以來、 住宅 を. 

給し、 衣食 を與 へて 新人 百姓 を 招いた。 然るに 舊來の 衬民は 自ら 努 むる こと を爲 さず して、 他 鄕の者 

を 保護す ろ こと 厚し と稱 して 之に 反對 した、 直接 先生に 故障 を 言 ふ 能 は ざろ も 陣屋の 詰 役と 意見の 一 

, 致す る點に 於て 一 脉の 通ず る ものが ある、 故に 陽に 迎 へて 陰に 排斥す る ことが 行 はれ，. こ、 新， 、ぼ 姓 も 

亦 その 志の 弱き を 以て 或は 驚き 或は 怒って 脫 走す るに 至った、 七 年 十 一 月 十日に は 三人 出奔し 翌八年 

六月 六日に は、 横 田 村の 宿 借人 四人脫 走した、， 喧嘩 口論が 屡々 あり、 同 八 年 五月 廿 九日 こま 陣 匿の 

ま .7 か 

遣カ眞 岡に て 公用 を 忘れて 飮 酒に 耽， ろ もの さへ 出來 た。 而て 六月 六日に は 陣屋 內の諸 規約 を 議定した 

が、 先生 は 洗濯の 歌 を 作って その 懷を. 述べた 程考 へさせられた。 先生 はこの 情勢 を 以て 陣屋 內の 签氣 

力 原因の 一 つで あると 見做した と 見え 出府 前後の 事情 を 報告した、 その 結果と して 八月 廿 二日 宇津 家 

の 名士 横 山 周 平 を 遣し、 先生の 事業に 助成す る こと 、なった。 然るに 九月 小 田 原 代官 高田才 治^ 下着 

陣、 視察の 上、 十 一 月歸府 したが、 横 山 もこれ に 同行した。 


翌九 年に 至って 先生 は 組頭 格に 進み 樱 町の 主席と なった がまた/、 村民の 脫走 多く、 民情 動搐 の. - 

があった ので、 先生 は 之を濟 度す ろ 方法と して 敎 化に 着眼した。 當時 各地に 說 敎法會 あり、 特に 不二  . 

講流， 行し 村々 を巡講 しつ A あった、 三月 十五 日 櫻 町に も その 說敎が あり、 先生 之 を 聞き 感ずる 所 や あ 

りけん、 晉も峯 右衛門 方に て 之 I いた。 恰 4f 走 或 I 人 一件 等が あって、 仕 I 發は 村民 

の 手に つかず、 先生 はこの 頃 「うは 向 は 柳と 見せて 世の中 は、 かにの あゆみの 人 こ A ろうき」 と 口吟 

した を 見ても その 心愦は 明かで あろ。 依て 出府の 上 横 山の 出 役 を 請 ひ、 同道して 歸陣し 漸く 順序 を 立 

直す ことが 出來 た、 ^し 横 山 は 永く 滯在 する 能 はず、 勤番 も 厘々 交替し、 容易に^ 付かなかった が、 一 

• 文政 カヰ三月 小 m 原 藩より？ 來り、 宇津 象より 横 山 も 來た。 後に 村の 組頭と なる 寸 平の 新 f  | 

. 完了し、 赴任 以來 最も 順調な 時期で、 宇津 家より 袴 地 一反 を 賜 はろ など i いふ 様に 順序が 開けた。 さ 

れば 日記の 上に も 犯罪者の 記事が 減少して、 出產、 婚姻、 分家の 屆が增 加して 來た。 しす さく 

然るに 岡 六月に 赴任した 勤番 關正 助が 大 失敗し て 召還 せられ、 その 十 一 月に は 豐田 正 作が 赴任し 

て、 事業 は 根柢より 支障 を 生ずる に 至った。 この頃 先生の 思想 は敎 化の 方面に 向って 著しく 進展し、 

報 ゆると いふ 思想の 端緒が 見え 初めた。 十^ 六月 八日の 條に 

上々 天氣、 大旱、 夕立 犬に ふる、 世俗 諺に 天道 人 (を) ころさず とか や、 甚暑 たえがたし (と) 思へば 

^ こ 雨 下り 候、 天恩 かたじけなき 事、 劐レ報 ， 


夕立に ふりこめられて 耕せば、 靑 天井 を閲給 (は) る 

同 十一 一 W: 五日の 條に、 「延命と 祈る 心に とふて 見よ」 と 題し、 「昨日より 知らぬ あした (の) なつかし や、 

本の 父母 在 ませば こそ」 と あるが 如き は、 信念の 根元 を 述べん とした ものである。 

文政 十 一 年 は 櫻 町 仕 法 中に 於け る最 難局^ 年で あり、 翌 十一 一^ は 成 田 山に 斷食 籠り をす るに 至った 

程で ある。 昨年 末 赴任した 豐田 は 文字の 智識 あり 辯才 あり、 一-々 先生の 趣旨に 服す ろ ことなく 意見 を 

主張して 下らない、 村民と 結んで 讓ら ない 狀勢 となった。 三月 廿 七日の 日記に 「豐田 正 作 殿 (へ) 遣 候 

文」 とあって 歌 一 . 一 首 を 作って その 素懷を 明かに したが 餘り效 はなかった、 その 十四日に は 横 田 村に 地 論 

が 再起して 數日 紛議 を 重ね 先生 は 徹夜 を 以て 渐く 解決した。 この 時 横 W の^) 本 1K 神へ 奉納した 額面の 

表に は 「こ A ろ だに」 の 歌 を 揭げ、 その 裏面に 「我が まへ に 千 H さらずに 祈る とも、 心 邪 なれば 節 を あ 

た へん」 と ある 如き は 明かに 先生の 面目 を 見る に 足る ものである。 然るに その後 また 横 田 村に は^. 刈 

さ んじ 

一 件が 起って 決せず、 寺內 村の 莊嚴 寺に 於ても 亦領 內に關 する 問題が 生じた、 村 役人と 詰 役と が 交々 

とよたし や 5 さく あら ゐ またす け  ゑん りんじ 

出府した、 止むを得ず 先生 は 豐田 正 作と 新 井 叉 助と、 圓林 寺の 法 印と に 酒を勸 めて 相 語らし め^き、 

村內及 寺院の 問題の 解決に 向った。 夫 入 をして 酒を勸 めしめ たと あろ はこの 時の 事で あろ。 而し てこ 

ゑん りんじ  y  , 

の圓林 寺と 豐田との 諒解 も 酒の 中に 求めし めようと したので あった、 十 一 月 七 H に は 桢田村 一 忭は解 

決した が、 豐田の 行動 は 制すべく もない ので、 十一 月 十六 日以來 先生 は 病と 稱 して 引 籠った、 十二お 
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十八 曰に 豐田 は忠次 を^って 出府し、 十二月 廿四 H: に：！ 陣 した • 先生 は^の 二十 九 = に桡出 村に 赴い 

て動摇 を 鎖むべく 協議した が、 完全に は 一 村の 平和 を 期す ろ こと は出來 なかった。 

先生 は 或は 佛者 W 說敎を 聞き、 また 不二 講の濟 度に 列した が、 これの み を 以て 櫻 町 現在の 境地 を 救 

ふに 滿足 なろ 案が 得られなかった、 それ は 不二 講の 唱導 者た ろ鴆 谷の 小 谷 三 志に 對 すろ 態度で 明瞭で 

ある、 先生 は 三 志 を 尊敬し 一 村の もの をして その 濟度を 受けし め、 また 厘々 その 說を M いた、 然れど 

も 例によって 獨 立の 態度 は 失はなかった。 文政 十 1 年 九月の 日記に その 一 斑が 見 ゆろ •」. 

廿九 H  (文政 十 一 年 九 W) 西 物 井村 金兵衞 (を yg^ 町 へ 飛脚 (として) 遣 中 候 

おぼえ 

1 金 四 雨甙歩 

右 奢 人 (9) ため (世の 爲) 長 崎 迄 御 出立 之 段太義 (に) 候、 おん 頓申儀 は、 十月 三 n 様 (註 不二 講に 

て は 太陽 及 「R」^ 呼ぶ に 樣な附 す) より 來 六月 登山 迄、 ， 一 日 様に 銀 壹兩づ つ 御 ほどこし 可 被 下 候 以上 

ず tc,f= 九 &  二  官  よ  り 

I  二 志 方へ 

二と 三と 1 つた かへ と 軒なら び 旭の 御 修行 は 友に 拜 さん。 
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と ある にても 察せられる、 この 態度に て 判斷し 得ろ 如く、 不二 講 のみに て敎化 方法 を 解決し 得ろ とい 

ふが 如き 全 信賴を これに 捧 ぐる 程に は 進んで 居ない、 されば この 锒境を 如何にして 展開す ろか は 重大 

なる 問邇 であった、 而 して 終に 文政 十一 一年 正月 四日の 出府と なった。 

六 成 田山參 籠と 仕 法 進展の 曙光 先生の 成 田 山參籠 は、 報德仕 法の 根元 を闡 明す る ことに 於て 極 

めて 重要な ことで ある。 先生 は 正月 四日の 出府 以前、 屢々 出府して 仕 法の 停頓し つ A ある 事情 を 述べ、 

事實を 具して 時に 或は 饞 を辭 したしと 申し出た、 譬 へば 文政 十】 年 四月に 「郡 奉行 預役被 仰 付」 とい ふ 

辭令を 受けた が 五月 十六 日に は f 右衛門に 辭表を 持たせて 差 出した 如き その 一例で あろ。 彼の 横 田 村 I 

1 件、 圓林 寺の 一 件 等に て 紛糾した 時には 四月 十五 日の 日記に 「右 地 論に 付 豊田正 作 初め 取締り 役共不 s 

念 至極に 存候」 と あり、 また 塚 本 天神に 立願し ー應 解決した 四月の 時に 天神 様へ 奉納した 額に 表に は、 

心 だに の 歌 を 書き 裏に、 「我 前に 千日 去らずに 祈ろ とも、 心 邪 なれば 罰を與 へん」 と あるに a て も 想像 

し 得る S り 非常の 決心 は 日 一 日と 堅き ものが あって 出府した ので あろ。 横 田 村 は 幕府 直 領と樱 町領と 

に^れ、 この 合領 なる 爲に 從來 屡.^ 草 刈 場の 境界 爭 があった。 文政 十 一 年 四月に も 十 一 月 にん 亦 この 

地 論が 起り、. 先生 は 東西に 奔走して 解決した けれども、 その 地 論の 影に は 先生に 反對の 1 二の 活動力 

あつたの である。 W し 村 役人の 大多数 は 先生に 對 して 渾身の 信顿を 注いで 居た。 故に 先生の 出府に 際 

し 名主の 文^、 圓藏、 寸 平等 を 同伴せられ た、 この 時の 江戸の 狀況は 判明 しないが 報德 記に 見 ゆる 「常 


人 撫恤の li せず して 小 還 侯に 訴ふ」 といへ ろ  一 SSS は、 この 出府 一 件， -就 T 關係少 

力ら さる こま 思 はろ、 § 兩屬の I の 反 f あつたが 特に 文政 $s より つて、 

雲の 障害が 生じた ので ある、 小 I 侯に 訴 へたの は 何人な ろか 知る まない が、 ぶきて 陣屋，" で 

あった 者と、 この S 陣羅 との 鐘であった であらう。 然ろ に 文？ 年 f 八 3 から、 服 部 十 f  、 

衞は 吉置 書に 代？ 在 江戶贿 方と なった から、 先生の I は大に 便宜が 開かれて 居た、 特こ S 大 

久保 忠眞侯 は、 粮 本に 於て 先生 さ頓し 5 たから、 直に 先生 に封 すろ 處分鑫 ずろ よりも、 却って 

先生に その 眞相 を聽 かんと 欲して 先生 を 召還した であらう。 

問題の 焦點 は： i 育の 方策に 闢 すろ 事柄であって 攻搫 すろ もの は H く、 葡來の 住^ 中に 困窮な ろ ； 

が 多く ある、 それ 等 驚の 仕 法 を 後に 延ばし、 新 移民 を 招致し、 新來の ものに 特に 仁慈 を 施して 一家 

を 樹立せ しむる は I 要 を 失すろ ものな りと。 之に 封す ろ 先生の 主張 は、 民家 を增 加して 蓦， 

く は 新來の 移民と 一 一三男の 分家と に俟 つべき である、 新來の ns 住宅 もな く S もない から 特 3 

撫育 を罕 る、 在来の 住民 は驕 惰 にして 容易に 精 勵の氣 を 興さず。 譬 へば 枯木の 如く、 震も藝 

を受 け て尙 活氣. 真へ るも？ ある、 故に續 の汚惡 I ひ 改心し ssf 立つ ろ樣 こなら ズ、 

恩惠を 施しても 始めて、 is を 得ろ であらう、 椠 g は Is 如きで あろ、 S の 功に よ i 

に 生育す ベ きで あろと いふので あろ。 


S 


小 田 原より 出張の 吏潦は 敎舉の 道に 通ず る 所 は あるが、 一 村 仕 法の 術 は 知ろ. ™ もない、 然る こ 前 

述の 如き 論議 を盡 すと 雖も之 を 諒解す る こと を 得ず、 終に 在來の 民を疏 略に して 新來の 民に 厚し と 

訴 へたので ある。 小 田 原 侯卽ち 先生 を 召して 之 を 質した、 先生 は 之に 答へ て 曰く、 旣に訴 ふる も 3 

が あらば 宜しく その 訴願 者に 仕 法 を 行 は しめられて f ベく、  HS 再 I 碧 f 受けて 再興の 住 G 當 

り、 妻 I れ T ぎ從 事した が 今 事業 半皇ら ずし？ 8 が あっさ」 と は臣の 不幸に まらず 

して 君の 不幸で ある、 速に 任 を 解かれた しと 申 出た、 忠義 元來 先生の 誠忠 を 知れろ を 以て、 擎. 

の勞 を慰. め且 曰く、.？ 汝を疑 ふので はない、 曲 裏より 明かで あろ、 直に 訴者 を 罪すべし とい ふ 

ことで あつたが、 先生 曰く 訴 ふる 者 も 亦 忠を盡 さんが 爲 であろ、 之 を^す ろが 如き こと あらば 臣も ^ 

亦 任を辭 すべ しと 答 へ たので、 侯 は 厚く 之に 感じて 稱 歎し、 訴者を 論して 之を宥 したので、 訴 f i 一 

犬に 先生 を德 としたと いふ ことで ある。 

これにて 問題 は 一 段落 を 告げた こと ， な るが、 成&の 斷食參 籠の 決行 せらる に 至った 事情 を 明か 

にす るに は、 この SI ま 討す ろ 必要が ある、 羅 すれば 文政 七 八 年の 頃に 於て I 述の 如き 意見 

の 衝突 はありし が 如く、 特に 最近に 於 5 先生の 案の 進展に 作？ S の I を 生じ 公に ま 仕 法 上 

の 直の 衝突と なり 隨？ 村民の 間に 憲 sff、 不統  一 i 露して 5の事件を 勃？ しめ 

た ^にゃあ 努力しても 仕 法 は 一 進 一 返 を 免れない、 玆に 於て 先生 は 事情の 板 宂を考 へ 障 锛の因 は 外 


にある か、 抑-亦 我 誠心誠意の 到らざる が爲 であるまい か、 一 心 私慾 を 離れ、 身命 を 捧げた る 努力が 

順當 なる 進展 をな さ V る 所以の もの、 何れに 向って 境地 を 開くべき か。 此際 一大 飛躍的 企畫の 必要が 

ある。 若し 誤って 退いて 辜 業 を 停止 すれば 君命に 背き、 一村 荒廢 し、 領主と 領民と 共に 苦しむ、 然れ 

ども 進んで 事業 を 貫徹 せんと すれば 百 障 生ずる、 百 障の 生ずる 必ずや 因由がなければ ならぬ、 然 らば 

我 身 はこの 事業に 不適任で あろ か、 抑え 亦 方策の 足らざる にある か、 不適 才 ならば 我が身 命 は 最早 用 

なきもの であるが、 方策の 足らざる あらば 之を發 明して 障 魔の 除却 を 進めねば ならぬ、 此の 如き 見地 

を 開く 爲に は、 俗界 を離晚 したろ 境地に 於て 靜座 默禱 する 外に 道 はない、 西か朿 か、 川 崎の 大師^ か、 

成 田の 不動 堂 か、 行住坐臥 深 思 熟慮の 工夫 を 凝し つ A あつたが、 江戸に 隨 作し 側 侍して 居った 名主 連 

中には 先生の 胸中 を 知る 由 もな く、. 舆國 安民の 前途に 關 する 尊く 且つ 高い 工夫であった。 

斯くて 同 ^'の 村^ 人 は 悉く 廿日までに 江戸より 歸 つた、 先生 も 途中まで 同行した が、 水戶へ 赴く と 

稱 して 5 率獨 行動 を 取る こと A なった。 然るに 廿 三日まで も 歸陣の 様子がない ので 横 ffl 村の 忠右衞 門 は 

先生の 迎 として 水戶に 赴いた が、 先生の 姿 は 水 戸に は 見えなかった。 尤も 江 戶往來 の 途上に 於て 先生 

ま ■ 町 仕 法の 經過 とその 將來の 施設に つき 少 からざる 苦心の 横 はる こと を詼 じた こと も あらう また 

近 く 數年來 萬 事 意の 如くなら ざろ 事愦 は 名主 逑中 にも 明瞭で あろ、 先生の 忍苦の 大 なろ を 知れろ 村 役 

人 は、 廿 五日に 至る. も 先生の 消息 不明な ろ を 以て 憂慮し 始めた、 依て 一 同 陣屋の 長屋に 集り 協議 を 凝 
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し、 翌日に は 夫人 もこれ に參 加した、 廿 七日に は 江戸へ 飛脚 を 出して 狀況を 照會 したが 一向お る^^ 

なかった。 先生の 行動 不明が 櫻 町の 仕 法に 關 する こと は 明かで あり、 この 事が 小 ra 原 侯に 聞 ゆれ， ま、^ 

役 も 村 役人 も 如何なる 境遇に 立つ かも 知れず、 內外 心痛 を 重ねた と 見え 一 一-月 一 一十 五日 迄に 出& した は 

民 は 十一 一名に 達した が 更に 何等の 情報 を 知ろ. e もなかった。 然るに 三月 十八 日 横 山 周 平 以下 陣屋に 到 

着し、 同廿 一日 豐田 正 作 は， 江戶へ 召還 せられた、 この 事實は 先生の 所在が 明瞭と なった 證左 であろ。. 

先生が 記述 せられた 仕 法 書中に、 川 崎 大師へ も參詣 して 祈願した と あろから、 正 H 廿 曰に 村 党人と 

3ォ1 力ら、 川 崎 其 他 祈願 所 を巡拜 し、 一意 村 治の 進展 を 祈り、 同時に 靜座 念願の 妙 境 を 探って、 ^ 

日 かの 後 三月の 中旬に 成 田に 落 付かれた。 而 して 成 田から g 右よ 衞£ が 三月 廿 三日に 陣屋に 來 たこと か 』 

ら剁斷 すれば、 公に 成 田の 參 籠が 發 表せられ たの は 十七 八日 頃で あらう。 報德 記に よれば 僅に 次の 通 一 

に 記されて あろ、 併し 正月 二十日より 三月 中旬まで は その 行動 全く 不明に して、 成 田山參 籠の 事， ぼよ 

たんざん ろんし ふ  I 

報德 記と、 淡 山 論集 以外に は 知るべき 記錄 がない。 

總州成 田 山に 至り 三 七 一 一十  一 n の斷食 をな し、 上 君 意 を 安んじ、 下 百姓 を 救 はんこと を 祈誓し、 日 

日数 度の 灌水 を 以て 一 身 を淸淨 ならしめ、 祈念 «夜 怠らず、 一 一十 一 日滿 願の 日に 於て 其 至誠 感應^ 

願 成就の 示現 を 得たり と 云 ふ。 然れ ども 先生 終身 此事を 言 はず、 是を 以て 人^ 所以 を 知らす、 滿願 

に 及びて 始めて 粥 を 食し 一 日に して 一 一十 里の 道程 を 歩行し 櫻 町に 歸れ り。 衆人 驚歎して 曰、 如何な 


る 剛强壯 健の 人な りと 維 も、 三七日の 斷食身 體疲勞 を 以て、 僅に 數 里の 歩行 も 難 かろべ し、 況んゃ 

二十 里お や、 是 平常の 測り 難き 所な りと。 

むらた よ へ いぢ 

先生 は 四月 八日に 歸 着せられた。 四月 五日に 横 山 周 平、 村 田與平 治、 彌 兵衞、 圓藏、 忠次、 七郞 次， 

藤 1、 岸 右衞門 等が 土 浦まで 迎に 行った から、 滿願 となれば 歸陣 するとい ふこと は旣に 明瞭と なって 

居た ものである、 傳へ いふ 所に よれば 滿 願の 日に 粥 を 二三 椀 食し 下駄に て疽行 歸途を 急がれた が、 迎 

の 者 共の 中には 草鞋が けの ものが 多かった けれども 隨 行す るに 困難した 程 H 十かった とい ふ。 

日記に よれば 三月 廿 七日に 名主の 忠 次が 成 田に 遣 はされ た、 參籠 後一 旬の 後で ある、 小路 只 助の 先 

生に 面會 した 日 は 日記に は 見當ら ぬが 報德 記に は 次の 通りに 記されて ある。 

小路 只 助なる もの 陣屋 を 發し成 田に 至り、 先生に 謂て 曰、 三邑 共に 甚だ 先生の 不在 を 憂 ひ、 向後 萬 

事 指揮に 差 はず 勉勵 せんこと を 請 ふ、 先生 諸人^ 憂 勞を憐 み 速に 歸り 給へ と、 是斷食 祈誓 一 一十 一 日 

滿 願の 日な り、 先生 快 然として 野 州に 歸れ り。 

さて 報德 記の 記事 を 中心として 考 ふろに、 四月 八日 歸陣 であろ から、 成 W 發足は 四月 七 H であらう、 

この 年の 三月 は大 であるから、 二十 一 日の 斷食は 三お 十七 日より 初められた 勘定と なろ。 而 して 三月 

十八 H に 横 山が 江戸よ り着陣 した の は、 成 田山斷 食の 決行 以前に 最 n 十 江戸に 知られ. て 居た 様で ある。 

報德 記に 見 ゆろ 成 m の 旅館との 交涉 より、 斷食參 籠までの 間に 成 田 より江 戶に聞 合せが あり、 旣に居 


所の 明白に なった 後に 斷食 參篛を 以て 歸陣が 延ばされた ものである、 1 一十三 日に 成 田 町より 善 右衛門 

が 來て斷 食が 發 表せられ たと 認 むべき であって、 夫人が 立 行 を 始められ たの はこの 頃からで あろ、 然 

らば 夫人の 淨行も 相當永 f 間で あろ。 斷食 決行 以前の 成 田に 於け ろ 行動 はこれ 亦 報德記 に 明 かで あ 

ろ。 今 淡 山 論集と 相 11 して その 要 を 摘まめば、 

先生 成 m に 至り 旅 宿 (註 淡 山 論集に 小川 屋と ぁリ、 これば 淡 山 翁の 成 訪問 せられた 頃の 名で、 先生の 當 

t- は 佐久良 屋と稱 したと いふ、 今 は 小川 屋の名 もな く  旅館 蓬萊閗 となって 居ろ) に 着して 曰、 予、 レ頌 あって 

斷食 誓願す る 者で あ ろ 「亭主 そ の 住居 地 を 尋ねれば 、小 田 原 藩士 な る 旨 を 答 へ 、 懐中より 七十 兩 (註 

法定 金貨と して 千 s 百圓) を 出して 之 を 預けた、 亭主 は その 服装の 粗末なる に 所有 金の 多き を 見て 怪み 

止宿 を 拒まん とした、 先生 闩、 旅 宿を斷 ろなら ば始に 於て すべきで ある、 一： 《 一諾して 然ろ後 拒絶す る 

は 何故で あろ か、 予 心願あって 祈念す ろ ものである、 何 を 疑 ふかと、 その 聲 鐘の 如く 眼光 人 を 射る、 

亭主 は大に 恐れて 之 を 謝し、 窃に使 を 遣して 江戸に 至り ト田原 侯 邸に 往 きて その 眞疑を 質した とこ 

ろ、 ニ宫 は當 藩士に して 尋常の 士 でない、 必ず 粗略に する こと 勿れと 戒められた、 亭主 は 使者の 報吿 

を 得て 驚き 且つ 手厚き 取扱 を 致した。 然れ ども 先に 一 たび 怒 を 買 ひたる を 以て、 先生の 容赦. を 求め 

んと 欲し、 信 勝 寺に 至り 和尙 に吿げ その 諒解 を 依願した、 當 時の 和 尙は照 胤と いひ、 頗る 擧識 あり、 

之 を 聞いて 承諾し 亭主 に 代つ て 失言 を 謝した が 、 先生 莞爾として 意に 介せ ざろ 如くで あつ た 、 斯く 
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て^ 尙と語 を 交 ふるに 至り、 和 尙曰责 下の 寬容斯 の 如き は 旅舍の 幸で ある、 W しながら 旅亭 は^だ 

雜沓 すろ を 以て 長期の 參篛 は靜 座に 妨が あらう、 本 寺に 刖寮 あり 之に 移って 修練し 精 誠 を 養 はれよ 

と、 先生 喜んで 之に 從ひ Y 日々 の 勤行 朝より 夕に 及び、 浴 水 幾 回唱經 念誦 法の 如くに して 些の懈 り 

なき 狀 態であった。 

和 尙問を 見て 曰、 世の 當 山に 祈願す ろ 者 を 見ろ に、 或は 自ら 其 疾の爲 にし、 或は 其 貧 を 免れん が爲に 

し、 或は 榮利を 願 ふが 爲 にし、 大凡 私事 私慾の 爲 にせざる ものな し、 今 貴下の 狀貌を 見る に 强壯健 

全に して 疾 なく 粗服 を纆 ふと 雖も 貧を薆 ふるもの ではない、 知 足寧靜 にして 榮利を 祈ろ が 如き 氣色 

もない、 抑 も 何の 爲に 祈願す ろかと、 先生 曰、 疾病が あるので はない、 余 も 幼に して 父母の 病に 逢 ひ、 

不幸に して 早く 父母 を 喪 ふ、 思 ふに 天下 余と 不幸 を 同じく すろ もの 少なくな からう、 特に 天 明 饑饉 

以來 貧困 窮迫の もの 多く、 野 州芳賀 郡內の 如き 廢 蕪に 歸 したる もの 甚だ 多い、 今 この 與復の 任に 麿 

る、 願く ば 1K 下に 饑民 なから しめんと すろ もので あろ、 野 州 物 井村に 來 つて 旣に七 年、 着 々實 行す 

とい へ ども 民心 未だ これ を 解せ ず 障害 多し、 天 地 祌明苟 くも 此 誠心 を 信と せ ずん ば 死す とも 食せ ず、 

民 を 救 ふ 能 はずん ば 身 を 猛火に 投 ぜんの み、 これ 祈誓す る 所以で あろと、 

和尙 曰、 善哉 責 下の 誓願 誠に 斯く なれば 天下 救 ひ 得ざる の 民な しで あらう、 而 して 往時の 佛祖の 誓願 

亦斯の 如き を 出で ず、 この 誠心 を 持して 動か ずん ば、 如何な ろ 障害 も 消 除し 得べ く、 如何な ろ 念願 
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も 達し 得べ しと、 感服 措かず、 淸談盡 くる 所 を 知らなかった とい ふ。 

以上の 事實 によって 正月 廿日から 三月 上旬まで 約 五十 日間、 先生の 居所 は 不明で あるが、 寺 合も齩 

寒に 際し 或は 各地の 祌 社佛閣 を巡拜 せられた か、 今日まで 集まった 書類に て は 以上の 程荧 より^ 明し 

ない ので ある。 

成 田より 歸陣の 後 は 萬 事 極めて 順調で ある、 小 田 原 藩士と して は 小路 只 助 常 詰と なり、 宇津 家より- 

は 横 山村 田 等 虞々 往來 し、 仕 法 關係者 中には 一 切の 煩 惱消燼 し、 岸 右衛門、 圓藏其 他村， r 一  人の 苦淸 

を唱 ふるな く 人心 全く 安定し、 陣屋 は 春の 如き 狀況 にて 四月 廿 三日に、 夫人 は彌 太郞、 ふみ子の S 男 

女 を 伴 ひ、 下僕 を 具して 下物 井村の 茶 摘に 行く とい ふ 和 かさと なった。 而 して 大 試練 を 經 たる 先生の K 

思想 並に 仕 法 上の 規範 様式 も 次第に 整 ひ、 報德 生活様式の 體驗に 進む 幕が 開かる ， に 至った。  一 

七 與國 安民の 新 仕 法に 入る 文政 十二 年 四月 八日に 成 m より 歸陣 した 先生 は、 翌 九日より 村內を 

巡 廻して 情勢 を 視察した、 先生の 出府 不在 中、 豐田 正 作 は 勝手 放題の 施設 を 行った、 先生 は 横 山 司せ 

平等と 協議の 上、 事情 を 精査して 適正に 之 を處理 し、 或は 賞し、 或は 罰し、 或は 指令 を變更 した、 そ 

れは 大略 四お の 中旬より 下旬の 間に 行 はれた。 (註 横 山 周 千 はこの 顷司右 干と 改めた) 

〔例 一 〕 物 井東 沼 等の 住民が、 隣村 横 堀 村 等の 地所 を 所有して 居た、 豐田 正 作 は 曰く 村民が 他村の 

W 地 を 耕作す る は 自村を 疎略に する ものである。 斯の 如き もの A ある を 其 儘に して 自 村へ は 他村よ 
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り 移住者 を獎勵 するな どい ふこと は 矛盾で あろ、 依て ® に 他 町村^に 於け ろ 听有質 也 を その 村の 卞 

人に 戾し我 領內の 耕作に 努力すべし、 若し 怠る もの あらば 罰せん とい ふこと であった。 寸.^ ま 之 を 

以 て 横 堀 其 他 の 所有地 の 元 所有者 へ 買戾し 吳れろ 様 交^したが 、容易に 買戾す こと を 承 諸し よ ハ の 

で、 交涉數 回に 及んだ、 漸く 承知した が 實行は 困難であった、 斯ろ 紛議 中 豐田 は 江戸へ 召喚 せら は、 

先生 は歸 任と なった ので、 この 問題 中の 村民 は 他村に 於け る 土地 所有 を 許された いと 巾 出た から、 

先生 は斯の 如き 破約 は鄕禮 を辨ぜ ざろ もので、 仕 來りを 破り 先方へ 對 して 理不盡 の 取 1、 第一 大切 

なる 田地 を^ 略に する もので あろと て、 元々 通り 所有す る こと を 許した。 その反^ は 田 六 反爱畝 人 

分、 畑 八 反 八 畝 贰拾參 歩であった。  ， 

〔例 一 一〕 西 物 井の 藤左衞 門、 物 井の 彌藤 治、 下物 井の 平藏 は、 平素 善良な 者ではなかった が、 文 突 

十 一 年 十一 一月 廿  一 n 所用あって、 隣村 大島 村の 石橋 を 通行して 居た 時、 西 物 井の 平左衞 門が 平素の 惡 

癖な ろ 酒 狂の 結果 喧嘩 を 吹き かけ 難題 を 言 ふので、 三人 は^ 去った 所が、 平 左 衞門は 豐田 正 作に 訴 

, 三人 は 赌博を 行った と吿 げた、 三人 は 屡々 召 出され 吟味 を 受けた が、 事實 無根で あると 辯 ，解 し 

_  てぐ さり 

て も 通らない、 終に 手 鎖 村 預けと なった、 横 山 司 右平が 出 役して ー應 親類 預けと なった けれども、 

農業 を 出精した いから、 赦免に 預 りたい とい ふ 嘆願が あった、 先生 は 平左衞 門が 不埒 か、. 三人が 不 

都合 か 幾分.^ 明し な い 點が あるが、 . 深き 思 召 を 以て 農桊 - ) 出精す る 様に 命じ ヒ。 


〔例 三〕 曰 記 文政 十一 一年 三月 廿 1 ill 作 歸府の 翌日の 條に 「御 知行 所 三ケ村 組頭 警 姓へ」 の 

詹が あろ。 その S 曰に よれば、 村 役人 警姓等 は 文政 五 年以， 來の御 仕 法 を 有り難く 存じて 居た 

所、 文政 十 一 年より 1 ！宫は 御 仕 法の s?f ず 出府した ので、 その 跡 まう S 府した 者 十 モ 

にも 及んだ から、 御 陣屋 (需 在任) よ I 押 方き 出 S で 取調べた 所、 御 仕 法 S 願の 爲 であ 

つたと いふが、 此度 御聞濟 になった から、 二宮 も 其 中に 歸る であらう から、 安心して 農事に 勵 I 

にと ある。 

"〔例 四〕 先生に 反對 した 隨 一 は 物 井村の 岸 右衛門で あると 報證に 見えて 居る が、 四月 八 曰に 先生 

の歸 村の 節 は、 旣に その 五 H: に i 山 司 右^ s  I 行中に 岸 右衛門の 名が 見 ゆるから、 その 悔 瞎 は 先 ^. 

-生 の歸村 以前で あろ 様で ある、 報德 記の 記事 は數 段に 分れて 居る、 その 第 一 段 は  y 

、岸 snf もの あり、 少しく 才 S り、 性 S にして 剛氣 なる も の なり、 先生 陣屋に 至る より、 

曰夜顏 苦行 S し、 奮 貪し、 百姓 を 零ん とする に、 之 を嘲り之ま り、 邑人 をして 先生の 

德に歸 せ ざら しむ、 自ら 大言を 吐き 三綏を ひき、 謠 をうた ひ、 再 復の仕 法に 相反す るの 行 ひ をな し、 

歳月 を 送る こと 七 年に 及べり、 先 I 大 I- として これ II る は、 其 自然に 己が 非き り 自ら 

悔 ゆるの 時 を 待つな る、 べし、 f に 先生の 丹誠 裏月皇 ね 年 I るに 及？、 彌 i く功镜 S 

に S れ、 良法の 良法た る 所以 明白な ろが 故に、 岸 右衞門 思へ らく、  ？小展 より 此地每 I 


んが爲 に 出張す ろ もの 幾人、 一 年 を 待たず して 或は 退き、 或は 走れり、 二宮 氏 命令 を 受け 來 ろと 雖 

も 必ず 前 轍 を 踏まん 而已、 假令 如何なる 仕 法 を 下す とも 此 地の 再 與成 就すべき 道 あろべ からず とせ 

り。 然るに 七 年に 及び 其 丹誠 益々 厚く、 功顯 日々 に 著る し、 我斯の 如き 仕 法に 敵し 年 を經ば 三邑再 

與 近年に 成り、 罪人に 陷 らんこと 眼前な り、 今 速に 前非 を 謝し 共に 再復の 事に カを盡 し、 後 榮を取 

らんに は 如かず と、 是に 於て 人 をして 岸右衞 s: 仕， 法に 感じ カを盡 さん こと を 願 ふと 言 はしむ 先生 

共 舊惡を 咎めず 悅んで 其 請 を 許せり。 云々 

と あるが、 この 謝罪 は 成 田山參 籠より 歸 村までの 間と すれば 事情が 適應 する。 

其お^ 民の 私曲 を 匡し、 村 役人の 責任 を 問 ひ、 或は 出精 奇特 人 を 賞し、 村 役人 出府 中の 費 ffl 甙拾五 

兩餘 を給與 し、 勸善 懲悪の 意味 を 以て 厳正なる 熊 度に て 仕 法 停頓 中の 滞^ を處理 した、 その 記錄は 

さんべ い また ざ ゑ もん  、  I  .  iv  I -  <r  t  ノ  、 

記 原本 七十 枚の 多き に 及んで 居ろ、 時に 大久保 家に て は 三 幣又左 衞門を 以て 御 知行^の 衝^ 役と し 

お 腐 は 櫻 町 陣屋の 勤番と なり、 上下 疎通し 仕 法 は 順序よ く 進展す るに 至った。 

翌 文政 十三 年 は 天 保 元年と 改暦せられ た。 衩仕法 は 愈々 興國 安民の 新 仕 法と 展開す ろ 端緒が 開けて 

來た、 卽ち 宇津 家の 財政 は 分 度が 確立し、 先生の 仕 法に は 根本 精神が 鮮明に 表現す ろに 至り、 仕 法の 

様式に 1 新機軸が 顯 現し 始めた。 

八 宇津 家の 分 度 確立 宇津 家 は 最初 先生に 許す に 千 五 俵と 畑 方 百甙拾 七兩、 其 他 拾 七 兩餘を 以て 
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IS 負 はしめ た、 この 分 度に て は 宇 I の 內政歲 計に は 不足 を 生ずろ、 その 不足 は 小 田 原より 叻 成し 

た、 それで 領土の 仕 法 は 分 度が 定まった ので あるが、 領主 は 不足 を 補 はれる ので 分限に 拘ら ざる 內 a 

生活 を するとい ふ狀 態で ある、 この 缺陷を 矯正し なけれ ぱ將來 領土 復與 すと 雖も、 財政の 危險ま 通え 

ない、 先生 はこの 點に 着眼して、 或は 横 山 司 右平と： S 哦し、 或は ％が^ 聯と議 したで あらう、 而 して 

女 政 十一 一年 成 田參籠 以後 この 議は 順當に 進展した、 卽ち 文政 十 一 一年より 天 保 五 年までの 「御 暮方却 土 

臺帳」 と 題す る 書類が 九 冊 ある。 全部 分 度 生活の 徹底的 成果が 記^せられて ある。 これ 卽ち 先生の jH 

法主 裁の 力が、 領主の 臺 所にまで 及んだ 證據 である。 

當時 領主の 經濟 は、 一 般に 年貢 牧納の 十月より 翌年 九月に 至る ものであるが、 宇津 家の 文政 十一 一年 

より 翌 fK 保 元年 二月までの 出納 記錄々 見る に、 三月より 急に 支拂が 改められた、 譬 へば 領主の 御 召 物 

小 遣 料 は 月々 貳兩の 所、 三月より 壹兩壹 朱と なり、 夫人の 分 は 月々 贰兩武 歩の 所が 主人 同様 壹兩壹 朱 

となり、 唯 里方た る 上 杉 家より 贈らろ， 夫人の 小 遣 年 拾 贰兩に は 手 は 着けない。 御 膳 御 賄 料 も 甙兩甙 

朱から 豐兩參 朱餘に 減じ、 筆墨 料、 蠟燭 代、 油 代、 薪炭 料 も 減ぜられた。 然るに 祌事、 佛 事に は 指 を 

觸れ ず、 驚くべき は 下司、 下婢 等の 給料 等 は 却って 增 額し、 岡 部、 代 田 等の 用人 給 は 四 雨から 壹兩甙 

步に 急減して、 御 仲間 八 人 四 雨が、 七 人 拾四兩 となって 居る、 尤も 次の 天 保 二 年に は 岡 部、 代 W が 三 

兩に戾 つたが、 女中の 三 歩が 贰兩、 仲間 十六 兩萱 分と いふ 增給 であろ、 併し 年限 中領 、王 及び 夫人 は f 
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補して 居な い。 これ 明かに 先生の 意見に よる 分 度 生活に 人った ものである • 

今 この 六 年間の 支 拂總額 を 見ろ に 次の 通りで ある。 


文政- 

天 保 元年 十月より 

天 保 二 年 十月より 

天 保 三年 十月より 

天 保 四 年 十せ より 

天 保 五 年 十月より 


金 二 一 百 八 拾 贰兩餘 

金 三百 三 拾、 兩餘 

金 三百 三 拾 八兩餘 

金 HI 百 八 拾. 兩餘 

金 三百 五 拾 壹兩餘 

金 三百 五 拾 九兩餘 


天 保 元年 九 おまで 

IK 保 一 一年 九月まで 

天 保 三年 九月まで 

天 保 四 年 九月まで 

天 保 五 年 九 月まで 

天 保 六 年 九月まで 

宇津 家の 分 度 を 1 ケ年約 金 三百 五拾兩 前後に 確定せられ たと 見えろ が、 第二 年 以後 は 年々 剩餘を 生 

じて 居ろ。 

この 分 度 確立の 時期 を 按ずろ に、 先生 は 文政 十三 年 (天 保 元年) 二  M: 廿八 H に 出府し 三月 卄 九日に 

歸陣 したのと、 分 度 は 三月 分より 實 行せられ て 居ろ のと を 見れば、 大體に 於て 一 一月 末より 三月 初旬と 認 

め 得ろ。 また この 年 正月 五日に 夫人 は彌 太郞、 ふみ子 を 伴ひ數 人の 村^に 送られて 十二 n 生家 相州鈸 

泉に 到着し、 三月 七日に 歸陣 した。 夫人の 歸省 とい ふこと は、 仕 法が 順調に 進みつ A あろと いふ こと 

と、 餌 主の 分 度まで 定まろ 様になった 內 心の 悅び とが、 出 鄕以來 八华を 過した 今 H、 世 常の 正月の 禮 


として 父 5： を 省み ろ 機會を 見ろ に 至った もので あらう。 

九 櫻 野領仕 法の 效顯 櫻 町 領の仕 法 は 文政 五 年より 天 保 二 年まで が 第一 期で ある。 それ は 先生が 

最初 十ケ年 ^を 期して 千 俵の 牧納を 一 一千 俵に する こと を 約した 期間で ある。 この間の 經過 は最， 刃の 一二 

四 ケ 年間 は 着手 期で あり、 中の 三四ケ 年間 は 障害 期で あり、 終りの 兩 三年に 好成績 を擧げ 得た の で 

ある。 

飜 つて 仕 法 初頭に 立歸 つて 觀 察する に、 先生 は權 柄に 傲らない が詔諛 請託 を 許さず、 朝 は 夙に 夜 は 

更 くるまで 住民に 先んじて 仕 法に 精 働した、 當時荒 地の 所有者 は 段 畝 歩の 帳簿 內に隱 された 畝 歩 を 持 

つて 居た、 開發 によって 新に 何 段 何 畝 歩かに 改められた、 荒 地の 名の 下に 私に 開墾 せられて 居た 田畑 

は 明確に 畑と なり 田と なった、 依て 多少 快から ぬ 者 もあった、 ^し 水 掛り惡 しくして 田と も 畑と も 

つかぬ 地面に 給水が 行 はれ、 浸水 甚 しく 牧穫 薄き 下々 田が 地上げ を 以て 乾田と なった、 道路橋 梁、 是 

防渠溝 面目 を 一新し、 利便 增 加し、 住宅の 屋根 は 勿論、 便所、 木 小屋、 灰 小屋まで 修理し、 或は 新築せ 

られ、 張膽明 目の 間に 最初の 二三 年 は 過ぎた、 正しき もの は 害び、 邪なる もの は 快と しなかった。 

永い 問、 貢租が 壹千俵 以內に 減じて 居た ものが、 着手の 年から 壹千俵 を遙に 超えて 年々 に暂 進し、 

三 四百 俵を剩 すに 至った、 奸 民より いへば 仕 法と は 領主の 增税 策と も 見られた、 然れ ども 年々 仕法資 

財を投 ずる こと 鱟千七 八 百兩、 田畑の 開 發數十 町歩、 領民 は 生活の 憂 は 拭 ひ 去られて 收納は した 
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が、 その 潤澤は 領主に 牧納 せらろ 、に 非ず して 仕法资 財と して 領土 を 肥沃に した、 斯く 領土 は 改善せ 

られ たが^ 主 宇^ 氏 は 一 定額に て 生活し、 家臣 は 悉く 給 米 を 減ぜられ、 依然た ろ 窮迫 狀態 である、 俗 

吏より 之 をい へば 仕 法と は 領民 を 肥す 方法の 如くであった、 而 して 當時 領主の 家臣 は 之に 關與 すろ な 

く、 仕 法 資財の 牧支は 先生の 一 手に 委託せられ てあつた、 故に この頃 仕 法と は 一 一宮 一 家の 負 請 事業と 

稱 すべき 觀が あると も 評された。 

文政 六 年より 同 九 年まで 投じた 資財の みに て も 金 五 千 餘兩に 上り、 米の 分外 千 九 百 一 一十 俵に 上つ 

た、 而 して 住民の 側 を 見れば、 文政 四 年に 百 五十六 軒 七 百 二十 二人の 村 方が、 文政 九 年に 於ても 依然 

たる 百 五十六 軒で 人口 は 七 百 六十 九 人に 過ぎない、 この 住民 増加の 進ま， ざる 點は、 先生が 仕 法に つき 

焦慮した 所以で ある、 ^を 投 ずる こと は大 にして 一 村 繁榮の 基本た る 人口 增加 は少 い、 新 住民 招致 策 

の 無効なる は、 一 村の 根基の 鞏固なる に 至らなかった 所以で あろ。 卽ち來 住 も あるが 退轉 もあった 證 

左で ある。 

先生の 仕 法に 就て は 非常なる 注目 を拂 つて 居た 小 田 原の 藩臣 が、 その 仕 法 を 非難した の は斯の 如き 

具體 的事實 をい ふので あらう。 而 して 先生 を 目して 仕 法 請負業た ろ 江 戶の營 業的资 本家と 同 一 類と 評 

したので ある。 斯 かろ 事情 は 文政 十 年 同 十 一 年に 於け る 大西藤 次郞、 豊田正 作 等の 行動と なり、 終に 

小 田 原 藩主への 訴へ となり、 また 先生の 戎 田山參 籠と なった ので ある。 
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賢 君 大久 保忠眞 侯が 絶 封の 信賴 あり、 また 先生の 誠忠 は 成 田 山に 於て 立證 せられ、 文， 政 十二 年より 

先生 は 全權を 以て 仕 法 を進涉 せしめた、 從來^ 境界 紛議た る 所謂 地 論 は、 元 祿の古 圖と實 地の 踏査と 

の 合致せ ざるが 爲 であろ、 故に 一 々水 帳に 引合せ、 實地を 測量し、 水 帳と 實 地と を對 照して 一 々精確 

なる 所有 權を 確認し、 近 鄕遠國 より 招致した 住民に よって 横 田 村 目 貫 坪の 大^ 跡 を 復興し、 荒野 を 煙 

立つ 村里と した。 

斯くて 天 保 1 一年までに 投じた 仕 法 資財 は壹萬 一 i 千 餘兩に 上り、 宇津 家の 爲 にも 正確なる 分 度 を 確立 

し、 千 五 俵 中 貳百數 十 俵 を 飯米と し、 三百 俵 を 仕 法 財と し、 殘 額に 畑 方 を 合して 金と して 三百 五十 兩 

許 を 以て 第一 期の 分 度 を 確立した。 而 して 天 保 三年に は 戶數百 六十 四 軒 八 百 二十 八 人と なって、 爾後 

年々 增 加の 趨勢 を持績 し、 收納も 亦 平年 千 八 百 俵 を 超え、 是亦 年々 增 加の 狀 勢で ある。 特に 文政 五 年 

の 收納實 際 高 千 五 俵 を 標準と すれば、 天 保 七 年までの 十 五ケ 年の 總實牧 額壹萬 四千 八 百 五十八 俵餘に 

して、 標準 額 を 控除 すれば、 八 千 五 百 四十 三 俵 餘金贰 百拾兩 餘を餘 し、 宇津 氏の 基本 カを增 加した こ 

とが 明かで あろ。 

また 天 保 四 年の 凶作に 際し、 民間の 貯蓄 雜穀 三千 三百 七十 六 俵餘、 天 保 七 年に は 三千 七 百 四 拾贰俵 

餘毎戶 一 人 五 俵の 標準に 蓄積 せられて、 肥沃なる 關 東の 諸 村に 餓李 途に橫 はると いふ 時で あろが、 案 

外脊 溝な ろ 櫻 町 領には 一 ケ年を まへ て 尙餘り あろと いふ 有様で ある。 されば 戶 ロも增 加し、 天 保 八 年 
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に は 百 七十 三 軒、 八 百 五十 七 人となり、 なほ その後 も增 加して 嘉永六 年に は 百 八十 八 軒 壹千百 三人と 

なった。 

天 保 一 一年に 第 一 期の 契約 は 完了した が、 當時牧 納額約 一 一千 俵、 畑 方 を 合して 優に 契約 以上の 成績 を 

擧げ、 H 租甙千 俵、 畑 方 百 三十 八 兩に增 加し 或は 實カ 三千 俵と 見 傚す とも 可なる 狀 態に 進んだ。 泎し 

宇津 家 は 四千 俵の 家格 を 維持す る こと は出來 ない、 故に 本家 大久保 氏より 不足 額 を 補 ふか、 米 金 合し 

て 約 三千 俵の 收納を 極限と して この 外に 牧人の 方途 を 立てねば ならぬ、 卽ち 或ろ 年限 間 仕法餘 財の 積 

1 丄 によって 基金 を 作り、 その 金利に て 不足 額 を 補 ふ 外に 方法 はない、 然るに その 積 立 期間 は 宇津 氏の 

53 仕 を 見合せ て、 本家の 助成 を糰續 し、 從來の 通り 仕 法 を繼繽 し、 その 仕 法 年限 延長 期間に 積 立を完 

了す る 外に 工夫 はない から、 是非 仕 法 年限 を 延長 せんこと を 請 ひ、 天 保 二 年より 爾後 五箇 年間の 仕 法 

延長 を 願 出た 所、 大久保 家より その 承認 を 受け、 宇津 氏 も 從來の 通りの 分 度に て 五ケ 年間 隱忍を B 根 

すろ こと A なった。 これ 仕 法の 第二 期と も稱 すべきで ある。  • 

然るに この間に 天 保 四 华と同 七 年の 大凶 作が あって、 積 立 は豫想 通り 行かなかった が、 天 保 九 年に 引 

渡した 分 度 外の 積 立 は 八 千 五 百 四十 五 俵、 金甙百 十雨と 計算 せられて 居ろ。 また 宇津 家の 分 度 は 各種 

の 支拂を 完了して 一 T1 拾 贰兩餘 の 殘額を 生じた。 幸に も 天 保 十^に 養子 延次郞 の 入籍に よって 持參 金. が 

あり、 また その 緣 女の人 籍 にも 持參金 があって、 生活 は 案外 好都合に 進展した が、， そ^まな くと も. BI 


追 生活の 基礎が 確立した ので、 領主 は 天 保 年より 出仕し、 若し 不足 あろ 時 は 本家より 助成す る こと 

を 約され て 居た から、 天 保 七 八 年の 頃に 於て は、 先 づ大體 に復舆 した ものと 稱 すろ を 得べき である。 

依て 先生 はこの IK 保 八 年より 交涉の 上、 天 保 九 年に 宇津 家に 對 して 仕 法 を 完了した る ものと して、 仕 

法 事務 を 引繼ぐ こと A なり、 宇津 家より は 從來の 例によって  一 二人の^ 僚 を 駐在せ しめて 之 を 受取つ. 

て 居た が、 先生の 一 族 は 陣屋 內に 在住し、 時には 宇津 家の 吏 僚 は 悉く 江戸に 登ろ こと も あろので 、度々 ■ 

先生の 息 彌太郞 氏が 事務 を 執り、 息女 ふみ子が 代筆に て 用を濟 まし、 また 何事に よらず 先生に 委囑 する 

姿であった から、 事實上 領內の 行政 は 先生の 掌中に あつたと もい ひ 得る が、 當 時の 狀況 は實に 太平 無 

事であって、 天 保 十三 年 1 一月 廿九 R! 附 日光 御社 參に關 すろ 照 會書狀 中に、 

下拙當 地に 罷在候 中 は、 村 田、 岩 本 御 氏の 御存じ 之 通、 何 一 つ 願 出 等 も 無 之、 米 金 小物 成 御 上納 

之 儀 も 相 觸不申 候 得 共、 日限 を 不違相 進み 申 候、 農業 之 儀 迚も 別段 出精 仕、 當時之 儀 は初發 一 坪 一 

家 を 相 守り 云々 

と あるが、 當時は 未だ 先生 退去 後 も斯の 如く 靜謐な ろべ しとの 安心に も 達して 居なかった かと 思 はれ 

る 様子であった、 然るに 天 保 十四 年 十 一 月 一 1H 附の 書状に よれば 

彌太郞 一 人に て 取扱、 何 一 つ 差 支 無 御座、 增て 公事 訴訟 願事な ど は 御 承知 之 通 無 御座 云々 

と ある、 卽ち天 保 十三 年に 幕府に 登用 せられて 以來、 先生 は樱 町に：！ 陣 すろ 暇が "な かった ので、 數へ 
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て 一 一十三 歳の 彌太郞 尊 行 先生が、 未だ 修業 中の 身 を 以て 唯 一 人 村長より 書記に 至ろ までの 用^ を 執つ 

て 居た ので あろ。 

尤も 翌弘化 元年、 同 二 年 は 凶作であった ので、 貢租 引下げの 懇願が ぁづ たが、 本來定 免の 約束と な 

つて 居た ので 之 を 許さず、 出精 奇特 人人 札 其 他の 敎化獎 勵法を 以て 村民の 歡 喜の 裡に 問題 解お を 計 

り、 弘化ー 一年 富 田 高 慶氏を 遣して 人 札 を 行 ひ、 賞與を 交付した。 この 敎化 様式 は、 當時 起稿 中の 仕 法 

維 形に よった もので、 その 根元 は 從來櫻 町に 於て 厲々 實 行した 最善の 方法 を 以て 規準と した もの で 

あろ。  • . 

次で 先生 は弘化 三年に H 光 仕 法 雜形を 完成し、 嘉永 元年に 一 族 isi^l に移轉 したので、 文政 五^  i 

以來廿 七 年間の 生活 根據地 は、 櫻 町より 眞 岡へ 移動した けれども、 なほ 櫻 町の 仕 法 中 開 發の殘 業 も あ 一 

り、 依然として 先生 は 領主の 代官た る實 があった。 然れ ども 日光 仕 法の 實行 せらろ., に 至って 嘉永六 

年眞 岡より 今 市へ 移轉 する こと， なり、 日光 仕 法 は 多忙で あり 往筏 遠ズ して 支配に も 困難で あろから 

とて、 宇津 家と 協議の 上 横 山 平 太 を 駐在せ しむる こと A なった から、 名義 も 事實も 初めて 先生の 手 を 

離れた けれども、 御 仕 法の 事に 就て はな ほ 先生の 指揮に 從 ふべき こと A なって 居た から、 重要 事件 は 

1 々今 市の 官舍に 使 を 遣して 指導 を 受ける こと を繽 行せられ、 先生 歿後に 於ても この 手 鑌は繼 縫 せら 

れて 居た。 


斯くて 前後 三十 餘 年の 歳月、 辛苦 艱難 能く 櫻 町 領三ケ 村 をして 模範 領 たらしめ たこと は、 宇津 家 は 

勿論 小 田 原 藩に 於ても 認 むる 所で あつたが、 宇津 家より 先生に 對 すろ 謝恩の 意義 を 表明す ろ 取扱 は、 

嘉永五 年 十一 一月 附 にて、 永代 年- *c 高 百 石み」 贈 進 するとい ふ 書 狀に釩 之 助の 長文の 謝恩 狀を 添へ て迗っ 

て來 た、 それ は 嘉永六 年 正月 六日の 曰 記に 記されて ある。 その^ 書 は 

高 百. 石 也 

右は當 知行 所 退 轉亡所 同様 相 成 候 之處、 数十 年拗， 1 身命 ^ 不， 二通 1 厚預 n 丹精-候 恩 儀 印、 永代 可レ 

-7  " セラ ルルー 1 

進 之 候、 於，， 受納 1 者、 先祖 子孫に 至る 迄 本望 候 仍而如 件 

嘉永五 壬 子年 十二月 卄 四日 .  宇津 釩之助 

敎 成 (花押) . 

二宮 金 次郞殿 
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第 六 章 報德 思想の 構成 

一 競爭排 擊ょリ 一圓 融合へ 文政 十二 年の 成 田 山參籠 は、 二宮 先生の 生活の 道程に 最も 大 なろ 壤 

機 を 劃 1 た、 先生 は I 身 一 家の 生活 を 困窮より 救 ひ 出す 位の 技術 は旣に 修得して 居られた、 囊 にま艮 

部 の家？ 蒙し、 犛に 於て，. 村 治の 面 n? 一  新した ろ 事？ 2 ち W し 一 村 4? 達 通り 

に は 行かなかった、 豐田 正 作 始め 數 人の 吏 僚が、 岸 右衛門 始め 数人の 百姓と 結託した、 先生 は飽 くま 

で 之に 封抗 した、 競爭と 排撃と は 一 村の 自治 民 育に 粉 議を 生じ、 終に 村 柄 取 直しの 事業に 行詰り を^ 

じた。 而 して 成 田 不動 尊へ 參篛 となった。 

先生 は兩 親、 親戚、 君恩の 忝け なさ を 知り、 之に 報 ゆる ことの 難き を さへ 辨 じて 農 特に 努力すべき 

こと を示敎 しつ， あった。 然れ ども その 事業に 反對 する 妨害物 を も 愛する に は 至って 居な かつこ、 一 

たび 三七日の 斷食靜 思を經 たる 後に は、 濶 然として 自他 封 立の 境地 を 離れて 一 圆 一 元の 琴線に 觸れ 、せ- 

に  1 圓 融合 相 和の 心境が 開けて 來た、 天 保 元 (文政 十三) 年 八月 十七 日に 次の 様な 俳句 を ものした。 

1 圓に御 法 正しき 月夜 かな 

田畑の 實法 今宵の 月夜 哉 


仁心に 民の 心の つく 夜 かな 

「一圓」 に 御 法の 正しき は、 一 圆 に 仁心の 及ぶ ことで ある。 一圓の 仁心に 民の 心の 氣づく 時、 この 月 

-の 夜の 圓 かな 如くに、 上下 一 和の 境界が 開かれる。 豐田 正 作 も 天地の 子で あろ、 岸 右衛門 も祌の 如き- 

母の 眼より 見れば 可愛の 子で あろ、 君 は卽ち 父で あり 母で ある、 君の 仁心に は 豐田 も 岸 右衛門 も 忌 は 

しく は 映 じ はしない ので あろ。 然るに 先生 思へ らく 事業の 妨害 をな す は 彼等で ある、 彼等の 言 ふが 如 

くん ば卽ち 我れ 職に 留 るべき でない 、宜しく 去 つ て 閑地に 就き、 自ら 鋤 鍬 を 握 つて 耕さん に はと 辭任を 

申出た が、 飜 つて 憶 ふに 一 旦十ケ 年間の 完成 を 誓って 御 引受 を 致した ので あろ、 若し これ を辭 する 時 

は 一 は卽ち 君に 對 して 約 を 破り、 二 は 卽ち君 侯 をして 不成功に 終る が 如き 愚劣なる 人物 を 採用した 不 

明の 譏 を 受けし むる、 二つながら 忍ぶべからざる ものあって 成 田 山に 赴き 一 死 を 以て 萬 生 を 求めん と 

したので ある。 斯くて 神人 一 如の 境地に 立って 見れば 反 封 者 も 亦 我 子な りと いふ 君 侯の 仁心 を 味讀し 

得ろ ものである。 先日の 辭意は 抑 も 何の 戟 言であった か、 悟っての 後より 見れば 背に 汗の 流る A を覺 

ゆる 次第であった、 これ この 俳句の 詠 ぜられ る 所以で ある。 されば 天 保 元年 九月 二日の 日記に、 

初より 皆 間違の 言葉 は、 又 間違の 落葉な りけ り。 

と ある。 古今の 史上に 於け ろ 英傑の 言動に もこの 間違 は少く あろまい。 何故 なれば 世に 治亂 興亡の あ 

もの は、 その 行爲の 本源が 天地 を 貫く 輪廻より 發し 一 圓 融合 を缺 いた 爲 であろ。 後に 到って 「故 道」 
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の 歌の 作られた の もこの 間違 を 正す 思念の 流露で あらう。 その 間遠 は 天地 間 一 切の 萬 象 を 差^ 對. 立と 

見做し、 各自， は その 對 立した 一 點に 立脚し、 他 を 排撃す ろからで ある。 是れ 「fK 地相 和して 萬 物 生じ、 

夫婦 相 和して 子孫 生ずる」 様に、 宇宙 間 一 切の もの、 和合せ ざれば 薪し き 發生も 創造 もない、 宇宙 問 

1 切の 事物 は、 夫婦の和 合に よって 一 家の 繁榮 を來す 様に 一 圓 融合 をな すべきで あろ。 

成 田 山より 歸陣後 は 村民 悉く 歸 依し 尊敬し、 其の 敎を 遵奉した が、 賭博に 日 を 過ごし 來 つた 平右衞 

門 だけ は、 酒 を 呑めば 惡ロを 繰返した、 天 保 元年 十 一 月 大正 院參會 の 節 

二の みやで 長く 御 趣 法す る もよ い 殿 は 宇津^れ 村 は^ 亡 

横 山 も 眼 開いて 村 通ろ  ぁン まり 馬鹿と 人が いふらん 

^るに これに 就ても 餘り 大した 詮議 立 をし ないで、 村 役人に 任せて 終った 程に 寬大 であった、 而 ノ 

てこの 平 右 衞鬥も 終に 先生に 封抗 すろ 匕 を 投げた。 

天 保 一 一年に は 報德金 貸付の 倏 目が あるから、 報德 思想が 練られて 居た が、 對 立より 一 圓 への 悟道 的 

考察 は 長足の 進展 を 見た。 先づ 宇宙が 一 圓 一 元に 立脚す る 思想の 見 ゆる は、 天呆 三年 十 一 月廿 七日 宇 

都宮柴 田屋平 八と いふ 不一 ー講の 同志に 遣した ろ 短 かき 書狀 である。 

一 今 B 金 兵 衞を以 (て) 申 遣 候 儀、 元 丸 之 內に丸 有って 丸の 內に 一 つ 物 あり、 一 つの 內に兩 輪 あり、 

又 其內に I つ 含む、 是れ 天 地 人 之 三才 具足して、 五常 行と 成る 萬 代 不朽 之^-こ 御座 14、 


と あろ。 今 文 軍に 基き て 圖を作 ると 上 の 様に 

なろ。 

卽ち 仁義 禮智 信と 分ち て 言 ふ は、 宇宙 間に 表 

現した 人類の 篤行 を 分類し、 五倫 五常が^々 に 

存在して 罟る 如くに 見 钕すを 世の常 とすれ ど 

も、 本來 一圓 一元の 仁の 表出で ある、 天地人 三 

才の 具足 も 亦 宇宙 一圓の 存在で ある。 されば また 

變化 變签元 一 、 變生變 死 元 一 、 常 死 常 生 元 一 、 常 苦 常樂元 一 、 _ 

本元 唯 一 、 祌人歸 一 、 日月 盡悟元 一 、 

とい ふ 如くに 大凡 五十 餘の目 を 揭げて 「春秋 盡元 一 、 死生 .盡 元 一 」 と斷じ 

天 不レ知 有，， 晝 夜 T  1 天 元 悟 無，， 晝 夜 r 

人 不， 知 有，， 男 女 T  1 人 元 悟 無 ，> 男 女つ 

と あるが、 まだ 判明 しないと 見えて 

日月より 外に は 何もな かりけ り、 一 つ 一 一つ ぞ、 一 一つ 一 つよ。 

宇宙の 根元に 溯れば、 本來 日月す らもなかった ので ある。 日月より 外にない 時には、 日が あろと い 


― "i  ― 


一 リ2  — 


ふこと は 月 力 ある 力ら で、 月が あろと いふの は その 封 象た る H: が あろから である。 されば 3 と 月と よ 

に 相手の 存在に よって 自らの 存在が 定まろ ので あろ。 一圓 一元で あり、 二つ は 一つで、 j つま 二つ 

である。  - 

斯く 悟れば 敵 も 味方 もない、 高き もの は 低き もの 、あるが 爲に 在り、 使き とい ふ は 高き もの こ i ベ 

て 言 ふこと である。 長き は 長き ものの 人 用の 時の みに 用 をな し、 短き は 短き もの., 人 用な 寺 こ 役に 

立つ。 

世の中 は 拾 網 代 木の たけくらべ、 それ これともに 長し 短し 

であろ。 遠し とい ひ 近し とい ふ も 己の 居所から いふ ことで ある。 また 十 里 を 遠し とい へば 一 里に ±べ 

て、 乂 あり、 十 里 を 近し といへば 百 里に 比べて である。 

見渡せば 遠き 近き はな かりけ り、 己々 が住處 こぞ ある。 

斯く 相違した 一 一つの 現象 は 合して 新しき 一 つの 現象 を 生む。 水と 火と 一 圓 融合して 物 を煑、 鋼 を 堅 

め、 陰陽 合して 萬 物 を 生ずろ。 天の 氣と 地の 氣 合して 萬 物が 生ずろ、 この場合に 二つの 相 異なった も 

の ム合體 でなければ ならぬ。 1K が 二つ、 地が 二つ 會 すろ こと は出來 ない、 男の みまた 女の みに て は 子 

- 孫の 相繽 が出來 ない。  - 

天地の 和して 一輪 幅 壽草、 さくや この 花 幾 ^ ふろと も  . . 
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氣の 二つ 和して 一 りん 福 壽草、 幾代經 ると もさく や この 花 

爭ふ もの は 分裂し、 銃^し、 封抗 し、 爭 はんが 爲に 費す 所 多く 終に 破壤し 衰滅す ろ。 和す ろ ものよ 

協力し 一面 融合して 萬 物. を 生成す ろ。 平和 永 安の 最上の 方法 は 一， 圓融 合で ある。 爭ふ もの は 人の 非 を 

暴露し、 和す ろ もの は 人の 美 を舉揚 すろ。 產む もの は 母で あろ。 發明も 物と 人との 一 圓 融合で あろ。 

ソの 美^ i くろ は 仲-びる もの を 育つ ろ ことで あろ。 仲び ろと いふ こと は その 寺 色の 發揮 であろ、 恃色 

は そのもの. 1 特性で あり、 そのもの ュ存 すろ 德 であろ、 一面 融合 は 萬 物の 德を發 揮す ろ ことで あろ。 

B< 保 初年に 於け る 先生の 思想 中には 明か. に  一 i 合 を 以て 生活 を 安泰に すろ. 根本的の 規範が 成立し 

て 麿た。 君主の^ 活が 仁惠を 以て 大衆の 生活に 融合 すれば 圃家は 安泰で ある。 これ は I 々仕 法窨 中に 

見え て^る、 その 意 を 推して 「貧富 相 和して 財贊 生じて 國用 足る」 とい ひ、 「報德 金は自 財に あらず 他 

財に あらず、 日月の 萬 物 を 生育す ろが 如く、 貧富 相澗澤 して 止む ことなし 」 とい ふ 如き、 一 圓 融合^ 

生々 發 展の稂 元で ある こと を 鮮明に 說 示した もので あろ。 

一一 .sJS 爭奪 ょリ SS 譲へ 先生が 文政 元年 三士 一歳 にて、 大久保 侯より 表彰 を 受けた 時、 「其 身 

は 勿論 村爲 にも 相 成」 とあった 事に 驚いて、 j 身 を 立て 一 家 を舆す ことが 村爲 になろ とい ふこと に氣 

付レた 力ら、 爾來 自家の 利益 を 眼目と した 生活 を轉 じて、 他人の 爲 にも、 村爲 こもなる 様 こ振蓄 へた 

ので あろ。 この 自他 振替 こそ は 利權爭 奪の 赵 益の 世界から、 報 德推讓 の 公益の 世界へ 昇天す る 第一 昝 


段に 足を乘 せた もので あろ。 

これより 先き 先生 は 幾多の 發明を 重ねた。 或は 村內の 困窮 民 を 救 ひ、 或は 友人の 家政 を 整理し、 或 

は 五常 講を 輿し、 或は 三 德釵の 焚 方を敎 へたが、 この 潤 ひの ある 行 爲は兩 親の 生活難 を 現實に 見て、 

世の 困窮者に 寄す る 天來の 同情心が 發 露した ので あろ。 倂 しそれ はま 間 通例の 同情、 慈惠 とその 本質 

に 於て 同じ 型の もので あろ、 然るに 大久保 侯の 表旌を 受けた る ー轉撵 として 先生 は 自他 振替 を 創め、 

崇高なる 公益 を圖る こと を自覺 したので あろ。 

爾來 自他 振替 は 益々 顯著 となり、 櫻 町 移 轉の際 「身代限り」 の 財 を 提げ 來り、 俸祿 其 他 一 切の 收入 

を讓 つて 三ケ 村の 仕 法に 投じた、 これ 全推讓 であろ。 併し 領內に 及んだ 治績に は 反逆者の 頻出と いふ 

不滿 足が あった、 一た び 成 田 山 三 週日の 參籠 により 俄然と して 全 村民の 諒解 を 得た。 然れ ども それ は 

未だ 深遠な る 指導原理 によ ろ敎 化の 普及に よろ ものではなかった、 たと へ ば 先生が 左右の 端 を 行く と 

も、 村民 はこれ を 見て 中庸の 歩みな りと 信ずろ までに は、 なほ 數 年の 歲月を 要した、 この 歳月 こそ 先 

生 をして 報德の 指導原理 によろ 推讓 生活 を 現實に 村民の 前に 展開せ しめた 體驗 期であった。 

報 德推讓 の 生活 は、 日常の 私益 生活 をして、 公益の 生活に 進まし むる ことで あろ。 世 人 は 田圃より 

穀茱を 得、 之に 施す に 肥料 を 以てすろ が、 先生 は 之に 敎 ゆるに これ は 田圃に 對す ろ 謝禮 報恩で あ つ て 、 

この 報 ® は 田圃の 德に報 ゆろ ので ある。 斯く 地に 報 ゆる も 未だ 天に 報 ゆる こと を 知ら ざろ が 故に、 旣 
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に 肥お を 施す こと を 知れ ども、 天道の 豐 作に 報いざる 報と して 凶作 を受 くるので あろ。 士農工商 皆 同 

じ 道理で、 1K に 報 ゆるの 道. は 年々 の 牧穫の 中より 推讓 する を 要する。 更に 世人に 報 ゆるの 道が ある、 

それ は 作業に よろ 妆穫物 を 世人の 人 用と して 2 に推讓 する、 今日に て はこれ を 公益と 稱し 得る。 

先生 は 天 保 三年 閏十 一 月 十三 日の 日記に、 日常生活 を 公益 化した 歌を錄 して 居られろ。 

士 行 諸人の 邪 正の 元 を 業と して、 正し 盡 さん 幾代經 ろと も。 

農 行 諸人の 食事の 一： ルを 業と して、 つとめ 盡 さん 幾代經 ると も。 

ェ 行 諸人の 工夫の 元 を 業と して、 つとめ 盡 さん 幾 代經 ると も。 

, 商 行 諸人の 過 無の 二つ を 業と して、 運び 盡 さん 幾代經 ろと も。 

商 買の 一 一つの 惠 なかり せば、 何國の はても 呤 p 、この い 匕。 

花の 實を 蒔て 幾 代の 末まで も、 ともに 樂 しむ 人 ぞ 尊き。 

士農工商 は當 時の 萬 民で ある、 萬 民 各々 その 本務 を自. 覺 して H 常 生活 を經營 すれば 、天下 恐らく は^, 

誤な きを 得、 爭議を 憂 ふろ 必要がない であらう、 何と なれば その 本務 は 私益でなくて 公益で あろからで 

ある。 公益の 爲に 日常生活の 全部 を 棒-ぐる は 一 身 を 公益の 爲 に推讓 した ものである。 斯の 如き 淸淨な 

ろ 行爲は 崇高なる 指導原理がなければ 自覺の 出来ろ もので はない、 先生の 斯 くの 如くに 淸淨 行者と な 

られ たの は、 報德 とい ふ 指導原理が 確立した からで ある。 
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報 德の語 は 旣述の 通り 天 保の 初年で あるが、 その 發端は 天 保 二 年 正月の 末と 傳 へられろ。 この 正月 

廿五 R 先生 は 日光に 詣 り大久 保忠眞 侯に 面 謁し、 櫻町復 輿の 始末 を 上申した が、 之に 對し 侯より 

日光 登山 之 砌荒地 起 返 村 柄 取 直し 趣 法、 不 容易 儀に 付 必ず 手 戾無之 樣可致 云 々 

と敎誨 せられた と記錄 にある が、 傳說 によれ ぱ、 「お前の 法 は 論語に あろ 「以 レ德報 レ德」 であろ」 と 仰 

られ たので、 同年より 先生の 方法 を 報 德と稱 し、 御 趣 法 金 を も報德 金と 唱 へろ 様になつ たとい ふこと 

である。 されば にや この 年 以來報 德の名 を 冠した ろ 記錄が 渐次增 加して 居ろ。 報德 とい ふ 語 は 報恩に 

結び付けて 次第に 意義が 擴大 せられた。 

德の 根元 を 悟れば 勤苦に 發す。 

德の 消滅 を 悟れば 遊樂に 終る。 

本來 勤苦 を 積んで 德を 成すな り、 德の 異名 を 恩と いふ。 

恩の 根元 は德 なり、 德の 根本 は 勤苦な り。 

德に報 ゆる もの は 報德に 依て 富貴 を受 得て 安樂に 住す。  - 

德に報 ゆろ もの は 勤苦 をな して 物を爲 るに 如かず。 

j 物 を 爲れぱ 一 德 あり、 一 物 を 得れば 一 恩 あり。 

と あるに て 物 あれば 德 あり、 德 あれば S あり、 物の 德を顯 嬝 すれば 德に報 ゆるな りと いふ 意が 明瞭で 


あろ。 

H< 地の 君と 親との 惠 にて、 身 を やすら はん 愨に 報へ, s -。 

と あろが 福 住 翁 の 道歌 解 に は 

天地の 祌と皇 との 惠 にて、 世 を やすら ふる^ こ^へ や。 

とあって 歌の 意 は 明かで あろが、 

S るへ し 足ろ に まかせて 事足らず、 德を報 ゆる 心なければ。 

忘るな よ 何 はさて 置 御代に 住む、 -德を 報 ゆる こと は 夜晝。 

蒔けば 生え 植れば 育つ！ K 地の、 あはれ 惠の 限りなき 世ぞ。 

あめつちと きみと 父母との 三つの 恩、 忘ろ  >, 寺 ぞ身は t まり ナり。 

報 德の歌 は 甚だ 多い。 而 して n 常の 生活に 於て 報 德淨行 を 勇敢に 實 行すべき を 強調 せられた。 斯く 

て 天地人の 恩 德に報 ゆろ ことが 人類の 生活で あると いふ ことに なれば、 全 推讓を 行 ふこと が 出來、 自 

^力の 如くに 自己 を 超越した る 生活 を營み 得る こと  >, なる a  •■ . 

報德の 原理が 體系を 成した の は、 遲 くも 「三才 報德金 毛叛」 が脫 稿した 天 保 五 年の 事で あらう。 金 

毛钧 によれば 報 P は 天地 間の 現象 を 認識す る 根本より 考察し、 その 現象 を 通じて 把捉し 得た 理法に 基 

き、 人類の 生活 をして 永遠に 安泰 を 保ち 得る 方法 を 創造し、 之 を 様式 化して 仕 法 雛 形と なす 基本 を 
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確立した ものである。 然るに 一般に 生活 方法の 工夫 を 怠りて、 人類 發生 以來 永い 間に 創造 せられた 生 

活漦式 を 以て 動かす ぺ から ざろ 必然的の ものと なし、 或は 自然の 儘に 發生 すろ 衝動に 動かされて 社會 

は弊竇 の埋 むる 所と なって 居る から、 この 迷 を 去ら ざれば 救 ふべ からざる 困窮に 陷る こと は 明かで あ 

るので、 先生 は 宇宙の 現象より 事物の 名稱に 至ろ まで その 根元 を 窮め、 之 を 悟道と 稱し、 正眞 正銘の 

事物の 眞相を M 明した。 而 して 宇宙 は 一 圓ー 元より 萬 物 萬 象 を 生ずる。 さて この 萬 象 を 比較 對 照して 

得た る 對立觀 念に 支配 せられて 居る の は 迷で ある、 何と なれば 對 立した る 双方の 現象 は 一 つ を 去れば 

他の 一つ は 存在し ないから、 一圓 I 元の 根元に 歸着 すろ。 

對立は 競爭を 誘致し、 競爭は 分裂 を招來 し、 分裂 は 破滅に 到着す る。 人類 始まって 以來 勢力の 消長、 

盛衰 興亡の 跡を考 ふるに この 理 誠に 明かで ある。 

, 註 世界 諸國 はこの 生存 競爭 が戰爭 化し、 平時と 戰 時と LL 論な く猛. 烈に 篛爭 ^して 來 たが、 戰爭が 正しき か 否 

かとい ふ點に 至って ハ タと行 詰って 居た。 然 ろに ダ ー ウィン は 生物の 發達は 適者生存であって 生物の 生存 競 

爭が 生物の 進化の 根元で あると 唱 へた、 これ^ 擴充 して ス 产 ンサ ー は 進化 的 倫理 說ん」 唱 へて、 生存 競爭は 結局 

正しき 行爲 であろ と 認められた 0 

かく 對立 競爭は 人類に 於て 正しと 認められた が、 生物の 消長 は 自ら 競爭 すろ 有意的 行動で はない、 競^-的 

事 赏 ズ あろが、 それが 有意的な リと斷 する こと は出來 ない、 庭の 芝草 も、 羊の 脊の乇 も、 均等に パリ カンで 

刈 取ろ が、 自然に 長短の 差別 あ 生す る、 雀 は 翳に 捕 へられる が 鷹の 数 は 常に 雀の 数.， * リ少 い。 而 して 雀と 魔 

と、 坨と まとが 生存^ 競爭 する もので はない。 雀 は 雀の 中に て競爭 すろ ことがあ リ、 蛇と 蛇-とが 競 ふこと 力 


一 138  - 


あろ。 人^も 殆ど 導 なろ もの、 間にの み 篛爭が あろ、 或ろ 時代が 來て 或る 種族の 絶滅す ろの は內外 種々 の 

事情が 宇 窗 間に 進化の 現象の あろの は、 前の 時代の もの、 存在^ 基礎と して 新しき 時代へ 發 達した も 

の であろ。 競 爭の爲 に 進化した ので はなく して、 進^の 爲 LL 前の 種族が 展開した ので ある。 籾 は 亡びて 苗と 

なろ が、 苗ん」 創造す る爲 に 籾 は 姿な 消した ので あろ。 子が 生れる 爲 LL 親が 衰 へて 行く の は、 親から 子への 發 

展 である。 盛と 衰 とが 一 連の 鎖と なって 新 生活へ 展開した ので ある。 

斯くて 1 一宮 先生 は 宇宙の 進化 を 開闢と 唱へ、 總て新 生活の i 創造 を 以て 舊 形態よりの 開闢と 稱し 

りんね てんせい 

た。 この場合に 天地の 生 氣は胚 種と 一 圓 融合して 新生 發育 をな す。 同 一 種の 新生 發育 は卽ち 輪廻 轉生 

である、 之 を社會 生活 上の 問題に 就て 考察 すれば 亦 同じで ある。 一 家 も 和合に よって 繁榮 を產み 一 村 も 

かい， ひゃく さ 5 さ- o 

貧富 相 和して 振與 する。 開闢 創靱 は社會 生活の 上に 連續 する。 之 を 有意的に 競爭 すれば 分裂 破滅と な 

り、 之 を 有意的に 一 圓融 合すれば 創造 開闢と なる。 「三才 報德金 毛錄」 は 之を證 する。 而 して その 一 圓融 

合を實 現す る 有意的 根元 は 報德の 精神に よろ 推讓 である。 之 を 曰 常 生活の の 上に 見れば 公益 化で あり 

淨化 であろ。 

三 報德 生活 樣 式の 成立 天 保 五 年に 完成した 報德の 原理 は、 旣に 先生の 幼少の 時代より 實 行し 來 

つた 生活様式 を 一 貫す る ものであった。 創造 發明は 常に 體驗の 上に のみ 行 はれろ。 先づ 第一 章 以下 揚 

げ來 つた 體驗を 以て 之 を 知友の 生活 整頓の 場合に 適用し、 之 を 服 部 家に 用 ひ、 之み」 櫻 町 及 青木 村 等に 

應 用し、 何れも 相當の 成績 を擧 げた、 卽ち 先生の 生活 經驗の 結果 發 明した 生活 方法 は、 之 を 他に： 
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すろ こと を 得て 完全に 様式 化した。 今 その 生活様式の 成立の 跡 を 叙す ろに 際し、 先づ 先生の 體 驗とノ 

その 樣 式の 原理た る 生活法 則 を列擧 すれば 次の 通りで あろ。 


1 、少年 時代の 艱苦- 

一 一、 獨立 時代の 苦心- 

三、 本家 再興の 志願— 

四、 服 部 家の 仕 法 I 

五、 櫻 町 仕 法 初期 —— 


f— 菜種の 栽埒 とその 收獲. 

I— 捨 苗の 揷苗 とその 牧穫. 

II 家 再與獨 立の 體驗 —— 


lj— 勤 儉の體 驗= 積 小爲大 の 天地の 法則 

. 無より 發財 すろ 財貨 開闢の 法則  . 


(—恩 1^—) 

M«  llu 善 種 推 讓の體 驗- 

(—陽 德— ) 


- 輪廻 因果 陰 德陽德 の 法則 


理仕 法の 體驗 II 分 度の 法則 

I 復興 開 發仕法 様式の 創造—. 


f— 救急 施設 

I 表彰 感激 

一 I 全 推 讓 


六、 櫻 町 仕 法 完成 期 —— 指導原理 確立の 體驗， 


—自他 振替 公益 推讓の 法則 

、—悟道 天地の 絰文 

- 天道の 法則 

- 人道の 法則 

. 報 德 の 信念 確立 

-報德 仕 法 様式の 創造 


救急法 

表彰 法 

主 體分度 法 

—助成 無利息 金 法 

. 開發法 


天 保の 中頃に は斯の 如くに 報德 思想 體 系が 成立し、 生活様式の 創造が 整頓した、 その 様式 中の 主た 


ろ もの は 次の 書類 中に 記述 せられて ゐ るノ 

ィ、 天 德無盡 現 量 鏡 

&、 地 德開倉 積 

ハ 、 報 德元恕 金 雛 形 

> 一 、 報德金 貸付 雛 形 

ホ、 其 他 各種の 敎訓雛 形 

W しこれ 等の 様式が 完全に 取纏められ たの は、 後に 天 保 十三 年 幕府に 任用せられ、 次で 弘化 元年よ 

り 同 三年まで 一 意 專心雛 形の 集成に 努力し、 次で 之 を 各地に 應 用し、 更に この 良法の 繼繽 並に 實 施に ^ 

つき 非常な 熟慮 を 重ねて 攻究した 時で ある。 されば その 仕 法 雛 形 製作 中の 體驗 の齎 した 創造 も 亦少く 一 

ない。 

七、 n" 光 仕 法 II 仕 法 雛 形の 系統 組立 體驗 ——報德 生活様式の 完成 

八、 相 馬 仕 法， I . 仕 法 雛 形の 實施 體驗—— 報德 生活の 普遍 化 

九、 各地の 仕 法 II 仕 法中廢 防止の 體驗 —— 水 安 法の 創造  . 

體驗は 創造 を產 み、 創造 は 體驗を 新に すろ。 天 保 四 年に は 饑饉 來る べしと 豫 言して 適 巾し、 更に 天 

保 七 年の 大凶 作 を 前 知して 策 を 講じた のが 天 下に 名 を 成す 始めで あるが、 凶作と 天災と 病難と は、 一 


切の 生物に 死の 來 ると 同様に 來 るべき もので あり、 不景氣 も 亦 必ず 來 るべき もので あろ。 宇宙 ほの j 

切の 事物の 將來 は、 過去の 如くに 輪廻す ろので あろ。 來 ろべき 陰 慘の備 として 陽氣 盛れろ 時に 準備 を 

なす は 生活様式の 根本的 意義で ある。 新しい 創造の 爲に 過去の 努力の 結果の j 部な 推讓 して 善 種と な 

し、 その 推 讓の善 種より 開闢す る 所の 新 創造の 產物 こそ 貴い 因果の 應報 であろ。 斯 く推讓 して & く^ 

ベ き 所の 確信 あ る 常套的 手段 こそ 報德 生活様式の 價 値の ある 所で あろ。 以上 は 先生が 貧困 者 を 救 ひ、 

褰貧を 防止す る 念願 を 達成した ろ 創造 生活の 系 銃 的 發展の 要略で あろ。 而し てこの 體驗の 大部分が 天 

保の 中頃まで であって、 この 體驗が 青木 村、 谷 田 部、 茂 木、 烏 山、 小 田 原と 御 仕 法の 流布した 所以で 

あろ。 

報德 生活様式の 綱要 を 叙述す るは傳 記と しての 範圍を 超越す る を 以て、 これ を 小 著 「報德 社の 理論 

と實 際」 並 「一 1 宫尊德 研究」 に 譲り、 また 他日の 論述に 俟 たんと する ものである。 
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第 七 章 靑木 村の 仕 法 

一 靑木村 仕 法の 由來 とその 初期 並 櫻 川の 堰 工事 靑木 村の 仕 法の 有名な の は、 其 成績が 顯著 であ 

つたのと 先生の 報德仕 法の 賣れ 出しの 時期に 當り、 多數 の參觀 視察 者が 往来した こと i、 また 先生が 

仕 法體驗 試練の 一 つと して 重要な 爲 であった。 

青木 村と いふ は^ 今 は 茨城 縣 iksss£ の  一 ^をな す 大字で ある。 僅に 一 字 三十 九 軒の 御 仕 法で 

あつたが、 元は 百 三十 軒より 斯く 激減した ので あろから、 その 荒廢は 實に甚 しい ものであった。 

靑木村 は 他の 十箇 村と 共に ill 三 i とい ふ 旗本の 所領であって、 諸 村 共に 衰 弊して 居た が、 特に 

この 村の 困窮の 甚 しかった の は、 用水の 不便と 大 火災との 爲 であった。 元 來靑木 村の 灌漑 用水 は 村の 

ヒ境を 西南に 流ろ， -櫻 川を堰 止めて 之 を 引用して 居た。 然るに その 地方 は 砂 石な く 地盤が 灰土の 女く 

なる を 以て、 年々 豪雨の 際に 缺潰 して 修理 を 要する ので あるが、 往時 は 幕府 直領 であって 眞岡 陣屋の 

支配に 屬 して 居た ので、 人夫 は 之 を 近鄕に 課し、 扶持米 は 役所の 負擔 とし、 年々 恒例と なって 三千 餘 

人 百 六 拾 五雨な どと いふ 記錄の ある 程に 莫大なる 費用 を 要した ので ある。 然るに 常時 靑木 村の 負檐は 

年額 僅に 百兩 にて 濟んだ 次第で 以外に 輕 かった ので、 村民 は 安んじて 根本的 方法 を 攻究す る ことに 就 


て 多く 思慮 を 費さなかった。 

處が寶 永の 頃、 川 副 氏の 所領と なって 以來、 年々 の 工事 は 青木 村 一 ケ村 限りの 負擔 となった ので、 

その 工事が 漸次 簡略 化し、 給水 は 不充分と なった。 隨 つて 天然の 雨水 を 以て 水田 を 養 ふとい ふ 消極的 

に 退歩し ノ渐 次^代に も 差 支へ、 植付けた 苗 は 枯れ、 牧穫は 激減した。 故に 農業よりも 餘 業に 力 を 致 

し、 荒 地は增 加して 茅 芒 生 ひ 茂り、 行脚の 僭が 祌主 大^ W 山城 方に 立 寄って 「家 あり や 芒の 中の 夕け 

むり」 と 詠 じたと いふ ことで、 人家の 門前 軒下から 萱の 生えて 居ろ 有り様であった。, J の萱も その 儘 こ 

，置く を 以て 逮々 火事 を發 し、 終に 天, 年中に は、 村^ 北 原 坪 三十 二 軒の 所壹 軒を殘 して 全部 燒 失した。 

その 餘 りの^し さに 復興の 力 もな く、 この 殘 つた 一 軒 すら 住み 兼ねて 櫻 町の 物 井に 轉 居して しまった. 5 

爾來 一 村牧納 の實カ 非常に 激減し、 領主 領民 共に 數回 普請 をな し、 村 柄 所 直し 方法 を 講じた が、 印 I 

1 底 自力に て は 復舆し 難き を 以て 西 沼 村 丈 八、 原 町村 勘 兵衞兩 人が 荒 地 や-開かん としたが、 用水の 不充 

分なる を 見て、 隣村 高 森 村地內 より、 新 用水 を 掘鑿す る議を 起し、 領民 村民 共に 之に 賛成した が、 新 

堰 設計に て 金 三^ 兩を 要する こと なり、 その 金策に 翁し 如. 可と もす る S まなかった。 

時に 文政より 天 保の 初に かけて、 約 三 虽を隔 つろ 櫻 町 三ケ村 は、 荒 地 開發、 難 村 取 逭 その 效を 奏し 

つ  >- ある を傳へ 聞き、 この 方法に よって 救濟 せらる， 様 懇願す る 外に 途 なしと して、 西？； n 寸. 丈 八^  乂 

て內 願した が、 多忙 且つ 容易なら ざろ 業な りと て 拒絶 せられた。 名主 勘 右衛門 はこれ にて Is する もの 
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ではなかった。 卽ち 天 保 一 一年 十 一 月 晦日、 勘 右衞鬥 以下 三十 七 人の 連名 を 以て 願書 を 差 出し、 櫻 町に 

到り 村民 を 率 ゐて來 り、 熱誠 を こめて 一 邑 再興の 方法 を 歎願した。 先生 曰、 

「衰廢 の 極る もの 唯 用水 を 失った のみで はない、 用水が な ければ 田 を 畑と して 雜穀を 得べき であ 

る。 人命 を 養 ふ もの 稻穀に 限って 居ない。 用水の 乏しき をロ實 として 良田 を 荒 蕪に 歸 する は、 井 を 

塞いで 水 を 他に 求む るの 類であって、 懶惰の 民と なり、 博 突 を 事と し、 祖先 傳來の 家財 を 失 ふ、 農 

力 進みて 糞埒を 怠らざる 時 は 畑 も 亦 田に 勝ろ。 田 は 一 作の 地 多く、 畑 は 兩毛を 常と すろ。 然も 之 を 

^ふ は 怠惰なる が 故で ある。 我が 法 は節儉 以て $ を 生じ 以. て 他の 艱苦 を 救 ひ、 各々 その 業に 精勵 

刻苦し、 善行 を 履み、 惡業 をな さず、 勤儉 以て 一家 を 全くす るに あろ。 戶々 斯の 如くに して 貧村必 

ず 富み、 廢邑 必ず 興る。 汝の 村の 困窮 は 憫然た ろ も本來 自業自得 であろ。 再び 來ろ 勿れ」 

と、 敎誨 せられた。 勘 右 衞門涕 泣して 曰、 

「邑 民の 本務 を 怠ろ 實に 高論の 通で あろ。 然れ ども 目今 一 邑の 困窮 急迫 放置す ろ を 得ず、 誨恨 以て 

舊來の 懶惰を 改め、 至敎を 得て 以て 粉 骨の. 勞を盡 し、 艱苦に 堪へ 再興の 業に 從事 せんこ. と を 誓って 

參 邸した。 是非共 許容 を 願 ひたい」 

と 切望した 所、 先生 曰、 

「人情 S 苦に 泊) る 時 は 艱苦 も はずと いへ ども、 少しく 得る 所 あらば 直に 舊弊 を再發 する から、 
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興の 大業 は中廢 せし むる より は その 初より 着手せ ざろ に 如く まな、 - 

と、 村民 之に 封して 斷 じて 何程の 苦 業に も堪 ふること を 誓 ふと 歎願して 止まなかった。 先生 曰、 

「青木 村の 衰廢 を舆 さんと して 難事業た ろ 用水 を 強請し、 村民 一 様になし 得る 易き 事 をも顴 みな、 

の は 誤で はない か。 卽ち 良田 荒 蕪と なり、 茅 芒 茂 生し、 冬に 至れば 野火 茅を燒 き、 之が 爲に 民家 燒 

亡した。 而 して 之 を 刈らず して 灰燼と なし 他鄉に 流離す る、 愚 も亦甚 しいで はない か、 一 邑再舆 の 

事 は 暫く 措き、 先づ 火災の 根元た る 茅 を 刈りて 見よ、 刈り 終らば 相當 なる 價格 にて 之 を 買 ひ R ろべ 

し」 

と、 邑民 大に悅 びて 歸 村し、 老若男女 未明より 出で て、 三日間に して 千 七 百 七十 八駄を 刈り 終つ-この 

で、 先生 は 賃金と して 金壹 歩に つき 茅 三 拾駄替 として、 總額 拾四兩 三分 壹朱贰 拾 六 文 を 交付した。 こ 

の 人別 三十 六 人であった。 先生 曰、 g 民の 中に 家屋 全くして 屋根 朽ちた ろ はない かと 間 ひし 所、 今日 

の 衣食に 窮す、 家屋 は戶 別に 破漏甚 しく、 安臥に. 所な き 程な りと いふ。 社 堂 は 如何、 これ 亦甚 しと、 

ふ を 聞きて、 祌社は 一 邑 保護の 祌怫の 安置 所に して、 佛閣は 祖先の 靈を 奉祀す る 所で あろ。 然るに^ 

の 如くに して 一 村の 安泰 得べき 道理な し、 速に 一 村の 狀況を 調べ 詳細に 報告すべし と 命じた。 

m 日に して 家屋の 取調 書 を 得た る を 以て、 櫻 町の 名主 忠次、 新 左 衞門等 を 遣して、 堂 

寺 七 宇、 ^家 サ 五軒 を 屋根 替 して 之 を 修理せ しめた。 その 所用 入費 金 拾 五雨 三分 鱟 朱餘、 米 拾 五俵铨 
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近隣 往來の 人目 を 驚かし、 村民の 喜悅は 極度で、 直に 來 つて 感激 陳謝した。 これ 天 保 三年 二月の 事で 

ある。 先生 曰、 

「先づ 安居の 地 を 得た。 我が 法の 如き は汝 等の 行 ひ 得る 所ではないから 見合せ て 然るべ し」 

と、 村民 曰、 

「廢 亡に 近き 難 村が 再興の 幸福 を 得る に 至らば、 永年の 安堵 を受 くべき である。 仕 法 中の 艱苦 は 何 

の堪へ 難き 事 か ある。 願 はくば 發 業せられ たし」 

と、 强 願した。 先生 曰、 

「村內 の 田圃 を 悉く 開か ざれば 衣食 を充 たす ことが 出来ない、 汝等 果して 之 を 開拓す る ことが 出來 

ようか、 若し 奮發 以て 開拓す るなら ば、 堰の 事は盡 力すべし」 

と、 村民 大に悅 んで歸 り、 自己 所有 荒 地の 大半 を 田圃と した。 先生 も 亦 村民の 希望に 任せて 普請 入用 

米と して 百 五 拾 俵を貿 人れ た。 

然るに 堰の事 は 領主の 任で ある。 故に 地頭の 依賴 がなければ ならぬ。 恰も 當時 地頭の 用役 人 實地見 

分 廻 村 をな す 時期で ある。 然るに 何故か 延々 になって 居た。 これ を 待って 事 を 決せん か 時期 は 次第に 

過ぎて 來る。 依て 天 保 三年 五月 地頭に 願書 を 差 出して 廻 村 を 請 ひ、 特に 櫻 町 復輿仕 法の 實施を 一 一宮 先 

生 / 依頓せ らる， - 様 取 計 はれた し と 懇願した。 同時に その 願文の 寫を 添へ 普請 用の 賈置米 を籙拂 は ざ 


ろ 様に と 先生の 下に 願 出た。 斯の 如く 手锖を 履んだ けれども 役人の 廻 村が 延びた。 而 して 時期 ま揷サ m 

に 迫り 來る。 故に 先生 は 取り. 敢 へず 約束に 從 つて 假 普請 を 以て 給水の 方途 を 講ずろ こと，， なった。 

假 普請 工事 は 先生より 一 時の 費用 を 貸付け たるまで にて、 一 切 村民 をして 行 はしめ た。 ？！ t し堰の ェ 

事 等に 不馴れで あろ、 道具 もない ので、 櫻 町 開 發の爲 に 用 ひたる 道具 並に 破 畑 人足 (土工 夫 職人) 並に 西 

沼 村 丈 八、 物 井村 忠治、 岸 右衛門 其 他 入夫 等 を も 遣し、 七月 十八 日頃 着手、 明 俵 八 百 八十 一俵、 萱百餘 

駄を用 ひ同廿 五日 頃 出来した が 水が 上り 兼ね、 八月 六日 頃 落成した。 これが 爲に 要した 費用 は 村人 足 

五 百 七 拾 五 人、 破 畑 人足 百 五十人、 雇人 足 百 四 人、 諸 色 人 用 等 合計 金拾壹 兩餘、 米 百 拾 三俵餘 であろ。 

斯く 用水の 急 は 救 はれた けれども、 元より これ は假 普請で あろ。 給水 量ん 充分ではなかった であら ^ 

う。 然れ ども 領主の 正式 依賴 がない ので 先先 も 本 普請に 着手す る こと は出來 なかった。 W し 村民 は 先 一 

生 を 慕 ひ、 先生に 鎚り 根本的の 仕 法 を 熱望して 居た。 十 一 月頃より 青木 村 名主、 村民、 西 沼 村 丈 八 等 

黡々 御 禮と稱 して 罷 出で、 又救濟 をん 願 ひ 出た。 

漸く 十一 一月 十五 日に 到り 領主 川 副 勝三郞 用人 並木 柳 助、 家來ー 人 召 つれ、 村 役人 名主 重 左 衞門其 外 

三 四 人 櫻 町に 罷 出で、 從來の 厚情 を 謝し、 懇々 と 仕 法 を 熱願し、 次で 翌四年 二月、 並木 柳 助、 金澤林 

藏 連名の 公文書 を 以て 依 賴し來 つた。 

御賴申 一 札 之 事 
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】 勝 一二郎 知行 所 常 外 眞壁郡 青木 村、 用水 並 溜 井 等 有來り 候處、 數年 來捨置 大破に 付 手 人手^も 可 

有 之處、 村 方 困窮 故不行 屈、 次第に 荒 地 多分に 相 成、 一 村 亡 所 同様に 相 成 難潞、 百姓 共 難-, 行 

立， 候に 付、 數度 貴所 様 御 仕 法 請、 荒 地開發 仕度 段 村. 一力 一 統 願に 付、 右 御 趣 法 を 以て 開 發手没 

御世 話 被 下 候 様 御 願 申 上 候、 尤御趣 法に 付 何事 も 御 差 圖不相 背 様、 百姓 共へ も 急 度 可 申 付 候、 

依て 勝三郞 より 御賴 印紙 差 上申 候、 依て 私共より 一 札 差 上 候 處如件  .. 

天 保四努 巳年 二月  川副嗨 三郞內 

金澤 林 藏 @ 

ノ  並木 柳 助 @ 

字 津釩之 助 樣御附 人 櫻 町 に而 

二宮 金 次郞樣 

當 知行 所 常 州 眞壁郡 靑木村 之 儀、 櫻 川 用水 堰並溜 井 共 手 人 等 行 屆彔、 次第に K 畑 荒 地 等 多分に 相.^ 

百 S 次第に 致 困窮、 一 村 亡 所 同様に 相 成歎ケ は敷存 候、 幸 御 自分 隣村へ 御 出 役に て、 右 趣 法之義 

村 方より 具に 承り、 右 之 趣 法 を 以當靑 木 村 開 發之儀 世話 御 願 申 度 候、 右 趣 法 中 百姓 共へ も 申 聞、， 

不レ 依-, 何事-指 圖 爲，, 根 背, 申 問 敷 候 依て 御 願 申 所 如 件 


二月  勝 三 郞 ® 

二宮 I- 次郞殿 

並木 柳 助 は 村 役人 引 つれ、 公式 書 f 持して 再び 来り、 荒 地 開發、 人 百姓 人別 I 民 撫育、 借財 返 

濟、 村 柄 取 直の 仕 法 を 依頼した。 先生 之に 於て 實情を 調べて 曰、 

「惣 反^ 百 五町 八反餘 歩、 大凡 三分 通り 生 田畑と 見做し、 荒 地 反 刖は七 拾 四 町 七畝餘 歩で ある。 1 

反歩の 罌料秦 宛と して 七 百 四 拾兩、 扶持米 七 百 四 S 餘、 この 代盡兩 C 付 碧と して ^ 百し f 

拾 六 兩餘、 右開發 田畑 凡壹 軒に 付 反別 一 一町 歩 作と 見積り、 新 百姓 三十 七 軒、 壹 軒に 付 新 家作、 夫 食、 I 

議、 農具 代 共 凡 一二 拾兩に 見積り 千 I 兩、 道路 霞 用 惡水大 S 普請 共 凡 誓兩位 fe，、 其 ^ 

外殘り 百姓 屋根 替、 夫 食 種穀、 借財 返濟、 暮方取 直 手段 金、 貧富， 平均 拾兩 宛に 見積り 三百 九 拾兩、 者 

合 二 千 八 百 一二 拾 六兩、 この 利息 年 S 割と し 5 百 八 拾 I、 たと ひ 御賴に 住せ 殘らず 起 返 熟 作す 

ろと も惣 i の內 器§  、其 樊災纖 見積り 差 引いて 本 免と して、 八 拾 六 石 三 斗 六升餘 である。， 

米 永 合計 百 四 拾 五 兩餘、 右 罌人用 利金と I すれば 半分に 過ぎない。 到底 この 方法に て 復興 を講 

ずる ことが 出來 ないから、 天地開闢 以來 田畑 山林、 道、 川、 神社 等 今日に 傳 はりた る 本^に Jf、 過 

去十ケ 年間 分 位の 米 永 小物の 牧人 租税 額 を 調査し、 之 を 平均して 地頭の 分 度 を 定め、 生 m 畑 を定免 

として 其餘の 牧人 S て 荒 地罌、 村 柄 取 2 講ずる 外に 良法 はない。 卽 Is 仕 法例に よろ 時 


は、 必ず 復 輿すべし」 

と、 說 示した 所、 一 同感 服の 上 之に 如く はなしと、 窗に納 稅狀況 を 取調べた が、 帳簿 不完全に て渐く 

天 保 三年 上納 額た る 米 八 拾 俵、 永 方 三 拾 四 貫 餘を得 之 を 村方定 免と 決定した。 

斯くて 天 保 四 年 三月 三日、 先生 は 早朝 櫻 町 陣屋 を 出で、 靑木村 を 視察した る 所、 曩に 約束した， る 荒 

地の 開拓 豫定の 通り 成就せ る を 見、 懶惰の 風俗 改まれる を 察し、 一村の 奮發を 見て 悅び 曰、 

* 「前日の 懶隋 もこの 村民で ある。 今日の 精勵 もこの 村民で ある。 一 人に して 先に は惰、 今日は 勤、 

誠に 黑 白の 如くに 明かで あろ。 善惡 貧富 盛衰 存亡 皆 同じで ある。 故に 富 道 を 行へば 富み、 貧 道 を 行 

へば 貧す る。 而 して 吉凶 禍 蝠は邑 民の 行に よつ. て發 すろ。 舊來の 弊た ろ 懶惰を 改めて 勤 儉を失 は ざ 

れば、 再 輿の 事 決して 困難なる こと はない。 旣に 此の 如く 精 勵の風 を 興した 以上 は、 約束に 隨 つて 

堰を 築き 漑 水の 便 を與 ふるで あらう」 

と。 卽ち數 日を經 たる 三月 七日、 西 沼 村 丈 八、 東 沼 村 專右衞 門、 物 井村 忠治、 岸右衞 門、 大工、 木 挽、 

破 畑 人足 を 引率し 來 つて 井堰 築造の 地 を 掘 立て、 櫻 川の 水勢 を 察し、 然る 後 東方の 山に 登り、 中腹の 

岩盤 を 穿ちて 村民に 之 を 運ばし む。 故に 石 を 運搬す る 道路、 水 を 汲み 乾す 踏車、 掘 立 人足、 堤の 普請、 

特に 大堰の 枠組 立 普請 等、 實に大 混雜、 大工 事であった。 而 して 若し 大雨に 遭へば 掘 立 等の 工事 は 水 

泡に 歸 する を 以て、 その 賃餞 は當時 普通 傭 銀 一日 米 一升 ニ合錢 二百であった 所へ 金贰朱 宛を與 へ、 力 
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の 足ら ざろ は 半 3 賃銀 壹朱 とし、 懶惰者 は 退かしめ た。 故に 衆 民 悉く 大精勵 をつ ゾ けた。 

この 工事 は 流水の 中 を 掘って 堰を 作る ので あろから、 急速に 枠 を 埋設す る を 要すろ、 依て 先づ 川上 

に 一軒の 茅屋の 如き もの を 作った。 衆人 之 を 如何にす るか を 知らなかった。 報德 記に は 以下 次の 通り 

に 叙して あろ。 

先生 R、 誰か 屋上に 登り、 繋-ぐ 所の 繩を 切り 水中に 落すべし と、 衆 皆 驚愕、 一 人 敢て應 ずる ものな し、 

先生 曰、 何 を 憚て 上らざる や、 衆 同 昔 答へ て n:、 川上の 屋、 繩を 以て 繋げり、 今 之を斷 ぜば屋 と共に 

川に 陷り 死生 計ろ ベから ずと、 先生 怫 然として 曰、 汝等危 とせば 我 上って 之を斷 ぜんと、 芭に 屋上 - 

に 登り 刀 を 振て 數ケ 所の 繩を斷 ず、 其の 迅速 飛ぶ が 如し、 屋 一 振 水中に 落つ、 衆 皆 愕然、 先生 屋上 ゆ 

に 立て 曰、 汝等之 を 危殆と す、 我 何ぞ汝 等に 危き事 を 命ぜん やと、 衆 皆 其 過 を 謝し 益々 先生の 祌智 

ろべ から ざろ を 感ず。 先生 曰、 汝 等速に 兩 岸の 木石 を 屋上に 投ぜ よと、 衆 協力 大木 大. 石 を 投じ 畢 

ろ、 後 工匠 をして 其 上に 堰を 作らし む、 大小 二つの 水門 を 設け、 小水に は 小鬥を 開き、 大水に は 二 

つながら 開きて 洪水の 憂な からしむ。 茅屋 を 以て 兩岸 水底の 細 砂 を 閉塞す るが 故に 水 更に 漏洩せ ず、 

古來 此の 如き 堰を 見ず、 遠近 来 集し 大に其 奇巧且 神速 成功 を 驚嘆し、 凡智の 及ばざる を 歎稱 した。 

と あろ。 この 工事 約 五 旬の 日子と 百 餘兩を 要すと 稱 せられて 居た が、 三月 七日より 十七 R に 至ろ 一旬 

にして 大堰戎 り、 堰中 普請 堰枠は 十八 十九 〇 兩； 0、  ^に 新 堀 普請 を耱續 して 三月 廿 四日に 完了した。 


人夫 約 千 三百 三人、 萱千贰 百. 四十 四駄、 米 約 百 七十 三 俵、 金 約 六十 餘兩 であろ。 假 普請に 明 俵 を 用 ひ、 

本 普請に も 萱を用 ひたの は、 河床 細 砂に して 漏水 甚し きを 以で、 屋根 葺の雨 を 凌-ぐ 理 によって 之を防 

いだので あろ。 而し てこの 堰 工事 は 弘化ー ！ 年に 改築す ろまで 維持した。 

斯く 給水 施^が 完了した ので、 田畑の 開發 復興 も 並び 行 はれて 開 田 捡四町 四 反に 上った。 これが 靑 

木 村 仕 法の 初期の 成績で ある。 

二 靑木 村の 仕 法 成績と 加 生 野 村の 仕 法 青木 村の 仕 法 は 堰の復 典に 始まる が、 堰は 田圃の 開發の 

爲 であろ、 旣に天 保 四 年に 十四 町 四 反歩 を 起し 返した が、 約 七十 餘 町歩の 荒 地と、 退轉 した 九十 餘軒 

の 再 舆相續 は 容易な 事で はない。 故に 最近 納入の 租稅に 基いて、 許可 を 受けた 定額に 封し、 新開地 其 ^ 

他の 增收を 以て 荒 地の 開發を 行 ふことの 必要 は、 櫻 町の 例と 同じであった。 斯 くして 天 保 五^ 以後 十 一 

1 年に 至ろ 七ケ年 問に 田畑 十五 町 五ぶ、 其 他 溜 井、 堰 普請、 家作 屋根 替等を 行 ひ、 人夫 四千 餘人、 費 

額 七 百 七十 餘兩に 達し、 其 冥加 米 一 一 百 十八 俵 を 出し 得る に 至った。 

この間に 天 保 七 年 G; 凶作が あつたが、 櫻 町 同様 一 戶^ 俵 宛の 雜穀を 準備した ので、 附近の 人民の 茱 

色 あるに 比して、 喜色 滿悅の 様子であった。 尤も この 年、 時疫が 村內に 流行した ので、 農耕の 助成 を 

行 ひて 牧穫の 減少す るが 如き ことなから しめた。 故に 困難の 中に も 人 氣は引 立つ. て 居た。 隨 つて 強て 

か しゃ 5 の むら 

懇願の 結果、 天 保 十 年に は 加 生 野 村に も 仕 法 を 開く に 至った。 
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天 保 九 年より 十 年までに 青木 村 は 第一 期の 仕 法が 大體 成就し、 櫻 町に 續 いて 仕 法 地の 範例と なった 

川 副 氏 は 犬に 悅んで 全部の 領土 十ケ 村に 實施を 懇願した。 併し 逭に 十ケ 村に 仕 法 を 講ずろ などと い ふ 

こと は 容易で ないから、 先づ 最も 困難な 加 生 野 村に 發業 すろ こと A なった。 川 副 氏に 分 度が 立ち、 先 

生の 身邊 に餘裕 があった ならば 無論 これより 全 領土に 及んだ ことで あらう。 

Ksim は 高 七十 五 石、 戶數當 時 十四 軒の 小 村であった。 荒 廢は甚 しくなかった けれども 負^ 多く 

村 勢 散 力であった から、 其 仕 法 は 天 保 十 年より 同 十二 年まで 行 はれ、 主として 報德 金の 貸付 を 行つ よ。 

その 貸付の 明瞭なる は 六 拾餘兩 であるが、 その 結末 は 青木 村の 分と 合して 取极 はれ 完了した。 

, 青木 村の 仕 法 金の 出 所 は 同村の 定 免の 餘 財で あろ。 卽ち 領主 川 副 氏の 妆納は 文政 六 年より 天 保 三年 

までの 平均 牧納米 八 拾 五 俊餘、 金 三 拾 三 兩餘を 以て 青木 村 一村 納 人の 分限と し、 それ以上の 課稅 をな 

さゾ る 契約の 下に 仕 法 を 開始し、 開發其 他の 方法に よって 增 加した る租人 はこれ を 仕 法の 費途に 用 ふ 

ろ こと  した。 これ 一 に 櫻 町の 例に 傚へ る ものである。 而 して 開發 初期 は 先生の 手許お り 報 德金を 支 

出し、 爾後 牧納剩 餘額を 以て 開發 を繼績 し、 天 保 八 年より 同 十一 年 迄の 間 I 差 引^ 百 六十 五雨の 不足 

が あり 全部 先生よりの 貸付と なり、 天 保 十四 年に は 差 引 總額六 拾六兩 三分に 减 頷した。 而 して 靑木村 

の 戶數は 六十 一 一軒に 增 加した。 

もと 青木 村 ま 有名な 荒 褻 村であった から、 水利の 不便と 貧困と により 惰 風が 浸潤して « た。 W し 先 


—  155 一 


生の 指導 叻成 によって 一時 天下の 模範と して 櫻 町に 次ぐ ものであった。 故に 村民 は 最：： 十 復興が^ 成し 

たも-のと 思 ひ、 この 滿 足が 因果 輪廻の 旋轉 をな して 從來の 弊風が 再 發し來 り、 舊 百姓と 新 百姓と の^に 

紛爭を 生じ、 之に 加 ふろに 關朿 在住 士 民の 常に 惱 みとした 日光 御社 參の 費用が 嵩み、 領主の 態度が 思 

はしくな く、、 用人 亦 施設 を 誤り、 終に 大騷 ぎと なり 村民 擧 つて 江戶に 出訴し、 解決せ ざる こと 数年に 

及び、 中心人物 たりし slfe あ 衞£ も 手の 下し 様な く、 先生 も 亦 之 を 以て 仕 法 打 切りと なすべし とま 

で 主張せ ざる を 得なかった が、 良民の 哀訴と、 領主 及び 用人の 懇願と を 斥けろ 譯には 行かないで、 夭 保. 

十四 年 村民 一同 を 櫻 町に 招致し、 理解 を 加へ 懇切に 訓誨 した 所、 釋 然として t は 解決した。 併し こ 

の 訴訟 中の 浪費， の. 爲に 村民 は 疲弊し、 大借 十一 軒、 中 借 三十 六 軒、 無 借 僅に 十四 軒であった が、 その 

總 借財 は. 百 五 拾 五雨で あるから、 さすがに 模範 村た る を 知る に 足ろ も、 間もなく 領主の 要求した 先納 

金、 弘化 I 二 年の 領主の 火災 等の 爲に， i 円 木の 村 債 は 六 百 雨に. S た。 この 負債 償却が 第二 期 仕 法と なる。 

當時靑 木 村、 i し 生" m 村の 仕 法 共は定 免の 分虔 にて 納人を 一 定 したが、 他の 所領の 牧納は 從來の 通り 

であって、 特に 川 副 氏自體 の 生活 は 何等 限度が 定められて 居らず 、從來 の艰習 その 儘で あり、，, 却って 

青.^、  ^生 野. 二 村の 牧納を 成 凝して 限定した ので、 常に 主家の 財政 は 困難であった。 最初の ffl 人金澤 

ながさ.、" みちす け  、  V  ,1 、  -  •  J  -  t 

林藏、 並木 柳 助の 如き も 中途で 辭し、 後に は 荒川泰 助、 永 坂道 助な ど 力 用 ひられ それと 飞も 甘に お 

政き，！ 艱み 通した。 故に 天 保 十三 年に は 先 納金 を 課して 紛議の 種 を 大きく し、 弘化三 印に は翊燒 に^ 


ひて 因 却 を 重ねた。 青木 村から は 長屋 を獻納 した。 斯く靑 木 村 も 種々 の 禍因が 纆ひ 付いて、 終に 村の. 

負債 總額 六百兩 となった ので ある。 

この 多額の 負債 は 領主 も 村 役人 も、 村民 も 何れも 責任が あろ。 差 迫った 主な ろ 仕 法 題目 は 借財 償還 

である。 先生 は 借財の 根元 を 究明し、 その. e 來を說 き、 その 返濟 方途 を 指示した。 後に 代官 役と なつ 

た 館 野 勘 右衛門 は 新開地 十四 町步、 金 百 九 拾 四 雨の 加 人 を 願 出た。 名主 新 吉も加 人 を 申出た。 領主よ 

りん 下附 金が あった。 櫻 町よりの 加 人 金 も ある。 これ を 根元と して 敎化 表彰の 方法 を 行って 村民の 借 

財 仕 法に 取り か A つた。 當 面の 負債 償却 法と 永 安 法と を 兼ねた ものである。 この間に 弘化ー 一年、 村民 

は 自力 を 以て 大堰の 基本的 修现を 行った。 先生の 手許から 百 三兩を 助成せられ たに 過ぎなかった。 斯 が. 

くして 仕 法 は 進み、 開墾 も 行 はれた。 各種 報德 金の 書類に よ^ば、 弘化 三年に 歸發 せられ ffl 地 七反餘 一 

步、 畑地 拾 參町七 反餘、 この 年の 牧納 冥加 米 三百 俵に 達して 居ろ。 而 して 弘化五 年まで 順次 穏 かに 仕 

法は實 施せられ た。 

一 二 靑木村 仕 法の 難關と 一水 安 法 幷に仕 法の 終局 青木 村の 仕 法の 最難關 は 領主 川 副 氏の 分 度の 確^ 

して 居ない ことで ある。 この 點に 於て は 櫻 町の 仕 法と 雲泥の差が ある。 卽ち仕 法の 要諦 は 根本 方策の 

樹立で あろ。 本來 からい へば 川 副 氏の 分 度 を 確立して 然る 後に 領土の 仕 法の 根元が 確立す ろ。 何故に 

この 根元 を 定めず して 靑木村 一 村の 仕 法 を 講じた かとい へば、 領民の 困憊が 餘 りに 甚 しく、 到底 坐視- • 


放任す ろに 忍びなかった ので 取り 敢 へず 大堰の 築造、 荒 地の 開墾、 借財の 返濟を 行った ので あろ。 故 

に 先生 は 川 副 氏の 爲に屢 々その 根^. 策 樹立 を勸言 したが 用 ひられない のみならず、 或は 仕 法 を 以て 先 

生 及び 村民 を 利す ろに 止まる とさへ 解した 傾向が ある。 されば 川 副 氏の 妆納は 青木 村の 最小 牧納 を標 

準と して 定免 としたろ を 以て 妆入减 となり、 之に 對 して 支出の 分 度な 定めざる が爲に 財政 は 漸次 困難 

となった。 之 を 以て 先生の 指導に 背く こと 一再ならず、 また 先生より 借 入れた る 報 德仕法 金の 納人を 

怠り、 特に 用人の 交迭 頻繁に して 應對要 を 得ず、 先生との 間に 交涉の 解決せ ざる こと 數 年に 及んだ。 

それ は 仕 法 貸付金の 年賦 償還と 仕 法開發 地の 産出より 生ずる 冥加 米の 完納と、 更に 根本的な の は 仕 法 

狀態 の 自治 的 繼續卽 ち この場合に 於て は それ が-永 安 法 の 決定で あろ。 

更に その 問題 を 困難なら しめたの は、 先生が 日光 仕 法 等の. 多忙の 故 を 以て 青木 村の 仕 法 を 川 副 氏が 

引取る 事に なった ので あろ。 元 來川副 氏 は 仕 法 執行の 任に 堪 ふろ ものがない と いふので、 小 田原領 

主、 或は 西久 保の 櫻 町 領主 等へ 依頼せられ たが、 何れも 他領の 周旋 を 引受けろ などと とい ふこと は 出 

來な いので、 已むを 得ず 川 副 氏 は嘉永 元年 正式に 之 を 引取る こと A なった。 

然るに 引取った 後に も、 川 副 氏 は 仕 法 を繼鑌 する であらう と 信じて 居た 先生の 希望的 豫想は 裏切ら 

れて 行く 形勢で あろから、 是 等の 交 涉も亦 一 つの 案件であった。 

また 仕 法 金 は 不成功に 終らば 返納し なくと も 宜しい が 、青木 村の 如くに 成功した 領土から は、 その 元 
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金 を 年賦 償還で 返納し、 又 その外に 冥加金と 稱 して 多少の 謝意 を 表すろ を 報德の 本旨に 合致す と考へ 

られて 居た ので 川 副 氏より 旣に その 返金 幷 冥加 金納 人 を 巾 出た に拘ら ず、 その 納人を 怠り 勝であった。 

仕 法 を 一 段落と する に 際し 先生の 熱望した 所 は 仕 法の 永續 である。 仕 法 を永續 すろ に は報德 金の 永 

久的 培養が 必要で ある。 これ 小 田 原 領主の 爲に 永代 回向 料增益 手段 法の 講ぜられた 所以で ある。 青木 

村に 就ても この 方法が 攻究せられ、 最初 大堰 築造の 際、 神社の 境內 より 伐木した こと、 幷に靑 木 村 仕 

法の 實績擧 りたる は 神明の 加護に よる ものであるから とて、 嘉永 三年 鎭守靑 木大明 神の 奉祀の 爲に金 

三百 兩を積 立て、 これ を 順次 開發 用の 資財に 宛て、 その 冥加 產出を 以て 永代 仕 法の 績 行と 神社の 祭祀 

取扱と をな さし めんと した。 

また 青木、 加 生野兩 村の 仕 法 は、 刖途に 報 德金を 積 立て、 準 繩帳を 作って 標準 を 示し、 日光 御 仕 法 

と 相俟って 後退な からしめ， ん とした。 然れ ども 旣に嘉 永 元年 正式に 引繼 いだ 結果、 先生より 積極的に 

仕法繼 績を發 動す る ことが 出来な か. つたので、 報德金 返納が 延引ながら 完了した のみで、 仕 法 は 之 を 

以て 終結した。 唯 我等の 後鑑 とすべき は、 根本の 分 度 確立せ ざる 時 は、 仕 法 は 中廢し 易き ものた ろ を 

學ぶ ものである。 櫻 町領、 相 馬領、 日光 領 等の 如く 明治維新 を 以て 他動 的に 終了す るまで 誠意 誠心 行 は 

れ たものに 比すれば 青木 村の 仕 法 は 蛇 尾の 觀が あるが、 最初の 希 _ 望たり し 荒 地 開墾 特に 大堰の 完成、 借 

財 返 濟等は 完全に 目的 を 達した ので あるから、 報 德仕法 中 好成績に 終った 例と して 推稱 すろ に 足る。 
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第 人 章 谷 田 部 茂 木の 仕 法 

一 谷 田 都 茂 木の 仕 法發端 谷 H 部 茂 木の 仕 法 は、 藩 醫中村 元 順の 仕 法 懇願に 關聯 して 進展した。 

蓋し 櫻 町並 靑木 村の 仕 法が 着々 功 を 奏しつ， - ある とい ふこと は、 近隣 諸 村まで も 注目 を牽 き、 評^ 力. 

傳 へられた、 それ は 恰も 生活苦の 深刻 さが 日增に 激烈と なった 天 保 初年の 事で あるから、 何人と 雖も 

この 借財 償還 荒 地 開 發の福 昔に 耳 を敲 てないで は 居られなかった、 當時谷 田 部 茂 木の 領主 細 川 氏の 藩 一 

醫中村 元 順 は 櫻 町 領民に して 近親者た ろ 岸右衞 門より、 報德仕 法の 妙 を 聞き、 先づ 自ら その 恩 惠に浴 ^ 

し 負 偵 を 償還した しと 岸 右衛門 を 以て 懇願した。 

この 中 村 元 順 は 野 州 芳賀郡 中 里 村に 生れ、 世々 農民な りしが、 報德 記に よれば 「頗る 世才 ありて 辯 

侫 なり 農 事を好まず 醫を學 び、 或は 擊劍を 以て 世に出ん とする の 志 あり、 然れ ども 其 業に 達せず 或 

時. ！i に 言て 曰、 凡そ 邊 鄙に 身 を 置く 時 は藝術 ありと いへ ども 名を爲 すに 足らず、 凡そ 名 を 揚げ 福 を 得" 

ん とすれば 其 居所 を 選ぶ にあり、 是 故に 我 江 都に 出で 醫術を 以て 名を顯 さんと す、 汝 共に 往ん か」 と 

文政 一一 一年 二十 七 歳に して 出府し、 下 谷 御成 街道に て 黑川元 順と 稱し醫 業 を 渡世と したが、 其 術 拙き 故 

か 衣食の 資に すら 窮し、 妻 は 一 一人の 女子 中 一 人を携 へて 歸鄕 した。 


元 順 は 懇意な ろ 細 川 家の 藩 醫中村 周圭に 寄食し、 代診と なり、 次で 中 村 氏の 養子と なり、 間もなく 

養父 病死し 家督 を相續 して 計らず も 藩主 細 川 長 門 守の 寵を受 くろに 至った。 然れ ども 翳 術 拙な ろを以 

て 牧人 少く 負^ 四 五 拾 雨に 達した。 この頃 元 順の 近親者 岸 右 衞門は 櫻 町に 在って 先生の 敎に 感服し、 

諸方に 報 德の道 を宣傳 しつ 、あつたが、 偶 々江戸に 來り元 順に 之を勸 めた。 是に 於て 仕 法を發 願し 先 

生の 許に 懇願し 來 つた。 併し 先生 は 容易に 面會 せられなかった が、 岸右衞 門より 再三 懇頹 し、 漸く 西 

久 保の 横 山 周 平 宅に て 面接 直談 を諾 せられた。 その 時 指導 的 理解 を 受けた 重要なる 事項 は、 臣節 眞忠 

の敎詞 であって、 元 順が 公職に ありながら、 私事な ろ 借財 償還 金甙拾 五雨の 恩借 を 請 ふ 爲に來 りし は 

臣下と して 本末 顚 倒の 甚 しきもの なりと 痛烈に 敎誡 せられ、 一家 一村 一 國復 舆に關 すろ 根本的 解決の § 

方法、 古今 未曾有の 報德談 を拜聽 した。 その 要に 曰、  一 

「現今 負 愤の爲 に 苦心す る もの は 足下 一 人の みで はない。 元來 足下の 藩主 細 川 侯の 財政 は 如何、 政 

事 正しく 行 はれ、 國 富み 民 豐か であるか」  • 

と、 元 順 答へ て 曰、 - 

「決して 安心で はない、 領邑大 に衰頹 し、 土地 荒 蕪し、 民篛 迫し、 貢稅は 三分の 二 を 減じ、 主君の 

艱難 は 勿論、 一藩の 扶助 も屆き 難く、 天下 廣し と雖 も斯の 如き 困窮 は 稀で あらう、 私の 扶持 も 若干 

石と は 名のみ にして、 其 實は減 石給與 せらる 程で あろ、 願 はくば この 貌乏を 救 はれたい」 


と、 先生 曰、 

「嗚乎 足下 は 何とい ふ 過った 考を 持って 居る か、 大凡 臣下と して 爲 すべき 道 は 定まって 居る、 士分 

たると 翳 者た ろとの 刖 なく、  ^以て 己の 身 を 顧みず 君 家の 爲に盡 すに ある、 今 足下の 邦國 艱難に 迫 

り、 公務 さへん 廢 され、 國民 撫育の 道 を 失 ひ、 進退 共に 谷って 居ろ、 泣し く 身 を 抛ち 命を粱 て、 君の 

艱苦 を 除き その 憂心 を 安んじ、 國民 をして 困苦 を 免れし むる 仁政に 浴せ しめんと 盡 力すべき であろ。 ， 

これ 臣 たる もの、 本意で はない か、 然るに 上下の 大患 を濟 ふこと を 念. とせず、 唯一 身の 貧苦 を 免れ 

んが爲 に 余 を 訪問した、 何 を 以て 之 を 忠臣と 言 ひ 得よう か。 余 一 身 を推讓 して 櫻 町 復興に R 夜 心 力 一 

を盡 して 足ら ざろ を 息 ふるのみ、 足下 來 つて 君 家に 盡す 方策 を 問 はずして 私益 を冀 求す る、 余 は 余 ^ 

の 任務が あって 寸隙 もない、 他の 諸侯の 事を談 ずる 遑 もない、 故に 面會を 謝絶した ので あるが、 横 一 

山 周 平の 懇望に よって 巳む を 得ず して 面會 した 所、 豈圖ん や 一 身の-安泰の 事の み、 希望 せらろ た 所 

の 金員 は 僅少で あるが、 余が 志に 反して H ^ろから、 決して 御望に 應 ずろ こと は出來 ない、 依て 早々 

歸られ たし、 而 して 再び 来らる A な」 

と 元 順 慚愧し 茫然と して 沈默 良久し くして 謝して 曰、 

「御高 說 により 我が 過失の 大 なること を 悟った、 我 不肖な りと 雖 少しく 道 を舉ん だもので ある、 君 

家の 艱難 を 憂 ひざる もので はない が、 不肖に して 及ばざる 所と して 一 己の爾駄 に關 しての み 憐みを 


請う t のは^に 淺 ましき 愚であった。 今 至敎を 聞いて 慚愧身 を容ろ A 地の ない 次第で あろ 愚な り 

と雖も 今より 卑心を 洗 ひ、 聊か 上下の 爲に 心を盡 さう と 決心した、 先生 失言 をした こと を 以て 槳て 

ず、 爾來 高敎を 授け 給へ」 

と、 再拜 した、 先生 笑って 曰、 

「ny 下の 志、 人の 臣 としての 道に 盡す にあら ざり し を 以て 1 言した るの み、 何 を 以て 足下 を敎 ふる 

如き こと を爲し 得べき」  . 

と、 元 順 益々 恥ぢ、 再 會の時 を 乞うて 去った。  - 

飜 つて ぎ、，^ が. の 實情を 按ずる に、 谷 E 部 は 現在の 茨城 縣筑波 郡 谷 田 部 町並に その 附近 四十 二  ^ 

ケ 町村、 K が は 現今の 栃木 縣? 方 Ifcs^m 並に その 附近 二十 七ケ 町村、 合して 高 壹萬六 千 三百 十九 石 

と稱 し、 米 租壹萬 六 千 俵、 畑 租六百 餘兩、 之 を家祿 として 細 川長鬥 守の 領有す る 所であった、 領主 細 

川 家 は 九州 熊 本 細 川 家の 分家であって、 その 祖先 は戰 功に より 相 當の地 を 領有すべき 所 本家の 一 言に 

よって 小 1 となり 怨恨 は 累代に 亙りて 禍根 をな し、 斷 えず 本家より 支給 を 受けて 尙 ほ不滿 であった、 

加 ふろに 明 和 九 年、 文化 三年、 文政 元ギ、 文政 十二 年、 天 保 六 年と 五 度 も 類 燒に遭 ひ、 また 天 保兩度 

の 凶 乍 を 受け^ 次第に 負債が 山積し 其 額 十三 萬兩 にも 達し 年々 の 牧納を 以て 利息 を 支 ふるに も 足ら ざ 

も. 窮迫に 陷 つた、 藩士の 給與も 充分で なく、 人民への 課 稅も輕 くな く、 1 下 交 々困窮に 惱んで 居た。 . 


この頃 藩主 老いて 子な く、 有 馬 侯の 次子 辰十郞 (喜 十郞) 君 を 養子と した。 未だ 家督 相續の 完了せ ざろ 

に當り 非常なる 困阨に 遭遇した、 細 川 侯が この 救 治 を 決行す ろに 至った 顚末を 摘記 すれば 次の 通りで 

あろ。 

養子 辰 十 郎君 頗る 英才 あり、 國 家の 衰弱 上下の 艱難 を 憂 ひ、 一度 經濟の 道 を 行 ひ 再興 せんと 心を盡 

すと 雖も其 道 を 得ず、 某 時 醫師中 村 元 順 君 前に 在って 談偶々 古今 其 人に 由て 國 家の 盛衰す る ことに 及 . 

んだ 所、 辰 十 郎君 慨然と して 沈 默此事 を 聞き 近習の 人 を 退かしめ、 竊に元 順に IS ひて 曰、 

「余 有 馬 家に 成長し、 . 曾て 艱難の 事 を 聞知し なかった、 而 して 此 家に 養 はる に 及びて 上下の 困窮 一 

比類な き 事 を 知った、 此の 通に て 歳月 を 送らば、 負債 山の 如く 遂に 亡國に 類す ろに 至る であらう、 も 

是非 家政 を 改革し 一 家 を 再興し、 養父の 心 を 安んじ、 領民の 困苦 を も 除かん と 欲すれ ども、 不肯に 一 

して 其 道 を 得ない、 汝 若し 何 か 思慮す ろ 所 あろ なれば 國 家の 爲に其 言 を 存分に 申して 見よ、 余 私に 

之 を參考 にす るで あらう」 

と、 この 時 元 順旣に 報德の 良法 を 聞知し、 これ を 言上す ろ 機會を 待ち、 豫て君 家 を與し 功業 を 立て、 

1 身の 榮利を も 取らん こと を 謀り 其 時 を 窺って 居た、 恰も 今斯 くの 如きの 問 を 得て 心中 大に悅 び、 時 

至れり と 平伏し 言上して 曰、 

「誠に 君の 憂 ひ 給 ふ 所の 如く 連年 此の 如くに して 年月 を經 ば、 如何と も爲 すべ からざる に 至る であ 


らう、 W し 徵臣醫 を 以て 業と する もの、 何 を 以て 國 家の 政に 與 つて 言上し 得よう、 然るに 君 群 はに 

問 はずして 獨愚臣 に 問 ひ 給 ふ、 臣 その 職に あら ざれ ども 國事を 憂 ふろの 微衷 を 察し 給 はるが 故なら 

ん、 故に 意中 を 明さず 言上し なければ 必ず 不忠の 罪 を 免れず、 扨 こ 一に 是非 言， M し 奉らん とすろ 事 

が ある、 玆に 稀世の 英才が ある、 名 を 一 一宮 金次郞 とい ふ」 

とて 櫻 町の 功業 を談 り、 語を繽 けて 曰、 

「臣故 ありて 一 一宮に 一 面する こと を 得た、 其 高論 を 聞きし に滔々 として 洪 河の 如く、 治亂 盛衰 存亡 

吉凶の 生ずる 處其 根元 を談 ずるに 袞々 として 盡 くろ 所 を 知らず、 君 若し 此 人に 國家 再興の 道 を 委任 - 

し、 -其 指揮に 應じ、 改政 仁術 を 施し 給 はゾ、 十 年 を 出で ずして 大に國 家の 大幸を 開き 得る こと は 疑 ゆ 

ない、 この 良法 を 行 ひ 給 ふなら ば、 臣は その 敎示を 受け 一身 を 抛ち 事業に 心 カを盡 すで あらう」  一 

と、 言上した 所、 辰 十 郎君 大に悅 び、 

「誠に 汝 W 言の 如くならば 無双の 英傑で ある。 一 H 呂のカ を 借り 其 指揮に 隨ひ汝 と 心 を 併せて 勉勵せ 

ば、 志願 必ず 成就す るで あらう、 然るに 此處に 一 難事 あり、 群臣 救 年の 困苦に 迫り、 頗る 仁義の 風 

を 失 ひ、 自功を 立てん ことみ」 好み、 人の 功 を 妨げ、 他の 益 を 忌む の 心 盛んにして、 國 家の 爲に 私心 

を 去り 忠を盡 さんと する もの は 至って 鮮ぃ、 今 大業 を汝 と共に 擧 げんと すれば、 其 是非 を 論ぜず し 

て 必ず 故な く 之に 反抗 拒否す ろで あらう、 余 は 未だ 部屋 住で ある、 强ぐ實 行 命令 を發 する ことが 來 
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來 ない、 この 事 を 公然と 發 せば 必ず 成す こと 能 はず、 汝竊に 余が 辛苦す る 所以と、 二宮の 道 を 行 ひ 

阈家 を再與 せんとす る 意中 を 一 H 吕に 具に 吿げ、 適 當の處 置 を 尋ね 來れ、 一 一宮 余が 意中 を 察せば 必ず 

之に 同情して 大智を 以て 機宜の 方法 を 示す であらう、 汝此事 を 過つな かれ」 

註 元 順 報德記 に 玄 順と あ リー 一宮^ 德全 集中 の 公文書 に は 悉く 元 順と ぁリ、 故 LL 報德記 中 の 文章 以外 は 元 の 字 

ん ふ。 

と 命じた ので 元 順 大に悅 び、 直に 江 戶西久 保なる 宇津 家の 邸に 到り 先生に 面會を 求めた 所、 横 山 周 平 

出で て應 接し、 先生 は 旣に櫻 町に 歸られ たと 吿 げたので、 失望して 歸 りこの 旨 を 復命した、 誠心 以て 

.國 を 憂 ふろ 喜 十 郞君之 を 聞き、 

「然 らば 速に 野 州に 赴き 余が 心意 を 達せよ、 此事 父君に も 內諾を 求めた ろ 所、 大に悅 び 給 ひ、 群臣 

に 漏さず 穩 便に 事 を 整 へ よ」 

. と、 勵 まされ 且曰、 

「汝 公然 野 州に 赴かば 必ずや 疑念 を 生じて、 事 未だ 成らざる に 破れよう、 適當 なろ 方法 を 講ぜよ」 

A 諭された。 元 順 之に 答へ て 曰、 

r 臣玆に 誠に 便法 を考へ 得た、 今 若君の 夫人 懷姙し 給 ひ 五ケ 月に 及べり、 群臣の 皆 知ろ 所で ある、 

然るに 野 州 櫻 町 を 去ろ こと 數里 (註 野 州芳賀 郡 誕生 村) に 地蔵尊 あり、 延の 地蔵と 唱ふ、 安產を 守る 


― i66  — 


とて、 貴賤 共に 安産 を 祈願す る もの 遠近より 來ろ、 依て 太夫 以下へ 令して 之に 祈ら しめられたい、 

而 して 使者と して は 元 順 こそ 適當 なれ」 

と、 害 十 郎君 之 を 妙策と して 太夫 を 召し 元 順 をして 祈願の 爲 に出發 せしめた。 これ 實に天 保 五 年 正月 

の 事であった。 . 

• 元 順 正月 二十 八 曰 江戸 出 發翌廿 九 flt 櫻 町に 着し、 先生に 面 謁して 曰、 

「曩に は不肯 にして 私事 を 以て 先生の 敎を 受けん としたが、 高？ i を 反覆して 悔い、. 一身 を 奉じて 君 

國に 報いん こと を 志した、 その 誠內 にあって 外に 形れ たもの か、 君上談 ずるに 國事を 以てせられ、 

我 之に 答 ふるに 先生の 敎を 以てした、 主君 犬に 先生の 高 德を慕 はれ 速に 國家與 復の败 を 委任 せんと 

せられた、 然れ ども 一 藩の 人心 放肆に して 士風を 失 ひ、 公事 を 後に して 私曲 を 先にし、 偶々 忠臣 あ 

れば 之を黜 け、 財政 は 他 借 を 以て 補 ひ、 目前の 費用 を充 さんと すろ のみで ある、 故に 借財 旣に 十餘 

寓兩に 上り、 貢租 は 年々 に 減じた、 本家 細 川 家より 屢々 借用し また 助力 を 受けた る もの 八 萬 雨に 達 

お ほど ぶ 

し、 本家 も 最早 之 を 救 ふの 術な しとし 「柳 原の 大土 浮.」 とさへ 諷せられ たとい ふ、 群臣 革 正 を議す 

ろ も囂々 として 人の 議を排 する のみで ある、 當君旣 に 老い 給 ひ 萬 事 養 君に 謀らる、 幸に 若君 は 仁心 

ありと いへ ども 未だ 相鑌を 了せ ず、 卒爾に 此の 大業 を發 すれば 群臣 不服の 爲に 成功 を 疑 ふ、 先生の 

敎 によって 良策 を 行 はんこと を冀 ふ」 
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とい ふに あった。 先 牛； 卽ち 之に 敎 へて 曰、 

「我 小 田 原の 臣 として 外 諸侯の 政事 を談 ずる 事 は 出来ない、 況 やその 委任に ^ ろな どと いふ は そ 

の因緣 のない ことで ある、 君 賢明に して 仁心 あり、 民 其澤を 蒙る こと 能 はず、 終に 上下の 翁せ こ 

ろの は誡に 歎ずべき の 至で あろ。 外に 方法 もない から 余 1 言を呈 すろ であらう、 夫れ 國の 亂こ臂 

するとい ふこと は 其 國の分 度が 明かなら ないから である。 牧人 を 貪り 取って 出 財 制限な く、 用 費 度 

なき カ爲に 僅に 多少と も 不足 を 生ずる、 然るに 獰 自ら 省みず、 節儉を 守ろ こと 能 はず、 不 ni~ あれ ま 

他より 借り、 或は 領民 を 絞り 先 納の名 を 以て 民 下より 摩 ひ 以て 其 不足 を 足す、 連年 是の 如くして 益々 

窮し、 國民は 其 君の 敏. 敛を 怨み、 或は 離散し 或は 農事 を 廢し末 利に 走り、 國土 之が 爲に荒 蕪と なり、 

租稅彌 減じ 上下の 艱難 窮る、 是に 於て 奉仕の 道 を 失 ひ 一 藩 を 扶助す るの 米 財. し、 士風 卑陋 薄情 こ 

ゎづか 

流ォ 毛 弗の や を爭ひ 曾て 忠義の 何物た る を 知らざる に 到ろ、 上下 危 きこと 累 卵の 如しで あろ、 圻 

力る 禍は 何から 牛： じた かとい ふと、 それ は 唯 國に分 度が 立たない 過の み、 國に分 度な き 時 は、 幾 萬の 

財 を 人る 丄 とい へ ども 破 桶に 水 を 入る V か 如く 一  滴 も 保つ こと は 3J 來な い、 然 ろに 今 足下の 君 家 S 

難と 言 はる A も、 明に 分 度 を 立て 節度 を 守り、 仁術 を 行 ふ 時は國 その 與複 決して 難事で ない、 

神代の 昔璺 葦原たり し 時に 考へ て 見られよ、 往昔 開 田 用と しての 米 粟 はない、 金銀 財寶 もない、 天祖 

の 御 丹誡を 以て 此 葦原 を 開き 給 はった から、 海 內是の 如く 豐鏡繁 榮の國 となった、 然 らぱ此 大道 を 


以て 國の衰 廢を擧 ぐれば、 開闢 以來 葦原 を 瑞穗國 と 開き 給 ひし 時 程の 難事で は あろまい、 今 四海 豊富 

の 寺 こ 生れ、 古の 艱難 を 顧みず、 專ら 奢侈に 流れ 節儉の 道を廢 し、 安逸 を 主と する が 故に 衰弊立 ど 

ころに 到った ので ある。 世の 弊風 を 革め 本 原の 道に 立歸ら ねば、 百計 を盡 すと 雖も何 を 以て 國の衰 

亡 を 補 ふこと が出來 よう、 却て その 廢亡を 促す のみで ある、 余が 土地 を興復 したの は 則ち 此の 大道 を 

J てしたの である、 故に 君臣 心 を 斯に用 ひ カを盡 さば、 如何して か 衰國の 興らざる ことがあらう、 然 

して 諸 臣下の 妨が あらう かと 憂 ふ、 故に 亦 興復の 方法が 明かなら ざるが 故で ある。 今 君 家 再 復永安 

の 道 を 明かに 調べ、 是の 如くす る 時は國 盛に 民 安く、 是の 如くせ ざれば 國益々 窮し 亡滅に 到ろ であ I 

らう、 盛衰 兩道を 明かに 說き 群臣に 示し、 何れの 道に 隨 はんかと 問 はゾ、 如何なる 侫心 邪曲と いへ " 

ども 一 同 安堵の 道に 依らん と 誓 ふで あらう、 斯 くして 群議に よって 決すれば、 其 本 君 意に 出づ ると 

、 へど も、 その 決行 群臣の 望に 應じ たるが 故に、 內心 仁政 を 忌む の 族 ありと いへ ども、 妨害 をな す 

-の愚 をな す ものが あらう か。 併し その 國の本 原た る 分 度 を 定め、 盛衰 存亡 を 明かに する は 足下の 及 

ぶ 所でない、 その 方法の 明示 を 求む る なれば 國の 貢税十 年の 古 帳 を持參 せられたい、 余 其 道 を 明か 

、二して 足下に 指示す るで あらう、 斯く する こと は國家 再興の 本體を 確立す る ことで ある」 

と、 敎 へられ、 元 順 堅き 決 志 を 以て 二月 十日 出 發歸府 したが、 不幸に も 同月 七日 築地 邊 より 出火して 

細： ZT 家 こ類燒 し、 上下 大 中、 元 順 ま 十一 一日 朝 着 道に 長 門 守に 面會、 細 川 越 中 守 屋敷 中に 一 時 退去 あ 


り、 老侯 にも 面談した。 斯くて 愈々 困窮に 陷り、 屋敷 再興の 困難から、 假寓 選定 中で あつたが、 この 

時 幸に 先生が 出府せられ たので 懇談 を 重ね、 先生の 周旋に て 小 田 原 藩の 所有た る 割下 水の 邸 を 讓り受 

け、 四月 十七 日 之に 引 移った、 斯く 先生と は 種々 の 因緣が 重なり、 細 川 象 上下 共 報德仕 法理 解 順^よ 

く 開け、 公に 藩侯 父子 は 重役 共と 評議 を 遂げる 様になり、 一 同擧 つて 賛成し、 衆議 一 決 萬 事 櫻 町の 通 . 

りに て 委任 致し 度 旨の 意を體 し、 元 順 は 正式に 六月 朔日江 戶を發 し 櫻 町に 向 ひ、 途中 不快に て 岸右衞 

門 方に て 休憩し、 同月 六日 先生に 面會 した。  • 

元 順は携 へたろ 書類 を 示し 更に 君臣 上下の 苦 艱を訴 へ 舆復の 方途 を 講ぜら れんこと を 懇願した、 先 

生 は 之に 封し、 目今 艱難の 極、 衆議 一 決し たれ ども、 一 たび 危急の 去る 時には 忽ち 常住に 復し、 舊弊 ，s- 

に 立 戾るは 尋常の 人情、 賢愚 共に 知らず/ \ 驕奢 怠惰に 陷るは 自然 なれば 容易. に 引受け P しと ^絶せ 一. 

られ たので、 元 順 は 再三 懇願し、 渐く 考慮す べしと 答 へられた。 それより 元 順に 對し、 足下 は 翳 業 を 

以て 家職と すれば、 夫々 俸祿 を 受け 來れる を 以て、 唯今 大願 を 發し國 政に 參與 する は 容易なら ざる 事 

であり、 過って 禍を發 したる 時、 後悔 躋を噬 むこと A なる から、 國政革 進に 就て は 篤と 攻究す る こと 

とし、 無難に 醫業相 續の道 を 講じて は 如何、 この 顚末兩 殿に 申 上げて 然るべき きを 述べられた、 これ 

曙に 醫師の 本分 を 忘れて 政事に 關與 すろ ことの 不合理 なること を 明かに し、 一 國の 政治と いふ 重大 £ 

務に 就て は、 その 職責 を 以て 事に 営るべく、 また 領主と 雖も大 決心 を 以て 實 行すべく、 且 公式に！ K 頓 


する のでなければ 交 涉に應 じ 難き こと を 諭された ので あろ。 

銳敏 なろ 元 順 はこの 意 を 察知す ろに 難く はない。 歸府の 上 公式に その 目的 を 達成 せんこと を 欲し、 

六月 十四日 櫻 町を發 し、 翌 十五 日歸府 直に 之 を 復命した。 

長 門 守 父子 は徵 細に 之 を 聞き、 仕 法の 困難 はさる ことながら、 之 を 行 は ざれば とて 何時 安络の 時節 

到來 すろ やとの 見込 もな く、 歲 人に 限度 を 立て A 一  住し、 强て 依頼す ろ 外方 法 はない とい ふこと に 決 

定 した。 當時 先生より 元 順への 使者の 來 りしに 任せ、 この 意 を取敢 へず 回答した。 

(前略) 然ば 今般 岸 右 衞門御 差 越 被 成 下、 前 々 御 願 申 人 置 候 儀 致，, 具 承？ 於，, 御兩 殿様, も i 被，, 思 召 f 

殊更 無-, 御腹 織-事、 別て 御滿 足被爲 成、 是非とも 御領 內 先生へ 爲，， 御 任， 被 遊 度、 因 玆御使 谷 田 部 奉 

行中 村 傳八郞 へ 被 仰 付、 御 直 書 持參、 拙者 案內 可，， 罷越， 由 御座 候 得 共、 指 付罷出 候て は 失敬の 筋 被 

思 召 候 故、 何れ 不遠私 參上可 仕 心 組に 御座 候、 尤 重役 衆 一決 之 上、 御領 內 御牧 納高乏 外 は、 何様 之 事 

出 來候共 御用 金 は 勿論、 先 納等不 被 仰 付 御 規定 候、 右 之 始末 急 度 可 申 述旨被 仰 渡 候 條如斯 御座 候 以上 

<： 月 五日 (la 天 保 五 年)  紬川長 門守內 

.  中 村 元 順 

二宮 金 次郞樣  • 

次で その 九月 十四日 元 順 は 雨 殿よりの 御用 向 仰 越され、 並 谷 田 部 村々 高 反^、 村繪圖 等殘ら ず持參 
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し、 取調の 上 御 趣意 實現 する 様に と 懇願した。 先生 は 大嶋勇 助 其他算 筆に 達した る 門 生 を 集めて 調査 

に 着手し、 元 順 は 谷 田 部、 茂 木より 役人 を 呼びよ せ、 十月 上旬 一 應 集計 を 得た ろ を 以て、 元 順 一 先歸 

府 したが、 その 調査の 結 aTl ケ 年の 全 租稅を 以てする も 二十 六 ケ年を 要し、 非常に 困難な ろ 財政の 

根元 を 明かに し、 國家衰 時の 1K 分、 盛衰 興亡の 理を辨 じ、 更に 進んで この 困難なる 間に 於ても 分 度 を 

立 つれば 度 外の 財 を 生ずべ く、 この 工夫に よる 餘財を 以て 廢地 を拓 き、 窮民 を 安撫 し、 上下の 艱難 を 

除き 永 安の 道 を 立つ る を 要すと て、 圓 相の 圖を 以て その 眞 相を閬 明し、 方途 を 示し、 國家 安危の 分る 

る 所以 は 分 度 を 立て A 推 譲す るに ある こと を 一 目 瞭然たら しめ、 過去の 財政より 以て 將來の 企 圖に及 

び、 この 具體的 事實を 叙して 數卷の 書冊と なし、 之 を 元 順に 示し 且日、 

都て 貧 福の 二つ は 幸 を 幸と 常住 も 相 定^へば、 災 生ずる の 外な く、 年 來福を 被 願 候 故 (に) 災に被 

至、 食 を 常と 被 レ成候 得ば、 禍に 至り 候 様な く、 此程御 奮 發に候 はノ御 艱難 之 御極此 節に 限り 候に 

付、 此分度 を 御 仕 法 年限 中 御 据被レ 置、 五ケ 年 平均 御牧 納高 根に 立、 前書 之 通 平均 外米 金 を以、 與國救 

民 御手 當に御 引 除 可 レ被レ 成、 元 來經濟 之 根元 は、 其國之 穀物 耘 耕の 力 を以產 出し、 央を 貢と し 半 を 

民 食と 致し、 君民 艱苦 を 共に し、 歡樂を 共に いたし 候て 上下 一 和、 君民 相 分、 其 國を安 候 儀 は、 賢 

聖之 爲處候 間、 外に 舆國之 可 致樣無 レ 之 間、 其 分 を 守り、 驕奢 を 制し、 良民 を擧、 忠臣 を 被 成 御用 候 

き -ftj,? おす  >  ざ 

へぱ、 自然と 惡弊改 り 與國可 ，， 相 成， は 必定 之義に 付、 是 迄の 舊染御 雪、 善 種 を 御 稼、 善 草 を被レ 成，， 
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御 生， 候 方、 御 家政 最大 之 御 良法に 付、 左 之 平均 貢 を以御 暮被レ 成，， 御 凌 一 御 趣 法 御 取 行に 候へば、 十 

ケ 年中に は 假成御 舊復之 場に も 追 々可 レ被レ 爲レ至 

一 金 五 千 百 六 拾 七 兩銀四 匁 九分 六 厘  五ケ 年 平均 牧納高 石替積 金高 ： 

內 

金 三千 三百 八 拾壹兩 三分 銀 五 厘 五毛  暮方用 米 金高 

金 千 七 百 八 拾 五 兩壹分 銀 四 匁 九分 八 厘  借財 元利 壹ケ 年濟方 取扱 備高 

右 分 を以暮 見渡、 借物、 公 宮拜借 之 方、 其 外 同姓 近親 用辨 口人 等 之 分 は 右 趣 法 之 旨委敷 歎願 及，， 賴 

談 r 趣 法 年限 中 平均 外米 金 を以、 镇內荒 地 再發、 廢村取 直し、 人別 增、 牧納復 舊致候 様いた し、 其 

上舊 恩借に 候 へ ば 追 々 返濟相 立候樣 可， 致、 夫 迄 之 處利濟 或は 元濟、 斷延等 貞實に 及，， 頼談， 候 は ダ 、 

夫々 勘 辨可レ 有レ之 

と 報德仕 法に よろ 取扱 方の 旨 を 論され たので、 從來の 過失に 驚き 將來の 方途 を 慮り、 その 書類 を携へ 

て 一 度歸府 し、 藩 政 匡濟方 至難の 事情 を 復命した。 上下 一 同 驚歎 甚 しかった が、 他に 立直しの 方法の 

あるべき 樣 もなければ、 調査の 結 枭に遵 つて 依賴 すろ 外な き 事に 一 ^ し、 直に 元 順 を 差遣す こと A な 

り、 十月 十七 日 櫻 町へ 引返さし め、 如何様に 忍耐す ると も 誓って 斷 行すべく 懇望した C 唯 こ A に 問題 

とすべき は來 年度 (天 保 六 年) の收納 迄の 諸人 用 米 金で あろ。 從來 本家へ 屢々 依賴 したる も 近時 疏遠 
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になり、 其 上 用達 共に も 新 古 借財が あって 立替を 要望し 難く、 必至と 當惑 すろ ことであった。 

先生 は 之に 對 して 當 年分に 就て は、 用達 共へ 取 入 を 渡す 約束に て 立 替を乞 ひ、 更に 不足の 分 は铮方 

にて 考慮す ろ 3 曰 を 答 へられた ので それ は 安心と なった が、 進んで 救民 與阈の 方法に 取褂 る手當 等の 準 

備 がない 始末 を訴 へたので  \ 

趣 法被 レ 成，， 御 取掛， 候 付て は、 右人 用御備 爲，， 善 種 〖 是迄 物井鄕 四千 石 中より、 年々 歲々 產出置 候 平 . 

均 外米 金 積 置、 村 柄 取 直 人 用 報德金 之內、 千兩 御用達 可 申、  其 上 趣 法 通 • 取 行功驗 無 之、 返 

濟難， -相屆 - 候 節 は 不及其 儀、. 先 爲レ試 差 出 候 間、 是を 以て 當暮 より 茂 木地 を始 として 荒 地再發 、翁 民 

撫育 可，， 取掛， 3 曰 愈々 洽定、 趣 法 於 取 行 は、 無 相違 立直 可レ 申、 旣に曰 本 開闢、 天照大神 宫、 他國 より 米 K 

金 御 借人 此國を 被 開 候 例に も無レ 之、 此國の もの を 以て 此國も 開き、 人民 も 養來候 間、 領 內荒廢 人畜 一 

損亡 及 二 滅少， 候 は、 全く 國 家の 大本 取 失 候 事故、 其 形 荒 地と 成、 亡 所と 相 成 候 は、 大本 取 失 ひ 候 故 

に 付 是 より 前 見 之 通 御^々 暮方分 限定 數相据 置、 妆納 平均 高 を以取 賄、 平均 外米 金 之 分へ 此報德 

善 種 金 差 加、 年々 歲々 窮民 撫育 補，， 民力 〖 荒 地再發 致し、 其餘 賞，， 良民 〖 擧， 直 措 レ曲時 は 自然と 惡弊 

改、 牧納 舊復無 疑に 付聢と 治定取 行可レ 巾 

旨 を 諭された 所、 列座の 谷 田 部、 茂 木の 役人 共と 一 同 承服し、 夫々 擔任者 を 定め、 荒 地反刖 取調べ、 

十月 廿 八日 取 敢 へず 右報德 金- sft< 拾兩を 交付せられ、 更に 江戶、 在所 借財 口々 へ 交^すべき：^ を敎 


示して HT 

「國家 與廢の 道 はこの 通りで ある。 この 書 を 以て 主君 並に 群臣に 示し、 以て これ を實 行す ろの 可否 

を 決せし めよ、 今 新 古の 負債 を 通算 すれば 十一 一 萬 兩を超 ゆるに、 領邑の 租人を 以て その 利息 すら 償 

ふに 足らない、 然れ ども 櫻 町に 於て 行 ひたる 通り 分 度 を 守り 仁政 を 布 かばた とひ 幾 十 寓の大 借と な 

り、 何百 町歩の 深 荒と なって 居ても 一 粒 一 錢の御 出 財な くと も 借財 は皆濟 し、 荒 地 は 復興すべし、 

然れ ども 困難なる は 上下 此の 分 度 を 守る こと 能 はずして 目前の 利に 迷 ふこと である。 御 本家 熊本紬 

川 侯 仁心あって 谷 田 部の 家君 を 補し 給 ふこと 旣に八 萬 雨に 及んだ とい へ ば、 直に この 旨 を 通達し こ 

の 書 を 出して 其 意 を 安ず ベ きで あ る」 

と、 敎 へられた。 元 順 驚いて 《T 

「本家 分家と は 名のみ であって、 近時 音信 すら 絶え 勝で あろ、 本來 本家の 祖細川 三 齋君は 主家の 祖 

細 川 興 元 君の 實兄 である。 與元君 大阪陣 に 功 あり、 家康 公之に 十 萬 石 を 賞 賜 せんとし たが、 三齋君 

は 之 を 謝して 曰、 彼れ 剛邁 不覊 にして 父兄の 言 を 用 ひず 終に 歆 山に 登せ て 僭と したが、 私に 下って 

大阪陣 に 加 はった。 ^し 之 を 賞す ろ こと 大 ならば 後年 如何なる 難事 ある や も 計られず と、 依て 一 萬 

六 千 石を領 せしめられた、 與元 君の 上下 之 を 怨嗟し 本家に 對 して 忿懣 絶 ゆる ことがなかった、 八 萬 

兩の 助成の 如き 些も 恩に 感ずろ ことなし」 
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とい ふこと を 述べた。 先生 曰、 

「三齋 君の 大仁大 慈の 大恩 を 察せず して 徒に 祿の 減少 を 以て 怨 となす は大 なろ 過で あろ」 

元 順 曰、  一 . 

「十 萬 石 を 失って 大恩 あると は 如何」 

先生 曰、 

「三齋 君 は 天 下の 英俊で あって 寬仁謹 敬 を 以て 知られて 居る、 若し 興 元 君に し て 賢 良な ろなら ば 之 

を家康 公に 推擧 する に 後る A もので はない。 然るに 與元 君亦當 世の 大勇で は あらう が、 謹愼 仁愛 を 加 

ふる あらば 稀世の 明君で あらう。 今 その 進退 を 聞く に驍 勇あって 仁者で はない。 況んゃ 一 旦の 軍功 

を 以て 十 萬 石 は 過ぎた るが 如くで ある。 家康 公の 之 を 賞 せんとし たの は 一二 齋公 あるが 爲 である。 そ 

の 賞 過分なる 時 は、 家康 公の 直臣 七十 二度の 戰功何 を 以て 賞し 得べき か、 これ 賞 均から ずして 人心 

不平の 根元 をな す、 與元 君！ 且 驕心發 すれば 亡滅立 所に 至る。 賞 賜 多き は 幸に あらず して 不幸で あ 

る。 故に 三齋君 一 に は 天 下の 爲を思 ひ、 一 に は 興 元 君の 終 を 全くせ しめた もので あろ、 この 大恩 を 解 

せず して 怨む時 それより 衰廢の 憂 生ずべき である。 之 を 忘れて 音信 を 絡つ が 如き 禍源 を大 ならしむ 

ろ もので あろ。 今國 家の 再舆を 計らん とすれ ぱ 人倫の 粮 本に 立ちて 宗 支の 親しみに 復歸 せざる ベ か 

らず、 宜しく 一 一 百年 來の過 を 改め 本末の 道 を 正し、 多年の 疏遠を 謝すれば、 八 萬 金の 坊成 をな し 給 ふ 


寬 厚の 宗家で あるから、 忽然と して 氷解し 親睦に 至る であらう。 この 理 により 過 を 謝すろ 能 はずん 

ば、 せめて は 毎月 本家の 門前に 立ちて 目禮 をな し 給 ふべき であろ。 若し この 宗ま 親睦の 實を擧 ぐる 

こと 能 はざる 程に 親族 怨咀 せらる るなら ば、 余 は 今後 御 仕 法の 事 に 全く 關與す る こと は出來 な い 」 

と、 元 順 之 を 聞いて 理路 井 然として 道義の 根元に 徹底した るに 愕き、 速に 歸 つて 言上 せんと、 直に 櫻 

町を發 し、 一 路歸府 して 之 を 復命した、 その 齎す 所の 「爲 政鑑」 は旣に 記した る 如く、 細 川 家 盛衰の 

理を 具に 示され、 之を說 明す る 所 を 聞けば 一 言 を 揷む餘 地な く、 唯々 歎 稱の聲 のみ、 特に 本末 宗 支の 

道義に 至って は 領主 父子、 上下 重役 共に 悚 然として 感動し、 議を 決して 實行を 期し、 祖先 以來 二百 年 一 

の 疑惑 怨^ 一  夕の 夢と 解消し、 速に 本家に 至り 大恩 を 謝し、 且つ 報德仕 法の 實行を 誓 ひ、 爲政鑑 を 出し 〃 

て その 要略 を 報告せ しむる こと A なり、 從來 先生と 往復した る 顚末を 具して 使 を 遣す こと A なった。 

重^ 並に 元 順 本家に 至り、 委曲 開陳した る 所、 細 川 侯 大に悅 び、 代々 の 疎 意 を 悔い、 信義 を 通じ、 

非常 改革の 良法 を 行 ひ、 上下の 憂 を 除かん とする 至 幸 之に 如くな し、 ニ宫の 法、 爲政鑑 に 示す 所、 分 

度 立ちて 責任 收 支の 道 を 立つ、 斯 くして 尙 足らざる 所 あらば、 本家と 雖も亦 補助す る こと を惜 まずと、 

積年の 疎隔 消 除して 兩藩 親睦の 本 原に 歸り、 一 藩の 歡喜 限な き 有様と なった。 

一一 領 -W の 借財 償還 仕 法と 領內の 仕 法 着手 

ィ 仕 法の 公式 寳施 旣に 「爲 政鑑」 を 作って 細 川 家の 分限 を 明かに し、 分 度 を 立て i 財政 經理の 
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• 方 法的 順序が 定まり、 更に 本家の 承認 を 得た ので あるが、 先生 は 小 田 原藩臣 であろ から、 他 藩の 政務 

に關與 する こと は出來 ない ので、 一 應認許 指令 を受 くべき である。 また 細 川 家 は 中 村 元 順より 公文 を 

, 以て 依 賴し來 り、 先生 も 報 德善種 金 を 貸付け ろまでに 至った けれども、 他 藩の ことで あるから、 當然 

責任 ある 公文書 を 以て 藩主が 先生に 依頼 するとい ふ 意志 を 表明すべき である。 この 一 一件が 整 はねば 公 

然仕 法に 着手 せらるべき でない から、 依て これに 向って 歩み を 進められた。 而 して その 小 出 原に 關す 

ろ もの は 先生より 伺 を 立てられ たこと は 一 一宮 全集 第 廿三卷 細 川 家 文書 中に、 

「文政 五 年 御 趣 法 御發端 之砌. fil 櫻 町の 事) 取調 奉伺 候 仕方 を 以取行 申 候 はゾ、 何程 大高深 荒 亡 村 

又は 大借髙 利 之 借財 何程 相 嵩 致難潞 居候 共，、 一 粒 一 錢之御 出方に も 相 拘り不 申、 急 度 立直り 可 申 旨 

奉 申 上 候處、 尙以御 感に被 思 召」 

と 見 ゆる 通り 承認 を 得た ので、 先生 は 安んじて 細 川 家の 求に 應じ 得る こと A なった。 されば 先生 出 

府の節 細 川 家 柳 原 上屋敷の 類燒 後の 始末に 盡 力し、 大久保 家の 本 所 割下 水の 屋敷 を 融通す ろ ことの 調 

談が 進み、 細 川 藩の 評議 も 一 決して、 內外 公然 仕 法の 實 行に 取 か A る ことが 出來る 様になった。 

併し 報 德の仕 法 は 報德を 以て 信念と なし、 之 を 一 貫す ろ 爲には その 高遠なる 原理 を 表現す る 仕 法の 

様式 を 要すろ。 而 して 先生 御自身が 之 を 行 はば その 事業 易々 たろ こと も、 餘人 をして 自治 的に 實 行せ 

しむる に は、 領主に も 領民に も 報德の 信念 を 信念と する 敎化を 行 ひ、 その 生活様式に 習熟せ しむる を 


要すろ。 併し これ は 一 朝 一 夕の ことで はない。 依て 先生が 仕 法 委任 を 受け、 親しく 領主に 代って 財政 

經齊の 道 を處理 する 外に 急速 實 現の 好手 段 はない。 故に 仕 法の 委任 卽ち歲 人 は 全部 先生の 手許に 受人 

れ、 その 內 より 一 定 限度の 租額を 領主に 納付して 過不足 共に 先生の 責任と し、 餘財は 悉く 領民の 仕 法 

と 領土の 開發 とに 資する こと A すれば、 領主 は 一 定 限度の 租人を 以て 經費を 支辨し 得、 且つ 借財 償還 

の 方途 を 講じ 得る ので あろ。 この 領主の 分 度の 內容 を閬 明した る ものが 卽ち 「爲 政鑑」 である。 

「爲 政鑑」 の 內容は 細 川 家の 分 度 を 明かに し、 財政の 依て 立つ 所以 を 攻究した ものである。 その 開卷 

第一 に は 天地の 中に 世界 あり、 次に 世界の 中に 日本 あり、 第三に 日本の 中に 道 あり 國 あり、 以下 順次 一 

細目に 分ち て 事 實を閬 明し、 その 中に 細 川 氏 は 高 贰萬七 千 四百 八十 四 石の 牧穫六 寓八千 七 百 十 一 俵の が 

中、 租米三 萬 千 百 四十 四 俵の 所、 多くの 荒 地 を 生じて 居る 爲に實 納豐萬 七 千 四百 五十 三 俵と なり、 そ 

の^ 九 千 七 百 九十 三 俵に 相 常す る 分 は 畑 方で あろから、 この 金納 千 五 百 六十 六兩餘 で、 米 納は七 千 六 

百 五十 九俵餘 となる こと を 明かに した。 

之に 封して 別の 書類に よって 負債 高 を 調査 すれば 金 拾 三 萬 三千 四百 六十 兩餘 であって、 年々 少 くと 

や fc ベ  もで ざ 

も壹千 九百兩 許の 元利 償還 を 要する ので あろ。 故に 江戶、 谷 田 部、 茂 木三ケ 所に 於て 要すろ 經常 費に 

充當し 得た もの は 正 米 四千 八 百 四十 僕餘、 金 九 百 九十 兩餘 を最髙 限度と し、 この 範圍內 にて 支辨 しな 

ければ ならぬ。 正に 難 中の 至雞 である。 この 事情 を 明かに したろ 書類 を 示されて 之 を閲覽 したろ 細 川 
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家の 上下 は、 財務 雷に 就て は 返金の 纏と 延期と によろ 外 方途な I 以て 先 If なすこと こ、 

斯く すれば 幾 一年 かの 後に は 腐の 道の 開けるな らんと いふ 幾分の 霊の 開けた ろに 安堵した けれど 

も、 今後 §民救 治の 資財 もな く、 開發 後の 分 度 外の 餘 S 見る までの 資金に f る壽 なりし こよ 

り、 先 ま 報 I 種. 金 千 f 層す I 約し、 先-まの 中へ と 差當り 八十 5 交付せられ、 また奏 

保 六 年 一 一月 以後の 定用米 金の 全部 用意な きを 訴 へたる に對 して ま、 

1 米 四百 七 拾 俵  ニー 一一 四月 割にて 定用 渡米 御用達 被 下 候 積 之 事 

1 金 贰百八 拾 豐兩三 朱  同上 常用 金 

のこ 口 ^ 以て 先生の 手許より 貸付け、 SHAUSI  の 御用き より 調 

達せ しむべく 先生より 交涉 し、 S 兩 月に は を 以て 充當 すろ こました ので、 Is 費こ關 

す， sflt ことが 出來 た。 それの みなら S 主 父子の g 直 ひ、 g に 金 百兩ま 出して; 

常用 意 拿 宛と して 交付せられ たので、 元 f 欣ぁと して 出 發し岸 右衛門 讓十 一 月廿 四县^ 

上、 望 父子 幷重役 共へ も 具に 報告した 所、 一同 始めて 眉 を 開く ことが 出來 た。 s、，lg 告状 

況等は 前段に 詳 叙した 通で あろ) 

旣に本 象と の讓 塞し、 霧の SS 調 着られ、 歡喜 と蠢 とに f た細 川 f て气 i 

意 を表 し 且つ 將來の 事を詹 す. ベく、 喜 十郞氏 親しく 管 執つ 5§f 草した。 


,向寒 之靈御 II 候、 S 囊へ i 指 下、 し I 百姓き 眷 i 手 向 S 永 續之根 

. 元 押 立 申 度 相 願 候處、 自藩 之舊 弊、 領內囊 之- 1 探り 爲政鑑 幷無盡 藏之土 8 立、 元 順- 8 吳 

逸々 遂，， 望， 望、 丹誠 之 精力 1JSS 政 的然之 事に 而雲、 右 If 以、 讓共 にも 理解 

申 聞せ 還、 一 同 致，， 承 K 上下 一 致し 精勤 相勵度 心底に f、 先々 S 多 候、 固より 我等 他家 * 

靈身 なれば、 此度之 心願 全く 我等が 功 を 立つ ろに あらず、 高年の 養父 St 休せ、 窮藩 幷領內 

之 者 共 辛苦 相除囊 心配 逢」 有 之 候、 彌 任-一 差 圖-趣 法 y 致 候、 付 5 年寄 共 初、 1-i 

吳、 我等が 心底 柙立候 樣厚賴 人 候、 若 難 レ諭者 有レ之 r ま-、 早速 元 順を以 我等に 可-申 聞-候、 右 報 志 迄 

內々 申述置 候、 不具  - 

十二月 四日  興  建 (花押) 

.  二宮 金次郞 との  、 

舌  代 

別紙 申 述候元 g 府之節 勝手 非常 逢 心配 被』、 1 同人 は， 持、 1、 用 立 I に 致-入手-辱 候、 不遠 

同人 差 下 候 節、 又々 返却 可 致 候、 先爲- > 用意-願 置 候 爲レ念 如此候 不一  j 〜 

こ S 書 は、 十 i 四 曰に 出舊國 すろ 岸右衞 門に 持たせて 櫻 町へ 籠せられ たこと は、 同日 £ 

より 發 した 書狀で 明かで ある。 先生 はこの 晷の寫 を 茂 木の 岡勘禱 へ 送られた と 見えて、 同月 十一 
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日附 勘兵衞 よりの. 禮狀 にこの 直 書の 事が 見 ゆる。 先生ん 滿 足であった のみならず、 之 を 茂 木へ 知らせ 

て 仕 法の 權烕を 報知せられ たと も 見 ゆろ。 當時谷 m 部 茂 木の 奉行 等 は、 歷々 櫻 町に 往來 して 種々 懇萌 

する 所 あり， 十二 W 五日の 日記に よれば 旣に永 爲由兵 衞へ金 五拾兩 交付 せられて ある。 

1.*  、.nL* 」 ヽ iil 、 、  な 力 ひらげ A じゅん  V  y  i. 

K< 保プ 年と なり その 一 一月 十  一 R 中 村 元 順が 與 建より 勸農衞 と改稱 する 様に 命. せられた 直 書、 な こ 

仕 法に 關 すろ 別の 直 書 を も 持參し 先生に 示した。 先生 はこの 數々 の 直 書 を 見て ず 十 ggf 氏が 忠孝の. 

大義に より 大業 を 成就せ ん爲 に依賴 する 旨の 記されて あろに 感じ、 この 侯に して 發業 せられん か 必ず 

や 成就す ろな らん。 然れ ども 我が 藩主に あらざる 所の 諸侯の 封內再 輿に 與ろ こと ® だ锥事 なり、 0 し 

紬川 侯の 志 は 仁政で ある。 而 して 我が 藩主 目今 老中と して 天 下に 仁政 を 布かん と 志し 給 ふ。 七 際 1 け j 

侯の 爲に盡 力す ろ こと は 我が 藩主の 大 3 曰に 合體 する であらう と、 この 旨 を に 告げ、 且つ 其 藩主 一 

より 小 田 原 侯へ 依輯 して 承諾 を 經るを 常道と すると 指示した。 

玆に 於て 細 川 侯より 直に 小 田 原 侯に そ， の 承認 を 求めた 所、 大久保 侯 その 請 を 認め 且つ 曰、 二宮 は 宇 

津 象の 采邑 復興の 任に 膺 つて 居る。 その上に 他 藩の 再 與に從 事せ よと 命ずる 能 はず、 而 して 彼は當 t 

の臣 僚で は あるが、 その 義 にあらず、 その 道に あら ざれば 主命と 雖も肯 はざる ベければ^ 意 を 以て 再 

三 信義 を 盡し給 はば 之に 應 ずる こと も あろべ しとの 注意 さへ 含められた。  ： . 

斯く仕 法に 關 する 公式 依頼の 手繽は 完了した。 これに 次で 重要なる 準備 を 要すろ。 それ は 仕 法 こ 際 


して 入用な ろ 書類で あろ。 卽ち櫻 町 陣屋に 於て は大 島勇輔等 箅 筆に 長 じたろ 者に 命じて 作製 中で あつ 

たが、 漸く 無 讓米金 取調 帳 等 五 冊 I 了した ので、 i 之 S へて 二月 十九 I 木に 持参した。 旣 

-, t 曰より 待合せ た if  f、 この 議 によって 茂 木の 藩 政に 指示し、 また 領內 に簡 出張 を 

；し、 兩三ケ 村 宛村役 人幷 住民 一 同 を 呼び集め、 w 細と なく 仕 法の i 曰 I 達した 所、 一 同 承服した 

から、 更に 出精 篤行 f 勵 まし、. 租 fl 內に納 むる？、 更に、 婚禮、 葬儀、 神事、 佛 事の 心 

at より、 平素 質實を 守るべき 迄 委細 訓示した 

次で 四月 こ 人り 谷 田 部に 行 ふべき S 以て 巡回し、 係り 役人 塞 町に 遣して 敎導を 受けし め實 行に I 

着手した るが、 係り 支配人 中裹平 兵衞 一 人 之に 反對 し、 その 趣 |上苟に警 した 等の 事件が あって ^ 

謹した ので、 I は 大に之 I 心し 七月 志賀を 呼出し 其の 忠節の 存盧は 可な fss 良法に して 

停廢 すべから- i された 所、 前非 を 悔いて 之 案 服した けれども、 責任 を 感じた か藩|して穩 

した。 この 事あって より 谷 E 部の 仕 fil 開し 罌 復興に 着手した。 故に 細 川 氏の 仕方 は 江戸 

に 於る 借財 償還の 仕 法に^  の 領土に 於け る 村 柄 立直し 開發仕 法の 兩 面に 於て 着手 せられた ノ 

p  mn 家 借財 償還 仕 法 概要 借財 償還に つき ニ宫 全集 「新 古 借財. 取調 帳」 三 冊 を^れば 

： 戶分 米 六 百 七 拾 六 俵  As 六. 千 八 百ョ 拾 六 兩壹5？ 朱 望 匁 I  ii 

^田 部分 米 贰拾七 俵 四 斗 二 升 四合 金 五 千 五 百 六 拾九兩 I ま 銀 九分 八 厘 


^ IV 分   金 六 千 贰百七 拾 七 兩贰分 壹朱銀 贰匁九 厘 

^  ^  米 七 百 三 俵 四 斗 二 升 四 合 金 五 萬 八 千 六 百 八 拾 三 兩壹分 銀 三 匁 五分 七厘 

と あろ。 細 川 家の 負 倩 拾 三 萬 雨と いふの は 噂 だけ かと、 更に 「報 德借貨 返 濟錄」 を 見る と 拾 贰萬七 千 

四百 四 拾 七 兩餘と ある。 前記の 取調 帳 は 本家 熊 本 細 川 侯よりの 助成 借人 金 六 萬 九 百 贰拾八 雨が 前段の 

書類から 控除 せられて あるから、 五 萬 八 千餘兩 とい ふ數 字が 見 ゆるので ある。 

然るに 文政 十一 一 年より 天 保 四 年 迄 五ケ 年 平均 牧納額 米 三千 六十 三 石 九 斗 七 升 壹合五 勺、 畑 方 金 千 五 

百 六 拾六兩 三分 甙朱 銀贰匁 五分 贰厘 であるから、 米壹石 壹兩替 とすれば 約 四千 六 百 三拾兩 であろ。 返 

濟錄の 調に よれば 五 チ百六 拾 七 兩銀四 匁 九分 六 厘と あって、 借財 總額拾 贰萬七 千 四 ^ 四 拾 七兩餘 を 償 I 

還す るに は、 牧納米 金 一 厘 一 毛も殘 すなく 償還に 充て、 然も 之 を 無利息， ギ賦 としても 實に贰 拾 四ケ年 ..S- 

六 ヶ月の 長年 月 を 要する 次第で ある。 

若 又 この 拾 參萬雨 許の 借財に 年 一 割の 利息 を 要すと すれば、 その 利息の みに て鱟萬 贰千七 百 四 拾 四 

兩餘 となり、 全 牧人 を 以てして 利拂 にも 足らず、 一 ケ 年間の 經費 平均 四千 六 拾 五雨 或 分 一朱銀 七 匁 三 

分 甙厘八 毛 を絕封 必要と すれば、 壹ケ 年の 不足 額 實に壹 萬 千 六 百 四 拾 三 兩贰分 銀貳^ 七 分 一 一 厘 七 毛と 

なって、 如何と も 方法 は 立つ もので はない。 

玆に 於て 次の 様な 案が 立てられた、 前述の 最近 五ケ 年 平均 牧納 額から 年 々 の 經常費 を 限定 支出と 


し、 幾分の 餘財を 見出して 貸方と 交涉 し、 或は 無利息、 或は 槳捐 助成、 或は 利下げの 承譜を 得て、 餘 

財 を 以て 償還す ろ ことで あろ。  • 

この場合に 於て 最も 重要に して 至難な ろ ことがあろ。 それ は 細 川 家の 經常 費の 極度の 緊縮で あろ。 

併し これが 行 はれねば 他の 一 切の 方法 は無效 であろ。 これ を實 行す ろ こと は 一 藩 上 卞の誡 意の 表現で 

ある。 されば 大凡 次の 如き 條 項に 分ち 得べき 手段 を 講ずろ こと を 要した。 

( 1 ) 壹ケ 年間の 經費 は、 規則 を 定めて 極度の 緊縮 を 行 ひ 合理的 支拂 とすろ こと。 

(一 一) 壹ケ 年の 牧人 は、 最近 數 年間の 平均 牧人 額 を 限度と する こと。 

ニニ) 平均 牧納 額より 誠意 あろ 合理的 支出 を 定め、 その 殘餘を 以て 負債 償還に 充て、 全く 巳む を 得 ざ 

る 口々 より 返金す ろ こと。 

(四) 負 情の 口々 へ 直談 を 以て 返濟の 繰延、 利率の 使 下、 其 他 償還 方法 を 懇談す ろ こと。 

(五) 平均 牧納額 以上の 牧納 ありた ろ 時 は その 剩餘を 牧納减 額の 年の 準備に 充て、 また これ を 活用し 

て 荒 地 開發、 難 村 取疽を 行 ひ、 自然 增牧の 基本と なすこと。 

(六) (五) の 場合に 於け ろ 最初の 開 發費は 櫻 町 報 德金を 一 時 繰 人れ る 事と し、 若し この 繰 人に よって 

效果を 見ざる 時 は、 櫻 町 報德金 は返濟 無用なる べき こと。 

以上の 如き 趣意に よって 先づ分 度と 返金との 限度 を 次の 通りに 定めた C  . 
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一 金 五 千 百 六 拾 七 兩銀四 匁 九分 六 厘 - •  天 保 元年よ リ M 五 年 迄 千 均 御土籙 敉納^ 

內 

一 金 三千， 三百 八 拾壹雨 三分 銀 五 厘 一 一 毛  鸫常費 一 割 六 分 八 厘 節約 分 度 

一 金壹千 七 百 八 拾 五 兩壹分 銀 四 匁 九分 八 毛  借財 返濟 手段 金 

この 案に よれば 皆濟 償還 迄に は 約 七十 一 ケ年を 要すろ ものである。 尤も 借財 中に ま 百ケ年 ま、 ■ 1 卜 

ケ 年賦 にても 差 支な き 幕府よりの 借財 も あれば、 本家よりの 助成金 も あり、 領內 富豪よりの 借人 金 も 

あるので、 この 案を携 へて 談判 すれば、 债主は 如何にも 返濟 能力がない 狀況を 明かに 知り、 隨 つて 强 

て 催促 すれば 細 川 家 は斷絕 する。 斷絕 すれば 根本より 回牧 不能と なろ ので あろから、 負债 主たる 細 川 

家の 財政 整理の 誠意 さへ 現 はるれば、 談判 は 必ずしも 不調に 終ろ もので はない。 依て ニ宫 先生 はこの 

數字 によって 一 割 六 分の 緊縮 を 以て 分 度と したる 細 川 家の 誠意 を顯 現し、 先 づ本象 細 川 氏に 理解 を 求 

めしめ、 次で 谷 田 部、 茂 木の 富豪、 其 他出 人の 藏宿 等に 交涉 せしめた ので ある。 

一 ー宫 先生の この 案 は 果して 功 を 奏し、 本家との 交涉は 三年 目の 天 保 八 年に 於て 六 萬 九 百贰拾 八兩、 

米 百 五 拾 俊 を 棄捐と し、 更に 定用米 金の 不足 額の 助成と、 公宫 より 借用せ る 負債の 利息 を 引受けられ 

た、 谷 田 部 等の 民間より 借 上に 應ぜる 富豪 は、 領內に 於け る 御 仕法實 施の 實現を 見、 今後 は 特^ 課稅 

などの 惡 政な きこと を 知れる により、 非常の * 發と 好感と を 示して 槳捐の 申出 も ありた ろ を 以て、 負 
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倩の 償還 は 立案 以上の 好成績 を 現 はした" 卽ち 

元 借財 高 金 拾 贰萬七 千 四百 四 拾七兩 三分 一 一朱銀 三 匁 五分 九 厘 九 毛 

タに 金. 千 15 兩銀ニ 匁 二分  天 保 五 年より 苘八 年まで；； 

合計 金 拾貳萬 九 千 四百 四 拾九兩 三分 贰朱銀 五 匁 七 分 九 厘 九 毛 

內 

1K 保 五 年 返金 五 千 九 百 五 拾 八 兩贰朱 銀 六 匁 八 分 七厘 一 一毛 

同 六ハヰ 返金 六 千 四百 拾 三 兩ニ朱 銀 四 匁 七 分 九 厘 五毛 

同 七 年 返金 甙千火 百 四 拾 九 兩銀四 匁 九分九厘 四モ 

同 八 年 八月 迄 返金 六 萬 五 千 七 百 三 拾 六 兩壹分 

計 金 八 萬 千 五 拾六兩 三分 銀壹^ 六 分 六 厘螢毛 

差 引 殘金四 萬 八 千 三百 九 拾 五雨 甙朱銀 三分 八 厘 八 毛 

斯く 急激に 債務が 减 少した が、 主として 特殊 關 係の 向の 棄捐が あつたから であろ。 

註 R 間の 債主が 棄捐した 高は總 計壹莴 一一 一千 六 百 七 拾 五兩餘 であろ が、 その 內には 谷 田 部の 釜 屋次郎 兵 衞の如 

さ 多額の 負債の あった 爲に千 百兩の 棄捐 は 非常な ろ打擎 となり、 退 轉の已 むな きに 茧 つたので、 光 &は 後年 

多大の 努力お 以て 復與な 講ぜら ろ、 こと、 なった。 

併 L 茅し f  J の 狀勢を 徹底的に 實行 すれば 必ずや^々 顯 著に 減額した であらう が 、巾に ま數^ 州の 
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缩 に 不平 生じ、 領土 開發の 爲に投 ずる 資力 を、 從來の 通り 藩士の 緊縮 生活に て辨 ずろ こと は堪へ 難い 

苦痛で あると なし、 また 一方に は 藩主の 勤務 上の 問題 發 生し、 內外 種々 の 事情 錯綜して 其 成縝は 停頓 

の狀 勢と なった。 今 試みに 前記の 返金に 引 續き數 年間の 債務 額 を 列記 すれば 左の通り である。 

天 保 九 年  四 萬 四千 贰百贰 拾 壹兩餘  ， 

同 十 年  四 萬 七 千 三百 五 拾 六兩餘 

同 十一 年  四 萬 八 千 九 百兩餘 

卽ち天 保 九 年に は 從來の 趨勢 を繽 けて 約 四千 兩减 額した が、 後の 一 一年 は 却って 反動的に 增 加して 居 

る。 特に 十 年に は 新 借 三千 五 百 雨に 上った、 これ は緬川 侯が 引續 き大阪 詰と なった 爲 である。 

借財 償還 停頓の 事情 を 回顧す るに、 天 保 八 年に は 喜十郞 (典 建) は、 新 藩主と して 職務 昇進し、 借財 

は 三分の 一 となり、 遠近 その 善政 を稱 せられた が、 却って それより 財政 再び 困難と なる 輪廻が 轉 回し 

來 つた。 何と なれば 最近の 細 川 家 は 家政の 困難 を 以て 常勤 を 免ぜられて 居た が、 B< 保 九年大 番頭に 任 

じ 大阪詰 を 命ぜられ たからで ある。 當時 財政の 狀況 佳良な りと 雖 も、. 經常費 は 一 割 六 分 を 緊縮し、 渐 

く 借財 額の 減退 を來 しつ 1 あろの みで ある。 尤も 大阪詰 を 命ぜら るれば 特別の 足 高 も あるが、 隨 つて 

經費は 膨脹す る、 特に 登阪の 費用 は 其 出 所がない。 折角 順序の 立った 領土の 開發を 中止し なければ な 

らぬ。 如！： すれば 最良の 方法 を 立て 得ろ かと、 上下 協議の 結果、 公 命 を 奉じつ， - 領土 開 發を 講ずる 妙 
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法 を 二宮 先生に M くこ まなり、 中 村勸禱 S 曰奠 けて 先生 を訪 ひ、 霧 節し S 全の 道 

を 存じた しと 隙べ た。 

先生 揪 然として 色 をな し 且つ 曰、 

「中 村 ISS のま f 辨.|る ^ であろ。 夫れ 臣 として 君に 事 ふるに 身 ま拋. つの は享そ 

の 例で ある、 一家の 與廢 艱難 は？ るべき ではない。 その 多年 奉仕 を 免ぜられ たの は 幕府の 寬仁で 

ある。 今 紬川侯 仁政 を領 中に 行 ひ、 負債の 半 を 償 ひ、 累年の 憂 を 免る A に 近づき、 幕 命 を 奉じて 任 

に 就く は 其の 本分で ある。 然るに 領中再 筏の 事に 顧慮して 公務の 用 財 を 減ぜん とする は、 私事 を^ 

て 公務 を輕 くす る ものである。 若し 命 を 受け ざれば 力 を 領中再 役に 致して 可なる も、 一 且幕 命を受 

くれば H< 下 何物 か是 より 重き ものが あるべき や、 速に 百姓 撫育の 用 財 を 以て 勤務の 用に 充て、 足ら 

さる 時 は 領^と 議 して 辨ぜら るべき である。 若し 更に 足ら ざれば 平素 私事に すら 借財した、 況んゃ 

公事に 於て おやで ある。 登阪の 用具 は 一 物も缺 いて はならない。 諸侯の 任に して 武備が 足ら ざれば 

忠 ではない。 これが 爲に 領囊 弊す と 雖も亦 已む禽 ない。 平生 仁 f 下し f 安ん ずる は 斯ろ時 

の備 であろ。 fK 下命 あらば 身 を 拾ズ、 百 萬の 敲に會 ふといへ ども 退かず して 之に 當り、 カ戰 以て 忠 

孝の 大道^む、 べきで ある。 治平 亂 f  、なる が 如くに して 忠 S 本心に 於 S 一  であろ。 大 番頭 は 

諸旗 本の 長で ある。 登阪 S 的 は大阪 f 守り、 萬 If らば 京都 I 衞し 奉り、 非常の 奉仕 貪 
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さ. < が爲 であろ。 然るに 用 財 を 減じて 家政の 一 助と し、 大義 を 失 ひ 公務 を缺き 大過に 陷 らば 大義 を. 

失 ふこ と を 如何、 せ ん とする か」 

と、 中 村 大息して、 

「不肖 殆ど 大事 を 過たん とした、 先生の 敎 なければ 何 を 以て この 大義 を 知る こと を 得ん か」 

と、 先生 此 所に 於て 譫 して 曰く、  . 

「速に 仕 法 を 停止して 一 途に中 5 勤を盡 さるべし。 若し これが 爲 に領邑 が亵廢 すれば、 我れ また 時 を 

待ちて 之が 再 復にカ を 致さう。 領土 を再與 する 事の み ^Jlsi^J^ い。 ^お!^ 

00000  0-000000 

こと 是れ仕 法の 本體 である」 

と、 細 川 侯 は 中 村の この 報吿を 得て、 安んじて 用意 を 調へ 登阪 以て 其 命 を 全くした ので ある。 

斯くて 細 川 侯 は 病 を 以て H< 保 十一 年に 歸府 した。 さて 一 旦登 阪中增 加し つ A あった 借財 は、 また ま 

た 藩 政の 問題と なり、 再び 先生に 請うて、 前例に よって 仕 法 を 再 輿した ので 厝財額 は M 次^ 少して、 

弘化 三年に は 三 萬 七千兩 となった。 尤も この頃 迄に 同情 を 得た 棄捐 金額 は 實に九 萬 七 千 七 百 四 拾 雨と 

いふ 莫大な 高に 上った が、 細 川 氏の 內帑は 漸次 好轉 したと 見え、 柳 原 上屋敷、 谷 E 部の 陣屋、 吾妻橋 

の 屋敷 等が 復舊 した の を 見れば、 誠に 隔世の 感が ある 迄に 改善せられ たので ある。 

,/ ハ 部 茂 木の 復興 並 開 發仕法 細 川 氏の 仕 法 は元來 借財 償還 を 以て 眼目と すろ ものである。 汗 


しこれ は 財政の 基礎 を 確立す る爲 にも、 財力 を豐 富なら しむろ 點に 於ても、 根本的で はない、 故に 先 

生 はこの 問題 を强 調せられ たが、 藩 政 は 借財 問題 程に 痛切で ない 爲に、 その 諒解が 徹底し ない。 0 し 

道理 は 明かに し 得た ので、 最初に 約束した 通り 分 度 外の 餘剩を 以て 領內の 復興と 開發、 領民の 借財 憒 

還と を實 施す ろ こと A なった。 

分 度 外の 餘財 は、 貢 米 平均 年額 七 千 六 百 五十 九 俵 を 上納の 分 度と し、 年々 の收納 この 數， 量 を 越 ゆれ 

ば 之 を 平均 分 度 外と して 領土 開發の 资に充 つる こと A し、 之 を 名 づけて 無盡 藏と稱 する 特別 會 計を設 

け、 年々 これより 或る 程度に 支出して 領土の 開 發を行 ふこと A なって 居る、 若し 牧納 額が この 分 度に 

及ばざる 時 は 先生 は 之 を 補 ひ、 餘 ある 時 は 之. を 以て 領內の 仕 法に 用 ひたので ある。 故に 開發が 進行す 

るに 隨 つて 分 度 外の 牧納は 必然的に 增 加し、 無 盡藏は 豊富 となる。 卽ち細 川 氏の 镇內に 於け ろ 貢租 は 

先生の 請負と なった ので ある。 故に 細 川 藩 中に 於て 報 德仕法 を 理解せ ざる ものより 見れば、 先生 は 財 

政 經濟建 直しの 請負業者の 感 があった ので、 時々 この 方法に 關 して 反 封の 聲が 生じた と 思 はる， - 跡が 

見 ゆろ。 

無 盡藏米 金 は 年々 増減が ある。 H< 保 七 年の 大凶 作、 同 十二 年の 不作が あり、 七 年に は 櫻 町より 莫大 

な 送 米が ある、 その 餘財は 臨時 細 川 家の 爲に 支出した もの も あるが、 多く は 領內の 開發に 使用され た。 

今 天 保 六 年 か -ら 十三 年までの 總計を 見る に、 次の 通りで ある 
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米 六 千 九 百 拾 八 俵 三 斗壹升 壹合贰 勺豈才 

.f 茂， 木 四千 九 百 贰拾五 俵 壹斗壹 合壹勺 四， IV 

1 谷 E 部 千 九 百 九 拾 三 俵 贰斗壹 升七才 

金 六 百 四 拾五兩 三分 贰朱銀 四 匁 四 分 四 厘 四 宅 

ヰ. j 茂 木 九 拾貳兩 三分 貳朱 銀贰匁 九分 八 厘壹毛  ， 

1 谷 田 部 五 百 五 拾 11 一 兩銀四 匁 六 厘 三^ 

而 して 起 發料米 金、 窮民 救助 米 金、 助成 米 金、 諸 普請 用 米 金、 褒美 米 金、 救 米 金 乃至、 運賃、 返金 

等 を 差 引きて、 H< 保 十三 年末に 於て 金 贰百六 拾 兩銀壹 匁 七 分 豐厘八 毛の 不足 を 生じ、 細 川 家の 贿 料よ 

り 一 時立替 となって 居る 程で あるから、 先生の 利得と なった もの は 一 厘 一 毛 もない のみならず、 時々 

立替 へて 支拂 つた もの は 一切 無利子で あり、 謝禮も 旅費 も支拂 はれて 居ない ので ある。 この間に 取扱 一 

はれた 開發 料金 は 五 千 四百 五 拾 兩を箅 し、 荒 地開發 用水 惡水 道路橋 梁の 普請に よって、 土臺 外米 は 年 

年に 增 加し、 1K 保 六 年より 同 十三 年に 至る 八 年 問に 七 千 贰拾八 俵餘、 金 千 三 兩餘に 上った。 この間に 

天 保 七 年の 大凶 作 あり、 十 年 十 一 年 は大阪 詰の 時代で あり、 十 1 一年 仕 法再發 となった 次第で あるに 拘 

らず 以上の 數字を 見る に 到った こと は、 開發仕 法の 效果 の少 からざる こと を 知り 得る。 

尤も 前段に 叙述した 通り、 大 阪狨番 となって から、 分 度を嚴 重に 守る ことが 出來 ず"、 天 保 十一 一年に 仕 

法 を再發 したが、 中心人物 たる 中 村勸農 衞が大 恋に 臥し、 闳 ^お 迫の 結果 憂慮 禁ずべ からざる ものが 


あつたから、 藩主 は 特に 同 十二 年 仕 法 再發を 懇賊の 際、 平均 度 外米 千 五 百 十八 俵餘、 金甙拾 五兩を お 

出す 旨 を 申 渡された けれども、 同 十三^に 先生 は 幕臣と なり 、多忙の 故 を 以て 同 十四^ 小 田 原 櫻町以 

外の 仕 法 を 謝絶した。 常時 先生 は 勸農衞 の病氣 にっき、 犬に 同情 を拂 つた けれども、 豫後全 く舊 態に 

復歸 せず、 加 ふろに 各藩より 幕府に 懇願して 先生の 指導 を 仰いだ 際、 勸農衞 は 幕府に 封す る 伺 書に 就 

て、 先生の 校 閱を經 ず、 一存 を 以て 草した る爲、 先生の 上 中 書と 合致せ ず、. 卽ち 幕臣た る 先生に 封し 

て 仕 法 引受 を繼糗 せし むる ことの 許可 を 得ん としたので、 幕府 は 細 川 藩に 限って その 願意 を 却下し、 

終に 公式に 先生. の 指導 を受 くる ことが 出來 なくなった。 

玆に 於て 藩主 は 勸農衞 以外の 藩臣 にして 仕 法の 要を學 びたり と 思 はろ A もの を擧げ て 之 に 任じた 

が、 稍 も すれば 勸農衞 の 理解し 得た 程度の 報 德仕法 様式が 中心と なり、 「發端 以來の 御 教示に 從ひ取 行 

可 申」 と 誓 はれた けれども、 報德 金の 貸付、 小兒 養育 積 立、 繩索積 立 等、 仕 法 中の 一 部分 を實 行し 得 

たに 過ぎなかった。 

= 一 報德金 償却 問題と 仕 法の 終末 谷 W 部 細 川 氏の 仕 法の 終末 は、 報德金 償却 問題 並に 謝恩 金納 人 

問題と いふ 行 係りが 生じ、 其 交涉が 混淆して 弘 化より、 嘉 永に 人り 先生の 日光 仕 法に 到る 頃にまで 及 

ん だので、 仕 法 停 止の 年代より. す れば遙 か に 後年 に 一 且つて 解決した 。 

天 保 十四 年に 公式に 仕 法 指導の 斷铯 した 以上 は、 從來櫻 町より 立替笸 きたろ 仕 法 金 を 返却し なけれ 
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ばなら ぬので あるが、 之 を 容易に 完濟し 得ざる は 勿論で ある。 さて その 櫻 町 報德金 は、 天 保 五 年に 中 

むら f ん じゅん  も でぎ  - - 

村^ 順に 渡した る 百 雨より、 江戶、 谷 田 部、 茂 木へ 遣した る 米贰百 九十 一 石 一 一斗 八 升 四 合、 麥八拾 六 

石 七 斗、 金 千 六 百 五 拾 貳兩贰 朱 銀 六^ 七 分 九 厘 四 毛 米 金、 合計 金と して 贰千 三百 三 拾 五雨 銀 四 分 九 毛で 

あろ。 この 内 時々 少額の 返金が あつたが 大部分 は 返納が 延滞して、 弘化 元年に 起業した る 「櫻 町報德 

金 借人 返納 中 勘 帳」 によれば、 金 干 九 百 八 拾 壹兩餘 と 集計し 一 その 返納 方法が 定められて あろ。 而し 

て 年々 歳 々 督促 すれ ども 返納 方 行 違 ひ、 先生と 勸 農ぎ との 間に は 猛烈な ろ 催促と 不確 i 貫な る 返信との 

ほそ か はけ ご しゃくざいべ い きんす まし かたと りしら ベち やう 

往來實 に數十 通に 及び、 弘化 三年に は 「細 川 家 御 借財 米金濟 方 取調 . 帳」 まで 作製して その 返 W 方 

ないだん しょ 

途が 攻究せられ、 嘉永 三年に は 「內談 書」 五十 枚 を 草して その 返金に 關 する 交 涉が行 はれて 居ろ。 

斯くて 漸く 僅少の 納入 をつ ゾ けて 嘉永 三年にば 千 三百 三 拾 兩に减 じたが、 細 川 家の 財力 は 容易に 完 

納に 成り 難い 事情に あった。 然るに この頃 先生 は H 光の 仕法實 現に 鋭意 努力して 居た が、 何分 幕府よ 

り は 資金の 下 渡の 見込がない ので、 日光 仕 法の 擷 意が 貫徹 すれば 直に 相當 莫大な 報 德金を 要する。 そ 

の 一 案と して 從來の 報 德仕法 金 を回牧 すると 同時に、 「彰導 院殿爲 御 菩提 御 回向 料 永代 增益 手段」 を講 

じ、 先生 自身の 獻金を 最初と し、 下 館、 烏 山、 .1 川、 相 馬 等より 仕 法の 報恩と して. 獻 金を受 くる こと 

とし、 これに は 各 々賛成 を 得た ので、 細 川 家の 返金 も 一 先づ後 廻し となし、 細 川 家の 差 出す 約束なる 御 

回向 料金 子 三百 兩也を 青山 敎學 院へ納 人す ろ 協議が 進行し、 嘉永四 年 十一 一月 卄五 R これ を 完了した。 
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爾來細 川 家の 返納 金 は 年々 五 拾兩、 百兩 とい ふ 少額 納 人で、 督促と 延期の 懇願との 往復 文書 は 甚だ 多 

こきざみ 

いが， 安政 元年 正月に 三百 三 拾兩、 閏 七月に 殘り 三百 兩 となり、 小 刻ながら 安政 四 年に は殘金 百兩と 

なり 翌年 完納と するとい ふ 書類が 存在して 居る から、 最終 は 約束の通り 實 行せられ たで あらう。 この 

報德 金の 始末に 就て は 先生の 方に も、 細 川 家の 方に も 非常なる 手數を 要して 居ろ， が、 分 度 生活 を 以て 

生活 を 整頓せ ざる 限り、 借財の 償還 は 非常に 困難な こと を 如實に 物語って 居る。 思 ふに 天 保 五 华の最 

初の 交涉 より、 最後の 報德金 返納まで 正に 一 一十 五 年間で ある。 若し 誠實に 方途 を 講じたならば、 領土 

よりの 納入 金增 加と、 領主の 分 度 確立との 爲に約 十 ケ年位 は 早く 問題 を 解決し 得た こと 1 思 ふので あ 

るが、 分 度 生活の 拘束 的 苦 息に 耐 へられな いとい ふ驕惰 が、 自然に 勞 苦と 憂慮と を 永 引かせた 結果と 

なって 居る。 W し 幸に 或ろ 程度の 仕 法 生活が 細 川 象の 借財 をして 十三 萬餘兩 より 三 萬 七 千 餘兩に 減退 

せしめた 事實は 見逃して はならない。 
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第 九 章 鳥 山の 仕 法 

I 烏 山 仕 法の 由来 烏 山の 仕 法 は 天 保 七 年の 大 饑饉に 際し、 啡 常に 翁 厄に 陷 つたの を救濟 せんと 

する ことから 始まる。 而 して 夭 性 寺の 和 尙の禪 的 修養になる 精進 行と、 藩 臣菅谷 八 郞右衞 門の 眞摯な 

る 忠誠 行と が、 報德仕 法の 勸請 となった ので ある。 烏 山 は 栃木 縣那須 郡 烏 山 町であって、 領主 大久保 

佐 渡 守 は 小 田 原 大久保 氏の 一 族で ある。 其 镇土は 烏 山地 方 四十 七ケ 村、 公稱ー 一 萬 六千餘 石、 相 州 愛甲 

郡 厚木 附近 一 萬 三千 餘石、 合計 四 萬 石と 稱 せられた。 この 牧納高 米壹萬 壹千餘 俵、 金 千 九百兩 許の 處、 

女 政 十 年より 天 保 七 年までの 十ケ年 平均 米 九 千 三百 一二 十五 俵、 金 三百 拾六兩 であるから、 米に 於て 贰千 

俵 約 一割 五分 四 厘滅、 金に 於て 千 六 百 兩約八 割 三分 四 厘 減と なる、 この 減額 は 荒 地の 增 加と 人民の 轉 

出と であって、 金の 牧入減 は 山間 畑地の 荒廢の 著しかった 證 である。 斯く 耕地の 减 少した こと は、 平 

素に 於て 租 入の 減少と なり、 財政の 彈 力の 减 殺と なる のみならず、 一朝 難事に 遭へば 忽 にして 困窮 難 

潞 施す 術な きに 至ろ べきで あろ。 この 推 斷は天 保 七 年の 凶作に 際して 事實 となった。 

天 保 七 年の 饑饉 は 東海よりも 關東、 それよりも 奥 羽と 東北に 到ろ に隨 つて 甚 しかった、 烏 山 は關東 

の 東北 隅に あって 實 に慘愴 たろ もの、 天 保 七 年の 夏より 秋へ かけて、 最早 窮民 は 葛、 蕨、 草の根 等 を 
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掘 ひて 饑を 凌ぐ 有様であった、 菅 谷ば 出 W 中の 家老 大石總 兵衞の 歸阈を 請うた が 年末に ならねば との 

事であった から、 急遽 出府の 上、 協議 を 凝さん としたが、 江戶 とて 近來祖 人の 減少 甚 しく、 如何と も 

術な きこと が 明かで あろから、 痛心の 結果 誰れ 彼れ となく 苦衷 を 物語れろ 折 柄、 下男と して 召使 ひた 

る 藤兵衞 から、 櫻 町の 宇津 領 復興の 話 を 聞いた ので ある。 

ま かべ ぐん を ぐり 

藤 兵 衞は常 州 眞壁郡 小 栗の ものであるが、 菅 谷の 仲間と して 天 保 五 年 出府の 節、 靑山 敎擧院 にて 御 

仕 法の 事 を 聞き、 また この 天 保 七 年 同藩の 大久保 金 吾が 出府の 節、 ^として 牧野 遠 江 守 宅に て 先生の 

事 を 聞いた と傳 へた。 勿論 藤 兵 衞の話 を 聞く まで もな く 先生の 仕 法 成績 は 四隣の 評判であった、 菅谷 一 

ふ - じ&ん ろく  1  5 

自筆の 拊循錄 にも 八月 中 兼々 聞き及んだ 二宮 云々 と ある にても 證 せられろ 通りで あろ、 されば 學殖ぁ W 

り眞摯 なろ 菅 谷が 知らざる 道理 はない、 然し 僅に 四千 石の 分家の 陣屋 詰の 頜政 を、 理. m なく 採擇 すろ 一 

譯には 行かない、 然るに 今 藤兵衞 よりの 噂 を 耳に したの を 幸、 菅谷は 藤 兵衞ふ 遣して 様子 を搜 らしめ 

*- ん 

たが、 仲間の 調査 は 世間話の 蒐集に 終る ので ある、 如何に かして 眞相を 知らん とした 結果 天性 寺の 圓 

お 5 をし や 5 

應和尙 の 派遣と なった。 

圓應は 文政の 初年 奥州 衣川より 轉 住して 來 たもので あろが、 佛の道 は 現世の 窮民 救助に ありと なし、 

衣川に 於て 荒山ゲ 開きて 畑と し、 畑 を 田と なし、 農民に も 作らせ、 自ら も 手 作した 程であった、 され 

ば^ 谷と は 意氣相 投じ 領內の 荒廢に 就ても 意見 を 交換し、 荒 地 三千 石 も 委託 せらろ A ならば、 七ケ年 


.sf に 有 分 開發を 行ぶべし とも 談 じた ことがあろ。 されば 圓應も 亦 櫻 町 復興の 噂 を^に し談 この 事に 及 

び、. 終に 一 Hal 式 仕 法の 調査から 領 政の 問題、 特に 常；. 1 の救濟 等に 關し、 妙法の 傳授を 受けし めろ こと 

となった。 W し 圓應も 突然 来たので はない、 櫻 町 役所 日記 八月 廿ー 一日の 條に 

烏 山 御^ 內 より 御 趣 法 筋 之 儀 相 願 度 段 中 參^、 尤も 旅 宿 は 眞岡之 山、 忠次申 聞 候 事、 野 上 村 茂右衞 

門と あろから、 茂 右 衞門は 忠次を 頼み 仕 法 依頼の 使者と して 來 たので ある。 

次で 天 保 七 年 九お 一 一日 天 性 寺の 和 尙圓應 は 櫻 町の 陣屋に 到り 面會を 請うた。 然るに 先生 は、 

「傦 侶は傦 侶の 道 あり、 我が 道 は 廢邑を 興し 民 を 安ん ずろ にある、 僧侶に 遭うて 未來の 往生 を談ず . 

ろ 必要 はない」.  . ^ 

とて 拒絶した。 圓應 たる もの この 一 擊に 驚いて 去ろ もので はない。  一 

「我 は佛敎 徒で ある。 然れ ども 其 志 は： » 民に ある。 當今烏 山の 住民 ゆ 饑渴に 迫って 居る。 之 を見棄 

てろ に 忍びず して 先生の 敎を 受け、 道 を 求めて 來 たもので ある、 先生が 面會せ ざれば とて この 儘歸 

り、 住民の 餓死 を 見ろ に耐 ふろ もので はない」 

とて 動かない、 先生 怫 然として ほ く、 

「彼の 佾は何 を 言 ふか、 我 は 我が 與る 所の 專務が ある、 烏 山の 安否 は 鳥 山 侯の 職分で ある、 我が 知 

る 所ではない、 然るに 僧侶の 身と して 強て 推參 して 面 會を請 ひ、 我 本務 執行の 妨害 をな す は 何故か」 


とて 面會 しない、 圓應之 を 聞いて 「我が 進退 は 烏 山 領民の 生命に 係 はろ、 先生 若し 逢 ふこと を 許さな け 

れば我 は 此所を 去らない、 餓死して 以て 民に 先立たん のみ」 と 陣屋の 門前な ろ 芝 原に 袈裟 衣の 儘に て 

• 座し螯 夜 動かなかった。 憶 ふに 櫻 町領內 復興の 實況を 見、 靑木 村と 共に 毎 戶五俵 以上の 貯穀 あろな ど 

とい ふ 實狀を 聞き、 隨 喜の 涙に 咽び、 烏 山の 役 興 はこの 法 を 措いて 外に 無い と 確信した が爲 であろ。 

圓應の 扶座は 翌日に 至る も變ら ない、 先生 曰、 

• 「彼佾 理非に 拘らず 面會を 請ひ剩 さへ 陣內の 門前に 餓死 せんとす る は 比類な き 曲者で ある。 よし 逢 

うて 之を誡 めよう、 速に 伴れ 來れ」 と 大昔に 命じた ので その 3 曰 を傳へ ろと、 圓應 悠然と 起 返り、 案 

內せ よと 先生の 面前に 至った、 先生 勵聲、 

「坊主 何の 爲に此 陣屋に 來り 我が 事務 を 妨げ、 門前に 臥して 死 を 決する か」 

「 一 に 先生の 敎を 受けて 烏 山の 飢民 を 助けん が爲 である」 

「汝愤 侶に して 佛の道 を 知らない か」 

- 「我れ 愚か なれ ども 佛 門に 人り て 年 久し、 佛道を 解せ ざる 機な こと はない」 

「佛の 道に 荒 蕪 を 開き 民 を撫し 飢民 を 救 ふの 道 あるか」 

「事 聊か 異なる が 如くに 聞 ゆれ ども 怫の 本意 は 衆生 を濟 度す ろに 在る、 民 を 憐み飢 を 免れし めんと 

• する こと も 蹄の 願で ある」 
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「そんな 答で は 佛の道 を 知って 居ろ と は 言へ ない、 世の中の 事 各 職分が あって に 相 奪って はなら 

ない、 領主 は鎮 主の 道が あり、 臣下 は 臣下の 道が ある、 阍は傦 の 道が ある、 潁 主が 臣下の 道 を 行 は 

ば 人君の 道廢 して 國家を 保つ こと は出來 ない、 臣 として 君の 事 を 行 は、 乂 僭上 暴 贼國亂 これより ffi し 

き はない、 領 まが 佛 者の 事 を 行 ひ、 佛 者が 領主の 事 を 行 はば 國 治まる 道 はない、 今汝佾 侶に して 國 

君の 道 を 行 はんとして 居る、 汝の謂 ふ 所 は 人君の 職で ある、 烏 山の 民饑 ゑんと して 君臣 之 を 憂 ふる 

の 心なく、 座して 國 民の 饑渴を 見ん とする か、 將た之 を 救 はんとす ろか、 汝佛 者の 與 るべき 所でな 

い、 與ろ ベから ざる こと を 以て 己の 任と なし、 他領に 來 つて 談 ぜんとす る もの 正に 道 を 失 ひたろ 大 一 

なる もので はない か、 抑 も 汝の道 は 凶歳の 未だ 来らざる 時に 當り、 天地に 祈り、 怫に誓 ひ、 國 民の § 

平穩を 祈り、 五穀 豐 にして 上下 安泰な ろ を 願 ひ、 是の 如く 凶歳の 薆を 免れ、 國 土の 平安 を 祈念す る 一 

のが 道で はない か、 旣に汝 が 勤行 を 怠り、 凶年に 際して 君主の 道 を 私せん とし、 力足らず して 我に 

道 を 求む る もの、 佛道 ではなく して 汝の意 を 立て 名 を 成さん とすろ と 同様で ある。 其の 志す 所は不 

善で はない が 其 行 ひ は 大に道 を 失って 居る、 汝 誠に 民の 饑渴 を痛盧 するならば、 之を阈 君に 告げて 

救 はし めれば よい、 告げて 而 して 國君之 を 行 はなければ 是も亦 命で ある。 卽ち佛 に 祈り 我が 門前の 

伏 志 を汝が 寺に 行 は、 乂汝の 職に 殉 じたる ものである、 斯 くすべき 道 をす て A 任に 非ざる 行爲 を， なさ 

ん とすろ ものが 佛 意に 叶へ りと いふ こと は出來 ない 速に 去れ」 


と 大昔に て說 示された ので、 圓應 慨然と して 其 非 を 悟り 憮然と して 默 座した。 

「汝言 ふこと なければ 速に 去れ、 我れ は 撫育の 任に 暇な し」 

と、 圓應 先生の 後より 三拜 して 烏 山に 去った。 

註 日記 九月 四日の 條 「烏 山 御領 分 天性 寺、 野 上 村 茂 右衛門 昨夜 止宿 致し、 今朝 出立の 事」 と あろから 三日-し 

面會 して 四日-」 歸 つたと 思 はろ。 また こ-の 時 仕 法 書類の 借覽^ 許した と 見え 八 HI の 條に齋 藤 家の 書類 返戾ぁ 

リ たしと いふ 文句が 見 ゆろ。 

wfa ま 先生の 如き 大人物が 今の 世に 有らう と は 思はなかった、 この 敎を 受けなければ 領主 をして 不 一 

11 の 君と なし、 我が 道 を 失 ふ 所で あつたと、 慚愧 して 具に この 顚末 を菅 谷に 告げた、 菅谷之 を « いて ^ 

大に 感じ、 「嗚呼 賢な ろ 哉 二宮、 我 速に 救助の 道 を 求めん、 然れ ども 求む ろに 道 を 以てしなければ 圓應 

と 同じ 結 菜に 陷 らん、 今一度 人 を 遣して 近日 面 會を願 はんとて これ を 巾 人れ ろ こと A した これ は齓 

を 厚く すろ と、，， ふ を理. s とした、 實は 再度の 檢察を 行 はしめ た 意も少 くなかった であらう。 然るに 先 

生 はこの 使者に 對 しても 面會を 拒絶した、 使者 は 再三 懇願した、 先生 已むを 得ず して 面接して 曰、 「烏 

山の 大 夫が 來 ると いふの は 何の 爲か、 我 は 主命 を 受けて この 地の 撫 民の 任に あるが 、寸暇ない 位で あろ 

のに 他 國の臣 僚と 閑談す る 暇 はない、 菅谷 は^ 山の 大夫 であろ、 上 君 を 輔佐して 仁の 道 を 踏まし め、 

下國民 をして 其の 饞に 忠實 なろ を 得しめ、 以て 國 富み 民豐 ならしむ るべき である、 然 ろに 今 凶歳に 際 


り 、 倉禀 络虚 にして 救荒の 道な く、 阈 民の 饑渴を 見て 救 ふ、 J とが 出來な いのは、 平生の 政 其の 常 を 得な 

キヲ-  t  トキ IK  ヒ トキ ヲ  フ  * プ. P  , ソ-ー 

いが 爲 である。 禮記 にも 『國 無， 一九 年之蓄 ，曰， 一 不足， 無，, 六 年 之蓄, 曰レ 急、 無-, 三年 之蓄 - 曰ョ國 到， i ハ國 - 

也』 と あるで はない か、 今 烏 山の 儲蓄 三年， 所の 話で はない、 一 年の 饑饉に さ へ も國 民を飢 ゑし めろ 様で 

は. 可處に 仁政が 行 はれて 居ろ か 諸侯の 任と いふ もの は 天下の 民を預 つて 之を撫 養し 之 を 安泰なら しむ 

ろに あろ、 今 その 民を飢 ゑし めて 喪失 すれば 諸侯の 道 は 行 はれた と 言へ ない、 主君 斯の 如く、 大夫之 

を， 知らず して 人の 上に 立ち、 自ら は 飽食暖衣 安逸 を 貪る は その 任を盡 したと 思へ るか、 斯の 如きの 人 

物 我が 門に P- る こと を 欲しない、 子 速に 去って 來る こと を 止めよ」 と 戒めて、 忽然と して 再び 出で 來 

なかった、 使者 流汗 淋滴 茫然と して 歸り之 を 妄言と し、 二宮 は 狂人なる べしと 報告した。 

併し 菅谷は 修養が 出來て 居た、 使者の 反感 的 態度に 對 して 却て 之 を 無理解と し、 

「1 一宮の 言 は 我等の 政道の 失敗に 封す ろ箴論 正に 肯綮に 當 つて 居ろ、 今の 世に 於て 誰か 君臣 道 を 失 

つたこと を 公然と 敎誡し 得る ものが あらう か、 實に 英傑で あり 賢人で ある。 この 人に 道 を 問 はずして 

誰. に 問 ふべ きか」 

と、 拊循錄 によれば 九月 廿ー 一 曰 出府の 途中 櫻 町に 立 寄る と あり、 櫻 町の 曰 記に よれば 「九月 廿 三日 B 

山 天性 寺 罷越候 事 菅谷氏 同道」 

と あるから、 圓 應和尙 の案內 にて 來り 面會を 得た ので あろ、 拊循錄 に 


同人へ 致，， 面會， 荒 地 歸發、 人 刖增、 村 柄 取^、 御 借財 返 濟等之 事 巾 聞 候 趣、 實に未 贫有之 致 方、 此 

人に 相 任 候 は V 當年之 饑饉 救 ひ 遂げ 可- ¥ と 存じ、 達て 相 留候得 共 其 夜 谷 田 貝 宿へ 止宿、 夫より 路次 

惡敷廿 七 8耆 府仕、 演舌書 等差 出、 當年不 容易 年 柄に 付、 御 廻 米始御 家中 扶持米、 御領 中^ 民 御 救 

米 等 御手 宛 無 之 何卒 右 金次郞 へ 御 頼 御座 候 様 巾談之 上、 達，， 御聽 ， 云 々 

と あるから、 櫻 町に て 引 留められ たの を 非常 救 治 案の 實 行の 爲 にと 急遽 出府し、 藩 中 熟議の 上 之 を 君 

侯に 吿 ぐるに 決した、 依て 翌廿 八日 衣服 を 改め 君 前に 出で て 曰、 

「今年 は 非常の 凶作で、 領 中の 渴饑 旦夕に 迫って 居ろ 有様で、 我々 百方 撫育の 道 を 求めて 居れ ども 

更に 良 方途が 得られない、 平年で すら 公用 不足して 商贾 より 借財 を 以て 補うて 居り、 今 大凶に 常つ 

て 金融の 道絕 えて 如何と も 致し 難い こと. - なった。 然るに 幸に 櫻 町に 二宮と いふ ものが 居って、 先 

年 小 田 原大久 保忠眞 公の 選に よって、 廢亡再 輿に 着手し、 十 年に して 功業 歷 然として 擧り、 殊に 饑 

饉の 至らん こと を 前 知して 豫備を 充分に し、 三ケ 村の 民 勢 平年よりも 豊かで ある、 先日 來人を 遣し 

て 之 を實査 致させた が、 其 確言 的 論實に 驚くべき ものが あった」 とて 委細 を 報告し、 「斯 くの 如き 次 

第で あるから、 我々 直に 櫻 町に 至って 救荒の 道 を 求めようと 存じた るが、 我々 の 意見な りと すれば 

最早 面 會は覺 束ない と 存じた ので、 君 公の 御賢盧 によって 二 宫へ逭 書 を 賜 はり、 之 を 奉じて^ 命の 

厚き 所以 を 陳述 すれば、 仁惠 の 忝き を 見て 救荒 安民の 道 を 開く ことが 出來 ようかと 存 ずろ」 と巾述 
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ベた 所 烏 山 侯大に 之に 感じ、 十 s-ii 日 同列 家老 共と 御前 會議が 開かれた、 其 席上 菅谷は 改めて 「御 

領分 烏 山、 厚木 共 違 作に 付、 應急 處理の 必要 急なる 旨 を 述べ 、 その 方途と して は 一 H ほ 金 次 郞に仕 法 

を依頓 せられる のが 最上の 策で、 この 方法に よれば 當年 饑饉 救急の 道 は 完備す るで あらう」 

とい ふこと を 高調して 述べた 所聽 許せられ、 直に 先生 を 烏 山へ 借 受ける 様に 小 田 原 侯へ 依頼す る こと 

に 4- 定し、 年寄 大石惣 兵 衞を小 田 原 藩邸に 遣して 懇望した 所、 追て 回答す る 3 曰 答 へられた が、 小 田 M 

重役より は、 ， 

金 次 郞事難 レ被レ 成-, 御 貸 > 先相對 にて 可 レ被レ 成 n 御頼匸 曰、 加賀守 様へ も 御 內慮窺 之 上 挨拶 有 之ぬ 

とい ふこと であって、 貸す こと は出來 ない が、 相 對で御 相談な さる こと は 宜しい、 これ は 加 賀守殿 も 

御 承知で あると いふ ことであった。 然 らばと て 御 道 書に て 御 頼みと いふ ことに 決定し、 菅谷は 御 追 書 

を携 へて 十 お 廿 九日 出發、 十 一 月 一 一日 櫻 町に 立 寄り、 御 仕 法 御 賴の直 書 を 渡した。 

註 烏 山 大久保 侯の 直 書 は 数 通 あろが、 この 時の 直 書 は 直書爲 中に 見えない。 

先生 は再應 之を辭 退せられ たが、 嘆 じて 曰、 

一 「烏 山領 の， 事 は 我が 關與 すべき 所ではな く、 その^ 元は 君臣 共に 其 道 を 失った が爲 である、 而 して. 

斯の 如き！ 今擧 げて數 ふべ からざる 程で ある、 併し 君臣 共に 其 非 を 知って 匡救の 道 を 我に 求め 

らュ た、 今 は 烏 山 領民の 存亡 は 我が 一 言の 下に 決定す る こと A なって ゐる、 殊に 烏 山 侯 は 小 田 原 侯 
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の 一 族で あろ、 旣に 主君 も 御 內聞御 承知の 事で あるから 一 應治亂 盛衰の 板 元、 禍福 吉凶 存亡の ^來. 

復興 安民の 大道 を 述べん J とて 詳 かに 語って 曰、 「救急 匡濟の 方途 は 過去 十 ヶ^の 租人を 平均 致し、 一 

ケ年 何程と 定め 金銀 米錢出 人是亦 十ケ年 平均 致し 一 ケ年 何程と 積り、 假 令-は 千 兩出廢 ろと き は 年中. 

御暮 方の 內 より 省き 出し、 この 分利 金の 方へ^'々 指向け ろ 時は增 借に はならず して、 元金 は^々 の 

增妆の 米 金に て 返金 すれば 荒 地の 力に て 元金 返濟と 成るべき 次筇 であろ から、 取調の 上 仕 法 を 講ず 

べきで あろが、 何分 差 迫った 凶作 困窮 住民 饑渴の 急務が ある 爲に 順にすべき 大本の 調査、 分 度 確立 

は 後に して、 先づ 救急 濟 民の 方策 を實 行し なければ ならぬ、 併し 根本の 御 仕 法 は 必ず 行 はれろ とい 

ふ 決定の 下に 應急 施設が 行 はれなければ ならぬ、 然るに 應急 施設に 何年 かを經 過す ろ 内 に、 根 木 的 

施設の 如き は 忘れられ、 或は 當 局が 交替して 自然 廢 絶し 易い もので あろ、 故に 最初に 根本 仕 法 施設 

を 決定し、 仕法實 施の 覺 悟が 確立 するならば 卽 座に 救助 米 を 差 出しても よい、 尤も この 事 は 烏 山 侯 

より 小 田 原 侯に も 御 依頼に なり、 自分から も 主君に 言上す ろ 必要が あろが、 その 順序 を經る 間に 時 

日が 經 過して、 飢民 を 出して は 曲事で あるから、 卽 座に 出 米す る」 

との 事であった。 菅谷は 大いに 喜んで、 

「主人に 代って 領分 を預 つて 居る 身分で ある、 その 責任 上 今 曰數千 人の 救命に なろ ことで あ，？ から、 

假令 翌日 如何様な 災難が 來る とも 少しも 厭 ひ 巾さず、 其 役に 房て 其の 道 を 致さねば 死 は 元より その 
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分で ある」 

と 答へ た 所、 先生 も大に 諒解せられ たの で翌 三日の 朝樱 町を辭 して 歸り、 n 十 速 救助の 用意に 取掛っ 

てんしゃ 5 じ 

た、 卽ち 天 性 寺の 境內芝 原へ 御 救 粥 給 與の爲 に 梁 一 一間 桁 三 問の 小屋 十一 一軒 を 急造し 焚 出 諸道 具 を 取 揃 

へさせ、 勸農 方、 歸發 方、 上役、 卞役、 手代 等 それぐ 係 役人 を 定め、 町村 內の. 篤實 才覺 あろ 者 を 選 

んで 代ろ 人、.、 世話 さすろ 様 奉行から. S. 達し 置き、 同 十三 日菅 谷は久 下田に 天 性 寺 は 櫻 町に 來た、 それ 

で 萬 事 打合せが 出來 たからで あろ、 十  一 M 廿 六日に 白米 五 拾 俵 を 烏 山に 向けて 發途 したの を 初めと し 

て 追々 と 送 米せられ た。 

これより 先き 烏 山 附近に 餓莩累 々たりと いふ 狀況 であった、 され ぱ域 下の 風聞 頗る 急に して 富豪 破 

却の 說が傳 はり、 城 中の 群臣 は 城 內に亂 人す る もの あらば 大砲 を 以て 之 を拂ふ 外な しと 決意した との 

噂 さへ あった。 故に 代官 奉行 は 動 拣鎭靜 に 苦 心 の狀 態に 陷 つた。 この 時营谷 は 櫻 町より 救濟せ られる 

とい ふ 佳 報を齎 して 歸り、 救助 小屋 は 建てられ、 十餘 里の 間 米 粟 運輸 絡繹 たりと いふ 實況に 一 變 した 

ので、 里 民 驚喜して 穀車 を鱧拜 したと 稱 せられた、 これ 卽も烏 山 仕 法の 發端 である。 

二 救急 仕 法幷^ 1 與開發 仕 法 烏 山の 急務 は 饑民急 助であった から、 米穀 を 送り 救助 小屋 を 建て、 全 

く 食糧の 無き もの は. 之に 集め、 先づ粥 を：^ いて 饑餓 を 免れし めた、 十一 一月 廿五 H: 迄に は 米 一 一 百 五十 一 一俵 

を迗 り、 櫻 町よりの 輸穀は 年を越え て 益々 増加し、 翌天保 八 ハ牛五 W 麥作の 熟する 時期に 焚 場 を 閉鎖す 
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るまで 約 半年、 米 千 一 一 百 四十 三 俵餘、 稗 一 一 百 三十 四 俵、 種靱百 七十 一 俵 三 斗に 及んだ、 救^ を 受けた 

もの は 一 曰 少き 日. にて 七 八 百 人、 多き 日 は 一 千餘 人、 正確なる 屆出 によれば 八 百 七十 九 人と ある。 天 

•i や-， じ 

性 寺 内の 小屋 十一 ー楝中 一 人 も 餓死す る ものはなかった、 當 時の 人口 は 約壹萬 三十 一 人で あるから、 牧 

容 人員 は 全 領民の 一 割以內 であった。 

この 救助 米 總計千 六 百 四十 八 俵 七 斗 七 合、 之 を 代金と して 贰千參 百 八 拾 九兩壹 分 贰朱永 三十 豐文甙 

分 七厘 六 毛、 その 內壹千 百 八 拾 九 兩餘は 烏 山 藩から 支拂 つたが、 殘壹千 甙百兩 は 櫻 町 報 德金を 借 川し 

て、 窮民 撫育 料 幷歸發 用水 普請 人 用 種 靱勸農 料、 卽ち仕 法人 用と して 活用す る こと A なった。 

お すく ひご や  すく ひまい 

御 救 小屋に 牧容 して 粥 を頒與 したの は、 この 上 如何なる 饑饉が 來る かも 知れず、 また 救 米 を 各戶に 

配布 すれば、 各人 勝手なる 活動 をす るが、 勞 "働に 適する 耕作 又は 業務が あって 牧人の 途が 立てば、 本來 

救助 米 を給與 せず して 作業 を授 くれば よい、 然るに 冬季 及舂季 に 於て 多数 者の 牧人 を 得る が 如き 業務 

は、 烏 山 附近に は少 いから、 開 發仕法 を 行って 强 健者 をして 之に 從事 せしめ、 老弱 幼 者 は 座食せ しむ 

る 外 はない、 座食 は 飽くまで 喰 はし むれば 健康 を 害し、 その 費用 も 亦 莫大と なる。 故に 自力^-以て 衣 

食し 難き もの， に I 限り 牧容 し、 自活の道 ある ものに は、 その 困窮す る日數 のみ を牧容 する こと A した、 

故に 牧容 人員に は 日々 多少の 異動が ある、 而 して 各 村々 組々 より 救助 人員 を屆 出、 その 內 より 牧容し 

た、 また 八十 歳 以上の 高齢者に は 養老 米 を給與 し、 鰥寡 孤獨の ものに は、 その 居住 宅に 於て 給與 せら 
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れ たので、 一人 も飢 倒れ 又は 逃 出した 者 はない。 また 村民 は 是非 良法 を實 行せられ たしと 願 出で 菅谷 

も 枠 半藏も 俸祿 を辭 して 之 を 御 仕 法 用途に 差 出し、 正月 廿ニ H 櫻 町に 到って 仕 法 開始 を 願 出た、 先生 

は 仕 法 を 行 ふ は 腐れの 人り たろ 大根 を處理 すろ 如く、 先づ 腐りた る 部分 を 切捨てなければ 全部 腐る ノ 

その 見切 大切な りと 敎 へられた るに より、 酉年の 租稅 未納 一 一 分 を 免す と 申達し 安堵せ しめた。 

然るに 五月と なれば 最早 農耕の 季節で ある、 依て 各々 自宅に 歸 らしめ る こと A なし、 その 際 白米 * 

錢、 味噙、 等の 殘品 を分與 して 持歸 らしめ、 別に 土地 起發料 を貸與 して 耕作 中の 食料に 遺憾な からし 

めた。 その 分配した ろ 味噙九 斗 八 升、 挽 稗 五斗 壹升、 白米 丸 斗 九 升、 鏢錢拾 參筲八 百 文、 歸發料 三百 

兩 である。  . 

歸發料 を貸與 して 農耕に 從 事せ しむる 際 指導すべき 様式 は、 復興 仕 法 又は 開發仕 法で あろ、 通例 開 

發仕 法は發 端の I 業で はない が、 烏 山に 於て は 領民が 饑饉に 瀕して 居た ので、 特に 取 急いで 焚 出と 相 

並んで 田畑の 起し 返しが 行 はれた。 その 起發用 資金 は 三百 雨であった。 壹 反歩の 歸發料 甙分贰 朱、. 植 

付 耕賃貳 分貳朱 合計 壹兩壹 分と して、 歸發田 反 S 貳拾 四町步 となる、 こ の 豫算を 以て、 總 百姓 中に 於て 

農業 出精、 平素の 心懸 宜しく、 上下 社 會の爲 に 範例と もなる 人， 物 を 記名投票 にて 選擧 せしめ、 高札 の 者 

へ貸與 する こと A した。 一 番札三 反歩 一 一 番札ー 一反 歩 三番 札に 壹 反歩 それぐ 選ばれた ろ もの 合計 百 拾 

£ 人で ある。 


この 起 返事 業 は 本人の みに て 完成し 得ろ もので はない から、 落選者 中の 勤勞を 主と する もの 丄 5 に 

は 1 種の 失業 救濟 として 認 むる ことが 出來 ろ。 その 起發 料の 返納 は 五ケ 年賦と して、 ハ牛々 金^ 分 宛の 

割合で あろ、 當時壹 反歩 三 俵と 見積り、 壹石壹 兩の當 時の 平均 相場より 考 ふれば、 牧穫の 五分の 一 を 

返金に 充 つれば 五ケ 年 にて 完^し 得ろ 計算で あ る 。 

更に この 牧納米 を板據 として 烏 山 領內の 荒野 を開發 する 案が 立てられた、 それ は 新開 發地 一 反歩の 

牧穫 中より 一 一斗 を 推 譲して 天 保 八^より 新 墾を始 むれば、 一 段歩の 開墾 費を鱟 石と して、 第一 ぉ卽ち 

H< 保 九 年に は 六 拾 四 町歩 を 得べ く、 爾後 十ケ 年間 を 經れば 二百 三十 四 町歩 餘を 得て、 總反训 千 百 九十 

丸 町歩の 成 田と なり、 烏山領 上下 永 安の 基 を 開く とい ふ說を 提示した ので あるが、 これ は 救民 開發仕 

法の 极柢 であって、 地 德開創 積を應 用した もので、 後に 村民 は、 之 を 標準と して 天 保 十 一 年までに 起 

し 返した もの 總計百 十六 町餘 歩と なった。 

すゲゃ  - 

斯く 相當の 成績 を擧 ぐるに 至った の は、 圓應 和尙に 緣を發 し、 菅 谷の 誠忠の 致す 所で ある。 もと 二 

ノ 宫 先生 は 烏 山の 饑餓に 迫る 狀況を 聞き、 領主 以下の 懇望 辭し 難き 爲に、 一 朝の 急 を 救うた のみで ある。 

然るに 藩臣幷 領民より 見れば、 一 方に 一 時の 急 を 救 はれた のみならず、 仕 法の 妙法に よって 救民 開發 

-. の 行 はれた る を 見て、 益々 その 良法 を 信じ、 上下 交々 仕 法の 績行を 懇望 すれ ども、 先生と して は當 

時^に 小 W 原領の 安民 法實 行に 着手し、 其 他の 仕 法關係 も手廣 くな りたる を 以て 再三 之を辭 して！！：、 
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「國を 興さん とすろ は 誠に 大業で ある、 天命に 安んじ 衰 貧の 時に 隨ひ、 天理 自然の 分 度 を 守り、 難 

難の 分に 素して 艱難 相 當の行 をな し、 住民の 安泰 を 見る まで は 一 藩 は 安堵の 思 ひを爲 さない、 所謂 

先 憂 後樂、 民を惠 むこと 子の 如くす ろので なければ 國を與 す こと は出來 ない。 然るに 世人の 求む る 

所 は 之に 反し、 現在 藩の 歲人少 きを 以て 各自の 受 くろ 俸祿 は 十 巾 二三に も 足らず、 依て 之の 不足 を 

補 はんこと に 努力して 他 借に よって 一時 を 救 ふ、 年々 斯 くの 如くして 借財^ 大し、 その 償還の 爲に 

, - 領民に 上 金と して 臨時に 重き 賦課 をな すも尙 足らない、 今年に 來 年の 貢租 を 前納せ しめ、 艱難 窮ま 

つた 所へ 凶歳が 來た、 これ 天地の 間に 當 面の 分限の あろ こと を 知らぬ 爲 である、 分限 を 破って 財 を 

浪費 すれば 百 萬 石と い へ ども 足る 道理 はない、 烏 山 侯 一 一 萬 石に して 足らな いのは 何故か、 これ 一 に 

財 用 上の 節度 無き が爲 であろ、 故に その 本源 を 明かに し 、常時 天命の 示す 所に 安んじて この 艱難 を 常 

とすろ 覺 悟がなければ 阈の 衰廢を 興す こと は 不可能で ある、 その 基本の 立たない に拘ら ず、 他領の 

租を 以て 烏 山の 不足 を 補 ふこと は出來 ない、 我が 道 を 行 ふに は^の 方法 はない、 櫻 町 復興の 道 を 

移す のみで ある、 この 道 は 他な し、 烏 山 は 烏 山の 分 を 守り 艱難に 安んじて 國 民を惠 み、 その 廢亡を 

. 興す のみで あろ、 し 人 各々 欲すろ 所が ある、 假令 我が 法を授 くろと も 成否 は 一 に此 所に 存 する」 

云々 飞、 歡 谷 等 その 明敎に 感じ 上下 協力 この 道 を 行 はんこと を 誓った ので、 先生 已むを 得ず して 烏 山 

镇の分 度 を 調査す る こと i なった。 


タヅ. *- テフ ルキヲ  A  !7 

. 「ハヌ 度 は 先 づ^< 分の 基本 を 明かに すべきで ある、 論語に 溫レ故 而 知レ 新と ある 通り、 烏山領 中の a 

稅 豐凶少 くと も十ケ 年間の 事實を 調査し、 その 平均 を 以て H< 命の あろ 所 を 察し、 之 を 標準と して 今 

後の 分 度の 基本 を 定めねば ならぬ から、 各々 租稅牧 支の 帳簿 を持參 すろ 様に」 

と 指示せられ、 烏 山 藩士 は 書類 を 携へ來 つて 櫻 町 陣屋に 詰め、 一時 烏 山 役所が 移った 如き 狀況 にて 調 

查が 進められた、 その 成 書 は、 「御 取 箇拾ケ 年 平均 調 帳」 「爲 政鑑 平均 御土臺 帳」 等であって、 前者 は 

藩主の 總 牧人 平均 額、 貢 米 壹萬千 八 百 拾 七 俵餘、 永 千 九 百 五 拾 九兩餘 であつ jL 烏 山 領の分 は 米 九 千 三 

百 三 拾 俵餘、 永 三百 拾 六兩餘 であった。 正に 衰 時の 天 命で あろから、 之 を 分 度と して 君臣 共に 之 を 確 

守 すれば、 衰廢は 必ず 復輿 すろ であらう、 大凡 世の 盛衰 Mr 亡 一 にこの 分 度 を 守る と 否ら ざろ とに 關は 

る、 早々 之 を 君 侯に 言上して 群臣と 共に 決定 すれば 可から うと 敎 へられた ので、 直に 歸 藩して 熟議し、 

之を實 行す ろ ことに 決定した。 

分 度 を 確立して 仕 法を實 行す ろ は 復興 及 開 發の仕 法で あろ。 玆に 於て 群臣 は 愈々 復輿 法の 寳施を 嘆 

願す ろ 順序と なった。 この 往復 幷 調査 は 天 保 八^の 春季の 事で あつたが、 藩主に 獻覽せ しめた 書類 

は、 開 發仕法 書の 第 一 草按 たろ 「地 德開倉 積」、 「領分 歸發田 反別 帳」 幷に分 度に 關 すろ 書類であった。 

六月 十九 日の 日記に 

烏 やまへ 去 冬よ ち姥民 撫育、 米 金 差 送り、 篛此度 荒 地 開發の 手段 取調 上 候 付、 右爲， 一 御 挨拶， K 渡 守 
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樣御直 書 並 御 重役 中 連 印 之 一札 を以、 御 依頼 旁 御 家老 大石 惣兵衞 殿、 郡 奉行 井上 勝 次郞殿 被，， 罷 越- 

候 事、 廿日 歸ろ 

とあって、 その 直 書 は 次の 通で あろ。 

今度 領中荒 地起發 復古 之 執 法、 雛 形熟覽 候處、 此上も 無， 之 大道、 實に 令，， 感服-候、 就て は兩 領分、 

兩 勝手 共 致 n 委任 1 候 間、、 永 績之基 相 立 候 様、 精力 之 儀 仍頼人 候、 尤 我等 始家眷 其 外、 家中 一 統渴望 

之 事に 候、 若 違背 之 族 有 レ之候 は 急 度 可，, 申 付, 候、 猶 重役 共 可 申 者 也 

酉 六月  佐 渡 印 

二宮 金 次郞殿 

卽ち雛 形に よって 分 度 を 立て、 領內の 仕 法 實施を 委任した ことが 明瞭で あろ。 同 持に 送達 せられた 

童 役 連名の 書狀 は、 直 書の 意に 副書した もので、 內容は 同様の もので あろ。 爾來烏 山 櫻 町と は往來 絶え 

ず、 前述の通りの 土地の 開き を 中心とする 仕 法が 行 はれた。 其 進行の 狀況は 書類と して 報告せられ、 當 

時大阪 詰と なりし 藩主に 達し、 藩主 は 之 を 見て 大に 喜び 謝意 を 表する 直 書 を 認めて 之 を 櫻 町に 送った。 

野 州 領分 之 儀、 年來衰 弊刖て 昨年 之 儀 は H< 災凶 作に て、 翁 民 共可レ 及，， 飢渴 にも- 處、 救助 之 儀 重々 

手 宛 有 之、 壹人も 餓莩無 之 段、 全 善 種 被，， 相 廻 1 候 故と 厚意 實に 難レ 謝- -弒 表-忝 存候、 將 今般 八郞右 

衞門致 二 登阪， 趣 法 諸 帳；. 持參遂 一二 覽 1 候、 荒 地歸發 初、 報 德之道 相 開、 此分 にて は不遠 復古 之 基^- 


相 建， と 令，， 怡悅， 候、 此上 役人 共へ 無，， 遠慮， 差阖 賜、 大道 相 行 候 様 精々 之 程 偏に 頓人 候、 常 表 之 俵、 

諸般 失墜 可，， 相 省， 3 曰 時 々 申 付 候 事 に 候、 猶 委曲 八 郞右衞 鬥 へ 申 合 候不宜 

十お 廿 六日  大 佐 波， 

.  二宮 金 次郞殿 

報 德仕法 は 分 度 を 立て 土 莨 行 すれば、 舊來の 面目 一新して、 豫想 外の 成績 を擧げ 得ろ ことが 明かで 

あろが、 唯 問題 は 分 度の 確立に よって 生活し なければ ならぬ、 而 して 分 度 生活 を實 行す るに は、 從來 

の放馒 生活より 或ろ 期間 緊縮に 我慢し なければ ならぬ、 この 我慢の 耐久が 何程の 永き に堪へ 得ろ^と 

い ふこと であろ。 

てんしゃ 5 じ 

この頃 fK 性 寺の 和 尙と菅 谷と は 共に 驚喜 感激の 生活 を 送って 居た。^ 尙は 感謝の 意 を 表せん が爲鮎 

を 網して 之 を 贈った、 領民 驚いて 和尙 は狂氣 したで あらう と 評した、 和尙は 平然として 答へ て H、 

「先生 は 慌凶を 救 ふが 爲に 日夜 心 氣を勞 す、 鮎 を 贈 つて 少し にても そ の 氣カを 補 ふ ことが 出来れば 

國 民の 幸福で あろ、 鮎 も 亦 先生の 腹中に 人って 成佛 する であらう、 敢て 俗人の 窺 ひ 知る 所で あろ 

まい」 

と、 櫻 町に 至って 之 を 贈った、 先生 亦 怡んで 之 を 受けた、 和尙 先生の 怡 ベろ を 見て 安んじ、 厘々 鮎 を 柿 

. り 之 を 市中に 寳 つて 安民 仕 法の 善 種 金に 差 出した、 先生 亦 その 行爲を 嘆賞した、 蓥し當 時 烏 山上 下 未 


一 2ia  — 


だ 推 讓の德 風 盛なら ず、 之 を推稱 する 必要が あった ことで あらう。 

斯 くして 人氣 一 變 して 積年の 惰風は 頗る 勤 農に 赴きた る を 以て、 この 法 を 相 州の 領分 厚木 地方へ も 

普及せ しめんと する こと は、 藩の 執政 一 般の氣 分であった、 厚木 は 一 萬 石であって 奉行 を 遣して あつ 

たが、 烏 山邊に 比すれば 遙 に富饒 にして 五穀め 實 のり も 豊かであった、 然るに 藩主 は 烏 山に 在 城して 

摩 木 は 奉行 を 遣す のみ、 幸に この 良法 を 厚木にまで 施さば、 相 親しみて 良法 を 喜び、 窮民 潤 助の 餘財 

を 出す もの も 多いで あらう と、 先生 默考の 上、 

「厚木 は 未だ 時期 は 至らないで あらう、 烏 山の 良法 を 聞いて 來り請 ふに 及んで 行 ふべき であろ、 ， 可 

となれば 厚木 は 面篛烏 山の 如き 狀況 でない、 萬 物 自然の 時が ある、 未だ 至ら ざろ に 事 をな すと き は 

百毂 生育 の 春を俟 たずし て 耕耘す ろが 如くで ある」 

と、 然るに 菅谷等 は、 

「先生の 言 は當然 であろ が、 旣に 藩主の 指令 を 受けた ので 中止す る こと は出來 ない」 

とい ふこと を 述べた 所、 先生 は、 

「時 を俟 たずして 行 ふ 時には 必 害が あろ」 

と f せみれ た 力、 菅 谷と 天 性 寺と は 已むを 得ず として 赴いた、 然るに 當時 厚木に 流行 {r があって、 兩 

人 共に 之に 感染し、 菅谷は 治した けれども、 天 性 寺 は 十二月 卄八： c 終に 遷化した。 先生 之 を M いて 1K 
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性 寺 一 人の 不幸に 止まらず、 實に烏 山の 大 不幸で あると 嘆 ぜられ た。 

菅 谷の 行動 も 亦記錄 すべき ものが 少 くない、 先生 は 救急と 開發 との 爲に繽 々と 米 金 を 送り、 且菅谷 

にも 仕 法 指導者た らん 者の 第一 は、 烏 山の 歲人 不足 を 調節す ろ爲に 祿を辭 し、 報德 金に て 開墾し、 こ 

れを 以て 生活 を 立て A 行く ことの 最 妙の 手段なる こと を 指示した 所、 菅谷は 感激して 直に 仕 法 中 自分 

及 相鑌人 半藏、 次男^ sfei: の 給 扶持 不殘天 保 八 年 正月 分より 辭 1 した、 其 高 は 米 拾 壹石六 斗、 金 拾 

壹兩 壹分餘 であつ.^、 更に 菅谷 は臺 弓、 乘鞍 馬具 以下の 所藏品 七十 五 點を寶 却し 之 を 仕 法 金に 加 へられ 

たき 旨 を 以て 差 出した。  一 

圓 應と菅 谷との 篤行 を 直視した 藩士 及 領民 は 非常に 感激し、 御 仕 法 御 土 臺加人 を 申出た もの は、 藩 叫 

士ー 一 百 四十 一 一名、 城下 及 四十 九 ケ村千 一 一 百 六十 餘人、 總計 金額 百八兩 三分 甙朱 餘、 米甙百 俵の 多き に 一 

上った。 

然るに 声が は登阪 し、 圓應は 出府して 仕法實 施の 爲に 奔走し、 相 州 厚木の 仕 法 指導に 赴いたら し 

く、 十一 一月に 歸鄕 間もなく 兩人 共に 大患 を發 し、 菅谷は 一 應 快癒に 赴いた が 圓應は 歿し、 菅谷 も翌九 

年 一 ケ年を 通して 病床に 親しみ、 藩 政の 方面に も 仕 法反對 の內訌 を 生ずろ に 至った。  ， 

三 仕 法 停頓 並に 終結 圓應 歿し、 菅谷 病み たれ ども 、天 保 九 年は璺 年に て その 成績 を 圓應に 一眼 見 

せ 度し と 申 送った 程で あつたが、 菅 谷の 病 氣は春 以来 症狀變 化して 九死 一 生の 體 となった 程であった 


が、 十 一 月に 小康 を 得て 押して 出勤、 水 戸へ 出張した 等の 無理が あり 大病の 後と して は過勞 にて 鬼 角 

勝れなかった。 仕 法の 爲に 土地 は 開け、 恰も 豊年の 事と て 分外の 牧穀 多額に 上った の を 見た る 藩 政の 

內に は、 或は 緊縮、 或は 推 譲 これ 堪 ふろ 所に あらず とし、 特に 救急 資金の 借人 金の 督促が 嚴重 となつ 

たので、 分外 を 開發仕 法に 用 ひ、 用度 を 窮乏せ しめろ の は 政治 を 過った もの であろ と 非難の 聲が擧 

つた。 

突然 天 保 十 年 十二月 六日 夜 九ッ時 前、 江戸 表より 大石總 兵衞、 大塚孫 八郞兩 人が 烏 山に 到着して 若 

林 助 太夫 方に 落 付き、 御 直 書 を 携へ來 つて 翌 七日 藩 政の 重役 會議を 開き、 仕 法停廢 にっき 協議せ しめ I 

た、 その 議事 要件 は、 二宮 は 小 田 原へ 引 移ろ かも 知れない ので 諸方の 仕 法 を 謝絶 するとい ふから、 已 

む を 得ない 事情と 認める ので 仕 法を斷 ると いふので ある。 大久保 次 郞左衞 門 以下 その 無法 を 反 詰した 

けれども、 直 書と いふ 一 言の 下に ロを箝 せられ 仕 法 謝絶に 決した、 村 役人 を 呼出して 内意 を 申 含めね 

ばなら ぬが、 自分 達 から 直接 村民に 申 渡す ことが 出來 ないから 奉行から 申 渡せと いふ ことであった、 

藩士 中に も 堅い 決心 を 有する ものが あつたが、 淚を 吞んで 時節 を俟っ 外はなかった、 大久保 次 郞左衞 

門 以下 仕 法 丹誠と いふので 賞與 があった が、 熱湯 を 呑まされる 思 ひであった であらう。 停 廢の總 ての 

取扱 は 十五 日までに 終了した。 

翌々 十七 日付に て菅 谷八郞 右衛門 は 役儀 辭退を 申出た、 同月 廿 五日 隱居を 申 付ら れ、 相續人 半藏へ 


百 石 を 給せられ た、 雨 來菅谷 は屢々 先生の 許に 往來 し、 一意 報德仕 法の 道に 精勵 し、 或は 烏 山城 下に 

詩文 を 友と した。 

先生の 許に 往來す る こと は 藩 政の 喜ぶ 所ではない、 併し 茕 谷に し て 見れば 良法 中廢は 遺憾 であり、 

また 過去の 權 政の 夢と 化する は殘 念で ある、 故に 或は 櫻 町に 往 きまた 相 州まで も 出かけた。 天 保 十 年 

の暮 より 小 田 原 領內に 在り、 彌太郞 氏と 共に 箱 根に 病 を 養 ひ、 或は 湯 本の 福 住に て 先生が 門下に 與ふ 

る 訓言を 聞き、 或は 曾 比、 竹 松に 於け る 仕 法の 大 活動 を 見た、 されば 報 德の道 友 も 多く、 治 術の 攻究 

もした。 一見 他日 再 擧の企 圖を爲 すかの 如くに も 見えた、 これ を 以て 藩 政 は當然 疑の 眼 を 放った。 藩 

政の 菅谷を 斥けた る は 開墾した る 贰百廿 四 町歩の 牧納ー 一千 俵 を 分內に 人れ るに あろ。 菅 谷の 反 對も此 

所に ある、 故に 天 保 十 一 年 十一 一月 十 一 日 終に 菅谷 放逐の 令は發 せられた。 

申  渡  . 

,  营 谷八郞 右衛門 

其方 儀 1 咋 年中 重 御咎被 = 仰 付 ^ 去 十  一 w 中愼 被，， 御免， 候處、 直に 他行 相 望 候に 付、 內々 心 付 申達 候 

得 共 不，， 相 用？ 櫻 町へ 罷越、 加 之 一 應之願 も 無 之御府 內へ罷 出、 小 E 原 表に も 暫時 罷在、 翁々 御 規定 

も 有 之 儀 相 破、 當春中 悴半藏 へ 右一 應心附 不行屆 候 御沙汰 も 有 之 候 上 は、 早速 罷歸り 可 巾處、 不心 

付 筋に も 有 之 間 敷、 全 上 を 蔑に 候 始末、 重々 不埒 至極に 付、 永々 御 暇 被 下 置 候、 早々 引拂 可，：：— 候 


一 210  ― 


併 象 名 之 俵 は 古き 象 筋に 付、 格別 之 以，， 御 憐愍 T 改て悴 半藏へ 新地 百 石 被，， 下 笸？ 被 >, 召 仕 > 候 間、 其 

旨可存 候、 

但兩 御領 分、 御屋敷 近邊、 堅 致，， 徘徊，！ i 敷 候、 

如何にも 非理 法權の 結末と なった が、 正 法 も 時に 利 あらず であろ。 尤も 菅 谷が 從來烏 山 を 一人で 切 

り 廻し、 特に 報德仕 法の 緊縮 嚴令は 通例 反對 者の 出る こと を豫 想して 居なければ ならぬ、 また. 病中と 

雖も 絶えず 藩 政に 關 する 考慮 を 要した、 特に 一 且辭 したる 祿を 再び 受領し、 この 生活に 餘擇の 見 ゆる 

ことのあった 振 前も考 へなければ ならない、 法の 行 はれ ざろ 必 しも 奸 佞者の 反對 のみで はない。 

か 5 のす むら 

菅谷は 止むを得ず、 報德の 同志 大野 恕 助の 甥に 當る鴻 m 村の 名主、 郡 司 十 郞右衞 門の 家に 移り、 藩 

政の 無情 を 怨みつ A 妻子と 共に 天 保 十 一 年 を 送った。 a 士 一年 七月 十四日 櫻 町に 來 つて その 悶々 の 情 

を 吿げ、 且 曰く、 我 盲 弟 二十 雨の 借財に 惱み 厘々 心痛の 3 曰 を 母子より 申 越せる も、 今 如何と もす る. a 

はない 程 窮境に 陷 つた、 願 はく は 之 を 助け 給へ と 懇願した。 先生 曰、 

「貴下 は 道を閒 くと 金 を 借ろ と 何れが 急な ろか」 と、 菅谷 曰く 「元より 至敎を 聞かん」 と、 先生 曰、 

-デ  匕 サン r 'ヲヲ  テ  フハ ン r ヲヲ  *. 

、『進 而思 レ盡レ 忠、 退而思 レ補レ 過』 と、 これ は 人の 臣 たる もの A 道で ある、 貴下 は 今 重恩の 君主に 

遂 はれて 自ら 過な しとして その 過 を 國に歸 して 悔 ゆるの 色がない、 それ 忠臣と いふ もの は國 家と そ 

の 幸福 憂 息 を 共に して 一身の 進 返に 拘ら ない、 進で 憂 ふろよりも 返く 時 その 薆を 十倍す ろ もの は忠 


臣 である。 贵 下が 烏 山の 太夫たり し 時、！： 政の 弊 を 除く こと 能 はず、 一 たび 凶^に 造うて 數 千の 民 命 

を 失った、 巳むな く 余に 救荒 を 請うた ので あろ、 而 して 今 放 遂に 遭うて 前の 失政 を 思 はずして 却つ 

て 漠然として 君 家の 事 を 顧みず、 ^に 在って 國の 危難 を 度 外に 置く は 何が 故で あろ か。 今 不幸に 

して 烏 山 再 盛の 道 を 失 ふに 際し、 日夜 寢食を 忘れて 憂慮すべき ではない か、 余に して Iwft.? 山の 將來 

を 憂 ふ、 累代 重恩の 身に して 忘れた ろが 如き は 何故なる か。 余 は 憶 ふに 斯く舆 役の 道中 したろ は 

貴下が 一身の 誠心の 足らざる が爲 であろ、 身 は 城下 を辭 すろ と雖 も、 日夜 心境 烏 山 を 離れず、 君 再 

仁政 を 施し 給 ふに 到らば 罪 を 謝し 身命 を 抛ち、 精忠を 盡し發 願の 志 を 遂げ 君臣の 苦心 を 安 ぜんと 肺 一 

肝を碎 きて あらんと 存ぜ しに、 今日 漠然として 人臣の. 大義 を 忘れ、 區々 たろ 親族の 姑息に 惑 ひ、 盲 W 

弟の 窮を 助力せ よと 請 ふと は 思はなかった、 斯の 如き 淺き 思盧 故與復 の道餒 し、 身 も 亦 退けられた 一 

のであって、 烏 山 藩の 罪で はない、 貴下 この 非を悔 ゆると き は窭子 一 族 も 亦 困， 苦 を 共に-し、 道に 斃 

ろと も その 忠 心の 馨 しき 世人 を 感ぜし むろで あらう、 盲 弟に 於ても 亦 同じで あろ、 貴下 は 烏 山 救急 

の 際の 如き 勇猛心 を發 し、 我が 贈りし 米 粟 を 以て 食し、 祿を辭 したろ 初心 を赏 徹すれば、 識言の 入 

ろ 餘地は なかつ たで あらう、 一 且辭 したる 祿を 喰み、 身の 進退 を设 かにした ろ こと は 子が S けら 

る 、原 Q たる を 知り 得る 、今にして 思 ふに 烏 山の 再興 は ほ 下が 一 心に 係る、 依て 過 を 改め 烏 山の S 興 

を 祈り、 至誠 を顯し 然して 後、 道が 行 はれなければ 何時 にても 常 方に 來られ よ、 然ら ざる M は而會 


する も 忍びざる、.^ がする」 と *  . 

菅 谷再拜 して 曰く 「嗚乎 過てり、 思 は ざり き 道 を 失 ふこと 斯 くの 如くな らんと は」 

と、 辭去 せんとし たので、 先生 は 「責下 過誤 を發明 すれば 可し、 盲 * の 爲に之 を 持 歸られ よ」 とて 二 

十兩を 渡され 「江 都の 盲 弟に は 之 を 約束した らん、 盲 弟 は その 便り を 待って 居る であらう」 と、 菅谷 

汗 背に 流れ 感淚面 を擧げ 得ず して 借用して 歸 つた。 

菅谷は 失意に 陷り、 仕 法 は 停止せられ、 藩 は 分 度の 設定 を撤廢 し、 大阪加 番の足 高を受 人れ、 當局 

は 一時 快哉 を唱 へた けれども、 分外 を 出して 開 發を行 は ざれば 自然に 土地 は荒廢 する、 分內 一杯の 生 

活を すれば 必然 借財 は 増加す る。 fK 保 十二 年より 十三 年初 夏の 頃まで 旣に轉 法の 失敗 を 知った、 當然 

生ずる は 報 德仕法 讃美の 聲 であろ。 恰も 先生 は その 八月 廿 一 日に 着府 せられ、 菅 谷も來 たが：; 烏 山 藩 

の 家 來大久 保 次 郞左衞 門が 尋ねて 以來、 再び 仕 法 再 與の談 が 展開す るに 至った、 その 顚末は 九月 十日 

の 櫻 町の 日記に 

烏 山 様 御 趣 法筋是 迄は轉 法に 相 成 居候 處、 此度佐 渡 守 様始御 重役 方 種々 御 勘辨被 遊、 御 評 fl 之 上 厚 

き 思 召 を以、 從，, 殿様 I 幸ニ宫 出府に 付 御 招 被 遊、 一向 御賴 被遊尙 亦御國 許へ も 御 下知 書 を以、 再 御 

趣 法 之 儀 被 仰 出 候に 付て は、 乍 留守中 も 申 人べ く 候 段、 御 重役 衆より 川 俣 嘉內殿 を以、 被 仰 進 候 事 

と あり、 また 十月 朔曰付 櫻 町より、 在 府中の 先生 宛の 書狀 によれば、 烏 山 藩の 奉行 以下 交迭 したと 
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ある * 

この間 烏 山 藩 政より 先生の 許へ 仕 法 再發の 懇願の あった こと は 明瞭で ある、 先生が 如何に 答 へられ. 

たかは 報德 記に 見 ゆる 通りで ある。 卽ち 太夫 大久 保が 廿ー 一日 先生 を 訪ひ仕 法 再興 を依顿 した。 

先生 曰、 

「烏 山の 仕 法は菅 谷が 來 つて 依願し、 その 熱誠に よって 始まった、 彼れ 营谷は 今 何國に 在ます か」 

大久保 答へ て 曰、  •  . 

「菅谷 は 罪の 爲に 放逐せられ ました」 

先生 曰、 

「君 侯 は 其 初め 菅谷 をして 仕 法實施 を依頓 せられた、 予 道を傳 へて 君 意 を 達せん とした、 その 人 卵 

があるなら ば、 何枚に 私に 一 言 を 通じて 後に 罰せられ ぬか、 道の 爲に盡 力した もの を、 如何に 家臣 

な れば と て 私共 に 一 言な くし て 放た れた 、今 义 闽 家 の 仕 法 を 再 興す る に、 其方 法 及 本末 を 知ら ざ ろ 人 

に談 ずると も 實行は 困難で あろ、 故に 仕 法 再興 を せられん に は菅谷 再任より 始められねば ならぬ、 

その 事 決定して 後實 行に 及ぶ ベ きで ある」 

と、 大久保 往訪の 結果 を齎 して 君 侯に 報告した、 烏 山 侯 曰く、 

「誠に 然り 速に 菅谷 を歸參 せしめよ」 


- 220  — r 


と、 藩 政 評議の 結果 月俸 拾 人 扶持 を 以てする ことに 決し、 廿 五日 大久保 は菅谷 同道に て 先生 を 再訪し 

て 之を吿 げた、 先生 曰、 

「その 決議 の 通りなら ば 我が 聞くべき ことで はない、 眞に 罪が あ つて 放逐したならば 元より 歸參を 

許す ベ きで ない、 罪がなくて 放 つたならば 今歸參 せし む ると い ふ 取扱 は 君 侯が その 過失 を改 むろ が 

如くに 見 ゆろ、 君 過 を 改めて 呼ぶ に 十 人 扶持と は 何事で あるか、 元 百 五十石 は 代々 の祿 であろ、 €. 

年の 大凶 作に 際し 一 身 を 抛って： i 育の 道 を 求め、 飢民 を 救 ひ、 爾來仕 法 を 以て 國益 を擧 げた こと は 

少 くない、 菅谷 罪な くして 功が あるに 之 を 放ちた ろ は 君 政の 過失で あろ、 之を改 むろに は 前 功 を 賞 

して 加祿 あるべき である、 然もな くば 菅 谷が 烏 山に 歸ろも 何事が 出來 ようか、 歸參を 止めて 仕 法の 

再興 を廢す ろが 宜しい」 

と當 然の理 である。 烏 山 侯 之 を 聞いて 直に 五十石 を加增 し、 菅 谷の 復歸は 決定した ので ある。 

當時 先生 は旣に 幕府に 登用せられ、 各方 面 を 通して 手の 屆 かぬ 場合 も あり、 公然 幕府の 認許 を經ろ 

まで は 私的 關係 とて 指導に も 不便が あった、 併し その 十一 一月 廿 五日 烏 山 侯菅谷 を 召還し、 「今度 仕 法 を 

再舆 する ことと なった から、 去る 申年から 身命 を 抛ち 且つ 國益 について 日夜 心勞 して 居ろ とい ふ 事 を 

聞いた ので、 歸參の 上 家老 職 再勤 申 付、 高 一 一 百 石 を 差遣す」 とい ふこと であった、 併し 勢望 は 旣に衰 

へ、 內 部の 統 一 は 最初の 時代の 如くに はならず、 僅に 翌々 弘化 元年 及び 同 三年の 一 一回 領^ 中より 本業 出 


精 奇特 人の 選擧を 行った に 過ぎなかった、 天 保 十四 年より 弘 化の 初に かけて 先生 は 公式に 私領の 指導 

を なすこと は出來 たが、 財政 上の 委任 經理は 引受ける ことが 出來 ないから： 分 度 確立の 上に 嚴 重なろ 效 

果 を擧げ 得なかった、 菅谷も 1 1 百 石の 高 祿に安 如た る を 得 ざろ を 以て 隱居を 願 出た、 弘化ー 一年 三月 之 

を聽 許せられ、 雨後 も 「仕 法に 就て は 從來當 勤 同様 努力し、 心 付きた る 事柄 は 遠慮なく 申出る 様に」 

とい ふこと であった。 

先生 は 烏 山の 仕 法が 停頓す るので、 最初 特別 開發 地と して 開かせた 地所が あるから、 この 報德 を 

以て 繰返し 開 發レて は 如何と 申 送った が、 それさへ 案外 粗略に 終った、 されば 第一 一期の 仕 法と して 分 

度 を 立て、 借財 を 償還し、 開 發を實 行す ろ 等、 何れも 幾分 づ つの 進展 を 見た のみで、 御 仕 法土臺 金利 

積 案、 報德田 設定 案 等 を 示して 永 安 法 を 策した が 完全に は 行 はれず、 何れも 劃期的の 進展 はしな か 

つた。 

倂し菅 谷、 大石 等の 俸祿 献納、 大 阪加番 等に て 僅に 收納 を增 し、 幕府より 貸付 ありた る 債務の 半 高 

棄捐に よって 安心の 度 を 加へ た 之に 反して 旣述の 通り 先生 は 各藩へ 仕 法 謝 絡の 申出 あり、 願に よつ 

て 僅に 指導 を受 くろの みとな つた、 弘化 三年 は 小 田 原 仕 法の 撤廢 があって、 各地の 仕 法に 異常の 衝動 

を與 へ たが、 當時 日光 仕 法 雛 形 創作 中であった から、 重 々 烏 山 は 充分なる 指導 を受 くる 由 もなかった。 

£目 谷 は 家老 職 を退隱 して 以來 意氣鎖 沈して、 健康 は 舊に復 せず、 老衰 之に 加 はって 道 友との 交通、 
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仕 法 書 及び 拊循錄 の 著作 等に 耽った が 一 種の 神經 衰^と なり、 嘉永五 年 正月 九日に 歿した。 

藩 中には 熱心な 報德仕 法の 希望者 もあった が、 熱心と 地位と が 一 致しない 爲に、 報德 金の 返却 も延. 

引 勝であった、 報德 金と いふ は 最初 救急と 開發 との 爲に樱 町より. 送られた 米 金の 返却 殘 であろ、 若し ズ 

領內 に 仕 法が 行 はる れば 報德金 は その 元资 となっても 可な ろ ものである、 故に 仕 法を耱 綾す る か 報德 

金 を 償却す るかと いふ 二つの 問題が 一 つの 事 實に關 係して 展開した。 

仕 法 中 廢中も その 返金 は 行 はれなかった、 故に 先生より は 「貸 附中勘 帳」 等 を 作って 處理 案が 示さ 

れ たので ある、 さて 弘 化より 嘉 永に 人って は、 幕 領の仕 法 着手に つきその 資財と して、 報德金 回牧の 

必要 を 生じた、 嘉永 三年 乃至 五 年の 頃に は 各 仕 法 地へ 返濟 方法 を 督促 せられた、 この頃の 烏 山の 殘額 

は 千 八 百 九 拾 六兩餘 であった。 

この 殘 金の 返. 済が 困難であった 爲に、 屢々 仕 法 進行の 議が 起り、 嘉永 三年 三月 十七 3、 仕 法の 熱心 

家た るぎ &汶八 を 遣して 仕 法再發 取調 書 を 差 出した が、 仕 法 は 頓挫 すれば 容易に. 再興し 難い もので あ 

ろ、 烏 山 仕 法 は 終に 健全な ろ 生育 を 遂げず して、 報德金 償却 交涉 のみが 永く 殘 つた、 先生 は 巳む を 得 

ずして 日光 御貸附 所より 烏 山へ 融通 せられろ ことに 周旋し で報德 金の 始末 は 終了した が、 その また 日 

光金の 返濟が 停滞して 猛烈な ろ 督促が あり、 漸く 文久 三年 六月 廿 七日 完濟 となった ノ 


第 十 章 小 田 原の 仕 法 

一 小 田 原 仕 法の 發端 小 田 原の 仕 法 は H< 保 八 年に 始り、 弘 化三华 に 終った。 その 着手の 際に 於て 

報德 様式の 眼目た る 領主の 仕 法 は 講ぜられないで、 先づ 取り 敢 へず 饑饉の 急 を 救 ふ こ と を 命ぜられ 

た。 當時大 久保忠 眞公は 重病に 罹って 居た ので、 この 救急 施設 も餘 儀な き 事情の 下に 進められ たので 

あろ。 何れ 全快の 上 改めて 镇 政より 村 治に 至ろ まで 徹底的に 行 ふべ しとい ふ 意味で 始められた。 

その 希望 は 裏切られて、 忠眞公 は 卒し、 領 政に 報 德式 方法 を 講ずる ことな ど は 思 ひも よらぬ 狀 勢に 

轉 じた、 然 らば 報 德仕法 は絕封 排^ かとい ふに 先代の 許され、 熱望 せられた 方法 を、 故な く撒廢 すろ こ 

と は出來 なかった、 凶饉 後の 救急 施設に 感激した 領民の 熱望 は 難 村取谊 である。 先生 はこの 要求 を 拒 

否す る こと も 出来なかった、 故に 藩 政との 交涉は 根本的で はない が 相當に 進歩した、 けれども 根本的 

施設と いふに 至らず、 正に 遲疑 しつ 、十 五ケ ^を經 過し、 弘化 三ハ牛 突然 撤廢 せらる 、に 至った が、 斯 

くの 如き 狀 勢で あつたに 拘ら ず、 幾多の 模範 施設が 出來 上った。 

報 德仕法 は 少しく 行へば 少しく 成り、 大に 行へば 犬に 成ろ、 この 問 僅に 十 五ケ 年で あるが、 曾 比、 

西大 井、 藤 曲な ど を 始め、 當時 完成した 模範 村が あるの みならず、 仕 法 施設 中の 美談 善行、 これ を 生 
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み 出した 敎 化の 功績、 小 田 原 仕 法 中に 各地に 實 行せられ た 仕 法 等 後世に 傅 ふべき ものが 少 くない。 若 

し 詳細に 叙述 すれば 先生の 傳 記の 一 一割の 分量に も 及ぶ で あ ら う。 それ 程に 小 田 原の 仕 法 は 重要で あ 

ろ。 斯の 意味に 於て その 發 端より 聊 之を詳 にせん とする ものである。 

小 田 原に 仕 法の 行 はれた の は 天 保 八 年からで あろが、 それより 以前に 仕 法に 關 する 小 田 原 地方の 要 

求 は 芽生えて 居た。 それ は 櫻 町の 仕 法の 成績が 良好な のと、 先生の 手許に 報德 金が 有ろ ので、 江戸の 

宇津 家の 屋敷の もの も、 小 田 原 藩の 奉行 や 櫻 町の 報 德に關 すろ 係りの もの も、 屢々 金策に 窮 して 報 德 

金 を 借り、 天 保 二 年の 頃から 耳を倾 けて 仕 法談 を 聞き、 先生の 助成 を 受けて 居た。 櫻 町 出 役の 豊田正 

へい ま fc ざ ゑ もん 

作 始め、 重役 中の 秀才 三 幣又左 衞鬥、 奉行の 鵜 澤作右 衞門等 も 亦 その 著しき ものである。 

W し 小 田 原 藩に は始 より 報德仕 法に 反對 した ものが ある。 天 保 六 年 櫻 町 仕 法の 永遠 策 を 立つ るに 際 

しても 故障 を唱 へた 程で あろから、 小 田 原領に 之を實 行す るが 如き は 容易な ことではなかった。 けれ 

ども 忠眞公 は 先生 を 信ずる こと 殆ど 絶 封であった、 天 保 七 年の 饑饉に、 衰邑 たろ 櫻 町 镇內に 餘穀豐 かに 

して、 附近の 大村、 城邑に 餓莩横 はると いふ 狀況を 見て は、 最早 小 m 原 藩の 報 德反對 の聲は 上げ 得な か 

つたので ある。 卽ら小 田 原に 至って その 急 を 救 はしめ ん爲に 先生に 命じて 江戸に 來れと 傅 へられた。 

君命 あれば 直に， 至る のが 臣 たろ もの A 本務で あろが、 先生 は 櫻 町 復興の 事 を 命ぜられ、 その 事が 完 

了し なければ 召さず、 行かず とい ふ 約束が ある。 何 用が あろ か は 知らね ども、 目下 s 作の 封 策に- M 心 
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中で あろ、 乃ち 上 府を辭 して 曰、 

「旣に 命 を 受けて 櫻 町に 居る ことで あろから、 今凶饉 時の 急務 を 捨て A 參り 難い ことで ある。 若し 

御用が あらば 櫻 町に 於て 聽 取られたい」 .  ■ 

と、 答へ た、 使者 怫 つて 論 爭 したが 先生の 應ぜ ざろ を 以て 歸 つて 之 を 復命した。 然るに 君 公 は 先生の 

意 を 忖度って 理の當 然とな し、 唯今 小 田 原の 人民が 饑渴に 迫られて 居る、 正に 國 家の 大息で あろから、 

之 を 救 ふ 爲に來 れと再 命が 下った。 先生 曰く 小 田 原の 急 を 救ふ爲 ならば 敢て 命を辭 すろ こと は 出來な 

いが、 櫻 町 領內に 撫恤の 方法 を 徹底し 置きて 上府 すべし と 答へ た。 

玆に 於て 先生 は 天 保 七 年 十一 一月 廿 六日に 出府した、 當時大 久保侯 は先づ 先生の 從來の 功績 を 賞し、 

士分の 地位 を 上せて 事業 進展の 便 を 得せし めんと 欲し、 之が 待遇 法 を 考究せ しめて 居た、 然るに 群臣 

.是 非の 論議 をな して 容易に 決しなかった が、 取り 敢 へず 祿 若干 用人 格 を 以てせん とし、 先生の 到着 を 

俟 つて 先 づ儀禮 に 用 ふろ 麻 上下 を授與 せられた。 然るに 先生 之を辭 して 曰、 麻 上下 は 窮民 救助の 用 を 

なさず、 之 を 受けて 如何と も爲し 難き を 以て 返上す と 申出で、 吏 僚； i 爭數 次、 忠眞 公之 を 聽きニ iB の 

言 は 古今の 金. 言で ある、 直に 之 を 役所に 呼び 用役 を 申 渡せと 命ぜら る、 吏 僚 之 を 先生に 傳 ふるや 先生 

又 之に 抗爭 して 曰、 我 を 賞す ろに 祿位を 以てせん とすろ ので はない か、 我數 萬の 民衆 饑餓に 迫る に 際 

し、 之 を 機と して 祿位 を受 くろが 如き は 以ての外の 事で ある、 若し 强て 祿を與 へんと なら ぱ 宜しく 千 


^を 與 へ られ たし、 追に 之 を 以て 翁 民に 救恤 をな さんと 答 へ た • 

大夫 以下 先生と 論爭 すろ の 愚 を 知り、 その 言 ふが 儘に 君 公へ 申出た 所、 賞 賜 位 祿の事 は 自ら 時機が 

あると て、 手元 ffl 意 金 千兩を 彼に 授け 撫育の 資 とな さしめ、 領民 救 肋 米 は、 小 田 原の 倉庳を 開いて 之 

15 さね こ 5 

を與 ふべ しと 命ぜられた。 時に 忠眞公 は 舌疽を 病みて 臥床 中であった から、 用人 を 隔て A 應 接した も 

ので あろ、 若し 直接 面謁 が出來 たなら ば、 些の 曲節な く 小 田 原の 仕 法が 展開した ことで あらう。 千兩 

の 御手 元金と 小 田 原の 倉庫 を 開く 命を受 くる 迄に 實に 年末より 正月 を經て 一 一月 七日に 至った。 

^し 大體の 狀勢は 小一 田 原 匡救の 要務 を實 行し なければ ならない ので、 箅 筆の 助勢 を 要すろ を 以て、 

櫻 町より 忠次 以下 數人を 招き、 特に 當年 十七 歳の 長男 彌太郞 氏 を も 招いた、 斯くて 1 一月 十 一 日發 足し 

て 小 田 原へ 向った。 

先生 は 命 を 受けて 發す るに 臨み、 

「謹んで 命 を 拜し小 田 原に 向 ふ、 必ず 民 命 を 無事に 救助し 得べき を 信ず、 故に 君 公 御 賢慮 を 安ん ぜ 

られ たし」 

と 上 言した 所、 

「金 次 郞我命 を 承知した か、 病中の 安心 之に 如く もの はない」 

と。 偉人に して K に瑋 人の 心 を 知る もので あろ。 然るに 惜 哉忠眞 公の 病狀は 難治の 舌疽 であろ， 
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盧病 となった。 仍て 家老 辻 七 郞右衞 門、 吉野圖 書、 年寄 三幣 又左衞 門、 勘定 奉行 鵜 澤作右 衞門等 を 枕 

邊に 召し、 

「予は 快 氣覺朿 なし、 定 命で あろから 之 を 如何と もす る こと は ^來 ない が、 唯 歎ずべき は大 にして 

は 天下の 流 弊 を 矯め、 上下の 袞顏を 興さん とする の 志の 成らざる ことで ある。 小に して は 領分の 困 

窮 なろ 僅に 一 年の 凶饉 すら 終に 堪へ 難き こと， であろ。 併し 幸に 一 一宮が あって 才德拔 群で あろ、 之 を 

擧て國 家 永 安の 策に 任ずる 時は必 我が 志 を 達し 得ろ であらう。 然るに 群臣 之 を 肯ぜず 已むを 得ず し 

て 時を俟 つて 居た。 今 徒に 有用の 才 をして 他國 の重寶 となり 終らん とした 所、 今回 領邑 再復の 事に 

カを盡 すに 至った、 依て 將來大 に 彼を擧 用して 予が志 を 遂げし め、 嫡孫 仙 丸 を 扶翼して 國家を 安泰 

ならしめ よ」 

と 遺言せられ 

斯くて 先生 は凶饉 救急の 事より、 難 村 取 直しの 仕 法に 努力す ろに 至った、 これ 卽ち小 田 原 仕 法の 發 

端で あろ。 

二 凶饉 救急 仕 法 旣に 述べた 如く、 小 ra 原 領內の 仕 法 實施は 促進せられ なければ ならぬ 狀況に 迫 

. つて 居た。 併し 小 W 原 藩 政の 當局は 大部分が 仕 法に 反對 であった。 それ は 櫻 町 領の仕 法に 際しても、 

永遠の 方策 を 立つ ろ ことに 無理解であった 如くで あろ。 櫻 町領は 復興し、 前後に 例な き 成績 を 示した 


-. 程の 唯一無二の 方法に 次で、 將來 本家の 助成 を 仰がず とも、 獨 立し 得べ 舍永安 策 を 立てた が、 この 策 

すら 中途に 擁して 行 はしめ ず、 これが 爲に仕 法 係であった 鹈澤、 横 澤等は 再三 櫻 町へ 往來 し、 漸く そ 

の 一 部を實 現しつ X あった。 

先生 は 璣會を 得て 屡々 小 田 原 領內に 根本的に この 方法 を實 行す ろ ことの 急務 を勸吿 した、 3, 橫 

た".. ざね こ-つ 

-澤 はこれ を忠眞 公に 報告した。 公の 志 は 決した、 公 は 病に 襬り 療養中で あつたが、 全 國的凶 髓の惱 が 

襲 ひ 來た。 時 恰もよ しこの 時 こそ 櫻 町の 方法 を 小 田 原に 糁す 時で あると て 急遽 上府を 命じた。 

公の 心中 はこれ を 機會に 漸次 領內の 仕 法に 展開せ しむろ 所存であった、 併し 藩政臣 僚に 對 して は 凶 

^ 作 時 救濟の 急務 處理を 以てすろ こと を、 極めて 順序よ き拔擢 方法と 考 へられた であらう。 けれども 先 

生に して 見れば この 保護色 を 塗った 方法 は 事業 進行 上に も 支障 多く、 また 徹ー逸 的で ない。 仕 法の 永遠 

性な き 着手 は 中絶の 根本的 原因と なろ。 そこで 幾度 もの 押 問答が 行 はれた が、 取敢 へず 救急 施設の 命 

を 受けて 出發せ ざろ を 得なかった。 

果せろ かな 先生の 命 を 受け.^ 通りの 命令 は 小 田 原 へ は 到着して 居なかった。 先生が 小 m 原に 着した 

時には、 小 田 原 藩の 當局 は、 救急 仕 法 を 先生に 命ぜられ たこと さへ 知って は 居なかった。 況んゃ 倉 成 

-を 開いて 饑 民に 給す るが 如き こと は豫想 もして 居なかった。 玆に 於て また 先生と 藩 政との 問に 押 問答 

. が 初 まった。 その 間の 消息 は 聊か 詳細に 傳ふ ろ 必要が ある。 
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fKS 八 年 一 一月 十 1 ョ、 先生 江 戶を發 して 小 田 原に 向 はれた。 翌日 到着で あらう。 (註 、日記 中、、 の 前後 

の 記 事が な い) 

この頃 は 前年 卽ち天 保 七 年の 凶作で 米價が 暴騰して、 農村 も 市中 も 生活 問題で 大動 搖を來 し、 この 

一 一 月 十九 日大阪 に大鹽 の亂が あり、 小 田 原 十 一 萬 三千 石、 相 摸の 足 柄 一 一郡、 駿 河の 駿東 郡、. 伊豆の 地 

方 一 體に 亙って 飢渴 窮迫の 報が 頻りに， 傳 はりつ， - あった。 

先生 は 君 公 惠澤の 旨を齎 して 來り 之を傳 へた、 藩 政 之 を 聞いて 驚き、 正式の 命令 未だ 到着せ ざろ 旨 

を 以てし、 急 施に 躊躇した。 先生 曰 君 公 病床に 在って 尙國 民の 飢渴を 歎 かれ、 余 をして 急行せ しめ、 

救急の 施設 を 存分に 行 は しめらろ、 依て 野 州 贫邑復 輿の 報德金 を持參 したが、 小 田原領 全部に 施す に 

足らず、 卽ち君 公 御手 元金 千 兩を賜 はり、 米 は 小 田 原の 倉庫 を * いて 急 を 救へ よと 命ぜられた。 速に 

倉庫 を 開きて 救急 處置を 講ずべき であろ と 述べた が、 藩老 以下 その 施設 を悅 ぶと 雖も、 江戸より 指令 

到着せ ざる を 以て 越 權の處 置と なら ざろ か を 疑ひゝ 議論 紛々 として 決せず、 今領 中の 飢 民 幾 萬 ある 

か、 廩米 何程 あるか、 これ を 以て 救 は ヾ然ろ 後 藩の 財政 を 如何に 支持し 得ん かと、 卽ち 先生に 答 ふる 

に 命令の 未着 を 以てし、 後日の 咎 あらん こと を 恐る とい ふに あつた • 

先生 顔色^-正し 聲を勵 して 曰、 今 幾 萬の 人民 は 露命 を 保ち 難く、 飢餓に 迫って 居る、 君 公 病 を 忘れ 

て 之が 救濟を 念と し 給 ひ、 一日 も 救助の 後れん こと を 憂 ひ 給 ふ、 各位 は その 職分と して 下 國民を 安ん 
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じ 上^意に 報 ゆろ 所 あるべき に、 君命なければ 爲す所 を 知らざる が 如き は、 阈 家の 爲に 忠義 を爲す 

の 本意に 背く、. 我來ら ずと 雖も先 づ之を 救 ひて 一 人 飢^な からしめ、 以て 君 上に 報告して 罪 を 俟っを 

- 本意と せず や。 然るに 我れ 來 つて 君命 を傳 ふるに 猶之を 疑って 指令 を俟 たんと せらる，， 、 往還 數日を 

要す、 その 問に 人民の 流亡 を 生じた ろ 時 その 責を 如何と せらろ A か。 然れ ども これ 一に 各位の 決^ こ 

存 すろ。 元と 各位 は 飢渴の 體驗を 知らず、 俸祿に 安居 せらろ V か爲 めで あらう。 君 公に 伺 ふの 時日、 

可否 論議の 決する 迄斷 食せられ て 可なる べし。 我れ 先づ 之を斷 行す ベければ、 各位 も斯 くせられ よと 

大聲を 以て 發議 した。 斷 食の 經驗を 有する 先生の 壯語、 一座 悉く 承服して 開 食に 決した。 

先生 直に 倉庫に 至り 開 倉 を 要求した。 然 ろに 未だ 藩 政より 倉庫へ 命を傳 ふる 手順が 進んで 居な、。 

庫 番役亦 之 を 拒否す ろ こと 藩 政の ffi 否した ると 同じく、 指令な くして 之 を 開き 難き を述 ぶ。 先生 Iftv, こ 

t 救急 施設. の 公 命 を 受けた 3 曰 を 述べ 開 倉まで 斷食 せよ と大暍 し、 漸く これ を 開く に 至^た。 

先生 卽ち 在米 數量 を點檢 し、 領邑へ 廻送の 順序 を 定め、 直に 發 足して 領 內飢渴 の：^ 冗 を^ 査 した o 

斯く 準備 塾 ひたる 頃、 勘定 奉行 鵜澤作 右衛門 江戸より 到着した ので、 先生と 同行 廻 村に 出發 した。 

. 廻 村の 順序 は 箱 根 山中 並に 富士山 麓 を 先にした、 これ は 何れも 田地 極めて 少 くして 山 畑 多く、 苹、 

玉^黍 を 作って 常食と する 如き 地方であった。 明治より 昭^の^ 代に かけて 水田 漸く 多く、 昭和の 今. 

. は 昔と その 生活 狀 m を 異にすれ ども、 土地 髙燥、 今な ほ 凶作 多き は 免れ 難い。 この 事^: を 知れろ やし セ 
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は、 先づ 富士山 麓十ケ 村に 目 を 注がれた。 

救助の 順序 は 村 內を巡 廻し、 一村 毎に 生活 情沉を 査閲し、 無難、 中 難、 極 難の 三 段に 分ち、 中 難 極 

難 一 一段の ものに 當 面の 食糧 を 給 貸し、 極 難に して 償 ひ 難き は 村內の 協力に よって 償 はしむ る こと > な 

し、 廩： 米の 到着す ろまでの 急用 食糧と し、 日常 費用と して 飢民の 爲に 御手 元金 千 兩を頒 ち、 領內 三百 

七ケ 村に 配布した、 W し 小 W 原の 廩来も 限度が あろ。 給與を 望む もの は 限度がない、 依て 先づ 食糧 は 

麥の 収穫時までに 必要な ろ 分量 を給與 すろ こと A し、 各 村內に 多少に 拘らず 私有の 狳剩米 あるべ きを 

以て、 一^ 商人に 高賈 にて寶 拂ひ、 または 徒らに 私藏 する こと を爲 さず して、 村內の 食糧に 差 出さし 

め、 ほ當 時 K を 以て 之 を 受納し、 之 を 救助 米に 加 人し、 總て 救助 米 は 全部 五ケ 年間に 無利息 を 以て 返 

辨 する を 原則と した。 

當時 飢餓に 瀕し、 顔貌 疲瘦、 病 者 日々 に 多き に 際し、 饑渴 救助の 恩命 を拜 し、 村民 等 合掌 流涕せ ざ 

るな かりし と傳 ふ。 

^生 は 駿東郡 七十 八 ケ村を 視察し、 凶荒 茶し きを 以て 極力 應 急の 方法 を 講じた、 缳寡孤 獨卽ち 窮民 

こ 尉して は 全部 給與 であるが、 勞働カ を 有すろ ものに は、 二月 三月より 五月 六月 迄の 四十 日 乃至 六十 

8^ の 食糧と し、 村民 を 前記の 如く 無難、 極 難、 中 難に 分ち、 極 難 は 一日 一人 一 一 合、 錢壹 文、 屮雞は 

一 合綫 甙夂づ 、 を 貸^し、 無利息 年賦 貸と し、 若し 之 を 返却す ろ餘 力なき 狀 態とな りたる 時 は 無利^ 
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据迢 とすろ も、 必ず 報謝 返納 を 要し、 將來 の爲に 凶年の 準備な かりし は 各人 £ 怠りな ろ こと を CIS せ 

しめ 自力 復與 の覺悟 を 要求す ろ。 

天 保 四^ 乇同七 年との 凶作 は 一 般に負 倩 を 加重せ しめた、 故に 給 米が 行渡った からと て領 內 は 安泰 

と はならぬ が、 先生が 御手 元金 賫千兩 の 外に 麋 米と 加 人 米と が ある。 天 保 八 年 二月の 「馼相 村々 報德 

貸付 米 金本拂 差^ 帳」 およれば 概要 次の 通りで ある。 


米 人 壹千七 百 六 拾 九 俵 

同 贰百八 拾四傣 

同 六 拾 壹俵餘 

同 覺百九 拾 壹佳餘 

合計 贰千百 拾 六俵餘 

米 出壹千 六拾豈 僥餘. 

同 壹千五 拾 五俵餘 


金 人 壺千兩 

同 貳百 五拾兩 


小 田 原 侯の 食沛 より 拜借 

賈 人れ たる もの 

先生の 俸 米 

御厨 其 他より 加入 米受人 

御厨 方面 給 助 米 

相 州 方面 給 助 米 


御手 元金 

御 趣 法 米 (櫻 町) 贰百 俵賫拂 
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同 六 百 九拾ぜ ：兩  加 人 金 其 他 

合計 壹千九 百 四 拾 壹兩 

この 金 を 以て 累次 給 助， を 施した 成績、 食糧 貸付 は、 村と して 百 六十 四ケ 村、 戶數 として 八 ぼ 八十 九 

戶、 人口 四 萬 三百 九十 人であった。 當 時の 米 は 現金 S 貝の 分 は 拾 雨に つき 六 俵 三分の 換算が して あろの 

で、 米と して 總計 三千 貳百七 拾 五 俊、 この 金額 四千 六 百 六 拾 四 雨-に 達した。 

斯く 救急 施設が 徹底した ので、 小 田 原 領内に 救助 を 受けた もの 四 萬 三百 九十 人、 終に 一 人娥 死者 も 

出なかった。 先生 はこの 救急 施設が ー應 終了した ので、 同年 四月 廿 五日 櫻 町に 歸 着した。 この頃 伊勢原 

の 加藤宗 兵衞、 片 岡の 大澤 小才 太 等が 敎を 受ける 端緒が 開かれ、 烏 山の 仕 法 は 益々 進展し つ A あった。 w 

この 救急 仕法實 施の 常時、 先生 は 鹈澤作 右衛門の 宅に 止宿す る ことが 多かった。 鹈澤に 八 九 歳の 少 一 

女 伊 乃 子が あって、 先生に 抱かれ、 左の 肩に ある 大豆 大の疣 を 弄ぶ に 任せた とい ふこと であろ。 伊 乃 

子の 記憶に よれば、 何處 よりか 多額の 金錢を 持ち 來 つて、 毎 H 多くめ 書記 を 用 ひて、 日々 村々 に金穀 

を 配布した。 常に 黄 縞の 木綿 衣に、 樺色の 羽織 を 着し、 朱塗の 褪 たる 鞘、 古き 柄 袋の 刀を帶 び、 冷 飯 

草履 を 穿ちて 衷西 奔走せられ た、 と、 少女に 對 して は 柔^の 長大 人 、心底 は 一 國 支持の 大 決意、 笑へば 萬 

民 之に 懷き、 大喝 奸佞を 威服す ろ。 敎 ふれば 頑 夫 も 之 を 解し、 議を立 つれば 藩 老も之 を 破る 能 はざる も 

の、 元と これ 報德の 信念と、 興阈 安民の 方途 を 有する が爲 であろ。 されば 餌 民 約 を 守って 毎年 十月に. 


一 235 一 


八 百 九 拾 贰兩餘 宛 を返濟 し、 遂に 救急 助 貸金 全部 を 五ケ 年間に 償還し 了した。 

人 ま 言，； 5 ト ffl5^ 相談に 野 州 理窟と、 これ 周圍の 事情 は 现窟を 解す る 能 は ざろ が 故に、 單に履 はしき 

理窟と して 聞き取られ たからで ある。 然れ ども 一般に 理窟 を 知らざる 領民 は、 先生の 理窟 を 事 實の上 

に 於て 理解し、 動かすべからざる 道理と して 信賴 した。 

一二 難寸珉 直 ±1 法 二宮 先生 は 焦眉の急 を 救 ふ 爲に小 ffl 原領 十一 萬 三千 石 卽ち駿 豆 相 五 郡 を 巡 廻 

中、 實に 電撃 的 大凶 報に 接した 。、それ は 三月 九日 大久保 忠眞公 卒去の 訃音であった。 その 喪の 公に せ 

られ たの は 三月 十九 日であった。 先生 之 を 聞きて 悲歎 慟哭し 「嗚呼 我が 道 正に 窮 厄に 遭 ふ もので あろ。 

賢 君 上に 在りて こそ 我が 富國 安-民の 方法 を 行 ひ 得る、 我れ 命 を 受け て か ら 十有餘 年、 千 辛 萬 苦も尙 

足ら ざろ を 思 ひたろ もの、 唯々 上 明君の 仁政 を、 下 萬 民に 普から しめ 得ざる こと を 恐れた るが 爲 であ 

る、 今 事業 半な ろに 至らず、 小 田 原の 事 未だ 端緖 にも 及ばず、 而 して 君公奄 然として 卒去し 給 ふ。 以 

來誰 と共に この 民 を 安 じ 得べき、 世に 伯樂 なければ 何の 千里の 馬ぞ」 と 大息して 全く 自失した ろ もの 

の 如くであった。 . 

併し 悲歎に よって 委任 を 受けた 大事 を廢 すべきで はない。 卽ち 豫定の 方針に 從 つて 救急の 事 を處理 

した。 その 詳細 は旣に 述べた 通りで あろ。 けれども 君命 は 仕 法 全部 を 指令した ので はなく、 明白に 命 

を 受けた のま 凶作に よって 餓死す ろ もの あらん を 恐れて 先づ これ を 救 ふべき ことであった。 先生の 初 


志た る 小 ra 原に 復興 仕 法 を 講じ、 借財 を 償還し、 永 安の 方途 を 講ぜん とすろ こと は、 未だ 何等 決定し. 

指示す る 所はなかった。 先生 は先づ 凶作の 急 を 救 ふだけ の 命 を^した。 次に 來 るべき 仕 法 は公钋 がな 

ければ 着手す る ことが 出來 ない。 依て 先生 は 一 應の 處理を 講じ 終って、 四月 一 一十 五 n 櫻 町に 歸 つた。 

然る. 小 田 原 領內の 狀勢は 天 保 七 年の 饑餓 的 急難 を 救 ひたる のみで 放^すべき ではなかった。 天 保 ， 

四 年の 凶作と 问七ハ 牛の 大凶 作と は、 著しく 農村の 牧支 平均 を 破り、 舊 借の 利 拂停滯 と、 食糧不足の 爲 

に 生じた ろ 新 借と、 米價 暴騰に よる 食費 增 加の 困難と によって 租稅の 不納 增 加し、 怨嗟の 聲大 に擧り 

諸 國の藩 政 掌理の 困難に 常； 向し つ ゝ あった。 この 時局 を 看破した 忠眞公 は 遣 命して 櫻 ぽ 三邑の 良法 を 

小 田 原 へ 移すべき こと を^が しめた。 され ぱ小田 原に 於け る 復舆式 仕 法の 實行は 最；： 十 決定的に 必要の が- 

事情と なって 居た。  I 

こ i に 於て 江戸 藩邸に 於て 仕法實 施の 評議が 行 はれた。 順序と して 先生に 內 意が 傅 へられた。 先生 

屢々 藩 臣に吿 ぐるに 禮 記の 語 を 以てして 曰、 

「國 として 九 年の 蓄 なければ 不足す ろと いひ、 六 年の 蓄 なければ 急と いひ、 三^の 蓄 もな きとき は 

國と稱 すろ も國 ではない」 

と。 古語に よろ 分 度と 推 讓の意 を 高調し、 更に 

「故に 阈 として 少く とも ^々歳入の 四 分の 一 を餘 して 之を蓄 へ、 水 早 凶作、 禍亂 天災の 非常に 充 つる. 


とい ふ は 聖人 傳投 の 政治 制度 で あ ろ 。 萬 事豫め 前途 を考 へて 之に 備 ふろ 時 は 救荒の 方途 に 就て 少 し 

も薆 ふろ 所 はない。 然るに 僅に 一 ^の 饑饉に 遭うて 救^の 道な しとい ふ 如き は國 君と しての 政務 何 

を盡 して^た か、 太夫の 任務 何に 力 を 致した か、 大凡 政治 は その 定める 方策が あろべき ではない か」 

と M いた 所、 藩臣 答へ て 曰、 

「事前に 定まる 所が あれば 凶饑 にも 憂 ふる 所 はない が、 眼前 如何せん 其 術 を^ず、 この 難場に 處す 

るの 道 さ へ もない、 撫育に 供す る 米 財 もな く  f- て 民 をお ii の 方法 は 無い 力」 

「如何なる 困難なる 時と い へ ども 自然 處 すべき 逍 はないでも ない、 唯 行 ふ^ 意 をな し 能 はざる のみ 

である」  - 

藩臣 nr 

r 敢て その 道を敎 へられよ」 

先生 曰、 

「國庫 翁 乏し、 五穀 實ら ず阈民 锇莩を 免れざる 罪 は國君 大 夫 以下の 職た る もの 立 US であり、 國民 

を 善に 導く こと を爲 さず、 生 養 を 安ず る こと を敎へ ざり しが 爲 であって、 この 政道 を爲 すが 爲に^ 

跺を 賜りた る こと を 忘れて.， 偏へ に 安居 逸 食して 奢侈に 長 じ、 萬 民 凶荒に 艱むを 見て 漠然として 知 
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ら さるもの， 先づ その 罪 を 天に 謝して 飮 食を斷 ち、 俸祿 を辭 して 天に 謝し、 萬 民に 先 じて 饑^ の 苦 

を^め、 以て 妻子 郞黨を 戒め、 而 して 天下に 謝して 政道 を更 めねば ならぬ。 仁君 上に 在って 罪 を 1 

身に 歸し給 ふ、 臣僚 下に 在って 高 祿に飽 く、 何 を 以て 政道の 更新 を 得ん。 高官の もの 食を斷 つて、 

. 政道 を 執らば、 國民亦 死 を 忘れて、 勤儉に 力める であらう。 一 且 衣食に 關 すろ 憂虞の 念 を 去る 時 

は * 領民 互に 融通し、 各々 草根 木實 にも 生き 得る 決意 を 堅む るで あらう」 

と、 藩 政 愕然として 流汗 衣を沾 したと 傳 へられる。 

1  , ,  よしの と しょ さんべ いまた ざ ゑ もん 

斯の 如くして 藩臣 の報德 仕法實 施の 熱 は 高まり、 吉野圖 書、 三 幣又左 衞門等 仕 法 を 政道の 中心 目的 

とする 人々 藩 政に 當り、 先生に 命じて 仕法實 施に 常ら しめた。 然れ ども 藩 政 全部 を 擧げて 仕 法 を 講ず 

るので はない。 故に 先生 は 小 田 原 仕 法の 實 施の 評議に 關し 叙べ て 曰く、 

「小 田 原の 情勢 は 正に 秋季の 如くで ある。 春 夏 稼 耕の 效顯 はれ、 周年 中牧 納の顯 著なる こと 秋を最 

上と する。 春 夏 耕作の 苦 を 忘れて 目前の 奢侈 をな し 得る を 快と する。 小 田 原 藩 は 明君 上に 在って 日 

夜國 事に 盡瘁 せられ、 領民の 租人增 し、 毂物 庫に 充 ちて 然 かも 借 债を償 はずして 安泰 服 前に あるが 

如き 狀 である。 この 時に 當 つて 上位の 節 儉を行 ひ 永 安の 道 を 確立す る こと 實に 容易で あるが、 人情 

は 之に 背きて 道 を 立つ る こと 困難で ある。 故忠眞 公之 を 憂 ひ 給 ひて 沈 吟 久しく、 方今 は 行 ふこと 難 

きも 夹の仙 丸の 世に は 之 を 行 ひたし、 今より 準備せ よと 命じ 給 ひしが、 今や 時 至れり と蜣も 事 容易 


一 239  ― 


でまない。 然れ ども 旣に 遺命 も あり、 之を辭 する ことが 出來 ない。 W しこの 方法 は樱 町の 方法 を 移 

す を 以て 最上と する。 櫻 町の 仕 法 は 領主の 分 度 を 確立して 然る 後 これ を領 內に實 行した。 故に 小 m 

原 拾壹萬 石の 領邑 を再復 する に は、 小 田 原の 藩 政の 財務 は、 その 支出の 限度 を 立て、 その 剩 餘を以 

て 領飞仕 法の 資財と せば、 與國 安民の 實を擧 ぐる こと は 至難で ない。 されば 藩の 財政 は、 十^の？ 

租を 平均と して 年 內の分 度 を 立て 毎年 經 費の 根柢と なし 得る か」 

と、. 藩 政 俄に は 之 を 行 ひ 難き 由 を 告げ、 先 づ領內 村々 に 仕 法を實 行せられ たしと 請うて 止まぬ ので、 

「小 田 京 一 藩の 分 度 確立せ ざれば 仕 法の 行 ひ 難き こと、 一 家の 分 度 立た ざれば 一 家の 生計 を 人に 委 

せ 難き が 如くで ある」 

と斷ー 百せられ たが、 時 至らざる を理. s として 領內 村々 のせ 法 を 講ぜん こと を 求めて 巳まなかった。 

天 保 九 年 二月 先生 巳む を 得ず して 小 田 原に 來 りしが、 當時 救急の 貸付 等 行 はれ、 仕 法 係の人 員も增 

^ し、 ^田 原 藩 中に 報 德の氣 分 は 色 濃く 見えた 居た。 先生が 愈々 仕 法に 着手した 證據に は 三 新田の 御 

仕 法 書に 二お の 日付が ある。  - 

さて 領內の 人民 は 慈父の 歸 りしが 如くに 來 つて 仕 法 を 請うた。 特に 足 柄 下 郡鴨宫 附近の 上 新田 四 

軒、 中 新田 十九 軒、 下 新田 廿 一軒の 三邑、 名主 早 野 小 八 並 段藏の 二人 は、 昨^の 救助 を 受けた る 結果 

1 時 を 凌ぎ 得た が、 是非 永 安の 仕 法 を 施されん こと を 乞うた、 先生 は その 熱誠に 感じ、 先づ ここの 三 


新 の 御 仕 法 を 始められた。 

この 三ケ村 は、 世上 一 般 以上の S 額の 負 情で あつ た。 借財 舣調 帳の 明瞭な 中 新 W 甚兵 衞、 榮左銜 

門、 下 新田 小 八、 段 藏の四 人 分の み にても 千 三百 七 拾 兩に逹 し、 村 内 惣 反別 四十 八 町 八 反、 村 高 yfc 

七十 八 石に 封し 相 常 巨額の ものであった。 されば この 村の 仕 法と いふ は 主として 借 肘 償還 法で ある， 

借財 償還の 要は 財產 ある もの は 之に よって^ 理し、 財な きんの は 財 ある ものと 共に 將來 の勤儉 によつ 

て 償還す るの 外に S はない。 故に^ fei 霊 g£il 觀靈 P 作り、 村民 i めて 之 

を敎誡 し、 一 戶 一日 繩ー 房を勞 作す るか、 一 房 同様 節約す ると すれば、 三. 新 m 一  村 一 ケ^に 金 拾 奢： 兩 

餘を 得る、 この 方法に よって 拾 年 償還 法 を 立て 銳意 元金 良 却 法 を 講じ、 小 八 以下 多額の 資產 ある もの 

はこれ を資 却して 不足 額 を 報 德金拜 借に て處理 する こと した。 

三 iffl の 御 仕 法 は、 IK 然の 分限と その 負债 とを對 照して 貧弱なる 町村で はない が、 下 新 ra のト飞 じ 

段藏 とが 熱烈なる 仕 法の 隨喜 者と なった ので 小 田原領 最初の 仕 法 村と なった。 而し てこの 村の i 法 ま 

了までに は 可な りの 弛 張が あ. るが、 この 仕 法が 爾後の 仕 法の 示 冽， となった こと，、 その 仕 法 書が 範例 

となって、 瓖々 他村に 寫し廻 はされ、 小 田 原領各 町村 は 忽然と して 風化した ので、 後年 遠 州より 岡 m 

佐 平 治 以下 六 人 衆が 報德 結社の 認許を 受けた 時、 仕法實 行中 之を範 とせよ とて 交付され た寶典 もこの 

「三 新田 御 趣 法 書」 であった。 斯くて この 地の 仕 法 は 非^に 著名な ものと なった。 尤も 榮左衞 つ、 客 兵 
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衞、 段藏 等の 仕 法 は 早く 完了した が、 小 八の 分の み 大金で あつたので 曲折 力 多 力った。 

斯 くも 有名な 三 新田の 御 仕 法 を 開始し、 その 解決 案 を與へ つ i 領內仕 法の 根本 方針の 確立 を 三幣、 

聽澤 等に 再 要求した けれども、 藩 政 之 を 承認し なかった ので 九月 廿六 R 一  應野 卅に歸 宅せられ た。 

野 W に 於ても 先生 は、 相州滯 在中の 如くに 多くの 仕 法 懇願 攻めに 遭 ひ、 特に 下 館、 烏 山、 谷 田 部、 

茂 木 等の 仕 法に つき 往來 頻繁なる 中に、 櫻 町の 仕 法 第一 一期 引繼ぎ 事務の 完了 をし なければ ならな かつ 

た。. 卽ら 八 年 十一 一月 櫻 町 仕 法 引渡しの 始末書 を 作り、 前後 一 萬 雨の 取扱 明細書と 報告書と を 提出し 

たので、 大久保 忠懿公 は 之に 賞詞と 金 百兩と を賞與 せられた。 

さて 三 新田の 御 仕 法 進行 を 見て、 附近 七十 ニ邑は 翕然と して 仕法欣 求の 聲を大 にした。 先生 屢々 鵜 

潷 等に » 本 を 確立す る爲 め. 分 度 樹立の 要を說 き、 三幣、 鵜 澤等之 を 痛 慮した が 時 至らず、 仁政の 本源 

、立^ず し P 國民 更生の 途 確立し 難き こと を 知る と雖 も、 如何と もす るな きを 見て、 先生 意 を 決して 曰、 

「本源に カを盡 さず して 町村に 心 を 用 ふる 時 は、 仁 を 行 はんとして 聚歛の 苛酷に 陷る、 農村 開發せ 

られて 租人增 し、 君臣 華奢の 資を 貢ぐ に 終る。 これ 全く 忠臣の なすべき 所ではない」 

と、 分 度 確立 を獎め 置きて 野 州に 歸 つたので あるが、 旣 にこの 時 鵜 懌等大 に 驚いて 藩 政に 中 出で、 當 

局 また 厦々 評議 を 行った が 決しない。 領內の 町村 は 先生の 野 州に 歸 つた 理. s を 知らない。 偏へ に 自分. 

# の 誠意の 足らざる 所な りと して 仕 法 發業を 追 願して 已 まない。 先生 臣 子の 分限の 孝悌の 道 を 訓諭す 


と 雖も仕 法 を 請 ふこと は. 益々 切なる ものが ある。 

小 田 原 藩 も その 實情を 知る を 以て 事態 默 止すべき にあらず となし、 九 年 十一 一月 報 德方を 置き 之を邛 

奉行 取极 とし、 特定の 官衙を 設け 所 屬吏僚 を 命じ、 鹈澤、 山 崎、 人 江 等 之が 任 を 受け、 更に 十 年 正月 

三人 を 櫻 町に 遣 は. し 仕法實 施 を 請 はしめ て nj、 

「速に 小 M 原に 來 つて 仕 法 を 開始 せられよ。 就て は その 事務 を 進む る爲少 くと も 仕 法 取扱の 官衙が 

なければ ならぬ。 依て 役所 を 新造したり」 

とて 圖を 示し、 

「先生 彼の地に 至り 事 を 視らる A に 際し、 數百 人集會 すると も 差 支 はない」 

とい ふので あった。 先生 曰、 

「仁政の 本源た る 分 度 定まる か」 

鹈澤 曰、 

「是は 一朝 一 夕に 定まらざる も、 旣. に 官衙が 出来た 以上 追々 分 度 も 決定す るで あらう」 

先生 怫 然として 曰、 

「何とい ふこと であるか、 國に分 度の な いのは 桶に 底の 無き が 如く、 百 萬の 米 財が ぁづ ても窮 する 

は 必定で ある、 仁政の 本源 は何處 から 出し 得る か、 分 度 を 立てず して 無 ffl の 官衙を 立つ ろ 何の 益ゾ. 


一 242  ― 


あらう。 分 度 立たず して 事 を 始める 時、 中廢は 決定的で あろ。 中廢 したる 時官 衙は不 ffl となって 腐 

朽 する のみ、 決して 小 田 原に 赴く こと 能 はず」 

と、 答へ た。 

鵜澤等 も當時 出色の 士 であり、 報德仕 法の 隨喜 者で あろ。 直に 小 田 原に 去る もので はない。 日々 櫻 

町 及び 靑木村 等の 仕 法 地 を 視察し 終に 滯留數 月に 及び 先生に 出張 を 請うて 巳まない。 而 して 小 田 原の 

領民 談し 合ひ會 比、 竹 松、 下 新田 其 他より 來る もの 多く、 各々 一 邑 毎に 丹精 を 積み、 報 德の仕 法に 隨 

つて 衰 貧の 憂 を 除き 以て 再復を 期し、 或は 衣類 を賣り 家財 を撖 ひ、 繩を索 ひ 草鞋 を 作り、 これ を 集め 

て 以て 再興の 用度に 積み、 互に 讓 つて 艱難 を 救 ひ、 善事 を 行 ふ を以で 本意と し、 舊染の 汚 風 忽ち 變じ、 

大に淳 厚 誠實の 美風 を 興して 衰廢 再復の 指揮 を 乞 ふ もの 日に 多き を 加へ た。 先生 嘆 じて 曰、 

「嗟 下民 道 を ■ き 一 旦 感動す るに 及びて 自ら 舊弊を 革め、 平常 行 ひ 難き 推讓 奇特の 行 を 立つ ろ こと 

斯の 如くで ある。 先君 世に 在 さば 感賞を 賜 ふで あらう。 領民 斯の 如くに して 私 念 を 去り、 村 邑を與 

さんと する に 際し、 政令 この 民を惠 むこと 能 はざる は 何が 爲な るか、 これ 一 に國 本の 分 度 立た ざろ が 

爲 である。 併し この 民風 作興の 機會を 放任す ろ 時 は、 風俗 頹廢 して 君 國を怨 望す る 心 を 生ずる や も 

慮られない。 然らぱ 先君 萬 民 を 憐み給 ふの 仁心に 違背し、 國 家の 患少 からざる ものが あろで あらう」 

と 意 漸く 動く に 至った。 
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玆に 於て 先 牛； は、 十 年 六月 十 一 日 鹈澤作 右衛門、 山 崎 金 吾兵 衞 (又 名 金 吾右衛門)、 豐田 正 作、 供 二 

人、 下 新田 小 八、 同人 弟 作 兵衞、 下物 井村 岸 右衛門 上下 八 人出 立 小 田 原へ 向った。 

か 5 の か 5 ない そ み むら けん もち ひろき ち 

この頃 足 柄 上 郡の 竹 松 村 河 野 幸內、 曾 比 村の 刽持 廣吉 は、 先生 舊 知の 間柄な りし を 以て、 昨年 救急 

匡濟の 際屢々 箱 根に て面會 し、 其 後 村內の 事情 を訴 へて 曰、 千 二十 石、 九十 餘戶の 小 村に して 負 ^實 

に 六 千 一 一 百餘兩 (註 金； X も 一 匁五圓 として 換算 すれば 十二 萬 四千 圓 なれば 一 戶干均 千 數百圓 L1 達すろ もので あ 

ろ、 若 又 現在の 金 買上價 格に すれに その 二倍 半と なろ) に 及び、 この 儘に て は 住民 逃亡 退轉 相次ぐ ヾき 佳^^ 

の 急に 迫れろ を 告げて 匡救 を 請うた ので、 今年 三月 兩 村の 爲に永 安の 道 を 授けた。 こ^ 因緣 により 先 

"つ 急なる 町村の 仕 法に 着手すべく 巡 廻 中 櫻 町より 急報 あり、 長男 彌太郞 大病の 飛脚が 來た。 依て 已む 

なく 歸途に 就き、 八月 一 日 萬兵衞 一 人 召 連れ 歸陣 した。 . • 

幸に 病氣は 平癒し、 櫻 町の 用務 も 一 段落 を吿 げたので、 十一 一月 五日 小 田 原 行に 決定し、 下 館に 立 寄 

りて 出發 した。 隨身 者は菅 谷八郞 右衛門、 吉 S 半 治、 富田久 助、 大島儀 左衞鬥 一行 十日に 到着した。 

曾 比 竹松兩 村の 仕 法 は、 小 田 原 領內の 仕 法， 中 有名な もの A 1 つで あろ。 それ は 領內の 仕 法 中 初期に 

於て 徹底的に 着手 せられて 成功した もので あり、 他の 村落から 視察 者 並 先生への 歎願 者往來 し、 仕 法 

ひやみ づ e り 

と 開發と 屋根 替と 修繕と 一瀉千里の 狀況を 展開し、 冷水 堀の 開發 工事が 巧妙 駿 速に 行 はれ、 來り學 ぶ 

もの 、熱烈な ろ 自力 更生 運動の 奏功す る 等報德 連中に 大に 有名と なった。 また 冷水 堀 は 現在 も W 排の 
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効お 多く、 實用的 價値は 遣 跡と しての 尊 さの みに 止まらず、 現に その 遣 德を顯 現しつ A ある。 

付 比と 竹 松と は 隣接した 村落であって、 殆ど 同時に 着手せられ た。 竹 松に は 河 野 幸內が あり、 曾 比 

けん も, n ひろき ち  ん 

には劍 持廣吉 があって. 屮、 七 人物と して 先生の 敎を受 くる こと 多く、  ニク 村の 仕 法 は 附近 事業の 範例 

となった。 然るに 仕 法 書中 竹 松 村の 分 は 一 冊 も 殘らな いのは、 取纏めて 報 吿を爲 さなかつ たの かも 知 

れ ない。 また 曾 比 村の 分 も 仕 法の 顚末を 叙述した 弘化 年代の もの A みで 初期の 分の な いのは 遣憾 であ 

る。 故に 日記 其 他より を 蒐集し、 先づ その 順序 を 立て A 見る と、 夭 保 十一 年の 日記に 

三月 十一 一日 竹 松 村 御 E 地 惡水拔 見 積 見 分 云 々 

同 十五 日 新 川並堠 さらい 出 來致候 

同 廿 二日 竹 松 村の 出精 人人 札 云々 

同 廿 三日 曾 比 村の 出精 人 入札 云々 

同 卄 四日 堰並 田畑 見 分 云々 

问 廿 九日 善 兵衞を 表彰して 金 拾 兩を與 ふ 云々 

仕 法の 內容 は、 一 、 屋根 替、 一 一、 出精 人人 札 及 表彰、 三、 惡水拔 工事 卽ち 冷水 堀の 開鑿、 四、 附近 

金 井島の 堰改 等より、 順次 借財 償還に 及び、 債務 約 六 千 餘兩の 償還 方途が 爾後 十ケ 年間に 完了した。 

その 方法 は 村民の 極力 勤儉 をな すに 至った 實狀に 鑑み、 弘化ニ 年 曾 比 村へ 報德金 一 二百 兩を 交付し、 こ 
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れ によって 地所 を 求め、 年々 の餘德 によって 仕 法の 循環 的 貸付が 開始せ ちれ、 同時に 永 安 法が 樹立せ 

られ たので ある。 

曾 比 竹 松の 仕法實 施に 際して 取 行 はれた 方法 は、 櫻 町 仕 法 十 五ケ 年間の 體驗を 要約した もので あつ 

て、 將來 仕法實 施の 範例と なろ ものが 多い。 先づ 第一 に 村內を 隈なく 巡視し、 平常心 掛 宜しく、 且つ 

精勤なる もの 十 人 許 を 選 擇し來 つて 篤惠の 趣旨 を 諭し、 當村 は難潞 褻徵甚 しく、 風俗 佳から ず、 農事 

を 怠る もの 多く、 村內 不心得の もの も少 くない。 これ を 以て 大 借が 生じ 擧村亵 貧に 陷 つた。 然 ろに 先 

君 御仁 慈の 御 趣意に より 難 村立 直し 御 仕 法に 着手せられ、 村 名主の 深切なる 取 計に より、 一 應の 取調 

を 致した る 所、 汝等は 格別 出精 奇特の 至りで ある。 依て 借財の 儀 は 追って 仕 法み-行って 取 計ら ふべき 

であるが、 取敢 へず 屋根 普請 を 致し 遣す から、 この 旨 篤と 心得 一 餍精勵 すろ 様に と 申 渡された ので、 

1 同大 悅 して 歸 つた、 定めて 餘 人に 多大の 刺戟 を與 へた ことで あらう。 殘 りの 八十 餘軒 は、 心掛 宜し 

からざる もの も あれば、 困難す る もの A ある は當然 であろ が、 差當り 一 樣に 屋根 普請 を 行 ひて、 遷善 

の 道 を 進む 樣懇々 と 申 渡した。  • 

君恩と 師恩との 一 大 慈悲に 感銘した 村民 は、 報恩 謝德の 感激 を發 し、 業務 精 勵の餘 暇屢々 先生の 許 

に！^ つて 敎を 聞く に 至った。 時に 村內 第一 の 勤勉 篤實 なりと 評 あろ 善兵衛 とい ふ 者が あった。 先生 厚 

くこれ を 賞揚し、 特別の 賞と して 金 拾 兩を賜 はった。 而し てこれ は 善 兵衞ー 人 を 賞す ろので はない。 


讨民ー 同 風 を 改めて 善行 を爲 すと き は、 村 方の 立直る こと 必然で あろと 諭された。. 

村民 一同 改悛の 狀 著明と なり、 先生の 敎示を 聞く こと 神の 如くなる に 至った。 先生 はこれ を 以て 着 

手の 機 至れり となし、 各 村民の 事情に より、 その 困難の 度に 應 じて 無利息 金 貸付 を 開始し、 五 年 叉 は 

ひ けな ±.K ひ はふ  I 

十 年の 年斌 償還の 法み-立て、 まづ日 掛繩索 法を實 施して 三 新田の 仕 法の 如くに 數儉の 餘財を 積まし め 

は. つと く ぜんし ゆきん  i 

た、 村內 有志の 差 出した る土臺 金、 先生より 加 人せられ た 報 德善種 金 等、 追々 と 報徳 金が 増加した。 

前に 賞 賜 を 受けた 善兵衛 は、 已れ獨 り 多額の 賜金 を受 くろ を 欲せず、 彼の 賞金 拾 雨 を 善 種 金に と 差 出 

した。 先生 論旨 再三に 及んだ が聽 かずして 此處に 及んだ。 幸 內の東 隣な ろ吉 右衛門 は 有名なる 放埒の - 

徒で あるが、 先生の 敎 により 格別の 改心 をな して 農事に 精勵 し、 殊に 邸 地の 西 隣に ある 竹林 は、 防風 ^. 

の 用 をな せど も 隣家の 日蔭と なるべし とて 之 を 切り、 根 を 掘って 畑と なした る 如く、 一村 推 譲の 風 漲 

ろに 至った。 

更に 村內の 生産力 増加の 方法と して、 不生產 地 開發を 協議した ろに、 土地の 善惡、 用 排水の 便 否 を 

踏査した るが、 田地 一枚 殊の外 濕地 なれば 早速 明日 之に 埋土を 施すべし との 報吿 があった。 先生 實地 

見 分の 上に て 決定すべし とて 翌日 之 を 視察して 曰、 是は 地下より 淸水 湧出す るが 爲に、 夏 は 冷水と な 

つて 稻の發 育 を 害し 冬 は溫 水に して 雜草 生ずる、 若し この 上に 埋土を すれば、 この 湧水 隣接の 田地に 

浸閏 して 害 を 附近に 與 へろ であらう。 依て 惡水 を拔く 所の 溝渠 を 穿つ に 如かず と 指示せられ た。 IK 


意外の 感に打 たれた が、 先生の 言に 封抗 すろ ものな く、 命に 隨 つて 村民 は 集合した、 各 持 場 を 定めて 

泥水 を 下流に 搔き 流し、 一日に して 長 二十 問 程の 溝渠が 出來 た。 四 五日 經 過した る 後に これ を 見れば 

近隣の 地 悉く^ 氣を 去りて 良田と なった。 村民 且つ 驚き 且つ 喜び その 明智に 服し 報德 堀と 稱 した。 

竹 松 村に も濕 田が あった、 先生 曰 

「惡 田で はない 排水 惡 しきが 故で ある。 溝渠 を 作らば 必ず 上田と なる ベ し」 

と、 先生 名主 以下 兩三輩 を 伴ひ實 * 見 分. をした。 村民 等 は報德 堀の 活例 により 先生 を^ じ、 次第に 集， 

合し、 老若男女 約 三百 人に 餘り、 早速 工事に 着手す るに 至った。 先生 之 を 指揮せ し 次第 は 今に 至る ま 一 

で 語り 傳 へらる、 其方， 法 は 比較的 悪 田と 覺 しき 土地の 一 脉を 溝渠 豫定 線と し、 此線 上に 人夫 を 配布し、 

各受持 場所 を 定め、 上流に 在る もの は 歩 を 運 かす ことなく 唯々 次々 へ 搔き流 p、 下なる はこの 泥を受 

けて 更に 下に 流す、 斯くて 平坦なる 地面に 一 道の 水路 を 生じ、 順に 浚へ て 溝 を 深く する。 水位 平坦な 

る 所に 至って 初めて 泥土 を兩 側に 上げる のみで ある。 上流 は 排水に よって 沃 m となり、 下流 は埋立 を 

受けて 良田と なる。 大凡 二日に して 幅 二 間 長 四百 間の 排水 工事 を 完了した。 その 最終 約 四十 間 許 は 他 

村に 連絡して 始めて 河流に 放出す る。 依て 先生 迂回して 竹 松 村內に 放流 地 を 求めし めんと した。 下流 

の 村民 憤 起して 來り 連絡 を 乞 ひ、 卽日數 時間に して 終了した。 此處に 於て 豪雨に は 沼. 澤の 如くな りし 

土地 一 變 して 良田と なった。 その 冷水 今に 至る も滾々 として 盡 きず、 先生の 德を 恒久に 傳ふ。 その 集 


つ た^女 1 人 も名譽 利益の 爲で なく、 一念 報德推 譏の 誠心に よる。 故に； s 者 も 亦 二三 人 分の 力 を 出し 

.  ひや みづほ 《> 

たとい ふ。 これ 卽ち 有名なる 冷水 堀で ある 

斯 くの 如くして 曾 比 竹 松の 成效 日々 に顯 著と なり、 その 風化 延 いて 近鄕 村里に 及んだ。 吉田島 附近 

の 千 間 堀の 修理 は實に その 好例で ある。 この 堀吉田 島、 牛 島、 金 井島 三 村に 一口 一って 流れて 居る。 水口 

は g ザ 本流より 取り 人れ、 以て 三 村の 田地 を 養 ふ。 幅 三 間、 長 千 間に 達して 居る。 然し 年來 修理 を 怠 

つたので 所々 缺 潰埋沒 し、 用水の 不充分なる 所 を 生^、 或は 堤防へ 田地の 突出す る もの あり、 逯々 問 

ひやみ づ ぼり 

題 を 起し 苦 精 百出して 解決せ ざる もの 五十 年間で ある。 然るに 彼の 冷水 堀の 完成 を 見た 三 村民 は、 深 I 

く 惑 服し、 犬こ渠 溝の 浚渫 を 謹した 所、 中に 自己の 田地の 突出せる を创 るに 反 封した もの もあった I 

が、 金 井島の 彌太郞 といへ る もの、 曾 比 竹 松に 於て は 二宮 先生の 敎 により、 田畑の 中に 溝渠 を 作る こ 一 

とすら 行 はれた のに、 村 内 一同の 利益と なること に反對 する 道理 はない。 若し 田地の 减少を 恐れる 人 

が あらば、 自分の ffl 地 を 削って 溝と なし、 貴様の 田地に は らぬ 様に せられたい。 平 速 明朝より 取掛り 

たいと 切論し、 一同 之に 感服し、 反 封 者 も 一言の 出し 様 もな く、 三 四日に して 全部 浚渫が 行 はれた。 

斯くで 土工に よる 開發 は、 眼前に 於け る 改善 を 以て 推讓の 德を顯 し、 借財 償還の 事寶 は、 一 舣民 衆の 

痛苦 を 安泰に した 妙法なる を 以て、 附近の 町村より 隣國に 噂が 傳 はり、 一 HR 先生 は 無利息， の 金 を 貸與し 

て、 民衆の 困苦 を 救助す と 宜^が 行 はれ^。 されば その 敎を乞 ひ、 その 難 を 救 はれん こと を 要請し 懇^ 


する もの 日に 多く、 先生の 居所 は 常に 往來 雜閙 した。 日記に よれば 多き は 毎日 百 三十 人に 及び、 少 くと 

も 二三 十 人の 名 は 記されて ある。 中に も 小 田 原 領內の 仕 法 出願 宵-は 七十 ニケ 村に 及び たれば、 天 保 十 

三年 七」 J 幕府に 召さる A まで 前後 三年^、 野 州と 相 州と を往來 して これ を 管掌せ ざる を 得 なくなった。 

中に も 1K 保 十 一 年 駿東郡 竈 新 £、 御殿場、 下大 井、 翌 十一 一年に は西大 井、 鬼 柳、 同 十三 年、 鴨官、 

かり み くりや  .s-  p,£  ；  '5  »  '  *  E  」  f  -』 

ク， X,  KJ ゝ や. \"lJt.J3  17  、   ？  >  さんの- しき いひ づ 争 

Iri.  # 周 地^ や 先 村 3 つ、 乂き 一 し 柏 A 今 井-山 王， 一 色、 釵泉 地方、 更に 酒 匂 地方 一 帶の剁 仕 法が、 " 

夫々 刖侗の 事情と 順序と によって 行 はる A に 至った。 中に も西大 井の 仕 法と 藤 曲 及 御殿場 等の 仕 法 は、 

その 特殊 的事惊 によって 範例と なる もの 多く、 今 井村の 借財 償還 G; 如き は、 前後 八 種の 案 を 立てられ 

た 程 苦心の 餘に 成る 立案で ある。 而 して 小 田 原 藩に 於ても 仕 法 統制の 必耍上 組綠を 立つ る こと  >, な お 

ろ。 その 實情 は^を 改めて 詳述す る を 便と する。  一 

0 仕 法の 普及と 頜 民の 感激 行動 

ィ 其概觀 小 田 原の 仕 法 は 天 保 凶作の 救急より、 難 村 取 直 仕 法へ と 進み、 天 保 十 年頃より 追々 仕 

法の 域に 進み、 同 十 1 ハ ヰまでの 間に は、 三 新 W の 小 八 を 中心とする ものより、 曾 比 竹 松 一 一村の 一 村^ 

仕 法と なった、 特に 贫比竹 松に 於て は 屋根 葺替、 木 小屋 灰 小屋、 用 排水 修理、 冷水 堀 開鑿、：：： 掛 月抖、 

出精 奇特 人人 札、 善行 者 表彰 等 を 行った ので、 村民の 感激 行動が 著しく 顯 はれ、 附近に 廣く 推讓行 讓 

が 傅 はった C これ を 見 M したる 遠近の 村々 に、 報德仕 法の g 求 が 猛然と して 起り、 吉 W 島 附近の 


千 間 堀、 下大 井、 西大 井、 鬼 柳、 栢山、 今 井、 山 王、 一色、 飯 泉 地方、 卽ち足 柄 上下に 普及し 別に 

富士山 麓の 藤 曲、 御殿場より 附近 駿^ 【帶に 及んだ。 而 して 先生が 幕府に 登用 せられる 頃が、 小 田 原 

領內に 於け る 仕 法 普及 の 最高潮 時 である。 

斯く小 田 原 領內の 仕 法 は 一 時 非常に 普及し 始めた。 その 頃の 狀勢 は實に 一 般の 風を爲 すと いふ 有様 

であった。 天 保 十 年頃 先生より 指導 するとい ふこと を 公表 せられた 村 は 三 新田、 曾 比、 竹 松と 藤 曲お 

な もので ちった が、 附近の 村々 では 恰も 仕 法 を 開始した と 同様の 行動に 出た。 卽ち各 村自發 的に 擧村 

一 致 を 以て 借財 償還 を 決議し、 その 方法と して は 不用品 賫却 代金と、 勤勞 による 月掛 と、 富有 者の 無 

利息 金の 提供 並に 善 種 金 推 謹、 村內の 協同 力に よる 用 排水 幷に 田畑 開發 等、 何れも 推讓の 美談 續 出で ゆ 

ある。 斯 くして 先生の 敎 論に 合致し 順應 せんとす るので あった。  - 

以上の 如き 行 瀵は仕 法 懇望と 共に 廣く傳 はった。 その 一例と して 領民の 美談、 感激 行動 を採錄 する 

こと は 先生 感化の 一-例と して 重要な ことで あり、 國民 生活 更生 q 好例と して 傳 ふべ きもので ある。 

P 足 柄 二 邪の 概況 今玆に 選んだ 數 事例 は、 西大 井村の 指導者 爲八郞 と、 鬼 柳 村の 斧右衞 門と が、 

小 田 原 藩の 奉行へ 報告した 寫が、 二宮 先生の 許へ 達した 書類で ある。 題して 「御 趣 法 向出 精 村々 書拔 

II と、， ふ、 正 ひ 報德！ M 法に 感激した 自勵發 願の 推讓錄 である。 元 文 は 候文で あるから 之 を 現代語に 

^する こと., した。 稍よ 長き に 失する 感が あるが、 感激 者の 多い こと は卽ち 先生 感化の 偉大な こと を 


矛す ものであるから、 全文 を w 錄 する • 

, て t たこの 外に 西大 井村、 鬼 柳、 ？ 山 王、 ^一二き 地方に 於け る 霞の 菌、 si" 

御殿場に 於け る 仕 I 行中の 騰が少 くない。 依て 先づ この 裏 f 揭げ て、 各地に 於け る If 述 

ベ る こと A する o 

1 西 大^お 爲八郞 は 御 政道の 御趑 旨に 鑑み 報 德の道 を 感服して、 重立た る 者卽ち 名主 十 郞右衞 

r 百姓 祷右衞 門、 勘藏、 組 顯岩次 郎等と 打合せた る 所、 何れも 良法で あるから とて、 村 ft 一  統の協 

議の 上、 ？竹松 村、 曾 SS 二宮 先生 御 S 先へ、 毎夜 有 S 年輩 1參 集し、 靑 年に？ は 時々 參 

集して 敎論を 受け、 一同の 氣 合が 合致した 頃 合 を 見て 協議 をした 所、 悉く 賛成 一致の 勢力 を 以て、 一 

村立 直 を 完成した しと 決意し、 家財 取調 帳 (家 株 分限 帳)、 牧人 調 (作德 米の 分)、 貧富 を 通じてが： 出で、 

公金 拜借は 勿論、 私財 借用 金まで 償還 皆濟の 方途 を 講ずる こと.， し、 農. 業の 寸 医に は、 逝、 ^、草 法、 

日 雇、 賃仕 毒囊怠 I く 出精し、 am, 不囊 まに 取 II めて I さ ひ、 一 

村立 K しに 精進す る こと-, した。 

一、 同村 一村 取 直しの 主意に 感じ、 村民 一同 各 i 衣類 諸道 具、 米穀 賨拂 代金^ 腠の 通り、 その^ 吁 

金 百 九 拾 六 兩棻 (金貨 I 翠九 msxj 出して、 仕 法 金に 加 ふること を 巾 出ち 

1 ， 同村 二 村 協議の 上： 田畑 手 入、 新田 地 直し 等 は 勿論、 晝夜 農事に 出精した。 また 相互 助 合に て屋 
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根替、 小屋 褂 等まで 出来した。 村民 中 最も 富める 勘 右衛門 は、 今回 は 代人 を 出さないで 自分で^ 席 

+ し、 深切に 周旋した。 

t  1 、 同村 堰筋、 本 田 新田 共に 堰浚 をな さんと て、 休日 等 を 利用して 着手した 所、 隣村 鬼 柳 村の 者が 聞 

きつけ、 一 同に て馳付 助力した ので、 意外に 進涉 した。. 西大 井の 村民 は 之に 感じて、 爾來 洪水、 火 

災等も 村より 何 にても 持 合せ 急 事に 應 ずる こと A なり、 兩 村の 親睦、 恰も 一 村の 如くに なった。 .， 

1 、 同村の 勘 右衛門、 勘藏、 其 次郞、 吉藏等 其 他 生活の 餘裕 ある 者 ども、 村內 並に 他村へ 貸付け たる 

金錢、 總て 利子 附 であった が、 今回 御 仕 法に 感じて、 無 利 五ケ 年賦、 或は 七ケ 年賦に 讓り、 且勘右 

衞門は 百兩、 ■ 勘 藏貳拾 五雨と いふ 手元 有 金 を、 村 仕 法 金 中へ 無利息に て推讓 した。 (註 、、の 攻 金額 

は 他の 書類ぶ リ挿 入) 

1 、 領主より 川 普請、 開 發等を 行 はる A 恩に 報 ゆる 爲、 洪水 用意と して 石 坪 を 休日に 集め 置く こと。 

S 洪水の 際 堤防 破竣 防止の s、 千 素 石ん. -拾ひ 坪 積に して 園 ひ 置く もので あろ) 

1 、 同村 內 耕作 出精 人人 札 を 行 ふこと。 

1 、 同. 村眞福 寺 住僧 は、 報德の 道に 隨 喜し、 一 一宮 先生 御滯在 地た る 塔の 澤ま でも 出頭し、 村の 公益に 

益した き 旨 巾 出で、 また 村內 住民に も議 し、 寺德の 寄附 米、 衣類 等賣拂 ひ、 報 德加人 金と して 差 出 

し、 萬 事 誠意 を 以て 取 計ら ひ、 趣 法 帳 を も 差 出した。 


1 、 鬼 柳 村 は 名主の 儀左衞 門が 藩の 金 を 借用して 返濟が 延引し、 行方不明の 狀況 にて 村民の 負 擔と 

なった もの 大凡 千兩、 村內 公私の 借財 贰 千金に も 及んで、 全く 當 惑して m3 た 所、 西大 井の 爲八郞 が 

相談， に預 り、 組頭の 斧 右衛門、 百姓 代の 源 太 郞村內 の 主たる 者 協議の 上、 西大 井村 同様、 竹 松、 背 

比 等 二宮 先生 御 出張の 所へ 参集し、 敎 諭の 講話 を 聞いて 大に 感じ、 從^ 村民の 話題に、 儀左衞 門の 

大借 さへ なければ 普通の 村なる がと 稱へ つ i あつたが、 儀 左 衞門を 取 直して 處 理法 を 講ずる を 良法 

とする 3 曰 協議す るに 至った。 

1 、 同村 は 天 保 九 年に、 衣類 諸道 具、 米 麥賣拂 金 三百 兩を 集め、 取扱 奉行に 差 出し、 叉 法 春、 口々 總 

計 六 百 六 拾 雨の 返濟金 中へ、 斧 右衛門より 金 百兩差 出し 處斑を 願 度 旨 中 出た が、 爾後 八 年間に 右 六 

百 六 拾兩は ^冊の 迎 り 衣類 諸道 具 賣拂、 勤 儉精勵 を 以て 返納すべき 旨 申出た。 

1 、 同村の 淸源 寺の 住職 は、 村 內の仕 法に 感心し、 自分の 除 地、 年貢 地 共 作 德米は 仕 法 金に 差 出す 旨 

申出で、 自ら は 託 鉢に て 生活して 居た。 依て 村民 は、 銘々 休日 又は 社寺 参詣の 日 を 以て 薪 を 伐り 同 

寺へ 寄進した。 

1 、 金子 村 名主 若三郞 は、 報 德の御 趣意に 感じ、 西大 井の 爲八郞 と 協議し、 村內 組頭 市 左 衞門其 他 

、有志 者と 協議の 上、 大村 にて 夫々 住居 も隔り 居れば、 全部 結朿は 困難で あらう かと 憂慮した が、 一 

同の 人氣 一致し、 ：€大 井村 同様 仕 法の 道に 邁進 せんこと を 協議し、 家 株 分限 帳、 作德 米の 分、 貧富 
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の 差別な く、 公金 借用 分 は 勿論、 公私の 借財 昝濟の 決心 を 以て、 日夜 精勵、 仕 法 取扱人 を 定めて 督 

勵す る こと， 1 なつ た。 

、 同村 も 耕作 出精 人の 投票 を 行った。 

、 同村 民 は 報德仕 法に 感じ、 衣類 諸道 具、 米穀 寳拂、 精 勵の上 加入金 七 拾 五 兩を差 した。 

、 金 手 村 は 村 債 上納 延滞し、 前名 主 郡 治、 借財 多額に 上り、 據 なく 村 方 引受と なりたる も、 返濟 

方法な く、 屢 ょ督責 の-上、 天 保 丸 年金 百 三 拾兩納 人、 憐愍 を 嘆願し つ i あつたが、 村內 重立た る も 

の、 二宮 先生 御 出張 先へ 參り、 敎 論 を 受け、 報德の 道に. 感激し、 名主 郡 治大借 ゅゑ餘 儀な く 家屋 寶 

,  .  いへ かぶ ぶんげんち 平う  一 

拂、 村 方 も人氣 緊張し、 從來の 不心得 を 改め、 擧村 一 致、 象 株 分限 帳、 作 德米調 等 貧富の 差別な く、  g 

差 出し 借財 償還の 方途 を 進め、 村內 吉凶の 費用 節約、 擧村ー 致晝 夜精勵 する こと A なった。  一 

、 同村 梅 右衛門、 三郞 兵衞、 平 右衛門、 其 外 有志 者の 貸付金、 從來利 附の處 、無利息 五ク 年賦と し、 

且 助成 米 を 差 出し、 耕作 出精 人人 札 を 行った。  ， 

、 中 里 村 名主 治 郞左衞 門、 藩 政の 御 趣意 を 心得、 工夫 を 凝し つ A あつたが、 報 德の敎 に 感服し 借 

財 を 償還し、 更に 村內 へ報德 仕法實 行の 協議 を 進め、 各よ 衣類 諸道 具、 米穀 賣拂、 加入金 七 拾兩ま 

で 追ぶ 差 出す こと A した。 去冬當 座 手 當金百 兩を拜 借し、 これに 加へ て、 人選 投票の 上 貸 渡した 所、 

1 同感 激擧 つて 出精し、 去 冬の 如き は 年取 米 を 積みた る もの も 出で、 農業の 暇に は、 沓、 萆鞋、 日 
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雇 稼 等 書 夜と なく 精勵 し、 勤儉 の行顯 はれ、 元 恕金差 出 壹兩壹 分餘に 及んだ。 

1 、 同村 堰筋 改修の ため、 村內 一 同 出勤した。 

一、 同村 拜 借金 上納に 就て は、 拾ケ 年の 間 四 拾 雨 宛、 必死の 力 を 以て 納 むる こと A し、 旣に天 保 十 I 

年まで 三ケ 年分 滯 なく 納入した。 

1 、 酒 匂 村 の 名主 新 左衞門 は、 村 方 取 直し 方法と して 報德仕 法に 感服し、 所有 田畑, の內 一幅 浦 村 浦 右 

衞 門へ 賫 渡し、 代金 貳百兩 を 以て 村內 出精 奇特 人人 札の 上 貸 渡た る 所、 格外に 人氣 緊張し、 次で 去 

冬 當座手 常 金 五 拾 雨を拜 借した る を 以て、 更に この 人選 貸付 をな したる が、 村 內報德 の 風 起り、 一 

村擧 つて 仕 法 を 懇願し、 加入金 或は 元恕金 等の 差 出し 金 合計 贰百六 拾 參兩參 朱 錢六拾 九 貫 五 百 七 拾 

八 文に 達した。 

さか は V； は 

1 、 同村 は 春季の 勞務 なく、 借財に て 日を迗 り、 酒 匂 川の 川 越の 時節 を 俟っ狀 態で あつたが、 報徳の 

敎を 聞き 一 日を忽 にす る ことの 不都合 を 悟り、 吉凶 冗費 を 節し、 晝 夜繩、 草鞋、 賃日雇 其 他に 賴勵 

が は ご ゑ にんぶ 

し、 この： g までに は 總計金 百 六拾兩 許の 積 立 をな し、 川 越 人夫の 人氣も 改善せられ たとい ふ 次第 

で、 報 德の敎 の 有り難 さ を 感じて 居る。 

1 、 同村 S 地中、 配水の 便 困 維なる ものが あつたが、 村內 協議の 上 新堰路 一 1 百 n を 造り、 其 他 浚渫 等 

にも 遨 力し、 道路 を修 ひ、 老人 も從來 見聞せ ざる 迄に 便利と なって 喜んだ。 


1 、 高 W 村、 ^堀 村 は從來 人氣不 揃で あつたが、 中 里 村 名主 治 郞左衞 門が 名主 を 兼ね、 村民 全部に 

報德仕 法の 道 を 行 ひたいと、 一村の 人氣 緊張し、 書類 を 作り、 上納金 を 差 出し、 年々 贰拾五 兩宛返 

納の儀 も 決した。 

】 、 同村 民 一 同 衣類 諸道 具 諸 色賣拂 ひ、 勤 儉の餘 報 德金六 兩餘を 加入した。 

一 、 同村 田地 中の 冷堰筋 は、 例年 手 入 も 怠り 勝で、 菰生 ひ 茂り、 水路 宜しくなかった が、 凡そ 十七 八 

^程の 間、 殘 らず堰 浚が 出来た。  . 

1 、 下 堀 村 も 一 村擧 つて 報 德仕法 を 懇願し、 衣類 諸道 具 米穀 賫拂、 加入金 拾 兩錢ー 一 百 文 差 出した。 

一 、 曾 我 刖所村 百姓 市 太 郞は報 德金拜 借に 行 違 を 生じ、 天 保 十 一 年 春、 竹 f 村 先生 出張 先 へ 、 村 

役人 幷 村民 等 出頭し、 數度敎 si を 受けた る を 以て、 人氣 緊張し、 是非共 報 德仕法 を 願 ひ 度し と 決 

議し、 中 里 村 名主 治 郞左衞 門、， 西大 井村 組頭 爲八 郞、 酒 匂 村 名主 新 左 衞門等 も立會 ひ、 上納金 返納 

を 決意し、 同年 中に 三百 兩を 調へ て皆濟 したいと 申出た が、 貧民 多くして 充分 人氣の 一 致 を 得ない 

ので、 兎に角 金子 を 調達す る こと A し、 一村 精勵を 以て 竹 木、 衣類 諸道 具、 繩、 沓、 草鞋、 大工 木 

挽、 その外 賃日 雇、 米 麥賣拂 代金 を 以て 一 二百 兩調 集し、 報 德加人 金 帳と 共に 差 出した。 

1 、 西 大友村 は 御 仕 法 を 有り難き 事と 思 ひ 込み、 是非 實施 をと 希望の 上、 別 帳の 通り 金 拾 三 兩報德 

加入金 を 差 出した。 
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一 、 下 新 WW は 西 大友村 同 筏 報 德仕法 を 懇願し、 家 株 分限 帳 並 報 德加人 金 六兩^ 朱 錢百八 文 差 出し 

た。. -  . 

1 、 矢 作 村 名主 星 崎 宇右衛門 も 右 同様 一 村 仕 法 を 懇願し、 報德 加入金 四 拾 兩餘を 差 出す 旨に て 5： 金 

贰拾 兩を納 人した。 

-V, 兩牛島 村 は 天 保 九 年 以來、 村內 有志 報 德の敎 を 聞き、 組頭 半 助 は 貸付金 殘らず 善 種 金に 加 人 申 

出、 役員 始め 村民 共よりも 願 出で、 一村 一 致に て 衣類 寶拂ひ 加 人 金に 差 出し、 諸 調書 を 作り 懇願 

した。 當十 一 一年 正月より 1 1 月 迄 は 毎夜 刖に繩 一 房づ つ 作り出し、 千 四百 房に 達し、 其 他山 稼、 W: 掛 

等 も 行って 居る。 

1 、 宫 の臺^ 一  同 出精の 儀 は 言 ふまで もな く、 一 統 分限 を 守り、 衣類 諸道 具 代 等 を 加 人し、 御 仕 法 

を 歎願して 居る。 • 

】 、 同村 當 一 一月より 一 同 女子 兒袁に 至る まで 惣精勵 にて 麥作手 人、 幷に惣 反刖を 耕作し、 身分 相應の 

者より 辨當を 供し、 中位 以下の もの 丄爲 に壹 人に 付麥ニ 升、 白米 一 升づっ を耠與 したが、 その 醵出 

米 金は麥 五俵鸾 斗 六 升、 白米 四 斗 九 升、 金 三 歩 一 來、 錢ー 一 百 文と なった。 

1 、 同村 昨年より 當正 月まで、 難 溢 人 本家 五軒 分の 屋根 眷を 行った、 葺草は 村民 1 同に て 刈 取り、 竹 

木 は 淨連院 より 殘らず 給與、 家 榥作賃 は、 源 治 始め 有志より 醵出した。 
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1 、 同村、 昨年 利兵衞 後家 方より 出火し ノ 隣家 直 右衞門 も類燒 し、 村內 一同 心痛、 助勢 方法 を 講じ 

萱は 村民 一同 刈 取り、 復興した が、 後家な どに て 力作し 難き もの は應 分の 代 料 を 醵出した。 

1 、 同村 淨蓮院 所有地 中 一 一反 歩の 所、 租稅 は同院 の負擔 にて、 檀 中の 困難の 者 を 選び、 開墾の 上、 作 

取りに する 様に とて 差 出されて あるが、 昨年より 村民 一 同に て 開拓して 困窮 人 取 立に 用 ふること， - 

なった。 , 

1 、 同村 源 治 所有， 地所の 內、 反別 五 反歩、 祖稅は 同人 負擔 にて 差 出し、 當春 出精 奇特 人人 札の 上作 取 

りに する こと i なった が、 豈番 札より 五番まで、 善 右衛門、 平 右衛門、， 甚左衞 門、 ^內、 忠藏 後家 

の 五 人に、 各々 一 反歩 宛と 定まった。 

まきつき かけ  3 まもち 

一 、 同村 內昨 年より 協議の 上 薪 月 掛を行 ひ、 馬 持 は貳百 四十 八 文、 歩行者 は； H 贰拾四 文、 後家 は 七 拾 

贰文 とし、 山 稼 をな さ、 乂る もの は相當 代品の 積 立 を 行 ひ、 薪 は 廣く人 札せ しめ、 餘分を 生じた る 時 

は預り 置き 追て 割戾 さしめ、 村 內極難 者 贰拾壹 人に 對 して は、 壹人 にっき 白米 一 升 宛 源 治より 給與 

し、 若し 白米 不用の 場合 は 代 料 を 除き 置き、 年末に 到り 之 を 交付す る こと 、した。 

昨 天 保 十 一 年に は、 右 月掛錢 にて 村 借 貳拾兩 餘殘ら ず 返納し、 その 餘分は ^末 大晦日に 到り 夫々 へ 

割戾 したが、 壹 人前 錢七百 文 位 宛と なり、 村民 一 同大 慶びであった。 - 

一 、 同村^ 春淸 六と 稱 する 者、 取 有 田地 九 反 許り、 まさ 拔 きとて K 地の 床 土を拔 取る 爲に、 人足 兩三 


人 を 雇 ふて 取掛 つたが、 村民 打 寄り 多人数に. て：： 十 速 出来した ので、 淸 六より 一 人に 忒 kn 文 宛 合計 金 

拾 皆： 貿 三百 文 差 出した 所、 多く は辭 退した けれども、 極 難の 者 計り 贰貨七 百 四十 八 文 を 請 取った。 

斯の 如き 事情に て 田 普請 も 余人の 迷惑と て 見合 せられて 居た が、 源 治 方で 内 々まさ 拔屮、 村民 聞つ 

け是 また 多人數 にて 暫時の 間に 出來 した。 

、 金 井嶋 村 昨年 以來の 御 趣意に 基き、 村內の 狀況に 拘らず 有志の 奮勵を 以て 勤儉 精進 をして 居た 

が、 村民 一 同 之に 感じ、 擧村 一 致と なり、 去 十 一 年の 作德 米中 五 百 俵、 貧富の 別な くその 內 より 1 

升 二 升 にても 差 出す こと を 決し、 日々 奇特 者 輩出した ので、 その 調査 も煩雜 にて 帳簿 も出來 銃ね る 

程であった。 家 根 巷 は 三 拾 軒 許り、 名、 王 五郎左衛門、 六 兵衞、 平 八、 彌 五右衛門 等より 金貳兩 調達 

し、 世帶 主へ は 鍬縑の 類、 青年へ は袢 天、 腹掛、 襦袢、 手拭の 類 を 人選に よって 賞與 しした。 其他當 

選者に 對 して 給 與 したが、 未だ 取調が 出来て 居ない。 家根替 した 人名 は、 本家 は 勘 兵衞、 善 六、 皆 

右衛門、 豐治、 灰 小屋 は 七 右衛門、 忠左衞 門、 幾藏、 庄左衞 門、 竹 治、 灰 小屋 新造 は 善 兵衞、 喜 内、 

新築 本家 一 軒 藤 右衛門、 厩 壹軒佐 次 右衛門で ある。 この 葺草は 名主 八 郞右衞 門、 組顯金 右衛門、 百 

姓 代 宇兵衞 より 有り合せの 藁 を 寄贈し、 人足 は 一 同の 助勢で ある。 尤も 其 日 稼の もの へ は 曰 と 

して 金 右衛門、 宇兵衞 より 遣した。 右の 內藤 右衛門 は 新築の 事故、 大工 幷川村 代 は 金 右衛門より 貸 

付と いふ 名 儀に て 取扱 ひ、 大工 酒代 等 も 金右衞 門、 宇 兵衞兩 人に て 取 計った。 
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1 、 同村 當春麥 作 手 人 も村惣 出に て 六日 間に 終了し、 晝食は 名主 八郞 右衛門、 組頭 金 右衛門、 百姓 代 

宇 兵衞、 百姓 平兵衞 より 炊出し を 行った。 

この 外堠浚 等に も 一 同 三日 惣出 にて 出精した。 近時 排水 等 も 極めて 良好で ある。 

一 、 同村 は 昨年 一 一月より ほ 褂を行 ひ、 毎月 一 度 づっ山 稼に 出で、 馬 持 は贰百 四十 八 文より 三百 文、 歩 

行 は 百 文と 定め、 その 時々 代 料 を 積 立、 八左衞 門、 金 右衛門、 宇兵衞 三人の 庭々 を預り 受取り 置き 

曰 掛繩は 軒別 一 房づっ 順番に て 集める こと A した。 

•1 、 下 吉田島 村 組頭 六郞 右衛門 は、 一 昨 天 保 十 年 野 州 表 迄 も 出 頭し、 報德仕 法の 寳 行に 努力した 

が、 村民 多 衆 は 惰弱に 流れ 一 致しなかった ところ、 昨年 來人氣 進み、 當 春に は 衣服 諸道 具 も賫拂 ひ、 

加入金に と 差 出し、 H 褂、 日掛け 等 も 怠らず 出精し、 當節は 靑年迄 夜業に 心掛ける 様になった。 

1 、 同村の 曾 比 境から 凡そ 四 五町の 間道 路惡 しく、 通行 困難なる 爲め、 役人 ども は 修理した しと 心褂 

けて 居た が、 當 三月 三日の 休日に、 部屋 住の 靑年 一同 普請に 取掛 つた。 村 役人 は 之 を 見出して 奇特 

な 行爲に 感じ 酒代に もとて 金 壹歩贰 朱、 外に 名主より 金壹 歩、 長 蔵より 甙朱、 都合 三 歩 遣した 所、 

厚く 辭退 をした が、 强て之 を贈與 した 所、 協議の 上 この 內贰 朱辨當 代と して 受取り、 殘り或 歩甙朱 

は報德 金に 加入した。 

】 、 同村の 武永 田堰、 牛嶋、 境堰 とも、 當年は 案外に よく 浚 はれ、 老人 等 も 未だ 覺 えざる 樺 好き 狀態 
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なりと 言って 居た。 

,  ^  C  , わかもの つきあ ひ 

1 、 同村 從來靑 年に は 「若者 附合」 とい ふ 仲間が あり、 この 仲間に 入れば 多く は惡 風に 浸染した ので 

村內 迷惑に 感じて 居た が、 近時 はこの 仲閒に 人れば 却って 良風に 化せられ ると いふ 樣 になった。 

1 、 上 吉田島 村 この 村 も 下 吉田嶋 と 同じく 人氣 緊張し、 堰 浚より 勤儉 にも as 精、 有志より 金 五雨 差 

出し、 難 ^ 人 借財 返濟 方に 振 向け、 薪の 月 掛も行 はれて 居る。 

1 、 千 津嶋村 この 村 も 一 同 緊張し、 一 一月より 月掛を 始め、 夫々 身分に 割 當て差 出して 居る。 同村 組 

頭 久藏は 村 內に仕 法の 行 はれん こと を 望み、， 昨年より 難^ 人の 爲に、 灰 小屋、 木 小屋 都合 十四 軒 取 

繕った、 葺草及 手間賃 は村內 一同より 助成し、 竹 木代錢 は久藏 より 支出す る こと A なった、 また 久 ぬ 

藏は 困窮 人の 爲に時 * 農具 を 調へ 遣した 所、 其 後 夫 * 代金 を返濟 したが、 當年も 同様 調へ 遣す とい 一 

ふ ことで ある。 

1 、 同村 村 方 耕作 出精 人に 封し、 嫌 にても 賞與 したしと、. 代金 甙兩分 鍛冶屋に 注文し 代金 を 渡して 置 

いたが、 案外 低廉に 出来た とい ふ。 

1 、 今 井村 この 村 は 井^ W 村の 名主 彥 右衛門が 兼ねて 居る が、 名主 始、 組頭 長左衞 門、 其 他 役人 及 

び 世話人 共、 一 村立 直し を 熱願し、 村民 一 同の 日掛、 月 掛其他 一 般に 出精の 狀況も 見えて 來た。 こ 

の 村 は 元來難 村であって、 別段 不用の 品 を 所有して 居る ので もない から、 組頭 長 左 衛門は 先づ衣 s 
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其 他 些少ながら 賫拂 ひ、 村內仕 法の 加 人 金に 差 出した • 

， 

】 、 同村 內 の 開發、 並堰浚 等の 節、 百姓 代 甚右衞 門より、 一 一 曰^の 辨當を 差 出した。 

】 、 狩 野 村 は 一 同と いふまでに は 至らない が、 組頭 宅 左衞門 始め 村民 十 一 人、 昨年より 厚く 報德仕 

法 を 念願し、 日掛、 月掛 又は 繩、 草鞋、 馬咨、 或は 少 分ながら も 衣類 其 外 不用品 寶拂、 何れも 中 沼 

村 H 造に 依頼して 仕 法 取 計 方 を 懇望して 居る。 

】 、 猿 山村 狩 野 村 同様にて 一 村 j 同と は 行かない が、 百姓 德次郞 始め 外 十七 人、 一 昨 天呆十 年以來 

. 協議し つ  >- ある は、 元來 困窮 難踡 人で ある 所へ、 天 保 四 年 同 七 年の 凶作に よって g と 行詰り、 其 日 

くの 不足 を 借財に て 追 ひ 送り、 中 沼 村 田 造より 借用 又は 格刖の 助成に て、 質 人め 山林、 畑 約 二 町 

歩 分 開發、 右 場所より 昨年 は 芋 甙百甙 拾 俵 を牧穫 したので、 少 分ながら 不用品 寶拂 代金 を 加、 

法 金に 差 出した。 

1 、 中 ノ名村 この 村 は 昨年 春 以來、 組頭 六兵衞 始め、 役人 共に て 種 々の 方法 を 講じ、 一村 分限 取調 

帳 を も 差 出して 工夫した けれども、 年來極 難の 村で あるから、 第 一 今 曰の 食糧に も 差 支、 百計 盡き、 

1 村 手 を 拱み て 呆然と して 如何にすべき かと 迷 ひ 居ろ 所へ、 天 保 七 年 以来 益 行 詰った ので、 一度 

は 廻 國順禮 にで も 出かける 様子 も 見えた が、 是非とも 御 趣旨に g つて 仕 法 を 願ひ虔 いと 懇願し、 先 

づ 次の 通り 方法 を 講じた。 
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閨 正月から 朔日 十五 日兩 日に、 毎 戶錢五 百 文 づっ卽 ち 一軒 一 ケだ壹 莨 文 積 立て、 殺 冶 屋太右 棕門方 

、頃け、 この 者より 請拂 をす る こと A し、 若し 積 立の 滞る 者 あら ぱ村內 の 交際 を 絶つ こと" した。 

三月に 至る まで 一 人 も 延滞はなかった。 尤も 吉左衞 門 は 先月 熱氣を 病んだ ので 貳百四 拾 八 文 不足し 

たが、 病 氣故餘 儀な き 事と し、 其 後山 稼、 後家まで も 其賣拂 たる 分 を 同村 醫師 玄甫の 枠玄碩 へ. m け 

たとい ふこと である。 

一、 同村 鍛冶屋 長吉 とい ふ もの、 昨 十一 年 四お 馬 持の 者へ 嫌 二 枚、 歩行の 者へ 壹枚づ つ、 圓通寺 村と 

も 合計 貳拾參 枚 調製して 遣した。 今年 は 三月 中に 前年 同様 差 出したい と 言って 居る。 

1 、 圓通寺 村 も 中 ノ名村 同様にて、 別段 替 つた 事 はない が 劣らぬ 努力 をして 居る。 

一 、 ト市村 は 名主 甚左衞 門、 並に 村民 傳八兩 人、 昨年 以來村 方 取 直しの 儀 を 深く 懇望し、 小 村で は 

あるが 追々 難 村に なって 來 たから、 是非 復興した いと 巾 出で、 金 三 雨の 加入 を 願 出た。 

以上 は西大 井村の 爲八郞 と、 鬼 柳 村の 斧 右衛門 とが、 小 £ 原 領內に 於け る 仕 法 懇望の 熱意と、 村民 

自發の 村 政 取 直しに 一路 進み出で つ A ある 實愦 を^ 聞して、 之 を 報告した 概要で ある。 この 書類 は 天 

保 十二 年 三 月 に 認められ、 その 四月に 二宮 先生の 許に 屆ぃ たもので ある。 この 一冊の 內容 は、 推讓と 

か 奉仕と か 幾つ も ある 美談で あるが、 十 1 萬 三千 石 ー帶に 、同一の 様式で 競 ひ 起った 所に 感化の 力が 

wc^  く  i 
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ハ 西大 井村の 仕 法 西大 井村の 仕 法 は^ 比 竹 松 二 村の 仕 法 成績の 顕著なる に 驚き、 自 村の 翁 狀を 

匡救す る 道 は報惠 仕 法の 他に なき こと を自覺 し、 村 役人が 先 じて 自覺 し、 村 if か 之に 黉同 した 二と 

は、 前^ 概況の 通りで あるが、 糾頭爲 八郞が 中心人物 として、 村內に 於け る 指導者と して 拔群 であつ 

たこと が 大にカ ある ことで あろ。 

村：^ 一  冋 感激して 加入金 百 九 拾 六 雨 贰朱を 差 出し、 勘右衞 門、 勘藏 等が 貸付金 を 無利息 加入金に 振 

替、 誠意 を 以て 一 村 建 直， しに 努力し、 衣類 道具 を 賫拂、 日 雇 稼、 山 稼、 夜業 等に 精勤し、 村內 道路橋 

梁 用 排水 修造 川 普請 等に 共力した。 この 成績 を 上申して 天 保 十 一 年 四 M 仕 法 を 懇願した。 

先生 は その 行動に 感じ、 戸数、 村 高、 各戸の 分限、 天 保 九 年下 付の 御手 許 金の 始末、 頼母子講、 0 

窮人 狀況、 荒 地 又は 再發 地、 借財 幷資產 等 村民の 現狀 調^ を侖 じた。 

西大 井村 は 高 四百 七十 一 石^、 田畑 五 拾 八 町餘、 象數 六十 一 軒-、 公金 拜借 四百 七 拾 八 兩餘、 村 內贷借 

六 百 四 拾 三 兩餘、 村 外負债 四百 四 拾 七 兩餘、 其 他 を 合せて. 總計金 壹千五 百 六 拾 五雨であった。 一お に 愈よ 

仕 法 取扱 開始の 際 は、 千 六 百 五拾兩 三分 贰朱 餘の拜 借と なって 居る。 

村民の 感激 行動 は 寧ろ 異常と 稱 すべきであった。 四月 出精 奇特 人 表彰 入札 を 行った。 六十 一 艰中衬 

役人 及び 有志 三十 二 軒、 出 稼 奉公人 十三 軒 を 除き、 十六 軒に 就て 行った。 

これに 先き 立ち、 天 保 十 一 年 十月 頃より、 村民の 推讓 行動 は 誠に 著しき ものであった。 


この 村に 眞 li 寺と いふ 菩提寺が あった。 一村 仕 法の 外に 道な きこと々 心附 いて 居った が、 社^ 修稷 

の 節の 借財 元利 五 拾兩餘 となり 困窮の 上、 二宮 先生へ 懇願した る 所、 寺 附の愆 田 立直し 方法 を 以て 解 

决の道 を 立てられ、 感服の 上、 村內 より 例年 差 出す 糯米 一 俵、 賣捌 代金 を 仕 法 加入金に 差 出した。 

村民が 現金、 薪、 米、 竹、 杉、 檜、 繩、 草鞋 其 他 を 以て 報德 加入金と し 差 出した のが 勘 右衛門 百 五 

拾 三 兩餘、 勝藏 三百 五 拾 兩餘、 市 郞左衞 門 百 五拾贰 兩餘、 阖 右衛門 百 四 拾 三 兩餘、 和 吉七拾 八 兩餘、 

吉藏七 拾 f 兩餘、 右衛門 四 拾 五 兩餘、 爲八郞 四 拾 六 兩餘、 新 藏三拾 五雨 飴、 眞福寺 三 拾 壹兩、 榮次郞 

拾 七兩、 • 音 右衛門 後家 四兩 餘、， 彌吉四 兩餘、 龜五郞 四兩餘 、梅 次郞三 兩餘、 忠左衞 門 三 兩餘、 平次郞 

三 兩餘、 以下 三 拾 四 人、 總計金 千 四百 兩餘 となった。 この 中には 疊 八疊、 長持豐 棹、 女帶 一筋な どと ^ 

いふの が ある。  - . 

千 六 百 五 拾 兩餘の 負債の 所へ、 千 四百 兩餘の 加入金が あって、 之 を 無利息 ハヰ龀 償還と すれ ぜ貳百 五 

拾 兩餘の 不足で ある。 人選 入札 其 他の 費 ffl も 入用で あるから、 二宮 先生 はこの 感激 行爲に 封し、 大に 

感服し、 金 參百兩 を 仕 法 年限 中 無利息 貸付 を 以て 助成 せられた。 

さか は 

爾來 第二 年に 入る に從 つて 益々 感激の 行動が 表 はれた。 酒匄 川垛 洪水 期 入 川の 石 拾 ひ、 用 排水 浚 ま 

惡水拔 等 を 行った 所、 人夫 は 期せず して n 十 勤に て 集り、 また 報德 加入金の 差 出方に は、 一村 勤 儉に努 

め、 六十 五歲の 老婆 も、 十六 歳の 少年 も、 娘 も 下女 も、 身 廻り 品を資 却して^ 出した。 上大 井の 大 {5 
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^當 は、 氏神 三 島 明 神へ 年々 差 出す 初穗 を辭 退した 所、 村民 は 却って 倍額 を 奉納した。 5； 當圓^ 坊は 

驚いて 全部 米 壹俵四 升 を 加入金に 差 出した。 眞11 寺の 孝道 法 印 も 同様 糯米 一俵 を 差 出した。 爲八郞 は 

麻 上下、 夏 合羽、 單挎、 綿 人 等 を 三分 贰 朱で 費って 差 出した 所、 その 老母 は 白木 綿 一反、 その 養子 は 

• 犟物、 襦袢、 娘 は 白木 綿 一 反 を 差 出し、 下女 こん も钍 着せ 白木 綿 一反 を 差 出した。 村民. 一 同 草 一駄、 

草鞋 等 何れも 特別の 勤儉 によつ で 加 人 金 返納 金 合して 百 九 拾 五 兩餘に 上 力、 第三 年に は 加 人 金 返納 金 

合して 百 四 拾 六 兩餘第 四 年に は 殘金贰 百 四 拾 九兩餘 第五 年 乃至 第 七 年に 到って 完了す るので ある。 

第三 年 卽ち天 保 十三 年 は 先生 幕府 登用の 年で あるが、 西大 井， の 仕 法 はこの 年 高潮に 達し、 道路、 川 

掘、 川 除、 石 拾 ひ 等に よって 用惡 水の 灌， 漑 排水 及び 耕作 交通の 利便、 水害 防禦 準備 等 を 一村 一致の 行 

； 動で 取り か  >1 つた 所、 近隣より 聞き及び、 鬼 柳 村、 金子 村、 曾 比 村、 金 手 村、 桑原 村、 西大友 村、 成 

： 田 村な どの 仕 法 村より 助成に 來り、 一村の 道路 用 惡水等 完全に 修理す る こと を 得た。 その 人夫 千 三百 

十七 人と 數 へ らる。 

また 更に 一段と 前者より 廣範圍 なる 勞カ 推讓の 例が ある。 それ は 上流 金子より、 卞流鬼 柳まで、 三 

二 ケ 村に 亙る 惡水 があった 爲、 年々 困却して 居た ので、 之 を 完全に 本流 酒 匂 川に 落す 工事に 取り か， - つ 

た。 その 延長 千 四百 四十 二 間で ある。 この 工事の 爲に關 係 三 ケ村は 下男まで 總出 にて 出動した が 之 

を 聞き 傳 へた 钍法池 域の 村民 は爭 うて 來り 助け、 二月 廿 二日より 廿五 日まで、 集りた る もの 三十 五ケ 


衬、 入夫 二 千 六 百 八十 五 人に 及んだ。 報. 德仕 法の 結果 推讓の 風の 舆 つたの は斯の 通りで ある • 

其 他、 西大 井村の 仕 法と 相^ 聯 して、 隣接 村 鬼 柳の 仕 法 も 進んだ。 その 狀況は 指導者が 爲八郞 であ 

るから、 西大 井と 大同小異 である。 この結果 として 天 保 十三 年に 西大 友に も 陰 かに 仕 法の 氣風 發生レ 

たが、 同村 は柬 三十 三ケ 村の 選擧 によって 定まる から^に 之 を 叙述す る。 

富士山 麓の 御殿場、 その 東方 現今の 小山 町 字 藤 曲 等の 仕 法 中に も 種々 感激の 行動が 見 ゆる。 

藤 曲 は 逸早く 仕 法 開始 を 懇願し、 熱誠に 敎旨を 遵奉し 實踐 した 爲に、 天 保 十 一 年の 正月に 仕 法が 始 

まり、 この 村の 名主 平 四 郞は誠 實に敎 を 遵奉し 村民 を 指導した。 されば 西大 井の 條 下に 揭 げた 様な 行 

動 は 寧ろ 藤 曲の 事實が 先例と もい ひ 得る。 御殿場 は 同年 三月に 始まり、 山中 忠助、 名主 平 右衛門 等大 

に 努力した。 下 新田の 仕 法 書、 藤 曲の 仕 法 書、 御殿場の 仕 法 書 等 は、 村民 を 指導 せられた 敎訓 書の 顯 

!•  ひ！， バ ナな よな *j ちゃ _f\ 

著な 事例と して 有名で ある。 その 最も 人口に 喰 炙せ る は 「日 褂雜？ ^帳」 と 「難 村 取 直相續 手段 帳」 と 

である。 一 般の 感激 を 表 はした 發 動的 行動の 敎化カ はこの 教訓 書に よって 窺 ひ 得る。 

五 本家 再興の 完成 本家 再興の 志願 は旣に 第二 章に 於て 述べた 如く、 十九 歳の 時の 發願 である。. 

乙ら JS ゆし や 

本家の 殘 屋敷、 當時 竹林と なれる 白髯 社、 稻荷 社の 屋舗貳 畝 歩が^ つたの を 根ー兀 とし、 先生の 努力の 

淨財を 加へ て 培養し、 少額ながら 本家の 陰 德を橫 み、 善 種 を 蒔て 大德 となさん が爲 に、 或は 村 內の少 

年 を 表彰し、 或は 窮民 を 救援した。 而 して 櫻 町へ 轉 居の 際に は 現 計金參 拾六兩 となって はた。 其總額 
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到^ 本家 再舆资 源と して 甚だ 少額で あるから、 直に その 目的 を 達し 難き を 思 ひ、 これ 全く 本家の 陰德 

消燼し 去って 未だ 陽德の 到らざる が爲 であると し、 之 を 以て 本家の 如き 狀況 にある 一般 社會 救援の 1 

助と もなら ば、 その 陰德 何時しか 精で 大を なし、 本家 再興の 完成す る 日の あるべき こと を 信じ、 先づ 

この 參拾 六兩を 携へ來 つて 櫻 町の 仕 法 資材に 投じた ので ある。 

. 故に 「本家 伊右衛門 一家 再興 相續 手段 帳」 は 先生が 櫻 町移轉 まで 十 五ケ 年の 記事 を 以て 終りと し、 

雨後 はこの 本家 再 輿 资金は 勿論、 一切の 资財を 投じて 櫻 町再舆 手段 を 講じた 爲に、 特に 本家の 仕 法 金 

活用の 名目 は 消える ので ある。 . 

されば 本家 再興の 完成 は、 櫻 町の 仕 法 第一 一期の 後、 小 田 原 領の仕 法 を 講ずる に 際し 問題と なった。 

かや ま  V 

小 田 原領內 一 般の仕 法に 從事 せらる i や、 栢 山村 は 勿論 一 一宮 一 族 は 本家の 再 與を發 願した。 曾 比 竹 松 

の 仕 法 成績の 擧るを 見て 益々 切望した。 先生 も 亦 若 冠の 頃よりの 願望で ある。 併しながら 公に は領內 

の 仕 法 を 以て 任と する を 以て、 本家 なれば とて 聊か 私意 を 達せん とする の 嫌があって はならぬ。 一般 

の 要求と しての 栢 山村、 更に その 一部分と しての 本家 再興と いふ 如き、 誠に 自然 的な 順序から 來 るの 

でなければ 着手し 難いので ある。 是を 以て 曾 比 竹 松の 仕 法より、 領內 仕法欣 求の 情勢と、 栢山 村民の 

切望と に 任せて、 天 保 十 一 年より 本家 復興の 調査 を 進めた。 

天 保 十 一 年に は 本家の 遣產を 調査した に 止めた が、 翌 十一 一年の 「栢 山村 一 一宮 本家 再與 田畑 増益 取調 
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帳」 によれば、 合計 反^ 贰町 壹反贰 歩と あろから、 旣に 再興に 着手せられ たこと が 明瞭で ある。 而し 

て翌 十三 年に は 三度 書更 めら れ、 田畑 反別 三 町 四 反 九 畝 二十 五 歩、 內贰畝 歩 を 除きて 代金 贰百八 拾 八 

兩 壹歩贰 朱で、 その 作德米 六十 一 俵で ある。 弘化 三年に は 四 町 五畝廿 歩、 嘉永 1 一年に は 五町 壹反七 畝 

十 八 歩、 作 德米百 六 拾 七 俵 三 斗 九 升と なった。 この間に 天 保 十三 年 先生 は 幕臣と なり、 弘化 三年に は 

小 田 原の 仕 法 は停廢 せられた から、 先. 生が 直接 土地の 購人 等に 關係 する ことの 出來 たの は 天 保 十三 年 

か やま 

以前で ある。 故に その後に 於け る 約 一 一町 歩の 購入 は 舍弟三 郞左衞 門 其他栢 山村の 報德 世話人の 手を經 

たもので あらう。 

弘化 三年 小 田 原 仕 法 撤廢の 令が 下った けれども、 本家 再舆は 先生 幼少より 丹精し 來 つたこと でも あ 

り、 本 來仕法 金が 本家 再舆 より 出發 したる 因緣 もあって、 本家 再與の 完成 は 先生が 畢 世の 任務の 一 つ 

である。 故に 撤廢の 令が あつたに 拘ら ず、 本家、 三 郞左衞 門、 增五郞 等 二三 親族 關 係の 分 に^り、 仕 

法 を耱繽 する こと を 願 ひ 出で、 大久保 家 も 之 を 許可した ので ある。  * 

斯くて 請戾し 又は 買 人れ た 田畑 合計 約 五町 餘歩 となった が、 大部分 は 小作と なし、 その 取扱 は^ 三 

郞、 墦五郞 等に なさし めた。 

增五 郞は增 右衛門の 後裔と して そ の 家名 を復與 すると 共に、 本家 伊右衛門 取 立の 事務 を管现 せし 

め、 或は 五町 餘の 田畑 購入にば、 本 象 再 輿 m 畑の 牧得 によって^^ せしめた もの も ある。 斯 くして 報 


德 式に 獨立 完成が 出 來れば 增五郞 は 本家の 相繽 人と して 選ばれる 豫約 があった ので ある。 

然るに 增五郞 管理 中に 於け る 再興 資財の 牧 支の 結果 は、 結局 十七 兩 不足と いふ 不手際であった。 元 

本 は 少しも 報いられず、 却って 負債の 姿を殘 したので、 これ を 如何に すれば 可な り や は、 先生と 親族 

との 間の 重要なる 問題であった。 

嘉永七 年 本家 再興の 治定書 どして 作製した 「相 州 足 柄 上郡栢 山村 伊右衛門. 式 家 株 再興 田畑 作德 取扱 

方 相談 書」 によれば、 當時 本家の 田畑 五町 一 反 五 畝 十八 歩、 增右衞 門 式 壹町三 畝拾贰 歩、 合計 六 町 一 一 

反 九 畝 歩あって、 その 內三町 豐反四 畝 十五 歩は增 右衛門の 相續 人た る增 五郎の 象 株と し、 殘三 町變反 _ 

四 畝 拾 五步を 本家 伊右衛門 跡 再 輿資產 とし、 增五郞 相 續分は 同人の 任意の 處现に 任す る も、 伊 右 f 門 " 

式 田畑 は、 之 を 別途に 備置 くこと 丄 した。 これ は 大高を 增五郞 及び その 相續 人に 自由 裁量と すれば、 一 

自然と 分 度 を 失 ひ、 先代の 如くに 再び 退轉に 及び 歎息の 外な き 場合 あるべき を 以て、 この 一 種の 財團 

式 方法 を 以て 相鑌永 安の 方途 を 講ずる こと A した。 卽仕法 書の 文句 を 見れば 

. 「總て 誰彼と なく、 天 災 水火 病難 等の 場合に 難 跺 する は 勿論、 或は 驕奢、 又は 怠惰の 弊風に 流れ、 

分 度 を 失 ひて 困窮し、 所有の 田畑 を賫 らんと すと いへ ども、 その 處分 さへ 容易なら ざろ こと も ある 

ベく、 又は 一時に 之 を買受 くる もの ありて 處现 すろ こと を 得る とも、 自然に 奢 を 生じ、 終 二 財 を 費 

し退轉 にも 及び、 不孝 この 上 もない ことで あろから、 作 德の儀 は 土地の 善惡、 村 柄の 盛衰に 隨 ひて 
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高下 あれ ども、 大略 年 一割と 見積り、 fK 災 凶荒の 節 は年迗 りと し、 作德 不足の 節 は 元金に 差.^ へ 

十 ケ^ 迄 は 三分の 二、 三十 ケ^より 五分 助成し、 順次 助成 を大 にして 六十 ケ年 目に は 全額に 及び、 

村 方 一般に 助成の 目的 を 以て 經理 すれば、 村內 一般、 國 家の 潤澤 として 取 立 遣 はすこと が 出來、 永 

久萬代 不滅の 傣 、家名 相續の 本旨で ある。 さて この 三 町 壹反五 畝 十三 歩の 本家の 资財を 以て、 この 

趣 3 曰 を 貫徹 せんが 爲に、 常三郞 (三 郞左衞 門) 増 五郎へ 世話 を 賴み笸 きたれ ども、 この度より は 親類 

一同に て 世話 致し、 本家 代々 供養の 爲、 永久 再 潰の 憂 無き 樣 致し 度、 若し 後年 篤實 誠意、 本家 式 相 

繽相當 の 人物 出た る 時 は、 親類 緣者 一同 相談の 上 家 株 相 渡相繽 致させ、 我等 幼年より 深く 心配 心掛 

けた 志願 を^ 徹し、 本家 再 舆の基 を 立て、 安心 致し 度い 云々」  . 

と あるから、 資財の 半は增 五郎の 生活 分限と し、 殘り を栢山 始め 廣く仕 法 を 行 ふ 极ー兀 として、. 之 を 二 

宫 一 族の 協同 管理の 下に 置く 財圑 として 保存 せんとした ものである。 

一. 家咸 亡の 根元 は その 陰德， 消燼の 結果で あろ。 再興の 志願 あり-にい へ ども 相繽を 得難き を 例と す 

る。 强 て相镇 せし むる とも、 多く は 亡 滅の迹 を 履む 事情 生じて 再び.； ぉ頹に 及ぶ。 或は 血族 斷 絶し、 或 

は 天災 地變 生ず、 先生 はこれ を 以て 二宮 一族の 爲に 無限の 陰德を 培養し、 廣く社 會の衰 頹 を救拔 する 

仕 法財阒 として 本家の 资財 を樣持 せんとした ので ある。 

本家の 再興 は 斯くて 決定し、 埒 右衛門、 三 郞左衞 門 等の 復舆を 合して、 大久保 家より 受取る 五千兩 


G 內壹 千兩を 割きて 之に 充てた， 

增 右衛門 は 前述の 如く E 畑 壹町六 反 三 f 歩で あるが、 本家 再與 として I したので ある。 

三郎 I 門 は、 先生の 直友吉 である。 二十 八歲 にして 一族の i によって 萬兵衞 の本盡 郞秦 

門の 養子と なり、 更 めて 霊 郞と稱 し、 次で 一二 郞左衞 門と 改名した が、 天 保 四年櫻 町より 金 六 拾兩を 

借用して、 ssgigf 賀 人れ、 同 八 年までに 金 § 七 兩ま拜 借して S 七鳘歩 I し 

た。 然れ ども その 返金 容易なら ず屢々 往來を 重ねて、 この 嘉永七 年に 一件 落着と なった ので ある。 

六 小 田 原 領內仕 法 組織の 變更 とその 撤廢  一 

ミも卜 1 ： にクで 二 1}p こ：^ ナるト a 原領 3 の： H 法 は隆々 として 振興した 

ィ 仕 法 組合 村 設置 .天保十ー.^ょり同十ニ.^レ方，-7','3，ま-'..,1/.^'  2 

が、 併し 未だ 小 S 原 侯の 臺 所が 分 度 を 立てず、 隨 つて 領內 一般の 仕法资 財の 根底が 確立し なかった。 - 

# 比 竹 松の 如き は 先生の I する 僅少の 资 財に 管、 西大 井、 鬼 柳の 如き も 三百 雨の 報德 金 を 提供し 

たに 過ぎなかった。 されば 領內の 仕 法 は 何れも その 町村の 資力に 基き、 自給自足の 立場より、 S カ更 

生す る 外はなかった。 これ は 本 來報德 仕 法の 根本 原則に 基く ものである けれども、 領內の 仕 法 進行す 

れば之 I めり とし、 直に 1 し、 租税 S 求と なったなら ぱ、 仕 法の 完了 は 出來ろ もので はない。 

何年 間 かの 課稅据 置の 分 度が 立たねば ならぬ。 先生が 領主の 分 度 確立 を 要請した のは此 所に 理ゅカ あ 

つた。 併し それ は容 れられ なかった。 


一 m 一 


天 保 十三 年、 先生 は S に 召さる， こと， なった。 當時仕 法 役所の 任務と して ま、 仕ま の 也/,, 

連ま-保 たしめ、 私的 結合 を 以て 仕 法 を霧せ ん とした。 f 町村が 齎 的に 組合 を 作り、 "ベ， ^ 

相 g 助に よつ 5 內の仕 法 を 完成 せんとし、 先づ 成立した ものが S 十三 ケ 村の fts;; あつ 

た。 fm. この 一一 一十三 ケ 村の 會合 によって 優良 町村 を 選び、 その 墓 r4 が 

£ を 講ぜられ、 その 墓 町村 中に 於て 出精 奇特 人 を 投票し、 順§霧 美の 5 隆 にし、 蒙，^ 

の 俗を與 さんと した。 この 第一 回の 町村 投票に 當 選した もの は西大 友であった。 

併し これ も 同年 僅に 一 回に して 止 t  、一  II 應 SS 以 f  、 小 § 藩 政の 方針 大 

この 妙法 も櫞績 しなかった。 

口 小层 藩 政と 野 州論 斯く藩 政の 意見に 變 化を來 したる は、 望の 分 度の 確定 S する 

直と is 見との 相違と、 藩 政の 嫉視と より 來る もので、 先生が 雷と なりた I 以 1 本 勺 分 

度 確立 問題 は 消えて しまった ものである。  ォ- 6 ダ 

總て讓 財政の 粮 元は、 驚の I 力 i 本と する。 一般に 賦課した る 納税 まさへ よければ 擔税 

ilia 納稅は 容服從 の 美風に 大 なる I が ある。 流汗 f- 以て 納 せし 

たる 後 は、 賈の餘 カを缺 き、 震 上の 改善が 行 はれず、 一磨 1 災 S へば 忽 にして 流離 還す 

る。 1 层と野 州との 意見の 相擎 回顧 すれば、 この g に少 からざる 曲折が あった こと を^さ。 


—  275 — 


て 曰、 

. 「國 家の 分 度の 定まらざる 時 は 仁政の 本源が 立たない。 仁の 本 立たず して 國民 を惠 まん こと を 計 

る、 是 誠に 民を憐 むの 仁心な きが 故で ある。 上 仁を唱 へて 國民を 安ん ずるの 道 を 行 ふとき は、 下民 

歡喜カ 耕 以て 報恩 納稅を 喜ぶ。 若し 貢 稅の增 加 を 喜びて 民力 盡る とき は 困窮 衰亡 必至らん、 余不背 

なりと 雖も 先君の 命 を 蒙り 十 有餘年 全力 を 奉げ て 上下の 永 安を圖 り、 君の 心 を 安 じ 奉らん とした、. 

今日に 到って 小 田 原 領內國 本 確立せ ず、 仁政の 本源 定まら ざるに 仕 法 を 行って 斯民を 苦め 牧歛の 政 

を 助く る を 欲しない、 君 等 下民と 接し 農 間に 心 を 致し、 仁政 を 行 はんとして 民力 向上 すれば、 課稅 

隨 つて 増加して 遂に 牧歛 の臣 たるの 實を 致す であらう、 眞に 忠臣の 爲 すべき 所ではない、 分 度を定 

めて 民力 平均の 增 進を俟 ち、 分 度の 向上 を 自然の 發 展に俟 つに あら ざれば、 眞の 仁政で はない、 先 

君旣に 亡し 給 ふ 余敢て 如何と-も するな し」 

とて 野 州に 歸 つた。 鵜澤 驚いて 之 を 藩 政に 告げた。 藩 政 等 は 過去 數 百年 行ひ來 つた 財政の 方策に、 儒 

者が 裏付けした 政治の 理論 を 有し、 財政 不如意と なって 赤字 を 生ずれば、 之 を 一 時 借 入に 俟ち、 結 周 

民に 求む る 外 はない と 信じつ A あるから、 評議 徒らに 決せず、 到底 藩 政の 分 度 を 立てる が 如き 英斷に 

は 達しない の， である。 


然れ ども 領民 は 旣に仕 法の 妙 術た る を 認め、 全 領民 は擧 つて 發業を 求め、 代表者 を 櫻 町に 遣して^ 

願して 止まず、 先生 之に 敎 ふるに、  ， 

「上 當局仕 法の 根本 を 立てず、 藩 政 改革が 行 はれ ざれば とて、 之 を 怨恨し 之 を呪咀 する 愚 をな すべ 

からず、 身 を 修め 家を齊 ふる は 各人の 自覺 にあり、 一家 を 舆し、 一邑 の 艱難 を 除き、 以て 孝悌の 道 

を 全くす る 外 はない。 怠れり とて 誰 人が 來り惠 む も のぞ、 怠けた る 報 は 直に その 身に 歸り來 る」 

と、 その 敎誨 到らざる なく、 席に 在る もの 皆 感淚に 咽び、 一層 切なる 願望 を發 した。 故に 先生 は 巳む 

を 得ず 一 村 再興の 規畫を 立て A 之 を附與 した 處、 村民の 丹精と. その 法則の 妙と が 着々 として 實 現した 

ので、 藩の 當局も 亦 巳む を 得ず して 鵜澤を 遣して 先生の 出張 を 求め、 前に 述べた ろ 如く 報德 役所の 設 

立計畫 をも吿 げた。 先生 怫 然として 役所の 設置と 仁政の 本源との 緩急 比すべき でない こと を 論じ、 分 

度 立た ざれば 桶に 底な きが 如くで ある。 と、 然れ ども 鵜澤の 持久 的 努力と、 領民の 懇望と によって、 

曾 比 竹 松に 仕 法 を 講じた ので ある。 

斯 かる 經緯を 有した 先生と 藩 政と は、 極度に 持論 を 主張して 意見 を戰 はすので はない、 藩 政 は 先生 

の 論議 を犟 なる 意見と なし、 野 州 論と 稱し、 奇人の 綺語 として 取扱 ひ、 毫も 反省す る 所な く、 却って 

よしの と しょ  へ レ また 

民心 を 煽動す る ものと さへ 毒 語す るに 至った。 然れ ども、 吉野圖 書 あり、 早 川 茂 右衛門 あり. 三 幣乂 

左衞門 ある 間 は、 先生 は 常に 重き をな したる が、 吉野、 早 川 逝き、 三幣 斥けら る A に 及んで 遂に また 
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如何と もす る 能 はざる に 到った。 

へ いまた ざ ゑ もん  よしの と しょ 

ハ 三幣の 失脚 三幣又 左衞門 は、 早 川 茂 右衛門 等と 吉野圖 書と に說 き、 先生 を 小 田 原 藩士に 登用 

し、 櫻 町 仕 法 を 行 はしめ た 知己で ある。 勇力 出群 服 光人 を 射、 頗る 才智 ありて 能辯な りと 稲せられ， た。 

お ほく ぼ た V ざね こ- フ 

曩に 大久保 忠眞公 先生に 櫻 町の 事 を 命ずる に當 つて 力 を 添へ る 人物 を 聞く、 先生 曰く 三幣 なりと、 卽 

ち 君命 を 受け、 仕 法の 基本 を 確立した、 僅に 一 一年に して 三幣 年寄 職に 榮 進した、 先生 野 州に 在りて 之 

を 聞き 大息して 曰、 三幣』 二 年に して 野 州の 管掌 を， 易 ふ、 三幣 また 堅く 櫻 町 三邑の 復邑を 約した、 而 

して 今 この 轉任を 見る、 これ 三幣が 我が 道 を 聞いた 爲、 從來の 三幣に 非ざる を 以てで あらう が、 櫻 町 

の 事 もこれ より 障害 生ずべ く、 三幣 一 身の上に も 亦 難事が 生ずる であらう、 これ 最初 約束した 信義 を 

失 ふが 爲 である。 

いんもつさん せき 

後 櫻 町の 事 障害 百出し、 また 三幣 君寵 を 受け、 權烕 時流 を拔 き、 音物 山積し、 日々 の 浴 湯 を 沸す に 

菓子 箱に て餘 つたと 稱 せられた が、 僅に して 過誤 を 生じ、 服 部 等と 共と 退けられ、 獨り f 二 幣江戶 詰と 

して 氛れ た。 先生 曰、 服 部、 三幣 の諸士 我が 道の 形式の 一端 を擧 びて その 原理 を 知らず、 猥りに 已れ 

が 知慮と なして 藩 政の 改革 を 企てた、 これ 一 に 仁 道 を 行 ふに 非ず して 私利で ある。 枝葉の 術 を 以て 阈 

家 を 泰山の 安き に 置かん とした ものである。 才力 國 中に 冠たり と雕も 遂に 無用の 人となり 了った、 痛 

嘆の 到で ある。 今 三幣 一 人殘れ りと 雖も亦 服 部に 異ならず、 野 州に 一 身 を 抛たん として 忽然 約 を變じ 
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て 榮利を 喜び、 最早 廢棄の 運命に 迫られて 居る。 この 人 も 無用に 歸 すれ ぱ 誰か 仁術 を 施さん 我^の 

爲に三 幣を救 はんとす る も 信の 道 立たず、 我が 言 を 用 ふる 能 はざる を 如何せんと。 終に 出府の 上三幣 

に面會 して 曰、 

「足下、 +權威 ありと いへ ども 風前の 燈 より 危し、 何と なれば 先年 改革 をな す もの 盡く 斥けられて 

居る、 足下 獨り 免れ 得る 道理がない、 元 來野州 興 復の道 は 我と 共に 力 を 致す 約であった、 君命に 應 

じて 高戳に 登り、 約と 信と を棄 てた。 然れ ども 一 身 を 抛ち 忠を盡 し、 自ら 節 儉を行 ひ、 一 藩に 先立 

つて 艱苦 を 嘗め、 音物の 道を斷 ち、 廉潔 正直 を 以て 上下の 爲に カを盡 さば、 君 之 を 信じ、 一藩 も 信 

頓 する であらう、 君 近時 奢侈に 流れ 功名 を 貪ろ、 斯 くの 如くして 永き を 望む こと は出來 ない ^今 

. 足下の 過 を 改めん こと を 望む もの は 懇意の 故で はなく、 國 家の 爲に 已むを得ないから である。 足下 

請 ふ 宜しく 退職して 兩 全の 道 をな せよ。」 

と、 三幣 之に 應 じて 曰、 

「足下の 言 當然の 道で あるが、 我が 意 は 忠道を 守る 外に はな い、 君 退職 を 命ずれば 元より 巳 t なし L 

自ら 退職 を 請 ふ は 本意で ない」 

と、 依て 先生 は、 

こがらしに 吹殘 されし 柏 葉の、 春の 雨 夜 をい かに 凌がん 


と 害き 殘 して 去った が、 三幣は 終に 之 を 悟る ことが 出來 ないで、 數曰 にして 退職 を 命ぜられた。 三幣 

犬に 驚き 一朝に して 夢 醒め、 爲す所 を 知らなかった。 先生 國 象の 爲に三 幣を救 はざる ベから ずと て、 

三 幣を訪 ひたる が、 三幣 先日の 勸吿を 用 ひざる を 悔い、 且つ 今後の 方途に つき 誨を 請うた。 

先生 曰、  - 

「往事 說 くべ からず、 唯 聞かん と 欲する 所 は 一 身の 爲に職 を 奉じた るか 君 家の 爲に 奉じた るか」 

三幣 曰、 

「不肯 なりと 雖も 一 身 を 利 せんが 爲にカ を盡す もので はない」 

先生 曰、  • .  - 

「素より 然 らん、 然 らば 一 身 過 ありて 退けられたり とする か、 退く る もの i 過と する か」 

三幣 曰、 

「是皆 吾が 過に して 忠勤 足らざる が 故で ある、 何の 怨む所 もない」 

先生 曰、 

「素より 退く る 者の 過で なく、 足下の 過で ある、 足下 今日 身の 過 を 知ら ぱ 何故 に その 過 を 謝せ ざ 

る 力」 

三幣 曰、 
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「^を 謝せん と レて其 道な し、 假令 謝したり とも 何の 益 もな レ」 

先生 曰、  f 

「元より 君 侯に 向って 謝する の 道 はなから う、 併し 謝する の 道 はないで はない、 言 を 以て 謝する の 

で まなく、 行 を 以て. 謝する ので ある。 こ A に 道が ある、 斷 然として 在職 中の 奢 を 改め、 衣 I 器財 金 

銀に 至る まで 物を餘 さず 之 を 出し、 一藩の 貧 人に 贈り、 彼等の 奉仕の 用に 當て しめられよ、 今や 

名君 上に あり、 余が 如き 不忠 を爲す 勿れと 一 言を殘 し、 妻子 共に 徒歩 を 以て 出發 し、 一 物を携 へず、 

一 僕 を 連れず して 小 田 原に 歸り、 緣 者の 助力 を 得て 艱苦 を盡 すがよ い、 日夜 國家を 憂 ひ、 身の 過 を 一 

悔い、 而 して 未だ 謝罪の 迹 足らざる を 思 は V  、誠心 必 外に 顯 はれ、 隣人 必ず これ を稱 する であらう、 i 

再び 眞忠 を盡 すの 時機 到ら ざろ を必 すべきで はない。 然れ ども この 行爲 聊か にても 名聞の 心 ある 時 

ま、 至誠の 道 また 忽 にして 絶 ゆるで あらう。 誠に 謝罪 を 思 ふなら ば 速に 之を爲 せよ、 國 家の 爲に苦 

言 痛 語 巳む ベから ざるが 爲 である」 

と、 三幣默 然として 良久し くして 曰、 

「是 容易の 事で はない、 退て 愚案の 上 行 はう」 

と、 先生 大息して 去った が三幣 終に 道 を 行 ふこと が出來 ず、 家財 道具 數駄の 馬に 附し、 駕に乘 じて 小 

田 ほ 小こ歸 つた。 然して 後 活計 其 道 を 失 ひ、 债務 山積 財物 を 失 ひ、 廩々 先生の 助力 を 請 ひ、 終に 嗜好の 


啄 酌に も事缺 きたる を 以て、 先生 一日 一 合の 割合 を 以て、 生涯 飯 泉の 酒店より 之 を 屈け しめた、 時人 

• 友誼の 厚き に 感じ、 美談と して 傳 へられた。 

一一 小 田 原 仕 法の 撤廢 小 田 原の 仕 法 は 曾 比、 竹 松、 三 新田、 藤 曲、 御殿場 等 を 始めと し、 成 綾佳 

良なる を 以て 遠近 語り 傳へ、 之 を 範例と し、 之 を 模範 村と して 視察す る 者 多く、 感歎 淚を 流す に 到つ 

た。 この 時に 當 つて 分 度 を 定め 國本 確立 すれば、 上下 永 安の 道 永く 行 はれた であらう に、 小 ffl 原 藩 政 

は 領民 を 以て 納稅の 具と 心得、 藩 政 を 制限して 民意に 投 ずる を 愚劣と し、 特に 一 一 宫の敎 によって 藩 政 

の 改革 をな さんと する こと は、 藩の 爲政 者の 體面を 失 ふと 信じ、 斷 じて 之を改 むろ 餘 地な しとて 用 ひ 

なかった。 而 して 謂へ らく、 野 州 論 は 兎角 領民に 便に して、 藩 政に 利で ない、 宜しく 二宮 直 屬の仕 法 

を回牧 して、 藩 治の 方策と して 之 を 行 ふべき であると て、 悉く 仕 法 を 以て 奉行所 屬 となし、 次で 柬三 

十三 村 組合 を 設け、 順次 西部より 駿 東に 及ばん とした。 

然れ ども 領， おの 先生に 歸依 する 實に全 功、 全能の 觀が ある。 先生の 敎を受 くる 間 は 藩 政 は 事 實上如 

何ともす る ことが 出來 ない、 玆に 於て 先生 を 如何に 取扱 ふべき か V 問題と なった。 

天 保 十三 年 先生が 幕府に 登用せられ たの は、 小 田 原 藩より 先生， を 敬遠し、 之 を 幕府に 推擧 したと も 

稱 せらる A も、 先生 は旣に 江川 太 郞左衞 門の 依 賴に應 じて 幕府に は 噂の 種と なりたるべく、 然ら ずと 

も 天 保 七 年の 凶作 以來、 廣く 救世主の 如く 傳 へられ、 天 保 十三 年に は 上 總富津 の 代官 篠田 藤四郞 より、 
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領中 視^の 依願 ありた る 程で あるから、 幕府が 新進の 人 村 を 求めん とすれば、 先生に 着 腿せ ざる 道理 

はない、 尤も 先生 を 登用す るに 際し、 小 田 原 藩に 於て 是非 必要の 人物なる か、 それとも 幕府に 採用す 

る も 可なる かとの 交涉ぁ りたるべく、 その 際 本人の 名譽な れ ば 是非 御 採用 をと 挨拶した る ならん は當 

然 にて、 小 W 原 藩で は 願っても ない 好機と して 回答したり と考 ふべき 理由 は 充分に ある。 この 幕府 登 

用が、 仕 法 撤廢の 前車た る こと は 明かで ある。 

先生 は 天 保 十三 年 七月 廿ー 一日 附を 以て 水 野 越 前 守より 召され、 十月 三日 貳拾俵 一 一人 扶持 を 以て 御 普 

請 役 格に 召 出された。 小 田 原 藩の 當局は 之 を 先生に 傳 へた、 先生 之に 對 して 曰、 

「大事で ある。 二十 年 前 君 侯 野 州 復興の 事 を 以てし 給 ひ、 漸く 再復 はした が 未だ 全く 完成した りと 

いふに 至らず、 先^. 小 田 原の 急 ふ 救 は しめられ、 次で 遣 命あって 野 州の 法 を 小 田 原に 移した、 與復 

の 本源 は 定まらな いが 民間 誓； 夜と なく カを盡 して 居る、 今 之 を廢止 すれば 數 萬の 人民 道 を 失 ひ 再び 

衰 廢に陷 るで あらう、 これ 先君の 仁政 を中廢 する ものである、 今や 一 意 努力の 最中に 幕 命が 下った、 

故に 幕 命 を固辭 したし、 君 侯よりも その 意 を 致し、 領中袞 廢再與 を 二お に 命じ、 事業 半に 至らざる 

を 以て 二宮 を 引 移さ ぱ、 先^ 以來の 業 一 時に 廢 する であらう、 願 はくば 領屮 再興の 道大體 成就す る 

まで 登 用 を 免ぜられ たく 願 出られたい。」 

小 田 原の 大夫等 EE  く、 
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「汝の 誠忠 先君の 遣 志 を 思 ふの 心 至極 尤 であるが、 一度 幕 命 下らば 如何と もし 難く、 小 田 原 は 私事 

である、 之 を 以て 公事 を辭 すれば 却って 忠を缺 くに も 似て 居る、 故に 當 君の 爲を思 ひて 命令 を受く 

べし e」 . 

先生 曰、 

「然 らば 小 田 原の 仕 法 はこれ を 以て 廢 せらる， - か。」 

大夫 曰、 

「何ぞ 先君 以來の 事を廢 する 事が 出來 よう、 汝が 勤務の 餘暇を 以て 指揮 を 得ん こと を 歎願せば 許さ 

れ ざる こと はないで あらう、 小 田 原の 事 は 心配す るな かれ。」 

斯 くして 命 を 突け、 钍法關 係の 指導 を 歎願した が、 十月 六日 小 田 原の 事、 櫻 町の 事共に 仕 法に 關與 

して 差 支な きこと A 許された。 

同年 冬 先生 幕 命 を 受けて 印幡 沼の 視察 をな し、 これ 日 も 足らざる 間に、 江戶小 H 原 藩邸に 於け る 報 

德 掛の人々 は 交迭退 勤して 小 田 原に 歸 つた。 爾來小 田 原の 方面 は、 奉行 鵜澤作 右衛門 は轉 勤し、 山^ 

金 吾右衛門 のみ 殘 つたが、 西大友 村の 當 選した 天 保 十三 年 を 限りと して 新しく 積極的に 進展す る捣様 

なく、 報 德の掛 り 役人 は 從來の 仕 法の 殘務 をな すに 過ぎなかった。 

當時額 民が 仕 法を欣 求す る こと は 益. „< 烈しかった、 しかし 先生 は翌 十四 年 大生 鄕 村の！ i 察 後、 弘化 
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元年 日光 復與仕 法 雛 形に 全力 を盡 し、 殆ど 小 出 原 を 顧みる 暇がなかった が、 領民の 慕 ひ來る もの は 日 

日 に 多ぐ、 小 田 原 藩 政 は 終に 竊に 先生 の敎を 受け る を 禁じ、， 許可 を 受けず し て 領土 を 離 るべ か ら ずと 

達した けれども 容易に 止まず、 私用と 稱し、 親戚に 至る と稱 して 先生の 門 を 叩いた。 

弘化 三年 仕 法 雛 形の 完成 近づく 頃、 先生 はこの 雛 形に よって 小 田 原 領に行 はんとし、 その 二月 卄六 

日より 六月 廿 八日まで、 小 田 原 藩 政へ 交涉 する 所があった。 先 づ雛形 出 來の歡 びと 仕 法 再進涉 の照會 

狀 であった、 然るに これ は 小 田 原 藩 政の 意ではなかった。 而も 却って 益々 禁遏 手段に 出で、 終に 弘化 

三年 七月 十六 日 小 田 原 镇內仕 法 「故障 有 之 疊に致 置」 と 達し、 先生の 許へ も 之 を 通告し、 報 德金五 千 

雨の 返金 を も 通知した。 先生 愀 然として 歎じて 曰、 我事 斯に 到って 極まった。 先君 國民を 憐み給 ふこ 

と 子の 如く、 余 をして 撫育の 事 を 以てせられた。 我 一旦 命 を 受けて 以來、 仁澤 をして 斯 民に 及ぼ 

し 得ざる こと を 恐れ、 天地に 祈り、 鬼神に 誓 ひ、 孜々 として 努めた が、 當君 未だ 幼に して 斯の事 を 知 

り 給 はず、 執政 遂に 事 を 過って 道を廢 した。 然れ ども 何の 怨 むる 所 もない、 我が 誠心が 足らざる が爲 

に 回天の 事 を 行 ふ を 得ず、 この 道の 本源た る 小 田 原に この 道を廢 した。 我れ 他に この 道 を 以て 功を顯 

なす 時 は、 小 田 原の 非 を 世に 傳 ふること. I なる、 寧ろ 一時に 道を廢 して 小 M 原の 心 を 安ん ぜんかと、 

仕 法關係 諸侯に 今後の 指導 を謝絕 した。 諸侯 曰、 一 K 下の 良法で ある、 之 を廢粲 する は 小 田 原の 大過で 

ある、 爾今 百年の 與復 この 方法の 外に はない と、 斯の 如く 事 志と 違 ひ 慨嘆に 堪 へず、 依て 先生 忠眞公 


の 墓に 參り、 合掌 流涕 して 時刻 を 移した、 從者落 淚聲を 呑んで 立つ 能 はず 時 を 移した。 

ホ 仕 法 撒廢と 報德金 返還 一件 弘化 三年 七月 十六 日 「今般 報 德之儀 御 故障 之 次第 有 之 候に 付疊に 

いたし 候 之 問、 村々 存寄を も 相 尊 候 所、 別段 異存 も 無 之 旨 請 書 も 差 出 候 間此度 相疊申 候、 是迄は 不一 

通實 意之 儀不淺 忝被存 候、 依 之 白銀 二百 枚 相 贈 候」 とい ふ書狀 が、 小 2 原 藩より 先生の 許に 遣され、 

尙 口頭 を 以て 報德金 不殘御 引渡 可 被^ 候 趣、 江戶 詰役牟 鱧三郞 太夫、 高 月 六左衞 門より 達せられた、. 

之に 對し、 - 先生 は 種々 の 照會 をした が 總ては 不得要領であった。 この 傳達 書に は從來 の勞を 謝し 報德 

金 五 千 餘兩の 返却と、 謝禮 として 白銀 一 一 百 枚 を 渡す 旨が 記されて ある。 

先生 は 今 この 大金 を 受領して 疸 にこれ を 用 ふべ き-場所 もない、 本來 この 報 德金は 櫻 町領の 仕法以 

來、 仕 法 金、 報德 金と して 取极 はれた ものである、 その 中には 先生より 進 獻 した 千兩、 その 千 兩は御 

手元 金と して 小 田 原 救急の 際 下された、 その他 小 田 原 領の仕 法に 活用した の は 皆な 報德 金で ある。 依 

て 受領す ベ き 限り でない と斷 つたが、 疊置 に な つた 以上 之 を 返却す る に 決定した とて 强 て 返却 方を傳 

達して 來た。 

さて 先生 は 之に は當 惑した、 果して 當然之 を 受領して 可な り や 否や、 現下の 身分 上 如何に 之 を 取扱 

ふべき かを考 へた 結果、 受領 差 支 なきや 否やに 付 幕府に 伺 ふこと 、なった、 それ は 同年 十二月 廿 八日 

の 事で ある。 翌弘化 四 年 その 伺 書の 文面 を 小 田 原の 內閲を 受けて 差 出した が、 幕府から は 正月 二日 附 
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にて 「御 ffl 筋と は異り 相封關 係の 事で あるから、 勝手次第に 致すべし」 との 指令が あつたので、 終に 

先生 は 之 を 受取るべき こと A なり、 結局 その 十 一 一月 五 千 百 餘兩を 受領す る こと A なつた。 

. 然るに この 報德 金の 受取 方に つき 又々 行惱を 生じた、 それ は 一 且 引渡す と 申 越した 小 ffl 原 藩で は^ 

時 各種の 人 用が あり、 嘉永 年中の 世情 變 化し、 その 拂 渡に 支障 を 生じ、 先生が 钍法 用途の 決定した 頃 

に は、 小 田 原で はえ 拂が 出來 なかった、 嘉 永ー乂 年より 返金の 照 會は度 を 重ねた けれども、 その 要領 を 

得なかった ので、 同一 一年 十月 十七 日に 先生 は 仕 法 金 五 千 雨の 外に 取纏め 一 萬兩 として、 阈防金 を獻納 

せんかと も 申出た が、 藩 は 之 を 扳 否し、 支拂 延期 を 申出た。 爾後 再三再四 交渉の 上、 安政 三年 迄に 數 

か やま  ^ 

回に 分割して 之 を 受領し 栢 山村 復興に 壹千兩 を 用 ひた 外、 全部 日光 御 祌領の 復興 等に 投じた。 この 11 ^ 

の 往復 書狀は 積んで 大冊 を 成し、 三百 六十 枚の 書翰 留を殘 して 居る。 これ を 以て 小 田 原 領仕法 撤廢問 一 

S の殘務 まで 終結した ので ある。  ， 


一 aS7  ― 


第 十一 章 相 州 片岡村 並 伊勢原 附近の 仕 法 

一 片岡並 伊勢原の 仕 法の 端緒 天 保 八 年頃より 報德仕 法は朿 日本一 帶に渴 仰の 的と なり、 漸次 全 

やおべ もて！ S  ， 

日本に 及んだ。 卽ち櫻 町 復興の 好成績より 靑木、 谷 田 部、 茂 木、 烏 山 等に 及び 更に 小 田 原 領に實 施せら 

れ、 小 田 原 櫻 町 を 中心に 四方に 流轉 した。 そ^ 小 田 原 を 中心とし たものに、 先づ 伊勢原の 加藤宗 兵衞、 

片 岡の 大澤 市左衞 門、 大 磯の 川 崎屋孫 右衛門、 韮 山の 多 田彌次 右衛門 等 を 主と し、 浦賀、 三 赂其他 相 

駿 豆に 涉 つて 仕 法 風 をな した。 而 して 仕 法の 範 となり、 後世 を裨 益した 隨ー は片 岡の 仕 法で ある。 

片岡村 は、 大澤 氏が その 中心人物 である。 大澤 氏が 報德の 門に 人り たる は その 親戚 加 藤宗兵 衞の勸 

誘で あり、 加 藤 宗兵衞 の 報德に 志した る は、 小 林 平兵衞 から 傳へ 聞いた からで ある。 

.  みくりゃち は 5 ご てんば  かまど しんでん ん J ゥ ま^り 

1K 保 八 年 先生が 駿豆 相の 凶作 地 を 巡回す る や、 御厨 地方 御殿場、 竈 新田，、 藤 曲 等 一 帶の 人心 は 改ま 

り、 先生 を 神の 如く 欽 仰した。 而 して 報 德仕法 は 一 粒 一 錢 の給與 をな し、 半年 一 年の 貸付 を 行 ふに も、 

その 眞心を 理解せ しむる 敎 化の 伴 ふ を 要と する、 よって 地方の 民 は 和 かに 之を會 得する、 恰も 當 時流 

布しつつ あった 心學 道話に 似通った 說明も 有った 譯で、 心學に 親しみつ 1 ありし 竈 新田の 小 林 平兵衞 

が、 熱心なる 信者と なった の は當然 である。 而 して 之 を 先 づ心學 の 同人 加 藤宗兵 衞に傳 へ、 宗^ 衞は 


その 親戚た る大澤 市左衞 門に 嗥 した。  - 

大澤市 左 衞鬥の 長子 小才 太の 妻 は 加 藤 宗兵衞 の 娘で ある。 IK 保 九 年 正月 年始の 會 合に 際し、 世間話 

から 自ら 時局に 及び、 近時 著しき 經濟 生活の 困難なる 所へ、 天 保 七 年の 大凶 作に 遭 ひ、 愈々 困窮す る 

に 至った 事情、 これ を 如何にして 救濟 せんかとの 問題 は、 話題の 重點 であった。 この 時 加 藤 宗兵衞 は 

小 田 原領に 於け る 報德仕 法、 二宮 先生の 盛名 を 小 林 平兵衞 より 聞く がま A に 物語り、 無利息 金 貸付 を 

受 くれば、 片岡 村の 困窮 は 救 はれる であらう とい ふこと であった- 

加 藤 宗兵衞 に は大澤 氏の 一 村衰 弊よりも 急なる 問題が あった、 それ は 弟爲藏 の相鑌 一 件と 大 磯川 崎 

屋の打 毀 一 件であった、 これに 就ても 親族の 相談で は圓滿 解決の 方 案がなかった、 平兵衞 はこれ も 二 

宫 先生の 指導 を 受ける 樣に勸 めた 様で ある。 

天 保 九 年 四月 十日、 小 林、 加 藤、 大禪 父子、 眞田 村の 上野 等數人 同行して 先生 を 訪問した と傳 ふる、 

この 人 等が この R 出頭した こと は 日記に も 見えず、 仕 法 書に もない、 然れ ども 加 藤 宗兵衞 より 差 出した 

「報德 金 加入 取調 帳」 に は、 天 保 九 年 四 W とあって、 その 內容は 川 峙屋の 改悛 並に 再興の 爲に、 その 妹 

た る 宗兵衞 の 妻が 、寶 却した る 女 物資 捌 之 事と いふが 第一に 祸 げられ、 次で 宗兵衞 の 所有物た るか 物 

竇捌之 事が 記錄 せられ、 川崎屋 一 件の 詳細なる 經過を 附記し、 川崎屋 より 持參 したる 衣類 並に 宗兵衞 

の 所有 品 を 寶拂 つて、 總計金 百 三 兩餘を 川崎屋 再興の 资に差 出さん とする 旨が 述べ て ある、 これ 明かに 
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加 藤 は 報德式 指導 を 受けた 證據 である。 

加 藤 は 弟 爲藏の 養子 一 件と 大磯 一 件 を 詳細に 物語り、 指導 を 受けた。 孫 右衛門 は 目下 人 牢中 であ 

る、 一^ は 正に 廢 減に 歸 する から、 これが 救 濟の仕 法 をと 懇願した、 これに 對し孫 右衛門が それ 程の 

困 i に豐 ふの は、 その 侏て 來る 原因がなくて はならぬ、 瓜の 種子 を 蒔けば 瓜が 生え、 茄子の 種子 を 蒔 

けば 茄子の 實 のる 世の.？ ある、 善 を 蒔けば 善が 生え、 惡を 蒔けば 惡の 生える 道理で、 川 崎屋が 善の 

種 を 蒔く ことの 出來 ない 人牢 中で あるから、 その 妹た る 宗兵衞 の 妻が 持參 したる 衣類 を賫 り、 川崎屋 

再興の 资 金に 供し、 その 陰德 によって 孫 右衛門の 改悛 出獄 を 早くす る 方途 を 講ずべき であると いふ こ 

とであった。 

この 指導 は 忽ち^ 中し、 その 五月に 孫 右衛門 は 出獄した。 ^に 川 崎 屋の條 下に 述 ぶる 如く 曲折 は あ 

るが 孫 右衛門の 改悛 も 見え、 宗兵衞 は 非常に 先生 を 尊敬し、 同年 八月 十六 日 小 田 原に 先生 を 訪問し 之 

を 報告した。 

宗兵衞 の 報 德に心 を 傾けつ A ある 時、 その 婿た る大澤 小才 太 等が 之に 引 附られ る は 自然であって、 

同年 八月 廿六 曰の 曰 記に 小才 太の 到着が 錄 せられて ある。 到着した とい ふの は少 くと も 旣に面 會カ終 

つて 居る ものと 思. はれる も、 現 量 鏡に よれば 敎を 受けた の は 「九月 中」 と あるから、 1 村 取 直しに 闢 

する 指導 は 1K 保 九 年 九月と 認 むべ きで ある。 


大澤 氏の 面 謁は片 岡 村の 復興で あろ。 片岡村 は 現今の 祌奈川 縣屮郡 金目 村字片 岡であって、 旗本 高 

井 氏の 領土に 屬し、 大澤氏 は その 割 元 名主であった。 この 地方 ー帶の 大勢 は衰頹 しつ A あった 所へ、 

天保兩 度の 饑饉の 爲に 非常な 打擊を 受けた。 もと 戶數 五十 七 軒の 所、 八 軒退轉 し、 現在 四十 九 軒 巾、 

無雞 なる 地所 持 十六 軒、 生活 困難なる もの 二十 二 軒、 老衰 其 他の 極 難 者 十一 軒と いふ 悲惨な 狀態 であ 

つな 

本 來村萵 七 k» 二十 八 石餘、 反別に して 六十 七 町 九段餘 である。 この 中に 於て 大澤氏 は 他村に 所有す 

る-越 高 を 合して 三百 十四 石餘、 反別 二十 九 町餘、 卽ち： S 割 三分の 持 高で ある。 片岡 村の 總高 を當時 一 

の 現 住戶數 に割當 つれば、 一 軒 平均 十四 石 八 斗 六 升であって、 大澤 氏の 持 高 は 正に 一 一十 一 軒 分で ある。 8- 

而 して 大澤 氏の 小作 地より 納入す る 年貢米 年 々滞納 多く、 十ケ年 平均し て 毎年 八 百 九十 四 俵 中 未進 一 

百 八十 六 俵に 達し、 一村の 窮乏 甚 しく、 退 轉者尙 多 からん とする 有様であった。 

先生 はこの 情勢 を 聞き 大潷 氏の 村內に 於け る 地位より 推し、 一 村の 復舆は 一 に先づ 大地 主の 決心に 

あり、 我等 目下 小 田 原 領內の 復興に 全力 を盡 し、 他 を 顧みる 暇な きを 以て、 片岡 村の 仕 法 を 講ずる 餘 

裕 はない と斷 つたが、 大澤氏 は强て 指導 を 懇望した ので、 加 藤 宗兵衞 に 論した 如く、 片岡 村の 一 お^は 

その 依て 來る 原因がなくて はならぬ、 何と なれば 米 を 蒔けば 米が 生え、 瓜の 種子 を 蒔け ぱ 瓜が 生じ" 

茄子の 嵇 子 を 蒔けば 茄子の 實 のる 世の中で あるから、 因鎵 因果の 道现は 過たず 輪廻す る、 この 现は見 


れ ども 見えず、 聞け ども 聞えない 様で あるが， 誠に 明かに 見えて 居ろ。 されば 

「褰 貧の 到る 必ず 根元が ある、 富有と なる も 亦 必ず 出づる 源が ある。 堯舜の 代 四海 泰平で 萬 民 その 

途を 得て 居た とい ふが、 聖人の 代 だからと て 日月が 光を增 したので はない、 土地 廣 きを 加へ たので 

はない、 天から 金銀 を 雨の 如く 降らせた ので はない、 地から 財資が 湧出した ので はない。 また 夏の 

祭 王と か 殷の紂 王と か 往昔 暴政が 行 はれ 四海 混亂 し、 萬 民 塗炭に 陷 つた 時で も、 日月が 光 を； 終した 

ので はない、 土地が 俄かに 狹く なった ので はない、 田畑に 百穀が 生じ なくなつ たので はない、 山川 

財 利 を 出さが いので はない、 而 して 貧富 禍福、 盛衰 安危の 同じくな いのは. 何故か、 それ は 道の 盛衰 

が あるから である、 何と なれ-は、 道の 盛なる 時は國 家富榮 へ、 道の 衰 ふる 時 は國 家が 衰廢 する ので 

ある。 

然 らば 道と いふの は 何で あるか、 道と いふの は 人道の ことで ある、 人道と いふの は 何で あるか、 

相 協力し 一 圓 融合 を 以て 生 養し、 救助す るの 道 をい ふ。 故に 古の 明君 は 君民 を 以て 一 體 とし、 苦樂 

を倶 にし、 薆 ひと 歡 びと を 同じく し、 相扶 け、 相 養 ふの 道 盛に 行 はれる。 故に 才は 不才 を 養 ひ、 能 

は 不能 を憐 み、 貴 者 は賤者 を； i し、 富者 は 貧者 を賑 はし、 有無相通じ、 國中 一 家の 如くで ある。 是 

卽ち阈 象 富榮を 致す の 本源であって： 譬ば 天地 陰陽 相 和し て 萬 物 生ずる が 如くで ある。 

この 道袞る ゃ耔民 相 離れ、 上下 利を爭 ひ、 富者 は 財貨 を 貧者に 貨： 附け 富の 力 を 以て 利 を 掠奪し、 


一 291 一 


― ZQ2  ― 


利益 あれば 以て 驕奢 安逸 を恣 にし、 貧者 は 自ら 窮乏に 陷 りて 爲す 力なし として 富者 を 羨 恨し、 困乏 

窮迫の 餘 徒に 怠惰な 以て 歲月を 浪費し、 甚 しきに 至って 父子 兄弟と い へ ども 利益の 爲には 頓着な く 

たんしょく 

カ爭瞰 食して 相攻 奪す る 如くで ある。 これ 卽ち 人道の 衰 極であって、 國家 頹廢の 根元で ある。 

一 村 一 家の 舆復 もこの 道理 は 同じで ある。 その 本源 を 明かに し、 衰 貧の 根を斷 ち、. 富 盛の 源 を 聞く 

ことに 勤めなければ、 村 柄 立直る こと は 決してない、 古語に 『有 レ國 有レ家 者、 不レ息 レ寡而 息 レ不レ 均、 

不レ患 レ貧而 息 レ不レ 安。』 と ある。 片岡村 は 高 七 百 贰拾八 石 三 斗 四升壹 合で あるから、 當時象 數四拾 九 

軒で、 一軒に つぎ 高 拾 四 石 八 斗 六 升 四 合が その 平均で ある、 是卽ち H< 命片岡 村民の 力で ある、 これ 

より 少 きもの は 貧に して、 力 を 以て 財寶を 生ずる の德 おの づ から 備 はり、 これより 多き もの は 富に 

して 物を惠 むの 德 自ら 備 はる。 これ 卽ち 天理 自然で ある、 この 故に 村內の 主なる もの は 分 內を讓 つ 

て 相互に 助け合 ひ、 貧苦に 惱む もの A 生活 を 助勢し、 村內 一同の 取 直し を 行 ふ 外に 道 は あるまい。」 

(元 候文— 意譯) 

とて、 天地人 三才 報德の 道理に 及び たれば、 一同 感激 直に 臍 を 固めて 歸 つた。 

一一 片 仕 法の 進展と 家 株 一水 安 趣 法 議定書 報 德の敎 に 肝銘 を 受けた 大澤 父子 は、 歸 宅せ々 

善 種の 推讓に 取り か A つた。 それ は 村民に 餘 力がなければ 國 カ亵廢 する 様に、 小作人の 實カ 養成が 先 

づ 一 村 復興の 根元で あると いふので、 一 村 平均 富力 以下の 多數 村民の 實カ引 上 運動と しての 推讓を 開 


始 したので ある。 卽ち金 百 七 拾 兩を善 種 培養の 土臺 金と して 加入し、 親族 一統の 困窮 救助 は大澤 家の 

責任と して、 田地 壹町壹 反 六 畝 廿九歩 を 無 年貢に て 貸 渡し、 この 助成に よって 起 返らし めんと する の 

である。 併し 親族の 困難 はこれ を 以て 終了し ないから、 § 金 百 六 拾兩、 其 他 を 加へ て 三百 九 拾壹兩 

餘を 得、 その 內 より 百 六 拾 兩を小 田 原 報 德仕法 金 中に 加 人し、 II 具 田 村 上野 七 兵 衛へ金 百 兩餘を 助成 貸 

付と した、 斯くて 一 族 親戚の 當 面の 急務 は 結了した。 

これと 同時に 村民 中より 出精 奇特 人 入札 を 行 ひ、 その 賞と して、 一 番 札に. 田地 覺 町歩、 二番 札に 七 

反歩、 三番 札に 五 反歩、 四番 札に 三 反歩、 五番 札に 二 反歩の 無 年貢 を 4. て 地所 も 貸付け た。 この 土地 

は大澤 家の 所有 田で ある， らゝ 镇、 f 請して は 大澤氏 之 を負擔 し、 耕作者 は丄 年間 作 取りと なる もの 

である。  - 

更に 人選 以外の 多數の 村民に して、 ー曆 困窮に 陷 りたる もの 少 くない、 これ 等の 窮民 中には 容易に 

入選し 得ない 連中が 多く、 常に 窮乏 を 極めて 居る、 隨 つて 僅少の 物件 を 高利の 質に 入れ、 高札の 無盡 

賴 母子に 窮迫 を 重ねて 居る。 片岡 村民が、 隣村 長 持 村の 八 左衞門 方へ 質 入した る もの 約 百 五 拾 點に及 

んで 居る。 依て これ を 調査した るに 金 三 拾 七 雨に 上って 居た から、 大澤氏 は *< 年 十月 現金 を持參 して 

全部 之 を 引出し、 各 借主 合計 十五. 人に 對し 全部 之 を 無利息 還据 貸付と なし、 調 金の 節隨時 返納し 得る 

樣に 定め、 更に 典物 中 夏季 は 蚊 張の 類、 冬 は 蒲 圑の類 は 半年 宛 無料 貸出し を 行った。 
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これ は 第一 年の ことで ある。 この結果 として 村民の 氣風 一時に 振興し、 ^女 大小 人と も 身命 を 抛ち 

日夜 業務に 精勵 し、 農業の 寸暇に 絲を轴 ぎ 機 を 織り、 繩索、 沓、 草鞋 等 を 精出し、 口 I. 起き、 夜業の 窗 

勞^ 約 は 勿論、 相互に 讓り合 ひ、 村 內平穩 になった ので、 自然と 各自の 暮 方も螯 ひ、 年末. に 至って は 

大澤 家の 年貢 牧納. 成績ば 案外 佳良に て 、 未納者 極めて 少數 になった。 

第一 一年に 於ても 同様に 善行、 篤行、 精 業者 を 表彰す る 爲に人 札した 所、 五番 札に 同蔡 がー 一名と なつ 

たので、 無年賈 貸付 田地 は §1 計 贰町九 反 となった。 併し まだ 村民より 推 謹 加入 を 申出る もの はな かつ 

たが、 村民より 納入す る 年貢 は 皆納と なった。 

この 報か^!! した 大澤 父子 は 一 一宮 先生 を 訪問した。 先生 は 案外に 趣旨 を體 得して 居た ことに 驚き 之 

を 賞讃 した、 然るに これ を 以て 結了と する こと は出來 ない、 何と なれば 天 保 九、 十兩 年の 施設 は、 僅 

に 一時の 急難 を 救った に 外なら ない。 依て このま A 放置す れぱ 再び 舊弊を 繰返し、 また 貢租の 未進が 

生ずる、 然れ ども 大澤 氏の 推讓 のみ を 繰 返す 時 は、 慈悲で あり 善极 である 源泉の 大澤 氏が 亵徵 する 

.拔 て 永遠の 策 を 講ずる に は大澤 氏の 分 度 を 確立し、 また 村民 各自の 覺酲 を^し、 一村の 復興 は おの 

力に よる こと を自覺 せしめ、 村民 自體も 亦 推 謎 を 行 ふに 至らし めねば ならぬ、 依て 先 づ大澤 一 家の 分 

. 度 を 定めざる ベから ずと、 始めて 本式に 片岡 村の 仕 法 指導 を 行 ふこと， - なった。 

大澤 家の 分限 を 案ずる に、 煶長八 年 持 高 八十 七石餘 より 記 錄が始 つて、 相 雷の 分限 を 有して 居た が 
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資永 一 一年に は 拾 四 石餘に 減じて 翁 迫の 極と なった。 併し 同 十三 年に は 三 拾 八石餘 となり、 安永に は 再 

ひ衰 へて 拾 七石餘 となり、 天明 六 年の 三拾壹 石餘ょ め 漸次 增 加して、 文化 年間に は 百 石 を 上り、 ik 潔 

十 年 は 終に 三百 拾 四石餘 となった。 fK 保 元年より 十ケ 年間 小作人 附米八 百 九 拾 四 俵 八 升 五合で ある 

力 この間の 不作 引、 不納 未納 米 平均 百 八 拾 六俵餘 となった。 この 所有 石高 は村內 住民 分 贰百四 拾 九 石 

餘、 他村 持 高 六 拾 四 石餘、 之 を 片岡村 平均に 見る に、 拾 四 石 八 斗 六 升 は 一 村 平均の 分限で あるから、 

村 内の 分の みに て 正に 拾 六 軒 分、 全く 祖先の 積德 によって 增 益した ものであるが、 祖先 傳來の 所有 高 

も記錄 年度に よって 總 計して 平均 すれば、 祖先 以来の 分限 は 相當增 減の 餘 地が あるから、 大澤 一家の 

日常生活 は 二百 有餘 年の 平均に 基き、 高 七 拾 七 石 四 升 四 合 六 勺 九才、 一村 平均 五軒 分 を 以て 分 度と な 

し、 殘贰百 一二 拾 七 石餘を 報德钍 法の 資に 推讓 し、 その 潤澤を 以て 向後 十ケ 年間の 仕法實 施に 取掛 つた 

ならば、 この 钍法金 中より 一家の 負偾も 償還すべく、 一村の 仕 法 を も 遂行し 得べき である。 

若し これ を 行 は ざれば 從來 年々 百 八 拾 六 俵の 不納 未納 不作 引の あった 如く 村民 怠惰に 戾り、 却て 不 

納未鈉 は 相 嵩み、 所有せ る 田畑が 事實上 不毛の 姿と なって 消え去り、 結局 形式的に は 財源で あるが、 

實 質的に は無妆 人と なる。 一村 ほ斯 くして 貧富 共倒れと なる、 これ 程甚 しき 衰頹の 原因 はない。 &に 

村民が 自力 を 以て 復舆 する 様に 養成す る ことが 第一 である、 これが 爲 に相當 定期 問 仕 法 を 講じな けれ 

ばなら ぬ。 而 して それ は 富有 者が 分 度 を 立て、 現在の 生活 範圍を 分 度 外と なし、 この度 外の 餘財を 推 


鑌 して オ^ 振興の 根元と する 外に 道 はない と、 斯 くして 片岡 村の 仕 法 は 救急 仁 惠の仕 法より、 粮據の 

堅き 復興 仕 法に 人った ので ある。  1  - 

これ を根據 として 仕 法 を 講ずる 爲に、 一家の 大 決心 を 要する、 先生 は 案 を 示して 後 は大澤 氏の 決斷 

4 へ かぶん， S あん さう ぞくしゅ ±1, ふ ていしょ  * 』 

に 一 任せられた、 大澤氏 は 一 家 一 族審 M 熟慮の 上 「家 株 永 安 相 繽趣法 議定書」 を 作った。 その 內容は 

實に 報德の 要旨 を 明かに した 經 典であって 一 一宮 先生 訪問の 由來 並に 第 一 期の 救急 仕 法より、 第一 一期に 

人る 間に 於け る 訓誨と 村民 敎 化の 實情を 述べ、 特に 貧富の 相 和す るに あら ざれば、 難 村 取 直し は 不可能 

である こと を詳說 し、 因果 應 報の 理を 解說し 積善 餘慶の 事實を 明示した もので 一村 並に 子孫の 將來に 一 

闢 する 先生 立案の 大旨を 叙し、 g 株 田 1 の 約 一 一分 九 毛餘は 分外と し、 殘約七 分 九 厘 七 弗餘を 度と し、 お 

妆. 支の 厦咯 標準 は 年々 米 一 石 を 金豐兩 とし、 お 役 御用 は 無給と して 生活の 根本た る 分 度 を 樹立す る こ 

と A した。 

斯くて 基本 を 確立した 以後の 仕 法 は、 愈々 以て 報德 仕法經 營の範 となすべき ものであるが、 その 事實 

は 年.^ の 現 量 鏡に 詳記せられ てあつて、 天 保 九 年より、 十一 年に 至る もの は その 救急 施設で ある、 十 

一年より 嘉永ニ 年に 至る もの は、 十 ケ年を 一期と する 復興 施設で ある。 而 して 耕作 出精 人 投票に よる 

表彰、 農具 助成、 肥料 代 貸付、 無利息 金 貸付 等 を 行って、 報德式 指導 は繼^ せられた。 更に 嘉永 三年 

以後に 於て は 永 安 仕 法が 講ぜられて、 着々 その 成績が 擧り、 一般 町村の 報 德仕法 範例と して 實 によく 
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整備した ものである。 

「嘉永 四 年 十二月 末の 御 仕 法 金 拾 四 ケ年惣 寄諸拂 取調 帳」 によれば、 二宮 先生より 授與 せられた 金 百 

六兩 三分の 外 ノ大澤 一家の 推讓 したる 報德金 は、 千 六 百 八 拾 壹兩贰 分餘、 作 德米差 出の 代金 拾 四兩餘 

にして、 村民より 差 出した 冥加金 並 報 德加人 金 八 拾九兩 許で ある。 而 して 年賦 償還 金 受取、 加入金の 

返却 等 報德金 出納 合計 金 四千 八百甙 拾兩 三分 餘に 達して 居る。 卽 ち大澤 家が 出金 總計は 約 千 七百兩 

に 及んで 居る。 この 陰德の 陽報と して、 大澤 家の 牧納 する 小作米 は、 年々 殆ど 皆納に 及んだ こと は 申 

すまで もない。 この 十四 年中、 嘉永 三年 以後の 分 は、 次の 永 安 仕 法 期に 入った ものであって、 片岡村 

として は 第三 期の 仕 法で ある。 

三 片岡 村の 永 安 仕 法と 克讓嗜 益 鏡 一 村の 振興 は 一 村の 指導者の 責任と、 村民の 奮起と に 係る も 

のであって、 片岡村 は大澤 氏の みの 過分なる 推 讓に俟 つべき でない から、 嘉永ニ 年 を 以て 第二 期を完 

. 了 すると 同時に、 大澤 氏の 年々 百 八 拾 六 俵の 推讓を 止め、 十ケ 年間の 報德 取扱の 殘 金と、 爾後 村民の 

自力 推讓 とに よって 永 安 仕 法が 立てられる こと A なった。 この 決定と 同時に、 先生 は從 來の經 過を審 

査 して、 仕 法 中 優良の 成績で あると 賞し、 報德 金百兩 を附與 し、 且つ 「報 !i 克^ F¥i」 と稱 する 

表彰 を 兼ねた る 大澤氏 報德仕 法の 顚末書 を 著して 交附 せられた。 特別の 表彰 書で ある。 而 して 嘉永五 

年に 到って は、 大澤 象の 仕 法事 業 を 移して 克讓社 を 創立し、 自治 的 結社と して 村民の 經營に 進展した。 


全 奥 本 現存 現 量 鏡 中、 嘉永七 年に 於け る 仕 法 第 十七 年の 總計筇 によれば、 ^德金 八 千 五 五： お：； 兩 

餘、 その 內出人 繰返し 取扱 はれた る 金 五 千 贰拾五 兩餘を 差 引、 金 三千 五 百贰拾 七兩餘 中、 千 八 百 拾 八 

兩餘は 善 種 金と して 推讓 せられ、 殘り金 壹千七 百 九 兩餘、 この 上に 嘉永七 年卽ち 安政 元年より 翌年に 

亙る 報 德金受 人が 五百壹 雨で ある。 爾來克 譲 社 は 年々 堅 實に行 はれた が、 明治の 初年より、 再び 大擇 

一族 親戚の 間にの み相鑌 せられ、 一村 仕 法と しての 意義 は 終了した。 W し 幕末に 至る まで 常に 各地の 

仕 法 範例と なった のみならず、 報德仕 法の 出張所と して また 眞田、 伊勢原 及び その 附近の 報德仕 法の 

指導者た る實を 有して 居た。 

片岡 村の 仕 法は實 に、 自治 的 一村 式 仕 法と して 當 時に 於て 旣に 範例と なった ものである。 されば 先 

生^ 非常に 之 を稱譽 し、 仕 法談に 及ぶ 毎に 之 を 紹介 せられた、 啻に 之 を 推稱す る に 止まらず、 終に 

「報 德克讓 増益 鏡」 を 草し、 報 德金百 兩を附 して 之に 授與 せられた、 この 一 書 は、 多くの 仕 法 書中に 

於て 最も 異彩 を 放った ものである、 この 「報 德克 譲增益 鏡」 は、 片岡村 仕 法の 第一 期、 第二 期の. E^: 

を 簡明に 叙し、 先生 傳授の 仕 法要 3 曰 を 明示し、 その 趣旨 を寳 行した る 成鑌を 掲げて 之を稱 * した もの 

である、 され ぱ この 書 一 冊 あれば 一村 仕 法の 立場に 於け る 報德の 要旨 を 諒解し 得べき のみならず、 誠に 

報德 仕法擧 習の 敎科 書と する に 足る ものである。 それ 程片 岡の 仕 法 は 先生の 滿足を 得た ものである。 

四 伊勢原 村 加 藤 宗兵衞 一家の 仕 法 伊勢原の 加 藤 宗兵衞 一家の 仕 法 は、 一族 兄弟 三人の 相繽 問題 
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より 起り、 片 岡の 仕 法、 川 崎 屋の仕 法まで 展開した ものである。 地方の 名家 加 藤 宗兵衞 の 一家 は 男 四 

人 女 三人の 兄弟 姉妹が あった、 長男 眞次郞 は 早世した が、 當時旣 に 二 男 芳助は 他家 を相繽 し、 三男 宗 

兵衞が 家名 を 相 續し大 磯川 崎屋 より 妻を迎 へ、 本家の 茶 商 を 營んで 居た、 然るに 四 男 爲藏は 頗る 家業 

に 精通し、 特に 老父 は 之 を 愛して 居た、 依て 宗兵衞 は 爲藏を 以て 一 家相 镜の 適任者と 認め、 一 は 老父 

の 意に 適 ふと 信じ、 自分 は 二十 九 歳に して 隱 居し、 H< 保 九 年 爲藏に 本家 を 譲らん と 欲した る も、 老ハ又 

之 を 許さざる を 以て 爲藏に 家 株 田畑の 半を讓 つて 分家せ しめん と 思 ひ、 心 學の師 古 賀兵藏 の 許に 行 

き、 この 旨 を 告げて 敎を 受けた 所が、 古 賀は大 に 之 を稱黉 した、 依て 爲藏の 分家 新築に 取り 掛 つた、 

この 時 心學の 同志 駿 河の 小 林 平 兵衞が 尋ね 來て、 談偶々 この 事に 及んだ、 小 林 はこれ に 就て 沈思 熟慮 

の 上、 誠に 良き 方法の 如き も 一 象の 大事で ある r 余が 不才 之 を判斷 する こと 能 はず、 野 州に 一 一宮 先生 

が ある、 旣往 を考へ 未發を 悟り、 仁義の 道 を 行 ひ、 衰廢 再興の 法 を 以て 安堵の 道を敎 へらる、 この 先 • 

生に 就て 敎を受 くる 外に 良法 は あるまい。 余と 共に 野 州に 至り 敎を 受けようと いふ、 宗兵衞 大に悅 び. 

老父に 告げて 野 州に 赴き 敎を 受けた、 これ は 前段に 記した 天 保 九 年 四月 十日の 事で ある。 

•「 

先生 その 始末 を 聞き、 「左様の 心得に て は、 一家 滅亡 之 手段、 大體 行渡った ものと 申しても よい、 爲 

藏 本家 を欞 いで 成功 すれば 宗兵衞 の 子孫 も、 兄芳 助の 子孫 も 不快に 感ずる こと あるべし、 爲藏の 子孫 

も 亦 この 不快なる 親族 を怨 むで あらう、 一 家の 相鑌を 僅に 老父が 愛する 私情の みに て 決定すべき では 
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ない、 本來舍 弟と して は 自力に て 身 を 立つべき ものである。 之に 一 家 を相鑌 せし むる こと は 一 象 紛議 

の大 原因と なる であらう、 依って 爲藏と 力 を 併せて 餘財を 作り、 之に よって 爲藏の 分家 を させな ば、 

家 株 は 損せず して 兩 家相 續が整 ふで あらう、 併し 分家 せんが 爲に儉 約す と稱 する も 分 度が 立たねば 何 

の 役に も 立たぬ、 依て 家 株の 內七 分に て 生計 を營 み、 殘 三分 を 以て 村 方の 困窮者 を 救 ひ、 仕 法 を 行へ 

ば、 その 仕 法 金 積で 必ず 餘財 となる」 と敎 へられた。 

この 敎に 感激した 宗兵衞 は、 父 萬 助、 兄芳 助、 弟爲藏 と共に 再び 先生 を 訪問した 所、 1 同感 * して 

早速 家憲 を 定め、 家屋の 建築 を 中止し、 畑 二 反 六 畝 歩 を 村民に 無 年貢 耕作 をな さしめ、 片岡 村に 類し 

た 仕 法の 一 端 を 行 ふこと ュ なった。 

宗兵衞 の 妻 は、 大 磯の 川 崎屋孫 右衛門の 妹で ある。 孫 右衛門 は 例の 打 毀 一件から 入牢して 激怒 甚し 

く、 手の 附け 様がなかった 所、 宗兵衞 は 先生の 指導に より、 衣類 手 道具 寶拂、 川 崎屋の 一 家 再興の 資 

となすべく 差 出した しと 申した 爲に、 川 峙屋は 肉 身の 愛情に 感じて 嫉妬 心 解け 始め、 漸く 三 ヶ^ 目に 

出獄した が、 孫 右 衞門は 出獄 後の 狀勢 によって 再び 世 を 怨み 人 を 呪 ふに 至った、 依て 宗兵衞 は 妻の 所 

有 品に 自分の 衣類 等 を 加へ て賣 却して 孫 右 衞門を 感奮せ しめ、 更に 一 ー宫 先生の 直接 指導 を 請 はしむ る 

に 至った。 これ 實に宗 兵衞の 誠意の 致す 所で ある。 

よしす け 

さて 兄 芳助は 不幸 連續し 多くの 負债を 生じた ので、 先生に 面會 して 指導 を受 くる こと A なり、 先生 
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に隨 身して 居た が、 その 中 失踪した。 元 來芳助 は 本家の 相繽 をな さゾる ことに 不滿 があった。 隨て宗 

兵 衞は之 を相績 せしめん とした。 依て 先生 は 芳助を 宗兵衞 方に 引取り、 爲藏 をして 芳助 方に 引 移らし 

め、 芳 助の 相繽を 見届けた 上で 本家 を讓 つても 可な りとの 意見であった、 然るに 宗兵衞 の 妻が 俄に 死 

亡した ので 商賫は 見合 はせ、 組頭 も辭 任した き 希望であった を機會 とし、 芳助 をして 宗兵衞 の 長子 源 

太郞の 後見 ともなり、 その 成長 迄と いふ ことにて、 本家 を經營 せし むる こと A なった、 天 保 十四 年 二 

月 芳助は 本家に 引 移り、 宗兵衞 は 爲藏の 宅へ 移って 三 町 四 反 步を爲 藏に與 へて、 爲 藏は芳 助の 宅へ 移 

り、 芳助は 拾 三 町 餘歩を 受取って 本家へ 移り、 宗兵衞 は 約 五町 歩と 茶 商と を 以て 家政 を 立つ る こと、 一 

なった。 

然るに 芳助は 嘉永四 年 十月に 至り、 村民と 衝突して 訴を 起し、 宗兵衞 の 長子 源 太郞へ 家督 を讓 つて 

伊勢原 を退轉 し、 箱 根堂ケ 島に 移って 溫泉 宿を營 み、 案外 好成績 を 得た、 これ 等の 始末 は 先生の 指導 

によって 宗兵衞 が 誠意 を 以て 行った ので、 一 家の 維持， が 相當な 結末 を 得た ので ある。 

加 藤 宗兵衞 の 仕 法に つ、 乂 いて 伊勢原 村の 仕 法が 講ぜられ たが、 村 5: 勤儉を 中心とする 敎化、 並に 數 

P お.. C 

人の 侗人仕 法が 講ぜられ たのみで、 完全に 一 村 式 仕 法に はならなかった。 - 

五 金目 村 その他の 仕 法 片岡、 伊勢原の 仕 法 は、 その 親戚 知友の 緣 によって、 附近の 金目 村、 眞 

田 村 等に も 仕 法が 行 はれた、 然れ ども 何れも 名主 一 家の 仕 法に 止まって 一 村 式 仕 法にまで 進展す るに 
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は 至らなかった、 金目 村 は 名主が 兵左衞 門と いふ、 仕法實 行の 努力 充分なら ずして 厘々 停廢 したが、 

大澤 小才 太の 懇願に よって 終に 仕 法 立直し 四 回に 及んだ、 今 個人 仕 法の 一例と して こ A に 附記す ろ。 

兵左衞 門は當 時の 例に 洩れず、 fK 保兩 度の 凶作に より 一 曆 困窮し、 宗 兵衞、 小才 太より 勸 めら れ、 * 

先生の 敎を 受ける こと A なった、 恰もよ し 天 保 十 年 六月、 仕 法 用務 を 以て 先生 伊勢原に 來り、 宗兵衞 

宅に 滞在せられ たので 村 內の勘 右衛門と 共に 出頭し 仕方 を 懇願した。 

兵 左 衞門は 所^ 田畑 六 町 八 反餘の 所、 年 妆は貢 祖を引 去って 米 百 三俵餘 に過ぎないから、 拾 兩に贰 

拾 俵の 高値と しても 年牧 五拾兩 位で ある。 然るに 總 借財 は 五 百 三 拾八兩 であるから、 當 時の 低率 利子 

年 一 割と しても 一 年分の 利拂 にも 不足で ある。 

先生 は その 懇願に 任せ 種々 方法 を 講じた が、 終に 七 種の 立案 をな し、 最後に 衣類 家財 を賫 彿 ひ、 三 

拾 七 兩餘を 得、 小才 太より 五 拾 七 兩餘の 助成 を 受け、 其 他 各方 面より 百兩を 得、 田畑 壹町壹 反餘を 川、 

崎屋孫 右衛門に 七 拾 雨に P 賫 渡し、. 領主より 七 拾 五雨の 返納 金 用 拾 を 受け 皆濟 となる 案 を 得た。 

， J の 仕 法に 關す る 書類 は 數種ぁ るが 、「家政 取 直相續 手段」 は 誠に 金玉 の 文字が 陳ね て ある。 

然るに この 借財 調査 書類 中に、 本人の 不注意より 秘かに 殘 された 借財が あって、 仕 法 着手に 際して 

別の 債主が 顯 はれ、 生計 亦 緊縮 度 を 得ず して 新 借 を 生じ、 更に 债務は 三百 三 拾 兩を增 加した、 兵左衛 

門 等 は當時 先生の 御所 在た る眞 岡に 到り 敎を 受けた が、 片 岡より 仕 法 金 借人、 田畑 賣却 等の 案 を 加へ 


—  302  — 


て、 所有 田畑 三 町 四 反 六 畝 步を殘 す 案 を 得た。 然るに 荏苒 流 弊 を 革め 難く、 弘化 三年 三度 仕 法 を 懇願 

する に 到った。 

第三 回 仕 法案 は 仕 法 雛 形に よる ものであるが、 所有 田畑 を寶 却して 小作と なって 返納す る 案で ある。 

これ は 兵 左衞門 をして 生計の 缺 損なから しめんが 爲に する 生活費 請負の 方法であって、 一 種の 分 度 生 

活 である。 この 儘實 行せられ なば、 數年を 期して 所有 田畑 は舊 態に 復歸 する ので あつたが、 ^一  ハ牛だ 

け 案の 通りに 行 はれた けれども 兩三 年中に 又々 不足 を 生じた ので、 第 四 回 は 福 住 正 兄 をして 仕 法 を 管 

理せ しむる こと、 なった、 これ 卽ち嘉 永 五 年に して、 先生が 小 田 原 附近の 仕 法に 對 する 指導の 最後の 

年で ある。 自ら 一家 經營の 能力 を 充分に 發 揮し 得ざる ものに 對 する 仕 法と して、 斯く幾 回 も 方法 を 請 

ずる は餘 儀な きこと であるが、 最後まで 指導して 全から しめた 所に 仕 法の 有難 さが ある。 

すえ やま はんお ら 5 

其 他 金目 村 勘 右衛門、 同村 小左衞 門の 個人 仕 法、 眞田 村の 上野 七 兵衞、 陶山半 治 郞兩人 を 中心とし 

て 一 村 式 仕 法への 計畫が 進められ たが、 完全に 片岡 村の 如き 成 鑌を擧 ぐるに 至らなかった けれども、 

各個 人に 於て は 七兵衞 一家の 仕 法 は 完成し、 其 他 それぐ 指導に よって 改良せられ た。 斯く片 岡 附近 

に 仕 法が 流布した の は、 片岡村 仕 法 好成績の 結果で あるから、 こ A にこれ を 附記した。 - 
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第士 一章， 大 磯の 仕 法 

一 大璣川 峙屋仕 法の 發 大 磯の 钍法は 川 畴屋の 仕 法 を 中心とし、 附近の 町村^に 三 浦 半島に ま 

で 普及す ろ 因緣を 結んだ。 この 川 崎屋仕 法の 顚末 は、 報德 記に も 一 袁を 立てた 程で、 報德仕 法の 物語と 

して 有名な 事柄で あろが、 內容は 町村の 永 安方 策と してよりも、 紛擾 解決、 一 象 建 直しと して 意蘐が 

ある。 特に 川崎屋 の？ 王孫 右衛門が、 尋常 人で は 乎 もつ けられない 私益 烦惱の 强 い 男で あり、 才氣も 

あり 剛情であった から、 よくも これが 報德 連中の 人と なった と 張 目して 兑 られ、 また その 紛議が 官葡 

と 富豪と 大衆. とが 卍巴と なって 人 組んだ もので あつたが、 それが 案外 穩 かに 始末せられ、 次で 一 町 安 

全の 基本 ともなつ たので 妙法で あると 知れ渡 つたので あろ。 また この 事より 冈 緣を發 して、 油层. 藤 兵 

衞の仕 法 並に 宿內 に報德 結社が 成立し、 川崎屋 一 件より 浦賀、 三 崎 等に も 仕 法が 行 はれ、 報德仕 法の 

權 威と 信頼と が 高まろ 因緣 ともなった。 

1 件に 先生が 關與し 指導 せらる 丄 に 至った の は、 H< 保^ 年 四月、 伊勢原の 加 藤 宗兵衛 が 一 家 

の 仕 法 指導 を受 くろ 際 川 崎屋の 事に 就いて 大磯 事件の 詳細 を 物語った ことに 始まろ。 

大磯 事件 は 天 保 七 年 凶作 時米惯 暴騰の 際 打 毀 一 件の 始末で あろ。 同年 七月 下旬、 大 磯の 米 銀 は壹^ 


に 付 四 斗 三 升 C 註、 平素は 一 兩に付 約 一 石。 卽約 一 躍して 倍額と なった。 、、れ^ 今日の 金貨に 換算 すれば、 一 石 « 

拾 圆の米 慣が四 拾 五六 圓 となった とい ふ 割合で あろ。) 大麥九 斗、 小 麥七斗 七 八 升と いふ 高價 であろ。 七月 

は 暴風の 時期で あろ。 町內 海岸の 漁 者は營 業の 出來 ない ことが 還々 あろ。 凶作に は 旅行者が 滅 少して 

夫 磯 宿 は 益々 困窮す ろ。 依て 下民 等 は 米 商に 對 して 米價の 引下 を 懇望した。 然るに 感情の 疎隔から 反 

感 となり、 暴擧 となった。 町民の 相手方の 中心 勢力 は 川 崎屋孫 右衛門であった。 

川 崎屋は 累代 米穀 を 取扱 ふ大 問屋であった。 市內に は油屋 藤兵衞 以下 多數 の小赍 商が あった。 米價 

の 暴騰 に 封し 寶價を 協商す ろ こと は 有 勝で あろ。 當時川 崎屋は 富豪なる に拘 らず 利益 燧得 に のみ 專心 

すろ を 以て 衆人に 疎せられ、 「仙 裏 通寶」 の 仇名が あった。 それ は 其の 所行が 剛情 一 僻に して 他の 言 を 

:k ひず、 財力 優な ろに 拘らず 慈悲心 藩く、 世上に 通用し ないから であった。 

併し 米 麥雜穀 の 暴騰 は、 先づ 細民の 日常生活に 非常な 災厄と なった。 止む に已 まれず 細民 總代 集合 

協議の 上、 名主 勘兵衞 方へ 小 賫米値 下 を 懇望した。 然るに 米 便の 暴騰 は 世上 一般の 事故、 たと ひ 一 升 五 

百 文に なれば とて 致 方な しとの 事であった。 細民 は 海濱に 集合して 市街 打 毀に 擬し、 米 商に 交涉 すれ 

ば、 有效 なろ 結果 を 見ろ べしとの 奇智 を 以て、 七月 廿八 日夜 十四 五 人 集合し 螺貝を 吹き たれ ども 何人 

も來ら ず、 翌廿. K 日 町內を 一 々巡回し 强 請して 多人数 集り、 總代 十一 一人 を 選んで 米 商に 交涉 したる 所 

峙屋は 同町 内の人々 へ は、 一 斗 安に て責る こと A して、 米 商 連中の 議を纆 めた しとの 事であった。 
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紬 ヌ はこ の 値段 を 秋季、 米牧 約まで っヾけ られ たしと. S. 入れた が 、 ， .1 の 時 孫 右 衞門は 不在で あ つ た。 

それ ゆ ゑ 一 族 利 右衞門 並に 番頭 伊三郞 は、 現在 所持 高の あらん 限り は 引受け 巾し、 穀倉の 鍵.^ でも 渡 

し 中す べしと 答へ たので、 總 代の 者 共 は 安心して 引 去った。 

當時孫 右衛門 は 江戸に 在って 米 價の將 來を考 へ、 諸人の 爲に低 魔に て寳却 せんか、 或は 救助の 爲に 

之 を 施米と せんかと 考慮 中であった が、 一方 大磯 附近に て賈牧 すべき 穀物 は 無く、 江戸に て 買 入れ 大 

磯地 方へ 粽迗 すろ 必要 もあった ので あろ。 然 ろに 善事 を爲 すに 急なら ざると、 平素の 信望の 薄き こと 

と 町民の 無理解と が 因 をな して、 終に 暴 擧と 化した ので あろ。 

川 崎屋へ 談判した ろ 北 組の もの は、 稍々 滿足 なろ 結果 を 得て 集合 所へ 引返さん とすろ 時、 南 組の 連 

中 は 事 を 誤り、 旣に 大衆の 勢に 乘 じて 打 毀し を 始め、 米 商 七 軒の 居 宅 土藏を 破壞し 夜半に 鎮まった が、 

この 地 は 幕府の 直铽 で、 韮 山から、 八月 四日に 撿使出 役と なった。 孫 右衛門 は 急使に よって 八月 三日 

歸 宅した。 孫 右衛門 方の 損害 は 象 宅土藏 破壊の 外、 米 八 +1 一俵、 大豆 一 一 百 十 *ー  俊、 大麥 六十 九 俵、 春 

麥ー 一十 七 俊、 小 麥五百 七十 俊、 齋田鹽 百 六十 六 使の 切 こぼしであって、 無難な りし は小麥 四百 五十 七 

俵、 齋田 のみであった。 

撿使齋 藤 勘 兵 衞の呤 味に よって、 暴お 一 一十 人 を 韮 山 役所へ 引立て、 米 商 も 亦 引立てられた。 これ は 

米 商 も 町民 も 非^な ろ 舆奮 であ つて、 更に 如何な ろ 衝突が あ る か 分らな か つ た か ら、 治安の 必要の 爲 


であった が、 米 商 拘束の 理由 は、 米 m 、に 封して 米 商の 取ろ べき 臨機の 手段 を 取らな いのは 不都合で あ 

ろと い ふので あった。 

人心 和 を 失って 荒廢 すれ ぱ 風紀 弛緩し、 天 咎卽ち 至ろ のであって、 同年 九 お 五日 r お 風の 日大 璣宿大 

火と なり、 入牢 者 各戶は 勿論、 宿內 大^ 類燒 した。 而 して 米價は 益々 高値と なり、 町內慘 憎た る もの 

となった。 或は 寺院の 歎願と なり、 町內の 哀願 ともなった が、 容易に 放免と はならなかった。 

川 崎屋に 於て は 思 ひも よら ざろ 災害に、 妻女 は 一 ー兒を 抱いて 悲歎に 暮れて 居た が、 憂心の 餘 終に 病 

を發 し、 番頭 等 カを盡 すと 雖も 起つ 能 はず、 數月 にして 死し、 1 ー兒 枕頭に 泣き、 店員 親族 爲す所 を 知 

ら ざる 有様であった。 孫 右衛門 は 獄中に 在って 之 を 聞き 憤慨 激怒、 官を詈 り 人 を 呪 ひ、 殆ど 狂す ろが 

如くであった。 故に 役所 も屢々 之 を 吟味す と雖 も、 之 を 放免す る ことの 危險を 慮って 益々 その 判決 は 

遷延し、 終に 夭 保 九 年 春と なった。 

この 九 年 四月 加 藤 宗兵衞 は、 御厨の 小 林 平 兵 衞の勸 誘に より 二宮 先生に 櫻 町に て 面 謁し、 その 慘禍 

-を 語り、 因搌 輪廻の 本義 を 聞いた。 先生 特に 誨 へて 曰く、 

「これ 一 朝 一 夕の 丙緣 ではない、 孫右衞 門の 事 歷は知 らね ども、 富豪の 產を 成す もの 自然の 道 を 

失った ものが 多い。 米 商 は 通例 米價 暴騰の 時に 利 を 得ろ もので あろ。 孫 右 衞門も 天明 凶作 衆人の 困 

, 窮 すろ 時 一.. 利 を 得た のしない か、 斯 くして 商寶 上手と して 傲る 時、 積善 慈 惠の行 を 顧みない ので あ 
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-ろ。 他人の 禍を 得ろ 時 之 を 憐み之 を 助く ろ を 人道と す、 人の 憂 あろ 時 我 獨り之 を 利す ろ は }K 道^ 絶 

の 行で あろ。 孫 右衛門の 廢亡は 遠く はないで あらう。 H< 明 を. 去ろ 六十 年、 寧ろ 久しき に絕 えたる も 

"の は 祖先の 餘德 があった ので あらう。 その 陰德 旣に盡 き、 禍は 一時に 發 して、 火災 病難 一時に 來っ 

た。 然 ろに 孫右衞 門は獍 その 罪 を 知らず、 人 を 怨み 身 を 亡す の 道 を 走りつ A あろ。 一 家の 財と 人と 

共に 盡く廢 亡し なければ 已 まない のか、 孫 右銜門 自分 を責 むろ 道 を 知らず、 專ら 自分 を 善と し 人 を 

惡 とする。 斯の 如くす ろに あら ざれば 滅亡す ろ 能 は ざろ が爲 にす ろ ものと も稱 すべきで あろ。 大凡 

天地の 間 萬 物 皆 一理で あろ。 瓜を植 ゑる 時 は 瓜 熟し、 茄子な 蒔いて 瓜の 熟すろ こと は 無い。 古來 一 

^とい へ ども その 種を變 じて 生ずろ こと はない。 何故に 孫 右 衞門は 善 を 蒔いて 惡の實 ろ こと あろべ 

き。 必ず 一家 麼 亡の 種 を 蒔き、 今 その 實の 熟した ろ もので あろ。 今汝 親族の 故 を 以て 之 を 救 はんと 

すろ は 人情 誠に 當然の 事で あろが、 斯の 如き 禍に乘 じ 如何な ろ 救助 を盡 さんと すろ も 容易に 之 を 救 

ひ 得ろ もので はない、 誠に 愍然で あろ」 

と 論され た。 

宗兵衞 大いに この 至敎に 感じ、 

「禍福 吉凶 存亡の 由って 起ろ 所、 正に 孫 右衛門の 實 際に 恰當 して 居ろ。 何 を 以て 斯く 明瞭に 知り 

給 ふか、 孫右銜 門の 家 は fK 明 凶荒の 時より 富 を 得た もので あろが、 原因 斯の 如く なれば 廢亡 免れ 難き 


は已む を^ ざろ も、 之 を 救 ふの 道な しと 爲し給 ふ は 我が 誠心誠意の 足らざる が 故で あろ か、 旣に敎 

へらろ A 所に よれば 廢象を 擧げ、 禍を 福に 轉 ぜんとす ろに は、 只 誠心誠意の みであって、 知謀 計 術 

の 及ぶ 所ではないと、 若し 彼 を 救 ふの 道 あらば、 一身の カを盡 して 辭 すろ 所ではない。 願 はく は 憑 

眛 なる もの A 悲歎 を 憐んで 救濟の 方途 を 敎へ給 はれ」  . 

■ と 再三 熱誠 を こめて 懇願した。 先生 その 熱誠 を憐 み、 

「 一 身に 換 へ て も 孫 右衛門 を 救 はんとす る こと は 誠に 殊勝で あるが、 微力 を 以て 非常の 災禍 を 除か 

ん とする は、 大石を 動かす に 細 繩を用 ふろが 如くで ある。 再三 哀願す ろ を 以て 1 策 を 授けん とすろ 

もこれ を實 行す ろ 決意が あろ か」 

3 

ぁ 、宗 兵衞 決然 實行 すろ こと を 誓 ふ。 先生 曰、  一 

「宗兵 衞が妻 は 孫 右衛門の 妹と 聞く、 親族 中是 より 近く 親しき は あろまい。 兄が 囚獄の 人となり、 

生家の 危殆に 瀕する を 知って は 悲痛 限りない ことで あらう。 然 らば 身に は 麁衣を 着、 口に は 麁食を 

喰 ひ、 然も 食 ふ 所眛を 知らず、 寢 ねて 寢 ぬる 能 は ざ ろ ベ きで あろ。 然 ろ に 平素と 何の 變る 所なければ 

悲痛 も 一! 具の 悲痛で なく、 憂慮 も 憂慮と はならぬ。 然 かも その 生家 は 滅亡 旦夕に 迫って 居る。 勿論 妻 

女 はこの 至當の 道理 を 知ろ 由 もない。 早く 歸っ てこの 理を敎 へ、 艱苦 を 共に し、 麁衣麁 食、 妻女が 

生家より 携へ來 つた 衣裳 はもと 川 崎屋の 財力に より 出來 した もので あろから 悉く 之を賫 却し、， 川 崎 
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屋復與 の资に 供せ よ、 その 金額 は 些少で あるが、 生家 再 輿の 誠心誠意 を 表 はす 時 は、 孫右衞 門の 心 

情の 何處 にか 潜める 善心に 觸れ、 或は 近親の 爲に善 種と なって 生れろ であらう、 僅少な ろ 一 粒の 善 

種で あるが、 年 を經て 大木と なる。 これ を 至誠 天 に 通ず とい ふべき である。 この 事が 行 はれない な 

らば 他の 事 は 言 ふ 必要がない。 これ こそ 其 力の 及ぶ 所の 分量で ある。 早く 歸 つて 行へ」 

と、 宗兵 衞再拜 して 悅ぶ、 その 歸 ろに 際し 重ねて 誨 へて 曰く、 

「汝の 妻が よくこの 事 を 行 は乂、 直に 人 を 遣して 兄に 告げ、 日夜 寢食を 忘れて 生家の 安堵 を 祈願す 

る 外 他事な しと 吿げ しめよ」 

と宗兵 衞三拜 して 歸り、 妻に 吿 ぐるに この 事 を 以てした。 妻 は 素より 貞順 である。 一 たび 道 を 聞いて 

大に 感じ、 且悅ん で 曰く、 

「我が 一 身の 所行に よって 兄の 禍を 免るべき 道 あらば、 一 命を拋 つもい ふに 足らず、 況んゃ 衣裳 賣 

却の 如き ことに は 何の 拘り もない」 

こ きゃく 

とて、 一 切を沽 却す る ことに 決した。 

宗兵衞 も 亦 之に 感じ、 自分の 衣類の 直に 用な きもの を取纆 め、 之を寶 つて その 资に加 ふること を 決 

し、 調書 を 作って 女物 五十 七點、 代金 五 拾 四兩甙 朱、 男物 九十 一 點、 代金 四 拾九兩 壹分贰 朱、 合計 金 

百 參兩贰 分 也 を 得た。 こ A に 於て 宗兵衞 は、 兄芳 助に 依頼して 韮 山の 狱舍に 至り、 孫右衞 門に 吿 ぐる 


に、 先生の 至敎 並に 宗兵衞 夫婦の 所行 を 以てした， 

孫 右衞門 始めて 世間に 神佛の 姿の あろ を 知り、 町民 を 怨み 官を 咎めた ことな 惭愧 し、 覺 えず 袖を霑 

した。 これより 日々 その 身 を 省み、 憤怨の 心情 薄らぎ、 却って 自分 を責 むる の 一一 IE を發 する に 至った の 

で、 代官 所に.^ て も 之を憐 み、 最早 囚へ 置く 必要 ある まじと いふ 議が 起り、 本來罪 あるに 非ず して、， 

怨恨の 餘 り町內 紛擾の 因を爲 さんかと 恐れた る 結果、 取り 敢 へず 囚獄 したる に 外なら ざれば、 一 應放 

免す る ことに 決し、 厚く 敎誨 の上釋 放した。 時に fK 保^ 年 五月 十七 曰であった。 正に 一 年 九 ヶ月、 數 

へて 三年 目で ある。 

孫 右衞門 は、 報德の 道の 光に 照され て 出獄した が、 大 磯に 歸 つて 見れば 妻 は 死し、 財 は 散 じ、 地獄 

の 里の 慘愴 たろ 廢趾 である。 これ を 見た 孫 右衛門の 憤 恚の情 は 猛然と して 起り、 この 怨恨 を 報い、 この 

恥辱 を 雪が ずん ば 死す とも 死せ じと さ へ考 へ、 さて 如何にして 一 家 を 再興し、 面目 を 保つべき かと H 

夫 を 怠らなかった。 親戚 は 孫 右衛門の 歸宅を 慰めん 爲 めに 集った、 孫 右衛門 は 

「人牢 中の 代官の 處置は 不公平で ある。 先づ長 時日 間 取調 も 行 はず、 偶々 取調が あれば 當 方の 眞實 

の 申立 を 一 切 用 ひない。 例へば 米價 引下げ 談判の あった 時、 一 斗 安と 申した の を、 五^ 安と 申した 

と 申立てた の は、 村 役人 等の 依頼に 應じ たもので、 最初より 一 斗 安と 申したならば、 村 役人 は 之に 應 

ずべき であった。 然らぱ 罪 は 全く 町民に あろ こと i なろ から、 是非 五 升 安と 申した と 申立て. -吳れ 
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よとの 事で、 餘儀 なく. & 立てた ので あろと。 幾度 申立て A も、 町民 十一 一人の 者 共と 對 決せし め、 代 

宵の 威光で 最初 町民の 巾 立てた 通り 五 升 安と 申した ので あらう がと、 壓迫 的の 訊問に 町民 は 一 斗な 

りと. E. さば 自分 等が 偽言の 罪と なろ を 以て、 一 同 左様に 候と 一 禮 したの を 見て、 全然 自分の 申立て 

を 否認し、 -嚴 酷なる 叱責で あろ。 强 ひて 申立つ ろなら ば栲問 吟味 をす ろな どと 申 渡され、 餘儀 なく 

代官の 認めた る 取調 書に 調印した。 御 裁決 は 天道 任せと 決心して 居た が、 結果 は 案外 無罪で あり、 

從 前の 通り 商賫も 出來る こと A はなった が、 左様の 吟味の 次第から 考 へて、 江川 代官 様の 御 支配の 

- 15 らい じ むら 

下に 生活す る 氣^ と はなれな いから、 幸に 高麗 寺 村に は 酒造 倉庫が あろから、 そこに 引 移り、 酒造 

並に 鹽干鰯 商を營 み、 大 磯の 方は賣 却し、 若し 貿乎 がなければ 貸屋 にして 置きたい」 

とい ふ. 意見 を陳 ベた。 親戚 中 三 浦 郡 浦賀町 宫原屋 前田與 右衛門 は 孫 右衛門の 妻の 父で ある。 地方に 聞 

，  まへ だ えいし ラ 

えたる fS 商で ある。 其の 一 族に 宫原屋 淸兵衞 とい ふ ものが ある。 後に 前田瀛 州と して 報德 事業に 相當 

活躍す ろ才學 すぐれた ものであった、 この 二人の 外 は 伊勢原の 加 藤 宗兵衞 が あろ。 自然 そこに 親族 會 

議が 開かれた。 併し 孫右衞 門の 主張す ろ大磯 退去 は 問題で あろ、 感情 上から いへば 聞くべき 所 も ある 

こ- 3 らい ！5 

が、 高麗 寺は大 磯の 村つ、 乂 きで あろが 村落で あろ。 大 磯から 退いて 商人が 無事に 凌げる と は 思 はれな 

^  二- f らい じ 

い。 累代の 商業 上の. 取引先が あって こそ 高麗 寺の 酒造 も 意味が ある。 故に 親類の 多数の 意 U- は 

1 .  こ 5 らい じ むら 

r 先祖より 譲 受けた 家屋、 殊に 從來經 營し來 つた 商業 を 閉店し、 高麗 寺 村へ 引 移ろ こと は黉成 出来 


ない、 打 毀 等に 遭 ひ、 世人より 反對 せられた 以上 は、 何とかして 從來 以上 花やかに 商寶 して 然るべ 

きで ある。 大磯 引拂は 何分 賛成し ない」 

とい ふこと であった。 」 

孫 右衞門 曰く、 

「然 らば 私 だけ 一 t 麗寺へ 引 移り、 大^ 宅の 方 は 番頭 伊三郎に 任せ、 1 一家に 分けて 渡世 すれば 如何〕. 

との 事に て、 一 同 決心の 上 家財 一 切 調査した 所、 案外 少額に て 一 一ヶ所に ての 生活 は 不可能と 判明した。 

この 時 浦賀の 親族に て 石 井八郞 右衛門が、 

「浦賀 一 統 にて 金子 贰參 百兩 引受 借 入 出資し、 加 藤 宗兵衞 も 贰參百 兩引請 借人 すれば 如何」 

と發議 した 所、 一同 之に 黉 成した。 この 時まで 加 藤 宗兵衞 は 何事 も發言 せず、 唯 成 行 を 見詰めて 居た 

が、 斯くて 大 なろ 资本を 以て これ：^ よと 計り 旗 上げす ろ こと は町內 の近狀 より 見て 危險 なろ ことで あ 

ろ。 この 計畫 こそ 却って 羨 怨の府 となり、 凶事の 元と なろ であらう。 然し これに 反對 し、 一同 を說破 

する 辯說 もない。 これ は 一 H=a 先生に 面會 せしめて 敎を 受けさす ろより 外に 良策 はない と考 へ、 先づそ 

の 場 を 繕ふ爲 に、 

「金子の 借人に 就て ならば 何程 にても 奔走 をす ろが、 それよりも 近時 困窮 民 救助の 爲に 有名な ろ 一 一 

宫 先生の 敎を 受けて は 如何、 叉 只今 決定した 計畫は 容易の 事で はない、 宜しく 二宮 先生の 敎を受 く 
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べきで あろ。. 特に 先生 は 小 田 原 御領 分、 難 村 御 取 直し、 窮民 救助の 爲に野 州より 來 られ、 誠に 行 3 

いた 御世 話の 上、 大金 を 融通し、 また 無利息 金 を も貸與 して 一 村 一 家の 復與を 計らろ。 再舆 資金の 

壹千兩 も拜借 すれば、 復與の 基礎 は忽 にして 成る であらう。 故に 若し 先生に 道々 求めん とすろ な 3 

ば、 予は旣 に赝々 敎を 受け 居る 緣を 便り、 案內 旁々 懇願しょう」 

と勸 めた。 

孫 右衞門 笑って 曰く、 

「世間 利益の 爲に金 を 貸す を 業と すろ 者 も、 籀我々 今日の 篛 厄の 狀を 見ろ とき は 高利の 金 さへ 貸す 

もので はない。 然るに 無利息の 金 を 貸して 人 を 救 ふな どと いふ もの，， あろべき 道 ffi まな、。 眞 にこ 

れ あらば、 何等かの 利益 を 得ん が爲 であろ。 左様な 話 を 聞いて 野 州まで 行く の は 恐し い ことで あ 

ろ。 敢て危 い 所へ 行く 必要がない」 

と 言った。 浦賀の 二人 もまた 無利息 金の 話 を 疑った。 依て 宗兵衞 再び 言って 曰く、 

「先生 は 不凡の 大人で あろ、 世間 並の 考 へで 疑って はならない。 若し 各位の 察すろ が 如き 人なら ば 

直に 懇願 を 止めれば よい。 若し 懇願が 許さ ろれば 大 なろ 幸で ないか、 未だ その 人に 逢 はずして 疑 ふ 

- とい ふの は 條理が 通らない 。各位 は 自分に 誑された として 試みに 往 つて 見れ ぱ よから う、 一度 往來 

すろ だけの 費で 願望が 適 は V 幸で はない か - 


と。 孫 右衛門 はま だ 疑が 解けない が、 二人 は 承諾した。 併し 態々 出頭す るに は 至らなかった。 

II 川峰廬 仕 法 第一 期 天 保 丸 年 正月より、 先生 多く は 小 田 原 領內に 居られた。 その 正月 頃 は 農々 

足 柄 上 郡 竹 松 村に 來り 衰村復 輿の 道 を 行 はれつ A あった。 大 磯より 道程 約 五 里、 依て 宗兵 衞は强 ひて 

孫 右衞門 並に 浦 賀の兩 人に 勸 めた。 孫 右衛門 は 無利息 金の 件 は 甚だ 疑 はしき も、 若し 借ろ を 得ば 町民 

の 目 を 驚かし 得る であらう と、 卽ち 相伴 ひて 夕刻 竹 松 村に 着した。 

竹 松 村の 名主 を 河 野 幸 内と いふ、 先生 は 人 浴 中であった。 卽ち 先生に 吿ぐ ろに 1 家 再復の 良法 を授 

けられた しと 懇願の 旨 を 以てした。  I 

先生 孫 右衛門の 容易に 道に 人ろ べき 者に あら ざろ を 知れろ を 以て、 宗兵衞 が 凡 情の 致す 所、 前後の ^ 

思慮な く 伴ひ來 つたこと を 思 ひ、 潛に 浴室より 脫 して 外に 出で、 單身 一 一里 許 を 隔てた る 下 新田 村 早 野 

小 八 宅に 行かれた。 正に 三更に 近かった。 小 八 驚き 迎 へて 先生 こ. -に 宿泊され た。 幸內 方に て は 先生 

の 人 浴 久しき を 訝り、 之を靓 へば 先生の 姿がない。 愕然として 近傍まで 搜 したが 様子が 分らない。 幸 

內 曰く、 先生 日夜 この 衰邑 復興に 努力し 給 ふ、 故な くして 去り 給 ふ 道理 はない。 孫右衞 門の 來た爲 に 

何れ かへ 行かれた であらう、 されば 夜中 尊ぬ ろと も 無益で ある、 と 言った。 宗兵衞 四 人 愕然として 先 

生の 明哲 を 悟った、 我等 四 人 は 試みに 先生 を 訪ねた ものである、 と。 巳む を 得ず して 幸內 等に 仕 法の 

狀況を 聞いた。 幸內 語って 曰く、 


「先 づ利內 の 善人 は 之 を 賞し、 困 民 は 扶助し、 住宅 を 修理し、 屋根 を葺 き、 便所 を 直し、 道 を 乍り、 

橘 を 架け、 用水 を 便に し、 惡 水を排 し、 田圃 を 開き、 大凡 村民の 困苦す ろ 所 を 除き、 朝に 星 を 載い 

て 出で、 夕に 星 を 見て 人り、 村內を 安ん ずろ 道 を 行 ひ、 聊も勞 を 厭 はず、 故に 村民 は 之 を 仰ぐ こと 

父母の 如くで ある」 

と。 孫 右衛門 之 を 聞いて、 先生の 淨 行に 驚き、 いよ/、 慚愧の 心を發 した。 

次で 村民 は 未明より 隣村 曾 比 村 初め、 順次 諸方に 人 を 遣して 先生 を 探し、 j^isg 小 八方に 在ろ を 

知り、 幸 ft は 直に 赴き、 宗兵衛 等 四 人 も 亦竊 かに 來た。 幸內 頻りに 竹 松 村へ 戾られ たしと 懇請した が、 

先生 之を聽 かず、 小 八方に 居ろ こと 數日、 小 八、 幸內等 絶えず 孫 右衛門の 歎願 を 許された しと 懇望し ^ 

た。 尙憨 H 愈々 懇願 切實 なる を 以て 八月 十六 日 始めて 面會 を^. したが、 曰く、  | 

「何の 爲に來 つて 我が 衰 邑を與 しつ A ある を 妨げす ろ や、 余 は 私の 爲に事 を 行 ふので まなく、 君 公 

の 命に よって 已むを得ないから である。 孫 右衛門の 願 ひ は 領土 外の 事で あろから、 之 を 聞くべき 理 

由がない 速 かに 歸り 去れ」 

と、 その 聲大 鐘を揎 くが 如く、  ffl くもの 耳を掩 はんば かりであった。 四 人の もの 敢て 一 語を發 すろ も 

のがなかった。. 暫くして 宗兵衞 漸く 口 を 開き、 

「孫 右衛門 は 災禍 引鑌 き、 禁獄 三年、 象 業 再興の 方途 立て 難く 困窮の 折 柄、 先生の 敎 によりて 孫せ 


衞門 出獄 を 許され、 一 同 その 御 恩を悅 び、 明敎， に 感じ、 是非 一 家 再 與の道 を 授けられ たしと 出て 來 

た 次第で あるから」 

とて 請うて 止まず、 先生 聲を勵 して 曰く、 

「孫 右衛門 はき 己の 罪 多き を 知らず、 なほ 他 を 怨み 自分 を 罪な く 正しと 思へ ろ 様子で ある。 宗兵衞 

が 妻 は 余の 一 言 を 聞いて 速に 兄の 爲に 艱苦 を 忍んで 居る。 然るに 本人た る 孫 右 衞門は 女に も 及ばな 

い、 我意 を 押し 張り、 他人の カを藉 りて まで 家を與 し、 怨に報 ゆろ に怨を 以てせん として 居ろ。 そ 

の 通りで 生活 すれば、 一身 は 困窮し 一象の 將來 は斷絕 すろ であらう。 この 斷 絶の 方法 を籽 はんが 爲 - 

に此處 まで 來 たので あるか * これ 決して 報 德の道 を 求めん とする もので ほない。 また 誠の 心あって 

. 來 たので はない。 然るに 余 は 一身 を 捨て A 諸人の 憂 息 を 除かん とする ものである。 孫 右衛門 は 面 を 一 

飾って 實は 他人 を 苦 めんと する ものである。 その 行 ふ 所 は 相反して 居る。 速に 退いて 滅亡の 道 を 行 

ふが よい。 來 つて 彼是と いふ さ へ 我が 道 を 汚す もので あろ」 

と、 その 聲 雷の 如く、 威風 凛 然として その 面 を 仰ぎ 昆ろ ものがなかった。 孫 右衞門 流汗 衣を濡 すに 至 

り、 覺 えず 宗兵 衞に鎚 り、 是非 慈 仁の 敎を 受けた しと 請 ふ、 先生 少しく 色 を 和らげて 曰く、 

「米の 種 を 蒔けば 米が 生え、 麥の種 を 蒔けば 麥が 生え、 惡の種 を 蒔けば 惡が 生える 世の中で あろ。 孫 

右衞 門が 災難に 罹った とい ふが、 それ は 蒔いた 種が 生えた ので ある。 古語に 積善の 家に 餘慶 あり、 


棲； 个 善の 家に 餘殃 あり、 と あろが、 大凡 吉凶 禍福 は 必ず 依て 來ろ 所が あろ。 今 切なる 願 を 聞き 餘檨 

なく 一 言 我が 道を授 くろに より、 私欲の 念 を 去って 之 を 聞け。 孫右衞 門の 家 は、 H< 明の 饑饉に 命な 

喪 ふ もの 幾 萬 人と 稱 せらる  >- に 際り、 財 を 出して 救助す る こと を 知らず、 米穀 を 高く 寶 つて 蜀り利 

を 得て 富 を 致した。 1K 之 を惡み 鬼神 之 を 捨て、 一 象廢 絶の 機運 は 迫って 居た。 丁度 この 天 運 循環し 

て 一 昨年の 凶作と なった。 孫 右衛門 仁慈の 心 あらば、 家 產を盡 しても 人命救助 を 願出づ べきに、 遲.^ 

として 江戶 にあって なほ 利益の 方法 を 講じて 居た、 町内の 何人が 救助の 心 ありと 思 はん、 町民 は敢 

て 法 を 犯し 禁を 破ろ を 好む もので はない けれども、 窮乏 旦夕に 迫り 不仁 を怨 むの 情發 して 暴行と な 

つた。 その 惡 事が 町民に ある は 言 ふまで もない が、 これ を 生ずる の 根本 は 孫右衞 門に ある。 何とな 

れば孫 右衛門が 救助の 事 を 先づ行 は乂、 彼等 敢て亂 暴 を 行 ふ もので はない、 本來慈 仁の 道 は 人の 大 

道で ある。 分限に 隨 つて 之 を 行 ふべき である。 凶饉に 際すれば 救助 は 富者が 慈 仁 を 行ふ最 好の 機 食 

である。 書經の 中に も 禍福 門な し、 惟人 招く 所な りと あるが、 孫 右衛門の 災禍 は 孫右衞 門の 一 心に 

起った もので あろ。 自分 を 責めろ ことに 急に して 町民 を 怨む暇 もない 箬 である。 IK は 町民の 手 を藉 

りて 家宅 を破壞 し、 また 火の カを藉 りて 財寶 を燒 いたので あろ。 事 急なる に當 つて 富めろ ものが 陰 

德を 施す こと をな さ、 乂れ ば、 各種の 力 を 以て 不仁の 道 を 責めら ろ  >, は 必然で ある。 これ を 知らず し 

て已を 善と し、 人を惡 として 憤怒し その 仇 を 報ぜん とすれば、 一 身 を 以て 衆多 を 害せん とすろ も 得べ 
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ガら ず、 假令官 の 力 を 借りて 勝 を 得ろ こと ある も、 多數 町民の 子孫 は 叉 時 を 待って 子孫に 復饕 する で 

あらう、 互に 攻爭 を敢 てせば、 國家 何れの 時 か 安堵の 道 を 得べき か官廳 この 道理 を 知り、 互に 粉爭 

なから しめん 爲に、 暫く 孫右衞 門を钸 へて 禁獄し、 町民の 平和 を 保た しめんと した 行爲を 偏頗な り 

と 罵った。 自ら 瓜 を 蒔いて 瓜 を 得た こと を 怒る とは淺 間し きこと ではない か。 孫 右衛門が 一 家 再興 

を 志すならば、 先づ その 一 念の 根元に 立歸 つて 前非 を 悟り、 天 を 恐れ 一 身 を 艱難の 地に 置き、 他人， 

の 困苦 を 除かん とする の 所行 を 立つ ろ 時 は、 禍 忽ち 變 じて 福と なり、 求めず して 一 家 再興の 道 その 

中より 發生 すろ であらう」 

と、 孫 右衛門 等 犬に 感じ、 憤怒の 焦心 消滅して、 專ら 再與の 方途 を 授けられ たしと 慈 望した。 

先生 曰く、 

「然 らば 家宅 は破壤 せられ、 米穀 は亂 され、 餘財燒 亡したり と雖 も、 元 來舊き 富 商で あろ。 多少の 

殘れる 財が あらう、 これ を 集む ろ 時 は 何程 あるか (註、 悉皆 集 むれに 五； 白兩 ももらん かと 签 ふ：？ の 五百兩 

1 物と 雖も、 家に 殘 さば その 家を禍 する であらう、 何と なれば 凡その 一 物と いへ ども 世の 呀怨の 源 

となり、 この 財 ありし が 爲に大 なろ 災に 罹った ので ある。 旣に 天災の 時に 何 一 っ殘ら なかった と 思 

へばよ い。 殘れろ もの を 我物と し殘 りの 多き を 悅ぶ心 あらば、 災害の 极 元を殘 して、 一 一度 家 を 減す 基 

となる。 これ を 悉く 去ろ こと 能 はずして、 餘 財を殘 さば 病毒 を殘す ものである。 速に 之 を 去ろ 方法 


に 山いで よ、 この 事 をな す 能 は ざれば その 家 必ず 亡ぶべし」 

と。 四 人 且つ 驚き、 且つ 感じ たれ ども 餘財 ありと いへ ども、 少額な ろが 爲に 無利息 金 を 借らん とした 

ので あろ。 然るに 全部 之 を 去らば 益々 困窮す ろな らん、 理 は當然 なる も 策の 出 づろを 知らざる が 如く 

である。 唯 宗兵衞 は、 千 雨の 無利息 金 を 借らん と勸 誘した る も、 實は聖 敎に遭 はさんが 爲 であろ。 千 

兩は 手段であった。 稂 元は 孫右衞 門に 善心が 發らぱ 足る 所であった。 然 ろに 先生 叉 曰く、 

「余が 敎 ふろ 所 は實 行す る 所であって 小人の 忌む 所で あろ。 汝輩は 目前の 損益 打箅 のみに 心が 動い 

て. 居ろ から、 君子の 道の 如き は 行 ふこと を 得まい。 速に 歸 つて その 好む 所 を 行 ふが よい」 

と、 孫 右衛門 曰く、 

「今 先生 不肯の 某を憐 み、 此の 如き 尊き 敎を 示し 給 ふ、 敢て敎 に隨は ざろ ことの 有ろ べき か、 唯 方 

法が 明かで ない 餘財を 去る と は 何れの 所に 如何様に して 去るべき か。」 

先生 曰く、  • 

「敢て 河 海に 投ぜ よと 言 ふに は あらず、 汝の 家屋 を 破れる 町民 は、 仇に は あらず して、 汝の 欲心 を 

碎き 汝の惡 因を碎 き、 善心 を發 して 一 家 を永鑌 せしめん が爲め 一 身の 罪科 を 抛って 破 却した。 これ 

を 以て 恩人で あろ。 本來 彼等 は 心より この 理を 知って 爲 した 業で はない。 一 旦の渴 命に 迫り、 彼等 

に も あ ろ ベ き惡因 によって 發し たも ので あろが、 汝が 心眼 を 開いて この 事 を 見る とき は 自然の 道理 
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儼然として 明らかで あろ。 故に 町民の 行爲 によって 善. 心 を發 し、 善 種 を 蒔き 之 を 培養す ろ 時 は、 町民 

の 致した 災は汝 の 得難き 幸で ある。 速に 一 心 を 改め この 理を辯 明し、 餘財五 百兩を 町內へ 出し 『非 

常の 凶年に 當り、 互に 艱難 相 救 ふべき に、 不肯 にして 期 を 過ち、 各人 をして 大に勞 苦せ しめた こと 

は、 皆 某 一 人の 過ちで あろ。 今更 先非 を悔 ゆろ とも 詮なき ことながら、 餘財 にして 猶殘れ ろ もの 僅 

に 五百兩 あり、 一物 も殘 さず 町- SZ 貧困 救助の 資に差 出し、 其 處置は 然るべ く 取 計ら はれた し。 僅ケ 

たろ 餘財、 潤 助效少 かるべき も、 或は 補 ふ 所の 不足の 用に もなら ばと 思 ふので ある。 唯 我が 後悔の 

意 を 示さん とする 志に 外なら ない。 願望 を 許さ るれば 幸で ある』 と 申出で よ、 一 毫も 惜 むの 念が あ I 

つてば ならぬ、 一切 人を怨 むの 心が あって はならぬ、 斯の 如くして 町內 安泰の 事 實を見 ざろ 道理 は ジ. 

ない。 孫 右衛門 一 家 は 船 を以. て 江戸へ 通行し、 その 運賃 を 得て 露命 を繫 ぐべ し、 これ は 一家 破 却の 一 

遝命を 免れた もので あろ。 その 時に 當り その 牧人に よって 生活 を 立て、 犬に 緊縮し、 大 に精勵 し、 

艱難 を爲 さば、 その 生活 上の 體驗は 一 身 を 玉と 磨き、 幸福の 根元 こ A に 開く 事で あらう。 この 道 を 

行 ひて 然 かも 町民 不平 を 生じ、 一 家彌々 危 きに 至らば、 余 は 直に 五 百 兩を與 ふろで あら 多」 

と。 四 人 犬に 驚歎し、 夢の 醒めた ろ 如くに 恭悅 し、 速に 之 を 決行 せんと 大磯 に歸 つたが、 先生の 前に 

在って は 邪念 消燼 して 大悟 明月の 如くな ろ も、 家に 歸れば 疑惑 凝然として 群生し、 終に 決すろ 所な く、 

親類 緣者も 亦な ほ 相談すべし とて 歸っ た。 沛贺の 二人 は 途中 縑 倉に 於て 日暮れと なった。 時に 雨 さへ 


降り 來 つて 前 路を辨 じない、 二人 は圓覺 寺の 淡 海 和 尙の事 を 思 ひ 出した。 和 尙は圆 覺寺誠 拙 和 尙に師 

事し、 次で その 西 堂卽ち 管長と なろ。 雲 衲參集 日に 多く 當 時の 名僧で ある。 博 學多識 にして 遠近 その 

德を稱 し、 宫原 一 象 もこれ に 師事す る こと 旣に 久しき もので あろ。 この 寺に 宿し、 明日 歸 らんと 談し、 

1 一人の 參詣 すろ や、 和尙 「この 日沒後 何れより 來る」 と、 一 一人 答へ て大 磯の 川 崎 屋復與 の 爲にー 一宮 先 

生 を 訪問し、 種々 の敎を 受けた ろ 次第 を 具に 物語った。 和 尙大に 感歎し 誠に 尊き 敎 であろ。 その 理實 

に 無量. である。 二人の 者 如何に 決心した ろかと、 二人 曰く 

「未だ 決せず、 家に 歸 りて 親族と 協議す ろ 積り である」 

と、 その 語の 未だ 終らない のに、 和尙 聲を勵 して 曰く、 

「汝 等を敎 導す る こと 久しと 雖も、 未だ 其の 如き 至敎を 得て その 理を 了解す る こと を 得 ざろ か、 大 

なろ 善道 を 聞いて 速に 其 道に 進む こと 能 はざる 何事 ぞ、 一 家の 中心人物 にして 至敎を 解す ろ 能 は ざ 

れぱ 一 族 凡庸の もの 何 を 以て 解す ろ こと を 得べき か。 嗟 今時 濁れる 時に 當 つて、 それ 程までに 大道 

理を 以て 人 を敎へ 至善 を 行 はしむ る 大德の 人が 在った か。 その 敎に 依らず して 歸 らんと すろ は 不埒 

である。 止宿せ よと いへば 一 一人の もの A 意に 適 はんも、 一 宿 を 許す こと は出來 ない。 直に 大 磯に 引 

返して 其 道 を 行 ふべき である。 我れ 多年の 親好 を 以て 今夜の 止宿 を斷 る。 これ 汝等を 以て 道に 至ら 

しめんが 爲 である」 
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と。 一 一人 恐縮して 寺 門を辭 したが、 巳 を 得ず して 雨中 を 胃して 1 應歸 宅した。 

1 一人 は 淡 海 和尙の 1 喝に 感じて 彌々 意 を 決し、 速に 親族に 告げて 再び 大 磯に 至り、 和 尙の敎 を 孫 右 

衞 門に 告げた。 孫 右衛門 も 漸く 動いた が、 報德金 拜借證 文に よれば、 孫 右衛門 は 宗兵衞 同道に て浦賀 

に 至り、 親族 協議した が、 實 以て 容易の 儀で はない が、 兼々 敎化を 受けつ A あった 圓覺 寺の 淡 海 大和 

尙が 我れ 郦 門に 人って 數十 年、 常に 心魂 を碎 いて 救世の 道 を 究めて 居る が、 正しく 未だ その 理說の 如 

き はない。 佛の 垂示し 給 ふ 自他 平等 卽身 成怫 とい ふ敎は それで あろ。 中 々凡慮の 及ぶ 所ではない。 只 

今より 卽刻 一同 歸 宅して、 沙 しも 餘 念な く、 一途に その 敎を 遵奉すべし とのこと であった ので あるか 

ら、 今更 躊躇すべき でない、 とて 1 同黉 成の 上、 沛賀 より は惣 代と して 宫原屋 清兵衞 瀛州大 磯に 來り、 

親類 打 揃うて 小 田 原に 至り、 その 處逮法 等 を 伺った 所、 先生 は 懇篤に その 取扱 方 を 授け、 因果の 道理 

を 諄々 と 理解せられ、 財産 商品 等 を 精算し、 男物 四十 點、 女物 百 一 ー點、 計 百 一 一 十二 雨餘、 外に 現金 合 

せて 七 百 五 拾兩餘 とい ふ资 財が あった ので、 その 內五百 兩を町 內へ差 出し、 殘貳百 五 拾 兩餘は 商賣の 

資本と し、 伊三郎 を 支配人と して 一 切 を 賄 はしめ、 孫 右 衞門は 野 州に 至り 修業 を爲す 心底 を：^ て 之 を 

决行 する ことと なった。 天 保 九 年 十 一 月の 「報德 加入金 取調 帳」 によれば、 この 男女 衣類の 取調が 明 

細に 記されて あろから、 實行は 十 一 月と 見 ゆろ が、 同時に 町 內へ差 出す とい ふの は、 報德 加入金と し 

て 差 出し、 それが 町 內へ差 向けられろ ことと なった。 卽ち五 百 雨の 資財 も、 大 磯町 內の 仕法资 金た る 


べき 希望 を附 した ものと 見 ゆる。 

この 资財を 受取った 大 磯町の 役人 は 驚いた。 如何に 處理 して 然るべき かも 斷定し 翁ね た。 依て 町內 

役人 を 集めて I 議 した。 然るに 町 ：HZ 一  1： はこれ も甚 しく 驚いた。 

「もと 孫 右 衞門は 町民 を 怨んで 居る と 思 へ るに、 町內 救助 資金と して 無利息の 金 を 差 出すな どと は 

思 ひ よらぬ ことで ある。 町民 は 愚 味に して 孫右衞 門の 行動 を 知らず、 一途に 凶作 來 ろに 苦んで 暴行 

をした。 その 罪 を 償 ふこと も爲 さない のに、 餘 財を盡 くして 困窮 を 救 はう と は、 如何に 孫 右衛門が 

誠意と はい へど も、 當 方が 易々 と 之 を 一- K げられ ろ もので はない」 

といった が、 町役人 は、 

「孫 右衛門の 決心 も 甚だ 堅い から、 之 を 返却す ろと も 受取らない であらう、 また 之 を 無益に 消費す 

れば その 誠意に 報 ゆろ 所以で ない。 之 を 無利息 年賦 金に 貸付け て 窮民 を 救 ひ、 1 家 取 直し を 行って 

町内の 艱苦 を 免れ 得たならば、 孫 右衛門に 恩 を 報ずる こと も出來 ろで あらう」 

と。 町民 之 を 聞いて 大に悅 び、 終に 之 を 受納す ろに 決した。 

爾來 町民の 孫 右衛門に 對 すろ 態度 は 一 變し、 父母に 對 すろ 如く、 町內の 紛爭霧 消して 親睦と なった。 ： 

孫 右衛門 は 屠々 野 州、 並に 小 田 原の 間 を往來 して 報 德の敎 を 聞き、 節儉を 守り、 伊三郎 以下 店員 も 亦 

誠意 精勵 し、 次第に 利潤 增 加し 一 家 再興の 曙光 を 明に 認め 得ろ に 至った。」 
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然るに 大 磯町に 於て は、 前後の 困難より 延て天 保 十 年に 至り、 宿驛の 公式 費用の 負擔も 困難と なり • 

一 舷の 疲弊 も 益々 甚 しく 如何 ともなし 難き に 至った。 依て 天 保 十 一 年 正月、 韮 山 代官 手代 齋藤 勘兵衞 

め 名 を 以て、 大磯 宿の 借金 八 九百兩 にも 及び、 その 返濟 方に つき、 町內ー 人 毎に 封書 をね て 意見書 を 

差 出すべし と觸 渡した。 當時 孫右衞 門は大 磯の 方 は 伊三郎に 任せ、 自分 は 多く 先生の 許に 居た。 先生 

曰く 誠に 好機 會 であろ。 餘財を 調査して 差 出せ、 禍の轉 じて 繭の 來る 時が 來た。 こ， -に 於て 調査した 

る 財產は 現金 百拾壹 兩餘、 米麥 雜穀、 其 他 三百 六 拾 六 兩餘、 貸付金 贰百 八拾壹 兩餘、 合計 七 百 五 拾.^ 

兩餘の 中、 預金 差 引 殘金五 百 贰拾七 兩餘、 之 を 差 出して 右 八 九 百 雨の 借財 償還の 資に當 てられ、 十ケ 

年娬 にても 償還せられ なば、 繰返し 貸繼ぎ 永久 助成に 相 成 様 致した しと 申出で、 再び 右 五 百 兩を差 出 

した。 その 上申書 は 左の通り である。 

差 上申 御請 書 之 事 

策 海道 大磯 宿、 北 組 百姓 孫 右衛門 奉 申 上 候、 當宿之 儀 連々 困窮 相 募 候に 付、 御 改革 被，， 仰 出 f 御 出 役 

之 上、 當時御 趣 法 中に 候處、 宿 借金 濟方、 役人 共 初、 小 前 末々 迄 工夫 勘辨 いたし、 銘々 存寄有 之 候 

はば、 書付 印 封に て 可 申 上旨、 御 書付 を以宿 內御觸 渡し 有 之 候に 付、 私儀 別段 宜 工夫 勘辨等 無，， 御座- 

候 得 共、 身上 取調 見 候 所、 有 物 穀類 代金、 並 貸金 共、 合金 五 百 兩有之 候 間、 差 出 候 宿 借金 濟 方に 差 
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向 申 度、 尤去亥 春 中、 金 五 百 雨 差 出 候 振 合 を 以て、 無 利 足十ケ 年賦に 御 下金 被 成 下 候 様 仕度^ 巾 上 

候に 付、 右 書付 を以、 早速 蓮 山 表へ 御 伺 被い 遊、 右 様 多分 之 金子 差 出 候て は、 百姓 相 縯方差 支候镞 

^^^i きき わ 3、 曰、 ^ハ i„ き £4 處、 其餘 ffl 畑 等少々 所持 罷在、 暮方差 支 候 儀 決て 無 御座 段 中 上 

候、 然ろ處 右 金 差 出方 之 儀、 其 時々 御 差圖有 之、 當時御 取締 屮之 儀に 付 宿 役人へ 相 對を以 相談 候 儀、 

決て 致 叫 敷 旨 被 U 仰 渡-、 承知 奉レ長 候、 依 之 御受書 一 札 差 上申 候 以上 

天 保 十 一 年子 年 一 一月  大磯宿 百姓 孫 右衛門 

外 三 名  一 

扛川 太郞左 衞門樣 御手 附 

齋藤勘 兵衞様  ， 

代官 は 犬に 感じた と 見え、 三月 代官 江川 太 郞左衞 門大磯 通過の 砌、 

「宿 方 困窮 立直り 之 儀、 厚 心懸、 ^方 度々 差 出金いた し、 其 外 困窮 之 者へ は 救助 之 取 計いた し 遣 候 

段 奇特 之 儀に 付、 爲 褒美 白銀 一 一枚 差遣 候」 

旨、 御直對 面に て卬 度され た。 その後 六-月 孫 右 衞門は 先生の 隨從 者と して 韮 山に 赴いた 時に も、 江川 

代官に 御 目通り 對面を 許された。 その 節は憲 山の 多 田彌次 右衛門の 納金の 助成 をした こと を 賞せられ 

た。 卽ち 


多 田彌次 右衛門 儀、 吹 直 金 引. 巷 御 川 相 勤 候處、 弒金殘 金 千 參百八 拾 九 兩參分 上納 之 分、 半金 は 無 利 

十ケ 年賦に 差 出、 公 俵 へ 封し 御 奉公 筋、 且は 同人 家名 相 續之道 相 立 奇特 之 至、 猶义宿 方 之傣は 勿論、 - 

不寄 何事 心 付 候 俵 も 有 之 候 はゾ、 不レ及 n 取次 1 直々 可レ承 

..3 曰 を 仰 渡された。 代官へ 直々 對面 意見 を 申 述べろ とい ふ 破格の 取扱 を 受け、 孫 右衛門 は 愈々 報 德の有 

難 味に 感じ、 自ら 報德金 拜借證 文中に  . 

「偏へ に 報 德御趣 法の 敎を 受けた ろ 御餘光 故で ある。 第 一 祖先の 冥 慮に 叶 ひ、 其 上 一 家相 續の 方法 

として、 特に 報 德善種 金 千 百 拾 參兩貳 分 之 内、 六 百 拾 參兩贰 分は大 磯の 宿 柄 立直る まで 無 利 置据に 

て拜 借し、 殘金 五百兩 は、 無利息 十 ケ年赋 にて 拜借 すろ こと を 得、 祖先の 家名 も 立ち 自分 は 勿論 親 W 

類 一 同相 助り、 重々 冥加 至極 有り難き 仕 合に 存 ずろ」  一 

3 日 を. 認めて 居ろ。 これ は 正に 天 保 十 一 年 十一 一月の ことで あろ。 

されば 孫 右衛門が 大磯 宿に 差 出した 壹千 兩の资 財に 對し、 實は その 誠心誠意 を赏 して 報 德善種 金よ 

り 同額 以上 を 貸付 ゆ、 孫 右衞門 獨自の 生計 を 立て しめたの である。 之 を事實 より 見れば 不淨 なろ 財 を 

粱て しめ、 淸淨 なろ 報德 金と して 換附 せられた ものである。 櫻 町に 於け る 岸 右衛門が、 一村に 對 すろ 

信 ffl を 失った 時、 その 家財 を 推 譲せ しめ、 開發 法に よりて 元资財 以上の 復興 をな さしめ たと！！！： じ 方式 

であって、 小才 子の 墮 する 失德を 補って、 世の 爲に盡 す 智者と ならしめ た 仕 法で あろ。 
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斯くて 孫 右衛門の 美名 は 遠近に 響き、 其 名 を 聞き、 その 人 を 慕 ふ もの 多く、 櫻 町、. 江戸、 大磯、 小 田 原 

等の 報德 連中が、 往來の 途次 立 寄り、 また 報德金 送達 爲換の 一 中心 をな すに 至った。 これ 一 に 先生の 

風化の 致さし めた 所で ある。 、 

一一 一 大礎 宿の 仕 法 並に 油屋藤 兵衞と 茶屋 町の 仕 法 大磯宿 は從來 一般に 困窮し つ A あった 所へ、 天 

保 七 年の 凶作 時の 影響と、， 暴動 一 件に 關 して 上下の 失費 多 かりし と、 大火の 爲に宿 借金 千 參百兩 にも 

及んだ こと 等に よって 困難して 居た が、 孫右衞 門の 仕法發 願に よって、 天 保 九 年に 金 五 百 兩を差 出し、 

無利息 金十ケ 年賦に， て 大磯宿 公式 借財 を 返却す ろ ことと なった が、 尙殘額 八^ 百兩 にも 達し、 返 濟の手 

段の 立 様がなかった ので、 天 保 十一 年 正月 晦日、 代官 手代より 宿內 一同へ 內 達し、 一人 限り 極 祕を以 

て その 返濟 手段 を內 申せし めた。 之に 應 じて 申出た もの は 六十 五 人あっ^ が、 大半 は 不調法に て考へ 

がっかぬ とい ふ 内申書の みであった。 中には 種々 考案した 良法 も あろが とい ふの を 見れば、 自分に こ 

の 事業 を させて くれろ とい ふ 類であった。 この 多くの 書類 中に 異彩の あつたの が、 孫 右 衞鬥の 前節の 

通り 金 五 百 兩を差 出す とい ふので あった。 

孫 右衛門が 無利息 十^ 賦で金 五 百 兩を差 出した から、 大磯 宿の 負 使 は 順調に 仕 法 立が 出來 た。 

川 崎 屋の仕 法と 伴って、 大磯 南北 兩 組の 仕 法が 行 はれた が、 その他の 町々 も 亦 H< 保 凶作 以來の 困憊 は 

相當^ しかった。 殊に 町內小 磯の 油屋 藤兵衞 は，、. 先生の 許に 至り 敎を 受けた 内の 選ばれた 一 人で ある。 


恰も こ _3 頃 代官 江川 太 郞左衞 門の 手 附津田 橘 六と いふ 者、 大 磯に 出張し、 常時 全國に 向って 徹底 を 

期しつ „ ありし 水 野 越 前 守の 新 行政 手段に 努力し、 風儀 取締の 爲に、 釵盛脔 女 は 本 町 以外に 出す ベ か 

らずと 厳逹した • 

茶屋 町 は その 名の 如く 飮食店 旅館 等の 多かった 所と 見え、 非常なる 打撃 を^く ろ ものと なし" 一 町 

舉 つて 飯 盛 出 人 を 差 許され 度 旨 歎 顧に 及ばん とした。 油屋藤 兵衞は 先生の 許に 在って 此の 不穏の 狀勢 

を 知り、 先生に 指導 を 乞うた 所、 豫て 老母の 志願た る 祖父 三 宅 善 兵衞の 篤志の 後 を 襲ぎ、 祖父の 如く 

こ 宿 巧 公共の 爲 にもな らん かとの 願望 は 唯今な ろぞと 指示せられ、 直に 老母の 養老 资 財より 金 五百兩 | 

を 差 出して 川 崎屋の 例に 傚 ひ、 再び 打 毀 等の 發生 せざる 様處理 すろ ことが 出来た。 それ は灭保 十三 年 ジ 

正月の ことで ある。 

こ^は 飯 盛の 出 人 を 禁ぜられた が爲 に、 町民 は 利益 を 失 ふなろ べしと 豫 想せられ たので、 この 困難 

救 濟の爲 に、 無利息 七ケ 年に て 五 百兩を 貸付け、 この 助成に よって 生計 を 緩和 せんとす ろに あった. * 

卽ち 報德仕 法の 様式に よって、 出精 奇特 人 入札の 方法 を 以て 賢 付ける ので あろ。 

J> 磯こ^ ナる 仕^.; !•、  S 人 仕 法より 一般 仕 法へ と 進んだ の は、 藤 兵衞を 中心とすろ ものと、 利右銜 

門 を 中心とすろ ものであるが、 特に 藤 兵衞の 取扱った 出精 奇特 人 入札より、 町內 一般に 貸付け、 夭 保 

十三 年より 弘化 一 一年までの 正式 仕 法 書が 傳 はって 居ろ の を 見れば、 最もよ く 整った 報德仕 法の 一 がと 


認 むべき ものである。 

. 四 川 峙屋仕 法 第二 期 第一 回の 仕 法に よって、 店舗 は 分家 伊三郎 を 支配人と して 經營の 任に 當ら 

せ 自分 は 家祿を 本と して 高麗 寺 村に て 安固な 生活 をな し、 二回に « 千 兩を大 磯 宿內に 提供し、 町，^ よ 

り は 尊敬せられ、 代官より は 賞詞 を 受け、 報德 連中に 加 はって、 多 田 朝日 等の 仕 法に 關與 し、 淨き生 

活を 遂げつ A あった 孫 右衛門 は、 如何な ろ 生活へ と 精進し たかは 書類が 整って 居ない が、 數年 S! 報德 

金 を 償還し、 この 道に あろ を 悅び合 ひつ A あつだが、 以來 日記に も 書翰に も 一時 見え なくなろ。 

然るに 嘉永五 年に 至って、 先生 は 加 藤 宗兵衞 に 對し川 崎屋も 最早 仕 法 以來十 五ケ 年、 近頃 一 切 音信 

力ない が、 多分 は 家產も 減少した るな らんと 物語られ たので、 宗兵衞 は 孫 右衛門 方に 來て その 3 曰を吿 

げた。 孫 右 衞門は 始めて 心附 き、 伊三郎に 就て 取調べた 所、 果せろ 哉 孫 右衛門より 支出し 置きた ろ 財 

貨火 百兩は 殆ど 貸棄 てに なって 居た。 

玆に 於て 先非 を 悔いた ろ 孫 右衞門 は、 報 德金其 他 貸 附金壹 千 四百 丸兩 參分甙 朱の 內、 九 百丸兩 三分 

贰朱は 日光 御神領 御開 發御人 用に 加入した いと 中 出た。 

倂 しこの 殘金は 貸付金で あるから、 或は この 貸付金 を 日光 41! 法報德 金に 加入す ろと 同時に、 先生の 

芋 許より 報 德仕法 金 貸付 を 懇望した ものと 見 ゆる。 

嘉永五 年 十 1 一月に は 「先生より 天地の 大道、 上下の 定理、 貧富 盛衰 善惡の 輪廻、 四民 之 要 道、 一 々 
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教誨の 上 『米 まけば 米 草 生えて 米の 花、 さきで 米の 裏 世の中』 との 歌 を 詠 ぜられ て 1 の 謹 を 

具に 敎誨 せられ」 仕 法の I 案け た。 而して 翌六年 八月 類燒 にか i て 浦賀其 他へ 助成 を 仰いだ が、 

先生の 御 指導に よってと いふ 挨拶に より 卽 決しなかった。 その後 は 如何様に なった か 全く 音信がない、 

恐く は報德 記に 見 ゆろ 樣に、 我意に 流れ、 先年 差 出した 無利息 金 を 私財に 繰戾 し、 1 家 を 輿さん とし 

て はら.^ し、 先生に 報告す ろ 程の 結果 を 齎し得 ざろ 間に 嘉 永より 安政へ と 時期が 推移し、 事實は 非常 

の 困窮に 陷っ たものと 見 ゆる。 敎 によって 生活 を 建つ る 時は榮 え、 敎を棄 つろ 時は衰 ふ。 明治に 及ん 

で 油屋の 後は榮 え、 川 崎 屋の後 は 絶えた。 大道 はこ A に眞理 を顯 著に 表明す る。  【 

五 利右衞 門の 推 讓と山 王 町の 仕 法 川崎屋 孫右衞 門の 親族に 利右衞 門が あった こと は、 前節に 述 1 

ベた i であろ が、 打 毀 一件の 頃に も 伊三郎と 共に 孫 右衛門の 留守中 を 引受けて 居た。 本來 富めろ 方で 

なく、 天 保 十 一 年 ゆ 調に よれば、 家 株 八 反 五畝餘 歩に て 借財 贰百六 兩餘と ある。 

嘉永五 年 十月に 差 出した 「御 伺 口上書」 によれば、 一 家相 續が 困難な 所から、 御手 許 金 五拾栩 と、 

孫 右衛門より 七 拾 雨と を拜 借して 商業 を始 一め た。 

孫右衞 門の 親族で あり、 先生の 許へ 往來 した 爲に、 報德钍 法の 事 を 幾分 辨 へて 居た。 町內に 存在す 

る 三人の 寄留者が、 住宅 を 所有して 土着した しと 懇願した ので、 利 右衛門 は 先生に 請うて その 仕 法の 承 

認を #、 茶 右衛門の 報德 金より 借 受け、 落成に 及んだ 頃 町内に 大火が あつたので、 來住 者よりも 本來 


土着の 者の 住宅の 方が 焦眉の 問題と なった。 ^し 何等 便法 もない ので 自己の 所有 住宅地 を資 却して、 

それ を 以て 小 住宅 を 作り、 之に 應 ずろ ことと した 所が、 自分の 住宅が 賫れ ないで、 取り 敢 へず 田畑 を- 

竇拂 つて 取掛 つた、 これ は 天 保 十五 年の ことで あろ。 

雨來 町民 は 報 德御趣 法の 儀 を i すろ ものが 多い ので、 家作 を 遺した もの は 勿論、 古來の 百姓 キ も 

1 同 相談の 上、 身分に 應 じて 镜立金 を 始めた 精果、 ^永 五 年に 至って 金 七 拾 五雨に 達した。 如何 取 計 

然るべき や を 先生に 伺って 貰 ひたいと、 ^5515^  、 齋藤条 之 助 へ 願 ひ 出た。 

然るに 利 右衞門 自身に 於て は 負 使 額 百 七 拾 參兩と あろ。 利右衞 門が 一 人 借財 をして、 住民の 急 を 救 

つた 結果と して、 推 譲の 風 は 山 王 町 を 化して 仕 法 願と なった。 これ は 如何に 處理 せられ たかは 仕 法 書 i 

に 明かで ない が、 仕法實 行の 證 として 認 むべき 十ケ 年間 仕 法 雛 形が 作製 せられて あろ。 斯くて 一 人の 一. 

推 難が 一 村に 及ぼした 民風 作 輿の 跡が 見 ゆろ。 

其他大 磯町 內の傳 兵衞、 半左衞 門の 仕 法が 行 はれた、 斯くて 川 崎 屋の仕 法 を因緣 として、 相 営顯著 

に大磯 附近の 町村 仕 法へ と傳播 しつ ュ あった こと を 知り 得ろ。 


第 十三 章 韮 山の 仕 法 

一 江川 埕菴の 懇望 產 山の 钍法は 江川 太 郞左衞 門よりの 懇望に よる。 この 一條 は 領內の 豪商 多. 田 

彌次. 右衛門 始め、 朝日 與 右衛門 其 他の もの 等が、 幕府の 古金 銀 引替 御用 を 勤め 居ろ 間に、 上納金 不足 

し、 返金に 差 詰り、 本人 は 勿論、 代官と しても 領政上 容易なら ざる 問題と なり、 上下 痛心の 最中、 二 

宫 先生の 報德金 貸付 仕 法 立の 風說を 聞き、 彌次 右衛門 M 々先生の 許に 至って 報德金 貸付 を 懇願した け 

れ ども、 中々 承諾 を 得ない ので、 代官 親ら 筆 を 執って 懇望す ろ ことと なった ので あろ。 

江川 祖菴の 書狀は H< 保 十 一 年 六月 六日で あろが、 その 前年 +年 十一 一月 廿七 H、 小 E 原 藩士 坂 部與八 

郎等より、 韮 山の 柴雁助 等に 宛てた 書狀 によれば、 「旣に 同年 以来、 多 田彌次 右衛門 は屢々 野卅 までむ 

出かけて 報 德金拜 借 を 願 出た が、 『報德 金 貸付の 儀 は、 殊の外 次第 も 有 之』 目下 钍法 中の 村々 も 多く、. 

容易に 手の 行 届かぬ 現狀 であるから、 何れ 彌次 右衛門と も 面談の 上に 致し 度、 この 次第 は 本人 も 承知 

の喾 であろ から、 引替 金 上納 御 差 まと は存 ずろ が、 如何と も 致 方の ない 次第 を 御 憐察願 ひたい」 と あ 

ろ。 卽ち この 書 狀は彌 次 右衛門 は 天 保 十 年 春から 懇願して 居た が、 中々 承諾 を 得ない から、 代官の 手 

代の 盡カを 以て 小 田 原 藩へ 懇望した 所、 小 ffl 原 藩から 速に は應じ 難しと 謝絶した もので あろ。 
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その 何事 を 懇望した かとい ふに、 多 ra 彌次 右衛門 は 古金 銀 引替 御用 を 勤めて 居た が、 幕府より 預か 

つた 元手 金の 上納 殘が 延納と なり、 返納の 方法がない ので、 報 德金を 借用して、 この 難關 を切拔 けよ 

うとし たんので あろ。 

古金 銀 引替と いふ は、 幕府の 金銀 改 鑄に 際し、 新 貨幣 を 交付し 置き、 古金 銀 を 引上げ 之 を 上納せ し 

むろので、 地方の 富豪 はこの 引替の 任務に 當り、 新 金銀の 委託 せらる A 間 は 無利息で あり、 上納 期 ま 

では. 一時 之を贷 付け 置いて 利息 を牧 得し、 種々 の 便利と 利益との 爲に 自ら 贅澤 となった。 ^し 元^ i 

御預り 金で あろから、 時には 急速に、 時には 徐々 に 上納し なければ ならない。 然ろ にこの 遊金 は 手^ 

に^め 置く もの. でな く、 勢 ひ 取引 區 域に 貸付と なろ ものが 多かった。 多 田の 取引 範圍は 駿遠豆 相の 廣 

きに 一 且つて 居た。 隨 つて 取 立 も 容易で なく、 多 田の 所有 W 地 小作 納 米も^ 保兩 度の 飢饉に 未進が 多く 

太に 困難 を 極めた。 これ 等の 事情に 當 面して 居た の は 多 田 のみでな く、 三. S の 朝日 與右衞 門 等 も 同様 

であった。 併し 多 田 は その 金額が 最も 多額であった。 

古金 銀 上納 帳に よれば、 文政 六 年に 命 を 受けて 以來、 H< 保 七 年までの 取扱 金高 は 次の 通りで あろ-一 

. 惣 金高 六 拾 八 萬 九 千 七 百 拾 五兩餘 

內金拾 八 萬參千 四百 四 拾 贰兩餘  多 田彌次 右衛門 

金 拾 贰萬參 千.^ 百參拾 六兩餘  朝日 與右衞 門 
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金 拾 壹萬八 千 九 百 五 拾 九兩餘  淸次郞 

金 拾 壹萬八 千 四 拾 八兩餘  友 右衞門 

金 拾 壹萬七 千 八 百 八 拾 壹兩餘 _ 惣右衞 門 

金 贰萬五 千 八 百贰拾 七兩餘  千 右衞門  〜 

M して ヒ^ 殘金 帳に よれば、 文政 六 年より 天 保 九 年まで 取扱、 御 下 ケ手取 金 八 萬 四千 百 四 拾 七兩餘 

の 内、 八 萬 贰千七 百 五 拾 七 兩餘を 上納し、 殘金千 參百八 拾 九兩參 分が 不足で ある。 殊に 當時 私愦 四千 

八 百贰拾 參兩餘 あって、 金融が i と 行き 詰って 居た。 尤も 家産 は 田地の みに て 四 拾 贰町四 反餘も あつ 

て、 作 德米千 百 六 拾 八 俵 を牧納 し、 御 年貢 高 掛りを 控除して 六 百 八拾參 俵を賣 却し 得ろ。 この 困 地 は 

作德 米より 钊斷 して、 當時千 五 百 四 拾贰兩 位に 相當 した ものである。 

多 E 彌次 右衛門が 御用 命 を 受けた の は 文政 六 年、 之を辭 返した のが 天 保 九 年で、 前後 十六 年間、 名 

譽と 責任と 華奢と 因果 關係 をな して 千 參百八 拾 九 雨の 金策に 行 詰った。 各方 面に 懇談した が 終に 策 は 

なかった。 然るに 小 田原大 久保領 にて は、 野 州より 偉才 二宮 先生の 仕 法が 移されて、 無利息 金 を 以て 

救濟 せられる とい ふ 評判が 高くな り、 諸方に 風 iS が 傅 はった。 彌次右 衞門は 新 古金 銀 引替の 爲、 小 田 

京 藩 こも 出 人した。 時には 借人 御用 を 命ぜられた こと もあった から、 韮 山 代官の 手代と 小 原 藩臣と 

の 交際 ま 通り 一 遍の もので はない。 彌次 右衛門 は 小 田 原 領内の 報德钍 法の 實情を 聞き、 また 藩臣 にも 
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it- , おし 野 4； まで も 出かけて 懇願した が、 中々 容易に 引 請けられない けれども、 眼前に 報德仕 法の 進 一 了 

を 見て は、 懇願 を 中止し 得べき もので はない。 依て 韮 山 代官に 依願し、 代官 手代より 小 田 原 藩への 交 

涉 となった ので ある。 

正式 第一 回の 交涉は 無効に 終った。 けれども 全然 拒筢 せられた g ではない。 それ は當時 先生の 手許 

にも、 三 浦の 宮原屋 等よりの 預金が あろ 順序に なって 居た。 これが 決定 すれば 或は 融通が つく かも 知 

れ なかった、 併し 事柄 は 容易に 進行し なかった。 兹に 於て X 保 十 一 年 六月 六 曰、 江川 謹の 名 を 以て 

先生に 面談 依願の 書 狀が發 せられた。 

未 得- -拜 眉， 候 得 共、 以-- 小 楮-移 上 仕 候、 向暑 之砌 愈御淸 一幅 奉， 賀候、 然ば 私儀 五ケ 年 以前 御 代官 被- ^ 

仰 付-、 支配 所 一 同 之 進退 一 身に 拘候 處、 何事 も不行 届に て 其 任に 堪不レ 申、 深 慨愧之 至 御座 候、 然 一 

所 風と 先生 之 御大 名 承知 牡 候 間、 是非 御旅 宿迄罷 出、 色々 相 窺 厚 御 敎論を も 蒙 度 存罷在 候 得 共、 官 

邊 にて 申 候 得ば^ 事 之 様に 相當、 御 關所を 越、 他領へ 罷 越し 候 事、 何分に も 難-, 出來， 候に 付、 御用 

序.^ 麝， と 相 待 筒、 野 州 表へ 御 出立 之 禁知仕 候 間、 渴 想に 不堪、 以，， 手代 共 『御 出 之 儀 相 

願 候 儀に 御座 候、 至 愚 之 慮より、 若 不敬に 陷候儀 も 御座 候 はゾ、 何分に も 御 海容 被レ 下、 御 出 被レ下 

候 雲 重に も 奉， 願 候、 御 聞？. 御座 候，、 謹 人の 幸に 無レ 之、 支配 所 一 統秦 にて、 S は、 

公儀 御 爲筋之 儀に 付、 吳々 も 御 出 之 儀 奉， 願 候、 右 申 上 度如斯 御座 候 以上 
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ム、 j 六 ー  江川 太 郞左衞 門 

一 一宮 金 次郞樣 

この 切なろ 喾狀は 六月 六日 附 であろ が、 これより 前 先生の 一 行 は 五月 廿 五日 櫻 町に 向って 發 足した、 

故に 彌次右 衞門は 小 田 原に 來 たが 面會が 出来ない、 驚いて 韮 山へ 使者 を 走らせた と a え、 六月 一日 3 

山の手 代 八 田 兵 助が 來て小 田 原 藩に 公式に 先生 を 請 待したい と 申出で、 大 磯川 崎屋に 向った。 先生 は 

廿 七日 片岡 村に 立 寄り 廿 九日に は 戸塚に 着し 本 I に 宿泊せられ たが、 韮 山の 意を體 した 特使が 遣され 

たので、 朔 日に は 先生 は大 磯に 引返され、 八 田に 面會 せられた。 翌々 三日に 先生より 韮 山に 趣が ろ A 內 

1: 息 を 得た ので 同日 八 田は大 磯から 引取った。 小 田 原 藩で は 璺田正 作が 韮 山 表の 御用 を 仰 付ら れた。 而 

して 先生 は 六日 韮 山に 向け 犬 磯 を出發 せられた。 前段に 揭 げた 江川の 書翰 はこの 當 日の 日 附で 公式に 

發 せられた ので ある。 卽ち 先生が 來られ ろ ことが 明に なって 公式 自筆 書翰が 發 せられた ことと なる。 . 

先生 は 八日に 韮 山の 彌次 右衞門 方に 着、 翌火日 陣屋 卽ち 江川 家に 至り、 坦^に 面接した。 

，くの 如く 先生 は 江川 坦菴の 懇望に よって、 多田彌 右衛門の 上納金 調達 問題に つき 協議 を 遂げた 所、 

所有 田畑 を寶 却す れぱ これに 相當 すろ 金額 を 得べき も、 一 時に 數十 町歩の 田畑 を 引受ける 程の 買手 も 

.t、  J 戚に 於ても 負擔者 もな く、 また これ を 手 離せば 一 家 將來の 支持 も 困難と なろ が爲 に、 終に 廿 

1 一日まで： ぉ議の 結果、 再度 坦菴 に面會 して 處理案 を 提出し、 漸く 廿三 日出 發 し^が、 途中 大 -rM にて 熱 
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，に； 泊〜 翌日 パ £ 原に 歸り、 地方の 用件 を も取片 づけて 七月 七日 樱町こ "任した。 

一一 多 塁 I 衞門 IQ 釁 多 編 Is: は 新 金引眷 御用 を 仰 付けられ、 新 拿 引替の I 

とし 5 り、 之 I™ に 貸付け、 上納、 或は 返金に 基金 銀 を 受取り、 現今の 曰 本 銀行の 支店の 如き 

用務と、 8 銀行の 貸付と を 兼ねて 居た？、 露な ろ S 力 I すろ に 至った。 され- I 金の 人 用 

なろ 事業に 關係 する ことが 多くな つた。 生鲷 御用の 如き は その 最も 顯 著な 用命であった。 

生鲷 御用 は 幕府の 生魚 進入の 御用 商で あろ。 SS 漁 霧 を， 江戶 に？、 常に， 御用に 充 つる 用？ 

要した。 多額の 资 金が 固定し、 現品 取扱 も 容易ではなかった。 各方 面への 貸付 も 返金 は 停 f した。 I 

簿 上の 霊 は 相 當增加 すれ ども、 現金の 回牧は 困難と なろ こと、 世の常の 銀行き 合の 事 8 と 同様 

であろ。 而 して 幕府の 用命に よ？ 取扱へ ろ 古金 s 上納 は、 幕府の 人 用に 從 つて 時 S 命せられ る。 

これ 各地の 引替 御用商人の 困却した 所以で あろ。 

多 s の 貸付け たろ 金 錢の回 牧殘額 は 天 保 十 年 六月に 於て、 金 四千 七 百 拾八兩 である。 上納すべき 殘 

額 は 金千眷 八 f 雨で あろ。 羅上に は 莫大なる 靈が あろ。 然れ ども 貸付金 は 殆ど 全部が 固定で 

ある 外に 私用 借金 も 亦參千 四百 參拾參 兩餘に 達して 居ろ。 上納すべき もの は 急に 迫られて 吾ろ。 3 

む を 得 ざれば 所有 田地 四 拾 贰町四 反 八 畝 拾 七 歩の 內を賫 却 すれば 事足ろ。 然れ ども 多額の 地面 寶却ま 

錄 易に 買主がない。 


ト田 原に 出入し つ A あった 多 田 は 土地 賈 上げ を 懇願した。 併し それ は 不可能であった。 この 時 この 

際 先生の 報德钍 法に よって 救 はれん こと を 懇望した。 而 して 先生より 江川 坦恭 への 献策と なり。 一大 保 

十 j 年の 暮には 小 E 原 役所より 貳 百兩、 翌年 六 百 九 拾 四 兩餘、 川 崎 孫 右衛門 仕 法 金 六 百 九 抢四兩 餘、. 

總計千 參百八 拾 九 兩參分 を 貸付け、 多 田の 所有 田地 參拾壹 町 六 反 九 畝 贰拾八 歩 を 書 入れ、 その 作德米 

壹千 俵より 年貢 諸 役 高 掛りを 引き、 殘り 四百 拾 六 俵餘を 以て 七ケ 年賦に 償却す ろ ことと なった 

この 犬 案件の 一 段落と 共に、 家財 道具 を寶 却し、 約 拾 町 許の 田地の 牧人 を 以て、 他の 借財 參千 四百 

..餘 兩に充 つろ ことと なった が、 貸付金の 回牧 と、 家計の 餘財 にて 種々 の 借財 を返濟 すろ ことに 承認 を 

. 得て、 十ケ 年間 位に 無 借と なろ 計算 を 立てた ので ある。 

この 融通 金 は 小 田 原钍法 中の 報德 金と、 川 崎屋の 親族 並に 川 崎屋の 篤志 加 人 金と を 流用した もので 

あろが、 その 擔保 となった 年期 賣渡 田地 參拾 壹町餘 は、 小 田 原より 人 を 遣して 實 地を檢 し、 境界 を 明 

かにし、 精密に 擔 保の 實 あらしむ る 様 努められた。 これ は 未だ 充分 報德敎 化の 徹底せ ざろ 時代に 厳に 

. 施すべき 手段であった。 

多 S の钍 法ば 年次 納入 さへ 出来れば 極めて 簡單 であって、 殊に 約束の 年限 もな く、 利率 も 定められ 

」 ず、 無利息 貸付の 如き 表彰 仗 法で ないから、 一年 にても n 十く 返納して これ を 完了すべき 笞 であろ。 然 

るに 事實は 之に 反して 年々 幾分 は 納入した が 完納と はならない。 報 德金千 參百八 拾 九 兩參分 を 十ケ年 
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とすれば、 年々 百參 拾八兩 餘を納 人す ろか、 擔保 m 地の 牧得米 巾より 米 四百 拾 六 俵 宛を納 人すべき 

て あろが、 永年 習慣の 生活 を 分 度に 合致す ろ こと を 得ず して、 漸く 返納した 金額 は 、天 保 十 一 一年より 嘉 

永 二 年まで 九ケ 年間に 八 百 六 拾 七兩參 分で ある。 而 して 殘金五 百 贰拾兩 を 翌嘉永 三年 一 ケ 年に 納入す 

るが 如き は、 從來 年賦 金 延滞の 事 實に微 すろ も 不可能な こと は 明かで ある。 それ 故弘 化の 頃から 徐々 

に 督促せられ、 弘化 三年 閏 五月 彌次 右衛門 死亡 後 は、 枠 藤 五郎に 厳重な 催促 を 加 へられた が、 親族 間 

. の負愤 返納 延引 も あり、 保證の 責任 も果 しかねた。 

彌次 右衛門 は 餍 々小 田 原野 州 を往來 して 敎を 聞き、 藤 五郎 は相當 長期に- 1 つ て 報德仕 法の 實習 をし 

たけれ ども、 元來 富家に 育ち、 親族 間の 貸借 關 係と、 一家 仕 法の 機會に 利す ろ 所 あらんと すろ 風習と 

相 絡み、 往來數 回、 協議、 約束 幾度 か變更 して、 嘉永四 年 八月、 年々 百 五 拾兩宛 七ケ年 納入し、 元金 

並に 謝禮納 人と な す ベ き 旨 申出た。 從來 約束が 反古と なろ 例 多 かりし を 以て、 先生 は 承認せられ なか 

つたが、 是非 これにて とて 從來 の顚 末と 謝意と を 記した. 願書 を 差 出して 引取った。 

r く 仕 法が 人り 縫れ たの は、 多 田 一 族 は報德 無利息 金の 借用 中に 资產を 整頓し、 餘カを 生じた ろ 上 

にて 返金 せんと 希望した ろ も、 元 來報德 金 は 無利息の 恩 金に つき、 調査 出來 次第 返納して 他の 報德仕 

法に 推讓 すろ を 原則と すろ を 以て、 懇願と 督促と、 私益と 公益との 喰 S ひで あろ。 

嘉永 三年 十 一 一月 十一 一日、 先生より 多 田 藤 五郎に 宛て 送られた 「御 百姓 永久 相 續方並 殘趣法 田畑 世話 
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为 議定 窖」 は、 多 田家の 钍 法の 最初よりの 顚 末を詳 にし、 殘 りの 報德金 返金に 關 すろ 仕 法 を 授けた 長 

文の 書類で あるが、 その 中に 现解を 含めて 報德の 趣旨 を 明かに したろ 敎訓が 幾 ケ所も 記されて あろ。 - 

例へば 六十 ケ 年の 分 度 を 以て §を 行 ふ 方 § 示し その 末 段に 至って 次の 通りに 誡 めて ある。 

「家 毎銘 * 時に より 節に 隨ひ、 SS あり、 叉 精 不精 あり、 譬 へば 春 直に 生じて 秋 冬に 實 法ろ もの あ 

り、 秋 冬に 生じて 春 夏に 實 法ろ も あり、 此 故に 春 夏に 眷 すろ もの は 春 夏耘り 耕し 肥 灰 養 ひ、 米穀 

を 取增候 外、 國家之 衣食、 財 用 之 出 道 無 之 候 間、 眼前 本業 致 出精、 心 掛§、 詰り 村爲 にも 相 成 候 

奢、 其 誠意に 隨ひ取 立 遣し 可 申 候、 若 叉 家業 を 怠り 弊風に 流、 致，， 困 翁 『田畑 配當溃 に 及び 條 もの 

は、 前條の 割合 を 以て、 子孫 永々 取 立. 遣し 候 はば、 鰥寡 孤獨は 勿論、 村中惣 軒別 八 拾 六 軒、 大小 之 ギ 

御 百姓、 永久 萬 代相减 じ不レ 申：：、 古語： n 民 惟 邦 本、 本 固 邦 寧と 宣り。 其 餘德ぁ らば 壹畝壹 歩 宛 一 

. も 荒 地 起 返し、 年々 一 粒 宛 も取增 し、 度 外 之 產財を 以て 相互に 助 合、 去ろ 弘化四 年 伺 濟相成 居候 雛 

形 通り 年々 繰返し 取 立 遣し 候 付、 ：： 正に H< より 降り 來 ろが 如く、 叉 地より 湧出る が 如く、 內外 致， 一 

潤澤, . . . • 何方 迄 も 急 度 立直り 可 申 候. . ：」 

かくて 嘉永四 年に は擔 保の 田地 は 一 應 本人に 下 渡され、 田德 によって 返納 を確實 にす ろ こと を 誓つ ノ 

た。 その後 完全に 年度 毎に 實行 したと いふ 書類 は踐 つて 居ない が、 安政 三年の 田畑 高 反 刖仕譯 御請 印 

帳に よれば 


1 、 九 町 贰畝歩  多 田 元 次 郞暮方 分 

1 、 贰拾四 町 參反贰 拾 六 歩 報德 返納 並 恩 謝 別途 分 

1 、 八 町 壹反九 畝參歩  元 次 郞娣聲 藤兵衞 へ 讓分 

計 四 拾 壹町五 反 壹畝贰 拾.^ 歩 

と あり、 更に 「願 之 通り 御 聞濟被 n 成 下 置 一」 と あるから、 始めて 先生の 認 許せられ たる 分 度 確立に て 

未納 元金 並に 相 當の謝 禮金を 納入す ろ 基礎 を 定めた。 しかし これが 何年に 至って 完了し たかは 明かで 

な、 が、 文 久慶應 の 間に 元金が 皆濟 となり、 明治の 初年 何程 かの 謝意 を 表した とい ふ 多 田より 差 出し 

た 報告が あろから、 こ A に 長年 w 間 子孫の 負ひ來 つた 責任 を果 した ものと a ゆろ。 

一二 韮 山 附近の 仕 法 韮 山の 仕 法 は 多 田の 引替 金 上納 一件 を 中心とすろ ものであって、 其 他 は極簡 

單 なろ もので あろ。 その 始 未の 案外 簡明に 進んだ もの は 朝日 與右衞 門の 仕 法で あろ。 

朝日 與右衞 門 は三嶋 宿の 豪家であって、 多 H と 同じ 顷に吹 直し 金銀 引替 御用 を 仰 付けられて 居た 

而 して 當 世の 弊風に 染みて 是亦 借財 增 加し、 御 種 金の 上納 を 怠ろ に 至った。  、 

負 》 の總額 は、 天 保 十二 年の 調に よれば、 金 贰千九 百 四 拾 參兩贰 歩、 その 內六百 七 拾 兩が御 引替 上 

納殘 額で あ. ろ。 この 家産の 危 期を脫 せんが 爲に、 報 德の仕 法 を 仰がん とした こと は、 寧ろ 多 田よりも 

早かった。 
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天 保 十 年 六お！ 一十 九 曰の 書狀 等に よれば、 同年 舂、 先生 を訪 ひ、 非常の 肝銘 を 受け、 往路と 歸途と 

は 生れ 替 つた 如き 心境に 生きろ 様になつ たと あろから、 非常な 隨 喜の 淚を霑 して 居る。 

朝日が 始めて 訪問した 時 は 上納金 拜 借の 事の みで はなく、 一  家 仕 法の 總括的 指導 を受 くろに あった 

が、 無論 上納金の 事 は 重要事項であった。 家 產は參 拾 四 町 九 反餘、 千 五拾贰 俵の 作德 米で あろから、. 

分 度 を 確立 すれば 處理 のっかぬ 程度で はない。 

然るに 引替 種 金 上納の 割當額 未定の 分 も あり、 他に 訴訟事件 もあって、 御钍 法の 遂行 も 上納 傘の 皆 

濟も 延引 を 重ねた。 漸く 天 保 十一 一年に 至り、 小 田 原 藩士 を 便りて 報德仕 法の 正式 俄 願と なり、 小 田 原 

藩士 山 崎、 男澤の 周旋に より、 韮 山 江川 家の 手代の 松 岡よりも 懇望せられ、 漸く 翌年に 至り、 村民 十 

七 人の 保證を 以て、 川 崎 屋钍法 金より 融通 せんとし たが、 往來數 次 他より 低利の 周旋が 成功し、 爾後 

年次 償還が 行 はれて 雛 形 通り 完了した。 

韮 山領內 にて は 他の 仕 法 志願者が 少 くなかった。 江川の 手代であった 町 田 時 右衛門が 報德 志願者と 

なり 三 嶋驛の 市 兵衞、 並に その 本家 甚左衞 門 も、 H< 保 十三 年に 懇望した。 しかし 先生 幕臣と なった 時 

であろ から、 その 多忙 は 極度であって、 他の 仕 法な どに は 手 もつ けられなかった ものと 見 ゆろ。 ■ 
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第 十四 章 下 館の 仕 法 

1 發端、 下 館領仕 法の 必要 下 館の 仕 法 は 他の 多くの 仕 法に 於け ろ 如く、 領主 領民 共に 窮迫し、 

殊に！ K 保 七 年の 饑饉に よって 一 曆 困憊し、 その 救急 方法に 苦惱 しつ A あった 所へ、 近鄕 櫻町镇 濟の 

じょ i 

成績に 感じ、 上下 共に 羨望し、 藩の 當局 は取敢 へず H< 保 八 年 八月 十七 日 高 田 尉 右衛門 を 櫻 町に 遣し、 

下 館 藩の 窮迫 を 救 はんこと を 求めた。 

や だべ ちで ぎ 

當時 先生 は 旣に靑 木 村 始め、 谷 田 部、 茂 木、 烏 山 等の 依頼に 應じ、 特に 小 田 原 铽內の 救濟に 奔走し、 

これ 日 も 足ら ざろ 狀沉 であり、 なほ また 一藩 镇內の 仕 法 を 實施發 業す ろ こと は 容易なら ざろ ことで あ 

つて 到底 應じ 難しと 謝絶せられ た。 然 ろに 下 館 藩の 事情 は 一, 兩 回の 謝 絡 位に て 退去す ろ 程度の 困難で 

なく、 また 櫻 町の 成績に 感じ 決意した ろ 熱意 甚だ 強かった。 故に 屢々 來 つて 懇望した が、 先生 は 同年 

十二月より また 小 田 原へ 赴かれた ので、 仕 法 引受の 交 涉は遲 々として 進まなかった。 併し この 交 ％に 

當 つた 衣笠 兵大夫 並に 高 田 等 は 先生 を 訪問す る 度 毎に、 その 封 話に よって 授けられた 報德談 は、 重な. 

ろに 隨 つて 感謝の 度 を 深く し、 益々 報 德仕法 を 熟 求せ しめろ 熟が 上った。 

玆に下 館 藩を撿 すろ に、 當 時の 城主 石 川 氏 は、 龜 山の 城主 石 川 家の 分家に て、 德川 氏の 初期に は 伊 
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勢の 神戶 一 萬 石を領 し、 河內石 川 郡壹萬 石加增 あり、 享 保の 末 下 館 城に 轉じ、 河内の 兼 領は其 儘で あ 

つた。 下 館 は 常陸眞 壁郡內 三十 ケ村壹 萬 三千 石、 河 內石川 郡 内 十八 ケ村、 古市 郡內 四十 ケ村、 合計 貳 

萬 三千 石であった。 關西は 由來豐 凶の 差が 少 いが、 關東及 東北に は 屡々 凶年が 來ろ。 往昔 を 鑑みろ に、 

享 保の 頃 は 下 館管內 人口 約 壹萬餘 人、 文政 H< 保の 頃に は 六 千人內 外， となり、 領主の 負 债も新 古 合計 三 

萬 三千 九 百 餘兩、 その 利息 千 五 百 九 拾餘兩 であった。 而 して 牧納租 人より 年々 の 必要 經費を 控除 すれ 

ば、 僅に 五 百 九拾餘 兩を剩 すの みで あろから、 利彿 として.^ 百 餘兩の 不足で あろ。 故に 年賦 償還 金 及 

元利 支 拂の爲 に は 千 六 百 餘兩の 不足と なるべき で^った。 

然るに 從來の 取扱 振 を 見る に、 必要の 場合に は 都合の ついた 金銀 を 以て 支拂 はれ、 計畫 もな く無軌 

道に 出納せられ たから、 ^'々不足 を 生じ これ を 補足す ろに 新 借 を 以てし、 終に 天 保 九 年の 如き は牧納 

全部が 先納 先々 納 又は 借財 を 以て、 年賦 利拂 等に 殘ら ず支拂 はれろ こと i なり、 翌年の 經 费に充 つる 

準備 は 一 切 無く、 藩士の 給與 全然 方法な きに 至った。 

> 故に 天 保 丸 年 九月、 先生が 櫻 町に 歸らる A を 待ち受け、 衣笠 兵 太夫 以下 詰 切りに て 懇願した。 衣笠 

は實 直にして 慈惠、 藩 內頗ろ 人望 あり、 君 國の將 來を憂 ひ、 藩主 亦 犬に 之 を 信認した。 故に 特に 命じ 

て 町に 至らし めた。 始め 天 保 八 年 十月 十二 日 兵 太夫 推參 すろ や、 先生 事務 繁劇な ろ を 以て 之 を 

固辭 したが、 衣笠 少しも 不満の 色な く、 賢人の 人に 接する 斯の 如き こと ある は 古來の 常な り、 吾 君命 
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を 受けて 來た 目的 を 達すろ 能 は ざろ も、 再三 往 いて 君 侯の 敬禮 信義 を 通ず ろに 努めん のみと、 ^川 侯 

亦 之を肯 じ、 これ 予が 誠意の 通ぜ ざろ が爲 であらう、 再三 往 いて 信義 を通ぜ よと。 

さね ^さ  _  , 

衣笠 こ， -に 於て 再び 櫻 町に 至り 頻に 懇願す、 先生 止む 事 を 得ず して 面會 せられた。 衣笠 大に 喜ん て 

曰、 

「我が 藩 連年 艱難 加 はり、 借財 數萬兩 に 及び、 元利 共に ま拂ふ 方法な く、 年々 新 借 を 以て 辛うじて 

急を辨 ずろ 狀況 で、 增借 年に 重なり、 旣に^ 士 の給與 扶助の 途絶え、 一 昨年の 凶作 以來 全く 亡國の 

情勢と なった。 上下 共に 百計 焦慮し つ A あろ も、 凡人の 計圖 如何と もすべからず、 君 侯 寢食を 安ん I 

ぜず 幸に 高德 仁術の 良法 を 聞いた ので、 我等 をして 昨年 來欣慕 懇願せ しめられた 次第で、 是非 先生 1; 

の 尊 諭 を 受け この 艱難 を 除き、 上下 安泰 以て 忠孝の 道を盡 したし、 願く は 下 館 君民の 困苦 を 憐み再 一 

煤 安堵の 良法 を 御 授け 願 ひたい」 

と。 先生 曰、 

「余 はこの 櫻 町 領に仕 法 を 講じ、 治 政の 耍道 を盡す こと を 命ぜられて 來り、 その 任務に 膺 つて 居る 

が、 不敏に して 君命 を 辱めろ 樣な事 も あらう かと 恐れて 居ろ。 何 を 以て 他の 侯伯の 委託 を 受け その 

艱苦 を 除く 餘 力が あらう。 小 田 原の 先君 この 地の W 興 を 命ぜられた が、 これ を辭 すろ こと 三ケ 年、 そ 

の 間 御 下命 は彌々 急切であった。 故に 止む こと を 得ず して 此 地に 來 つた。 先君 小 田 原 侯 は璦々 小 田 
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原領の 再興に 就て 御下問が あった。 余 は 『. 小 田 原 上下の 勢 四季 中の 秋に 當 つて 居ろ と 申すべき か 

それ 秋 は 百 穀^ 熟し、 一 ケ 年中 生活 上 最も 優な 時で あろ。 小 田 原 近時の 情勢 渐く 餘裕を 生じ、 年來の 

艱難 を 知らず、 藩 吏 歳出 不足 を 生ずれば 賦稅を 重く し、 目前の 逸樂を 好み、 國 本を簿 くして 末 を 厚 

くす る こと を 主として 居ろ。 また これ を 病人に 譬 ふれば 逆上の 疾の 如しと いふべき である、 一身の 

氣カ 頭上に 登り、 雨足 冷 寒血氣 下方に 循環せ ずして 重病と なろ。 これ を 治療す るに は 上氣を 下し 兩 

足 をして 温暖なら しめ、 頭寒足熱、 血 氣を總 身に 循環せ しめねば ならぬ。 今 下民 艱難して 米 粟 を 度 

^'こ 钠 めさ ^、 納稅の 成績 良ければ 一藩 大 幸と 悅ぶ、 危き 道に 身 を 置きながら、 安全な りと する 類 

である。 この 憂 を 除かねば 無窮の 平安 は 得難い ことで ある、 治平の 方 は 上 を 損して 下 を 益し、 大仁 

を 下して ド民を 撫育し、 國民 をして 裕 ならしめば、 逆上の 憂 息 去って 國本 固く 上下 安泰なる は 明か 

である。 然れ ども 一藩の 氣風 をして 民 を 憂 ひ、 自ら 艱難に 安ん ずろ とい ふに 至らし むる は 容易で な 

、-。 故に 道 は 誠に 善美で あっても、 今日の 人情に て は 行 はれ 難い、 自然に 艱苦の 時に 遭遇 すれば こ 

の 法の 行 はれる ことがあらう。 强て 秋に 臨みて 春の 道 を 施さう とすると も、 事 成らず して 却て 憂 息 

を 生ずる かも 知れない。 良法 ありと も その 時に 非 ざれば 如何と もし 難し』 と 一 W 上した。 

それ 衰 貧の 起ろ 所 必ず 根源が あろ。 其 本 を 察しないで 徒に 目前の 憂 を 除かう と 欲すろ は、 却って 

この 方法 をラ ふが 故に カを盡 して 益よ その 憂の 增培 する ことが 甚だ 多い。 今 下 館 侯、 夭 下の 諸侯と 


して 祿贰萬 石 を 領し給 ふ。 然して 衰 貧の 極に 至ろ こと を 免れないならば、 小 祿 小 給の もの 誰か 一 人 

この 世に 安泰 を 保つ こと を 得べき か。 詣侯 にして 歳出の 道な しと 稱 すろ 憂 息に 遭遇した ろ 所以 は、 

その 任 を 怠った 結果で なから うか。 諸侯の 任 は 下 百姓 を 安ん ずろ を 以て 本務と する、 而 して 諸侯が 

その 經常， 費に 窮 する は、 この 本務 を 怠った 爲 でない か。 下民 粒々 辛苦の 米 粟 を 以て 奢侈の 用に 充て、 

民の 父母お ろの 道 を 忘れた るが 爲め、 良民 年々 に窮 し、 農 力 を 失 ひ、 衰 貧に 陷り、 租稅减 少して 上 

下 艱^と なる、 なほ その 本 を 省みず して 坐ながら 商賈 より 財 を 借り、 その 不足 を 補 はう と 計り、 

分の 分限 を 察し 分 度 を 立つ るが 如-きこ となく、 借財 は 概して 國 家な 亡す の 纏^^なる こと を 知ら ざろ 一- 

が 故に 衰 極に 赴く、  依て 翻然と して 此 所に 省 慮し、 本源 を 明かに して 仁政 を 行 ふので なければ、 國 お 

の袞廢 を 擧げ永 安の 地 を^む ことが 出來 ない」 

と。 衣笠 これ を 聞き 大に 感嘆して 曰、 

「嗚呼 先生の 敎導 誠に 至れり とい ふべき であろ、 それ 小 m 原 先君 は 賢 君に して 仁義の 道 を 行 ひ 給 ふ 

こと 世の 稱 すろ 所で ある、 然 りと 雖も小 ffl 原の 時勢 旣に 秋に 當り、 仁政 行 はれ 難しと、 賢君疾 くよ 

り 大志 を 懷き纥 しく 過し 給 ふ、 上に 賢 君 あり 下に 先生あって、 而 して 時 至ら ざれば 如何と もし 難し 

と X. ら -i、 下 館の 時候 は. 可と いふべき か、 赛. 夏に も あらず 秋に も あらず、 正に 嚴冬 なろ べし 如何 

にして こ の 憂 を 除く 事 を 得ん、 衰廢 極ま つ て 人力 及ばず」 


と、 大息して 將に 退出 せんとした。 先生 曰、 

「然ら ず、 小 田 原 は 秋の 時候なる が 故に 人 其 目前の 利 を 利と して 仁 道が 行 はれ 難 i ので あろ、 下 館 

は旣に 極寒で ある。 陰極れば 一陽来復 は 必定で ある。 上下 艱難 を^め 困窮に 瀕した 時、 是に 春陽の 

道 を 行 は V 正に これ を 行 ふ ベ き 時が 來て 居る ので はない か」 

と。 衣笠 忽然 悅 びて E、 

二 マ 先生 下 館 再生の 方途な きに あらず と は、 如何なる 方法 を 行 ふべき か」 

と。 先生 曰、  - . 

「萬 物 一 も 其處に 止まる こと はない、 四陈の 循環す ろが 如くで あろ。 世人 富む 時 は 必ず 奢に 移り、 奢 

る 時 は 移り 、貧 極る 時 は 富に 赴く もの、 これ 自然の 道で はない か、 今 下 館 貧困の 極で あろ、 然 りと 

雖も 君臣 共に 心 カを盡 し、 擧藩 一致、 誠意 誠心 回復の 道 を 行 はんとしなければ、 大業 は 成就し ない」 

と！ i された ので、 衣笠 犬に 感じ、 下 館に 歸り、 先生の 言 を 以て 君 侯に 上 一 百した 所、 君 侯 犬に 嘆賞し 群 

臣に 吿げ、 群臣 も 亦 之に 感じて 方針 確立と その 實行を 期す るに 至った。 卽ち 先生の 應對 は、 漸次 訓話 

より 指導 へ と 進展し 來 つた。 

一一 下 館 仕 法の 着手 並 その 指導 奉行た る 衣笠の 復命に より 石 川 侯 犬に 感ずろ 所 あり、 家老 上牧甚 

五太 夫に 命じ； 大保九 年 十月 奥山 小 1 兵衞、 衣笠 兵 太夫 等 を 櫻 町に 遣し 下 館 再復の 方法 を 懇望せ しめた さ 
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先生 到底 及ぶ 所でない と固辭 せられた が、 兩士の 切願に 封し、 

「余 は 小 田 原の 教臣 である、 何 を 以て 他の 諸侯の 政事に 關與 すろ ことが 出來 ようか。 また 私に 他の 

諸侯の 委託 を 受ける とい ふこと は、 小 田 原 藩士と しての 道で はない、 元 來小田 原 先君の 命に よって 

この 地の 再 復の事 を 成就した ろに 過ぎない。 故に この 再復の 方法 は 小 田 原の 方法で ある、 先君 旣に 

卒去し 給った が、 當君 あり 徒に 應 ずべき でない、 下 館 君 侯 國家再 輿 を 欲し 給 ふなら ば、 御緣戚 のこ 

とで も あり、 かたぐ その 趣旨 を 小 田 原 侯に 通じて 承認 を 受けられて は 如何で あろ か」 

と。 暗に 仕 法 實行を 進む ろ 方策 を 指導せられ たので、 下 館 藩より 直に 小 田 原 侯へ. 仕 法 指導 承認 方を懇 

望した。 小 田 原 侯よりの 返答に は、 「宇津 家の 領邑 再復 の爲、 二 宫を專 任し、 再び 小 田 原 領內の 仕 法 を 

命じた。 更に 最近 は 甚だ 多忙で あるから、 他の 諸侯の 委託 を 受けて 仕 法 を 講ぜよ と は 命じ 難い。 二宮 

若し 餘カ があって 其の 委託に 應 ずる 樣 ならば 共に 喜 悅 する 所で ある」 と。 この 吉報が 復命せられ たの 

で、 十 一 月 八日 上牧、 衣笠 等 櫻 町に 至り 仕 法 を 懇望した。 先生 曰、 

「諸侯の 任務 は 安民： i 育で ある。 然るに 民 を 治む るに 仁政 を 失った から 衰 貧に 至った ので あろ。 故 

に 君臣 共に 前 過 を 悔い 厚く 民ケ 安ん ぜんと すれば、 政道の 本源 を 知り 仁政 を 志さねば ならぬ ので あ 

ろ。 然るに 領民の 安危 を 度 外に、 君臣 目前の 艱苦 を 免れん が爲 のみに 道 を 求め 仕 法 を 懇望 せらろ., 

の は、 これ 本末 を顚 倒す る ものである。 道 を 求む ろ は與國 安民 を 本と すべきであって、 藩 政の 安危 


こ 5! して は 末に 屬す ろので ある。 故に 斯 かろ 要求 あれば とて 余 直に 之に 應 ずる 能 は ざろ ので ある」 

と。 兩士 曰、 

r 國民を 撫育し 之 を 安堵す る こと は 君臣 共に 願 ふ 所で あるが、 現今の 租稅 過半 は 利子の 支 拂に费 え 

安 民 の 方途に 支出す ろ餘 地がない。 借財 減少 の 方法が あるならば 必ず 安 民 遨恤の 方法 も 立 つで あら 

う、 先生 この 借財に 關 すろ 急難 除去の 方法 を 授けられたい」 

と。 先生 曰、 . 

「嗟 乎 事理 を 解せ ず 惑 ひ 居らる こと 甚 しいで はない か、 君民 共に 本 體を失 ひ斯の 如く 衰 貧に 及ん 一 

さ、 故 a その 本源に 歸 つて 方途 を 講ずれば、 先づ國 本た る 民の 安泰 を圖 ろべき であろ。 然るに 藩の お 

7  一 

財政難 を 救 ふ を 急と すろ は、 本 幹 を 養 はずして 枝葉の 繁茂 を冀ふ もので あろ。 斯く 本末 先 後 を 顚@ 

して 國 家の 衰廢を 輿 さう とすろ とも 到底 難い ことで ある。 浒し 君臣 共に 當 面の 難事と して 憂 ふる 所 

は 借財の 急迫であって、 國 家の 本末な ど考 ふる 餘 地がない ので あらう。 さて その 借债は 何に よって 

生じた か." 國家， の 分 度 を 明かに しない 爲に、 人 を 量って 出 を 制する 方法 を 立てず、 國用 足ら ざれば 

他より 借財して. 一 時の 不足 を 補 ひ 曾て 後日の 難 を 慮らず、 遂に 衰 貧の 極に 至つ たの である。 され 

ば先づ この 憂 息 を 除かん とすれば 國家 財力の 根元た ろ 分限 を 明かに しなければ ならぬ。 分限 明か 

なる 時 は 貧富 盛衰の 由て 生ずろ 所、 衰廢 再興の 道现 自ら 了然 たるで あらう。 仍て 過去 十ケ 年間の 祖 


稅を 調べ、 豐凶十 年 を 平均し、 その 度に 當る もの 是則 天分 動す ベから ざろ の 分 度で あろ。 この 分 度 

によって 一 ケ 年の 支拂を 制限す る 時 は 國家歲 出の 基本 明確と なる。 その 次に は數 年の 借財、 古^、 1 

新 借 を 分ち、 元利 明白に 取調べ、 その 員 數を 明かに し、 而 して その後の 償還の 方法 を 研究し なけれ 

ば、 卒爾に 最良の 方法 を 指示す る こと は 出来ない。 速に 調査の 资 料と 箅 筆に 達した ろ もの を 招きて 

これ を 計算 せられよ。 然 らば、 直に 償還の 方法に 關 すろ 指導 をな し 得ろ であらう」 

い I？ なほき あまもり たのち  . 

と。 兩士大 に歡箅 し、 下 館より 箅 勘の 士を 招いた、 伊藤 直 記、 雨 森 頼 母、 大島 傣左衞 門、 町 年寄 中 村 兵 

左衞門 以下 參 集した。 こ の給果 得た もの を 天命の 十 年 平均の 分 度と なし、 これに 隨 つて、 三 萬 五チ餘 - 

兩 (註、 今 0 の 計算 は 最初の 一 一一 萬 一 11 千 九百兩 ょリ嗜 加し、 11 一 莴五千 六 拾 六雨餘 となった。) の 金利 千 六 百 餘兩を ^ 

支拂ふ 時、 到底 一藩の 所要 經費を 支持し 難.^ を 以て、 江戸に て壹割 九分 三 厘、 下 館に て 甙割八 分 六 厘 一 

を 節約し、 領內 三十 ケ. 村 中 一 一十 ケ村 にて 藩の 上下の 生計 费に 供し、 殘十ケ 村 を 悉く 負債 使 却の资 に充っ 

ろ 案 を 立てた。 然 ろに 藩士に 封す る當 面の 給 與の资 もな く、 將に 飢渴に 及ばん とすろ 狀況 であろ から、. 

先づ當 年末の 問题は 今年の 牧納米 金の 現在より 公務 要用 を缺 かざろ 様 取 計ら ひ、 新年の 分 は 差 當り樱 

町より 米 若干 を 下 館に^る こと-し、 十 年 一月 二十 一 日米 百 三 拾 七 俵甙斗 餘を裟 達した。 斯 かる 次笫 

なりし な 以て、 前述の 如く 町 年寄な ろ 商人 中 村 兵 左 衞門を 招き、 次で 十一 一月 一 一日 同じく 商人 星^ 左衞 

門、 田 宮屋ゅ 右衛門 等 を 呼 寄せ、 當 面の 急 を 救 ふ 協議 を 行った。 その 審議 容易に 決せず、 十二月 上 中 


旬 を 通じて 往來數 次 調査と 協議と 立案と を 重ねた。 これに 封し 下 館 侯より 次の 如き 直 書 を 送られた。 

寒 氣之砌 可， 爲-- 御無異 1 珍重 存候、 然 らば 去年 來家來 共 差遣、 領民 安撫 復古 之經濟 永續之 基本 押 

立 申 度相賴 候處、 國家之 盛衰 全く 執政 之 法 策に 有 之 旨、 雛 形を以 て 委曲 家來共 へ 給レ 示、 我等 熟覽 

候處、 如何にも 厚く 覺悟無 之て は 難 相 成、 旣に來 春より 扶助 米 も 無 之處、 兩 家中 一 一ヶ月 分 用意 被- 

致吳， 候 趣、 不淺 事共 致，， 滿 足-候、 何卒 多年 之 流 弊 致-二 洗 一家 中 領民 安堵 之 道に 趣、 上下 德に報 ゆる 

之 志 專に相 成 候 様、 此 末獍更 丹誠 之 程 賴人存 候、 餘は 家老 共 可 申 候 也  *  _ 

臘月 廿 三日  近 江 

ニ宫金 次郞殴 

(註、 この 書 狀は天 保 九 年 十二月の もので あろ。) 

さて この 順序で 當 座の 急 を 救 ふこと， - なった が、 十 年 正月より 秋の 牧衲 までの 支 途に充 つべき もの 

がない。 依て 正 ニ兩月 分、 下 館 幷江戶 表 共 扶持米 賄 金 等 は 櫻 町の 報 德米金 を 無利息に て 繰 人れ、 三月 

より 六月 迄 四 ヶ月 分 は 下 館 城下 御用達 共 八 人に て 調達し、 七 八 兩月分 は 御 本家 伊勢 龜山 城主 (六 萬 石) 

石 川 日向 守撐 手元より 金 四百 兩立 替らろ A こと A なり、 漸く 急 を 救 ふこと に纆 まった。 

1 金 五 百 五 拾 八兩餘  櫻 町より 扶助 米 立 替米金 

內米六 百 丸 拾 四 俵、 金 六 拾 贰兩餘 
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1 金 千 三百 六 拾 四兩餘  下 館 城下 御用達 八 人 調達 米 金 

內米千 三百 拾 九 俵餘、 金 贰百九 拾 六兩餘 

一 金 四百 四 兩贰分 壹朱餘  御 本家 立替金 

この 方法 を 確立す るに 就ても 先生 は その 指導に 少 からず 努力せられ た。 卽ち 本家の 承認と 商人の 快 

諾とを 要すろ。 而 して その 黉助を 得ろ ために は、 擧藩 一 致の 緊縮 節約 をな すべく、 上下 一 致 はこの 案 

の 成否に 關 すろ 故に、 先生 は 各方 面に 對 して 理解 を 得べ く 努力 せられた。 その 第一 は 藩 政の 決心と 藩 

士の覺 悟と である。 故に 之 を先づ 上位の 藩 臣に說 いた。 曰、 

「この 大&を 除かん とすろ に は、 上下 一致 內を 約して 當 るべき であろ、 この 儘 艱苦 を 免れん こと を 

求む と雖も それ は 不可能で ある、 又 借財 を 倒して 下 館の 憂の み を 除く こと も出來 ない、 叉 余の 微力 を 

以て 諸侯の 不足 を 補 ふこと も出來 ない。 然 らば 大小 各 節 儉を盡 して 丹誠 を 致す 外に 道 はない。 若し 

この 艱難が 敵國 兵力 を盡 して 下 館 を 攻撃し 来った ので あらば、 一 藩 之 を傍觀 して 滅亡 を俟っ こと も 

出來 ぬで あらう。 國 家の 危 きに 臨みて 命を棄 つろ は 人臣の 常道で ある。 然るに 今 借財の 爲に領 中 多 

分の 租稅を 失 ひ、 君 之が 爲に意 を 安んじ 給 はず、 臣下 亦 困窮に 迫って 居ろ。 事情 は 異なって 居ろ が 

厝 財に 上下 困憊し つ A あろ は、 紛亂の 世に 流離 艱難す るに 似て 居ろ。 臣下た ろ もの 手を束ねて 一 國 

を 失 ふに K し、 人臣の 常道 を 失 ふ もので はない か。 然 ろに 之 を 思 はずして 眼前 自 俸の 給與の 不足 を 
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薆ひ國 家に 牧納 なき 米 粟 を 優に 受けん とすろ あらば、 忠義の 道 を 迷へ ろ甚 しい もので はない 力， 大 

凡國 家の 衰弊 極. まろ 所以 は、 君 は 君の 道 を 失 ひ、 臣は臣 の 道 を 失 ふが 爲 である。 之 を再復 せんとす 

ろ 時よ、 君 は 群臣に 先ち て 艱難 を盡 し、 臣下 は 恩 祿を辭 し、 自己の 勤勞を 以て 活計の 道 を 立て、 一 

致の 力 を^て 國息を 除く 時 は、 たと ひ 何十 萬の 借財と 雖も十 年を俟 たずして 復興の 功 を擧げ 得ろ。 

而 して 之 を 達すろ こと 戰時粉 骨の 勞に 比して 誠に 易々 たろ ものが あらう。 現 時 は 叔世と 稱 せられろ、 

人情 君の 給付 を殘 らず辭 して 事に 當ろ こと は 出来ない が、 國庫 窮乏して 他 借 を 以て 漸く 給與 をな せ 

ろに、 甘んじて 之を受 くる は臣の 過に して、 亦 之 を 以て 授け 給 ふ は 君の 過で ある。 たと ひ 之 を給與 

し 給 ふと も 之 を 受け ざろ が臣の 道で あろ。 國 家の 大息 を 救 ふ は 君臣 この 道理 を 明かに して、 國に無 

きもの を 取らん とすろ の 心 を 改め、 艱難の 天命に 隨ひ大 借 を昝濟 せば、 必ず 艱難 を 免れ 得ろ であら 

う、 これ 自然の 天命に して 人 作に 出づ るので はない、 この 滅數を 以て 君の 用度 を 節し、 一藩の 扶助 

を 制し、 その 餘は 決して 得べき 道で はない こと を明辨 し、 艱難 を盡 し、 年々 利息 を支拂 はゾ、 少く 

とも 厝財 は增 加し ないで あらう、 この 自然の 分 度に よって 經營 する のでなければ、 國家 一粒の 出 所 

なきに 至ろ であらう」 

と。 上 牧等大 に 至 當の理 に 感奮し、 直に この 事 を 行 はんとして 下 館に 歸り、 君 侯に 言上し、 次に 一藩 

こ^して 減少 當然の 用度 を 立つ ろ こと を 得た。 分 度旣に 定まり、 擧藩 一致 艱難に 處 すろ こと を 誓った 
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ので， 上 牧等之 を 先生に 吿 げた。 先生 悅 びて 曰， 

「下 館 上下 天命 を 知り その 本元 旣に 定まった、 この 時に 當 つて 負 情 償却の 道 を 設けねば ならぬ」 

と。 負憒 償却に 關 すろ 仕 法 書 數卷を 作成し、 之 を 授けて 曰、 

「今 君臣 共に 艱苦に 堪 ふること を 決意し、 元金 減少の 道 を 講ぜん とする ので あろから、 正 W 二月の 

二 ヶ月 分 は 櫻 町より、 三 四 五六の 四 ヶ月 分 は 御用達より、 七 八の 兩月分 は 御 本家より、 何れも 無 利 

息に て立替 ふれば、 當 天 保^ 年分の 租稅を 以て 元利の 幾分 を 償却し 得べ く、 隨 つて 元金 總額を 減ず 

ろ を 以て、 從來 の利濟 金と して 納 人した ろ 程の 金額 を餘 すで あらう。 この 餘裕を 以て 毎年 元金 を 償 

は乂、  一二 萬の 借財 を 償却す ろ は 難事で はない」  ， 

と。 上牧等 この 事 を M き 之 を 本家に 吿げ、 前段の 通り 立替の 承認 を 得た。 先生 また 八 人の 商人 を 招き 

國象 再復の 道を說 き、 永 安の 道 を 得る 大理 を敎誨 した、 富 商 等 犬に 感激して 曰、 

- 「某 等の 家產 悉く 之 を 出す も 君命 あれば 之 を 承らね ぱ ならぬ、 而 して 先生 は 下 館 藩と 些も緣 故 ある 

のでな くして 下 館 藩の 復興に 從 事し、 萬 苦を盡 し、 特に 多額の 米 金 を 贈って 之 を 救助 せられろ、 そ 

の 恩 謝すべき 語 もない ことで あろ。 某 等の 出 財 元 來願ふ 所で あろ」 

と。 玆に 於て 出 资旣に 定まり、 天 保 九 年 一 ケ 年の 租人 大部分 は 借財 償還の 途に充 つろ こと を 得た、 而 

して 遲延し 難い 負憒 より 順次 還付の 方法 を 進めた。 


併し 藩 政の 將來 は歲人 不足 を 以て 頗ろ 多難で あろ，' 故に 經理. の 分 度 化を實 現す ろ 方法 を考 へ ねばな 

ら なかった。 この頃 下 館の 家老 並 奉行 等は屨 々往来し、 報德の 意義と 仕 法の 要旨に つき 指示 せられた 

拿が 多かった 。一時 先生 上牧甚 五太 夫に 談 つて 曰、 •  I 

「それ 現在 下 館 上下 は衰 貧に 窮 して 居ろ、 石 川 侯 は その 祿高ニ 萬 石で あるが、 その 租 人から いへば 

三分の 一 一に 減じて 居ろ、 然 らば 一 藩士 分の 恩祿も その 高 を 減少して 三分の 一 一とな ろべき であろ 、是 

れ天命 現在 衰 時で あろから 「艱難に 素して 艱難に 行 ふ」 であって、 斯 く减祿 する やう 辭退 する のが 

臣下の 道で ある。 然るに 君祿の 减少を 知らざる が 如く、 自 俸の 減少 不足す ろ こと あろべき を 苦慮し、 I 

4?； らざろ 所の 米 粟 を 受けん こと を 欲し、 減俸 あらん かと 憂慮す る は、 國 家の 根元 衰弱す ろ こと を 知 ^ 

ら ざろ もので、 誠に 淺 ましき ことで あろ。 國政を 執ろ もの 1K 分 を 明かに し、 衰 時の a: 然 を明辨 し、 1 

藩の 惑 を 去り、 その 貧に 安んじて 以て 國 象に 精 忠を盡 さしむ ろ ことが 職分の 先務と する 所で ある。 

然 ろに 大夫 以下 はな ほこの 天命 を辨 へず、 何 を 以て 一 藩 を 論さん とする か。 而し てまた 大夫 その B< 

分 を 明 知し、 進んで 减俸 をな して 一藩に 論 示す^ 雖も、 なほ 怨 望の 聲は 止まない であらう。 何とな 

れば衰 時の 天 侖た ろが 故 を 以て、 國 家に 支出すべき 米 金 無しと いふ 理由で 減俸の 本旨 を 論 示す と雖 

も、 小 祿の臣 は 必ず 一 百 ふで あらう。 家老 奉行の 職に あろ 人 は、 俸祿 我に 數倍 十數 倍して 居ろ。 些少 

の喊少 ありと いへ ども 困窮 我等 小臣 者の 如く 甚 しく はならない、 人の 上に 居り 高祿を 受け、 他の 小 ， 
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臣 者の 艱難 を 察せず して 减俸を 強調し、 小 臣を誡 めて 曰く、 天命 衰 時に 在り、 渡すべき 物な し， 依て 

艱苦に 安んじて 忠節 を勵 むべ しと、 その 諭旨 美に して 小 臣の堪 ふる 所ではない。 本來 家老の 職に 在 

ろ もの は 仁 砍を行 ひ、 國の憂 息 を 除き 再 盛の 方途 を 講ずべき である、. 若し その 職に 在りながら その 

事 を 爲す能 はざる なら ぱ、 これ その 職 を 貪って 責を盡 さ、 乂ろ ものである。 早々 退職すべき であろ。 

然るに 一 律に 摩祿を まじて、 自ら 安んじ、 小臣を 苦しめろ の は 以ての外 であるな どと 怨言 を 放つ で 

あらう。 これ 素より 怨咀 する もの？ 誤に して 本 來の臣 道で はない。 倂 しこの 怨咀 を轉 じて 本旨 を 悟 

らしむ る もの は 執政の 本領で ある。 一藩の 怨咀辯 明 何等の 理解 を 用 ひずして 忽ち 消 除し、 擧藩 忠義 

、いの 與 すろ 方法 こ A に 一 つ あり、 これ を 行 は ざれ ぱ國弊 を 矯め 上下の 艱難 を 救 ふ 能 は ざろ こと. - 

思 ふが、 果して 斷行 せらる A か 如何」 

と。 上牧 曰、  - 

「 一 藩の 人情 誠に 先生の 明察の 如くで ある。 我 多年 之 を 憂ひ來 つたが 如何と も 術な くして 今日に 至 

つた。 若し 左様の 良法あって、 1 藩の 卑心 を现 解せ しむろ こと を 得ろ ならば、 下 館 上下の 幸福 之に 

過ぎた る はない。」  ， 

と。 先生 曰、 

「その 方； S ま 別に 難事で はない、 贵 下の 恩祿を 全部 辭退 すろ 外 はない。 その 理由と して 次の 如く 言 


明せられ て は 如何。 現在 國 家の 窮困其 極に 達して 居る、 君 侯 艱難に 處し 全力 を 盡し給 ふと 雖， も、 臣下 

の 俸祿 給與を 全くす る ことが 出来ない、 一藩の 艱難 も 亦 旣に甚 し、 余輩 大 夫の 任に あって 君 侯の 意 

を 安ん ずろ ことが 出来ず、 下 一 藩 を 支 ふること が 出來な いのは 全く 余輩の 罪で あろ。 今一 一宮の 力 を 

借りて 以て 衰國を 再興 せんとす るに 際し、 先づ恩 祿を辭 し、 聊かたり とも 用度の 一 端 を 補 ひ、 無祿を 

以て 心 カを盡 さんと する 所 誠に 本懷 であると、 先 づ之を 君 侯に 言上し、 また 一 藩に 公明に して 祿位 

を 辭し國 家の 爲に萬 苦 を盡さ ろれば 衆臣 必ず 驚き、 今 執政 國 家の 爲に 肺肝 を碎 き、 再 復の道 を 行 ひ 

恩 祿を辭 して 忠節に 勵む、 然るに 我等 特に 大に盡 す 所な くして 君 祿を受 く、 これ 蓋し 人臣の 本意で 

は あるまい、 假令 十分の 一 に 減ぜら る >| とも 大 夫よりも 過ぎた る 俸祿で あると、 積年の 怨咀 氷解し 

始めて 素 餐の罪 を恥づ ろの 心 を 生じ、 日常生活 上の 消費 を 節約し、 他を怨 まず 人 を 咎めず、 如何な 

ろ 艱苦に も 安んじ、 之 を 以て 當然の 事と し、 之 を 天 命の 分限と し、 婦女子に 至る まで その 不足 を 念 

慮に 置か なくなろ であらう。 是 艱難の 時に 當 つて 大夫ニ 身 を 責めて 大業 を 行 ふの 良法で あろ 、唯容 

易に これ を 行 ふ ものな きを 憂と す、 この 方法に よらず して 人の 上に 立ち、 高祿を 受け 辯 論 を 以て 人 

.  .  わざ は ひ  ,  J 

を 服せ しめんと すれば、 怨咀 忽ち 至りて 國 家の 殃彌 深くな ろで あらう、 衰國を 輿し、 上下 を 安ん ず 

ろな ど はこの 類の 人に は出來 ない」 

と。 上牧大 にこの 言に 感じ、 謹んで 直に 敎の旨 を 行 はんとて 下 綰に歸 り、 この 事 を 上 言し、 速に 恩祿 
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三百 石 を 辭艮」 した、 徵臣大 島 俵 左 衞門等 この 事 を 聞き、 大に 感動して 共に 自俸 を辭し 無祿を 以て 奉お 

する こまな つた、 …に 於て 上牧、 大島、 小島 三人 一議 1 は、 櫻 町より 送附 しその 艱苦 を 補 ふ 

こと  >, せられた。 

斯 くして 减籠 の實 行 は、 上 S の 感激 行動に よって 一藩 上下 を淨 化し、 俸祿 幷に當 年の 蒙まで 

献上す ろ もの あり、 一 家中 これ に准じて 封書 S 出し、 祿 高の 屮 より 相 當 額の 献上 I 出. 、つろ もの 多 

きに 至つ お。  そ ひ 

然 ろに 先生 はこの IK 保 十 年より 小展 領内 の 復興 仕 法に 着手し、 その 十 一 月に は 曾 比、 竹 松 を. S 

として 钍法 進展し、 翌 十一 一年まで 小 田 原に 滯留 し、 三 新田、 藤 曲、 韮 山、 相 州片岡 等より、 年末まで 

に は S 殿 場に も 及んで 他事 を 顧ろ 暇がな 力った 

ゆし 下 館の 方で は 天 保 十 年分が 各方 面よりの 立替 によって 無難に 過ぎた のみで、 十 年 收納を 以て 1 

る 十 一 年分 は、 最初の 案の 通りに 減俸 を實 行し なければ 方法が 立たぬ。 この 減俸 案 は I は  一 S 分 

三 厘 卽ち約 1 一割 程度の 見込の 處、 下 館 方面 は 1 一割 八 分 卽ち約 三 割に あら ざれば 維持し 難き 事が 明かに 

なった ので 二割の 時には 大部分 は 異存がなかった が、 それさへ 一部に 反對 があった。 それが 三 割と い 

ふに 至って は强 硬な 反 對者も 現 はれ、 これが 決定に 時日 を 費した。 

之 を 仕 法 上の 見解より すれば、 若し 強度の 緊縮が 出來 なければ 負債 は 益々 增 加し、 不足 は 益 々甚し 


く、 次第に 全 收納は 侪務に 消えて^ は 財政 上より 獨立を 失 ひ、 一藩 離散の 運命と なろ、 强 度の 緊縮 は 

將來 安泰の 基礎で あろ。 玆に 於て 先生の 意見と、 藩 政の 意兑 との 間に 相當 距離が あった。 先生の 條理 

ある 敎訓と 誠意 あろ 助成と によって 理解が 進み、 藩 中の 意見書 も 賛成 快諾と はなった が、 決定 を遲延 

せしめた の は 藩主が 在番 中で あろので、 二割 八 分の 緊縮の 出來 ない ことであった。 斯 くして デ、 保 八 年 

より 十三 年まで 六ケ年 問、 的 仕 法 は 行 はれず、 僅に 遣. 座の 急 を 救 ふ 方法が 施された のであった。 

一一 一 下 館 仕 法の 進行 途上の 厄難 天 保 十三 年までの 間に 於け る 下 館の 仕 法 は、 天 保 十 年分の 無利息 

立替 と、 一 割 九分 三 厘 乃至 一 一割 八 分の 誠意に よる 献納 的减傣 と、 內帑の 幾分の 緊縮と によって、 順次 f 

改善が 行 はれた ので、 負 倚 償却の 確た ろ 基礎 は 立た なくと も、 藩 政の 前途に 希望 は 開けて 居た。 併し ^ 

根本的に 分 度 は 確立せ ず、 また 國家 再興の 根本的 施設た ろ 領民 安堵の 仕 法に 至って は、 容易に 着手し 一 

得る に 至らなかった。  V 

なほ 更に 仕 法 進行 を 妨げた の は、 IK 保 十四 年 八 M 河 內の中 三十 ケ村上 知、 領土 變更の 命の 下った こ 

とで あろ。 而 して 代地 は 未だ 指令がなかった、 幸に 十月 沙汰 止みと なった が 仕 法 遲延の 一 因と なった。 

また 私 領の仕 法 は 先生が 幕吏と なった ことによって 支障 を來 した。 それ は 幕吏た るが 故に 私 領の任 

^を 受， くろこと が 服務 上、 體面上 故障 あろ ことで あろ。 依て 先生 は私領 全部に ー應 その 委託 を 謝絶し 

た。 これに 對し各 私領は 幕府の 認許を 得て 漸く 指導の みは 受けろ こと を^た、 この 交 涉も亦 仕 法 停頓 


の 一 因 となった。 

斯の 如く 遲々 として 進まなかった けれども、 借財 償還の 方法 は 僅 かづ A 進展し つ i あった、 卽ち先 

生の 指示 せられた 計畫 により 參萬五 千兩の 負債 中、 壹萬五 拾 七 兩は古 借に つき 無 利 据置調 談し新 借 中 

壹萬 四百 九 兩餘も 無利息、 千 六 百 拾 九 兩は滞 利と して、 殘壹萬 千 九 百 七 拾 八 兩餘の 利息 金 千 五 百 九 拾 

七 兩餘及 急 借、. 先納 御用 金の 計 金 參千四 拾 壹兩餘 を、 天 保 九 年に 償却し、 ^保 十 年に は 全く 一粒 錢も 

ないから 報德 金より 五 百 五 拾 八兩、 御用達より 千 參百六 拾 四 兩餘、 本家より 四百 兩餘を 無 利 御用達と 

して 調へ、 1K 保 九 年末の 殘金贰 萬 參百四 拾 七 兩餘の 處へ新 借 贰千參 百 貳拾參 雨で、 總額贰 萬 參千參 百 

餘兩、 この 處へ千 贰百六 拾 兩餘の 利息と 贰千六 百 八 拾 八 兩餘の 元金 を支拂 ひ、 百 四 拾 七 兩餘の 勘辨引 ^ 

があった ので、 借財 は贰萬 四百 七 兩餘に 減じた。  .  i 

IK 保 十 一 年に は 新 借贰千 六拾參 兩餘、 滞 利 五 拾.^ 兩餘 で、 贰千 四百 參拾. 五 兩餘の 元金と、 利息 千 七 

拾 贰兩餘 を支拂 つたので、 年末に は貳萬 百. 四 拾 七兩餘 となって 僅少の 額 を 減じた。 

保 十二 年に は 減俸 案の 問題で 終始し、 十三 年に は藩內 一同 減俸 を 承諾し、 下 館 三十 ケ村 中の 十ケ 

村 を 償還に 充 つろ こと A し、 同 十四 年に は 領主の 歸府を 機會に 一 切 決定し、 從來先 納金 始末と、， 年., - 

利息 支拂 位に 止まりし を 改め、 積極的に 償還の 途を 立て、 用達より 十 ケ村納 人 引受に て 日光 金 を返濟 

した 額 は、 貳千 四百 雨に 及び、 特に 馬 喰 町 納金 は 半 高 棄捐に より 贰千五 百 餘兩を 減じ、 h< 保 十四 年末 


の 負債 額 は 壹萬六 千 五 百 雨と 減じた。 當時牧 納額も 五百餘 俵の 分外 墦加 となった。 

この 調子で 進めば 償還 は 案外 順調に 進行す ろ 害であった が、 先生 は弘化 元年より 仕法雜 形の 作製に 

全 努力 を 注がれ、 下 館の 財政 は 良好と なった、 この 狀勢を 知った 藩臣 は、 二割 八 分の 俸祿 復元 を 嘆願 

すろ に 至った。 この 歎願 は內實 愍然た ろ 事情 も あるが、 藩の 財政が 根本的に 立直らなければ、 何時 ま 

でも 藩臣の 生活 は 脅威 を 受けろ ので ある。 併し 藩 臣の窮 苦は甚 しい ものが あった。 この 爲 であらう 藩 

主が ヒ 返より 江 戶に歸 り在番 解除と なるや 直に 減俸 復元 を聽 許し、 御用達 も 嘆願書 を 出して 一 一割 八 分 

御 戾し相 成 度と 申出た。 先生 はこの 所 置に 反 封の 意見 を陳 ベ、 擧藩 一致 財政の 救 濟に當 るべき であろ。 

况んゃ 御用達が 之を黉 成す ろ 程に 餘裕が あろなら ば、 櫻 町 報 德金は 一 時に 返却せられ たしと 促した。 

この 行 違から 藩主 は m 々先生に 接見 を 希望した が 先生 は 一一 H を 左右に 託して 應 じなかった。 この 報德金 

ま嘉永 三年に 至って 解決す ろが、 その 間の 負債 償却 は、 年々 千 餘兩の 元金と 利息 贰百 雨と を 支 拂ひノ 

漸次 減額 はした が、 進展 は遲 々たる ものであった。 その 償還 を 年次 表と して 示す とき は 次の 通りで あ 

る o 

年次  ^金 償還 高  利息 支狒高  年末 元金 残高 

^化 二  六 六 1 兩金  ニニ 四兩金  1 三、 1 四 八兩金 

. 同 三  九 一七  二 六 1  一二、 四 九 五 
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同 四  五三 一一 一  二 九 八  1 1 、 七 一七 

嘉 永 元  六 四 七  二 六 1  11 、七 五 1 

同 二，  四 1 o  二 六 一  一 一 、七 〇 五 

この間に 於て 弘化 元年に は 一 一割 八 分の 滅俸 還元が あり、 弘化 元年 並 一 一年 は 不作で あつたから 償還 も 

困難であった。 先生 はこの 時 恰も 日光 御 仕 法 雛 形作 製 中であった けれども、 櫻 町、 下 館、 相 馬 等へ そ 

れぞれ 仕 法 を 講じ、 主として 富 田 高慶を 遣して 時宜に 適する 所 置 をな さしめ た。 特にこ^ 华度 は常睦 

地方の 米價 が、 浦賀移 人米價 よりも 高價 なりし を 以て、 櫻 町 分 は 之を賨 却し、 浦 賀米を 以て 領主に 納 

人し、 その 差金 を 以て 不作の 缺を補 はしめ た、 之 を 下 館に 應用 すれば、 千 百 四 兩餘の 利と なろ ので あ 

つたが、 石 川 家 は 時機 を 過って 實 現しなかった。 

弘化 三年に は 仕 法 雛 形が 完成し、 翌四年 先生 は眞 岡に 着し、 嘉永 元年 漸く 一族 移った が、 同 

三年に 至り 廣く 御料 私領 共に 仕 法 指導 を 行 ひ 得ろ こと .1 なった。 これによ つて 眞岡 管下の 構ケ 、- 

下 館 領の灰 塚 村 等の 仕 法 は 長足の進歩 をな すに 至った。 

W し負债 の. 問題 は 例の 藩臣が 私情 を 押 張り、 減俸な 仕 法 完了までと いふ を^して、 復元し、 これが 

爲に 償還 能力が 半减 したの、 で、 仕 法 進行の 協議が 圓滿に 進歩し なかった。 爾來 往復 難問 數 十回、 事資 

は 藩の 財政の 某 礎が 定まらぬ ので あろから、 藩臣も 始めて 我を折り、 嘉永 三年 七月 中、 當 月より 爾後 


1 ケ 年間の 給與 知行 全部 を獻納 すれば，、 藩臣の 上納金、 御用達の 調達 等に て 九 千兩を 得て 之 を 償還に 

充 つれば、 大 體利附 金負债 を完濟 し、 殘り は拾ケ 年賦 その他の 方法に て 償却し 得る とい ふに 勵 まされ 

て、 之 を 承諾した ので、 多年の 障礙 一 時に 排除せられ、 急轉 直下に 僙務 問題が 解決す ろ こと A なった、 

故に 嘉永 三年 は 下 館 仕 法に 一 時期 を 劃す る もので あろ。 

この 嘉永 三年の 獻 納金 中には、 一時 御用達に て 取替へ 置き、 櫻 町 報 德金等 も 御用達の 責任と なし、 

負債 は 御用達へ 振^ へられた と 同様の ものが 多い。 故に 嘉永五 年に はこの 愤却 案と して 六 千 百 餘兩 を 

十ケ 年賦と し、 雨後 度々 案の 改正が 行 はれ、 長年 w に- 1 つて 年々 少額 宛の 支拂が 赏- 行せられ たのが 事 

實 である。 

四 下 館 領村柄 珉直仕 法 下 館 領の钍 法 は、 その 發 端が 領主の 內帑 匡濟に 始まり、 次で 拫本 問題と 

して 領內の 開發に 着手し、 先 づ灰塚 村ー衬 のみに 力 を 注いだ。 

嘉永五 年 正月、 先生 は 衣笠 兵大 夫に 謂 ひて 曰、 

「總 て國 家の 衰弱に 至る の は、 政治の 本源た る 分 度 確立せ ずして 歳出に 節度な く、 租稅の 徵牧に 眼 

度な く 知らず く 聚斂に 陷り、 人民 窮迫して 怨 咀の聲 起り、 租 人の 多 からん こと を 欲して 却て 洶少 

し、 國用愈 足らず、 借財 を 以て 一時 を 糊塗し、 元利 增埒 上下 絶窮に 及ぶ ので あろ、 下 館の 窮乏 も 亦 

この類で ある、 故に これ を 興さん とすろ に は先づ 仁政 を 施し、 卞 民の 艱難 を 救 ひ、 その 疾苦 を 除き 


一 3b5 一 


そ 3 生 養 を 安ん ずる を 切要と すろ、 これ 草木の 繁茂 を 欲すれば その 本 根 を 養 ふと 1 般 であろ。 培養 

厚ければ 采實榮 え、 本 根 を 養 は ざれば 花實榮 えず、 枝葉に 斃養 すろ とも 佝の效 もな きこと は 明かで 

ある。 故に 下 館 再復の 途を圖 るに は 仁政 を 布き、 領民の 窮苦を 安んじ、 國本堅 M なろ に 及んで 一 藩 

の 困篛を 除き、 永 安に 至ろ を 期す ろ は 我が 法で あろ。 然るに 貴 藩の 仕 法 を 懇望 せられし 時、 一藩の 

耠米を 給す ろ こと すら 不可能で あろと いふ 窮境に 在った から、 下民 安 撫の暇 もな く 巳む を 得ず して 

その CS 面の 難 を 凌ぐ に 努力した。 而 して 負 债參萬 五 千金、 毎年の 租稅を 失して 施政の 本源 定まらず 

負债 償却の 法 を 設定して 漸く その 方法 を 進め 得た。 然れ ども これ 先 後 順序 を 違へ たもので、 一 時の 

窮策に 外なら ない。 依て 本源 培養の 方法 を 講ぜ ざれば、 失 ひし 地力 三分の 一 は 永遠に 喪失す ろで あ 辦 

らう、 今に 於て 迅速に 領邑再 輿 安 撫の道 を 施さねば ならぬ」 .  一 

と。 衣笠 大に悅 んで之 を 君 侯に 首 上し、 大夫 諸臣に 達し、 共に 開業 を 先生に 請うた。 先生 卽ち富 E 高 

慶に 命じ、 同年 二月 領 中より 灰 鎵、 下 間 崎、 蕨の 三 村に 開業せ しめた。 

これより 先 灰 塚 村 開業に 就て は、 五町 四 反の 地所 作 人な きもの を 生じた ので、 H< 保 十三 年頃より 來 

つて 開發の 指導 を 受けた 所、 恰も 先生 は 幕府に 登用せられ て. 灰 塚 村の 仕 法 も 徹底す ろに 至らなかった 

が、 眞岡 駐在と なろ や 近接 村な ろ を 以て 再び 之に 着手し、 嘉永 元年に は、 谷 中 村の 嘆願に より 之に 着 

手した が、 根本的 村 抦取直 仕 法の 行 はろ ュ に は 至らず して 過ぎて g た。 玆に 於て 斯く 灰^、 谷 中に 着 
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手せられ た • それ は その 由來が 早くより 復與を 懇願し 來 つた 荒 廢村 であるから、 先づ これに 仕 法 を 開 

始し たので ある。 

然れ ども 嘉永 三^に すら 仕 法 徹底 は 先 づ灰塚 村 一 村と いふ ことに 決した 位で、 他の 村々 に は 容易に 

行 はれなかった が、 翌四 年より 非常に 好都合に 進展し、 嘉永五 年に は 全 領内に 行 ふに 決した。 さて 爾 

餘の 村.^ は 衰頹の 狀況、 開發の 急な ろ 事業 も 夫々 相違し、 何れ を 先、 何れ を 後と いふ 事情の 判 斷し難 

いものが おる。 殊に 領內 全般に 仕 法を實 行す るに は、 仕 法 指導者が 定まらね ぱ ならぬ。 而 して 先生の 

手許に も 種々 重要な ろ 問題が 横た はり、 先生の 健康 も衰 へ、 事業の 相 續者を 決定す ろ必. 要に 迫られて 

居た。 斯くて 富 田 高慶を 以て その 任と する ことに 決した。 

三十 ケ 村の 領村 中旣に 施設した 灰 塚、 谷 中 を 除き、 殘ー 一十 八ケ 村に 就て 一 村 一 票の 投票 を 行 ひ、 奇 

特精 業の 村 方 を 選び、 これに 實施 すろ こと A なった。 第一 回の 投票 は 嘉永五 年 正月 晦日であって、 蕨 

村と 下 岡 崎 村と が 一 等に 當 選し、 翌六年 正月 晦日の 投票に は、 蒔 田、 大 島が 一 等に 當 選した。 i 等當 

選の 村々 は 直に 同村 內 一般 住民 中に 於て、 奇特 精 業の 人々 を 選び、 規範の 通り 表彰 を 行 ひ、 贷付 又は 

借財 償還 を 講じた こと は ー百 ふまで もない。 斯くて 仕 法の 組織 立てが 行^れ、 先生と 門人と 仕 法 村と が 

渾 然として 法の 精神に 融合す るに 至った。 

下 館の 仕 法 は 上牧甚 五太 夫、 牧志摩 等の 家老より、 衣笠 兵 太夫、 永 島定人 等の 奉行、 乃至 は 大島鬅 
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左衞 門、 御用達 中 村 兵 左衞門 等が 天 保の 中頃より 先生の 門に 出 人し、 漸次 法の 惠澤に 感服した 爲 であ 

つて、 その 成績の 佳良なる、 私領 として は 相 馬に 次-ぐ ものである。 特に 衣笠 * 大 島の 一 一人の 如き は、 

先生の 出府 中 は 櫻 町の 留守 を預 り、 また 衣笠 は 嘉永五 年に 彌太郞 氏の 結婚に は媒妁 となり、 それと 前 

後して 息女 文 子と 富 田高慶 との 婚約が 成立し、 愈々 相 馬へ 輿 人の 際の 如き は、 媒介 者た る 上、 先生の 

名代と して 出張し、 同時に 下 館の 仕 法 指導者と して 富 田を迎 ふべ く、 下 館 侯より 相 馬 侯への 使者と し 

T- 出頭した .§ ち この 時 は 三面六臂の 使命 を^した 次第で ある。 斯の 如き 親密な ろ 關係を 以て、 衣笠、 

大島 二人の 筆躞 は、 全集 原本 中に 甚だ 多い こと は、 他の 高 門弟 諸子と 比肩す ろに 足ろ ものが あろ。 憶 

ふに 下 館の 仕 法の 成績 は、 この 兩 人の 力に 負 ふ ものが 多い。 

斯く嘉 永 五 年 以後 は 領主の 財政 は 次第に 安泰と なり、 領內の 開發も 順次 進展し、 仕 法 は 灰 塚、 谷 中、 

下 岡 崎、 蕨、 蒔 田、 大島、 和 泉、 中 館、 下 館、 江 尸、 小 林 等に 及び、 石 川 家の 態度 は 報 德禮讃 者と な 

つて 彰道院 殿御 回向 料 を も 納 人し、 また 領內に は報德 結社が 行 はれ、 小 田 原 社と 共に 我が 國報德 社の 

濫觴 をな す もので あろ。 

下 館の 報 德社は 信 友 講と稱 し、 江戸 下 館 共に ^保 十四 年の 創立に して、 下 館 は 最初 四十 七 人で あつ 

たが、 漸次 七十 人に も 達した、 後减 じて 五十 七 人と なった 時 も あろ。 江戸の 信 友 I！ は 十七 人であった 

が、 後 四十 八 人に 達した。 結社の is に は、 こ， -に 至りし 由來を 明かに して 議定書 を 作った。 s 容は報 


德仕 法に よって 藩 政 も 改まり、 民 治 も 進んだ、 藩士た ろ もの も 自ら この 道 を 履 習す ろ 必要が あると い ふ 

のであって、 報德の 門に 於て は 有名な もので あろ。 それより 嘉永 安政と 永く 績き、 これによ つて 幾度 

か 藩士の 經濟的 倒産が 救 はれ、 思想の 荒廢 が啓發 せられた。 その 贷 付の 度 毎に 行 はれた 表彰 人 札 は、 

むらべ- らと りな i しし I ふ 

嚴 として 後世の 範 となって 居る。 この 結社 様式 は 村々 に實 施せられ て 居る 村 柄 取 疽 仕 法と 同様で ある。 

卽ち 行政 的に 行 はれた のに 對 して、 結社 式に 行 はれた 钍法 である。」 


第 十五 章 幕府の 任用と 報 德仕法 雛 形の 會造 

1 慕府こ 登用 せらる 天 保 十三 年 は 小 田 原の 仕 法 中で あるが、 仕 法 組織 整 ひ、 役人の 配屬 定まり 

ト閑を 得た 狀 勢であった から、 正月 以來 先生 は 櫻 町 陣屋に 居て、 向原の 開發 並に 諸 州 諸家の 仕 法 指導 

に忙敉 されて 居た。 

その 七月 十 1 日、 突然 江戸 小 田 原 邸から 急 飛脚が 到着した。 書 狀は小 田 原 藩の 圓城寺 貫 次 郞の名 を 

以て、 幕府の 代官 上總 在職 篠田 藤四郞 よりの 依頼 あり 次第 出府す る 様、 水 野 越 前 守よりの 達しで あろ 

から その、. i 得で 居る 様、 なほ 豐田 &作、 小路 只 助 同道 差支えな しとい ふこと であった。 その 御用 力 何 

であるか は 何等 判明す ろ 所はなかった。 W し 何れにしても 報德仕 法が 幕府 當 局に 認められた 爲 であら 

うとい ふこと で、 陣屋 內 に は 幾分 喜色が 表 はれて 居た。 中に も 下 館の 衣笠 兵 太夫から は、 積年の 御 功 

績が顯 はれた ので あると. 魔し、 篠 とい ふ は 最近 上總の 富津の 代官に なった 人で あると いふ こと を 調 

査 して くれた。 

次で 同 七月 卄 五日に 次の 飛脚で 篠田 代官よりの 公文書が 到着した。 それに は 代官の 手代 長 山 幸 之 助 

よりの 書状、 小 田 原 藩士 圓城 寺よりの 書狀 もあった。 篠 田の 公文書に は、 . 
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(上略) 拙者 代官 所 下總國 村々、 水害 多く 人民 難^ 甚敷、 不レ 忍， 見 鉢に 付、 御 救 水 捌 方 勘 辨致申 

立 度奉存 候、 右に 付贵様 御名 前 兼て 及レ 承、 水 理等御 深切 御世 話 被 成、 其 御 地 にても 新^ 堀 等 品々 

御成 繽有之 由に 付、 篤と 御 相談 致 度、 可 相 成 は 拙者 在勤 先 上總國 周! I 郡 富 津御備 場へ、 乍-, 御 苦勞， 

早々 御 越 被 下 候 俵 は 相 成 間 敷 哉、 何事 も 土地 人民 永年 爲筋之 儀に 付 厚 御 願 申 候 (下略) 

とあって、 八月 上旬 頃 迄 は 富津に 詰て 在任す ろから、 來て貰 ひたい、 なほ 江戸に 着いたならば、 四番 

町 通 飯 田 町 火 消 屋敷 留守宅 へ 立 寄、 手代 長 山 孝 之 助に 御 面談 下されば 便利で あると 書 添 へ て あ つた。 

これに よれば 先生 を 以て 措 水 又は 水理の 技術者と して 知り、 管内 治水の 指導 を 得ん とする にあった 

先生 は 取り 敢 へず 廿 六日 出 發の旨 を 返事した。 所が これより 先 同月 廿日に、 幕府 勘 ^奉行より、 ト W 

原 侯 邸へ 召命 あり、 小 K 原 邸 留守居 竹內晴 之丞が 出頭した 所、 奉行 竹內 淸太郞 列座に て 先生の 現在の 

士分に ついて 聞き 賈 し、 大久保 家 徒 格な りと 答へ たが、 これ は 先生 登用の 士格 分限の 規準と なろ もの 

である。 かくて その 廿 一 曰 

水 野 越 前 守 様より 御沙汰に 付、 乎 廻り 次第 早 々出府 致すべく 候 

右 掛りを 以て 

とい ふ 先生 召 出しの 通知が 小 田 原 藩へ 達した、 その 使 は篠田 代官の 用件 を帶 びた ろ 長 山 孝 之 助よりの 

飛脚と 引 違 ひに、 廿 五日に 着した。 


一 371  — 


先生 は 二つの 飛脚の ffl 命が 一つの W 件 か、 或は 格別 幕府の 召 出し か 化お とも^ W し^ レカ 取り 

敢 へず 出府 は 絶對的 必要と なった ので、 ^2 正 作、 小路 只 助、 富田久 肋、 名主 忠次 以下、 一行 廿七人 

の 大勢で 出府した。 

着府 直ちに 芝なる 小 困 原 藩邸へ 伺った 所、 前述の通り 勘定 奉行よりの 直接 御達しで あるから、 篠田 

の 弋ぎ听 富津へ  一 了； こと はこれ を 後 廻し とする こと A し、 長 山へ その 旨 を 通知して 承認 を 得た。 

七月 三十日に、 明朝 勘定 所に 出づ べしと 逹 せられた から、 豐田 正 作 幷忠次 を從 へて 出頭した 所、 明 

1 一日 正午、 小 田 原 藩 留守居 日 下部 春 右衞門 同道、 豊田正 作を從 へ 、 勘定 奉行 岡 本 近 江 守役 宅に 出頭せ 一 

よと 命ぜられ、 定刻 參邸 奉行に W 接した。 奉行 一問 先生 一 答、 その 眞劍 さは 驚くべき ものであった と 1 

て、 豐田が 次の間より 靦 つた 始末 を 同門の 徒に 物語った の は 一 再でなかった とい ふ、 恐く は 文政より 

夭 保への 二十 年の 努力と、 - その 創造した 方策と は、 奉行 を 感動せ しめ、 また 先生 は 非常な 確信 を 以て 

報告した ので あらう、 終に この 面談 は 夜に 人って 歸 宅した。 

この 人物 鑑査で 何れ かに 決定す ろかと 思 ひの 外，、 そこに 御 役所の 乎繽が 必要で ある。 當時 老中 水 野 

越 前 守 は 日光 參詣屮 であるから、 廿 一 日頃まで は 行動 隨意 であるが 御沙汰 を 待つ 様に とい ふこと であ 

ろ。 富 律へ 行く に は H 數も 足らず、 また 何日 命が 下ろ かも 知れない。 殊に 從來 取扱った 書類 を 差 出す 

様に との 申 渡しが あつたから、 數 人の 速 絡 滞留 者 をお めて ー應櫻 町に 歸る こと A なし、 EM 十二 日出 


發歸陣 し、 更 めて 用意の 上同廿 七日 再び 一 一十三 人の 一 行に て 出府した。 

爾来 在府數 十日の 長き に 及び、 屢々 奉行所 其 他へ 召し出されて 訊問 も あり、 報吿 もした が 何等 決定 

しなかった。 十月 朔 日付 青木 村の 領主 川 副 勝 三郞の 用人 荒川泰 助の 書狀 によれば、 「勘定 吟味 役 根本 善 

左衞 門が 先生の 事に 就て 川 副に 尋ねた ので、 事業 經歷を 語った 所、 幕府に 登用 せられる ことが 明かで 

あった」 とい ふ 意味が 視 はれた とあった。 果して 翌 一 一日 勘定 所に 召 出され、 

思 召 之 儀 被 成 御座 候に 付、 御 番帳入 之 格に 御 取扱 被 成 候 

と 申 渡された。 正式に 幕臣と なり、 勘定 奉行. の 配下に 屬 する こと A なった ので あろ。 翌 三日 小 田 原 藩 

お さしがみた 5 らい 

邸より 「御 剪 紙到來 にっき 罷出づ べき」 旨の 命が あって 出頭した 所 

二宮 金次郞 

1 、 於 公儀、 御 普請 役 格に 御 召 抱、 御 切 米 一 一十 俵 1 一人 扶持 被 下 置 候 段 可. S. 渡 旨、 水 野 越 前 守 様より 

被 仰 渡 候、 此段可 申 聞 皆 被 仰 出 候 

と 申 渡された、 而 して 別 窒 にて 家老 杉 浦 平 太夫より、 

報 德之道 相披き 御先 代 様 深き 御 存意相 立 候 樣被成 度 段 被 仰 出 候 間、 何事に 依らず 御談 儀に 及 候 儀 可 

然旨、 公邊 御用 勝に 不相成 樣御敎 示 御 願 被 成 候、 尤も 右 之 趣 其 筋へ 御 內意被 仰 立 置 候 積り に 候 

. と 申 添 へ られ た。 而 して 藩 公の 御 居間 書院に て、 上下 一 具、 小袖 1 を 小 田 原 公より 賜と して 授與 せら 
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れ且 從來の 努力 を稱揚 し、 新 任務に 盡瘁 すろ 樣 にと 達せられた。 

斯くて 先生 は 陪臣より 幕府の 直臣 となり、 小 田 原の 留守居 役 日 下部 春右衞 門より、 幕府 御 普請 役 元 

締小田 桂 門 太に 引渡された。 

さて 最初に 面會を 希望 せられた 代官 篠田は 八月に 歸府 し、 先生 は篠 田の 所管 地內 たろ 印幡沼 附近 を 

蜜 地踏查 すろ こと， 1 なった ので、 始めて 二つの 用命が 一 つの 事業へ と纒 まった。 而 して 小 田 原 藩より 

も 老中、 若年 寄 等へ 挨拶の 名刺 を 差 出し、 先生 は 十 w 十七 日 起請文 を 差 出し 回 禮をも 終へ たが、 先生 

が從來 取扱って 居た 烏 山、 下 館、 gils、 茂 木 其 他 仕 法 地の 指導 取扱 を 如何にすべき か、 V 殘 された 重 

要な ろ 案件であった。  - 

幕き- i 任用せられ た 結果、 從來 指導し つ A あった 仕 法み- 拗棄 する こと は 出来ない、 併し 之に 關 係す 

ろ こと は 服務 規律 を 破ろ こと， なろ、 依て 先生 は 一 應各仕 法の 指導 を 謝絶し、 各 私 領地の 領主から 幕 

i 寸こ 懇願 p 上 承認 を 得て 指導 を 受けろ こと、 しなければ ならぬ。 先生が 辭令を 受けた 日より 公^ この 

問題が 生ずろ。 依て 小 田 原 藩に 於て は その 六日に 伺 を 出した 所：： 十 急に 指令が あり バ田 ks 櫻 町.？ に 

仕 法に 關係 すろ は 苦しから ずと 指令 あり、 先生 は 御 普請 役 取締 渡 邊棠之 助より その 通知 を 受けた。 

下 館、 烏 山、 谷 田 部、 茂 木、 相 馬 等の 諸 藩 は、 先生の 謝絶に 驚き、 直ちに 夫々 伺 を 立てろ ことと な 

ゥた。 この M 書の 內容は 先生の 公務 差 支な き 範阖に 於て、 钍 法の 敎示を 受けた しとい ふ 意味の 案文に 
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や だべ  もで き  なか むら げんじ S ん 

つき、 先生の 內閲を 經て差 出した ので あろが、 谷 田 部、 茂 木の 仕 法主 任た ろ 中 村玄順 は、 先生の 校閱 

を經 ずして 「折々 家 來共差 出し、 爲 及賴談 度」 と 申出た ので、 他の 諸 藩に 封して は 願 出の 趣 苦しから 

ずと 指令せられ たけれ ども、 谷 田 部、 茂 木に 封して は 、『書面の 趣 難 相 成』 と 却下せられ た。 これ は 細 

川 氏 は その 案文 中 「頼談 に 及ばせ」 とい ふ は、 仕 法 引 請卽ち 先生が 仕 法 執行 者と なる 如き 意味 ありと 

も 解 せらろ ュ爲 なので あらう。 爾來釉 川 藩の 分 は 終に 仕 法 執行に 障礙を 生じた。 然し 從來の 仕 法取蟠 

めの 爲に 往來し 協議し、 早速 關 係が 杜絶した ので はない。 斯くて 幕府 任用が 諸方の 仕 法の 上に 幾分 は 

影響し、 事實 として は 先生との 關 係が 薄くな つたこと は餘 儀な きこと である。 唯 櫻 町 は 何分に も 先生 

の 一 族が 住居した のと、 幕府に 於ても 內情を 知悉して 居た ので、 消極的ながら 钍法 衰頹と はなら なか 

つたので ある。 以上が 幕府に 任用 せられた 概耍 であろ。 

二 利根 川 分 水路 檢討 始末 利根 川の 水 を 分って 汎濫を 防ぎ、 通 舟の 利 を 得ん とする 企て は 遠く fK 

正 年間からの 記錄が ある。 この頃 は汎濫 地の 開墾で あり、 干拓で あつたが、 宽永 頃から は 治水 並に 水 

路 開鑿が 始められた、 何れも 利根 川の 本流 及び 霞 浦、 印幡沼 附近に 屬 すろ ものである。 然るに 先生が 

命 を 受けた ろ 分 水路の 計畫 は、 汎濫 防止 を考 へられ、 開墾 も 企てられて 居ても、 北 國の產 米 を 輸送す 

ると いふ 舟楫の 便が 著しき 要件と して 取扱 はれた、 而 して その 計畫 は、 當 時の 偉才 水 野 越 前 守に よつ 

て 公に せられ.^。 
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^時 水き 越 前 守 は、 新 老中と して 新政 を 念と し、 理想の 幕府 政治家 八 代將軍 吉宗、 その 志 を 嗣ぐ松 

平樂翁 以後の 頹廢を 挽回し、 財政難 を 救 ひ、 以て 幕政 を 刷新 せんとし つ 、あった 時で、 その 權威 によ 

つて 成就 せんとす る 功業の 一 つと して 利根 川 治水が 選ばれた。 

治水、 開墾の 利 は 一一 H ふまで もない が、 利根 川 分 水 堀割の 便に 至って は 莫大な 資金と、 百難 不撓の 努 

力と によらねば ならぬ。 江戶 繁昌の 趨勢 二百 年、 諸 州の 物資 は柬 より 西より 輻輳す ろ。 その 西より す 

ろ もの は 伊豆 を 廻りて 順路 浦 賀を經 由し、 その 東より すろ もの は 房 州 を 廻って 江 戶灣に 人る。 柬 北の 

物 貨廻航 最大の 難所 は 房 州 沖で ある。 大凡 十回に 一 回 は 難船と 定まって 居た ので、 仙 臺のー 一十 萬 石、 

南部の 三 萬 石、 其 他津輕 V 山形、 秋 田、 庄内 等の 廻 米に 際し、 その 十分の 一 の 喪失 は 悲惨な ろ覺 悟の 

難船 數と 認められて 居た。 

また 年々 夏 秋の 颱風 時に 際し、 利根 川の 汎濫は 特に 印幡 沼に 逆流し、 附近 增 水の 洪溢は 年々 の 如く 

であった。 玆に 於て 先 づ印幡 沼の 水 を 江戸の 海に 切り 流し、 房 州 沖の 廻 漕 船 を 利根 川より 内海に 移送 

すれば、 舟楫の 便と 汎濫 防止と、 開墾 干拓と 一 擧三 得の 利を擧 ぐる こと A なる。 

天 正 十八 年 江戸 崎 城主 土岐 氏の 臣石田 主馬 亮、 吉田佐 太 郞が新 島の 開墾に 着 乎し、 五十 三年 問に. k 

回、 約 四百 町歩の 新田 を 得、 寬文 年間に 椿 海 附近の 干拓、 栗 橋 附近の 新 川 開鑿、 寬 永年 問の 辨天 堀の 

完戎、 新 利根 川 開通 等に よって、 十六 島と 霞 浦との 連絡 もつ いた。 併し 利根 川 汎濫は 救 治し 得ない の 
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て 享保九 年、 幕府 勘定 所の 計畫 により、 利根 川 分 水 工事 を 企てられた。 その 工費 は 三 拾 萬 雨と 計上せ 

られ たが、 印幡 湖畔の 平 戶村染 谷 源 右衛門が 請負 を 命ぜられ 资金 六千兩 にて 着手した が、 遂に 果し得 

ずして 家産 を 失った。 次に 天 明 五 年 田 沼の 老中たり し 時 堀割 普請 を 起して 最も 困難なる 切 割に 力 を 致 

したが 成功し なかった。 

■ 水 野 越 前 守の 企て は、 旣に 一 一回まで 不成功に 終った 事業 を 完成 せんとす ろ ものである。 其の 地域 i 

篠田 藤四郞 所管 內に屬 する を 以て、 先生 登用の 手 續を篠 田に 命じた と 見える。 この 計畫は 三回 共に 印 

幡沼 西北 湖 頭の 平 戸より 沼 川筋 を 逆流して、 柏 井村 附近に て 高 毫六丈 三尺、 花 島 村 沼田 筋に 新 川 を， 屈 

けみ が +*  まく わり 

り 東京 灣 内に 注-ぐ 撿見 川に 通じ、 同 河口と 馬 加との 間に 至らん とすろ ものであって、 高臺、 ト丘、 

岩 土、 眞土、 水溜り、 水田、 沼田 を 掘 割り 延長 約 四 里 十一 一町で ある。 

先生が この 分 水路 疏通 工事 實地 調査の 命 を 受けた の は、 十月 十七 日で あろ。 「利根 川 分 水路 見 分 目 

論 見 御用」 とい ふので あろ。 同月 一 一十 一 日出 發し、 翌十 一 月 十五 日歸府 したが、 急ぎ 報告すべし との 

事であった から、 視察 地に 於て 立案し、 十 一 月 一 一日に 復命 書 を 提出した ので ある。  へ 

先生 は 實地を 踏査して 非常に 困難な ろ 工事で ある こと を 知った。 その 復命 書た る 「利根 川 分 水路 掘 

割 御 普請 見込 之 趣 申 上 候 書附」 に は、 難 工事た ろ 實情は 詳記して ない が、 元 來印幡 沼 は、 利根 川が 平 

水 以下と なれば 湖水 之に 流れ 下り、 溢水 すれば 利根 川より 逆流し 來 つて 互に 湖水と 河流と が 調節 作用 


み： なしつ 、あろ。 この 逆流 溢水が 附近へ 汎濫 となろ ので あろ。 而 して 今 印幡 沼より 東京！： へ 新 堀 を 整 

たんと すれば、 その 新 掘 通路に 當ろ 地方 は、 湖水に も 瀕せず、 利根 川に も 沿 は ざろ 汎濫 の關 係な き 村 

里で あるから、 新 堀 M 鑿 を 要求し ない 住民で あろ。 殊に 田地 少き 地方に て 新 川 敷と して 溃地 となろ を 

以 て尙更 喜ばない ので あろ。 

新 工事が 小規模の 計畫の 時には、 地方の 勞働餘 力に て賃錢 安く 之 を 成就せ しめ 得べき も、 大工 事に 

は 勢 ひ 賃金 高き 土工 を 他より 募集す ろ 必要が あろ。 斯 くして 失費 多く、 人心の 協和し 難い 事情が あつ 

たので、 享保及 安永、 H< 明、 1K 保と 數回 着手 せられて 何れも 失敗した ので ある。  一 

先生の 意見に よれば、 工事の 難易 は實 行の 曉 でなければ 判然と 言 ふ 譯には 行かない が、 人の 和 を 得 ？ 1 

• ずして は 成就し 難く、 人の 和 を 得ろ に は、 薪 堀 開鑿の 沿道に 報 德仕法 を 講ずる ことで あろ。 御仁 惠の 一 

御 仕 法 さ/行 は ろれば、 櫻 町に 於け る 成鑌の 如くに 必ず 人氣を 一致せ しむる ことが 出來 る。 工事 は そ . 

の基漤 たる： H 法 さへ 行 は ろれば、 完成 は 期して 俟 つべき である。 この 工事の 遂行に 際し、 幕府 役人が 

共同一致の 必要な ろ は 言 ふまで もない けれども、 先生の 強調した の は、 分 水 通路の 住民の 和合. を 保つ 

にあった。 

工事の 资金 として 示された 限度 は 金 拾 四萬兩 であろ。 これな 工事 方法と しての 仕法资 金と して 下 波 

され 一 切 委任せられ ろなら ば、 先づ 人心 和合の 爲に六 千 六 百 六 拾 六 兩餘を 荒 地開發 窮民 撫育 一 村 仕 法 


の爲に 用ゐ、 次に 金 拾 萬兩を 五ケ 年赋 にて 貸付け、 殘りを 繰越し、 第一 一年に は 第 一 年分の 返金と 合し 

たろ より、 前年 同様 六 千 六 百 六 拾六兩 を開發 撫育 料と し、 次に 金 貳萬兩 を 貸付く、 斯 くして 第 七 年 

GE より 年々 六 千六^ 六 拾 兩餘を 掘 割に 充當 すれば、 仕 法の 繼續 すろ 間は资 金の 絕 ゆろ こと はない、 而 

して 假に 着手 年 M を 溯って 文政 四 年と すれば、 H< 保 十 一 年、 卽ち第 一 一十 年 BE に 至れば、 閗鑿资 金 拾 四 

萬 贰千贰 百 四兩餘 を用ゐ て、 殘金九 萬 丸 千 丸 百 火 拾 九兩餘 あり、 その 貸付金 額 は 五 人の ものへ、 各 金 

約 六 千 六 百 六 拾兩を 貸付け、 五ケ 年に 亙って 返金す る ことで あろから、 五 年賦と して 年々 金 六 千 六 百 

六 拾 兩餘の 返金と、 一 ケ 年の 冥加 金納 人が ある。 この 冥加金が 開鑿 料と して 支出し 得ろ。 故に 元金 拾 

萬兩は 永世 減ずる 事な く、 太陽が 萬 物 を 輝して 生育す ろ 如く、 開鑿 料 も 亦 年々 支出し 得る とい ふので S 

あろ。  一 

然るに この 仕 法 様式 は 一 見複雜 であり、 また 成功 期間が 優長に 見 ゆる。 報告の 內容 が簡單 で、 人 和 

を 得 ざれば 成功 しないと も ある。 新進 氣銳の 政治家が 首肯し 滿足 する ものではなかった。 

當時 先生 以外に 工事 請負 志願者が あった、 多 田彌次 右衛門の 持參 したと いふ 「下 總國印 幡沼水 配 掘 

割 願書 寫」 によれば、 江戸 小 網 町 三 丁目 大和 屋彥七 等の 差 出した もので あろ。 拾 四 萬厕ゅ 資金 を 掘 割 

費、 普請 金 貸付、 江戶 市中に 徘徊す ろ 非人 等 を 寄 集めて 試用す る 費用 等に 割當 て、 技術 上の 說明を 試 

みた もので あろ。 


斯の 如き 技術的 說明 書が、 却って 幕府 吏 僚に は 鮮明に 工事の 進行 を 示す が 如くに 見えた であらう。 

沂 くて 先生 はこの 工事に 關 すろ 命 を 受けろ に 至らなかった。 工事 は 翌年 七月 一 一十三 日 起工、 毎日 五 萬 

人 を 使用し 十月 之 を 中止した が、 水 野 氏 以下 五 侯 各々 分割 之 を擔當 して 贰拾五 萬兩を 費した。 その後 

文久 慶應の 頃より、 明治に 至ろ まで、 開鑿 を計畫 せられた こと は 一 再ではなかった が、 終に 成らな 力 

つた。 幕府 當 局が 有限の 资財を 以て 無限の 工事 を 遂行す る 方法 を现 解せられ なかった こと は惜 むべき 

ことで ある。  一 

三 罟 S 地と 任務の 不定 幕府に 任用せられ たから は 江戸に 住居す ろ ものと 考 へられろ が、 その 地 

位 並 俸給 は 御 普請 役 格 1 1 十 俵 一 一人 扶持と 定まっても、 御 普請 役と しての 毎日の 出勤 役所が 指定せられ 

ねばならぬ。 隨 つて 職務に 附屬 せろ 官舍 が給與 せらろ べきであった。 然るに 匇率 として 利根 川 分 水路 

お ふの が 5  •  .  - - 

の 調査 を 命ぜられ たが、 他の 方面に 命が 下り、 引 綾いて 大生 鄉 村の 踏査が 命ぜられた けれども おた ヰ 

正！ 一 一十 一 日江戶 を出發 して 一 一月 一 一日 歸府 し、 一 應 復命した のみで そ， の 地の 仕 法の 下命 はなく、 却つ 

て その 十三 日 「御 勘定 所附 御料 所 陣屋 手附」 を 申 渡された。 御 勘定 所の 所管た ろ 幕府 直領 は、 下野の 

g ぎと 眞 岡と、 奥州の 小名 濱と であろ。 依て 先生 は 三つの 陣屋 掛け 持で あろ。 何れの 陣 尾-にか 用件の 

あろ 所に 赴く ので あろ。 住居 は 常に 1 定 しない こと A なる。 これ 或は 幕府に 於て は、 分 水路 掘 割の 技 

師 としても 適せず、 大生 鄕 村の 視察 報吿 も、 二 年 や 三年で 完了すべき 案で もない から、 その 適材適所 
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の 任 所 を 決し 兼ねた ものと も 見ろ べきで ある。 幕吏 は 先生の 才能 を 鑑^す ろ ことが 出來 なかった から 

であらう。 しかし 先生 は 身の 振 方に 困った ので ある。 

を が はちゃ 5 

さて その 九月 十四日に、 小川 町の 御 勘定 所に 於て、 御料 所 御 改革 撿見 御用と して、 眞岡 陣屋へ 出張 

すろ 様に と、 筒井 銑藏 よりの 令 達 を 申 渡された。 依て 同一 一 十 曰 出發ー 不一 ー曰眞 岡に 着した。 

先生 は 表面上 幕府の 直臣 となった から、 誠に 名譽な ことで あつたが、 從來の 仕 法 指導の 繼續 も出來 

ず、 定まった 用務 もな く、 碌々 として 受命、 挨拶、 調査に 日が 暮れた。 この 鄕陴屋 の 代官 山內總 

左衞 門から も、 眞 岡の 代官 筒井 銑藏、 その他の 人々 から も、 色々 と 質問 も あれば 論議 もあって、 閱覽 

せしめた 書類 は少 くない、 土地 開發、 窮民 救助 等の 方法に つき、 差 出した 書類 も數々 ある、 而 して 登 

用以來 滿壹ケ 年餘、 仕法實 施、 翁 民 撫育の 如き、 先生の 念願と する 適所 を 得な いのは、 幕吏が 先生 を 

理解し ないから である。 終に 堪へ载 ねた 先生 は、 天 保 十四 年 十二月 十日、 「勤 方 住居 奉伺 候 書附」 と 

題す る 美 濃 紙 四十 六 枚の 長文の 書面 を 差 出した。 

この 書類 は 全編 先生 の 自叙 傳 とも 稱 すべき ものであって、 幼少の 時よりの 勞き とその 體 験に 基く 生 

活 方法に よって、 之 を 櫻 町領に 施して 效果 あり、 靑木 村、 小 田 原、 烏 山、 谷 田 部、 茂 木、 下 館、 相 馬 等に 

施した る 成績 を 略述し、 自分 は 行ひ來 つた 様な 任務に 從事 するならば、 必ず 相當の 成果 を 得べき こと 

を 確信して 居ろ、 幕府 御料地 內に 於て 斯の 如き 任務 を與 へらる A ならば 誠に 忝い 次第で ある。 若又從 
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來 行ひ來 つた 仕 法 地に 於て、 贷付 たろ 報德金 並-?! ハ 加の 爲に差 出した ろ もの を 元金に 加へ、 繰返し 仕 法 

を 取 行 ひ、 拜 借人 一人 も 無くなろ まで 實行 致し 度存 ずろ も、 私 領へ立 入って 指導 周旋す ろ ことが 差 支 

-I  くろ 5 ちゃ *3 

の 筋 も あろなら ば、 右 仕 法 金 を 悉く 取 立て、 之 を 馬 喰 町 御贷付 所に 御 預りを 願 ひ、 その 金利 だけ 下 ：5 

を 乞 ひ、 之 を 以て 宇津 釩之助 i がろ 樱町 三ケ 村に のみ 活用し、 村民 を 安堵せ しむれば、 宇^ 氏の 奉公 

も， 事に 勤まり、 故大久 保忠眞 公の 志願 も 貫徹す ろ こと i なろ から 御 許な 願 ひたい。 尙又 それも^.:. 乂 

ふろ 次第 も あろなら ば、 元來 農家に 生れ 農業に は 熟練せ る を 以て、 格^の 御 恩惠を 以て 天祿廢 亡の 荒 

地、 空 地、 反 高 場、 見取 場、 寄洲、 附洲、 古川 敷 等 を 御 交付 願って 開發 致し、 自力に て開發 致すなら 

ば、 何程 か 亡所變 じて 物资を 産出す る 様に 相 成ろ であらう から、 何れ か 御 聽許願 ひたい。 と、 十二月. 

十 曰 所管 代官 山內 總左衞 門へ 差 出した 所、 同：^ 同 人 出府に つき 持參の 上、 小川 町 勘定 奉行所へ 差 出さ 

れ、 翌弘化 元年 正月 一 一十 一 日 出府の 命 あり、 同一 一十 四日 出發、 この 滯 府中 同所 元締 髙橋賞 一 より 書類 

を 下 渡され、 二 W: 二十四日 萬 事 金 田 故 三郞へ 相談すべき 旨 申 渡された。 ， 

次で 四月 四日 小川 町 役所より 召狀 あり、 翌 五日 下 御 勘定 所に 於て 日^ 御神領 村々 荒 地 起 返 方 見 分 致 

すべき 旨 命ぜられ、 始めて 先生の 志願 貫徹の 光明 を認 むる に 至った。 

四 日光 御 祌領仕 法の 下命と 仕 法 鏟 形の 作成 弘化 元年 四 =： 五 HH 光 仕 法の 命が 下った。 その 辭呤 

は 次の 通りで ある。 
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御 普 請 役 格 

二宮 金次郞 

日光 

御神領 村々 荒 地 見 分 致し 起 返 方 仕法附 見込 之 趣 委細 可 申 上 候 

辰 四月 五日 

欣然と して 命を拜 した 先生 は、 形 • の 通り 上司 上 僚の 邸宅へ 御禮 廻り をな し、 青山 敎學 院の大 久保忠 

眞 侯の 墓に 參り、 次で 知友 門 生に 報告した。 馳せ参じた 慶賀の 人々 は 衷心よりの 喜びに 滿ち た。 

先生 は 一 應實地 視察の 上、 事愦に 適した 仕 法 を 講ぜん とし、 元締 渡 邊棠之 助 等と 日数の 見積り 等に 

つき 協議し、 日光 出張の 通知 狀を發 送し、 日光 奉行所の 星 野 利 三 郞へも 通知し、 四月 十五 日出 發と決 

定 した。 

然るに 十三 日 小川-町 御用達 場に 於て 十五 日出 發の儀 を 中止し、 「見込の 趣委敷 書取 可 申」 10 曰 石 川 新 

助より 申 渡された。 勘定 奉行に 於て は、 一 應荒地 起 返. 方法の 大要 を 認めさせ、 實行 可能 程度 を撿 討す 

ろ 所存で あつたと 兒ぇ、 同一 一十 一 日に 至り、 渡 邊棠之 助より 封 面 を 求め 「日光 村々 趣 法 存盧書 出來候 

はノ 明日 差 出すべき」 旨、 石 川 新 助より 申來 つたと あろ。 餘儀 なく 「早急に は出來 兼ねる」 旨 を 答へ 

た。 先生 は钍法 問題の あろ 毎に、 荒 地 起 返し、 借財 返濟の 方途 を 叙述せ ろ を 以て、 各方 面より 「借財 
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返濟 手段 帳」 の 借用 申出が あり、 同 二十 二日に も 土 井大炊 頭より 借覽 希望の 通知が あって 差 出した 程 

で、 t 々士 法の 規範と なる もの を 述作す ろ躋を 固めん とする 氣分 を增大 し、 見込 書の 完成 は 益々 愼重 

の 態度 を 取る に 至った。 

卽ち 書類の 完成の 爲に は、 現に 隨從 する 富田久 助、 多賀又 助、 大 島勇輔 等の みに て は 到底 辨じ 難き 

を 以飞、 子息 彌太郞 氏に 出府 を 促し、 次第に 出 人の 門人 筆ェ 等の 員 數を埒 加し、 最初 日本 橋 本 石 町 三 

丁目な ろ 前 W 瀛洲 旅舍に 宿して 居た が、 書類 作成 事務が 多忙と なった ので、 相 馬の 家老 草 野 半 右衛門 

の 周旋に よって、 芝 田 町 五丁目なる 海 津傳兵 衞の隱 宅 を 借り受け、 七月 六日 彌太郞 以下 一 同 引 移り 

日夜 作成に 精勵 して 居た。 

斯く 報告書に 手數を 費した の は、 實地見 分の 上、 これに 適した 立案 をな すなら ば、 その 土地^りの 

施設で あろから、 事柄が 單純 であるが、 實地を 踏査せ ずして 立笼 すろ に は、 畢竟 何れの 地に も 適應す 

べき 案で なければ ならぬ。 卽ち 普遍 妥當の 案 を 得ろ こと は 結局 仕 法の 規範たり 標準た る ものである。 

何れの 時、 何れの 地に も 活用し 得る もの は、 確固 不抜の 規範の 作成で あろ。 これ 卽ち 前古 未曾有の 創 

作で ある。 隨っ てまた 容易の 業ではなかった。 而 して 上司より は 度々 催促が あろ。 依て 客 を 謝し 門 を 

閉ぢ 全力 を 投じて 急いだ が遲々 として 進涉 しない。 玆に 於て 隨^ の數は 益々 增 加した。 

斯 かろ 絶^の 創作 中 非常 災厄が 突發 した。 それ は 弘化ニ 年 正月の 江戸の 大火で あろ。 二. S 日 青山， 


から 出た 火 は 麻布、 芝と 延燒 し、 田 町 五丁目の 編輯 所 を も 燒き拂 つた。 一 同 必死と なって 搬出した も 

の は 書類で あろ。 幸に 一件 書類 は 大部分 取り出し たが、 衣服 調度、 家財より 實 印に 至る まで 燒 失した。」 

j 同 取り 敢 へず 西久 保の 宇津 釩之助 邸に 避難し、 主として 岩 本 善八郞 方に 假 居した。 

この 厄難に 遭った 一 同 は 子息 彌太 郞、 烏 山の 菅谷 八郞 右衛門、 下 館の 衣笠 兵 太夫、 其 他 富田久 助、 一 

鈴 木 喜 八、 大島 勇輔、 荒川泰 助、 波多晁 八郞、 下 新 E 村 小 八 夫婦、 西大 井村 勘 右衛門、 鬼 柳 村 常 五 

郞、 甲 州 小 沼 村の 志 兵衞、 新田 村民 次郞、 青木 村の 勘右衞 門、 烏 山の 恕助、 菅 谷の 家來文 五郎、 家僕 

龜藏、 權左衞 門 其 他 總隨員 二十 一 人であった。 この 中には 钍法 懇願の 爲に來 れるも あるが、 大部分 は 

御手 傳 であろ。 

この 隨員の 外に 宇津 家の 岩井眞 八郞、 小 田 原 藩士の 豐田 正 作、 小路 只 助、 脇 山 喜 藤 太 其 他 相 馬 藩士 

等 を 始め 市中の 筆 ェに淨 書せ しめ、 出入の 人員 甚だ 多かった ので、 宇津 家の 邸內の 稽古場に 二 問の 建 

增を なし、 一 一月 十九 日 之に 移轉 した。 而 して 玄關 その他 內 外の 目に 立つ 所に 「日光 御神領 村々 荒 地 起 

返 仕法附 取調 御用 相 濟候迄 は、 隨 身の 面々 助成の 外、 仕 法 筋 相談の 輩 堅く 相斷 り、 一 切 g 敏不レ 中 候 事」 

と褐 示して 悉く 面會 を謝絕 し、 到來の 書面 さへ も 開封せ ざろ 傣 過去った 場合が 多かった。 その 中には 

綾部の 火 鬼 侯の 直 書 さ へ もあった 程で あろ。 

雛 形 創作の 苦心に 至って は、 更に 慘愴 たろ ものが あろ。 一 々六十 年、 或は 百 八十 年と いふ 年 數こ割 
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常て ろ爲 、神代 以來の 實年曆 に 基き、 實在 化した ろ 人名 を 定めて 之 を 計算し その 計 數は藝 十 桁に 達す 

ろ もの あり、 計算 も 筆寫も 容易で はない。 而 して 淨書は 江戸に て 間に合 はず、 樱 町に 送って 寫 させた 

程で、 門人 塾生 は 不眠不休の 姿であった と^え、 富 田 久助は 厘々 藥 餌に 親しみ、 子息 も數回 臥床し、 先 

生まで も 風邪に か A ろ 程であった。 その 九月に は ii 条之 助が 人 門し、 間もなく 福 住 正 兄 も 入門した 

が、 その 頃に は 幾分 づ A 完成した 書類 を 旣に差 出しつ A あった。 卽ち 四月 二十四日に 「旣に 調製 一 グ 

年に も 相 成ろ から、 早々 差 出すべき 旨の 督促が あり、 取敢 へず 五月 二十 八 曰 雛 形 丙 六 冊、 同 晦日 雛 形 

丁 六 ほ、 戊 六^、 六月 十八 日に 乙 六 冊、 同一 一十 七日 癸 六 冊、 總目錄 一 一冊 を持參 し-て、 元締 渡 邊棠之 助 

こ 差 出した。 然れ ども 未だ 完了した ろ もので なく、 内 覽を請 ひたろ のみで あろ。 故に 原稿 を樱 町へ 送 

つて 淸書 させろ 等 引き も 切らない。 而 して 成る に隨 つて 之 を進献 したが、 他の 代官 等よりも 閱覽を 求 

むろ を 以て 之 を 貸す こと も あろ。 作成 匆忙の 裡に弘 化 三年と なった。 

弘化 三年 六月 報告書 完了した ろ を 以て、 その 十七 日 壬 六 冊 を 差 出し、 同 二十 八日 仕 法 雛 形 六十 冊殘 

らず差 出した。 初年 以來 正に 二 年 三 ヶ月、 先生 も 所用 日子の 多かった ことに 驚かれた であらう が、 幕 

府の吏 僚 は 不可思議の 疑念 を 以て 之 を 評した であらう。 然れ ども 弘化ー 一年 夏季より 差 出した 書類 を 見 

れば、 殆ど 悉くが 計算書であって、 一村 復興の 方途が 此 所に 盡 して あろの かと 思 はれ、 內容 更に 不可 

解 の^が 多かった と 見え、 曩に差 出した 書類 は诰 翰複雜 であろ から、 今少し 簡明に と 所望せられ、 最 
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初 差 出した 八十 四 冊 中から、 積算 年數を 短く して 一 一十 冊を殘 し、 六十 四 冊と し、 その 內目錄 一 肝、 上 

中 書 一 冊 を 含め、 一 部 各 約 六 冊 を 一 帙 とし、 長 九寸五分 五 厘、 深 三寸 六 分の 桐 箱に 牧め之 を^ じた。 

五 仕 法 雛 形の 內容 一斑 仕 法 雛 形 は 屡々 記述した 通り、 日光 御神領 村々 荒 地 起 返 方 仕 法附雛 形で 

あって、 日光 仕 法 雛 形と も、 仕 法 雛 形と も略稱 せられる。 日光 御神領 とい ふ 地方 名 稱が附 せられて あ， 

ろが、 日光 御神領 を開發 する 方法 を 立案す ろ 様に 命ぜられ たので あろから であって、 その 內容 は實地 

を 踏査す ろ ことなくして 之に 適應 せわ めんと する ものな ろが 故に、. 何れの 地 にても SI する 一 没 的 普 

遍的 でなければ ならぬ。 故に 地方 名 冠詞 は 無くと も 可な ろ もので あろ。 尙 また 日光 御 神 領に實 施せら 

れた 時には、 德川 氏の 最も 尊敬す ろ 祖先 奉 祭の 祀 料地で あろので、 此 地に 行 は ろれば 他の 幕 苻直領 は 

勿論、 一般 私領 にも 行 ひ 得べき を 以て、 日光 御神領 とい ふ 表題 は、 國領 一般に 適用し 得る とい ふ 範例 

ともなろ から、 單に仕 法 雛 形と 稱 すると 殆ど 同様の 意義に 钊斷 せられろ。 故に 先生 は 「日光 御 の 

文字 試に.^ なり、 世界の 事と^ て 可な り」 と 言 はれた 通りで、 この 雛 形の みならず、 報 惠の道 は 時の 

古今と 地の 柬西を 問 はず、 何時 何國に 施しても 毫も 悖ろ 所な き 普遍的の 基準 原則で あろ。 ， 

雛 形の 大部分 は、 旣に撄 町 其 他の 仕 法 地に 之を實 行して その 成^ を證し 得た ので あろ。 唯 各地 各 様 

の 事情に 卽 したろ もの を 一 般 化し、 或は 順序 を 立て、 或は 計数 を 新たに して 應 用に 便じた ろ もので あ 

る o 
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仕 法 雛 形 を 組織的に 解說 せんと すれば、 報德仕 法の 原理より その 表現の 規範た る 理論 を說 示しな け 

れ ばなら ぬから、 唯 その 梗概の 解說に 止めねば ならぬ。 仕 法 雛 形 は 仕 法を實 施す ろ 様式で あろ。 報德 

生活様式 であろ。 而 して 八十 四卷を 分って 十 部と し、 各部 約 六 冊 乃至 十 冊 を 以て 一 樣式を 成し、 稀に 

は 一冊 一 様式で ある。 極めて 簡單 に內容 を略說 すれば 次の 通りで あろ。  一 

1 、 見込 上申書 一冊 雛 形 八十 四 冊に よって 實 行す ろに 際し、 土地の 肥 瘠、 村の 大小、 家の 大小」 

貧富 暮方 等に 隨 つて 取扱 方 十五 種 を 揭げ、 仕法必 成の 方法 を 叙述した ものである。 

二、： H 法 雛 形 總目錄 一冊 題目の 通り 八十 四 冊の 總目錄 であろ。 

三、 百行 勤惰 得失 先見 雛 形 六 冊 善惡 正邪 貧富 受施 貸借 貪惠、 大凡 1K 地 人 三才 萬 象 悉く 因緣 によ 

つて 結果の 生ぜざる はない。 その 微繊の 元 種と いへ ども、 時間の 經過 によって 積 立 つれば、 元金 

壹兩 年利 五 朱に て、 |K 地 人 三才 百 八十 年に して 能く 六 千 五 百 拾 七 兩餘に 達し、 年利 一割と すれ ぱ 

實に貳 千 贰拾五 萬 千 七 百 四 拾 七 兩餘に 達する。 若し 二割 三 割と 年々 の 努力 を 進 むれば、 その 積數 

誠に 箅 勘の 及ば ざろ 大數 となる。 而 して 人事の 百行 悉く これ を 事前に 先見し 得べき は、 因 摸 輪廻 

の 浬に 於て、 負侥 償却 も、 積 立の 功績 も 自ら 明かで ある。 

四、 窮民 御 救， 餘荷作 繰 返 積 立 雛 形 1 冊 

報德 冥加 米 繰 返 積 立 雛 形 五 冊 何れも 壹兩 の元资 にて 土地 を開發 すれば、 これ また 签間 


に 於け る 生々 發展の 結果、 元金 壹兩を 以てして、 僅に 六十 ケ年 にして 莫大なる 開發 をな し 得ろ こ 

と を 明かに したろ ものである。 

五、 鍬 下 年季 雛 形 十八 冊 一種 六 冊づ上 二種で ある。 これ また 地 德開發 の 大德を 積算した もので 

あるが 鍬 下 年季 を與 へて 開發 せんとす ろ 方法に して、 壹兩 積より 六兩 積まで、 十 年 二十 年 三十 ¥ 

に 分ち、 十八 種に 分 たれて ある。 

六、 無利息 年娬金 貸付 雛 形 四十 八 冊 無利息 十ケ 年、 七ケ 年、 五ケ 年、 各々 純 無利息、 1%: 料 下 

付、 冥加金 上納 付、 等數 種に 分 たれ、 更に 据笸十 年、 七 年、 五 年より、 撫育 諸 色 下ォ、 肥 代、 夫 

食 等の 貸付 方法に 至ろ まで、 大凡 困窮お 救 濟に關 する 有 ゆる 場合 を豫 想した ろ 雛 形で ある。 

七、 暮方取 直 日 掛繩索 手段 帳 六 冊 報 德仕法 を 行 ふに 際し、 最 重要なる は 村民の 決意で ある。 一 

村の 誠實と 不良と を判斷 し、 一 村 振 與を證 する に 足 ， ろ は 村民の 勤儉 カ行で ある。 この美. 風 を 超す 

最良の 一 手段 は 日 掛繩索 手段で ある。 この 方法 書 は 五十 軒より 百 軒に 至る 六 種に 分って 範列を 示 

した ものである。 

八 出精 奇特 人人 札 表彰 並に 村 役人 入札 等に 關 すろ もの は、 各種に 一 且つて 窮民 撫育 料 諸 色 被 下 雛 形 

を 組立て、 その 中に 敎化 方法に より 指導 方法が 示されて ある。 

- 以上 は 內容^ 1 斑 を 示した に過ぎないが、 仕 法の 要諦 は 荒 地 起 返し、 借財 償還、 貧困 救濟、 锥村取 
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まし^ 成の 方法 を實 施す ろ ことで ある。 故に この 書 は 一 に 「富國 方法 書」 と稱 せられた。 勿^ これお 

• 外- -報德 生活様式 こ關 すろ ものがない ではない。 表彰 入札 及 村 役人 入札 方法、 一 家、 一 村、 一 國ニ圃 a 

の 分 度 確立 爲政 鑑土臺 帳の 如き、 また 一村 一 家の 隆昌 を 維持し、 頹勢を 防止す ろ 等の 永 安 生活様式 等 

の 如き、 前者 は旣に 早く 樣式 化して 實行 技^と して 廣く 用ゐ られ、 後者 は嘉 永年 問に 至り、 彰道院 殿 

爲御 菩提 御 回向 料 永代 i 手段 帳」 とい ふ 様式が 創造せられ た。 故に この 日光 仕 法 謹 は、 主として 

荒 地開發 (借財 償還) 一村 取 直しの 生活様式 として 完成せられ たので あろ。 

六 仕 法鐽形 活用の 端緒 この 雛 形の 作製 中、 塾生 門人が 先生の 側近に 侍し、 計算 筆 寫に從 事し、 资 

料の^ 集 整頓に 當り、 往來 W 人す るに 際し、 これ こそ 樱 町の 如く、 靑木 村の 如く、 曾 比 竹 松の 如く、 . 

西大 中、 藤 曲、 御殿場の 如く、  Pi の 如く、 必ず 解決し 得た ろ 生活苦の 救 治の 方途 を 眼前に 眺めて は 

. 各 自の鄉 土に 之 を實行 せんとす ろ 仕 法 希讓ー の 炎々 として 高まろ は 慕で あろ。 特に 相 馬 は それ を 念 

願と して 身命 を堵 しつ A あろ 富 田久助 始め、 これが 消息 を 明かに し、 雛 形作 成に 多大の 助成 をな しつ 

つ あろが 爲に、 他の 及ぶ 能 は ざろ 熱意 を 有すろ ものである 

然れ ども 先生より 見れば、 一 n* 行 すれば 必 成を 期す ろ もので あろ。 相 馬は 土地讀 であり、 i 

上より すろ も 到底 その 地に 至って は 仕 法 指導に 從事 する 能 は ざろ もので あろ。 故に 必 成の 規範と その 

指導 人物と を？ * 、上下 一 體の 決意 を耍 すろ。 幸に 指導者に は官 田が あろ。 池 田、 草 野 以下 報德 門下の 俊 


才力 多い。 故に 相 馬 は擧藩 決死 的 態度に あろ は 明かで あろ。 先生 はこの 切なる 願望 默し 難く、 突く よ 

り 之 を 許さん と 庶幾 ひつ i あった。 唯 問題 は 機の 熟する ことであった。 而 して 今や 規範が 完戎 した、 

弘化ニ 年 春、 以來 この 件に つき 相 馬の 藩臣の 往來繁 く、 四月 廿六 口に は 先生 は Kg に 謁し、 實 行の 

議は大 に 進んだ。 その 十 一 月に 至り、 愈々 富 田久助 をして 歸國 せしめ、 仕法實 行に 取掛る ことと なつ 

た。 

この頃 また 烈しく はない が 凶作が 續 いた。 弘化 元年、 同 二 年 共に 櫻 町 は 不作であった。 多少 村民 二， 

困惑の 色が 顯 はれた。 依て 名主の 往來も あり、 年貢の 用捨 さへ 願 出た。 年貢 は 之を定 免と して 减 額し 

え 力った 力、 救助、 賞 賜め 以て 急 を 救った。 その 取扱の 爲に富 田の 歸國の 途次 櫻 町に 立 寄らし め、 尙 

相 馬より 歸府後 この 雛 形に よる 救急 仕 法 を 行った。 

せ f くて 一 一年 十 一 月 六日 富田久 助、 高 野 丹 吾 は 江 戶を發 し、 相 馬に 歸り、 坪 田 成 田に： ± 去を行 つた。 

こォ はも 法 雛 形 を 規範と する 實 行の 第一 である。 當時 未だ 完成せ ざる 時で あり、 幕府に 進献 せざる 以 

前で あるから、 門人の もの 之 を 寫し實 行して 差 まなき や を 伺 ひ、 認 許の 上 之 を 行った もので あろ。 Q 

ち 規範 化せられた 生活様式 は、 相 馬に 於て 之を實 行し 得て、 その 規範の 寸分 相違な きを 實證し 得た も 

ので あろ。 相 馬より 達した ろ實行 成績の 報告書 を 見る度に、 蔸爾 たりし 先生の 你を 今尙ほ 見ろ 心地が 

する 0 
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第 十六 章 幕府 直 領の仕 法 

1 大生 鄕 村の 仕 法 おお i 村 は 幕府の 直領 であろ。 當 時下 總國岡 田 郡に 屬し、 現在 は 茨城 縣結域 

郡 菅ケ原 村 字 大生 鄕 である。 當時^ 十八 軒、 雪隱 さへ 無き もの 二十 軒、 無難 十五 軒、 中 難 二十 二 $ 

極 難 一 一十 九 軒、 退轉等 十一 一軒であった。 村 高 千 三十 四 石 四 斗 三 升、 田 反^ 三十 八 町 一 反 九 畝 七 歩、 畑 

百 十六 町 六 畝 一歩で あろ。 この 村寬 永の 水 帳に は 高 七 百 四十 四 石餘、 反^ 丸十 四町餘 歩であって、 爾 一 

後 六 回の 撿地 あり、 これ を 前記の 石高に 比すれば、 正に 六 割 三分の 增 反した ものと 見えろ。 この間 代 が 

食の 交迭 頻繁に して 開墾と 徴 稅は增 加した が、 民政 は 徹底し なかった。 故に 增 反の 行 はれた 元 文^^ 一 

まで は 民家 百 九十 七 軒、 人 刖九百 十八 人と いふ 状勢で あつたが、 文政に は 百 一. 一十 軒と なり、 後一 太 保に 

人り て は 前^の通り 九十 八 軒と なり、 この 內返轉 十一 一軒、 別に 極 難 不在 一 一十 軒、 荒 田 は 一 一十三 町 一 反 

餘 歩と いふ 過半に 達し、 熟 田 は 十四 町 七 反餘と 凋落した。 之 を 以て 度々 助鄕の 免除、 荒 地の 減 租を願 

^で、 籠訴 まで 行った が 却下せられ、 僅に 天 保 十三 ギ 匡救の 爲に巡 見と なった 結 *、 先生の 寶地見 分 

とい ふこ とに 押 進め られた ので ある。 

先生 は 印 幡沼分 水路 見 分 後、 IM 十三 年 十一 一 バー 一十 日 見 分の-命 を 受け、 翌 十四 年 正 W 廿 一 日 江 戶を出 
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發し. 廿ー 一日 大生 鄕 村に 着し、 廿 三日 は 村內の 事情 を 聞き、 廿 四日に は 村內を 一 巡し、 廿五 n より 

廿七 曰まで は 村內の 書類 を 精査し、 廿 八日、 廿丸 日の 兩日は 村內を 再度 巡回 熟 察し、 篤志 者 を 賞し、 

窮民 を 救助し、 晦日 出立 用意 をな し、 一 一月 一 日發了 一日 江 戶に歸 着し、 下 勘定 昕に 復命し，. こ。 

其 復命 書 は 七 冊に 分 たれて 居ろ が、 村 勢の 耍覽と 村民の 氣 風と、 その 復與 方法と であろ。 村 勢衰頹 

の 原狀は 上述の 通り 甚 しく、 村民の 氣風は 復命 書に 添付して あろ 村民の 歎願 書に 見 ゆろ 如く、 その ft 

容は 歎願で あろが、 斯く衰 頸した 原因 は 地方行政の 不親切より 來り しものに て、 村民 は 一 に 減免 兌 及 

助成 等 を 要求す ろ 他な きもので ある。 先生の 案 は 補助 を 主と せず 政府の 補助に よって 爲 さんと すろ ffi, 

返し は 見込がない とすろ にある から、 助成な き 自力 復興の 方法 を 講ずべき であると なし、 彼の m 卦繩 

索 手段 を 講じ、 政府より は 御 钍法金 約貳. 百 五 拾 雨の 貸 下 を 行 ひ、 租人は 減額した ろ 定額 法の 設定 をな 

し、 荒 地 起 返 方 助成、 出精 人 投票 等に よる 獎勵 をな すべきで ある。 この 方法 を 七 ケ年實 行 すれば 中， 

以下の 暮方取 直し を 行 ひ 得る とい ふに あった。 

この 必 成の 報 吿を實 現す るに 困， なる 事情が 二つあった。 一 つ は 贰百五 拾 雨と いふ 仕 法 金の 調達、 

1 つ は 名主 久 馬が 仕 法に よって 立直れば 自己に 利なら ずと なし、 先生の 钍法 を歡迎 しなかった ことで 

ある。 久 馬の 家 產は村 内 千 三十 四 石に 對し、 村內 外に 亙って 千 石 餘の大 高で あろ。 先生の 案に よれ. は 

久 馬に は先づ 仕法资 財と して 五 拾 雨の 加入 を勸 めら れた。 久馬は 年貢 其 他 種々 の 推 譲 を强 ひらろ.，. fS 


が あり、 村民 は久 馬の 平素に 鑑み 非難の 聲を 放ち、 折角 一 村 取 直しの 立案 は 出来た が、 代官 も 村內も 

報德 仕法實 行に 就て 一 致が 出來 なかった。 これ を 以て 終に 嘉 永の 初まで 七 八 年間 放任 せられた。 

荒 廢と負 债とを その ま  >- とすれば 窮迫 は彌々 甚 しくなる。 村民 もこれ を H< 命との み 過ごせ なくなつ 

た。 幸に も嘉永 三年に 巡 見が あった。 村民 は 遂に 訴へ た。 先年 二宮 先生の 立てられた 方法に よる 外 は 

ない と。 村民 はこの 意 を 決し、 所管 代官 小 林 藤 之 助に 懇願した。 依て 代官 所より 三月 五日 附を 以て 先 

生に 伙頼 した。 併し 先生 は 見 分した 當 時なら ば 兎も角、 現在 は眞岡 陣屋 附 であろ。 勘定 奉行の 指令が 

なければ、 他の 支配 所の 事に 關與 すろ ことが 出來 ない。 依て 先生 は 之 を 謝絶した。 けれども 村民の 窮 

狀は 實に愍 むべき ものが あろ。 故に 公式 認許 はな いが 私に 村民が； 法 行爲を 進め ろ こと は 差 支ない か 

ら、 諄々 と 報 德の道 を 說き仕 法 取 行方の 用意 を 指導した。 

やま 5 ち さ 5 ざ お もん 

次で 小 林 代官より 勘定 奉行に 願 出で、 差 支な き 旨の 指令が あり、 山內 繳左衞 門から も、 嘉永 三年、 

三月 十三 日附 にて 差 まなき 3 曰 を 代 ^小 林 藤 之 助 へ 答へ た。 依て 初めて 公式に 仕 法 指^ を 行 ふこと とな 

つた。 

八月 村民 一致の 規定 書 を 作り、 全員 記名 調印の 上 各種の 基礎 調査 を 行 ひ、 小 林 代官の 承認 を も 結了 

した。 

大生 鄉 村の 仕 法 は 荒廢せ ろ 村落の 常と して 住宅が 甚 しく 損じ、 天 保 十四 年に 巡 見した 當時さ へ 雨 は 
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漏り、 壁 は 落ちた ものが あった。 旣に その 時 を 距ろ七 八 年、 見ろ に堪へ ざろ ものが 生じた。 土地の 大 

半 は 荒 地と なり、. 民家 は 半減し.^。 荒 地の 開 發を行 はんとす る も 開墾の 道具 もな く、 食料 もない。 故 

に先づ 家屋 を 修理し、 開墾 用具 並に 開發 中の 食糧 を給與 すろ ことが 急務であった。 

併し 食糧と 道具と を與 へ、 家屋 を 修理す ろ 等の 助成 方策 を 最初より 行 ふとき は、 惠澤に 馴れて 自發 

的 奮 發の芽 を 摘む に 等しき を 以て、 先づ 村民の 決意 を 見定めん と 欲し、 再 應仕法 を拒絕 して 強き 決、 V 

を 促し、 終に 「仕 法規 定證 文」 とい ふ 詳密なる 書類 を 作製し、 各自 調印の 上 代官の 承認まで もな さし 

めた ので あろ。 

さて 百 一 一軒 中 新 家作の 必要な ろ もの 十一 一軒、 屋根 替 四十 1 一軒、 新 灰 小屋 三十 九 軒で あろ。 嘉永四 年 

十月 小 林 代官へ 宛てた 方法 書に よれば、 斯 かろ 仕 法 を 施す に は (一) 近時 三十 ケ 年の 牧納の 二割 引と 

する か、 最近 十ケ 年の 一 割引と すろ かの 定免 となし、 之 を 代官 所の 分 度と し、 開發の 結果 生ずろ 所の 

牧納を 以て 仕 法 を 講ずる か、 (二) 仕 法 金 を貳千 拾九兩 許り 支出せられ るか、 (三) 三十^ 間 二割 引 

として 一 切 御 下金な きか、 この 三 様の 基礎 を 立てられた しと. e. 送った 所が、 その 指令が 容易に 下らな 

いので、 兎も角も 屋根 替と少 分の 開墾 用具 並に 食料 を 助成して 假に仕 法に 着手せ しめた。 而 して 取 行 

はしめ た 屋根 替は 社寺 各 四楝、 本家 0 十三 軒、 小屋 三十 八 軒、. 合計 八十 九 軒、 この 費用 總計百 贰拾五 

兩 であった。 


また 急 を 要すろ 荒 地の 開 發の爲 に、 土工 人足 賃金 五兩壹 分餘、 唐 鍬 代金 壹兩參 分餘を 支出した が、 

ま 5 かしょ ぞく 

代官 所より 何等 基本的なる 指令の 來ら ざる 間に 嘉永五 年 も 六 年 も 暮れた。 この 問に 先生 は 虞 岡 所屬ょ 

ぶ ほの ふが 5 

り 日光 所屬 となり、 御 神領の 復與に 多忙と なり^る 時、 尤生鄕 所管 代官の 民 治に 熱意な き爲に 大生 鄉 

の 復興 仕 法 は 完成す るに 至らなかった。 

一一 眞岡 代官 所管 內の仕 法の 端 縫 

ィ 御料 陣屋 附 となろ 眞岡 代官 所の 陣屋 附 となった の は 天 保 十四 年 七月 十三 日で その 辭 令に は 

申  渡.. 

御 嵆 請 役 格 

二宮 金次郞 

右 は 御 勘定 所附 御料 所 陣屋 附手附 申 渡 間 入念 可 相 勤 候 

右水 野 越 前 守 殿へ 何 之 上 奉行 衆被レ 仰，， 渡 之 一 

右 之 通 竹 內淸太 郎殴被 仰 渡 承知 仕 候 以上 

御 普 0 役 元 パ 

七月 十三 日  和 田 利 平 太 ® 

^に 述べた 如く、 當 時の 御料 所 は 野州眞 岡と 東鄕と 奥州 小名 濱と であるから、 先生 は 何れの 地に 常 
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住して 然るべき ゃ剁 明し ない。 當時柬 鄕には 鈴 木^ 內 が在駐 したが、 其 後^も なく 眞 岡に 移り、 東鄕 

に は山內 總左衞 門が 受命 在任した。 後に 鈴 木 は 他に 移り、 眞 岡へ は 山內が 移り 東鄕 代官 を も 兼ねる こ 

ととな つたが、 その 頃 先生 は 一 旦 江戸に 上り、 钍 法 雛 形 を 作製し、 次で 先生が 江戸より 眞岡 陣屋 附と 

なろ 頃、 山內 は東鄕 より 眞 岡に 移り、 先生 は東鄕 陣屋に 住すろ こと を 許さる.！ ことと なろ。 併し これ 

は 弘化四 年 以後の 事で あろ。 - 

眞岡等 三 陣屋 附 となった 最初の 顚末を 顧みる に 天 保 十四 年 三月より 五月まで、 先生 は 山內に 度々 面 

會し、 山內は その 管 內に仕 法 を 講じたい とい ふ 希望 を 表明して 居る。 鈴 木 源內も 賛成して 居ろ。 斯様 

な 因綠が 陣屋 附， M なろ 結果 を產ん だもので あるが、 先生が 眞岡管 內の開 發に從 事す ろの は、 钍法雛 形 

作成の^と 後と 卽ち 1K 保 十四 年と、 弘化四 年 以後と 二回で あろ。 而 して 前回の 分 は 殆ど 手 を 着けた 計 

りで ある。 

天 保 十 a 年 九月 廿 六日、 先生 は龜 蔵の 外に 西大 井村 爲八 郞、 鬼 柳 村 源 治 を 俘ひ眞 岡に 到着した。 そ 

の 用務 は開發 をな すべき か、 窮民 救濟 をな すべき か、 先 づ其實 情 を 調査す ろに あった。 而 して閏 九月 

八日 一 度 出府し、 同廿 四日 歸陣 し、 弘化 元年 正月 廿 四日 出府した。 この間の 動靜は 一 切記錄 がない ノ： 

それ は 弘化ニ 年の 大火で、 恰も この 半年の 日記 を燒 失した からで ある。 故に 先生の 平素より 類推して 

考 ふるに、 先生 はこの 天 保 十四 年の 後半 年 は 代官 支配 地 內を巡 廻し、 荒 地 開發の 可能 度 を 査察した も 
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ので あらう。 

また この頃 西 沼 村 丈 八、 阿部品 村 周 助、 高 田 村 太 助 等の 仕法闢 係と、 櫻 町 領內の 殘務仕 法と が進涉 

して 居ろ から、 自然 その 指導 を 行った と認 むべ きで ある。 

口 西 沼 村 丈 八の 仕 法 西 沼 村 丈 八 は、 樱町御 仕 法の 初めの 頃から、 日光 御 仕 法. の 時代に 至る まで、 

前後 四十^ 近く も 日記の 上に 現 はれ、 報 德仕法 志願の 人々 は、 丈 八の 紹介に よる ものが ^ だ 多い。 丈 

八 は 越後から 來て、 櫻 町の 隣村 西 沼 村に 住し、 油寶 など を 行って 後、 櫻 町 領の東 沼 村 潰 百姓 谷 屮惣兵 

衞の跡 を相續 し、 荒 地復舆 等に よって 相當な 姓と なり、 青木 村の 御 仕 法に は、 その 資財 を 推 譲して 

御 仕 法に 努力した。 

天 保 十^の 頃に 至り、 丈 八 は 百 五 拾九兩 とい ふ 負債 を 生じた。 これは^ 難 其 他 臨時 人 用の 埒 加した 

ろと、 天 保 七 年の 凶 謹に つき、 貸付金 百 參拾贰 雨 餘の中 僅に 贰拾 三兩餘 以外 は回牧 不能に なった ので、 

所有 田地 三 町 六 反の 牧^に て は 返却 困難と なった。 この 事情 を 知りた る 靑木村 は、 前記の 恩德に 報い 

んが爲 に、 先生に 懇願して 御 钍法を 請 ひ、 半金 は 延期、 半金 は 五箇 年賦、 報德 米、 仕 法 米、 及 同志の. 

推讓 によって 救 はれた。 

雨 來丈八 は 一 曆 この 逍の爲 に 努力し、 各地に 奔走した。 前に は 青木 村、 下 高 田 村、 西 沼 村、 大島村 

等が あり、 後に は棹ケ 島、 横 堤 等が 關 係の 著しい もので あろ。 


ハ 西 沼 村大島 村の 仕 法 西 沼 村 は 常時 五十八 軒、 m 畑 四十 一 町餘、 その 負 愦は五 百拾壹 兩餘、 こ 

の 質 地 二十 三 町.^ 反で ある。 大島村 は戶數 八十 六 軒、 負 债は五 百 四 拾 贰兩餘 であろ。 この 仕 法の 要點 

は、 質 地より 牧穫 すろ 米を债 主に 納入して 居ろ こと を理. s とし、 卽金 返^す るなら ば、 四 分 引と する 

とい ふ 談判が 成立し、 その 差 引 六 分み-報 德 金に て返齊 し、 これ を 村民の：：： 掛繩索 積 立に て、 三 ケ年乃 

茧 五ケ 年に て 償却 するとい ふ桀を 立てた が、 弘化 元^ 十二月、 全部 報 德金を 貸付け て 仕 法 立が 行 はれ 

た。 

西 沼、 大島等 は眞岡 支配， 領內 であるが、 仕 法 雛 形 完成 以前に 屬し、 未だ 領^ 仕 法の 命 を 受け ざろ も 

ので、 ^來 の關 係を迎 り、 只管 村民が 懇願した 爲 である。 ， 

弘化 元年より 暫時 仕 法の 實 施が 激減す るの は、 仕 法 雛 形の 作 裂に 全力 を 注いだ 爲 であろ。 これより 

弘化四 年までの 間 勘定 奉行の 命 を 以て 仕 法 雛 形作 製に 從 事した が、 從 來の關 係より 山內 氏と は 璲 々往 

來し、 雛 形 完成 後 は 再び 眞 岡所屬 たるべき 當然の 豫想も あるな 以て、 山 内 は 雛 形の 內 閱を繽 け、 仕 法 

に關 する 諒解 も 相當に 進んで 居た 害で ある。 從 つて 再任 後の 先生の 事業 は、 钍法雛 形に よるべき こと 

は 明白で あろ。 以上 は 眞岡領 內の仕 法の 端緖 であろ。 

iij 眞 岡管內 仕法發 業の 障害 

ィ そ^ 概觀 斯の 如き 豫 想の 下にあった 先生 は、 弘化四 年 五月 十一 日 再び 山內 總左衞 門手附 とな 
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り、 腐 岡に 赴任す ろ ことと なった。 然れ ども 仕 法 進行 上 便宜 多 からん との 豫想は 外れ. 案外に 支障の 

多い もので あ つた。 

先づ その 第一 は 住所で あろ。 當時山 内 代官 は 東鄕に 居た。 而 して M; 岡 代官に 榮 進し、 朿鄉 をも脊 す 

ろ を 以て、 山 内は眞 岡 陣屋に 移り 先生 は東鄕 陣屋に 人る 順序であった。 然るに 虞 岡 代官 前任者の 移瓌 

-ザ 完了 しないので、 山內も 東鄕を 動く 能 はず、 先生 は 赴任した が 住居がない。 依て 管内お ins の 別 

當 にして 眞岡町 般若 寺の 末寺た る 神宮 寺に 假住を 命ぜられた。 こ. の 祌宮寺 は 永く 無住であった ので、 

屋. 极も壁 も 破損し 疊は 到底 住む に堪 へなかった。 渐く 修繕した ろ 一 ー窒を 利用し、 隨身 者、 figiK -、 

吉良 八郞、 下僕 川 久保民 次郞の 三人 を 伴 ひ、 ^しき 日常生活 であつ ヒ。 

第二 は 仕 法制 度の 未決定で あろ。 仕 法 は 行政 廳に 於て これ を實 行す る こと を 公表し、 钍法 執行 者の 

職制 を 立て、 钍法资 財の 出 所 を 定め、 钍法 計畫を 確立して これ を實 行し、 民 問 も 亦 之に 應 じて 實 行の 

鉗粽を 作り、 或は 結社と なし、 或は 常會を 設け、 指導 責任者 を 定めて 處理 せしめなければ ならぬ。 ^ 

ろに 幕府 は 雛 形に よろ 計 畫の實 行 を 命じない、 仕 法 資源の 出 所 を 工夫す ろ こと も 許さない。 本 來仕法 

资財 は、 幕府の- S 用金 を 支出す ろが 早道 なれ ども、. 課 稅實牧 の 分 度 さへ 定む れぱ 容易に 產 出し 得る の 

であろ から、 雛 形の 實行を 命じさへ すれば よい。 然るに この 事が 行 はれない 爲に 先生の 仕事がない。 

依て 先生 は 願書 を 出さ ヾろを 得なかった。 卽ち 幕府より 下付金が あろ か 他の， 報 德金を 流 ffp しても 可な 
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も か、 そ もく また 自分の 給料 手當を これに 投じて 差 支な きか、 或は 荒 地 を 借りて 開墾して 仕 法 一 切 

の资 源と して は 如何 等、 十 一 冊に 亙ろ 願意の 書類 を 提出した が、 容易に 決定し なかった。 

第三 は 山內の 理解 を 得ろ に 多くの 時日 を 要した、 本來山 內は旣 にく 理解 濟で あろべき 笞 であった 

が、 學問は 相當に 深く、 田園 類說等 其他數 種の 著書 も あろ 程で あろのに、 當 時の 制度の 範圍內 に 於て 

報德仕 法の 道 を 活用す ろ 考察 を缺 き、 また 報 德仕法 以外に 良法な きことの 確信 を 徹底す ろ氣 力な かり 

し爲 に、 年餘の 久しき に 亙って 仕 法に 着手す る を 得なかった。 今 この間に 於け ろ 先生の 苦心の 實情を 

察すれば、 慨嘆に 堪へ ざろ ものが ある。 

始め 山. s は 先生 をして 仕 法 を 講ぜし めんが 爲に、 維 形 完成 後眞 岡の 屬 たらしめ たので あろ。 而 して 

先生 は 直に 眞岡 管內に 於て 雛 形に 示した ろ 順序に 從 つて、 樱町、 下 館、 相 馬 等に 行 ひたろ 仕 法 を 講ぜ 

ん こと を 進 一 百した。 然るに 眞 岡の 吏 僚 はこれ を 以て 舊法 成規を 破り 新法 を 行 ふ ものな りと した。 幕吏 

は祖法 維持 を 施： i の 根本原^と し、 これに 背く もの は 重罰に 處 せらる A と 信ぜられて 居た。 而 して 報 

德仕法 は 新法で あろと いふので ある。 斯く兩 者の 封 立 は 代官 所の 空氣 を不穩 ならしめ て 居た G 

然 ろに 山 內は旣 に 報 德仕法 適用の 目的 を 以て 先生 を 任じた ので あり、 先生 亦 この 道に 在ら ざれば 用 

務は 無く、 村民 は 櫻 町 以来の 成績 を實 見して 一 人 も 良法 を 疑 ふ もの はない。 是に 於て 先生 は 仕 法 を 開 

始 せらる A や 否や、 實 施せら ろ A 見込なければ 我 一 日も此 所に 止まろ 必要がない、 退官して 歸農 せん 


のみと 山內は 無論 仕法實 施の 覺悟 あろ を 述べ、 我 こ A に 任を受 くろ 時旣に 仕法實 施の 諒解 を# て、 

居る。 故に 努めて 進埗を 計りた しと。 

口 桑 野 川の 開發 と山內 代官 先生 こ 、に 於て 朿鄕 | 目- 2： を 巡視して 眞岡 附近に 僅少の 廢 田と、 桑 野 

川の 新田 開拓と を計畫 した。 卽ち弘 化 四 年 秋、 村民の 出願に より、 门 十 速 測量 地 割 等 を 準備し、 翌嘉永 

元年 二月 中句より 三月 十九 日まで 開墾の 結果、 數 年後の 補修 を 加へ て；. g 積 四 町 八 反餘、 人夫 千 三百 九 

+火 人、 先生 日毎に 實 地に 臨み、 吉良 八郞、 福 住 正 兄の 二人 帳簿 方と して 之に 常った。 この 成 附は完 

全な ろ 耕地 整现 として 行 はれ、 栃木 縣に 於て 大正 十二 年、 附近の 耕地整理 を 行 ふ 際、 便宜上 合併した 

以外 は 少しも これ を改 むろ 必要な き 程に 優秀なる 技術 を 以て 行 はれた。 村民の 悅 びは甚 しい もので あ 

つた。 同 三： ：！： 卄 四日 虞 岡の 下僚 は 實地を 視察し 午後 田 植も順 當に行 はれた。 然れ ども 之に 對 して 下僚 

等の 一一 E ふ 所 は 無理解な ものであった。 

「新法 實施 は舊規 を 顧み ざろ ことで ある。 桑 野 川 の 開發は 代官 所の 公式 承認 を經た ろ もので ない、 

我等の 關 知せ ざろ 間に 管內に 新法が 行 はろ  >- が 如き こと あらば、 我等 は 役所に 勤務す るの 要はない、 

無用の 官吏 は 返 職せ ざろ ベから ざる ものである」 

と。 山內 はこの 抗議に 逢ひ舊 法成規 の改廢 とい ふ 名目 を 以て 反對 せられ、 上司に 訴 ふろ 所 あらば. m々 

しき 大事で あると 恐怖し、 新法の 實施は 一 一宮 一 個の 獨斷的 行動で あろ。 大に之 を懲さ v ろべ からず 
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』 ち 先生 を 召致して 衆 座の 中に 於て 之 を 叱責し、 

「一 一宮が 爲 したろ 開墾 は 何人の 命に よって 行 ひたる か、 我 も 知らず、 代官 所の 吏-僚 も 知らず この 事 

若し. 江戶に 聞え、 法 を 以て 處斷 せらる A あらば、 一 一宮 一 人の nig 非に 止まるべき ではない。 抑 も.^ の 

根據を 以て これ を爲 したる か詳 かに 報吿 せよ」 

と。 先生 謂へ らく 旣に 仕法實 施の 一端と して 開 田 を 命じ 置き、 今 却って 我を責 むろ は、 下僚が 主張す 

ろ 法規の 變改を 名と しての 同お 的 反抗に 臆すろ も ので ある。 然れ ども 我れ 甞て命 を 受けたり と 言 は 

ば、 山內は 代官た る 職に 止まり 難き 境遇に 立つ ことと なろ や も 計り 難し。 而 して 多年 心血 を 注ぐ 盱 以- 

は 世の 憂 を 除き 永 安の 道 を 行 ふに あろ。 山內 交代して 我 道の 行 はれろ 道理 はない。 依て 罪 を 一身に 引 

舍 受けて 山- M を 無事なら しむる に 如く はない と、 卽ち意 を 決して 從容 として 答 へて 闩く、 

「某、 官署の 事に 通ぜ ず、 法規 制令 未だ 熟知す る を 得ず、 吏籍に 人り て以來 衆臣の 勤む る 所の 事務 

を 執ろ 能 はず、 斯く 何の 用 を 達せず して 空しく 歳月 を迗 らば、 素 餐の罪 を 免ろ i 能 はず。 この 責任 

を^れ 何事 をか爲 さんと すれ ども、 農家より 出で 年 來荒廢 を 開き、 國民を 救 ふことの み を 業と し、 

これ 以外に 爲し 得ろ 術 はない。 然 ろに 脇 前 御 管内に 廢 m が あり、 困^が 惱 めろ を兒て 之を觀 過す ろ 

に 忍びず、 自 財を拋 ちて 之を拓 き、 之を惠 まば、 臣僚 としての 勤務の 一 端に 當り、 聊か 素 餐の罪 を 

免る 、を 得ん かと 考へ、 領民の 歎願に 任せて 之に 應 じた。 この 事 を 企てる 前に 之を霄 上し、 許可 を 


得て 實 行すべき であった の を、 獨斷專 行した の は 某の 罪で あろ。 旣に 眼前. K 行し 了った ので あろ か 

ら、 譴責 あらば 某 一 人 之を受 くべき こと 素より 當然の 事で ある。 若し 亦廢 田と なし 荒廢の 原形に 復 

、  =5 さよく 

すべし とな さば、 速に 之 を 荒 蕪に 歸し、 溝洫を 穿ちた ろ も 之を埋 むろ は 容易で あろ。 開 田の 勞は千 

日 を^す とも、 之を廢 すろ は 一 日に して 足ろ、 願 はく は 代官の < 叩 によって 如何と も 致さん」 

と。 山內 曰く、 

「開 £ したろ もの は廢 すべきで はない • 江戸に 伺 を 立て A その 指揮 を 待つべき であろ。 以後 命令 を 

受け ざれば 決して 手 を 下す ことな かれ」 

. と。 先生 返いて 歎じて 臼く、 

「事斯 に 至る、 眞 岡の 地 亦 この 道行 はれざる か、 山內は 我に 侖 ずるに 新田 開發を 以てした。 我れ こ 

れに答 ふろに 『邦土 至る所 古來の 定法 あり、 獏 りに 手 を 下さば 故障 生ずろ ことが 多い もので. ある』 

こと を吿 げた 所、 旣に. 江 都に 於て 之 を 上申し、 委任の 命 を 受けた。 若し 異論が あらば 之 を予ー 身に 

引受ける とまで 激勵 せられた。 依て 已む なく 數 月の 間 辛苦 を盡 し、 自財を 散 じ、 役夫 を勞 して 數町 

歩の 開 田 を 行った。 然 ろに 今や 下僚の 反 擊に遭 ひ、 忽然と して 昔日の 誓約 を 食言して 恥お ず、 衆 座 

の 中に 叱責して 以て 自家 安全の 計圖 となす。 我 元より 人の 善 を推擧 し、 衆 他の 過失 を 引受く ろ を 本 

-意 として 居ろ が、 斯の 如く 前後 矛盾 背反の 首 明 を 信じて 事に 當ろ時 は、 常に 進 返 谷って 如何と もす 
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るな きに 至る であらう。 この 人と 共に 大道 を 行 ふこと 能 はざる は 明かで あろ。 然れ ども 卽今我 一身 

を 退く 時 は、 國內 多数の 衰邑困 民 再 復の道 を 講じ 難く、 その 目的 達せず して 止まば、 皇阈幾 萬の、 

民 途を失 ひ 安堵の 期 開く ある を俟 たんの み。 道行 はれず と雖も 返くべからず。 愚 を 守り 歳月 を 送ろ 

外な き 力」 

と、 慨然と して 痛 歎し、 悵 然として 愁悶 に堪へ ざろ もの 丄 如くであった。 當 時の 假寓 たる 祌宫 寺り 皮 

屋の裡 厳冬の 寒風 肌に 迫り、 徒に 敗戰者 逃竄の 如くな ろ も、 先生 凛 然として 二三 子の 爲に 道を說 き、 

艱苦 を. iK ら ざるが 如くであった。 而 して 先生 は 代官 下僚と 共に 管內の 巡視 を 行 ふこと は 隨時ー 了 まれて 

居た ので ある。 

I  しも どて きぬがさへ 5 だ いふ 

N 衣笠と 山內 下 館の 衣笠 兵 太夫 は 當時櫻 町の 留守居 を 依頼され て 居た。 四月 十七 日 宇津 家の 吏 

者と して 來り、 引つ 乂き 宇津 家の 仕 法に つき 先生の 敎示を 受けた しと 中 W で、 談話 眞 岡の 事に 及び、 

この 情 狀を實 見し、 大息して 代官 所に 至り、 宇津 家より 代官への 目錄を 進め、 餘談 より 進めて 竊に 先 

生 を稱揚 し、 待遇の 冷淡 を 難 じ、 

「一 一宮 本來 居常の 厚き を 願 はず、 殊に 一 身 を舆國 安民に 奉ぐ、 廢 寺の 冬 居 枕頭 霜雪 を 見る を 意と せ 

ず、 二宮の 頑强 健康に 支障な しと 雖も、 門人 或は 疾病に 櫂る あらん、 二宮 これ を 知る と雖も 補修せ 

ず、 代官の 命 を 重んずろ が 故で あらう、 宜しく 賢者 を 以て 83辻 らる べし」 
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と。 代官 は 衣笠が 私 領の臣 僚た るに 拘ら ず、 直領の 施政に 一一 K 句 を 揷むを 怒り、 また 之 をニ宫 の 小策 

なりと も 邪推した らん も、 言 ふ 所の 理は 當然 であろ。 依て 答へ て 曰く、 

「旣に 能く これ を 知って 居る。 陣屋の 內に 別宅、 {ゃ； 家がない。 二宮 を 空 寺に 置く も 暫時で あろ。 殊 

に 修繕 は 禁じた ので はない。 一 一せ  1 が 筌寺を 補修せ ざる は 彼が 過ちで ある」 

と。 衣笠 之 を 先生に 告げて 修繕 を勸 めた 所、 先生 は斷 じて 之に 應 じなかった。 ： 

然るに 俄に 代官の 使者 來 つて 先生 を 召し、 大に 怒って 曰く、 

「過 刻 衣笠 來 つて 汝を 破屋に 居らし むろ は處 置失當 であると、 彼 は 元より 陪臣で あろ。 1K 下の 事に 

關與 すろ こと を 得ない。 今 此の 如き 事 を述 ぶろ は 身分 を 知らざる もので あろ。 我が 處置は 我が 思 ふ 

所に よって 行 ふ、 敢て^ 臣の 指揮 を俟 つもので はない。 以後 斯 くの 如き こと を 一 百 ふこと 勿れと、 汝 

より 差し置くべし。 我 直接 衣笠^ 誡 むろ 時 は 彼 一 身の 立場 を 失. ふで あらう、 之を憐 みて 汝 をして 言 

はしむ ろので あろ」 

と。 先生 從容 として 曰く、 . 

「某 纥 寺に 居ろ 少しも 意と すろ 所ではない。 貧困の 民 は 破屋 雨露 を 凌ぐ 能 はず、 牧穀も 腹に 飽 くこ 

と 能 はず、 飢寒 その 生 を 聊 んぜ ざろ もの 數 ふべ からず、 不肖 之 を 救 ふ を 以て 道と し、 而 して 扶持米 

を 賜 はり 寓居 を 給せられ、 自ら 補ふ餘 力が あり、 また 空 寺 も 大破と 稱 すべきで はない。 彼の 衣笠 は 


ャ 善柔 にして 思慮 淺し、 偶々 廢 寺に 來 つて 仔細 を 問 はずして は官 衙に詣 り、 失言 を 致した 次第で あ 

ろが、 必ず 向後 過失な からしめ ませう」 

io 山內 臼く、 

「我 上下の 爲に 汝が發 明した ろ 方法， を 聞き、 眞岡管 內の荒 地 を 開墾し、 困 民 を匡濟 せんとす ろ こと 

多年、 然るに 私 領とは 異なり.. 公 料の 制度 法則 微細に 備り、 何事 も 法規に あら-ざれ ぱ行ひ 難く、 强 

て 之 を 行 はんと すれば 下僚 皆な 從 はず、 江戸に 指揮 を 仰いだ が 何等の 御沙汰 もない。 汝 この間に 立 

つて 徒 事に 日 を 送らん より は、 寧ろ 返き て 私 領の民 を 安ん ずるが 良から うと 思 ふ。 依て 予は之 を h 

司に 言上し、 二宮の 道 は 良法で は あろが、 私 領に行 はるべく して 公 料に は 故障 多し、 依て 小 田 原の 

故主に 戾 さるれば、 私領の 幸に して 幕府 無用の 人 を 扶持す るな く兩 全なる べし、 汝の 意見 如何」 . 

と。 先生 曰く、 

つ 一 身の 進退 徵臣に 於て 何等 意見 はない、 唯 代官の 指揮の 通りに 致し ませう」 

と 言 ひて 退出し、 詳 かに 之 を 衣笠に 吿 げた 所、 衣笠 犬に 怒って 曰く、 

「山 內は讀 書 子と 噂せられ ろから、 少しく は 道 を 知る ものと 思へ る も、 事理 を 解せ ざろ も甚 しい、. 

予が 忠告 は 悉く 代官の 爲 である。 再び 斯の 如き ものと 語らない」 

と 憤りつ A 下 館へ 歸 つた。 
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二 富 ra と山內 山內 代官 はこの 元年 七月 十 j 日東鄉 より s 具 岡へ 移った。 富 田高慶 は 六月 十五 日 江 

戶 より 櫻 町に 着した。 而 して 新開地 を 視察し、 次で 先生、 富 田等眞 岡へ 移轉 祝と して 5? 頭した。 この 

頃 代官の 所爲に 憤激し つ A あった、 一 從者、 山 內に面 謁して 曰く、 

「幕府が 一 H 吕を 以て 眞 岡の 馬たら しめたる は、 報 德の道 を 以て 幕府 直領の 住民の 困窮 を 救 はんが 爲 

である。 然して 旣に數 年な 經 過した が、 未だ 行 はる A 時期に 達しない ので あろ か」 

と。 山內： E く、 

「我 元より！ 一宮の 道 を 信じて 居ろ。 この 道 を 以てすれば 上下の 有益 少 からざる を 知ろ も、 愈々 之 を 

實行 せんと すれば 古來の 法則 厳存し、 聊か も 之に 違 は V 法 を 犯す の 罪 あり。 故に 良法で は あろが^ 

法なる を 以て 實施 すろ を 得ず。 然るに 一 一宮が 小 田原領 始め 多くの 大小 名領に 於て は その 成績 顯 著た 

る ものが あろ。 これ 私 領に行 ひ 得る も 公 料に 行 ひ 難き 所以で ある。 此の 如く 徒に 歳月 を 過 さば 私領 

にも 行 はずして 良法 廢 せらる A は遣憾 であろ。 依て 公 料に 益な くして 称 領に益 ある を 以て、 逆に 藩 

臣に戾 されん こと を 上申 せんとす る ものである。 然 らば 二宮の 心勞も 始めて 安 かるべく、 これ 予が 

s む を 得ざる に 出づる 策で あろ」 

と》  . 

先生の 一 從 者と は報德 記の 錄 する 所で あろが、 抑 も 何人で あらう か、 當時 sls^、  sg^f^ し、 ぎ 


良 八 郎等 は、 年齒 若く、 或は 種々 の 事情より、 到底 山 內に對 して 詰問し 得ろ 身分ではなかった。 日記 

其 他の 記 錄に徵 して これ は 富 田高慶 なりと 斷 ずろ ものである。 

高慶、 山 內のー W を 聞いて 曰く、 

「夫れ 道 は 一 つ あるの み、 公 料に 行 ふ 能 は ざろ 道なら ば、 決して 私領 にも 行 ひ 得ろ もので はない、 私 

領に大 益. あらば 公 料に も 有益で なければ ならぬ、 今 公 料に は 規則 あり、 新法 は 如佝に 良法な りと も 

行 ひ 得べ からず と 仰せら ろ A も、 ^領 とても 法規 あり、 制度 あり、 天下 一 日 も 法度な くして 冶む る こ 

と を 得ない。 公 料 私領の 政令 法度 は、 根本に 於て 大差 あるべき でない。 佝れも 大同小異 あろの みに 

て 雲泥の差の ある もので はない。 國を 治め 民 を 安ず る は 政令 法度の 根元で あろ、 百 千の 私領 悉く 以 

て 天下の 制度 法則 を典據 として 居る。 故に 二宮の 法が 公 料に 行 ふこと を 得ざる なれば、 私領 のみ 法 

規に 觸 る 1 ことなしと 言 ふべ からず。 また 私領の 規則 を變 じて この 道 を 施す ので はない。 從來の 法 

規 厳然として 缺く 所な くして 一 一宮の 法 は 其 間に 行 はれ、 荒 地 を 開き、 米 財 を 生じ、 善人 を赏 し、 貧 

困 を 救助し、 國家 をして 自然に 豊富に 歸し、 萬 民 永 安の 道 を 立て、 依て 以て 始めて 古來の 法度 規則 

の 點をも 補 ひ、 國政 をして 仁 道に 歸せ しむろ 良法で ある。 其國 により 萬 一 法度に 聊か 觸る A こと 

が あらば、 法度 を 動かさず して 仕 法 を 折衷し、 其 時 虚位に 隨 つて 宜しき を 致す を 例と する。 これ 仁 

術に して 諸 國に行 はれて 成功す ろ 所以で ある。 貴 官此地 を 管領せられ、 二宮 をして その 道 を 行 はし 
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め 然る 後に 行 はれ 難き 事 實に當 面して 公 料に 不可な りと 申さ るれば、 某  一 一 W の 巾し 漦 もな ナれど 

も、 その 道 を 行 はずして 何 を 以て 行 はれざる こと を 知らろ A か」 

ど は^ ZLL*  く 

「東 鄕の開 E、 桑 野 川の 新開 之 を 試みたり、 而 して 障害 あり、 故に 行 ひ 難き を 知った」 

と。 高慶 曰く、  - 

「開墾の 一 事 を 以て 钍法 仁術の 全般 を 知れり とする こと は出來 ない。 仕 法の 道ま^ むに： a®- を 以て 

し、 廢れ たろ を 擧げ、 筢 えたる を繼 ぎ、 禍を 福に 轉じ、 貧窮 を 振起して 富強と し、 民の 疾苦す ろ 所 

を 除きて 安息す ろ 所を與 へ、 惰風を 革め、 汚 風 を 去り、 敎 ふるに 人道 を 以てし、 導く に^ 農 を 以て 

し、 奢侈 を 戒め、 節儉を 示し、 五倫の道 正しくして 君恩の 無量なる を 知らし め、 永く 貧困 離散の 憂 

な 力ら しむる を 以て 要と する ので ある。 これ 等の 道 二宮 は 未だ 公 料に 實 施す るに 至って 居な、。 f 

ぞ 一 片の開 m を 以て 道 は 行 はれず と 斷ぜら る A か、 且責官 先年 未だ この 地の 長官た ろ 命 を 受けられ 

ざり し 時、 相 馬の 草 野と 約して 曰く、 一 ー宫の 良法 を 以て 國 家の 有無 を 開闢し、 下 百姓 を 安ん ぜんと 欲 

すろ を 以て、 公 料に この 道 を 開き、 二宮の 力 を 伸張す る ことに 努力す るで あらう と、 草 野道の 爲に 

悅び、 誠に 貴官の 忠誠 を 感歎し、 大道 公行 を 以て 貴官に 期待し、 その 開業 を 希望して 居た。 草 野旣 

に 泉下に 眠ろ に 至った けれども、 貴官 その 約 も * すの 意 はなき か、 眼前 资官の 語 を 聞いて 如 JH- に感 


ずろ であらう か、 故 舊の約 を 忘れ ざろ の 信/に 於て は 我れ 知らず と雖 も、 二： 宮の 道 公 料 に 行 ふべ から 

ずと 報吿 あらば、 道 は 斯に廢 菜； ^決せら れんこと 疑な し、 幕府の 試 業の 成否 は贵官 の 一 身に 在り、 J 

而 して責 官の 上申 は、 數 年の 試 業の 後な りと 確認せられ るで あらう。 二宮 仕官せ ざれば 公 料に 行 は 

れず とも 私 領に行 はろ A に佝等 障害な し、 今 二宮 は 天下の 直臣 であろ。 而 して 貴 官のニ H によって 

之 を 行 ふ 能 はずと 公認 せら ろれば、 仕 法 は 徒らに 廢棄 する であらう、 贵 官の霄 前後 相 遠す、 一考 を 

慮られよ」 

と。 山內 色を變 じて R く、  一 

「我が 一一 K 上せん とすろ もの は、 二せ； 3 の 道を廢 せんとす ろので はない、 公 料に 行 はずして 日 を^さば 5- 

從來 丹精した 私 領の仕 法まで も廢 せんこと を 憂 ひた 爲 である。 小 田 原に 歸 つて 十分 行 ふこと を は 

二.； H は 心安く 道 を 行 ひ 得て 有益で あらう と、 これ を 建 一 iH せんとす る ものである。 然るに 汝は 我が 一 

言に よって 道 は廢槳 せられる であらう とい ふの は 何故か」 

と。 高 鹿 曰く、 

「貴官 の 一 言に よって 道の 廢粲 せられん こと は 必定で あろ。 二宮 幼少より 萬 苦を盡 して 行 ふ 所の 仕 

法 は、 良法なる が 故に 幕府 之 を 召して 直臣 となし 給うた ので あろ。 二宮の 道 は 萬 民 撫育の 道に 力 を 

盡す のみで あろ。 他の 才藝 あるので はない、 仕 法 を 外にして 召し 給う 理由 はない。 依て 私領 遠近^ 


以て この 登用 を 慶し、 公領より 私法へ と 一般の 流行 を 望む こと 久しき ものである。 これ 公 舛 に 行よ 

る A 餘光を 仰ぎ 私領 にも 行 はれ 衰邑 再復の 宿志 を 達せん が爲 であろ。 然るに +公 料に 行 ふ 能 は ざろ 

道と して 舊主小 田 原へ 戾し給 は 、乂、 天下の 諸侯 誰か 公 料に 行 はれ 難き 仕 法 を 行 ふで あらう か。 段 令 

禁止し 給 ふに あらず と雖 も、 公 料に 行 はろ A 所の もの を模 して 私 镇に行 はろ ユは^ であろ。 頃： 

觸ろ V か爲 にと いひて 公 料に 忌憚され たろ 場合 は、 私 領も亦 行 ひ 得 ざろ は 人情で あろ。 加 之 小 田 原に 

於て は 旣に仕 法 を廢し 一 一宫 の往來 さへ も禁絕 して 居ろ。 是の 如き 小 田 原に 歸り 何れの 所に か 仕 法が 

行 はれよう。 これ 貴官の 明かに 知らろ A 所で ある。 また 或は 諸侯の 中、 公 料に 行 はれず とも 之 を 用 

ひて 自領 を復舆 せんとす と雖 も、 二宮 は e に 之に 應 じて 赴任す ろ もので はない。 一 H も 幕府の，， ^を は 

喰み、 君臣の 義を 守ろ もの、 その 道 を 以て 公 料の 民 を 安ん ずろ 能 はずして、 退いて 私 領の道 を 行 ひ、 一 

伺れ の 君主に 報ぜん とする か、 常人 だ も 爲し能 は ざろ 所で あろ。 況んゃ 二宮の 忠誠に 於て を や、 恐 

く は 深山幽谷の 客と なり、 再び 世と 交 を 絶つ であらう。 これ 貴宫の 一 上 言に よって 報德仕 法の 道の 

廢 W すべし とい ふ 所以で ある。 卽ち 貴官の 一 上 一一 K によって 人民 安堵の 道 を 失 ふ を 以て 之 を 忍ぶ 能よ 

ざる もので あろ。 貴 官冀く は 深く 慮ろ 听 あれ」 

と。 山內 曰く、 

「我 之 を 思 はない ので はない。 展々 仕 法の 事 を 以て 官府に 指揮 を 請 ふと 雖も、 更に その 御沙汰が な 


いので、 是を^ て 開業の 命 を發す ろ ことが-: S 米ない ので ある」 

と。 髙慶 曰く、 

「それ も 亦 我等の 解す ろ 能 は ざろ 所で あろ。 幕府 元より 一 一宮の 良法 * して 可なる や 否やが 不明で あ 

ろ か ら責官 に 命じて 試みし め 給 ふ ものと 思 ふ。 然るに 贵官は 之 を 試みず して 上司の 指揮 を 請 ひ 給 ふ 

が 故に、 上司 も 亦 指揮し 給 はざる ので はないで あらう か、 先 づ之を 試みて 可 不可 を 知り、 而 して 上 

1W せらろ べきで はない か、 願 はくば 貴官は 獨斷を 以て 發 業し、 仕 法 を 試み 給 ふ は 最上の 方途で あら 

、つと 育^ タる 」 

と。 山內 曰く、 

「官の 事 は獨斷 すべきで ない。 若し 事を斷 じて 過ち あらば、 その. 罪 免ろ べきで はない。 余 は 分限 を 

も 恐れて 獨斷に 出で ない ので ある」 

と。 富 K この  一 一 W を 聞き 歎じて 曰く、 

「某數 刻の 愚 言を呈 する もの、 その 眞意は 外に はない。 貴官が 公事の 爲に身 を 奉じ 給 ふが 爲で あろい 

一 身の 爲に憂 ひ 給 ふに 至って は 最早 言 ふべき ではない」 

とて 退去した。 先生 曰く、 

「何 を 談論した か」 と、 富 田 委曲 之 を 物語ろ に 及んで、 先生 犬に 怒って 曰く、 . 
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「山 -s: の爲 人我れ これ を 知悉して 居ろ。 敢て爭 はず 論ぜず、 從容 として 空しく 日 を 送ろ もの^して 

我が 本 、もで はない。 誠に 已むを 得 ざろ が爲 である。 道の 舆廢 元より 代官に 在ろ ので はない。 是を以 

て 我れ 憤氣を 抑へ て その 時を俟 つて 居る。 然るに 汝 一 度 代官に 詣 つて 談論し、 剩へ 身分 を 憂 ふるの 

1 言を發 する に 至る まで 詰問す ろと は何ぞ や、 我心 を盡 して 困苦す ろ を 知らず、 一 面の 11 こ 是の如 

き 論 をな す、 愚 も亦甚 しとい ふべき である。 これ 道 を 開かん として 道 を 寒-ぐ もので あろ - 

とて 敎誡 せられた。 門下 皆 驚き 伏して 仰ぎ見る ものがなかった。 営 時 側近の 人々 先生の 大量 を感 突し 

た。 而 して 山 内 も 亦 何等 これが 爲に 行動 を 執ろ 所はなかった。 

斯ろ封 論と 理解と が、 何程 かの 效を 奏した こと は 疑な く、 また 山內 代官の 下僚 も 順次 先生 を 諒解 

したりと 見え、 追々 開發實 施の 機運に 向 ひ、 八月 1 一日、 先生 は 代官の 手代 桑 名 唯次郞 方に 赴かれ、 仕 

法 向 取 拔方を 詳述した ろ 所、 先づ 一 村 位で も 起 返し 試みる ことに 決定した とのこと であった から、 之 

に對し 先生 は、 大略 十日 間 も 出張 すれば 完成す べしと 告げた るに 封し、 吏 僚 は 一 一三 日 位に て 試みられ 

たしとの 談も あろ 様に 進んで 來て、 周圍の 空氣は 著しく 綏 和せられ、 先生 は翌 四日より 山內、 桑 名、 

山 崎 等と 同道、 東 鄉村內 開發場 殘らず 見聞し、 次で 棹ケ 島の 開發 並に 道 橘. #11 請 等 存分 取 計 ふ 樣申附 け 

らろ 1 に 至った。 

四 棹ケ 鳥の 仕 法 棹 ケ島は 現今の 茨城 縣眞壁 郡 五所 村の j 字で あろ。 村髙三 W 七十 三 石 六 斗^、 
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は 三 十四 町 六 反 飴、 戶數 四十 三 軒あった が、 漸次 荒 廢し、 元 和 九 年 以後の 田畑 調書 は 古書 類に 徵し 

て 現狀と 文書と が 判明し ない 狀況 となり、 B< 保 五 年頃 は 極度の 衰微に 陷り、 三十 石內 外の 納入と なり、 

1 邑 五軒とまで 减 少した ので、 八丈島より 移民 を 招致し、 天 保 十三 年に は渐く 六十 石內 外に 復 した 

が、 嘉永ニ 年まで 十ケ 年の 平均 は 五十^ 石餘、 永 拾 四貫餘 であって、 誠に 愍然た る ものであった。 さ 

れば 前々 より、 西 沼 村 丈 八 を 便りて 钍法を 懇願し つ A あつたが、 着手に 至らず、 依て 弘化四 年 先生が 

C がしが 5  す t* き げんない 

東鄉に 着せられた 頃に は、 前 代官 鈴 木 源 內へ願 出で、 次で 山內 代官に 出願し、 渐く嘉 永 元年に 至って 

廻 村と なり、 累次 仕 法 雛 形に 準據 して 钍 法が 講ぜられ、 E 畑の 現狀、 財産 及 借財の 内容 等 仕 法の 基本 

調が 行 はれ、 戶 別に 廻 村して 嘉永 三年 ー應 完了した。 幕府 直領に 於け ろ 仕 法 雛 形 活用の 最初で ある。 

而 して 一 村 式 開發仕 法の 實例 として 注目 せらる A ものと なった。 

翻って 先生の 最初 廻 村せられ た 時の 狀況は 實に甚 しく、 每戶 貧困に して 家屋 殆ど 破損し、 日常の 衣 

食 乏しく して 住民 主 業 を 怠り、 人情 浮薄に して 博奕 流行し 無頼の徒 日毎に 往來 した。 先生 は 全 戶を集 

めて 之 を 諭し、 貧困の 由來 因果 應 報の 理を說 き 示し、 一 村 再興の 道を敎 へた。 同時に、 荒 田畑の 起 返 

し、 用 惡水堀 浚 ひ、 道路橋 梁 作 道の 普請、 正 八幡、 若宮， 八幡、 觀音 堂の 普請、 民家の 屋极替 並に 修繕 

八 軒、 灰 小屋 十 棟の 普請 等 を 行った。 これに 要した る 費用 嘉永 元年 七月より 同 二 年 正月まで、 第一 年 

虔分金 百 六 拾 七 兩餘、 米 約 五十 俵に 及び、 更に 農事 手後れの 者の 耕作 助成 等 を 行 ひ、 日常 食糧の 不足 
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を 供給し、 善人 を 賞し、 耕作 並に 副業の 方法 を敎 へ、 主た ろ米麥 耕作の 尊き 道理 を 明かに せしめて 日 

常 生活の 憂虞 を 除き、 安んじて 農業 を 行 ひ 得ろ 方；^ を 指示した。 この 農耕 助成 費まで を 合すろ 時 は、 

第一 年度の 費用 總額金 貳百五 拾 八兩贰 分餘に 達した。 戶數 僅に 十 軒の 小 村に 對し、 實に 莫大な ろ 費用 

であろ。 

この 作業 は 第 一 一年 度 卽ち嘉 永 一 一年 十月より 翌 三年 十 一 月頃まで もつ ゾき、 用 惡水堀 浚 ひ、 住宅 改善.、」 

小屋 普請、 農耕 助成 等實に 整った ものであった。 

斯 くの 如く 仕 法 を 講じた 結果、 民風 一 變し、 遊惰の 弊 あらたまって 勤儉の 美風 興り、 山內 代官 實地 

に 之 を 見て 感歎して 巳まなかった。 民家の 整齊、 開 田の 方正、 道跻用 排水の 井然 たろ こと、 膂內 比類 

なしと 稱 せられ、 良法の 德澤 燦然と して 光 を 近鄕に 放った。 

然れ ども これに 要した る 費用 は 先生の 俸祿 並に 私に 取扱 へ る 報 德善種 金で ある。 若し この 費用に し 

て 幕府の 支出す ろ 所と ならねば、 順次 繰返し 他村に 及ぼし 難く、 報德 金の 限度 盡 くろこと ュ なろ。 尙 

义 この 費用の 辨濟 があった にしても、 進んで 一 村の 借財 返 濟を行 はねば、 忽ちに して また 舊 態に 陷ろ。 

而 して 一 村 借財 返濟 をな すに は、 一 村產 出の 米穀 物産の 納租額 を 限定せられ ねば、 村 勢 回復と 同時に 

租稅增 し、 これが 爲に 再び 民力 涵養の 根元 を 失 ふ.。 生產 牧人と 生活 必須の 費用との 差 引 餘剩は 一 村 借 

財 返濟、 村 勢 回復の 极元 であろ。 故に 一 定年 限 中 は 租人定 限 を 要すろ ので あろ。 この 意味に 於て 先生 
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は 棹ケ島 開發の 費用 下附 願と、 一 定年 限中定 免認 許と を 願 出づろ ことと なり、 最近 十ケ 年間の 平均に 基 

き、 租人定 限 を 平均 米 五十 九 石 四 升餘、 永 拾 四兩餘 とし、 これ を 向 ふ 三十 ケ年定 免と せられん こと を 

希望し、 また 旣設 の開發 費用 下付金 は 四百 兩 とし、 これが 決定 を 見れば、 十ケ 年間に 回復 を 期す ろと 

いふに あった。  •  . 

旣に述 < たろ 如く 山內 は棹ケ 島の 成績に 感じ、 先生の この 希望に 同意し、 先生より 差 出した ろ 願書 

に 基き、 嘉永 一 一年 十 一 月、 棹 ケ島仕 法 成績の 佳良な ろ を 上申し、 同時に 仕 法 资財は 金 次郞の 私^なる 

旨 を 明かに し、 此際金 四百 雨の 下付と、 三十 ケ 年間 定 免と を 願 出た 所、 翌年 三月 次の 如き 指令が 達せ 

られ た。 

• 書面 之 通 金 四百 兩相渡 候 間、 都て 金次郞 見込 之 趣 を 以可取 計 候 

ま 5 か ひ • か レ^ラ 

この 指へ P の 達せられた 頃 は、 山 內總左 衞門は 出府し、 同時に 同人 も 引つ、 乂き眞 岡、 東鄉の 代官 役と し 

て 附近 合して 四 萬 餘石を 管領す ろ ことと なった。 

當寺 先生 は眞岡 附近の 數ケ村 開 發に從 事 中で あつたが、 その 三月 十七 日棹ケ 島の 開發ー 應完 r し、 

八^、  ^i&^、  ibss 身、 僕 市 太 郎等 を 引 連れて 歸陣 せられた 所、 同一 一十 一 日江戶 山- 2： よりの 

通知に より、 御用 向に よって 出府 致すべく、 尤も 急ぐ に は 及ばぬ との 書狀 であった。 依て 同 二十 七日 

出發、 途中 棹 ケ島其 他 視察、 1 一十 九日 到着した。 
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この 出府 は 山內の 諒解に より、 先生の 用務 助手 任用 等の 事 も あり、 仕法認 許の 謝意 を 表すろ 廻禮を 

行 ふべき 次第 もあった が、 子息 彌太郞 の 登用、 吉良 八郞の 任用 內 意が 達した のであった。 これ 卽ち眞 

岡 管内の 仕 法 進涉を 意味す ろ ものであって、 先生 は 安堵し つ A 六月 六日 東 鄕に歸 着した。 

前段 指令の 定免 は十ケ 年と して 許された が、 四百 兩 交付せられ ろ ことと なった から、 次の 花 m 新田 

へ 着手す ろ 計畫が 進められた。 

棹ケ 島の 仕 法 は嘉永 元年より 同一 一年 十 一 月に 至り、 次 は 同年より 同 三年 十 一 月まで 繼績 した。 第 1 

年度 は 急 を 救 ふに あった。 第一 一年 はこれ を 完成して 一 村立 直しの 策 を 進めろ にあった。 されば 嘉永三 

年に は、 用惡 水、 住宅 修理、 田畑 開發、 扶食 給與の 外、 火：^ 一日 本業 出精 奇特 人 投票 を 行 ひて 敎化施 

設を 開始した。 借財 取 直し、 一村 立直し 方法 を 進めた もので あろ。 卽ち仕 法が 救急より 復興の 根元に 

人った。 次で 同 四 年 十月 第二 回、 同 五 年 十月 第三 回の 表彰 投票 を 行 ひ、 更に 曩に修 覆した 社寺 堂塔の 

維持に 基き、 永 安方 法 を 講じた。 

その 方法 は嘉永 一 一年に 創始した 彰道 院大久 保忠眞 公の 回向 料 永代 增益 手段 帳の 様式に 準據 し、 社 堂 

永 安 維持 法 を 樹立した。 これ は 社 堂 境內の 大木 は 保存し、 雜木を 伐採し、 其寶拂 A 金と、 先生よりの 

加入金、 村民の 加入金、 代官の 寄附 金 等 合せて 金 拾 八兩を 得、 これ を 村民に 五ケ 年赋 にて 貸付け、 そ 

の 返納 金、 冥加金 等 を 年々 新しく 貸付け、 繰返し 運用して 永代 修復 料の 結えず 產出 すろ 方法 を 立てた。 
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この "計算 は 三十 ケ 年に 及んで 總計 金贰百 拾七兩 となり、 村民の 負 使 は完濟 せられ、 社 堂 永 安の 基礎^" 

立し、 兩々 相俟って 繁榮 する 方法であって 永 安 法の 規範と なろ ものである。 

斯くて 棹ケ 島の 仕 法 は 第 四 年に して 最早 あ 代 仕 法に 入った。 これ 戶數 僅々 十 軒な りしが 爲 でも ある 

が、 また 斯く 微力な ろ 村 も 巧に 復與 した 爲に、 近隣の 好評 嘖々 たろ ものであった。 

椋ケ 島の 復舆は 著しく、  f 數も 十三 軒に 增 加し、 萬延 1 一年の 調査に よれば、 棹ケ 島に て 取扱 ひたる 

報 德金は 七 百 五 拾 五雨 餘、 その 內甙百 六 拾 七 兩餘は 花 £ 新田 等へ 運用 せられて あろ。 而 して 一村 復興 

の 上 は、 その 報 德金は 順次 他村 開 發に用 ひられた ろ 例 を も 明かに して 居ろ。  I 

五 花 田 新田の 仕 法 花 田 新田 は、 棹ケ 島の 南方た ろ 同じ 眞壁 郡內に 在って、 現今 は 河 內村字 花 田 ^ 

であろ。 先生 は單身 又は 山內 代官 等と 管內を 巡回し、 花 田村內 なろ 新田の 放任す ベから ざろ を 知り、 一 

嘉永 三年 九月 十七 日 實地を 精査した。 

往時 は 一 一十 八 軒 ありし と稱 せらろ， -も、 當時は 十 軒であった。 その 衰廢 の狀況 は棹ケ 島よりも 甚し 

きものであった。 從來 厘々 復與を 願 出た が 手 もっけ 難く、 負债も 多くして 顧みられなかった。 之を以 

て 先生 は 荒 地開發 借財 償還の 一 一方 法 を 行 ふべき であった が、 先 づ棹ケ 島 同様 焦眉の急 たろ 開發 より 着 

手した。 

第 一 年に 行 はれた 荒 地 開發は 中々 困難であって 、先生が 宿泊す ろ餘裕 あろ 民家 さ へ なく、 百姓 利 右 


衞 門の 倉 鹿の 二階に 假 居し、 先 づ村內 の 住宅 修理 又は 新築 普請 を 行 ひ、 組頭 半兵衞 宅の 成就す ろに 及 

んでこ ハに移 居した 程で あろ。 この 際 風呂 糟も 鍋釜 さへ も 借りろ ことが 出來 なかった ので 新詾 した。 ， 

されば 住宅、 便所 其 他 一 切 荒野 を 開拓して 新 村 を 建設す ろ 趣であった。 

住宅 及附屬 十七 軒、 社 堂 一 楝、 小屋 四楝、 荒 地 起 返し、 道路 普請、 刈拂、 農業 手傳等 合計 金 百參拾 

五雨、 これが 第 一 年の 仕 法で あろ。 

第一 一年 は 借財 仕 法より 永 安 仕 法へ と 進展した。 借財 償還 は 村民の 切なる 願意に 5T つろ ものであるが 

同村の 持 添た ろ 見取 新田の 分 を 合して 百 四雨餘 である。 この 內^^ 自力の 處理の 出來ろ もの を 除き、 

殘金六 拾.^ 兩餘 であろ から、 これ を 三分して 其 一 部 は 借主の 誠意に よろ 勤 俊で 返金し、 三分の 一 は 貸 

主の 勘辨 とし、 殘 三分の 一 を 御 仕法拜 借金と し、 全部 解決す ろ 案 を 立てた が、 嘉永四 年 十一 一月 立案 通 

り實 行され て 決裁した。  ノ 

次に 開 發仕法 は 嘉永五 年に 完了した ので、 殘ろ所 は 永 安 仕 法で ある。 棹 ケ岛の 例によって 神社 永代 

修復 金の 制 を 立てた。 この 村に は稻荷 神社、 十二 天、 山 神、 熊 野權現 等の 社 堂が あつたが、 或は 頹廢 

はくさん ぐん げん 

し、 或は 燒 失した。 而 して 御神^ は 白山 權 現に 合祀した ので あろが、 是非 この 白山 權現を 永代 維持せ 

ん とすろ 案 を 立てた。 而 して 棹ケ 島の 社 堂 維持 永 安 法と 同樣 式に て 拾 八 雨の 土 臺金を 積 立て 六十 ケ年 

間の 貸付 雛 形 を 草して 村民の 實 行を敎 化した。 
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次で 嘉永 三年 十一 一月 第 十回の 表彰 投 M を 行 ひ、 同 五 年^ 一  回の 表彰 を 行 ひ、 雛 形に 從っズ 仕 法の 永 

.繽 が 期せられ た。 

これと 相伴って その 持 添た ろ 板 橋 見取 新 の 仕 法が 行 はれた。 見取 新 m は 完全に 一 村 を 成して 居る 

ものではなかった。 地域 は 板 橋村內 にあって 花 m 村の 境界に 接し、， 土地の 大部分 は 花 田 村民に 屬 して 

居た、 故に 法に 際して は、 花 e 村 板 橋 見取 新田 御 仕 法と 稱し た。 土地 平素は 低 湯と いふ 程で はな 

いが、 大雨に は水潴 りが 出來て 實らぬ ことが 多く、 殊に 數戶 しかない 住民 さへ 退轉 して 亡 村と なり、 

終に 南方な ろ 桐ケ瀕 村民の 所有に 歸し、 小作 地と 化した が 納米は 滞納 勝であった。 文化 十四 年に は. 若 

柳 村民の 所有と なり、 越後より 住民 を 招致し、 文政 三年 漸く 三戶 となった。 けれども 不良 m にして 衞 

生に も不逾 であった から、 十數 年間に 三戶の 主婦 中二 人 死亡し、 低率な ろ 貢租ん 定免据 置と なり、 所 

有 主たろ^ 右衞 門ば、 花 田 村 組頭 半 兵衞を 頼って 先生に 救助 を 願 出た。 依て 花 田 村 半 兵衛の 名に て、 

金 百 參拾 兩を以 てこの 土地 を 買 牧し、 開發仕 法な 講ずる ことと なった。 

新 e の钍 法の 主た ろ點は 水害の 防 i であろ、 惡水 浚渫に よって 根本 を 築き、 住民 撫育に よって 開發 

を 進めろ 外に 道 はない。 惡水浚 並びに これに 關聯 したろ 開墾に は 百 五 人 を 以て 應急處 置 を 了った。 三 

戶の 村民 も 案外 勤勉し、 面目 は 一 新した。 中に も 松 五郎 は 上納 を 早々 皆濟 し、 田 三 反 三 畝步を 自力な 

. 以て 開發 した、 依て 賞と して 金貳兩 餘を與 へた。  • 
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排水の 方法 は 嘉永四 年より 六 年までに 結了した が、 地力 少き 故に か 收納增 加の 狀況が 見えない ので、 

安政 三年 四月 前例に より 定免 延期 を 願 ひ 出で、 九月 廿六 曰認 許せられ、 永 安 法の. 基礎が 確立した ので、 

刖に分 度 外の 餘財を 上納し、 これ を 五十 ケ 年間 繼續 して、 合計 金 參百拾 五雨に 達すろ まで 積 立て、 將 

來 村民の 非常 凶災、 病難 等 特別の 場合 あらば 拜借 すろ 案 を 立て、 安政 五 年 十 一 月 之 を 決し、 花 田 村 三分 

見取 新田 七 分の 割合にて 年 々五雨 宛 積 立つ ろ ことと し、 吉良八 郞の副 申 を 添へ て 願 出た。 斯くて 嘉永 

四 年三戶 なりし 村が、 この 安政 五 年に は 五戸と なり、 ー戶 平均 二 町歩の 自作 をな し、 毎戶 平安な ろ 生 

活を 確立した。 その 向上の 状態 棹ケ島 同様、 仕 法の 好成績 を 示す 一 事例と なった^ 

六 懸案 解決と 山 口村の 仕 法 

ィ 小 田 原報德 金の 決裁 先生 一族が 東鄕 陣屋に 移った 後 も 、江戸に は 彌太郞 氏 滞在し、 小 £ ^報 

德金 並に 烏 山、 谷 田 部、 細 川 家との 交 涉其他 幕府 御用に 關 すろ 往復 取次 等 をな しつ \ あつたが、 嘉永 

三年 正月 十五 日江戶 出發、 彌太郞 氏 及 僕 民 次 郎等 引上げ、 朿鄕 陣屋に 十七 日歸 着し、 九 年 目に 漸く 一 

象團欒 となった。  - 

その 頃 は棹ケ 島の 開發 中で あり、 翌四 年に は 花 田 村の 開 發が行 はれ、 引つ > いて 眞岡 管內數 十ケ村 

. の 巡 廻 を 行った。 多くの 村々 より は爭 うて 仕 法 開 發を願 出た、 幕府 も 報 德式開 發の實 行 を 認可し、 棹 

チ島 開發料 四百 兩も 三年 七月 一 日 之 を 受領した。 眞岡 代官 所の 吏 僚 もこれ を 諒解した。 開發の 順序 は 
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確立した。 唯 問題 は 開 發の资 金で ある。 故に 小 田 原報德 金の 返濟 を. 熱望せ ざろ を 得なかった。 

時に 嘉永ニ 年 は 厳父の 五十 年忌で あり、 同 四 年 は 慈母の 五十 回忌で あろ。 先生 は 年 來墓參 を 心掛け 

て SC られ た。 併し 身分 も 職務 も 定まら. ざろ 程の 間 は 墓參も 不本意で あり、 職務 上 許さろ べきで もなか 

、- 

つた。 今や 幸に 總 てが 一 段落と なり、 上 局の； p 解 も 得た ろ を 以て、 同 四 年 五月 三日 墓參を 許され、 同 

十二 年 その赘 狀が 東鄕に 到着した。 けれども 小 ffl 原 藩 は 先生の 歸鄕 を歡迎 しなかった。 故に 小 E 原の 

諒解 を 求む ろ 必要が あった。 

この頃 眞岡管 內の仕 法發業 豫定の 町村 增 加し、 旣定 町村の 巡 廻 其 他が 多忙に なった ので、 門人 を 私 

に 使用す るに は 種々 の妨が あろから、 彌太郞 氏 及吉良 八郞の 公式 任用 を 希望した 所、 六月 三日 附 にて 

彌太郞 氏 は 御用 向 見習と なり、 吉良 八郞も 七月 八日 附 にて 又 手代 抱 入 を 許された。 爾來管 內開發 地へ 

おこの 一 一人が 主と なって 巡 廻した。 故に 先生 は その 身 邊に當 分 多少の 餘裕を 見出し 得ろ ことと なつ 

た。 

小 田 原 報 德金五 千餘兩 は、 弘化四 年に 於て 受取ろ べき 所 を、 先生 その 用途 確定せ ざる を 以て、 その 

儘 小 m 原 藩に 預け 方 を 懇望した ので あつたが、 旣に 幕府 直 領に用 ふること に 確定す ろに 至った ので、 

小 田 原 藩に 返金 を申迗 つた 所、. 沿岸 防備 其 他の 理由に て 延期 を 依頼され た。 然るに 仕 法 用途が 定まつ 

た 上 は、 成ろ ベく 早く 返金せられ たしと 申込んだ が 容易に 決定的 回答 を 得なかった。 これ を 以て 小 W 
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縻へ 直談 交 涉の必 ST かあつた。 

身邊の 餘裕と 公式 認 許と、 墓參と 報德金 催促と、 これ 等の 事情 は 先生 をして 小 E 原 歸 鄉を 急がし む 

ろ 非常に 大 なろ 心掛り であった。  . ， 

同年 十一 一月 十  一 H 東 鄕出發 江戸に 出で、 先づ靑 山敎舉 除へ 參り、 彰道院 殿大久 保忠眞 公の 菩提 を 吊 

し、 その 回向 料 を 永代なら しむろ 約束 を 進め、 十二月 廿 三日 金 參百兩 を 納入した。 次で 同廿 八日 ^鬼 

一つみ  — 

發身， 久保 E 周 介、 僕お 次 郞を伴 ひ. 江戸 出發、 同廿火 日片岡 村に 到着し、 大澤 小才 太 方に 宿り、 直に 

小 田 原へ 到着 を 通知した。 

小 HI 原 藩， より は 翌嘉永 五 年 正月 八日 墓參 並に 近親者の 仕 法 完了 苦しから ず、 報 德金は 千兩を 返付し、 

殘りは 追々 返金した しと 申出た。 依て 取敢 へず 翌九 《? 湯 本 福 住 正 兄 方へ 引 移り、 表面 は 解決し たれ ど 

も、 玆 四千 雨の 問題 並に 近親者の 仕 法 始末に つき 藩議 異論 あり、 小 E 原との 交涉 頻繁に して 月餘に S 

り、 漸く 閏 1 一月 七日 五千兩 返金 方：； H 其 他 一 切 解決した。 

か やま むら 

この 出に 一 一月 廿 九日、 桁 山村 善榮 寺に 墓參 し、 親族 並に 村 內廿九 軒 近 村 を歷訪 した。 親族 其 他數十 

人に 而會 し、 小 田 原 藩 山 崎 金 五右衛門 方に 一 泊して 湯 本に 引返した。 これ 事 實上旣 に 近親の 仕 法の 計 

箅も 出^^、 小 田 原 藩との 內交涉 は 終った からで ある。 然れ ども 最早 小 ra 原 領内に 永遠に 歸 住すろ こ 

と はなく、 仕 法 施行の 進埗 する 地が 先生の 終焉の 泄 であろ こと は 形式 上 確定した ので あろ。 


お： 根 滞留 中、 湯 本 附近の 風景が、 京都 嵐 山の 眺望に 似た る も、 樱樹 なき は 遺憾で あると て、 櫻の 苗 

木 を 随^た しとあって、 實地を 踏査した るが、 江戸より 櫻の 苗 三千 本 を 送附 し、 尙 同年 櫻の 實を も迗 

つた e 鵡住正 兄 等 之 を 植栽した が、 後年 手 人 行 届かず 殆ど 枯 失した けれども、 湯 本及臺 町 等に 數 尺の 

大木が 殘 つて 居ろ。  .  • ， 

斯くて 閏 二月 十四日 拂瞟 出發、 酒 句に て 朝食、 片岡 村に 立 寄り、 翌 十五 日出 發 十七 日 江戸に 着し、 

廿 五日 柬鄕 に歸陣 した。 

a  二子の 結婚 嘉永五 年に は 彌太郞 氏 は 三十 二 歳、 文 子 女史 は 廿九歲 であるが 未婚で あろ。 旣に 一 

靨-々 緣談 があった が、 何分に も 先生の 任地 も 定まらぬ 狀況 であって、 夜 を 日に 繼 いで 多忙で あるから 一 

一 切 を 晨牲こ 共した もので あろ。 然 ろに 總 てが 一 段落と なった から、 各方 面より 緣談が 持 上った。 彼 

是と嗥 はあった が 文 子 女史 は 富 田高慶 (當年 三十 九歲) -に 嫁す ろ こと A なり、 彌太郞 氏の 緣女 は、 近 

メ  13 ォ,/  3、rff のノみ  . みやけ. fc の も 

扛高島 郡 大溝三 萬 石の 領主、 が 部若狹 守の 用人、 三 宅賴母 長女 鉸子 (十七 歳) と 決し、 四月 廿 七日 着 

にて、 宇津 家の 横 山 周 平の 未亡人 ちゑ子が 伴ひ來 り、 廿 九日 衣笠 兵 太夫 夫婦の 媒酌に て 式典 を擧 げた。 

次で 七月 富田髙 慶は歸 省し、 八月 十九 日 文 子 女史 は 衣笠 夫妻に 伴 はれて 相 馬 中 村に 赴き 婚 俵が 行 は 

れた。 これ こ. て 一 切の 家事 は 目出度 終了した。 一 人 息子 一 人 息女 等の 晚婚 なろ を^て、 如何に 全力 を 

國 事に 推 讓 したろ かを^て 感激せ ざろ を 得ない。 
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ハ 山 口村の 仕 法 小 田 原より 歸 つた 嘉永五 年の 三月に は、 苊 に 管內に 於け ろ 仕 法に 取掛 り、 特に 

宇都 宮 附近の 地域に 廣 めら れた。 その 內 最も 著しき は 山 口村、 石那 m 村、 德次良 村 等で あろ。 

山 口村 は 宇都 宫 より 日光に 向 ふ 街道に 沿へ ろ、 河内 郡. M の 一村で、 その 高 二百 九十 三 石餘、 戶數 -Kd 

十四， 軒の 所へ、 取 あへ ず 雛 形に よりて 開發を 行った が、 荒 地開發 第一 年の 工費 は 千 百 八十 八 人、 馬 二 

十五 匹、 金 四 拾 參兩參 分、 屋根 替金拾 壹兩、 この 銳計八 拾 壹兩壹 分で あろ。 

斯く 開發に 着手した が、 本來 水利 不便が 久しき 憂患であった。 卽ち 第一^の 開發の 如き も、 同年の 

洪水に て 根底より 覆された。 その 事な くと も 永 安の 仕 法 を 講ずろ 爲に は、 棹ケ島 同様定 免 を 許されな 

くて はならない。 その 願書 は 嘉永六 年 四月に 提出して 七月に 許可 せられた。 依て 同年 九月より 開發作 

業と 水道工事と を 行った。 これ 第二次 開發 であろ。 その 費用 は總 出費 五 拾兩、 開發 と、 住宅 及 小屋 修 

现 並に 新造と 水道の 設備 完成であった。 

この 定免は 十ケ年 平均と すれば 一 一十三 石 飴で あるが、 從來は 四十 一 石の 時 もあった。 依て 當分は 一 一 

十三 石餘、 三十 ケ年定 免と し、 爾後 豐 凶の 平均 三十 二 石餘と 定めら ろ A ことと なった。 

， j の 他 突 城縣眞 壁 郡 奥 田 新田 の 開發、 眞岡 陣屋 附近 の 小開發 等が 行 はれた。 

七 德次 I 良石那 田の 堰 普請 德次良 並に 石 那田は 曰 光 街道に 沿 ふ 村落であって、 元は 宇都せ；： 铽 内 に 

属して 居た が、 嘉 永の 頃まで 何れも 眞 岡 支配 地 内と なっ^。 


德次 良の 用水 は 往時より 上流 石那 田地 內に取 人れ、 石那 W もこの 堰 から 分 水して 灌漑に おして 居た 

然 ろに 石那 田地 內 にあろ 約 三 反歩の W 地 は、 取 人口 附近に 於て 稍々 土地が 高い ので、 これに 灌漑す る 

こま 堰を 高く せねば ならぬ。 堰を 高く すれば 洪水 時には 氾濫、 缺潰 土砂の 押出 を 免れない。 而 して 早 

魃に は德次 良の 用水が 不足す る。 堰を 高く すれ ぱ石那 m の 三 反歩が 田作と ならない、 故に 兩村 の^に 

遠くの 昔から 水 論が 絶えなかった。 揷 苗の 前後より 雙方水 爭で寢 ろ ことが 出来なかった。 

レぉ酽^ が眞岡 支配 所と なった 時には、 まだ は 宇都 宫領 であった。 依て 直領の 村と 爭ふを 止め 

領主に 歎願して 新 堀 を 開鑿し 一 時 安堵した が、 新 堀の 取 人口が 崩壤 して 不通と なり ま 常に 困惑し.^ 

次で 德次良 も眞岡 支配 地と なった ので、 また 勢 を 得て 嘉永五 年 三月 用水の 仕 法 を 願 出た。 代^の 吏 僚 

之を實 座した こと は 度々 あつたが、 一方 を 救へば 一方 困却す ろから 終に 先生に 詻 ふに 至った。 

先生 曰く、  . 

「兩村 の 本 ra に 水が 不足す る を 以て 爭ひを 生ずる ので あろ。 苟 くも 用水に 餘 りが あらば 必ず 平穩に 

歸 すろ であらう」 

と、 山 内 喜んで 先生に 視察 を 命じた。  ,,  , 

先赛 地に 臨んで 水 f 謹し、 堪の高 f  f し、 村 S 父？ 招いて I の Is 問し 亡 

民 は 到底 策の 施すべき 餘地 のない こと を 以てした、 先生 曰く  ， 
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_ この ffl 水 をして 十分 通ず ろ 方法が あろが、 我が 處 置に 不服 は 言 はぬ か、 それとも 永年 爭ひ來 つた 

力く 爭 はんとす るか、 恐く は 仇钕の 如く 爭ふは 本意で あろまい。 若し 永く 幸嗣を 保たん とすれば 兄 

^の 如く 交 はろ に 如かず、 或は 我が 處 置に 從 はなければ、 相方爭 ひに 疲れて 亡滅に 至る であらう。： 

故に 我れ 命 を 受けて. 來 つて 之 を 解決 せんとす ろが 如何に 考ふ るか」 

と、 兩村 代表者 等 は、 

- .ズ 年 C 举； D は 力水^ら すして 鉼作カ 不可能と なろ からで あろ。 之 を ゆ はなければ 一 滴の.^ も ら 

れ ない ことがある。 故に 止む こと を 得ず して ゆ ひたろ も、 川 水 十分なら ば 何 を 好んで 爭ひを 致さん、 

唯 幸 を 謝する のみで ある」. 

と。 然れ ども 積年 方法な くして 困苦した ので あろから、 良法が あらば 從來 施行 せられた 蒈 であろ。 大 

に 願 ふ 所で あるが、 如 佝 なろ 方法が あらう かと f,- した。 

元 來石那 田の 三 段歩の 地 は 平均より 一 一尺 許 高く、 從來 これに 漲がん とする 爲に堰 は屢々 破 資した。 

是を 以て 德次良 は 年々 渴 水した。 先生 これ を 以て 三 反歩の 土地 を 二 尺 切 下げ、 山 内 代官の 認許を 得て 

之を實 行し、 大堰は 一 尺 掘 下げ、 鏠計 三尺 下げて 堅固に. 石 枠 三 段を据 ゑ、 堰の 中段 は 一 段と 使く して 

洪水の 節に は增水 河流に 流れ 落ち、 堅 K なろ 水門 を 設けて 用水の 分量 は 常に 變 せず、 石那 田の 分 水口 

を も 石垣 を 以てして 分 水 を 限り あらしめ て 配水 を 失 ふこと なく、 長さ 六 百 三十三^ 半、 引 口け 敷 九..、、 


取 口 深さ 九 尺と し、 平水 約 四 尺、 设々 として 盡 きず、 所々 に 石橋 を 架し、 上流な ろ は 腿 鏡 形であって、 

後世 一 一宮 橋と 稱 すろ。 三月 十三 日より 發 業し、 四月 十三 日假 普請が 一 應 S 來 たが、 揷 苗に 近づきた ろ 

を 以て 完成 を 秋期に 定. め、 蛇篛其 他應急 處现を 以て 疎水し、 九月に 至って 完成した。 

三月より 四月に 至ろ 初發の 工事 は、 地， 下人 夫 九 百 三十 九 人 五分、 總 費用 贰拾壹 兩餘、 大堰 入用 贰拾 

六 兩餘、 用水 再 與千六 百 六十 四 人 五分、 總 費用 六 拾 五兩餘 であった。 この 工事の 完成に よって 兩 村の 

民情 融合し 氣風 一 變す るに 至った。 

德次良 全 村の 用水路 はこれ にて 完成す る ものではなかった。 殊に 中德次 良、 下德次 良の 爲に 用水 二 

重 掘 下 を 行 ひ、 曩に缺 潰した ろ 用水 を 復興し、 取 入 nE 川の 石 水門 を 伏せ 込み 二重 堀と し、 永久 用水 

の 不足せ ぬ 様に と 工事 を 起す. ことと なり、 また、 門前 ffl 中、 西 根 等への 用水 分流 水路 を 開きて 甄水を 

充分なら しめる ことと した。 

この 石 水門 一 一重 堀の 費用 は 拾 八兩餘 であって、 新 配 水路 は 人夫 七 百 九十 四 人、 總 金額 貳拾參 兩餘で 

あろ。 

以上 總計金 百 五 拾 四 兩貳分 貳朱餘 、人夫 一 一千 百 六十 五 人を耍 した。 德次 良の 住民 先生の 德を渴 仰し、 

田 川の 取 入口 附近に 水神の 祠を 建てて 之 を 祭った が、 安政 六 年 石造の 小祠を 立てて 之 を私紀 し、 年々 

初 穗を供 へ て 恩 を 謝し、 今に 至ろ も 參拜者 を 絶たない 有様で あろ。 
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この 石 那田％ 入口の 水門 工事 は當時 非常に 有名であった ので、 四方 其 德を稱 へ、 その 堠圖面 は廣く 

寫 して 傳 へられた。 

德次良 村と 日光 街道 を 以て 隔てた 上 金 井、 下金 井の 一 一村 は、 德次 良の 水道の 末流に て 改修 を 要する 

所があった。 當時 日光 御 神 領の仕 法に 際し、 御神^ は 山嶽 重疊溪 谷間の 山村で あるから、 杉椅 植林の 

必要が あろと て、 先生 は 江戶 在住の 頃から、 町 田 時 右衛門 等と 協議して 杉 檜の W 木 を 培養す る爲、 上 

金 井村 を その 培養 地と して 選定した。 斯 かろ 理. m により この 村に も 用水 改^が 行 はれた。 
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第 十七 章 日光の 仕 法 

一 曰 光 仕 法の 着手 まて 日光 御 神 領の仕 法 は、 弘化 元年 四月 五日に 「日光 御 神領村 々荒 地 見 分い 

たし、 fag 方 钍法附 見込の 趣 委細 可 申 上 候」 3s の 命令 を 受けて 以來、 三ケ 年に つて 全力 を 注ぎ 立案 

した 所の、 所謂 「日光 御 神領雛 形」 により、 その 規範々 現實に 施行し、 規範の 示す 所に 隨 つて 豫定以 

上の 成鑌を 得た もので あろ。  - 

天 保 十三 年 幕臣と なり、 利根 川 分 水路 見 分、 大生 鄉の實 地 踏査より、 東鄕 等の 手代と なり、 更に 弘 

化 元年より 同 三年まで、 前記の 仕 法 雛 形 を 作成した けれども、 容易に 日光の 仕 法 を 命ぜられず、 却つ 

て s^i 所 屬の吏 僚と なり、 終に 嘉永五 年に 及んだ。 かく 目的 以外の 事業に 携 つた 様で あろが、 一面よ 

り 見れば 百 代 不磨の 妙法た ろ 仕 法 雛 形 を 完成し、 また その 實験 的钍 法と して 幕府 直 領の仕 法 を 成し、 

その に徵 して 吏 僚の 納得 を 得る 點に 於て 甚だ 有效 であり、 また それが 日光 仕 法の 先駆と して 犬な 

ろ 意義 あろ ものであった。 

併し 日光 仕 法の 發令は 非常に 延引した、 弘化 四年眞 岡に 赴き、 嘉永 は實に 五ケ 年 を 過ぎた。 斯く遲 

墨と して 進まよ ハ 理由 は 多々 ある。 幕府 は 外國關 係と、 內政 問題で 實に © から ざろ 焴 累を甞 めつ A あ 
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つた。 而 して 日光の 荒 地 を開發 する に は、 從來の 例に よれば 莫大な ろ 支出 を 要すろ。 藩 末の 財政 は 焦 

眉の 急に 迫られざる 開發の 費用 等 を 支出す ろ餘 地はなかった。 また 先生の 立案に 係ろ： 法 書 は、 一兇 

して その 耍を 把握す るに 苦しんだ。 特に 報德仕 法の 根本原理に 至って は 容易に 舰ふ能 は ざろ もので お 

つた。 菡 くにして 棹ケ 島の 仕 法、 花 田 新田の 仕 法に よって その 實際を 知ろ こと を 得た。 然れ ども 開發 

費の ま 出 は 到底 許可の 決裁 を與 ふろ を 得なかった ぶ 

先生 は屢々 仕 法 實行を 歎願し、 仕 法 入用 金に 就て は 種々 の 立案 を 試みた。 先づ その 第 一 は 小 仕 

法 金 を 移す ことで あろ。 これ は弘化 年中から 屡々 山內 總左衞 門まで 巾 出た。 その 第二 は 「^せ 一 院殴爲 

御 菩提 永代 回向 料增益 手段 帳」 を 以て、 先生より 先づ 參百兩 納入し、 次で 谷 田 部 細 川 氏、 下^ 石 川 氏、 

烏 山 大久保 氏 等の 四 件 千 贰百兩 の 利子 下付金が あった。 引繽 いて 相 馬 1 り も獻 金の 內 意が あ. つた。 こ 

れ等 を總計 すれば、 その 资源 は壹萬 兩を超 ゆろ 見込が ついた。 依て その 意 を襃々 上屮 した。 

斯くて 嘉永五 年に 墓參 旁々 小 田 原報德 金の 問題 ほ 解決し、 彰逍院 殿の 回向 料 も 追々 納入に なり、 家 

庭 婚儀の 問題 も 芽出度 終了した。 

當時 幕府の 日光 仕 法に 關 すろ 調査 も 進行し、 先生に 封す ろ 方針 も內定 し、 種々 の內 意が 達せられろ 

様子と なり、 嘉永五 年 九月 十日 齋藤高 行 等 を 伴 ひ柬鄉 を出發 して， 江戸に 上り、 爾來 各方 面 を 訪問して 

仕 法の 先 況を說 明せられ たので、 一 曆四圍 の 狀況は 明 ろくなり、 十お 廿 二日 江戸 こ 於ナろ 住宅 ％ とし. 


ての 拜 領地の 指令 あり、 W 入 多事 江戶 在留 中に 歲は 慕れ て嘉永 六^と なった。 常時の 踣從者 は 齋藤高 

行 及 その 弟 松藏、 伊 朿發身 等で、 相 馬 中 屋敷に て 越年した。 

H 光 御神領 钍法實 行の 內 意が 明瞭に なった ので、 山林 植樹の 必要 を 感じ、 木 曾 檜 苗の 調査 をな し、 

また その 植栽 法 並に 實生蒔 付 法 を も 研究し つ X あった。 

さて 一 一月 十日に 至り 御用 番 老中 阿部^ 勢 守正弘 より、 日光 奉行 小 出 長左衞 門に 申 渡された rt^ は、 

「R 光 御祌領 村々 荒 地 起 返し 難 村 舊復之 仕 法、 御 普請 役 格 1 一宮 金 次郞へ 取扱 申 渡 候 ST 得 二 其 意 i 

委細 之 儀 は 御 勘定 奉行 可レ 被レ談 候」 とあった。 

同 十一 一日 先生 は 小川 町 役所より、 「明 十三 日四ッ 時、 麻 上下 着用 御 勘定 所へ 可 罷 出-」 旨 達 示 を S け 

た。 卽ち 十三！ II 出頭した 所、 庭 井 保 平 同道 御 勘定 所へ 巾 渡され^。 

御 普 請 役 格 ■ 

二 宫 金 次 郞 

^方 儀 山 內總左 衞門手 附被レ 成- 1 御免 〖 奉行 衆 被 レ仰レ 之 候 

. 丑 二  HJ 十 11 一日 

申  渡  ^w^^. 
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御 サ；2  0 役 格 

霍 . 二 宫.. 金 次 郞 

日 光 御神領 村々 荒 地 起 返 難 村 舊復之 仕 法 取扱 被-, 仰 付， 間、 見込 通り 御料 私 镇手廣 に 取 計 候 

様 可， 致 候 

右 之 通 奉行 衆 被レ仰 u 渡 之， 

丑 二月 十三 日 

これ は 二通 共に 岡 m 利 喜 次郞 より 仰 渡され、 石 川 新 助 之 を 差 引 周旋した ので あろ。 卽ち御 神 铽の仕 

法 中に も 私領の 仕^, に關與 すろ こと を獎勵 せられた ものである。 

常時 日光 御 神領の 村々 は、 日光 八十 火ケ 村と 稱 せられた が、 その 實御 神領 五十 四ケ 村、 ylMg 九 

ご ち んぜ きり や 5 

ケれ 御門 踟領 一 一十 八ケ 村で、 合計 九十 一 ケ村 であろ。 一 ーケ 村の 相違 は 新. 田 を 算入した 爲 であろ。 

その反^ は、 一 一 萬 丸 百 六十 五 石 五斗 一 一升 餘、 反刖 四千 一 一十 六 町 三 反 一 一 畝 三 歩餘、 內荒地 千 七十 四^ 

七 反  一： 廿 一歩、 この 內百 四十 町歩 餘は起 返し、 七 町餘^ 荒と なった ので、 當 時の 荒 地 は 火 百 四十 一 

町 一 反 六畝廿 一 歩で あろから、 生地 卽ち 耕作地 は 三千 八 十五 町步餘 であった。 この 戶數 四千 百 三十 

三 軒、 人別 二 萬 千 百 八十 六 人、 內 5R 六 千 二百 五十 七 人、 女 五 千 五 百 三十 五 人、 老幼^ 千 三百 火 十四 人、 

馬 一 一千 六 百 六十 火 頭であった。 
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. こ 山荒 池 九 百 四十 一 町歩 を、 今後 幕府より 一 厘 一 毛の 支出す ろ ことなく、 之 を 三十 ケ^. 間に 耕作地 

夂は 植林 地と すろ 計畫 であろ。  - • 

この 事業に 關 して 命 を 受けて より 正に 十ケ 年、 渐く實 施 を 命ぜられ たので ある。 而 して 私 領の仕 法 

も廢 すべきで はない から、 充分の 說明 をな し、 竹內清 太郞、 渡 邊棠之 助、 鈴 木 源 内、 山 内 總左衞 門 等 

は 殊に 2： 實 諒解 を 得て、 御祌領 の钍法 中に も 私領の 指導が 公然と 行 はれろ ことと なった。 

また 日光 御祌領 八十 九 ケ村は 一 定租 額， ち^ 免と なって 居た ので、 その 開 發が行 はろ れぱ、 領民 は 

新開地に 租 稅を增 課せられ はせ ぬかと 疑った。 元來 四千 町歩の 土地に 一 千 町歩の 荒 地が あるから、 定 

免た ろ 以上、 三千 町歩の 地所が 四千 町歩の 租を 負擔す るので あろが、 他領に は璲 々新田 撿 地が 行 はれ 

つ X あるので、 之 を 憂 ひたろ は 不思議で はない。 この 憂 ひもな き 様に それぐ 諒解せ しめた。 . 

斯く 各方 面の 理解 を 得、 また 開發 金の 調達 案 も 立った ので 愈々 日光 八十 九ケ 村の 仕 法に 着手す るに 

至った。 併し 先生の 居住地た ろ柬 鄕は眞 岡の 管內 であろ。 當時彌 太郞氏 は眞岡 代官 所の 助手たり、 吉 

良 八郞も 出仕 を 許されて 居ろ ので、 柬鄕 陣屋に 家族の 住居す るに は 差 支ない が、 先生 は 日光に 轉 住す 

るの が至當 であろ。 故に 日光 登山 中 は 臨時 空 坊に假 住し、 東 鄕に來 る 時 は 彌太郞 氏の 住居に 逗留す る 

とい ふ 方法 を 取り、 追って 日光 領内に 住宅 を 決定す る ことと なる ので ある。 

日光 仕 法の 資金 は 小 m 原 報 德金五 千 雨、 彰道院 殿. 回向 料 四 件 合計 千 贰百兩 其 他で あろが、 これで は 
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充分で はない。 然るに 弘化ー 一年に 着手した 相 馬の 仕 法 は 非常な ろ 成功 を牧 めつ 、あろ。 この 成績に 

謝した 相 馬 侯 は、 年々 五 百 雨 宛十ケ 年間 獻金 すると 申 出られた。 これにて： i 計 約 壹萬兩 を 得ろ ことと 

なった。 ニ宫 全集 中には、 何千 兩宛か 幾度 も 開發費 捻出 方法が 立案せられ、 上 中せられ^ が、 以上の 

報 德金は 出 所 極めて 明白な ろ ものである。 

さて 叉 日光 開發に 着手す るに 至った に 引替へ、 先生の 健康 は 著しく 衰へ つ A あった。 寧ろ 日々 藥^ 

に 親しむ とい ふ狀？ 4 であった。 故に 仕 法 雛 形に より 之 を實 施す ろ 中心の 指導者がなければ ならぬ。 依 

て 御領 私 領に關 すろ 仕法實 行の 分擔 者が 定められた。 その 最初の 案 は 次の 通りで あろ ノ 

. 日光 御神領 二宮 金次郞 

御料 所 村.^  二宮 彌太郞 吉良 八郞 

私 領 富田久 助-. 久保 m 调肋 齋 藤松藏 

相馬領 伊東 發身 齋藤 久米之 助 荒專八 1 ^七 郞 右衞鬥 

草 野 菅右衞 r  . 

然 ろに 前述の通り 先生 は 多病で あつ-た。 故に 御料 所. s ち眞岡 支配 地は吉 良八郞 一 人に 命じ、 彌太郞 

氏 は 日光に 移住す ろ ことと なり、 相 馬 並に 私！ g. は 富 W 久助、 齋藤其 他 諸氏に 任ずろ ことと なった けれど 

も、 宮 田は歷 々日光に 往來 し、 相 馬 を 除きた ろ 私 領仕法 從事者 も 全部 曰 光に 居住して 事務 を 執る ことと 
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たろ のであって、 これにて 腕 は， 整-つたの であろ。 以上 は 日光 仕 法 着手に 至ろ までの. s 來の耍 略で あろ * 

一一 日光 仕 法の 初期 「當 年旣に 六十 六 歳、 餘 命の 程 も 計り 難い ことで あろから、 たと ひ 一村 ー鄕 

たりと も 仕 法 實施を 命ぜられたい」 と 歎願した 効あって、 日光 御 神領を 存分 開發 致す 様に と 命ぜられ 

た。 先生の 管理に 屬 すろ 報 德金、 相 馬 侯の 獻金、 先生 並に 下 館、 谷 W 部 細 川、 烏 山 大久保 等の 諸侯よ 

り 差 出した 彰道院 殿御 回向 料の 利殖 貸付金 等に よって、 開發 料の 基本が 確立した。 形式 も 內容も 萬 事 

整頓した、 愈々 着手す ろ こと A なった。 

先生 は 幕府に 登用 せられて 以來十 年の 永き に 至ろ も、 定まれろ 住宅 さへ 給せられ なかった。 報德仕 

法の 中 榧た ろべき 組織 も 完全に は 立てられなかった。 唯 先生の 德高 きを 以て、 先生の 周 園と 相 馬、 下 館 

等に 於て 着々 として 仕 法の 功顯の 奏せられつ A あるに 過ぎなかった が、 日光 仕 法の 命 下ろに 及んで、 

常時 政治 上の 最高 權 威た ろ 幕府 自體 の 崇敬の 中心地た る 日光に、 報德仕 法の 中心 府た ろ を 得 ベ き 機運 

が 開かれろ ことと なった。 

受 命の 最初に は 住宅はなかった から、 當時 日光 宿諸坊 中の 無住 坊 たりし 樱秀坊 を 貸付 けられ、 或は 

今 市 宿の 三 郞右衞 n の 隱居を 借用して 居た が、 此處に 永住す る 譯には 行かない から、 報德 役所 建築の 

計畫が 始められた。 併し 受 命の 嘉永六 年から 開 發仕法 は 着々 と 進行した。 卽ち 世の 事業 經營 法と は異 

なり、 報 德役听 の 建設 を 後に し、 開 發仕法 は 先にせられ た。 これ は 事業 は 一 日も忽 にすべき ではな か 
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づ たからで あろ。 

日光 仕 法の 眼目 は 荒 地の 開發 と、 道路 ffl 惡水 施設 を 先にし、 これに 俘うて 人心の 啓發に 鑑みて、 自 

發的 努力 を認 むれば 一村 式 又は 個ん 仕 法 を 行 ふので あろ。 閗發 すべき 地^ は 多かった。 その 緩急 を視 

察し、 その 民心 を誘¥、 村民の： I に 照して 之 宴 施した。 開發の 時期 は 通例 農 閑の 初冬 早春 を 可 

とすろ も、 此地 は嚴冬 永き を 以て 工事 困難 多く、 從 つて 晚秋 早春 を 以て 事業 を 行 ふこと とした。 

嘉永六 年 二月 十三 日で あろが、 先生の 病氣其 他に て 登山が 後れた ので、 七月と いふ 時期 外れに 至つ 

て、 その 可能に して I る 事業の 施設より 着手した。 この 年の 荒 地 開墾 は 二十 ケ村廿 四 件であって、 

起醫翌 一十 一 町 七 反歩、 用惡 水、 溜 井 堤 普請 三千 七 百 丸十 四 間、 農業 出精 人 篤行 者の 表彰、 霞 困 

窮人 救助、 無利息 年賦 貸付 等、 合計 查百 七十 兩餘 に 上った。 以下 此 所に 至ろ 初期 着手 前の I を 物 

語ろ 必要が ある。  ， 

この 仕 法に よって 領民の 氣風は 一 變し、 時に 或は 課 稅增徵 を 疑 ひつ 、あった 者 も 全く 仕 法の 眞意を 

了解し、 事業の 進行に は 何等 故障な く、 寧ろ 御 仕法實 施を爭 うて 發 願す る狀況 となった。 . 

斯く 叙述し 來れば 事業 は 容易な ろが 如くなる も、 當時 先生 は 病勢 益々 募り、 半 は 病床に あった。 併 

し 先生 は 8 仕 法の 妙 ま 以て、 萬 民の I、 政府 ssl、 大凡 S 醫 とすろ を 打開し、 靈衰 

S 興す こ i 天命 本分と し、 數十 年間 努力 I 續し來 つちか、 § く 國內に 之 I す 機會と 地位と を 


ほ なかった 所、 漸く 運命 開けて 公然 之 を 行 ひ 得ろ に 至った。 然るに 不幸に して 二 S の 侵す 所と なり ご 

藥 餌に 親しみ 療養に 臥せ ざろ を 得 なくなった。 

その 命 を 受けた ろ 嘉永六 年 春の 日、 隨 行の 門弟 を 召して 曰く、 

「今や 斯の 如く 恩命 を 受けた ろ も、 老體 にして 健康 舊の 如くで ない。 依て 沈思 以て 大業の 案 を 樹立 

した けれども、 これ を實 行す るは汝 等の 任で ある。 宜しく 基本 を 確立し、 長期に 亙って 實 行の 方途 

を 立 つ ベ きで ある」 

と。 門 生 一 同 謹んで 命 を 守らん こと を 盟ひ且 曰く、 

「先生 先年 著された ろ 仕 法 雛 形 八十 四卷 あり、 內 その 六十 餘卷を 幕府に 歎ぜられた。 唯 この 害に よ 

つて 之 を 行 はるべき のみ、 今や その 命 を 受け 給 ふ は、 至誠 天に 通じた るの み、 速に 登山して 領民 を 

安ん ぜら れんこと を冀 ふ、 我等 その 期の 後れん こと を懼 る」 

と。 先生 曰く、 

「；. K 地 間 萬般の 事物 共に 其の 時 あり、 時 を 得 ざれば 一 事 を も爲し 得べき でない。 殊に 大業に 於て 然 

りで あろ」  、 

とて 自若た ろ ものであった。 而 して 日に 高談 辯 解し、 將來 良法の 永續 すろ 方法 を盡 し、 之 を 指示す る 

ことにの み 努められた。 
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斯 くの 如き もの 二 ヶ月， 四月 十八 日に 至って 先生 病に 臥し、 次第に 大患と なった。 良醫 伊藤 玄朴を 招 

令て 之 を 診察せ しめた 所、 氣カ 衰弱の 上、 氣 候の 影響 を 受けたり と診斷 した。 他の 醫の 診斷皆 同じく 

、、"力 共に 度 を 過ぎた ろ 所へ 邪 氣の爲 に 疾を發 したので あろから、 遠からず 治癒すべき であるが、 二度. 

身 體を過 動して 發 病せば、 その 憂 は 量るべからざる ものが あらう、 快氣 すれば 向後 を愼 み、 再 發の端 

を 防ぐべき であると、 治療 十餘 日、 同月 廿五 日頃より 回復の 氣分 となった が、 直に 諸方 を 訪問し、 談 

論 平日の 如くであった。 併し 食欲 進まず 從者は 常に 之 を 憂 ひつ A あった。 漸く 六月 一 日 江戸 出發、 コ 一 

日 東鄕に 歸られ た。  一 

六月に 至り、 息女 ふみ子 產 後の 肥 立 惡く大 に 憂 ふべき が 如くであった が-、 私事 を 以て 公事 を糜 せず、 I： 

六月 二十 九日 出發 日光へ 登山した。 一族 門弟 病後の 疲勞 と、 炎暑の 厭 ふべき こと を 以て 諫止した が 聞 一 

かずして 登山 せられた。 日光 奉行所に 至って 曰く、  . 

r 廢田を 開き、 領民 を 安ず ろ 命 を 受けて 以來 速に 之を實 行すべき であった が、 順序 調 はず 遲々 とし 

て 今日に 及んだ、 先 づ領內 を 一 巡し、 土地の 肥 瘠、 諸 民の 貧富、 人情の 向背 を 察して 然る 後 愚案 を 

立て 之 を 上申す ろ ことと せん」 

と。 奉行 曰く、 

「病狀 未だ 充分 回復せ ざろ を 以て、 駕に乘 じて 巡回せ よ」 


と。 先生 曰く， 

「民情 を 精細に 知ろ には步 行せ ざろ ベから ず」 

と。 固辭 して 出發 し、 大暑 を 胃し 各 邑を見 分し、 旣往を 察し 將來 を考 へ、 村 内の 事大 小と なく 胸中に 

了然 たろ にあら ざれば 他村に 至らず、 然るに 日光 神領の 村々 山岳 丘陵 多く、 平地 少し、 或は. H を 超え 

谷 を 渡り、 勞苦甚 し、 栗 山鄕の 如き は 深山幽谷 にして 道路 嶮惡、 壯 者も尙 苦しむ の狀 であった。 然る 

に 先生 六十 七歲、 然 かも 病餘を 以て 之 を 視察す、 而 して 村々 の 盛衰 を 明かに し、 善人 を 賞〜 寡孤獨 

を惠 む、 次第あって 壹兩 より 五雨に 至ろ。 勤 S 辰の 村に 於て は 拾兩、 拾 五雨 を 以て 邑 中の 良民 を 賞す、 一 

敎 ふるに 孝悌 を 以てし、 授 くるに 田圃の 德に報 ゆろ 勤 農の 術 を 以てす。 堤 を 築きて 渴 水に 漲ぎ 水路 を 

S じて 惡水 を排 す。 生 民 その 途に 安んじ、 庶民 その 德に懷 く、 先生 石に 休し、 草に 息 ひ、 從者 病の 再 

發を 恐れて 止まれ ども 先生 顧みる 所な き狀 であろ。 廢田舆 り、 惰民 勤む ろに 至ろ 所以で ある。 

然れ ども 日光の 領土 は、 旣に 述べた る 如くに 全村定 免の 租額 である。 開 田 墾拓は 增祖の 基本なる ベ 

しと 疑 ひし もの もあった が、 先生の 視察の 噂あって 數月 至らず、 來れ ば卽ち この 惠恤を 以てした から 

領民 {ォ ん じて 先生 を迎 ふろに 至った。 これ 先生が 時期 を 見る の 明 ありと する 所お であろ。 

先生 廼村 1 巡、 土地の 肥 瘠、 人民の 勤惰 を 明かに し、 始めて 復興 方策 數十 ケ條を 草して 之 を 奉行に 

呈 した。 「钍法 入用 金產 出方 下 案 書」 「荒 地 起 方 下 案 書」 等が その 一 例で あろ。 


先生 甞て 諸侯の 封內： 冉 興の 案 を 立てた ろ 例に よれば、 數十 年の 租稅を 平均し、 その 平お. 度 を W て 分 

度と 定め、 與復 安お の 仁政 を 施行し、 これによ つて 回復した 租 カを餘 財と し、 この 餘財を 分外と して 

閗^ 撫恤の 用度に 充 つろ を 以て、 毎年の 资金盡 くる 所な く、 仁惠を K に 及ぼす 力 は 限りなく 發揚 すろ。 

然るに 日光 神領は 如何に 開發 すると も租 人の 增加 すろ ことなく、  K 力 は 薄弱に して 土地の 力 は 磽确た 

り. K こ租稅 定額に して 田圃^ 蕪に 歸 すろ とも 租 額减ぜ ず、 E 多の 開 田を爲 すと も 租人餘 力なし、 こわ 

に 仕 法 を 講ずれば 民力 增 進して 仁術と なろ。 

然 ろに 分外の 餘 力なく して 仕 法の 资源を 得る こと 難し、 卽ち 先生 は 報 德金を 積 立て 之 を 日光 山贷付 一 

所に^ 人し、 毎 歳 利子 を 以て 仕 法の 資本と なし、 之 を 日光 開 懇撫恤 W とすれば、 永遠に 資源 絶 ゆろ な i= 

くして 事業 進展 せんと、 金 五 千 五 百兩を 年賦 金と して 獻 じたろ 所以で あろ。 

日 光山 領內 古来 水田 少く、 多く 畑地と なして 以て 耕す を 例と した。 この 故に 領民 雜穀を 常食と し、 

稻 米の 如き は 疾^ 者の み 僅に 之 を 滕 ひ 用 ふろの 狀 勢であった。 この 地 一 體 西方に 山 高く^ 方に 低く、 

大 谷川 その 中央 を 流れて 水の 給すべき なきに あらず と、 卽ち大 谷川の 兩岸に 溝渠 を 鑿ち、 之 を 諸 村に 漑 

がば 順 流 至ら ざろ 所な く、 村落の 水田に 潤澤 すろ 利擧 げて數 ふべ からず と。 此に 於て 先づ野 口村より 

平ケ 崎、 千 本木に 至る 長さ 一 一里 餘の 水路 を 穿ち、 大谷 川の 水 を 引き、 之 を 數邑に 注ぎ、 若干の 荒 蕪 を 

開 田した。 諸 村 之 を 聞いて 大に 喜び、 競うて 新 用水 開鑿 を發 願した。 その 要求の 先 後に 隨 つて 數ケ所 


—  443  — 


の 水^ を 完成した。 或は 三千 問、 或は 二 千 間、 難易 長短 は あろが、 その 水利 を 得て 稷圃 を稻 田と する 

を 得た。 

先生 謂 へ らく  = 光 神 領の荒 地 約 千 町歩、 薄 田と い へ ども 一 段 四 俵 を 得ろ 難事で はない。 年の 產米四 

萬 俵、 幕府 開けて 二百 年、 總計ん 百 萬 俵 を 失った に 似た ろ ものである。 敢て强 行 完成せ ざろ ベから ざ 

ろ 所以で あると。^ の 如くに して 病 を 押して 開墾の 方法 を 樹立し、 三十 ケ 年に 亙ろ 間に、 必ず 開墾し 

盡し 得べ しとの 確信 を 以て 事業 は 進められた ので ある。 

前述の通り 嘉永六 年に 於け ろ 事業 施設 はこの 根本的 計畫 の進涉 した ものである。 安政 元年に 於て は 

雪 解の 四月に 開發に 着手し 組綠も 整 ひ 領內に 趣旨 も 行渡った 爲に、 開發は 三十 八ケ 村に 及び、 反別 六 

十 町 餘步、 この 他 用水堀 普請 延長 三千 百 八十 九 問、 費用 總計金 七 百貳拾 贰兩に 達した。 斯 くして 初期 

の 事業 は その 緖に 就いた。 

三 先生の 發病 並に 終焉 

ィ 發 病， 仕 法 雛 形 を 創作し、 法の 普遍的 規範 を 定めた こと は 約 十 年の 前で ある。 この 規範に より 

模範的 施設 を實 現せん とする こと は 多年の 宿望で あろ。 今や 日光 钍 法の 命 下り、 法を實 地に 適用す る 

爲に全 領內の 廻 村 を 了し 事業 案 を 確立した。 その 第 一 年、 第一 一年の 事業 は 進 渉した。 熱淚の 滴ろ 様な 

愉快と 鐵石 凝り 成ろ 決意と によって、 不世出の 錦 を 織ろ 作業 を 始めた。 然るに 何事 ぞ醫家 も 眉 を颦む 


ろ 大息に 罹り、 同時に 稀代の 才媛た ろ 愛孃 文 子 女史 を 喪 ひ、 悲痛 交々 至らん と は。 

. 前段に 叙述した ろ 如く、 嘉永六 年 一 一月 十三 日 命 を 受け、 四月 十八 日より 病に 臥し、 六月 一 日 未だ^ 

快に 至ら ざり しも 江戸 を出發 して ー應東 鄕に歸 り、 その 廿 九日 病 を 押して 登山し、 廻 村した。 而 して 

九 W: 十六 日 また 醫師の 診療 を 受け ざろ を 得なかった。 その 廿ー 一日に は 重病の 故 を 以て 夫人 を東鄕 より 

C づ、 /ひ み ぶ  さいとう げんし や 5 

迎へ、 また 醫師手 塚 新 齋の外 綱 木 倉 巷 を 招き、 廿四 曰に は 近傍の 名醫壬 生の 齋藤玄 昌を請 じた。 漸ぐ 

落ち着いたので 十月 十六 日、 出發同 十八 日東鄕 陣屋に 歸 つたが 十 一 月 ia に は 相 州より 舍弟三 郞左衞 門 

並に 其 他の 親族が 招かれた 程で、 病勢 は 決して 油斷 のなら ぬ樣 子であった。  一 

日光 領內の 仕 法 は 門人の 手に 行 はれて 居ろ が、 責任者た ろ 先生が 病氣 にて は 事業の 裁斷、 仕 法 指導 W 

等の 統制に 差 支 を 生ずる から 彌太郞 尊 行 氏 を 日光 奉行所 附に轉 任せし むろ を 必要と し、 彌太郞 氏は翌 

安政 元年  一 H: 廿 一 日 山內總 左衞門 手附を 免ぜられ、 「御 普請 役 格 見習 仰 付ら れ」 「日光 御 祌領仕 法 取扱 

御料 私 領手廣 く 取 計 候樣仰 渡され」 柬鄕 管内 は吉 良八郞 主として 開發 技手と して 命 を 受けた。 

先生 は 當時病 少しく 癒 ゆれば 最早 靜止 すろ ことが 出來 ず.， 二月 廿八樱 町 領内 を 籠に て 巡回した、 倂 

し 日光へ 登山し 得ろ 迄に は 至らなかった。 - 

この間 尊 行 氏 は、 二月 廿 九日 御用 召に よって 出府し、 三月 十五 日歸陣 し、 同廿 五日 日光へ 登山し 

い つみ しパ  だ い •， さいと-つまつ ざ- 3  .  ^  fu*J\ 

先生の 計畫 案に よって 開 發を繽 行し、 伊東 發身、 志賀 五太 夫、 齋藤 松藏等 之に 隨 行し 富 田久助 は^ 終 
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之 を 援助した。 爾來仕 法事 業 は 順調に 進展した。 

先生の 建康ょ i 進 一 退した。 元年 は 過ぎて 二 年と なった。 壬 生の 齋藤玄 a 老は 時々 應 診した、 少レ 

く康 ければ 先生 は 櫻 町、 靑木 村と 巡 廻した。 

口 今 市 報德館 建設 宿題たり し 日光 仕 法 役所 建設の ことが 決定した。 それ は 安政 元年 十二月 六日 

のこと である。 位置 は今巿 宿、 假住 居敷 坪 數壹千 坪、 仕 法 取扱 所と して 建造 せらる とこと A なった。 

しかし 總て御 勘定 所より 指令 せらる A にっき、 繪圖面 等差 出すべし とあった。 尊 行 氏 は 日光に 登山し 

十一 一月 十 一 日 建造 費と して 金 百兩を 受取った。 今 市の 年寄 彌 五右衛門に 委託し 破 畑 萬 兵ぎ も 登山して 

6% を 行 ひ、 工事 は進涉 して 兎も角も 四月の 末に 移轉し 得る 様になり、 四月 廿 二日に 引渡 を 了した。 

東鄕 では 大前 神社 や 陣屋 內稻荷 社に 御 祈禱を 行って 轉 宅の 用意が 進んだ。 同日 賃馬 十三 疋に 荷物 を 先 

に運般 させ、 愈々 廿 四日に は 數年住 馴れた 東鄕 陣屋 を 三澤昇 四郞に 引渡し、 駕籠 三 挺、 兩掛ー 一個、 馬 

四疋 で出發 した。 時に 雨 IK にて 宇都 宫に 一 泊し、 廿 五日 滞りな く 今 市に 着した。 

樓 町の オ^、 東鄉の 住民 總員で 見送り、 途中まで 代表者が 隨 行し、 また 途中まで 日光 領民の 迎 へた 

こと、 運搬人 等 は 謝恩 冥加の 奉仕 推 譲であった こと は 首 ふまで もない。 

先生の 永住 的 居所 は 確定した。 その 邸內に 門人 等の 長屋、 文書 を納 むろ 倉庫 等が 建てられた。 而し 

て 明治 元年まで 十數ケ 年間 稀代の 妙法 は、 此千 坪の 淨 地に 於て 計畫 案が 練られ、 指導の 光が. 輝き 出る こ 
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ととな つた。 先生 は 病褥の 苦衷 裡に 一 片の徼 笑 法悅を 感ぜられた であらう、 この 山緖 あろ 報德館 も、 

明治維新 と共に 久しく その 位置 さ へ 忘れられて 居た。 幸に 全集 編輯の 際 地圖と 設計 阖 とが 發 見せられ、 

これ を實 地に 1{ 食し、 漸く その 敷地 を 田圃の 現地に 就て 推定す ろ ことが 出來、 その 一隅に 記念碑が 立 

てられ、 往時 を 追懷す る t  .1 と を 得 ろに 至った の は 喜ぶ ベ き で あ る 。 

先生の 病狀は 依然た る ものであった。 特別の 親しみ あろ ものに は 床の 內 にて 面 含せられ たが、 用務 

は總て 彌太郞 氏、 富 田、 伊朿 等が 之に 代って 執行した。 それ は 寧ろ 代理と いふよりも 钍 法が 旣に尊 行 氏 

を 中心とすろ 門弟の 手に 委せられ、 日光、 相 馬、 櫻 町、 下 館 等の 仕 法 は 最早 相績 せられて 何等 憂慮す 

べき ことはなかった ので あろ。 然 かれ ども 是等 法の 相績 者の みで は 手不足に て 各地より 依賴 すろ 懇望 

も 殆ど 謝 絡し、 特に 箱 館 奉行よりの 依頼 も 延期 を 求めた 程で あ つた。 

二 年の 六月 三日に は、 先生 は 珍ら しく 駕籠に て、 千 本木まで 堀 筋を兑 分した けれども、 その 翌日 小 

E 原から 菓子屋 多 喜 造が 來た 時には、 床の 中で 面會 した 様な 始末で ある。 

この 顷 役所 內に は暑氣 中り の 病人が 多かった。 志贺 五太 夫が 病み、 召使 平 藏が痢 病に て 死亡し、 夫 

人 も 亦 不快に て 臥床した。  . 

悲喜 は. -< 生の 常で ある。 十 一 月廿 九日 彌太郞 夫人 鉸子は 長子 を 出産した。 先生 は 初めて 孫 を 見られ 

た。 悅 ばれた であらう。 


また 日光 宮様から、 開發 丹精の 段 奇特との 思 召に て 十 一 月 十三 日 羽 一 一重 一 一疋 を 賜り、 富 田、 伊柬、 

吉良 等へ も 金 贰百疋 宛 下賜せられ た。 榮譽 のこと である。 

開發の 工事 は 進んだ。 時日 は 輪廻して 安政 二 年 は 暮れた。 一年中 を 殆ど 床 中で 暮 した 先生 は、 人生 

の^^ょり 來り 何れへ 行く か を旣に 悟って 居ろ、 飜 つて 七十 年の 過去 を 追憶 すれば、 卽ち 勤勞、 卽ち 

分 度、 卽ち推 譲で ある。 而 して 一 にこれ 報德^ 爲 にし、 道 は卽ち 天祖 開闢の 大道 を 進み 來 つた。 これ. 

をぶ て自を S する こと を 思 はず、 唯 道の 爲に努 むろ こと を 知ろ のみで ある。 然 かも 三十 五 歳 以後 は悉 

〜化 を 救 ひ 村 を 興し 民 を 安ん ずるに あった。 人と して、 家族と して、 國^ として、 國家 町村の 經營と 一 

して、 分 度に 立脚して 努力す ろ こと を援 け、 先生の 一 身 全く 推 譏して 國家 社會の 危殆 を 憂 ひ、 之 を 安 I 

ん ぜんとす る 熱血 丹心の み、 旣に行 ひ 得べき を 行 ひ、 爲し 得べき をな した。 斯 くして その 五 體は神 儒 一 

弗 三味 一 粒の 練成で あろ。 その 事績 はこの 信念の 表現で ある。 

曾 子 は その 疾め るに 際し 弟子 を 召んで E く、 「予が 足 を 啓け、 予が 手を啟 け、、 戰々 兢々 として 深き 沢 

に 臨む が 如く 薄き 氷 を 履む が 如くに して 生涯 を 通じた。 幸に して 過誤な くその 憂 を 免ろ " を 得た」 と、 

これ 曾 子が 父母に 孝な ろ 所以 を 以て、 「身 體髮膚 之 を 父母に 享く、 敢て 毀傷せ ざろ は 孝の 始めな り」 と . 

斬く にして 孝道 を 全くし 得た こと を悅 びて 安心した もので あろ。 孝心 深き こと を 認め 得ろ。 

ル しこれに 比して 先生の 心境 を 鑑みれば、 その 眞相を 語ろ ものと 認め 得る ものに、 日記 f 女 政 ニ年ナ 
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晦日の 記事が あろ。 「千秋 樂萬 歲樂」 と 記し その 次に 「予が 足 を 開け、 予が乎 を 開け、 予が 書翰 を 見よ、 

予が 日記 を 見よ、 戰々 兢々 として 深淵に 臨む が 如く、 薄氷 を ふむ が 如し」 と あろ。 日記 は 天 保の 中 © 

より子 息 令嬢 又は 側近の 人々 によって 筆錄 せられて 居ろ が、 先生 在 館の 時 は 殆ど 口 校で あろ。 今 此^ 

に 引用した 文句 は 筆 錄の主 は 先生で あろ ことが 明かで あろ。 恐らく は 年末 大晦日に 子弟 を 招き 日記 

の 末に 斯く 記せと 命ぜられ たものと 認 むろ。 當 日の 筆者 は 伊東 發身 であっても、 文句 は 先生の 口授た 

ろ ことが 推忠 せられろ。 

斯くて 先生 當 日の 心境 は、 至孝の 前賢 曾 子の 語に 封し、 彼 は 個人と して 追 孝の 念 を 以て 戰々 兢々 た 

り、 我 は 世 を 憶 ひ 國を憂 ふろ 念に 於て 戰々 兢々 たろ ものであった。 彼 は 肉 身の上に 苦心の 跡を殘 し、 

よ， 日記 書翰の 上に その 成 鑌を殘 す、 私の 爲に德 を 全くす ろと、 公の 爲に德 を 全くす ろとの 相 遠に 於 

て、 曾 子の 立場と は^なろ ものであって、 高遠な ろ 理想 を現實 にし 得た ろ 滿悅が 心象と して 映しつ i 

あった ものと 見 ゆろ。 

わたな ベ. fci の すけ  , 

先生 は 安政 三年 二月 二十 三日 御 普請 役 仰 渡され、 同日 附 にて 取締役 渡邊棠 之 助より 通達 せられた 

二月 附 先生よりの 禮狀 によれば 三十 俵ョ人 扶持と ある。 御 普請 役 格と いふ 格の 一 字が 省かれて、 待遇 

宫 より 本官と 昇進した ので あろ。 德望、 識 H5r 技倆が 老中 以上で あっても、 經歷と 家格と が 原因して 漸 

く 高等 宫の 本官と なった に過ぎない。 W し 先生の 德望、 識 兒、 技倆が 一 百姓より 此處 まで 屏進 せしめ 


たもので あろ。 

さいと -フ げんし や 5  , 

榮眷に 引かへ て 病勢 は 一 緩 を 現しつ 丄 一 急が 加り、 日， <衰 弱が 見え、 壬 生の 齋藤 玄昌は 何回と なく 

迎、 ら， e. て、 歸 つた その 日に 亦々 迎に 行く とい ふ 有様で、 片道 九 里、 一 日 行程の 地から、 玄昌 老も不 

便 を 押して 往來 した。 

ハ 大事 窮る 九月 十五 日から、 藥 取り、 診斷 等の 記事 連續 して 病狀 宜しから ざろ ことが 見え、 十 

ほ 六日に は 門人 子弟 を 開 發地其 他より 呼 寄せ、 病勢 急を吿 げたので、 櫻 町、 相 馬、 東鄕 等へ も 通知し 

隨身は 急いで 歸り、 相 馬 家、 宇津 家から も 使者が 来た。 各方 面に 於て 神佛に 祈願が 锰 めら れた。 斯く 

て その 十三 日に は 稍々 快くな つたが、 それ は 末期の 小康であった。 十五 日に は 再び 食欲 不進 となった。 

十九 日に は 舍弟三 郞左衞 門が 見舞に 來た とて 喜ばれた が、 二十日 朝より 大事 急迫、 巳の 中 Iwei ち 午前 

+時頃 萬事盡 きて 白玉 樓 中に 神 去られ、 七十 年の 淨き 生涯に 一 段落 を 結ばれた。 

翌々 廿ー 一日 日光 御門 跡宫 より 御 尋ねと して 御 饅頭 ー筘 頂戴 仰 付けられた。 

安政 三年の 日記の 末尾に 「畢」 とい ふ 一 字 を 記し、 更に 次の 語が 記 人せられ て ある。 

先生 伏-, 于病 I 呼， - 門弟 子-曰、 鳥 之將， 死 其 鳴 也哀、 人 之將， 死 其 言 也 善、 愼哉小 子、 勿 レ欲レ 速 

欲レ 速則亂 M 大事 I 勤 哉 小 子、 勿 レ倦矣 . 

あ f 

と ある。 尊い 遣 言で あろ。 事業が 如何に 千古の 妙 典に 據 ろと 雖も、 速成に 急れ-は 急ろ 程 障碍 を 生す る 
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J ので あろ。 ぼ ) て餘 りに 沈着に 過れば 倦怠 を 生ずろ もので あろ。 事業 遂行の 經 験に 宮む もので なけ 

れズ、 この 呼吸が 分らぬ。 今や 日光 仕 法の 順序 立ちた ろ も、 事業 は その 端緒に 就きた ろに 過 ざない 

この 誨吿の あろ 所以で あろ。  j 

靈體は その 二十 三日、 如來 寺の 境內 に^ 域 を 闘いて 葬られた。 式 は 寺院.^ ケ寺、 日 暮に參 集、 勤行 

の 後、 式の 終了した の は 夜 九 ッ時卽 ち 午後 十 時. 頃であった。 現に 今 市町に 鎭 座し 給 ふ報德 二宮 神社の 

本设 の嗲 方、 ^泶 く鎭 ります もの 卽 ちその 墳墓で あろ。 

ーン 1 i  5  い i5± つみ お ほつ きこ すけ にひづ ますけ ざ 5、 

後事 は 彌太郞 尊 行 氏 を 中心として、 富 田高慶 主として 之を拨 け、 伢 朿發萄 大桷小 g 新妻 助惣 

久保 W 周 助、 岡 田 良 次 郎等の 人々 を 以て、 先生が 創定 せられた 仕 法 雛 形 を その 儘に、 ^少の 淀み もな 

く 進行した。 卽ち 報德仕 法の 實現進 涉には 何等の 曲折 は 生じなかった。 

二 公式 相續 先生の 卒せられ たの は 正しく 安政 三年 十お 二十日 、太陽暦と して 十一月 十七 n であ 

る。 然 ろに 家名 は相續 せられても、 御 普請 役と して 事業の 公式 相鑌 が出來 なければ ならぬ。 日光 仕 法 

の 責任者が 交迭 すろ 様であって はならない 爲に 、先生 を 病氣 の. 儘と し、 安政 四 年 十 一 月に 至り 漸く 手 

績の內 意 決定した りと 見えて 先生の 辭表を 提出し、 十一 一月 三日 之 を 許され、 彌太郞 氏 は 御 #as 役に 界 

進し、 日光 奉行 附 となって 仕 法の 主任 責任者と なった。 斯く 延びた の は 日光 奉行 附 となった 時に、 眞 

岡 手 肘 中の 手當 同様に 給與の 旨、 辭令 面に 附記して なかった 爲 であって、 一年 を 過した 後まで も 形式 
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が 整はなかった ので あろ。 

卽ち 安政 四 年 十一 月附 にて、 先生の 辭 任は認 許せられ、 三十 俵 三人 抉 持 は 彌太郞 氏に 下され、 跡相糢 

として 御 普請^に 召 抱 へられた と あろ。 これ 等の 書類に は 一 一宮 金 次郞 とあって 左 傍に 巳 七十 一 歳と あ 

り、 二宮 彌太郞 と ある 左 傍に 巳 三十 七 歳と あろ。 而 して 公式に 死亡した 屆 出が 取扱 はれる の は、 慕府 

の內 意で あろ。 安政 四 年 十一 一月 廿 1 一日 附、 元締 渡 邊棠之 助よりの 書狀 中に 「金 次郞殿 病死 御 屆之儀 は、 

是迄之 通 御料 私 領手廣 に 取扱 候 様、 尊公 様へ 被 仰 渡 相濟候 上に て 御 差 出 有 之 候 方可然 段、 石 川 新 助 殿 

被-, 仰 聞 一 候、 左様 御 承知 可 * 有：. 之 候」 と あろ 廉 により 届出が 延期せられ たから、 先生の 卒去 は 安政 四 

年で 七十 一 歳で あろと 稱し、 或は 七十 一 歳と いふ 屆書 文字に より 安政 三年の 卒去の 間違の なかった 所 

から、 先生 は 丙午で あろが 一 ケ年 生年 W: を 後に したな どと 傳 へ られ ろ。 

ホ 供養 先生 卒去の 報が 傳 はろ や、 仕 法の 恩 を 受けた もの 各地に 佛事 供養 を 行った。 中に も 小 m 

原に 於け ろ 門人 等 十一 一月 三日 三乘 寺に 集り、 豐田、 栗 原、 山^、 久野村 政藏等 十一 人、 法號 不明に つ 

き如來 院と號 け、 讀經 追悼 を 行 ひ、 竹 松 村 廣吉、 幸 内 を 名代と して 遣す ことと し、 四：^ 附の書 狀を携 

へ 兩人は 十二 W: 廿 六日 今 市に 到着した。 その 文 首の 中に 「先生 御 在世 之砌、 都て 小 E 原 之 =1 は 何に よ 

らず味 ひよ きょし 度々 伺候 儀.^ 有 之、 夫 彼 思 ひくら ベ、 御 石碑の 石 一 同より 献納 仕度 申 合 候 間」 と あ 

る。 十二月 4- 日は& 明で あろ。 墓 印に 就ても 協議の あった 箬、 この 際 廣吉と 協議の 上 伊豆 石と^ め、 


をの 寸法 霊 面 S し、 碧 は Is ならず と 5 市に て S ろ ことと した。 斯くて 三月 四日 f 

松 石に て 碑石 出來、 遠からず 江戸 出帆との 通知が あり、 四月 二日 壬 生 着岸、 四月 十七 日 今 市 到着 尙 

叉 法名 碑 面 § 文字 は、 相 馬 中 村、 西 光寺 和尙に 依賴 中の I 月 廿ー曰 太 田 塞持參 した。 W し 愈々 完 

成した の は 筆 四月の ことであって、 その 廿曰 如來寺 以下 七 人の 僧に て 開眼 供養が 行 はれた。 

先生の 霞 i につい 5、 先 I 大事に 及んだ 時、 旣に 門弟 間の 重要 I 題であった。 それ は報德 

仕 法の II 力 ことで も あり、 追憶の 至情から でも あっち 先生の 御 在世中 は 仕 法が 醫に當 面 

すろ とも、 先生の 直接 指導に よって 苦 もな く 解決した が、 今後 は 如何にすべき か、 山と f れた仕 法 書 i 

まあろ が、 隨時 1 々之に 親しみ 得ろ もので はない。 況ンゃ 遠隔の 門 生 は 如何と もす る こと カ出來 f  t 

义 多數 の 門 生の 中に て 先生の 囊の全 f 知れろ もの S であろ。 而し 5IS 先生の 生涯 8 

. 験が 悉く この 驚 を 解決した ので あろから、 將來の 仕 S 先生の 體 f 規範と し 5 實に之 を SV- 

ろ 外に f ない。 故に 先生の II 募し 先生 ま 上 S 活 して 曰 常の 指針と し、 iss 記念と 

もしたい。 

然るに 先生の 許に 奢ず S5K け、 その 敎 S 正 5 ま tsl 太郞 氏.？ 心と すろ ま 

であろ が、 何れも 當面 の 仕 法 任務が あろので 執筆の 暇がない。 依て 江戶舊 記の 著者に して、 先生. か 

生前 謹し ^を 招き 、二宮 彌太 郞、 富田久 助、 齋棄之 助 一二 氏に 小 田 又 ま 加へ て 過去 を 追 
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. 憶し、 見聞 を 語り 會ひ、 先生の 生涯 を 座 間に 復活して 叙述の 资 となした。 然 ろに 靜軒容 易に 筆 を 下さ 

ず、 諸士 の餐責 によって 已む なく 脫 稿した ろ もの々 兌れば、 文章 は 頗る 流麗で あり、 記事 亦耍を 得た る 

も、 少しも S 具に 迫ろ ものがない、 富 田 氏 之 を 評して 一 篇の傳 記 湯 を莕 むが 如く、 何等 精祌の 躍動す る も 

のがない。 依て 喪 屮謹愼 の 意を體 する 間にと て、 一切の 客 を 謝して 二 氣呵成 翰 を展 ベて 初 稿 を 草し 

た。 實に 安政 三年 十一月 二日で あろ。 後 之 を 公に せんこと を慫慂 すろ もの 多き を 以て、 翌年 野 州 湯 西 

川の 温泉に て、 病 を 養 ひつ A 改 刪した。 報德 記八卷 がそれ であろ。 然れ ども 尙资料 を 鬼 集して 完璧と 

なさん としたと 見え、 各方 面に 一 代 記 編纂 资 料の 送 附方を 依頼した。 安政 五 年 栗 原祐藏 より、 一 一宮 家へ 

遣した 書狀 にも それに 關 すろ 侗條が あろ。 併し 報德記 はこの 要望に 適 ふ 唯 一 の傳 記と して 貽 された。 

四 曰 光 仕 法の 續行遨 に 事業の 概.^ 先生 大息に 罹ろ や 尊 行 氏 仕 法の 事 を 代行し 先生の^ 狀 如何に 

拘らず 事業 は 進行した 、第一 一年な ろ 安政 元年の 開發は 三十 八ケ村 開發 反別 六十 町 三 反餘、 この 入用 金 

四百 七十 雨、 餘、 用水堀 等 三千 八 百 八十 丸 問、 年賦 貸付 其 他 總計金 七 百 贰拾贰 雨餘、 翌 一 一年 は 四十 一 ーケ村 

に 亙り、 四十 一 町歩の 開發、 川 除 等實に 一 萬 千 五 百 一 一十一 一間 其 他 開發費 合計 金 五 百 八 拾 八兩餘 である •  _ 

特に 安政 二 年に は淼 村の 钍 法が 始められた。 この 钍法 は翌 安政 三年に 着手 せらろ A 千 本木の 仕 法と 

共に 日光 仕 法 中 特筆すべき もので あろ。 卽ち 日光 御 神 領の仕 法 は 主として 開發钍 法であって、 荒 地の 

開發 とこれ に 要すろ 用 排水 逍路 橋梁 等 を 主と すろ もので あろが、 極 難 困窮 人、 借財 憒還 一村 取 直 等の 
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仕 法を饮 求す ろ ものが 甚だ 多い。 一 々之に 應 ずろ は K りなき ことで あり、 资財も 指導員 も 不足勝な 現 

在 二て 之に 着手す ろ ことの 難き は 云 ふまで もない。 さりと て 全然 之 を傍觀 すろ 譯には 行かない。 依て 

極めて 熱心な ろ 一 一 一 ケ村を 選んで 之に 一 村 仕 法 を 行 ひ、 之 を 模範 例と して 眞摯 熱誠な ろ ものに 封し 時 

機 を 見て 仕 法 を 講ずろ は 最も 必要な ことで あろから、 先 づ淼村 を 選び、 翌年 千 本木 村 を 選^した ので 

あろ。 

特^ 扱と した 轟 村に は 安政 二 年に 着手し、 千 本木に は翌 三年に 着手した。 荒 地 起 返、 用水堀 道普請 

は 全般的 開發仕 法に 異ら ない が、 難 村 舊復の 仕 法と 稱 して 灰 小屋、 木 小屋、 新規 屋极替 より、 極 難 困 

窮人取 立、 本業 出精 奇特 人 御 取 立 人 札 を 始め、 無 利 足 年賦 貸付 等 一村 取 直 仕 法 を 行 ふので あろ。 森 村 

は 高 百 一 一十 一 石、 戶數 五十 軒の 村が 約 半減して 居ろ ので、 先づ 安政 一 一年に 着手した。 荒 地 開發は 五町 

餘、 道路 改修 は 三百 五十 問、 用水 千 五百餘 間、 其 支出 總計 金百贰 兩餘、 翌 三年に は 一 町 三 反餘の 開發、 

五 百 間の 用水 等に 金 百 壹兩許 を 投じた。 

千 本木 村 は 高 百 六十 六 石餘、 四十 軒の 村 方 二十 九 軒に 減じた。 一村 式 仕 法の 懇願に より 安政 三年 之 

に 着 乎し、 荒 地 開發、 用惡水 道路 施設、 出精 奇特 人 入札、 灰 小屋 普請 等 合計 金 六 拾 壹兩餘 であろ。 

轟、 千 本木の ニケ 村の 一 村 式 仕 法 は 引 づノき 行 はれろ が、 他の 町村との 相 遠 は 指導者の 巡回の 繁き 

ことで ある。 一 ヶ月 多き は 一 一十 數日、 少 きも 十數日 巡回し、 毎月 一 一 一回 村の 集會を 開きて 指導 をな し 


同词 文. 萬 同 同 同 同 同安嘉 

年 

久延  政 永 

S 二 元元 六 五 四 三 二 元 六 次 

年年 年年 年年 年年 尔 年年 


重要事項の 協議 をな す。 

安政 羣の仕 法 S 括 は、 貸付金の 返 I に 仕 雲 財の f 金旮 SKIt て、 開 發仕法 こ 

投じた ろ 1 出 五 百認、 贷 付金眷 I 四兩餘 である。 この 年 先生 は？ られ たが 仕 ま f こよ 

ろ ものな ろ を 以て 何 謹 動す ろ 所 はない。 故に 更 めて 嘉永六 年より 爆 四 年 卽ち明 冶 元年 二 至ろ 土、 

年間に 於け ろ報德 仕 法 金 受人藝 並に 仕ぁ 支出 I、 開 田地 積， 列記して £s 進の fl す こ 

ととする。 


開 E 地積 も 

二十 一 町步餘 

六十 町步餘 

四十 一 町歩 餘 

二十 n 一町 步餘 

二十 九 町歩 餘 

一 U 十四 町步餘 

二十 一 町步餘 

HI 十 S 町步餘 

四十 二 町步餘 

S 十八 町歩 餘 

十九 町步餘 


仕 法 金 總受入 額 

參 七 拾雨餘 

八 百 拾 壹兩餘 

八 百 拾 五兩餘 

九百贰 拾兩餘 

千 百 五 拾 八兩餘 

九 百 拾 八兩餘 

八 百 八 拾 六兩餘 

千 五 拾 七兩餘 

千 百 五 拾 六兩餘 

千 五 百 七 拾 四兩餘 

千 參百九 拾 四兩餘 


仕 法 施設 支出額 

參百 六兩餘 

五 百 七 拾 八雨餘 

五 百 八 拾 八兩餘 

五 百兩餘 

四百 參拾 九兩餘 

參百八 拾兩餘 

四百 四 拾 參兩餘 

五 百參拾 七兩餘 

四百 參拾 贰兩餘 

六 百 六 拾 九兩餘 

甙百六 拾 五兩餘 


貧 付 金額 

六 拾 參兩餘 

百 四 拾 四兩餘 

甙百贰 拾 六兩餘 

# 百贰拾 四兩餘 

五 百兩餘 

五 百參拾 七兩餘 

參百九 拾 四兩餘 

四百 八 拾 九兩餘 

七 百甙拾 ra 兩餘 

五 百 八 拾 九雨餘 


g 同 同 同慶 

~  應 治 

の 四 三' 二 元 7U 

数 

字 年年 年年 年 


十四 町步餘 

九 町歩 

二十 五町 步 

二十 九町步 

五町 步餘 


千 六 百 拾 九雨餘 

千 六 百 六 拾 七雨餘 

千 七 百贰拾 八雨餘 

千 五 百甙拾 五兩餘 

六 百 六 拾兩餘 


參百四 拾 八兩餘 

八 百 壹兩餘 

六 百 八 拾 壹兩餘 

八 百 貳拾 四兩餘 

百 六 拾 壹兩餘 


七 百 參拾贰 ^餘 

八 百 八 拾 六兩餘 

千 四 拾 七兩餘 

七 百兩餘 

四百 參拾 五兩餘 


I0f  養 養り、 lii 

以上 十六 年間の 事業 を總覽 すろ に 

1 、 開發 地積 總計 四百 八十 三 町 七 反 一 一 畝 十三 步 

荒 田畑 再興  四百 三十 八 町 五 反 五 畝 一 一十 六 歩 


二、  土 


內ー 新田 畑開發 

杉 檜植込 

木 

堤 防 

用惡水 


二十 五町 一 反 七 畝 十七 步 

十九 町 九 反 八 畝 二十 九 歩 

千 五 百 四十 五 間 

百 七十 六 組 

十 1 一ヶ所 

1 一 萬 九 千 四百 八十 五 間 
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古 堀俊渫 

筧 

ガ BI 


內 


橋梁 

新道 開鑿 

道路 修繕 

三、 窮民 取 立直 

f 潰 式 取 立 新 家作 ， 

出精 奇特 人 褒賞 

困窮 救助 

肥 代 農 馬 買 入 代 

借財 返濟質 地受戾 

- 屋极替 馬屋 灰.^ 屋修 f" 


內 


一 一 萬 三千 三百 十 間 

七ケ所 

七ケ所 

五ケ所 

三十 ケ所 

千 七 百 五十 一 間 

七 千 六 百 十 間 

九戶 

八 百 九十 四 人 

八 百 七十 五 人 

無 利 貸付 五 千 百 二十 八 人 


四、 經費驄 額 金 壹萬六 千 四百 五 兩甙分 永 五 拾 五 文 九分 


であろ。 斯 くして 最初 調査した ろ 荒 地 九 百 三十 四 町 八 畝 歩に 對し、 全 十 五ケ 年間に して その 過半 を完 

成し 蔸 格に 適合した ろ 成績 を擧げ 得た ろ もので あろが、 最初 は资財 乏しく 僅に 四百 兩に 足ら ざり しも 

の、 末年に は その 約 四 倍 を 得る に 至った から、 この 通りに て 契約 年限 を經過 すれば、 完全に 所定の 目 

的 を 達し、 更に 契約 以上の 效眾 を擧げ 得べき こと は 明かに 推測す ろ こと を 得べ きで ある。 

仕 法 金に 就て は 先生の 納入した ろ 小 田 原 返金 參千 兩、 先生の 積立金 甙 千兩、 相 馬より 納入した ろ 五 

千兩、 Isl.sllsl、 直 ^IKIlsf 等の 預金 利子、 無利息に て贷 付けた ろ年牍 金の 納人 s ち K 加 

金が あって、 年々 に资 財が 増進し、 終に 年々 壹千兩 を 超 ゆろ に 至った。 

一 村 式 仕 法 卽ち相 馬、 下 館 等に 施行した 方法 は、 蟲 村と 千 本木 村と に 止めた が、 一 ケ年 早く 着手し 

た 森 村 は 成鑌顯 著に して、 極 難 窮民と して 取扱 ふべき もの は、 文久ニ 年に 三人に 减じ、 慶應ニ 年に は 

仕 法 完了す ろ 見込が 明瞭に なった ので、 文久 三年より 千 本木に 力 を 致す に 至った。 然して 將來 全領に 

一村 式 仕 法 を 普及せ しめんと した 念願 は、 幕末 多端の 影響 を 受けて 轟、 千 本木の ニケ 村の みに て 終つ 

たので あろ。 

一 般に 年々 の 事業に 封し 時々 障碍が 起り、 殊に 水利 土工に 於て は 洪水 早 魃 等に 遭 ふこと が少 くない。 

斯ろ 場合に は 幾度 にても その 救 濟を惜 まず、 再發を 行った。 西 川 村な どに は その 例が 少 くない また 

j 般に 肥料 代の 赏付、 出精 人の 賞與、 病災の 救助、 生活 取繼 ぎの 助成 を 怠らない ノ 


1 年 を 通じて 報德 役所の 作業と すろ 所 は 先 づ镇內 廻 村に よって 施設の 必要 を 知り、 その 發 業の 成鎮 

を 査察し、 指導と 獎勵 とに これ 日 も 足らなかった。 斯くて 領內の 民衆 は報德 役所に 全 信賴と 敬服と を 

拂ひ、 無利息 年賦 金の 如き は 滞納者 は 殆ど 無かった。 

五 幕末の 情勢と ぼ 光 仕 法の 終末 ペルリの 渡來 も、 安政の 大獄 も ゝ文久 の將軍 上洛 も、 W 村匡濟 

を當 面の 分限と すろ 報 德仕法 役所の 任務に 直接 關 係はなかった。 併し この 大勢 推移の 結果 は 影響 を受 

けないで は 居られなかった。 それ は 藩 政 は 素より、 幕府の 財政の 上に 根本的 打 擊を與 へ、 思想 的に 幕 

府の 全權に 破綻 を來 した。 仕 法 上に 及ぼした 直接的な ろ もの は 蝦夷 開 發と關 東 荒 地の 開發 であり、 終 

に 世局の 變遷は 幕府の 倒壤 となり、 日光 仕 法の 終末 をも餘 儀な くした。 

ィ 蝦夷 開發 蝦夷 開發 は外寇 防禦、 北邊 守護の 意義より 發 生した。 嘉永六 年 六月、 米 艦 渡 來以來 

P シァ戰 艦の 南下が あろ。 北 邊鈸鎗 守備の 必要と、 莫大な ろ國防 費の 支出と に 惱んだ 幕府 は、 北 地の 

開拓に 今更の 如く 氣 付き、 國內の 荒 地 開墾に も少 から ざろ 注意 を拂 ふに 至った。 而 して 邊 防の frsl ま 

北 地 移民と 相 待たねば、 持久の 策と なすこと を 得ない ので、 移民と 開拓と を 司 掌す ろ 技術者 を 求めて 

先生に 白羽の 矢 を 放った ので ある。 

幕府の 御 普請 役と しての 先生 は、 當然 詮議に 上ろ べき 候補者であった。 依て 安政 二 年 三月、 箱 館 奉 

行より 御 勘定 奉行へ 交渉 あり、 御 勘定 奉行 堀 辙部正 は、 山 内 總左衞 門の 芋を經 て、 先生に 北逡 開拓の 
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^. な聽 かしめ た。 

先生よ 曰 光 仕 法 着手 早 さあり、 特に 近 來籠を 失し、 到底 其 任に 堪ゅ. へから ざき を 以てしち 

而し 5 し 先生に 養 あらば、 門人 中の 然 ろべ t? いふに 對し s、  ？手 離して 習の 立場 

こ 於て 任に 堪 ゆろ ものがない と 答へ た。 その 門人 中、 「新規の 場所へ 遣し、 成功 を霸 程の もの ー兩ノ 

相 選み、 名前 書差 出 候 様」 とい ふ f があった が、 手許で あらば 籠もな く 取 5 技 f 以て 居ろ 力 

新 の 場所へ 遣す こと は 千萬覺 束ない と 答へ た 

これで 幕府 も 如何と もし 難く、 - 一時 沙汰 止と なった が、 これ は 命令 を 一時 中止した のみで、 北 地の 

開拓 は 決して 休止す ろ こと は出來 ない。 その SS 四 年 七月、. 竹內下 .1 より、 伊§ 身、 新 穿 

惣の 一 一人 「殿 夷 地 1 に付雾 之 內御雇 被 仰 付 is 無 之 候 哉」 とい ふ f が 相 i に 下つ 

た、 之に 對 して 新妻 一人 御 雇 被 仰 付 度と いふ 回答 を 八月 十九 日に 發 した。 次で 十 一 月 十 一 日 {么 式 I 

御 § 辭令 臭け ろ 様になり、 引續 いて 同藩の 佐々 木 長左衞 門、 大友新 六の 兩人 f せら ォ 同 矛 

彼 地に 着し、 愈々 銪館 附近の 開墾に 着手す ろに 至った。  " 

a 關東荒 地 塁 御 S 德川 幕府の 財政 は、 文久慶 應の 頃に 於て、 隠と 內政 紛糾と、 自然と 人爲 

との 災厄 璧す ろに 及んで 益々 窮乏| した。 この 際 ■ なろ SI- として、 また 永久 的 基礎 案と し 

て 公 料 及 I 種 地 先 等の 荒野 If ろ を I とし、 その 首 I の 一 人、 勘秦行 小 栗 下總 守の警 


が 用 ひられ、 小 栗 は 直に 關 東に 召 歸 され、 關柬荒 地の 實地 踏査 を 命ぜられた。 

荒 地 開墾の 技術者と しての 一 一宮 流 は、 撿地 技術者と しての 伊奈 流と 共に、 幕府 勘定 方に 於け ろ 一 ー專 

門 家であった。 依て 慶應ー 一年 六月 十四日、 小 架下總 守の 命を帶 びた 急使が 日光に 遣 はされ た。 卽ち彌 

太 郞氏は 三 左衞門 以下 一 行 五 人、 十八 日に 出府した。 

用命 は關柬 開發の 事であった。 日光 開發が 半途で あろから、 手 廻り 兼ねる と斷 つたが、 門人に 從事 

させて よいから と 押して 命ぜられた ので、 荒 地 開發の 事柄なら ばと 御 受け をした。 然るに 七月 十八 日 

に 風邪の 氣 味で 引 籠った、 爾 來引續 き志賀 三左衞 門、 富 田久助 等が 奉行との 間 を往來 し、 事 實病氣 な 

らぱ靜 養す ベ しとて 九月.^ 日歸 山した。 

も ぐり しもお さの かみ  ほんじ や-つやす たら 5 

次で 同年 十月 二十 八日 再 急使 を 受けて 同 三十日 出府し、 勘定 奉行 小 栗下總 守、 目 附本城 安太郎、 御 

勘定 太 田 錄郞、 御徒 目 付 柴^ 周藏、 御 小人 目 付 細 野 八 兵衞、 御 普請 役 元締 一 一 宫彌 太郞、 御 請 役石黑 

嘉 十郞、 同 代理 岡本彌 一 郞、 仕 法 御手 傳志賀 三左衞 門、 同大 槻小助 以下 家來共 一 行 三十 1 一人、 十. 1 月 

廿ー 一日に 出發 し、 武藏、 相 摸の 荒 地 を 見 分し、 十一 一月 十六 日中 歸 りと いふ 意義に て歸府 した。 

早 舂常總 方面 を 見 分の 豫定の 所、 聖上 崩御 等に て 一 時 延期と なり、 三月 一 一十 日 彌太郞 氏 以下 歸 山し 

た。 明かに 一 一宫 流の 開發 法が 認められ たので あるが、 世局の 急 變の爲 に、 終に 以上の 發動 にて 終った。 

ハ 日光 仕 法の 終末 幕政 は 倒壞の 機運に 際會 した。 幕府の 公認に よって 報德仕 法が 公に 行 はれた 
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こと は 誠に 慶 すべきで あろが、 幕 未の 悲哀 は 他の 幾多の 公認 施設と 共に、 報德仕 法の 公的 展開に も大 

難關 たらざる を^なかった。 

報 德仕法 は、 幕府の 壞滅を 防止す る 一方 法と して 行 はれた のではなかった が、 この 方法が 公 料內に 

徹底 すれば、 幕府の 財政 は 案外 急速に 救 はれた であらう けれども、 安政の 末から 文 久慶應 に 及んで は 

最早 他の 大 なろ 勢力の 壓迫 によって、 如何と もし 難き 狀 勢であった。 

幕府の 壽 命が 今少し 保 たれたならば、 報 德仕法 は 可な り 廣範圍 に 行 はれた であらう こと は、 安政 二 

年の 蝦夷 開發、 慶應ー 一年の 關^ 巡回に よっても 之 を 知り 得ろ。 

W し 時勢の 旋轉は 幕 命に よる 報德仕 法に 終焉 を吿 げしめ た。 關東 巡視の 翌慶應 三年 十月 將軍慶 喜 は 

大政 を 奉還した。 

こ  >1 にもて ^太 郞氏は 今後の 心得 方に つき 如何にすべき かの 伺 書 を 差 出した。 これに 封し 與へ られ 

た 指令 は 見當ら ない が、 大政 は 奉還 せられても その 所領に 關 すろ 處置は 決定して 居ない。 翌慶應 四 年 

(明治 元年) 春に は 新 政府よりの 尋問が あり、 父 金 次 郞以來 の 仕 法に 關 する こと を 答へ たが、 政治的 

意味 は 元よりな いので 疑念 はない ので あろ。 

然 ろに 明治 新政 當 時の  一 ^的處 理法 は、 藩籍は 奉還した が 一 時舊 藩主が 政治 を 執って 居た けれども、 

幕 苻直領 だけ は德川 家逹に 七十 萬 石 を附與 して 靜 岡に 退隱せ しめたので、 所管 地域 減少の 爲め 幕臣 全 


部 力 之に 隨行 する こと は出來 ない。 依て 一 部の もの は 新 政府の 吏 僚と して 奉公す るが、 他は歸 農す ろ 

より 途 はない。 明治 元年 四月 舊 幕府 當 局より 一 一宮 彌太郞 氏 を 勘定 方元ズ 格と して 駿府に 御供すべき こ 

と を 命じた が、 これ は絕對 命令で なく、 若し 朝臣と して 奉公 を 願 はんと すれば 其の 希望に よりて 取 計 

ふとい ふ 意味 もあった が、 彌太郞 氏 は 病 氣の故 を 以て 直に 出府し 難く、 退隱 を. S. 出た、 これ は 時勢よ 

りい ふ も、 至當な ことで ある。 卽ら 七月 附 願書 を 提出し、 八月 八日 認 許せられ た。 斯くて 明^ 元年 上 

半期までの 開 發仕法 を 以て 日光 仕 法 は 終った 譯 であろ。 

この頃の 民心 は 非常に 動搖 烈しく、 上野 日光 乃至 東北の 會戰は 日々 に 急 を吿げ つ.， あった。 錦旗 を 

立てた 官軍の 進軍 も當 時に 於て は必 しも 民心 を 安ん ぜ しむろ ものではなかった。 &に彌 太 郞氏は 家族 W 

と 仕 法 書と を 相 馬へ 送る ことと 定めた が、 壬 生 邊には 會津藩 通行の 由に つき、 四月 廿ー 一日 仕 法 書五駄 一 

は假に 引田 村へ 運び、 翌廿 三日 家族 五 人、 木 村、 山中、 大槻の 家族と 共に 相 馬 中 村へ 避難せ しめ、 山 

中 四方 八、 久保田 讓之助 差 添に て出發 せしめた。 彌太郞 氏 はー應 引田 村に 引越し 仕 法 を繼繽 しつ. 1 あ 

つた 力、 形勢 更に 非な ろの みならず、 健康 も 勝れなかった から、 一 切 を 如何に 處理 すろ か を 決定す ろ 

爲に 出府 せんとし たが、 途中 不快に て 櫻 町 迄 引返し、 大槻勳 のみ 出府し、 後事 は 一 切久保 田讓之 助に 

1 任し 相 馬に 向った。 その 留守中 久保田 は 仕 法 始末 方法に つき 新 役所と 協議して 取鑤 めた。 

(註) 久保田 讓之助 は 樞密 顧問 官久保 田 讓氏。 


六月 上旬 今 市 出兵 先 副 島 藤 七より 仕 法 見合の 命が 下った. か、 引 W 村 は その 儘に すれば 非常な 困窮に 

^ろから、 特別に 一 應 工事 を 完了した しと 願 出た 所、 翌年 一 一月 一 一日 下野 國 知事より、 引 E 村の みは 許 

可す と 指令が あった。 

次に 新 政府に 交涉 すべき もの は、 民間に 貸付け た報德 金で あろ。 日光 山 貸付 所に 預 入した 莫大な 幸 

德金 は主證 の崩壞 によって 如何と もす ろ 由 もない が、 民間 貸付 は借受 人た ろ 人民が 現存す るので あろ 

から、 當 春まで 貸付け たもの は 年賦 年次 を 以て 取 立てねば ならぬ。 而 して 慶應 三年 貸付け た 一部分と 

同 四 年卽ち 今春の 分との 合計 は年延 として 總額貳 千 五 百 七拾兩 であって、 年賦 納人 として 明治 十 一 年 I 

こ 完了す る もので あろ。 追々 政府 は 之 を 取 立て A 相 馬へ 返納す ろ ことと なった。 後日 政府 はこの 約 を r. 

果し、 明治 十 年に は その 返金 現在 額 七百圓 と記錄 せられて ある。 

日光の 仕 法 は 先生の 大願 望であった。 一 つに は 仕 法 雛 形の 實施 範例と して 後世に 貽す ことで あり、 

一 つに は德川 幕府が 崇敬の 中心た ろ 日光 奉行所 管 地の 仕 法で あろから、 全 國直铽 の 政策の 模範と なり 

また 三百諸侯の 之に 追隨 すろ 根本 ともなろ からであった。 然して 幕末の 十 五ケ 年間に 之を實 行して 以 

上の 成績が 擧 げられ た。 維新の 變革 によって 事業 は 中止せられ 誠に 遺憾な ことで あるが、 報德仕 法の 

功力 は 損傷 せられて 居ない。 何とな れぱ それ は 報德仕 法が 全國に 政道の 根本と して 行 はれた のでな く、 

實 行の 也 域も權 カも狹 かった からで あろ。 しかも 後世の 爲 にこの 方法 を 行 ふ 時、 必ず その 效顯の 明瞭 


なる M 證を 遺された こと は、 先生の 志願の 通りで あるから、 先生の 期せられ た 目的 は 日光 仕 法に 於て 

達せられた ものである。 
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第 十 人 章 相 馬の 仕 法 

一 相 馬に おける 仕 法の 必要 相 馬 藩 も 亦 多くの 藩の 如くに 財政 方策が 行 詰って、 文政^ 保の 顷殊 

に甚 しく 財^ 窮乏に 惱ん だ。 相 馬 藩 は 福 島 縣の來 海岸に 沿 ふ 相 馬 郡 中 村 町、 原 町 等 を 中心とすろ 祿高 

六 萬 石、 一 一 百 一 一十 六ケ 村で ある。 領主 相 馬 氏 は、 平安朝 時代に は 下 總に據 り、 村 岡 氏 或は 千 葉 氏と 稱 

し桓武 平氏の 後胤で あろ。 賴 朝の 起ろ や 下 總國相 馬 郡を領 したが、 文治 五 年 奥州 征伐に 功 あり、 東 奥 

の 地に 封せられ、 爾 來戰國 時代 を 經て德 川 時代に 至った。 

本 地 六 萬 石に して 元祿の 頃に は 人口 八 萬人餘 であった。 これ 全く 元 和 以後 野戰 攻城 全く 止みた ろ泰 

平の 餘澤 として 人口 增加、 米穀 需用 增大價 格 騰貴の 順序 を 以て、 祿 米資拂 により 藩 は 豊かに 農家 亦 利 

潤 甚だ 顯著 となり、 隨 つて 農民 は爭 うて 開墾し、 藩 政 も 之 を獎勵 した。 されば 土地 犬に 開け、 山 谷に 

至ろ まで E となり、 畑と なり 上下 頗る 悅樂 して 元 祿正德 の 爛熟 を 致した。 

一般に 元祿の 頃に は、 この 泰平 を 永遠の 富昌と 信じ、 愈々 闢 けて 益々 富む ものと 解し、 富力の 极元 

たろ 田圃 を撿 察して 增稅の 根元と した。 卽ち 山野の 變 じて 田圃と なりたろ を 測量し、 之 を新檢 地と 稱 

し、 又は 新田 改と いふ。 相 馬 家が 改 出した ろ 田地 は 實に三 萬 八 千 石に 及んだ。 故に 倉 稟には 米穀 充ち 
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g の I は增 加せられ、 歡樂 に 浸りて If じと 悅 ばれた。 特に 正 德五 年に は裒米 十七 萬 f 九 

百 十 f 箅 すろ 程に なった から、 殆ど 本地祿 高の i に 近き 十 Is 上の 大名 相 f なった と考、 

られ たので あろ。  一 

然るに 上下 共に その 牧 納に醉 ひ、 上 は 永遠に 本地少 くして f 松し ずと 信じ、 下は扁 を重 ねて 

餘德 重したり となし、 爲に 所謂 元 S 來の SS 生 2? 膨？ しめ、 暂に 課すろ 租 f 地力 培 

養の 餘カを 失 はしめ、 钟作 地の 籠 は 耕作 力 を 粗放なら しめ、 終に 勤暮貧 輪廻して I 漸減の 法則 

に 見舞 はれ、 民力 蒙に 涸渴 して 鍵 力 遺した、 豪 5 し 5 人 減少 すれば、 一ず 糊塗す る 借 

財 を 以て 補 ふ 他に 道な しとな し、 之 を 償還す るに は 課 稅を增 し、 隨 つて 民力 衰 へて 肥 耕 頹れ、 漸次に 

遞 減して 之 を钪內 に辨じ 難く、 隣阈 並に. 江戸の 富 商に 借り、 文化 年中に は 借 倩 金參拾 萬兩を ，1 ゆろ こ 

室った。 

當時租 人 は 激減して 六 七 萬 俵と なり、 1K 保 年中に は 四 萬 俵 又は 三 萬 五六 千 俵の 時 もあった。 殊に 大 

.i 一年の 凶歳に は 一 ー豐 Is となり、 天 保 七 年の 大凶 作に は 僅に 四千 一 一 百五 士ハ 俵の 少額と なつ 

た されば 平常の 租人 にても 一 年の 利 を 支 拂ふ時 は 俸祿 並に 各種の 支 挑. は 不可能と なる ので あろ か. ら 

盔々 借財 は增 加す る 外な く、 到底 返 濟の餘 地な きに 至った。 

さ 5 ま ますた ね 

相 馬 益 胤 侯 之 を 憂 ひ、 文化 年間 緊縮 令 を 出し、 開國 創業の 努力 を拂 ひ、 先 づ領內 の 衰頹を 興し、 借 


くさの まさた つ S けど たお だ- trl*  I  1 ノ -  J1 -， 

お を償 還す ろの f 雷に ずた 所、 當時 の 地方 係りず 郡 代 草 野 正 辰、 池 田 

「園の 囊 する は 政令の 徹 f 缺き、 上下 共に I の 靈れ、 奢侈の 流行す ろに ま。 苟も この^ 

元 を 改めず して 借財 を 以て 之を 充 たし、 I の 不足 を 補 ひ、 一時の 誓 免れろ こと を おさば ^ 

の に S すろ こと 薪 を 抱いて 火に 人る よりも 甚 しき 過失で ある。 これ を 免ろ あ 術 は、 君 

侯 親から 養 衣服 It 賣に 先ち 5 苦 i め 給 ふに 始き、 厳 令 を 布い S 中の S? 戒め、 

節儉さ ひ、 isf 祖 人の 少 かりし 往 S 案じ S 人饔に 8 し g 與し、 總 5 萬 石の， 

f* 位の^に II めて 勵 行し、 議議の根 元ず 撿地 以前の 元に 歸し、 往時の 大過 I め 

< 口 5 大難 を除 き 得べき か。 此. の 如き 方法の I なろ は、 人民， I、 荒 田 増加の 极元 を察 し、 一 に 一 

；檢禁 加の 爲に 生じた ろが 爲 である を 悟らば、 君 侯醫に 安んじ、 領民 を 恋み、 荒 ま 開きぶ 

民 を 招き、 之に 家財 ほ 地を與 へ民戶 あし、 租 人の II 發 せらう に 如かず、 t<f< 

なき、 自然に 牧納增加 し、 S を 期し f こと 疑 ひなき ことであって、 この 方法^に し 5 を 

ゆさんと すれ， I 々艱 f 益す であらう、 此策を 施す は 努力で は 達し 難いから f 

SSI を 立てら るべ く、 而 して 君 侯 親しく 行 ひ 給され ば、 下. S 決して 之 4 行す ろ もの 

でまない， .1 と を 信ずる」 

J 曰 を 詳述した。 
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益 胤侯大 にこれ を 至言と し、 

「誠に 適切の 論で あろ。 二人 心を盡 して その 改正 を 行へ、 予は 親から 艱難に 安んじ、 若し 改正の 命 

に從は ざろ ものが あらば 予 親から 之 を 制止す ろで あらう - 

と o  . 

玆に 於て 古汆の 財政 を 調査し、 現 時の 入用 を 考察し、 先づ 君主の 用度 を 減じ、 一 藩 扶助の 員 數を演 

じ、 聊か 生命 を 繋ぐ に 足ろ 程度に 引下げ、 諸 役所の 舊弊を 改め、 篤 實節儉 を 主と する 者 を 擧げて 現役 

にもし、 彌々 儉約 を獎勵 し、 約 を 守る 者 は 賞し、 失 ふ もの は 罰した 所、 藩內 その 深き 道理 を 解す ろ も 

の少 く、 執政 以下 奉行 * 役に 封す ろ 怨嗟の 聲 さへ 聞え たが、 心 を 動かす ことなく 實 行した。 

當時草 野 正 辰 最も 大才 あって 度量 人に 超え、 內 仁恕の 心 厚く して 日常の 行爲 甚だ 方正であった、 お 

に 稲して 曰く、 

_  $ 祖先 以來 君恩 を 蒙ろ こと 甚大で ある。 現下の 國家 艱難に 際し 舆復の 命 を 受けて 大業 を擧. ぐるに 

は、 非常の 覺 悟がなければ ならぬ。 我等の 如き 知 計の 及ぶ 所でない。 唯一 一三 人 も 身命 を 菜て、 以て 

奉仕す ろの 外 はない」 

と、 之 を 問く もの 一 様に その 誠忠に 感じた とい ふ。 

池 田 胤 直才學 衆に 秀で、 殊に 明斷 遠慮 あり、 事大 小と なく 通ぜ ざろ なし。 益 胤 侯 この 二人に 命じ 國 
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政の f S 任じ 5。 養旣に 成り、 ま 貢 稅の六 分 一^きて 之 を 以て §s 育し、 或は 

集 水 を 保ち、 叉 水路の 大ま 修復し、 5 新 用 ま 掘 II 气 Itl^f  5? 

へ、 fi 米 f 給し、 竿 年 ¥ 年、 十五 年 叉 は 二十 年 S て f して 置せ しめ、 響 料を與 P 

食困| , て十女を失はざらしめ、 篇經營 fs 用 莫大な t のであった。 この^と して^、 

開墾 数千 町歩、 民家の 增加ニ 千 戸に 及んだ。 また， 償 ふ 能 は ざり し 借財 も、 it,  ^ 

f?k  Mis 以て 置の 狀 I じ S で、 富 商 實に 感じて 約束に， i 

て S 三十 萬 兩と雖 も、 靈の 方法が 確立した。 斯 の 如くして 以來十 年、 その 成績 明かに はるべき に 

至った。 然 ろに 未だ 積年の 衰 弊容易に復 し 難き に 際って の 大凶 作に 遭遇した。 

天 保の 凶 明度の 糧と 同じく、 下髮を f 所な く？、 出 野に 人って 木 f 拾 ひ 草 

f 掘つ ち されば 文化 文政 年間 霊 I の大 努力に よつ S く 生じ 悉く 散 じて 之に 與 ふろ 

ことと し、 二人 一日 一 ー畫 勺 を 律と して 飢 $ がしめ たが、 1 之に 足らざる さて 人 を rs 

して ま 求め、 S に 秋 £、 庄內 等の 米作 地 S らしめ て 米穀 を讓 せしめた。 幸に g 都合よ くお 

上 無事 着船した？、 盛に 響の I 講ずる こと 糞 5 し t 亡 S 塞れ、 草 野、 は 

上下 を舉げ て稱讃 した。  1 

f  ノ ながら 四 年と 七 年と SS 度に 及び、 蟹 逃亡 生じ 三千 四百 餘人 減少し、 纖の 蜜 如何と も 
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術な く、 依て 相 馬 侯 は 飯 食 を 省き、 重器 を鬻ぎ 、頟內 の 良 木 を 伐り 更に 城內に 及ぼして 米 粟 を 求めた o 

隣 阈遠阈 に 流民 匍莩數 ふべ から ざろ に、 中 村铽內 のみこの 慘害を 免れた の は、 君 侯の.！ -術 と 言 まね 

ぱ ならない。 

然 りと 雖も兩 年の； .K 災 により 積年 艱苦の 功 全く 空しく、 文化 度 改正の 企圖 未だ^. ならず して、 財^ 

の 窮迫 實に甚 しきものであった から、 益 々節 儉を行 ひ 領中再 盛の 施政 を 怠らない けれども、 ^野 旣 に- 

七十 歳 を 超え、 池 田 も 亦 五 旬 を. 過ぎた。 一 世の カを盡 して 初 願 を 達せ ざろ に、 俄に^ 災に遭 うて 全く 

憂 勞に昏 冥した。 上下 誠忠に して 惠恤の 陰德を 積む と雖も 未だ 政道の 前途 甚だ 安から ざろ ものが あつ 

た。  ， - 

この 時に 際し 籟の 福音が 偉 はった。 それ は 野 州 櫻 町に 於て： i 恤勸 農の 良法 を 行 ひ、 不^出の 才惠 

を 以て 一お 廢復 輿の 功 を 奏しつ A あろと いふ 一 一宮 大 先生 禮讀の 養であった。 

二 相 馬上 下の 仕 法 鎖 望 

ィ 報德の 音信 相 馬へ 公式に 報德仕 法の 聲價 が傳 はった の は、 fK- 保 十 年 丸 月 入門 を^され た 富 W 

髙慶 よりの 昔 信で あらう。 卽ち 同年 十 一 月 八日 附草野 半 右衛門より、 ク、 助 入門の 謝狀が 先生の 許へ 遣 

はされ てゐ ろ。 當時草 野、 池 田の 一 一太 夫 これ を^き、 大 孕の 霄资を 見ろ 如くに 憧れた。 我等 千 辛 萬 苦 

三十 年、 その 事粱 半途に して 災に 遭うて 忽 にして 永年の 苦節 水泡， y なろ。 樓町 始め、 靑木、 烏 山、 
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、 HI の f  I にして、 i0iximi.lit 犬 n 

の 如くな らん やと、 直に 之 I 侯に 告げ、 良法 案め て 之 S 馬に ずの 手段 

に 非 ずん は 何 5 て斯 ^ 一 曰 草 野より S1 に對 すろ 敎審 願 8 狀が發 せ 

を 講ぜら ろ A に 至っ^ 是&同 十 一 年 十  一 r-^  一  一  I 愛 

られた 所以で S るろ  、う； ヒど《53  V. こ^^ 光づ 藩士 をして 1 應敎を 請 は 

, 口 一條 訪問 富£麗 の 人 鬥以來 、相 馬の 囊カ之 を 聞知し ォ S 先つ？^  ^ 

tit.  g 代 一 條七郞 右衞門 訪問 S が？ られ、 S 十一 一年 十 H 十八 曰 ぎ ii 

HHIhiis. ケ I 重 I し、 靈方 I へられ 度：^ 

して i 請 i、  iiil  a 

めち か 許されな かつち 一條 甚 £1 し 5SIi 語て n: く、 

f  110111  f  0 

國 1 實に I 塞く せず、 太夫の I 通ず ろ 能 は ざろ ことと なり、 一は 君命 ^ 

"志に 違 ふこと となろ。 然れ ども 亦 我が 駕の 國事を以 て、 先生の 任務 を妨 零ろ ことと なろ 力ら 

隹 一 la 面接 を 得て 歸國 すろ ことと し.^ レ」 

と 切なろ 心情 を吿 けた— 

先生 この 事を閜 き、 


「我 は 主命に よって 此 地の 民 を安撫 しつ A あろので ある、 理. S なく 相 馬の 事に 關與 すろ こと は 出 米 

ない。 假令 面會を 求む ると も、 理. E なくして 之 を 承諾すべき でない。 併し 君臣 共に 國家 の袞弊 を薆 

ひ、 艱難 を盡し 領民 を惠 むこと 旣に 久しと 聞いて 居ろ。 今 一 條來 つて 切に 其の 道 を 問 ふの W に^し 

一 言の 答 をな さねば ならぬ OJ 

「大凡^ 下の 土地 大同小異であって * 政道の 主旨 同じから ざる はない。 この 故に 阈^ の貧赏 百姓の . 

苦樂郡 村の 盛衰 等まで 野 州と 異ろ蒈 はない。 櫻 町の 再興 成就した ので あろから、 ff< 下 何れの 地 も： 冉 

舆 しない もの は あろべき でない。 これ を 櫻 町の 過去に 就て 考 ふろ に 今 相 馬の 領邑 の 難 村 を 筆錄し て 

指導 を 求められた けれども、 唯傳 聞した のみで 遠路 隔國の 地に 微細の 仁術 を 施す こと は出來 ない。 " 

またたと ひ 行 ふこと を 得て 村々 復與の 道 を 成就しても、 0 全 體の 本源 を 明かに して 分 度 を 定め、 無盡 I 

の 財 を 生じて 萬 民 安撫を 立てなければ 姑息の 仁と なり、 又は 聚斂の 災を 開く に 至る。 何と なれば 我 

が 法 を 施して 領 中の 一 村復與 すれば、 村內 生育 安くして^ 苦な きに 至る。 隣村 爭 うて 之 を 行 ひ惰農 

改まり 勸 農の 道 開けて 牧納埒 益す るで あらう。 藩 臣之を 見て 牧納增 益の 由來を 考察せ ずして 增租の 

時期 至れり とし、 取て 以て 國用 となす、 年々 この 貢租 徵 せられて 民力 再び 減退に 至ろ、 これ 君臣 聚 

敛の 意な くして 知らず 識らず 聚斂に 陷ろ 所以で あろ。 領民 は國 中の 富 盛 一 に 君 陵 の仁惠 なりと し、 

之に 報 ゆろ 爲に 衣食 を 節して 貢稅 をな す、 上下 共に 增す 所以 を 知らず して 衰 貧の. 道に 陷ろ。 是れ仁 
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術 を 下して？ 區 亡せ しむろ もので あろ。 この 故に 我が 道 S 本 を 立て ある 後 施すべき もので 

あろ。 國の分 度 立た ざろ 時 は、 百度 之 ft ふといへ ども 其 請に 應 じない ので あろ。 

今 相馬領 中の 衰廢を 擧げ、 萬 民 を撫！ H せんと 欲すろ ならば、 旣往叙 十 年の 貢稅を 調べて 盛亵を 平 

均し、 中 ^分 ま 立て i 分 拿り、 永年 分 度に 準じて 議し、 如何 sis? すと f 分外の 

歲 III I とし 5§ 恤の 度と f ねばならぬ。 この 木 i 立す る 時 は 始めて  一 S 

興 筏し、 また その 次の 一 村に 及ぼす ので ある。 然る 時 は 國中何 萬の 租稅 を增 したりと て 下民 潤 助 ひ 

资源盡 きず、 國 家の 衰弊 悉く 擧り、 往時の 盛大に 筏す ろ こと 疑ない、 是 我が 仕 法の 根元で あろ。 お 

に 國家再 盛、 萬 民 安泰 を 期す ろに は從 前の 牧納を f 查し、 この 本源 を 確立すべき である。 

ま t ぶの 如き 治 術 は 君 侯 親ら 行 ふべき を 任と する。 君 侯の 命 を^け て その 任 を 行 ふ もの は大 夫で 

ある。 君命 を 受けて 政令 を 布き、 上 君 侯 を 補佐し、 下領， お を安撫 すろ ものである。 若し 國家永 安の 

道 を^かん とならば、 君 侯 親ら 聽き給 ふべ く、 遠路 不可能と ならば 一等 を 下して 大夫來 つて 道をォ 

むべき である。 郡 代は國 政み」 行 ふ 任務で ない、 假令我 W 會 して 之を敎 ふると も、 國政赏 行 上 技倆の 

おし 〕 様 もない。 速に 國に 歸り國 政の 本源 を 定めら る" を 以て 筏 命すべき である。 天分 自然の 平均 分 

度 明かに 立って 君臣 共に 之 を 守らば 國 家の 再興 は 難き ことで はない。 唯今 一條 氏の 問 ふ 所 は、 郡 村 

の衰 廢を變 ひて 之 を復與 すろ ことの 難き を 以て 之に 處 すろ 封 策 を 聞かれた ので あろ 力 我數 ，フ" に 


して 比類な き衰 量の 村 を 再 盛に した。 故に この 道 を 移す 時 は、 何 國の難 村な りと いへ ども 再興す る 

であらう、 唯 國の分 度 を 立て A 之 を 守り 給 ふ 事の み^だ 難き ことで あろ。 苟も 分 度 明確な ろ 時 は^ 

邑 を 興し、 寓民を 安泰に すろ 道 は、 水 を 高き より 低き に 下す が 如き もので あろ。 然れ ども 奥州と 野 

州と 遠隔の 傅 聞 は、 事 實の贯 通 難く して 衆人の 疑惑 も 亦 多き ことで あらう。 故に 先づ領 中の 一 村 を 

全く 舊復 して 贵 覽に備 へられ、 國內 上下 之 を 熟 a して 可な りと すれば、 何れの c3 にも 施し 得べき で 

. ある。 幾 百 S と 雖も道 は 一 つで あろ。 若し 一 村に して 不可なら ば 之 を 止めて 可な りで あろ。 一 金の 

用 費 を 出さず して 國家再 復の道 を 講ずろ を 試みられて は 如何と 思 ふ。 贵藩 上下 艱難 を盡 して 阈家^ 一 

舆の道 を 行 ひ、 來 つて 方途 を 求められ、 然 かも その 情の 切なろ に 感じて 已 むこと を 得ず して 以上の お 

事を吿 げろので あろ。 國に歸 つて 君 侯、 大夫 以下に 之を吿 げられ よ、 上下 可な りと 稱 せら ろれば 道 ， 

も隨 つて 行 はれろ であらう、 不可な りと なさば 行 はろ べき 道现 もない、 その 本元の 定まら ざろ に 面 

會 すろ 必耍 はない。 互に 益な きに 面會 すれば 却 つて 憂の 種と なろ であらう」 

と。 富 田が この 首 を 一 條に傳 ふると、 先生の 深き 盧に 感じ、 然 らばと て ^ に 國に歸 ろ ことと なった。， 

先生 依て 贈 品を緣 なしと して 返され、 一 條 は滯留 五日に して 歸國 した。 

後日 富 田 は 先生に 封し 面會 謝絶の 萬 意 を 質し た 所、 

「これ は 相 馬 は 君臣 共に 仁 惠を行 ひ、 その 國を與 すに 心 を 川ゐっ A あろ も、 我が 道を閗 くこと は^ 


一 476  — 


きもので あろ。 今 一條 を 遣し 來 らしむ ろ は 可否 を 試みん とすろ のみで あろ。 誠に 之 を m ゐん とする 

もので はない。 若し 余 之に 面會 したならば、 道 SS を 譲 しない では？ ぬ。 道 I じて 一 條 

感激し なければ それでよ いが、 若し この 法に 感じて 歸國 すれば、 頻りに 當方 仕 法 2SS ろで あ 

らう、 お. 呈 n 唱 へても 上下の 疑念 は 依然た ろ ものである。 群臣 は 一條 を 嘲り、 一條 益々 群臣 を 以て 现 

に 明かなら ずと なして 之 を 歎息し、 志の 貫徹せ ざろ こと を 憂 ひて 引退の 心が 起る であらう、 群 ぼ も 

亦 不平 を 以て 一 條を 退かし めんと すろ であらう。 理の 決すろ 所 無罪の 人 を陷る A に 忍びない からで 

あろ。 我面會 を 許さなければ 一條 は 却って 余 を 指し 5 を 知らず となし、 國 家の 大事 を 問 ふに 足ら 

ずと いふで あらう。 然ろ時 は S 相 求め、 當 方の 非 をい ふ もの 相 投じて 一條の 一 身 をして 霧なら 

しめ 得ろ であらう。 故に 面會せ ざり しもので あろ」 

と。 富 wnl く 

「然ら -ま 相^ こ 道の 行 はる A こと は 到底 不可能 事で あらう 力」 

と。 先生 曰く、 

「誠に 道の 行 はるべき 時節が 來 らば 必ず 大夫來 つて 道 を 問 ふで あらう。 然るに 郡 代 をして 來 らしむ 

ろ 位で は、 未だ 時期 到 來とは ー百ひ 難い。 若し 我が  一 I 聞いて 國の分 度 を 立つ ろに 至らば、 是ォ £ 

ち 與復の 時期 s 到來し S であろ。 浩し 一 同が 2 以て 無 f りと すろ 位なら ば國 塞す こと は m 


來 ない。 今 逢 は ざろ は 一 條の 無事 を 欲しての み、 吿ぐ ろに 仕 法の 大體を 以てすろ もの は阈 君の 問 二， 

答 ふるのみ」 

と。 富 田 等 犬に その 遠慮 を 感じた、 栗せ ろかな 數 月を經 過す ろ も 再び 道 を 求む ろ 便り だに なかった。 

先生 曰く、 

「枭 して 我が 見ろ 所に 差はなかった。 これ 時期が 未だ 至らない からで あろ。 赏に危 いこと であ つ 

た、 若し 一 條に 遭へば 彼 は 今頃 引退 かも 知れない」 

と稱 せられた。 野 州に 居て 奥州の 事 を 知ろ 掌中の 物 を 指す が 如くであった。 

s  gmls 接， 天 保 十三 年 八月、 先生 幕 命に より 出府し、 同月 廿 四日より 江戸 ^町  一 丁：：； ぬし ゃ吉 

兵衞隱 居屋に 居り、 諸方に 往來 しつ i あつたが、 その 丸 月 二日、 相 馬 藩 家老 草 野 半 右衞門 正辰來 り、 一 

相 馬 藩 御 趣 法に つ き 懇願した き^を 以 て 面會し 、 夕刻 歸 つた。 

草 野 は S に 一條 を 遣した 程で あろから、 道 を M かんとす ろ 熱望 者で あつたが、 常 W の ^ 務も繁 く、 

野 州へ は 遠路で も あり、 直接 懇願が 出來 なかった。 今 先生が 在府と 聞き直に 而謁を 求めた が、 先生 も 

幕府 登用の 前後で あり、 匆忙數 月 農々 之を辭 つたが、 草 野 も 亦 幾度と なく 懇願した ので 終に；^ ^する 

に 至った。 

草 野 曰く、 


「旣こ 久しき 前より、 先生の 御高 名 を 聞き 敎を 受けた しと 熱望して 居た が、 今日 愚 誠 を 察して 御 面 

食 を 1 れ たの は實に 幸で あろ。 我秦相 馬 領藝來 艱難 甚 しく、 巾 古元祿 年間に 比すれば 人 S 

華ろ こと 憂 人餘、 牧納 S ずる こと 十 萬 簾、 領中 大半 荒 蕪に 歸し、 借財 山 溝に 亡國に 瀕せ 

りと も稱 す. ¥ であろ、 先君 s、 文化 年中 大 sf 行 ひ、 舊 f 革め、 高 六 萬 石の 所 を as 

萬,. コこ成 じて 國の 本源た ろ 望 再興に 努力す ろ こと 三十 年、 其 25 に 至らず して 天保兩 度の 疆 

こ 遭 ふ。 我 旣に頹 齢に 及び 志願 S すろ 能 はずして 8 すろ のみで あろ。 善 凡 席に して 國 家- S 

の 道 こ 明かなら ざろ が爲 であろ。 然 ろに 先生 讓廢 亡の 地 塞げ、 百姓 を 惠恤し 之 を 安 f ろ 事 全 I 

く 意の 如くな. ら-ま はない。 景 8 澤 遠近に 及 fs に不 疆 g す 所で あろ。 是非 一 

御高 敎 により 衰國 復興の 志願 を 達成し、 上下 安^の 途を犸 たい」 

と。 先生 之に 答へ て 曰く、 

「我 素より 農家に 育ち、 極貧の 間に 生長し、 艱難辛苦 唯 祖先の 一 家 を 再興 せん ものと 志した が 先 

君の 命に より 野 州宇讓 の釆 sg する ことと なり、 ？ろ こと 三年に 及んだ が 許されな いので 

巳む を 得ず 彼 地に 至り、 数十 年 S て 漸く |の道 は sfi であろ が、 ま S 功で もな 

い。 然 ろに 隣國の 諸侯 この 仕 法實施 塞？ て 止まず、 I すろ も尙 求む ろ こと 再三、 終に 再 復の方 

法に つき 少 しづ il 敍 ベて 相議 ろに 外なら ない。 今 I 烈な SS 承ろ が、 一 々霊に 應ず 


ろ餘暇 もな く、 先年 一 條 氏の 樱 町に 來られ た 時已む を^ず 一 言した 様に、 大體の 趣^ を 御 話す ろ 程度 

の 外に 唯今 は 致 方がない。 さて 國 家の 政道 は 多岐 多端の 如くで あろが、 之 を 要すろ に 取ろ ことと ® 

す こととの 二つの 外 はない ので あろ。 この 二つの 外に 何事が あろ か、 盛袞 安危 もこの 一 一事の 方策 如 

佝 にあろ。 存亡 禍福 も 同様で ある。 而 して^^ 多く は 邦國の 盛^ する 所以の 根元 を 察せず、 何を以 

て か 其衰弊 を擧げ 得ん や、 何と なれば 取ろ こと を 先に すれば 阈袞 へ、 民^し、 怨望 起り、 袞弱ぉ ま 

ろ、 甚 しき は 國家倾 覆 亡滅の 大患に 罹る ので ある。 若し 施す ことな 先に すれば 國盛こ 尺 豊か こ、 人 

民 之に^ し、 上下 富饒 にして 百世 を經 ろと 雖も、 國家 益々 平穩 であろ。 聖人の 政 は 仁澤を 施す 事 を 

W て 先^と し、 敢て 民に 取ろ ことに 心 を用ゐ ず。 之に 反して 喑 君 は 取ろ こと を 光と して 施す こと を 

憇む、 この 一 一 者 を 比較 すれば 治平と 暴亂 との 由て 起る 所以が 明かで あろ。 

今 相 馬の 政道 は、 施す こと を 先にす ろか 取ろ こと を 先にす ろか、 苟も 取ろ こと を 先務と せば、 VT 

寓の勞 を 積み、 百年の 辛苦 を盡 すと 雖も 決して 中 與再復 の 方途 は 完成す ろ もので はない。 节し又 施 

す こと を 先務と せば、 與國の 道 決して 難事で はない。 大凡 大 下の 生物 無量な りと 雖も、 血氣 ある も 

の 施 與の道 を 厚く して 悅服 せざる もの は あろまい。 

田 を 作り 食 を 求めて 施せば、 命 あろ もの 皆 服 すらむ。 

草木と 雖も 之に 與 ふるに 糞 培 を 以てすろ 時 は、 快然悅 服の 色顯 はろ。 鳥 獸蟲魚 人 を K れて 1 ろ A も 
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の は 我 二 取らん とすろ 心 あろが 故で あろ。 若し それ 之に 與ナに f 以てすれ. I ち悅 服す i ベ 

領民の 如 5S 爲にま を輕 んじ藝 U る あで あろ。 君 之に 食 を 5 る 時 I 發霄の 

爲こ ¥i 明かで ある。 故に 5 ろ S 霞と？、 取ろ 時 は 仇 f なろ。 獨り 82 與 へずし 

て 服す ろ 道 S ない。 與 ふろ 時 は 堯舜の 民と なり、 取ろ 時 S 紂の 民と なろ。 然 ろに S 民政 ま 

る こ 貢 f 取ろ を 以て 先と し、 與 ふろ を 以て 後と すろ。 與へ ざれば 領民の 生計 安泰なら ず、 蟹 闲乏 

すれ. ま 倣 僻邪肆 至ら ざろ 所な く、 終に 貢稅 減少し、 土地 霞して 上下の 大忠 となる。 與 ふること を 

先 こすれば 人民 その 生計 を 安んじ、 業|み 土地？ に 開け、 生 財窮 ろ ことなく ass なし 

このな こ slf 明かに して 之き 施す る を 政 f 知る ものと なす。 我廢亡を 開き 餘澤 他 邦に 

及ぶ もの は 決して 他の 理由 あるので はない。 唯與 ふる をき としたから であろ。 相 馬 はたと ひ S 

なりと 雖も 犬に 仁澤を 施し、 下民 を 撫育 すれば 決して 再 役し ない こと はない」 

こ。 草 野 n く、  ，£ 

「誠 こ 先生の § 古今の 仁 道で あろ。 政 を 行 ふに こ の 本 fs なければ、 國 S 永 安 決して 疑な 

きこと である。 而 して 領中 SS 歩の 荒 地 I 零ろ の 方法 は 如何に すれ 1 せられる 力」 

と 「凡、 ，細 裏んで 廣大 をな す は 自然の 道で ある。 譬 へば 犬 下の 耕 田の 如き、 そ § きこと 善 萬 


町歩 あっても、 春 耕秋牧 一 畝も餘 すなく 處理 せられろ が、 これ 唯 一 鍬 一 鋤 を 重ねて 耕し、 一 縑を重 

ねて 刈り 牧 めら れ ろの みで あろ、 されば 荒田廢 地の 開發 も、 一 鍬 一 鋤の 功 を 積んで 怠らなければ 決 

して 難事と する に 足らない。 本 來荒地 を 開く に は 荒 地の 力 を 以てすろ を 道と すろ。 荒 地の 力と は 何 

であろ かとい へば、 一 反の 荒 地 を 開く に 金 一 兩 を 以てし、 その 開 田より 得た ろ 一 石の- 2::!: 程 か を 銑 

作 費と し、 何程 か を推讓 して 之 を 以て 荒 地 開 m 料と し、 毎年 之 を 重ねて 順次 開墾 を 行 ふ 時 は、 特別 

に 費用 を投ぜ ずして 何 萬 町歩 にても 開き 得べき であろ。 たと へば 糜米 一 石 中 五斗 を 謎って glm: すれ 

ば、 六十 年間に 二十 四 億 町歩 を 開墾し 得べき であろ」 

と。 草 野犬に 感じ、 厚く 敎示を 謝して 歸 つた。 草 野 退出に 際し 感歎して 曰く、  • 

「我壯 年より 今日に 至ろ まで、 阈家 を： 冉與し 人民 を 安ん ずろ が爲 に、 身命 を拋 ち、 肺肝 を盡 すと t 

も、 志の 達成せ ざる ことのみ を憂盧 しつ A あった。 然るに 圖ら ざり き 野 州に 斯の 如き 傑出の 仁者が 

在った。 この 人 を 知らず して 數十年 空しく 心 カを勞 せる こと 遣憾の 至で あろが、 幸に この度 而會を 

得て 我 赤心の 徒 勞に歸 すろ ことなき を 得ろ ことと なった。 今後 は 徹頭徹尾 先生の 道 を 相 馬 二 開き、 

その 規範に よつ. て 再復を 計ら ぱ、 與復永 安の 道 疑な きを 信じ、 我斃る A とも 始めて 安ん ずろ こと を 

^て 心中 愉悅 極り なき ことで ある」 

と、 時に 草 野 年 七十 四、 希代の 忠臣な りと 人々 之に- is じたと いふ。 先生 亦 曰く、 
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「我甞 て 草 野の 忠誠 を 聞いて 居た が、 今一 面して 其 人 直る に、 內誠 直にして 外 温和、 更に 度 1廣 

大、 識見 高遠であって、 我 首 ふ 所 直に 水に 投じて 融合 莨 通す ろ 如く、 早く 旣に之 を 知れろ が 如き ィ 

様であった。 な 見 ある 人で なければ 能 は ざろ 所で あろ。 此人 ありて 國政を 執り、 加 ふるに 我が 道 を 

^て すれば、 相 馬の 復與は 難き ことで ない」 

と 歎賞した。 

三 相 馬 藩の 評議と 仕法寶 施の 決定 

. ィ 草 野 上 言 ま那の 制度に 學び たろ 覇道 的 政治 形式 を 改め、 支那 式 形式的 王道の 政治に 復す ろす 

ら 困難で ある。 況んゃ 報 德樣式 を 以て 日本 精神 を 表現す ろ 政治 形態と なさん に は、 數千 百年 來の 政治 

擧の あろ. 部分 を改 刪せ ねばならない。 これ 報德仕 法の 前面に 展開され たろ 荒野の 情景で あろ。 草 野 は 

先生に 一 謁して 仕 法の 概要 を 聞き、 大に悅 び 年來の 志願 達成 この 道 を 措て 外にな しと 深 思 熟慮し、 先 

づ 根基 を定 むろ 必耍 ありと し 之 を 君 侯に 言上して 曰く、 

「相 馬上 下 艱難 旣に 久しく、 先君 犬に 之 を 歎き 給 ひ、 文化 年中 大 改革 をな さ しめられ、 臣等不 背な 

りと 雖も 先君の 憂慮 を 安んじ 再 復を圖 るに 全力 を 致した が、 不 德短才 にして 志を遂 ぐろ 事 能 はずし 

て旣に 老衰し、 此の 如くに して 時日 を 過 さば、 志願 半途に して 委任の 命に^ き、 素餐の 罪に 陷 ろな 

ら^と 赘夜寸 陰 も 心 を勞せ ざろ い ない、 君 侯 先君の 仁政 を繼 ぎ、 專ら節 儉を盡 し阈^ を忠恤 し、 


再 盛の 道に 心 力 を 盡し給 ふこと 斯の 如くに して その 事 未だ 成ら ざろ は、 一 に臣等 不才の^で あると、 

世々 の 君恩 を 謝すろ 期な きを 歎きつ A あった。 然 ろに 一 ー宫 とい ふ 哲人が あって、 衰國 役與の 事に 成 

功し 甚だ 高名で あろ。 先年 一 條を 遣して 野 州に 至ら しめたが、 眞の 大德を 知ろ に 至らず、 最近 幕^ 

は 二宮 を 採用して 江戶に 在る を 以て、 幸に 之 を 訪問して その 說を 聞く を 得た 所、 H< 地 萬 物の 现 より 

阈家 盛衰の 根元、 治阈 安民の 大道 を說 くこと、 资ぶ として 流水の 盡ろ ことなき が 如く、 外^ n を 驚 

かし 內 心魂に 感動す。 誠に 傑出して 席 人の 窺 ひ 知ろ べきで ない。 臣之を 古人に 求む ろに、 獨り 周の 

大公 望の みその 倫と も稱 すべき か、 現代 近國野 州に 斯の 如き 賢者 あらう と は 思はなかった。 古今 論 

說の 勝れた ろ もの は あろが、 その 實施 事業に 至って は 通例 論ずろ 所に 如か ざろ を^と すろ。 然 ろに お 

一 一宮の 事業 は、 衰國を 興し 貧民 を惠 み、 麋 地. を擧 ぐろ こと 幾千 萬、 その 敎 導の 及ぶ 所、 木の 風に 一 

縻 くが 如く、 到底 事實は 口述の 及ぶ 所でない、 大德 でなければ 決して 斯の 如き を 得ない ので あろ。 

今 君 侯禮を 厚く し 之を師 とし、 その 敎を 受け 、之に 依頼す ろに 國 家中 興の 業 を 以てせら る .1 ならば、 

富阈 安民の 成效 遠き にあらず、 今 この 人 ありて この 道 を 聞く こと を 得ろ は、 誠に 先君 以來千 辛 萬 苦 

を 盡し給 ひし 果報に して、 至誠 天感空 しからず と 謂 ふべき であろ。 臣是を 速に 一一 H 上す、 ^ はくば 之 

を 慮り 給へ」 

と。 相 馬充胤 侯大に 悅んで 曰く 
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「予義 して 以來、 父君の f 遂げ、 圃弊 8 め、 百姓の 艱苦 I き、 古の 盛時に 復 すろ ことの 外 

こま， 考 へない、 諸臣 肺肝 を 碎き予 を 補 作して この 事 を 全く せんとす ろ數十 年、 予は 諸臣の 忠節 を 多 

として 居ろ。 今 ま i. 二宮の 賢 を 知って 之に 國事 を依賴 すれば 宿願 成就 疑な しとい ふ。 誠に 汝の霄 ふ 

如くならば 得難き 偉人で あらう、 速に 予が侖 を 以て 在國の 諸臣に 達し この 事業 を擧げ よ、 諸事 汝に 

一 任す ろから 宜しく 努力せ よ」 

と。 草 野 かに 感激し、 直に 筆 を 執って 二宮の 高德誡 意、 實 施成鑌 及び その 所論 を 詳述して、 國ず^ 役 

依頼の 君命 を傳 へ、 在國の 家老 に 贈った。 文章 丁寧 讀む もの をして 感動 措 かざらし むろ もの 

であろ。 而 して 在府の 諸臣に i すろ に 二宮の 非凡 大 f 以てした。 草 野 一面 會 にて その 賢な ろ を 明 

辯す ろ 眼光 實 に 得難 t ので あるが、 S5 或は 信じ 或は 疑 ひ、 私語して 曰く 「家老 Is き I 

甚だ 過ぐ、 今の 世 果して 大公 望 あろで あらう か」 と、 嘲け ろ もの すらあった。 草 野 之 を 知って 而 して 

咎 むるな く、 自ら 責めて 曰く 、「二宮の 才德ー K 語に 盡し 難し、 然 ろに 面接せ ざろ 以前に は 我 身 さへ も 惑 

ふ 所が あっち 沉ん SHSSfe く 所 を 聞い S みで あろから、 彼の 大ま 信ずろ ことの 出來 ない 

の は常然 であろ」 と。 

口 相 馬の 評議 容易に 決せず 是に 於て 諸 臣に轺 介す ろ こと 尿ズ にして 益々 深切で あろ。 M くもの 

数十 度に 及びて 漸く 言 C ものが 出來 た。 これ 舊に囚 はるべ か 故で あろ。 時に 在 國の池 S 中 村に 


於て 草 野の 書翰 を披 兌し 大に 悅ん で：：： く、 

「我遙 に 先生の 髙德を 聞き、 之 を 慕 ひ、 一度 野 州に 至って 敎を請 はんと 欲すろ も 未だ 時 をお ず、 一 

條 をして 國事を 問 はしめ たが； 容をも 得ず、 穴 t く S た。 然るに 今 草 野老 人 先生に てこの 

書翰 を 遣した。 阈 家の 大 幸で あろ。 我！： 役 興の 大業 を 二.：：，：： に 依頼せば 積年の 熱望 必ず 達成し 得ろ で 

あらう、 速に 群臣に 示し、 上 君 意 を 安んじ、 下 百姓 を 撫育 せんこと この 時 を 失 ふべ からず であろ - 

と、 直に 有 f 集め て 書狀の 意$げ、 良法の 所以 I 明し、 且 1SSJ 依頼 せんこと を 協 

讒 した。 群 ぼ！！： く、 

「君 象 世々 この 邦 域 を 治め 給 ふこと 旣に六 百年、 盛衰 ありと 雖も 遂に 他の 力 を^り ず、 天明^ 來衰 

弱 極まれり とい ふと 雖も、 君臣 上下 艱難 を盡 し、 下民 を 撫育し.、 廢地を 開き、 來民を 招き、 滞洫を 一 

浚へ 用水 を 通じ、 年々 戶 數を增 し、. 頗ろ 難局に 虚し 耠ふ もの 實に 君大夫 以下の 努力に あろ。 たと ひ 

二宮 拔 群の 才德 ありて 亵 村を與 し、 農民 撫育の 術成效 したと 稱 すろ も、 それ は 世間 不成な の， In 緖こ 

丄 t て 勝れろ とい ふに 過ぎない であらう、 常 相 馬 領從來 の 治績に 競ぶ ろ 時 は 果して 如何、 却って 如 

かざろ ものが あろで あらう、 且 その 事 銃の 傅 ふろ 所 甚だ 疑 ふべき ものが 多い。 

^1 に.、 一身 を 諸人の 爲に拗 ち、 艱苦 を盡 して 他人 を葸 むこと 子の 如しと いふ、 數 千年 前の 古聖 

資の行 は、 己に 勝つ を 以て 主として 居ろ。 恐く は斯の 如き 意で あらう。 My の 人情 は 私欲の み 盛で 
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ある。 今の 世に 當 つて 聖人 有りと いふ も 人の 信ずべき ことで はなし 

^二に、 他 國の衰 廢を與 さんと すろ に、 弒金 として 其 始に財 を^り 事を發 すと いふ、 素より 贫國 

の 中に 財 を 生じ 富國 となす の 良法な りと すろ も 何故に 種 金が 必要なる か、 また 當相馬 は 困^ はして 

居る が、 國家を 興す に 僅々 仁ろ 種 金 を 出す こと も 困難で ない。 然るに 二 ^は その 始に米 金 を 種 金と 

して^り 人れ ろと いふが、 是は 取らん とすれば 先づ與 ふろの 類で ないか。 

第三に、 野 州 隣國の 諸侯 多く 國政 を^ね たとい ふが、 窮國が 艱難に 迫ろ 時 は、 後年の 善惡を 慮る 

に 暇 あらず、 E 前の 人 財 を 以て 1 時の 困 迫 を 補 ふを悅 ぶ、 當國の 政 はこれ に 傚 ふ 必要 はない。 一 且 

之に 政 を 依頼し、 若し 不成 効に 終らば、 却って 阈弊 となり 後世の 憂 ともなり、 殊に 恥辱 甚大に して 

夭 下の 笑と なろ であらう。 

また 聞く 所に よれば、 幕府 は その 贤明を 知って 舉 用し 給 ふに あろと、 古來 肘に 常め る もの は 財力 

を^て S  二 出で、 名 を 求む ろ もの も少 くない。 必 しも 幕府 登用 を 以て 贤者 なりと すろ こと は出來 な. 

い。 なに 我 政治 は舊 政に カを敲 し、 ^道 を 守って 以て 功 を 積まば、 假令 成功 は遞 しと 雖も 必ず 過な 

きを 得ろ であらう。 若し 虚名に 惑 ひ 网政を 委して 大過 を 生じたならば、 悔と雖 も 及ぶべからず であ 

ろ。 草 野犬 夫 は 性 g にに して 實直 であるから、 1 H; その 辯 巧に 惑 ひて 頻に赏 歎せられ ろが これ 高 

鈴の 故で はなから うか」 


と。 池 W 之 を M き 諸 臣を蝨 して 闩く、 

「各々 の 疑念 一理 あるが 如くで あろが、 其の 事業 を實 見せ ざろ が 故に、 疑惑 度，， 過ぎたり と^すく 

きものが ある。 それ 大久 保忠| ^下 S 權に して 環の 評 高く、 藝公 I とし 5 に 出で 

ず 天下 その 餘澤を 被ろ こと 少く ない、 この 君の 明智を 以て 齒 より 雷し、 委任す ろに f の衰 

fesf 以てし、 翁 i す I 俟 つて 小 田？  S 石の 政 I 任せん とせられた、 その 事 ま . 

菜さなかった が 野 州の 功業 は旣に 全く、 餘澤 隣國に 及び、 良法 を 下す 所 一つと して 功^ あら ざろ ま 

ない、 終に 囊の顚 末 上^え て 幕府に 召された ので あろ。 決して 挈の疑 ふ 所の 如き もので はな 

I 若し この 人の 事を疑ぅ て 調査 すれば、 單に疑 ふべき ことのない のみでな く、 却って 大こ J の ^ 

存 すろ 所 を 發見 すろ であらう。 昔囊 の讓， ^むる や、 そ. の 賢人 あろ こ 急 g く 5、 それが 卑 f 

賤の 匹夫であって も 之 IM して f 讓り、 或は 宰相と して 天 下の 政 を？ た。 今 i の 賢 を， 

て 之 m  、、^再 與 I 賴 せば、 之 I 侯の 薦 とこ I ひ 得れ ども 何の 恥辱な どよ！ ン 

ズ 0 そ 。の 。ふ 時 は f  ^  "」 い^お 1。 か い^ S いいきい ko 位。 あ で、 る 。時 。は。 功 

I す こと S 來 ない、 過って 不肯 I ふろと いふ ま、 君 明かに i あらば 讓 の 將來皇 ふる 

の 要はない。 試みに 一  一 一 f 與復 すろ こと まねて その 仁術 如何 I ろに 如く はない、 何ぞ 徒に 遠 

跻を 隔て A 疑惑に 日 を 送ろ 事を是 とすろ か、 草 野 老人 度量； 識見 常人に^ 趑 して g ろ。 石 を 以て 玉と 
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すろ こと は あろまい、 速に 君命に 從 つて 依頼すべき であろ」 

J。 群臣 容易に 服せ ずして 曰く、  _ 

「某 等の 論ずろ 所 は 一 個の 私で はない。 國 f して 過な からし めんと すろ 2 であろ。 $0  i 

ほの 二 執政 是非 この 事 i 行 せんとな らば、 我等の 微力 は 之 を 止む ろ こと は 出來 f  fl 

服せ ずして 雷同す ろ こと も出來 ない。 强 ひて 一 mi  > ならば、 意に 服せ ざろ も 

の を 退け 餘 人に 命じて 然ろ 後實行 せらろ 气 かよい。 我等の 關知 する 所ではない」 

と。 池 田大に 笑って 曰く、 

「諸子と 共に 國ま 憂 ふろ こと 三十 年、 今 良法 塞て 行 はんとす る も、 阈 家の 永 安 を， 力 故て S 

, ろ 。積年 忠義 を 達く 所の 諸子 を 退けて y て 事を擧 げんと すろ は 決して 我が 本心で カレ  一 f 子〜 )- 

それ 程まで こ 堅く 主張す ろなら ば、 今 曰- I の II に 草野老 に 報ずろ ことと すろ I  "し 自ぼ 

二宮の 非凡の 明哲な ろ こと I じて 疑 はず 、^人に より 再興の 仁術 S ば、 謹 Is 大に 役す 

る こと # 年？ 期して 待つべき であらう。 然 りと 雖も BS 疑惑 未だ 解けず、 强ひ てこの 事 を 伏 

行 せんとす れぱ舊 退去の 憂 I れ ない、 巳む S ず說 5 重ねて 心服 I ち、 管 後續 すろ こと 

とすべき である。 善$ むろ こと 速 かな If すれぎ、 挈の 服せ ざろ は S 至 I ろが 尋 

あろ」 


と。 こ A に 於て 辯 論數 日藩廳 はこの 議に沒 頭した が、 衆 疑 散ず ベく して 未だ 融解せ ず、 池 田衷、 いとな 

憂 ひつ A あつたが、 江戸に 於て は 草 野 老人 池 田の 書翰 を披 き、 衆 疑紛々 として 決せ ざろ を 知り 弒 じて 

闩く、 

「嗚呼 これ 何の 怪 むべき ことで もない。 古來 百世の 計 を爲す もの 凡 席と 共に 計ろ べきで ない。 逮入 

を 知ろ もの は 其の 智聖 人に 至ろ もので なければ ならない、 賢 を 知ろ は贤 者で なければ ならない。 八ス 

1  一^に 一 毫の 私心 はずしない、 萬 民を惠 むこと 萬 物 を 生育す ろ 所の 大法 を 以て 法と す、 決して 平^ 

り もの A 慮り 知ろ 所ではない。 疑惑 元より 當然 であろ。 然して 池 田 諸臣の 心服 を 待って 事を爲 さん 

とすろ は 萬 全の 道で は あるが、 これ を 待つ のみに て は 必ず 機 會を失 ふで あらう、 文化 改正 以來 三十 お 

年， ^既に 老 極に 及んだ。 然 ろに 先生に 遭うて 國象 再興の 明瞭なる 道理 を 聞き、 これ を 行 ふに 一 日 一 

の 後れ を 致さん こと を 惜しみつ A あろ。 凡庸 疑惑の 氷解 を 待た ば、 日暮れて 路 遠し の譬の 如くで あ 

ろから、 決して 遲 疑して はならない。 早々 良法 を 依頼すべき であろ」 

と、 直に 筆 を 執って 池 田に 書翰 を 送った。 その 耍略 報德 記に 見 ゆ。 

_  ^家の 大業 を爲す こと 衆人の 意昆に 從ふ時 は 必ず 之を遂 ぐろ こと 能 はず。 ：F- となれば^ 人の 兑ろ 

所 は 千里の 遠き に 及ばず、 且人を 計ろ に 己の 心 を 以て 度と せり、 何ぞ 賢者の 心 公に 在て 一毫の 私 を . 

生ぜず、 百姓 を 安 ぜんとして 我 身 を 忘ろ ュ の 至誠 を 察すろ こと を 得ん や、 然 らば 則 今一 一お の 事 を M 


き 疑惑 を 生ずる もの 亦宜 ならず や、 元より 其 賢なる こと を 知ら ずん ば 何 ぞ 猥りに 可否 を 論ずろ こと 

やまん、 然して 疑惑の 故 を 以て 身 を 退く と雖も 同意せ ずと いふ もの は、 是 自己の 見 を 立て 國家永 安の 

笾> 拒ぐ ものに あらず や、 國の中 輿 を 拒が ば、 假令 積年の 忠勤 ありと も、 今 は 之 を 不忠の 臣と いふ 

べし。 不忠の もの を 退け 賢 を用ゐ ざれば、 何も 以て 六十 年 餘の衰 國を擧 ぐろ こと を^ん、 諸 臣の進 

S1 君民より 曾て 貴兄に 任じ 給 ふ、 速に 事 を 決し 君 家の 大幸を 開く こと 常 今の 急務な り、 若し 衆議に 

饯 つて 獍 豫を懷 かば 大事 斯に廢 せんか、 國家再 復の道 は 群臣に あらず して 贵 兄の 一 心に あり 云々。」 

斯の 如く 書 を 贈り、 なほ 十月 十七 日、 十一月 十一 日、 同 十一 一日 等^々 先生 を 訪ねて 國 の衰廢 百姓の 困 

乏を 述べ 再 盛の 道 を 問 ふこと を 努めた。 而 して 先生 元より 容易に 廣く 交り を 許さない から、 相 馬 藩 a 

の 群臣に 聽 かしむ ろ 事が 出来ない。 依て 勘定 方 以下 を從 者と して 伴 ひ、 別^に あらしめ て 窃かに 高論 

名 1 を 鬼れ 聞かしむ、 是に 於て. 江戸に 在ろ もの は 先生の 說に 感動す る ものが 多くな つた。 

草 野の 書 狀は中 村に 達した。 池 W 之 を a て 大に悅 び、 役所に 詣 つて 諸お 司に 謂って H: く、 

「諸子の 異見 具に 江戸に 達した 所、 卽ち 返書が 到來 した。 各々 之 を  一 a して 再び 異見 を 述べられた 

し」 

と、 有司 之を讀 み、 色を變 じて 敢て ！ 一 百 を發 すろ ものがなかった。 池 W 闩く 

「今 君 侯 將にー HS の 道 を 行 はんとして 草 野 之が 爲に盡 力し つ： めろ この 通りで あろ、 自分 も 亦 意 
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であろ。 然れ ども 阈 家の 再復は 大業で あろ。 よく ニー 人の 力の みで 爲し ^ る 所でない。 一藩の 衆悉 

く 力 を 協せ て爲 すに 非れば 成ろ もので はない。 草野旣 に^-老い、 一 曰の 後れん こと を薆 ふる は 忠誠 

の 致す 所で あろ。 然れ ども 衆議 決せ ざろ 時 は 永久の 道 は 行 はろ べきで はない。 諸子 異見 あらば 遠慮 

なく 發首 せられよ.」 

と。 是に 於て 有司 再び 協議した が、 依然として 不可 を 論ずろ ものが あって 決定に 至らなかった。 君 侯 

之 を 聞き 給 ひて 草 野 を 召して：；： く、 

「凡そ S 前の 事 だ も 猶ほ遲 疑 を 生じて 決し 難き は 凡人の^ 情で あろ。 今 百 里 を 隔て A 以て 一 一宮の 深 

遠な ろ 道理 を傳へ 聞く ので あるから、 尙更 能く 理解す ろ ことが 出來 ない ので あろ。 國の& 治 は汝と 

池 W とに 一 任して ある。 速に 池 を 呼び寄せて 一 一宮に W. 锊 せしめ、 然して 後 この 事 を 決せよ」 

と 命ぜられた ので、 草 野 は 直に 使 を 遣して 君命 を 池 に傳 へた。 池田卽 ちお 爐 出府した、 君 侯 召して 

IE  く、 

「汝を 呼び寄せ たの は 別事で ない、 二宮 は 古聖 賢に 恥ぢ ざろ もので あろ。 袞國を M へし 百姓 を 撫恤す 

ろ こと 至れり 盡 せりで ある。 我阈の 再興 を 以て 二宮に 委任 せんとす ろ もので あろ。 汝草 野と 協力し 

てこれ を 成就せ よ」 

と、 極めて 嚴肅 なろ も. のであった。 
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、 ，a£ 出府 先生に 面會す 池 田 感奮 謹で 命 を 受け 直に 先生に 面會を 請 ひ、 同年 十二 W 十二 日、^. 

野、 池 田、 並に 勘定 奉行 阿部 俊 助 等 先生 を 訪問し、 仕 法の 要 を 問 ふに 至った。 先生 M 々^したれ ども 

この 曰 始めて 而會を 許された。 池 田 問うて 曰く、 

「主家 艱難、 領中袞 廢の事 實は草 野旣に 具に 陳述した 通りで あろ。 文化 以來旣 に 三十 年に して 未だ 

力なく、 费用 多くして 成就の 目箅も 立たない。 これ 一 に 財力 限りあって 窮民 限りなく、 廢地も 亦^ 

し、 限り あろ 財 を 以て 限りなき 施設に.^ ずるので あろから、 上下 カを盡 すと 雖も 成功せ ざろ 所以で 

あろ。 然 ろに 先生 野 州の 民 を惠 み、 廢 地を擧 ぐろ に 仁 澤餘り ありて 餘カ 他國に 及ぶ とい ふ。 抑 も 如 

何なる 良法 妙 術 あるか 願く は 至敎を 得て 55^- の 宿志 を遂 ぐる を 得ば 大幸 之に 如く もの はない」 

と。 先生 II く、 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、 、、、、、、、、、、、、、、一.、， n い^い、，'.、、 い 

『當今 贵邦は 君 侯 仁に して 臣僚 忠誠で あろ、 而 して 臣民 その 德澤 に^しつ A 再 妆の效 果擧ら ざろ は 

. 本源 立たざる が 故で ある。 この 本源と いふ は阈 家の 分 度 を 確立す ろ をい ふ。 分 度 を 立て A 之 を 守る 

時 は 生 財 限りなく、 國民洽 くその 澤に 浴し、 荒 地 悉く 閗け、 必ず 舊復 せんこと 疑な きこと であろ。 然 

らぱ卽 ち 八 「間く 處の財 限り あり 用 限りなし とい ふべき でない。 貧民 限り あり、 廢 E 限り あり、 財に 至 

つて は 限りなし と稱す ベ き. で あ ろ 。 贫民 何人、 廢 m 何 萬 石と 限り あ り て 、分外 の 生 財 年々 K りなく、 

今年 吋 程、 來年 何程 限りなき 財 を 以て^り あろ- ME を 開く こと 何の 難事と いふべき ぞ、 ^りと いへ 


ども 世上】 萬 石を享 くる ものにして その 用度に 充 つろ だに 足らなければ、 十 萬 石 を 得れば t て 十 萬 

石の 費用 を 要し、 隨 つて 多く 得て 多く 散 じ その 止まろ 所 を 知らざる 時 は、 たと ひ 幾 百 萬 を 得ろ とも 

有餘を 生ずろ こ，^ はない、 これ 卽ち W 家衰 貧の 本元で あろ。 天 下 大小 名、 その ^分の^ ろ 所に 安ん 

じ、 自然の 分 を 守り その 度 を 失 は ざろ 時 は 毎年 分外の 餘財を 生ずろ を 以て、 これによ つ て 年々 大 

に國民 を惠恤 すと 雖も、 尙餘 りあって 財の 盡 くる こと はない。 本源 あれば 斯の 如く 易し、 然ろ にこ 

の 本源 確立せ ざれば、 財 货は年 々全額な 消費 せらる A を 以て、 桶の 水 を 以て 萬 民の 飢渴を 救 ふが 如 

くで、 その 器 中の 水少 にして 常に 自用に さへ も盡 くる こと 速 かなろ を薆 ふろ ものである。 桶. まに 分 

度 を 立つ ろ 時 は、 仁澤の 本源 立って 永世 その 度に よって 盡 きざろ べきで あろ。 啻に 相 馬の 民の 安撫 

を 全くす ろ のみでな く、 餘澤 他に 及んで 盡 くる ことなき を 得ろ。 

蓋し 我 朝 上世 豐葦 原と 稱へ、 未だ 開け ざろ 時 は 一 圓に萆 原な りし を、 之 を 開かせ 給 ふに 異國の 財 

を 借りて 開き 給 ひしに あらず、 一 耜ー發 、之 を 重ねて 百 千 萬耜發 となって 開けた ので あろ。 異 國と雖 

i> 我が 財 を 借りて 開いた ので はない。 然 らば 卽ち我 國は我 國のカ を 以て 開け、 異國は 異闺の カを以 

て 開けし こと 疑ない、 この 上世に 於て は 僅に 一 財 を 得ん と 欲すろ とも 財寶 あろな く、 唯 木を创 つて 

来 耜 となし、 一 耜ー 發の 丹精 を 積み、 終に 原野 悉く 開け、 數 千年の 後に 至って 金銀 財 寶を發 明し 作 

爲 した。 これに 山て 之 を 觀れぱ 開 田 は 先にして 財 寶は遙 に 後で あろ。 然るに 今 荒撫を 起さん として 
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財な きを 薆 ふる は、 先 後の 順序 を 察せ ざろ が 故で ある。 假令 極貧の 國と雖 も、 上古の 原野に 比すれ 

ば其豊 なろ こと 話に もなら ない 程大 なろ もので あろ。 卽ち廢 地 を 起す 所の 財 は 開 W によって^ ずる 

もので あろ。 

今 その 國の 租稅を 調査し、 過去 十 年 乃至 二十 年 も 平均 すれば、 そこに 自然の 數 にして H< 分の 限度 

を 知り 得ろ。 この度 を 以て 出 財 を 制し、 艱難に 際して は惠民 仁政 を 行 ひ、 廢 地を舉 ぐろ 時 は 分 度の 

米 粟 湧く が 如くに 産出す ろで あらう、 之 を 分內に 人れ ずして 國家再 役の 用 財と なし、 年々^ りなく 

仁澤を 施す 時 は、 如何な ろ 貧民 も 安んじ、 幾 萬 町歩の 廢田も 起し 盡 すべきで あろ。 これ 卽ち 本源 確 一 

立す るが 故で あろ。 野 州 役 與の法 もこれ に 外なら ない、 相 馬の 善政 數十年 努力 效 少しと せば この 本 ^ 

源 を 立てざる が 故で あろ」 

と。 草 野、 池 E 一 一老 感動して H く、 

「君臣 上下の 憂と する 所、 唯今 先生の 明敎を 問く に 及んで 憂心 此に 氷解し、 積年 甚だ 難しと すろ 所 

は、 今や 甚だ 易き こと を 悟ろ こと を 得た。 この 明敎 によって この 道 を 行 ふ 時 は、 先代 以來の 宿願 始 

めて 達すろ こと.^ 得ろ であらう」 

と、 退いて 具に 之 を 君 侯に 報告した。 君 侯 大に悅 び、 國家 中興の 道 を 依頼す ろ 手書 を 先生に 贈らろ。 

二 老之を 奉じて 先生に W 會 して 君命み 述べ、 手書 を 差 出した。 先生 之 を閱覽 して H: く、 君 侯 仁に して 


臣忠^ なろ こと 斯の 如くで ある。 貴阈 の 再興 せんこと 難き にあ らず と嘆赏 した • 

先生 當時 印幡沼 排水 開鑿 方法 視察より 歸 りて 間もなく、 その 始末に 注意 を拂 ひつ， あり、 また その 

任務の 將來 にっき 考慮すべき こと も 多かった。 櫻 町、 小 田 原 等の 將來 に關 しても 薆盧 しつ.， あった。 

この 時に 際して 前記の 如く 池 田、 草 野の 訪問 もあった。 而 して 一 たび 面會 すれば その 指導 實に 痒き 所 

を搔く 如く、 截然と して 斷 ずろ 所の 手際 を 示されろ ので、 益々 尊敬と 信頼と を 一せ ナ、 日. ^こ 指^ を f 

ふ ものが 多かった。 相 馬の 草 野 等 も 亦屢々 往來 して 道 を 問 ひ、 先生 亦治國 安民の 要 道盛袞 存亡の 出て 

來ろ 所、 藩 民 撫恤の 仁術 を說 解す ろ こと 淳々 然として 條理 あり、 節 HE あり、 經國の 法 燦然と して 明か 

なろ を 以て、 兩老愈 々感激 深く して、 袞廢 復與の 道渐く 胸奥に 自得す ろ こと をき た。 

玆に 於て 池 田 は 直に 國に歸 り、 之 を 群臣に 吿げ、 先生の 高德と 良法と を 以てした。 然れ ども 群臣 は 

未だ 疑惑 を散ぜ ず、 議論 紛々 たろ ものが あった。 池 田 誠意 を 以て 懇篤に 之 を 諭し、 君 侯旣に 之に 事 を 

決し 給 ひ、 草 野老も 我等 も 亦 この 方法の 外に 良法な きを 信ずる も、 之 を 領內に 施す に 際して ま 一 こ 群 

臣 諸子に よって 領民 を 指導 せらろ ム外 はない。 諸子に して 遲疑 すれば 何 を 以て 實施 すろ を 得ん、 而し 

て 相 馬な 救 ふの 道 この 外にな しとせば、 諸子の 奮 發を俟 つより 術な き 所で あろと、 訓諭 倦む 所な きを 

以て、 次第に 信ずろ もの を 出した が、 政策と して は旣に 決定した けれども、 斯くて も尙 愈々 實施 する 

に は 至らなかった。 
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この頃 富 田の 母 病床に あり、 IK 保 十四. 年 正月 晦日 富 鄕 里に 歸 つて 看 謹し つ " この 顚末を 明かに し、 

草 野、 池 田の 老を 感謝し つ A も、 國 家の 將來 にっき 祈ろ 所 多かった が、 法は拔 W に 決した ろ も、 寶施 

せらろ A に は 至らなかった。 

四 相 馬の 分 度 確立と 仕 法 初期の 戕況 

ィ 相 馬 藩 分 度の 確立 弘化 元年 正月 二十四日、 先生 は 召されて、 眞 岡の 陣屋より 出府し、 R 卄六 

日 江戸に 到着し、 翌廿 七日 小川 町の 勘定 方 役所に 出頭し、 次で 四 H 五日 日光 御 神 領開發 の 命 を 受け、 

出 衧 の 意 成りし も 俄に 書面 を 以て 答 串すべき 旨 を 達せられ、 爾來引 續き仕 法 雛 形作 成に 着手す ろに 至 

つた。 その 用務 繁雜 となった ので、 宇津 家の 西久 保の 邸より、 日本 橋 石 町なる 前 ffl^l 洲借 宅に 居 を 移 

した。 而 して 容易なら ざろ 大業た ろ を 以て、 客 を 謝し、 門 を閉ぢ てこの 事業に 沒 頭す ろに 至った。 斯 

くて 追々 書類 出來 し、 逐次 淨書を なすこと と な つ た。 故に 仕 法 書 作成の 爲に 多數の 筆生 を 必要と し 

た。  - 

恰も この頃で あろ。 草 野 半 右 衞門は 旅 宿に 來り、 御 仕 法 書を拜 見し、 益々 仕法實 施の 要 を 認め、 そ 

の廿九 H に は 紺 野 織 江が 來り、 爾後 往來 頻繁に して、 草 野の 如き は、 日記に 連日 連 綾して 訪問者と し 

ての 名が 見 ゆろ こと も あろ。 而 して 草 野の 周旋に よって、 七月 六日 仕 法 雛 形 著作 所 を、 芝 田 町なる 海 

津專兵 衞隱吾 所に 移した、 以て その 懇親の 度の 犬に 濃 かにな つたこと を 知り 得ろ。 


一 4.Q7  ― 


^で この 年 A 田 胤 直 も 出府し、 ^々相 馬铽 仕法實 施の 根本 條件 たろ、 相 馬 家の 分 度 確立に 進む こと 

となった ので あろが、 遣憾 ながら その 時日が 判明し ない。 何と なれば 前述の 移轉 した 芝 田 町の 借 宅 は 

翌弘化 一 一 ハ牛正 月1 一十 四日 江戶 大火に て類燒 し、 この 元年 下半期 分の 日記 を 失った ので、 池 田の 訪問が 

元た 牛 下半期で あらう と 推斷し 得ろ のみで あろ。 

常時 先生 は從來 指導し つ A あった 谷 田 部、 烏 山、 下 館、， 靑木 等の 仕 法 さへん 公文 を 以て 一 應 謝絶し 

たので、 各藩 は 困 迷の 結果 特に 幕府に 歎願して、 漸く 指導 を受 くろ を^た 程で あろから、 草 野、 池 £ 

の 一 一老が 黡々 仕 法 指導 を 請 ふけれ ども 容易に 承諾 を 得なかった。 然れ ども 前述の 如き 關 係に 進んで； § 

るので、 草 野、 池 田 等との 懇親 は、 他の 諸 藩に 於て 下^の 衣笠 兵 太夫と 相 待って 蓋し ^ なろ 交^ であ 

つたで あら： つ。 故に 仕 法の 要諦 は 示し 盡 され、 結局 一 藩の 仕 法 は、 その 藩 政 を 分 度の 上に 匿くべき こ 

とに あろ を詳 にせられ、 草 野、 池 田 は 其， 資料の 蒐集に 努力し、 從 つて 指導し、 從 つて 調査し、 K に； C 

大十 年に 近き 驚く ベ き 長年 月間の 资料を 得た ので あろ。 

これ を 提出した 時には、 さすがの 先生 も 驚かれ、 衰廢に 赴く 國に 於て は往々 簿 書の 記 錄を 怠り、 又 

は その 正確 を 失 ひ、 僅に I 一三 十 年の 租稅の 額と い へど も 明白なら ざろ ことが 少 くない。 然 ろに 相 馬 ま， 

百 九十 年^の 貢稅を 調べ 得た こと は、 確實 なろ 基礎 を 有すろ 故き 國 であろ とはいへ、 實に 感心せ ざろ 

を 得ない。 是に 基いて 天 命の 自然 を 探り、 至 當の分 度 を 求む ろなら ぱ、 必然 屮 正の 分 度 を 雇 立し 得ろ 
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であらう と、 日夜 深く 考慮し、 反覆 計算 推究、 圓相 によって 相 馬の H< 分 を 按じ、 百 八十 年 を 計ろ に m. 

子より 癸 亥に 至ろ 六十 年 を 一周 度と すろ 例に より、 これ を 三 周 度に 分ち、 天地人に 配して 百八十^に 

當て、 初の 六十 年 は 盛時に して、 終り 六十 年は衰 時たり、 恰も 屮の 六十 ハ牛は 盛 褻の 中た ろに 相當 す、 

始めは 陽 時に して、 終り は 陰 時で あろ。 中の 平均 時 を 一 一分 すれば 三十 年、 之 を 盛衰 一 一面に 附 すれば 3 

ち 百 八十 年 を 二分した ろ 九十 年で あろ。 卽ち百 八十 华の 初期 九十 年 は 盛時の 陽に して、 後の 九十 ハ牛は 

衰 時の 陰で あろ。 此の 衰 時の 平均 度 を 以て 國家再 復の分 度 を 立て、 後 六十 年を經 て 全く 舊復の 期と な 

ろ o 

調査 書類 は 明曆ー 一 丙 申の 年より、 弘化元 甲 辰の年まで、 百 八十 九 年分 揃 へられて あろ。 先生の 手許 

で 調査した 順序から いへば、 弘化 元卽ち fK 保 十五 年より 溯って 天明 五 年に 及び、 之み」 第三 期と し、 天 

明 四 年より 溯って 享保十 年に 及び、 之 を 第二 期と し、 享保. ^年より 溯って 寬文五 年に 及ぶ 之 を 第 IS 

とすろ 百 八十 年と なろ。 初の. ^ケ 年分 を 切斷し て 陰陽 計算. の 外に 置いた ものと 見 ゆろ。 

三 周 度 各 六十 年別 牧納表 

第 一 期 收納米 八 百 四十 萬 四千 七 百 八十 一俵 餘  此 平均 十四 萬 七十 九俵餘 

第二 期 同 七 百 八 萬 三千 八 百 四十 四俵餘  十一 萬 八 千 六十 四俵餘 

第三 期 同 三百 八十 二 萬 七 千 六 kz  二十 六俵餘 六 萬 三千 七 百. K 十三 俵 飴 


合 計  千 九 百 三十 一 萬 千 二百 五十一 俵餘 0 十 萬 七 千 三 fa 十二 俵^ 

三 周 度半歲 九十^ 別 牧納表 

上 期  千 二百 四十 四 萬 五 千 十五 俵  此 平均 十三 萬 八 千 二百 七十 七俊餘 

下 あ  六 百 八十 七 ^千 二百 三十 六 俵^  0 七 萬 六 千 三百 四十 七俵餘 

これ を 以て 兌れば、 陰陽 盛衰の 事實は 極めて 明^で あろが、 相 馬 藩 政の 分 度 は 何れに 準據 すべき か 

これ を當時 K< 保の 末より 弘 化の 初に 於け ろ 事 實と對 照す ろに、 弘化 元年 を 溯ろ 十ケ年 の牧納 は、 合 

計 五十 七 萬 二 千 五十八 俵餘 で、 平均 五 萬 七 千 二百 五俵餘 とい ふ衰 時の 極よりも 甚 しい 差が あろが、 そ 

れは ff< 明 七 年の 凶作が あつたから であろ。 而 して 最近^ 保 十一 年 以後の 五ケ^ は、 年々 七 萬 俵 餘の收 

納 であろ。 之 を 顧慮す ろ ことなくして 衰 時の 牧納を 以てすれば 餘 りに^ 分 を 無視す る ことと なろ。 然 

もまた 最近の 牧納 のみに よれば^ 災地 變に備 ふろ 力 もな く、 荒 地 開 發の资 源も见 出せない。 依て 盛き 

九十 年、 陽の 力 は 將來の 復興に 俟っ ことと し、 衰時火 十 年 陰の 力と 最近 十ケ年 の 事實を 加へ て、 直 

後 十ケ年 の 分 度と なすこと とした。 卽ち 寶曆五 年より^ 明 四， ギ まで 陰の 起り 三十 年と、 ^明 五 ひよ 

り弘化 元年まで 陰 時 六十 年 問の 總牧納 の 平均に、 最近 十ケ 年^ 分の 牧納 平均 を 加へ て 一 一分した ろ もの 

を 以て、 常 分 十ケ年 問の 分 度と すろ ことと した。 陰 時^ 十 年牧納 平均 七 萬 六 千 三百 四十 七俵餘 に、 最 

近 十ケ年 ^ の 牧納高 五十 七 萬 1 一千 五十八 俵餘の 平均 五 萬 七 千 一 一 百 五 俵 を 加へ、 これ を！ 一分す ま 六 萬 


一 499 一 


— 5°°  — 


六 千 七 ^七十 六 俵 一 斗 四 升 九 合 五 勺ニ才 となろ。 これが 相 馬當今 十ケ 年分の 度と なろ。 而 して その^ 

剩は開 發の资 源と して 用 ゐらる A もので あろ。 卽ち 分外 推 建 となる。 

この 十ケ 年の 分 度 は、 爾後 十ケ 年を經 過し、 その 間に 開發 せられ、 納稅 力が 增加 しそれ によって 十 

ケ年 問に 増加した 額 を 平均して この 分 度に 加 へ 、 之 を 平均して 盛衰の 根元に 封し て^に 仕 法お 一 一期の 

分 度 を 確立す ろので あろ。 

この 分 度 を 示現す る 六 萬 六 千 七 百 七十 六俵餘 より 多く 牧納が あれば、 之 を 分外 推讓 として、 颔內の 

褻 貧 を. 起し、 屋根 替、 便所、 灰 小屋、 木 小屋、 道路、 橋梁、 用水 排水 を 修理し、 或は 新設し 或は 借財 

を返濟 せしめ、 領中 與復の 方途 を 講ずろ 爲の 財と し、 また 藩の fK 災 用意の 資 に用ゐ ろので ある。 

以上の 如き 攻究の 顚末を 明かに し、 藩 政將來 の根據 としたろ もの を 『爲政 鑑土臺 帳』 とい ふ。 合計 

八 冊で 外に 數 冊の 調書が あろ。 或は 1K 分祿 高を牲 古に 溯って 調査し、 之 を 三分して 天地人 三才と なし 

分 度の 根據を 攻究し、 その 得た ろ 結果 卽ち fK 分に 甚き 六十 ケ年 問の 分 度 を 十 年毎に 分配した ろ 範式を 

作り、 將來の 復興 案 を 定めた もので あろ。 勿論 この 第 十 一 年 以後の 實際 は、 笫 一期 十 年間の 與筏成 緩 

に據 なべき を. 以て、 その 示した ろ數 は假定 であろ が、 之を算 m すろ 乎 絞 は 萬 世の 範 たろ もので あろ。 

界 くして 得た ろ 結論 は、 相 馬 家の 現在に 鑑みて 前に 述べた ろ 如く 分 度 を 以て 確乎た ろ 基礎と^ めた の 

であろ。 


S, 池 田？ 始め、 これ を 一 覽 したろ 者 は、 悉く 感歡 止まず、 as 與 の 基本 I たりと 直に 之 

を 相 馬 侯に 報告した、 相 馬 侯 之 を熟覽 して 闩く、 

「二 I 生の 智慮 深 着 大な ろ、 足 一た び も 我 領土 S まずして 囊貪ろ こと、 その f 就る が 

i 明かに 數 百年の 事實を 眼前の 如くに 展開す る。 阈家再 與の道 これ を 全備して 居ろ。 これ こよ 

つて 我が 國の袞 頹再復 を 期 すれば 必ず 目的 を逮し 得ろ であらう」 

と歎稱 せられた。 

ma, 群臣に この II した。 こさ 於て I の ■ 始めて 散 じ、 

先生が せ 邦の 盛衰 を 察し、 再 舆の道 を 明かに する こと 凡慮の 及ぶ 所でない と 驚歎し、 報德 十-法 を 以て 

阈 象 與復の 方途 を圖 らんと すろ 君實 に； ％ 服した。 

池 ffl: 曰く、 

「先生の 德は斯 の 如く 高遠に して 其授 くる 所 亦 確乎た ろ 良法で あろ。 この 道 を 行うて 過失 あらば、 

それ は 先生の 不德 ではなく して 用ゐる もの， 丹誠の 足らない ためで あろ。 若し 遲滯 して 時機 を 失 は 

ば 累年の 素 願 何れの 時に 達すろ 禽ん。 然れ ども 先生 曾て H: く、 凡 I を 成さん として 成就せ ざる 

もの は、 速 かならん こと を 欲して 一 擧に その 業 を 遂げん とすろ からで あろ。 幾 萬の 廢地を 開かん と 

すろ も 一 鍬より 始め、 幾 百 S を 再 筏 せんとす ろ も 必先づ  一 S より 始めね ズ なら^。  一  D3t 就して 後 
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他の 邑に 及び、 以下 順 を 追うて 十 百 千 萬邑に 至るべき であろ。 例へば 一歩 づ A 足 を 進めて 千里に 至 

ろが おくで ある。 この 故に 領 中に 1 邑を 選んで 之 を撫恤 再興すべし」 

と、 この 敎に菅 5 量， 廻らし 謹. S し、 領中 何れの I 以て か 先生に 8SS ん、 速に 

選びて 江戸に 申達す べしと いふに あった， 

g ち 相 馬 家の 分 度 は 六 萬 六 千 七 百 七 士ハ俊 を以て藩 政の 1 とし、 これよ I4.S れば， I も 

S 仕 法に 用ゐ、 ま I 政 大事の 準備 積 立と すろ、 その 用途の 何程な ろべき か S 施に 當 つて 人 用 限 

虔 I むべき である。 これ を i 十一 年 以後の 平均に 比する も、 一 ケ年約 一 萬 俵 內外を 使用し 賴ろ。 

而 して 領內仕 法 I によって 置す ろ 民心 S は 5、 必ずや 開發 となり、 民力 3 となろ、 故に 毎 

年の 仕 法 霞 は 必ずや これ 以上 §2 生じ、 分外 謹の 金額 相當 f 上ろ であらう と I せ f ォ 

た。 而 して 事實は それ 以上に 達した こと は、 後年の 實證 誠に 適確で あろ。 

P 仕法實 施の 確定 分 度 確立し、 群臣 其 議に悅 服し、 雜老 より 直に 實施 村の 選出 を發 令した 

？ -f として 定まらなかった が、 多 f 山中 鄉の草 野 村 を 以てしたい 备 t のが あり、 之に 賓 

する ものが 多かった。 その 晋 とすろ 所 は、 山中 鄕は 高山の I にあり、 夏 は冷凉 にして 冬 は 蒙で 

あろ。 き 一三 年に 一 回 は五變 らず、 これ を 以て f 多く、 戶 S 少し、 田圃 舊 多く 極めて 難 村で 

あろ。 故に このき 以 51 に舆復 すろ ことと したしと、 § ち この 議決の 秦 I ベて 先生に 着手 を 


請うた 所、 先生 熟慮して n: く、 

「仕 法の 道 は 善を赏 し。 不能 を敎 ふろ を 以て 主と すろ。 善人 を 擧げて 大に赏 すろ 時 は、 不善^:^ 善 

に 化する ノ. 古語に も 直 を擧げ て枉れ ろに 措く は、 枉れろ もの をして 直から しむろ と、 一 お を 虱ヒす 

ろ もの この 方法 を 至要と すろ。 況 んゃ領 中に 選んで 一 番に 仁澤を 布き、 之 を 安撫 すろ は誡に 大賞 を 

與 ふると 同様で あろ。 故に、 領 中に 勝れた ろ人氣 善美な ろ 風俗 を爲 せろ 村であって、 庇く 龜鎰 とす . 

べき 村 を 選び、 之 を 第一 に開發 して 政道 上の 大賞 慈惠 となす 時には、 四方の 村 感發 して ほら 怠 

惰を 改め、 汚 俗 を 洗 ひ、 法度 を 守り I に精勵 せんこと 疑な く、 譬 へば 一束の 薪 を 結 ふに 際し、 緩 

くして 締 りなき に 及んで、 一本の 薪 を 打 込む 時 は、 一束の 薪 悉く 引締 りて 堅 K なろ が 如くな ろで あ M 

らう、 是れ斯 に 一 を 擧げて 全部 を擧 ぐるの 方法で あろ。  . I 

水 は 高き より 低き に 下る を 順と すろ。 勸 善の 道 は 善 を 先にす ろ を 以て 必要と する。 然 ろに 今铽 4 

に 於て、 甚 しき 貧 村 惰農を 舉げて 第一に 仁 澤を布 かば、 惰農貧 村と なれば 必ず 救^せら る.， ものな 

りと 安ん ずろ に 至ろ。 草 野鄉は 城下 を距 ろ 七 里の 山中で あろと いふ。 たと ひ 許 多の 灣を 布き、 年 

數を經 て舊復 すと 雖も、 他 町村より 來り之 を 視察す ろ 便宜惡 しき を 以て、 直接に 君恩の 無量 を^ 聞 

すろ ことが 出來 ない。 

我が 道 は 亡 村 さへ 與復し 得ろ ので あろから、 貧 村の 與復 決して 難事で はない が、 善美の 村 こして 
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困難す ts あらば、 其 事 5 くし 5 功 は 至つ 5 かで あろ。 若し 草 KS 先 4 ば 他 £2 

を I すろ よりも S 多く、  ^その 開 i 與の I 他村に 示す S が少 いと ならば、 駕領邑 全 

部の 再復 成就に 至ろ 數十年 も 後ろ、 であらう、 この 理知り 難い ことで はない が、 多數 の^は その 

必 成の 方法な ろ を信 ずろ のみで 順序 を考 へない。 道 は 領內に 平く 有 效に行 はろ^ あり、 誠心誠意 

道の まろ 主と を 願 はく この 順序 は顕 倒して はならない。 必 成の 方法な ろが 故に 何處 より 着手 

すろ も 可な りと すろ々. -ォ」 

と、 諭された ので、 草 野 等 この 事 を 聞いて 愕然として 驚き、 この 議を中 村に 達し、 領屮に 於て、 中央 

にして 領內 見易き 村の 中、 善良の 風 あろ 村 を 選ばし めんと し^ 

然るに 奉行 等 先生の 意 を 解せ ず、 議 して H く、 

「領 中の 中央 は 小高 鄕 であろ。 鄉中 なろ 犬 井、 塚 原の ニ邑 は開發 に適當 ならん。 何と なれ ぱ大井 は 

賣村 にして 人氣 甚だ 惡く、 惰風 極まれり と稱 せらろ、 報 德仕法 を 以て この 人氣を 一 變し、 惇厚の 民 

となす こと を 得ば、 良法の 實證 であろ。 叉 塚 原の S は、 海水 浸 人して 廢 E となって 居る。 從來何 

等復 輿の 祯 はない、 ^しこれ を 開 田す る ことが 出來れ ば、 仕 法の 益 あろ こと を 萬 人に 示す こ，， を 得 

ろで あらう。 然 ろに 領中稀 なろ 善良の 村 を 撫育す ろなら ば、 何人と 雖 も出來 ろで あらう。 善 ま 

改善 は 良法の 裨益 する 驗證と はならない」 
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と ^の 如き 意味 を 以て 大井、 塚 原の ニケ 村の 與復を 先生に 懇願す ろに 至った。 

先生 は^て 之に 反 封す ろ ことなく、 承諾した 如くで あつたが 閗發着 乎の 様子 はなく、  M 々懇セ 3： した 

けれども、 公^ 暇な しとして 實行 しなかった。 これ 一 に は 中 村の 人情 未だ 開發の 時期に 逑せ ざろ を 察 

したろ と、 時 恰も 仕 法 雛 形作 製に 忙殺せられ、 未だ 中 村の 群史 をして、 報德仕 法の s 具髓を 悟らし むべ 

き 指導者 を 遣し 難き によろ もので あらう。 折角 實 施す ろに 決した もの >,、 時期 未到の 時には 斯く する 

外な しとす ろ 明察で あろ。 

ハ 坪 m 成 W の發業 相 馬 藩より 山中 鄕^. 野 村の 復興 を 願 出で 許されず、 また 大井、 塚 原 を 懇願し 

たが 默 過せられ て 先生 は 發業を 指令せられ ない。 家老 池 H 阖書 は大に 熟考した。 二宮 先生 は 日光 仕： S 

雛 形作 成の 爲に 寸暇な きに 拘ら ず、 相 馬 役 典の 事に 非^に 丹誠 を盡 して 立案 せられた。 その 菽本 とし 

て 一藩の 分 度 確立し、 領邑 復與の 方策 確立して 發 業み-待 つのみ となった。 然 ろに 草 野、 大井、 塚 原 三 

村 共に 許されない。 これ 一に 仕 法實施 最大 要件の 一 つなろ 領政、 並に 領^が 熱誠の 足らざる が 故で あ 

らう、 若し 仕 法 實施を 懇望す ろ 熱烈の 誠意 現 はれて、 進んで 推 譏す ろ行爲 を^ろ ならば、 先生が 仕 法 

を發 業せ られざ る こと は あろまい。 

斯く心 付きた る を 以て、 地方 在職の 代官 等に 之 を 指導す ろ様勸 めた が、 彼等 は 仕 法の眞 諦を 解し な 

レ爲に 容易に 村民 敎 化の 實 を擧げ 得ざる のみならず、 自ら 仕 法の 結果に つき 疑問 を 有して^ 起す る 


もの. かなかった。 時に 代官 助役に 高 野 丹 吾と いふ ものが あって、 その 養 祖父の 時より 宇多 君 成 田 村に 

住し、 新 住民 招致に 成功し、 村フ z: の. 冉^ 一  同勸 農の 風 起り、 非常 籾 園 も 出 來追. -興復 しつ A あつたが 

隣村 坪 田 村 取 立方な も 巾 付ら れて 一 心に 努力し つ A あ. つた。 併し 中々 の贫 村に て、 到底 舊 役し 難しと 

考へ 憂慮し つ. M めろ 所へ 、池 田の 仕 法に 關 すろ 說明を 聞て 犬に 感じ、 報 德仕法 を 以て 興 筏の 實を擧 げん 

こと を 志し、 兩 村に 至って 二宮 先生の 與國 安民の 仕 法 を^き、 兩村 はこの 道に よら ざれば 復興す ろ 時 

は あろまい と、 カを盡 して 现 解に 努めた 所、 兩 村の 名主 始一舣 人民 犬に 感じて 之を荅 び、 是非 仕法實 

施 仍歡願 をした しと 1 決した。 ^し 請願す ろに は 村民の 誠意が 表 はれねば ならない、 之 を 導く には躬 | 

を 以てすろ に 如く はない とて、 高 野 は 祖父 以來 鄉士 たろ を 以て 自ら 耕作な 怠らなかった ので、 相 常の + 

貯蓄 米が あつたから、 その 籾 五十 苞を 出し ，贫 村 再 復の资 に 推 譲した。 雨 村の 有志 者 又は 他村の 名主に 

至ろ あで 之に 感じ、 各 分に 應 じて 米錢を 出して 誠意 を 表明した。 玆に 於て 兩 村の 戸口 s 圃の S 數、 荒 

廢吔カ 反別、 村民の 貧富 等 を 調査し、 仕 法 歎願 書と 共に 家老 池 田の 手許に 差 出した 

依て 池 m は 大に悅 び、 高 野 自ら 江戸に 至り、 先生に 面會 懇願す ろ樣 にと 命じ、 池 m はこの 顔 末な 書 

して 先生に 御 而會を 許. さろ、 樣富 田高慶 宛に 送り、 高 野 はこの 添書 を 持して 江戶に 上り 草 野犬 夫に 事 

情を陳 ベて 懇望した。 草 野 もさ を 好し とし、 同伴して 弘化ニ 年 八月 十三 日、 二お 先生の 邸に 詣り 面お 

を 得た。 先生 曰く、 


「今兩 村 誠意 を M はし、 領 中に 率先して 仕 法 を 歎願す る は 誠に 賞すべき であろ。 我 道 は 難 村 を 先に 

すろ を 範例と すべきで はない が、 それ 程の 誠意 を 示した の を 採らなければ、 勸 善の 道に 缺 けろ であ 

らう、 巳む み-^ ないから その 願に 應 じて 發 業す る ことと すろ」 

と。 草 野 は 積年の 志願 を 達した と 大に悅 び、 高 野 亦 面目 を 施して 喜んだ。 佼て高 野 は 初めて 先生に^ 

し、 兩 村の 事情 を 述べた 所、 先生 は 一 村 復興の 方法に つき 數 時^に 涉ろ敎 導 をせられ たので、 ^野 は 

益々 感激し、 誓て この 道 を 行 ひ 之 を 遂行 せんと 志 を 堅めた。 爾來^ - 先生の 門 を訪 ひ、 寺に は 連日 こ 

及び、 また 朝より 夕に 至った。 偶々 仕方 雛 形の 作成 中であった から、 その 助 乎と なった 事も少 くない 

が 座 次 M ょ敎を 受け、 時に 或は 鞭撻 を 受け、 時に 或は 諄々 として 敎 へられた。 また その 十月に は alM 

邊の仕 法 村に 赴き 實地を 視察し、 漸く 難 村復與 指導に 關 すろ 確信 を 得た。 先生 はこの 間に 兩村 盛衰の 

稂元を 探り、 再 盛 安泰の 方法に つき 調査し、 先づ 「成 E 村 日 掛繩索 手段 帳」 等の 仕 法 書 を 作りて、 仕 

法の 規畫 成り、 十 一 月 六日、 宮田高 慶氏を 先生， の 代理と して 遣し、 高 野と 同行して 相 馬に 赴かし めら 

れた。 

二人 北歸 すろ ことと なり、 樱町及 諸方に 立 寄り、 同月 サ 三日 夕刻 着、 二十 六日に は 登城し 次で 藩主 

に 謁し、 爾來 毎日 役所に て實施 方法 を 打合せ、 十一 一月 朔日成 W 村に 出張し、 勘定 奉行、 出張 代官 等と. 

高 野 丹 吾 宅に 村民 一同 を 呼出し、 仕 法の 趣旨 を 詳細に 敍述 し、 仕 法 雛 形の 示す 所に 隨 つて 出^ 奇特.^ 
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を 人 札せ しめ、 當 選者 十一 一人 を 表彰した 所、 村民 一 同、 案外の 感激に て落淚 すろ^^、 褒荧 頂戴^せ， 

後、 有り難 さに 其 夜 眠ら ざり しも あり、 壹番 札の 家內 老母の 如き、 來 つて 淚を 流し 禮 を 述べろ などの 

状況であった。 

翌 三日 又々 一 同 を 呼出し、 繩索 手段に つき 讀 聞かせ、 尙委敷 勤 勞分度 推 譲の 意味 を 論し、 直に 屋根 

眷 入札の 上、 三番 札まで 之を實 行す る こと を. E. 渡した。 

翌 四日 坪 田 村に 引 移り、 前 同様 北 組の 者 共 一 同 を 集め、 成 田 村の 通りに 人 札し、 六^まで 一 一十 一 人 

を 賞し、 夕刻 南 組 を 呼出し 同様 懇諭 入札し、 各繩索 手段 を 授け、 屋裩替 等 をも實 施す ろ こと を 申 渡し 

た。 

この 仕 法 指導の 任に 就いた 富 W 氏 は、 風邪 中 を 押し通して 二十 三日、 漸く 自宅に 引取り 持病 を 保養 

し、 正月 五日に 出勤、 七日に 叉々 出張し、 屋根 替人 札、 諸 色 人 用 取調 を 行った。 この 調査 中 旣に兩 村 

に现 はれた 逸事 美談が あろ。 

例年 元： n より 十五 六日 SS まで は 兎角 酒興に 暮れ、 或は 飮 明し、 弊風に 流ろ A を 例と せろ に、 一 一口よ 

り 繩索等 を 始め、 四 曰より 山野に 人って 薪 取、 柴刈、 夫々 の 仕事 をな しつ 、あった。 早朝より 廻 村し 

て 見た所、 遊び 居ろ 様子 一向 見 常らなかった。 廿四 H の 如き は飮 明し の 例な ろが、 御 仕 法の 现解を 承 

り 度し と 申出で たので、 一 夕 夜の 繩索 にても 村 方 多分の 潤と なろ 旨 を.. W. 聞かせた と、 富 田 氏より 先生 
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へ 宛てた 書狀に 見えて 居ろ。 

富 田 氏は廿 三日、 この 狀况を 相 馬に 報告した 所、 先君より 闺 家の袞 徵、 民^の 艱難 を 深く^ ひ 給 ひ 

s々 丹誠 を盡 された が、 復興が 出來 ない ので、 先生に 懇願 せられろ ことと なった。 然るにね だ赏 施に 

至らないで 先君 は卒 ませられた。 今 その 御 志 を繼 いで 良法が 施され、 敞 お起き 返り、 先君の 思 召が t 

つて 此 上ない 滿 足で あろとの 事であった。 

次で 道路橋 梁 を 修理し、 用水 を 便に し、 一 村の 面目 一 新し、 隣村 も 風 をな して 之に 傚 ひ、 逮 近より 

早く 仕 法 を 開かれん こと を 望む に 至った。 この 時旣 に：： 十く 仕 法 着手 を 待望した 小髙 鄕の大 井、 塚 原の 

.5 き は 我 村に 發槳せ ら ろべ きに 今 成 田、 坪 田に 發業 ある は 何故な ろか。 誠に 遺憾 至極で あろ。 成 

田、 坪 田に 後れた の は 何故で あらう かと、 成 田、 坪 田の 狀況を 聞知して、 始めて 發業を 願 ふ もの は 上 

より^ まろ" を 待つ 迄 もな く、 村民 各自の 發意を 以て 勤と 讓 とに 精 勵し、 その 實行を 示す にあろ こと 

を 悟り この 誠意 を 表示す ろに 如かず とて、 各自 分に 應 じて 米 金 を 出し、 頻りに 發業を 請 ふに 至った。 

斯の 如き 形勢の 裡に富 田 氏 は 三！ H: 出發 して、 同 十八 日. 江 戶に歸 着し、 次で 同 三年 十二お 十；；；：：： 义^ 戶 

を發 して 相 馬に 赴き、 坪 田、 成 田の^ 一 一年の 人 札、 並に 大井、 鎵 原の 仕 法 發業を 行った。 

斯 くして 領民の 惰風 一 變 して 勤 農の 俗與 り、 遠近 之 を 望んで 仁術 良法 を禮讃 し、 村々 より 願 害 を提 

出す る もの 甚だ 多くな り、 群臣の 疑念 一洗して 國 土再與 の道此 所に ありと 驚甚 し、 上下 一 和 報德の 道 
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S 第一 期、 第一 一期の 成績 旣に坪 E  、成 ，£ に 着手し、 之に 驚せられ た大 井、 g にも まき 

始 せられた。 實 施の 順序 は 霞に よろ から 一定して 居ろ。 一村の I によって 善行 篤行 譲 f 表彰 

し、 ま I 极 S 理、 木小髮 小屋 其 他の 修 I 與、 道路 霞 用 排水 eis 毒が 行 はれた。 

1 村と 稱す t 當 時の 多 S 數十 する。 范し戶 数多ければ 评 S 如くに 二 組に 分ち、 また 

或 1 組 こ 分ち て 行ふ、 概し 5 史的 地理 的鄉 土ず 村落に して、 幼少よ I に S せろ 證社會 生 

活襲に 於 S 重 活の相互 敎化訓 f 行った？ あろ。 而し てま 行 ふや 貧 朱 S 等 g 與奚 

ナざろ こ 先ち、 先づ 自ら 出の 一,? さし、 特に？ 村 S 法讓复 聞し I の 

暴と すろ 所が 除かれ、、 IS.S ハ へら 511 て は、 g  ，之に 55 施せら れんこと. 

を 競ひ、 互 If 革め て本讓 f 勵み、 讓 t 努めて 誠意 以て 米 金 S み、 良法の 1 霧 脇 

すろ ものが 多くな つた。 宇多 鄉 にて は 赤 木立 谷、 中の 鄉 にて は 一 王 ーケ 村、 小 蕩 にて 十一 4 

■ 椠鄕 の 高 瀨等は そ の 熱意 あ る ものであった。 

池 田 はこの 狀勢を 喜ぶ と 同時に、 之 を 先生に 通じて 發業を 求めた 所、 先生 H く、  — 

「夫れ 大業 を 成さん として 速な らんこと を 欲し、 一時に 數十ケ 村に 手 を 下す 時 は、 換恤敎 ^共に 周 

到なる こと を 得ず して、 却て 一舷民 余の 希望 を充 たす ことが 出來 ない、 終に 或は 屮途 にして 廢 絶に 


遇 -I ことがあろ。 君 侯の 仁澤は 下民の 悅服 すろ 所で あろから、 早く 仁澤 を^ん と 欲して 歎願す る は 

人情の^で あろ、 若し その 願に 應じ 一 時に 事業 を 開始す ろ 時 は、 中途 廢 絶の 憂虞 こュ に 兆す であら 

う、 故に K く 最初の 豫定を 守って 旣に 開^した 村に 仕 法 を 徹底し、 其 不足 を 救 ひ、 其^と すろ 所 を 

除き 大ペ贫 富 を 論ぜず、 村お 中 一 人の 困苦す ろ ものな きに 至らば、 その 村 始めて 仕 法 成就した と 

いひ 得ろ。 然る 後に 之 を 他の 村に 及ぼす を 順序と すろ、 これ 恰も 水の 卑 きに 流ろ.， 時、 その 間こ^ 

みあら ば、 一 應 之に 滿 ちた る 後 それより また 下に 流ろ、 穴あって 之に^ たずして 恋ろ A 道理 はよ r, 

これ 水 ひ-自然 であろ。 今 君 侯 仁政 を 施して 開 村した ろ貧邑 未だ 全く 舆復 したろ にあらず して、 他村 

に發 すれば、 流 程の 窪みに 滿 たずして 流ろ A こと を 望む に似て 居る、 自然の 理； j 差 ひ、 仁術 無量の 

仕 法 を 以て 眼前 撫恤 すろ のみの 小道に 陷ろ、 若しも その 成績 撫育の みに 終ろ 時 は、 人 K も 亦 失望す 

ろで あらう。 民衆 望み を 失 ふ 時 は 何 を 以て 大業 を 成就し 得よう。 この 故に 一 邑 全く 舊 役に 及び、 然 

る 後 其 一 一に 及び、 其 一 一 全く 富みて 然ろ後 其 三に 及び、 幾 百 千 邑と雖 も その 順序 を變 じて はならぬ。 

是れ 迂遠なる が 如しと 雖も、 fK 地 II の 萬事是 より 順序な ろ はなく、 是 より 速な ろ はない。 令 百 千里 

の 道 を 速に 行かん と 欲する とも、 一 歩々 々 より 外な く、 一  步 にして 一 ー步を 行く こと は出來 ず、 强 ひて 

之 を 行かん とすれば 倒る ，- のみで あろ。 幾 萬 町歩の 田 を 起さん とすろ とも、 一 銥 より 乎 を 下し、 一 0 

三 鍬と 順 を 以て 進む ので あろ、 萬 物 萬 事理 旣に定 りあって、 人智 を 以て 之 を 動か し^ろ もので はな 


い、 古語に も、 「低，^^^ マ！^ 視 1ー 小利 匚 と、 何- ぞ國 家の 衰 廢を擧 げんとして 此 理に隨 はず、 他に 

早く 成就す ろ 道が あらう ぞ、 諸鄕 村々 一 時の 仕 法 を 歎願せば、 敎 ふろに 道 を 以てし、 諭す に 勸農を 

てし、 其听 行邯 中に 拔 出す ろに 至らば、 速に 之に 良法 を 下すべき であろ、 廣大 なろ 仁澤を 布く の 

であろ から、 一時に 數十百 村 を開發 すろ こと は、 不可能で あろ、 この 意 を 明確に 敎 示して 滿足 すろ 

^理解 を與 へ、 容易に 求めに 應 じて はならぬ、 是れ 大業 成就の 道で あろ」 

と、 いふので あった。 草 野、 池 ra 共に この 的確 明瞭な ろ 指導に 感じ、 この 现を 以て 一 舣 歎願 を 論した 

けれども、 歎願 数回 讒 す もの も 村お の 熱意に 感じ、 之 を 抑止 すれば 感激 的 氣カ綏 み、 或は 氣拔の 弊 を 一 

生ぜん こと を 恐れた。 依て また 推して 先生に 開發 指導 を 求めた。 先生 之 を 以て K 中 民^の 切實 なろ を ジ 

察し、 その 誡 意に 感じ、 善邑を 選びて 仕 法 を 下さし むろ こと A なった。 

弘化四 年 三月 赤 木、 立 谷、 村 上、 深 野、 髙瀨の 五ケ 村に 行 ふ。 これ 等 諸 村 は 感激 發暂、 以て 舊弊を 

除き、 日々 未明より 夜半に 至ろ まで 勤 業 怠らず、 遠近の 諸 村 益々 之 を 慕 ひ、 互に 業を勵 みて 良法 を 切 

g し、 地方 怠惰 無頼の 汚 俗 一 洗して 質朴 勤勉 風 をな すに 至った。 

成 田 村の 仕 法 は弘に 一 一年に 着手して 人心 愈々 改まり、 僅々 五ケ 年に して 最^' 一  村の 荒廢 起り、 負^ 

も 一 應處理 を 終了した ので、 仕 法 仕上げみ」 行 ひ、 s 饉の 準備と しての 靱圍 凡百 八 拾 四 俵 を 積み 得た、 

この間に 要した 費用 は 表彰 費 八 拾 八兩、 家作 其 他 工事 救護 等まで 贰百六 拾 五兩、 贷付百 四 拾 壹兩、 非 


^籾阖 八 百 四十 四 俵、 報 德米千 七 百 三拾甙 俵、 報 德金莨 賜 倍加 金 等 八 百 五 拾 六兩、 五ケ 年に して 仕上 

げ となった が 全 仕 法 村 中 最も 早い 例で ある。 而 して 嘉永 三年まで 五ケ 年 仕上げまでに 活 川した 報德米 

合せて 金と して 合計 金 四千 九 百 七 拾 六 雨に 及んで 全く 完了した ので ある。 

埒田村 は 成 m 村より 戶數が 多い ので 一 一組に 分って 施設した、 高 野 丹^の 懇諭 によって 赍醉 し、 相 馬 

の 有志 井に 近 村の^ 志まで 仕 法 金 を 推 譏して 籾 百 四 拾 俵、 金 五 拾 八 兩餘を 得た、 御手 元金 御 仕 法 米 を 

加へ て 仕 法 財と して 發 業され、 成 W 村と 同様に、 W 精 奇特 人人 札、 屋根 替手 人、 ^民 救助、 荒 地 起 返、 

夫食裊 具贷 付、 年賦 貸付 等が 行 はれ、 村お の 緊張 誠に 隔世の 觀 あろに 至った、 爾來 引繽き 年々 之 を 取 - 

行った 所、 安政 元年に 至り 十 ケ年を 以て 結了した。 この 施設 中、 人選 入札 表彰 等 金 三百 四 拾 參兩、 救 i 

護 施設 米 四百 三 拾 俊餘、 非常 籾圍贰 千贰百 四拾贰 俵、 家作 工事 並 ^加 貸 賜金 合計 七 百 七 拾 七 兩狳、 報 一 

德米 四千 丸 百 八 拾 七 俵餘、 報 德金米 總額六 千 三百 六 拾 九 兩餘に 上った。 

この 一 一 ケ村は 爾餘の 仕 法 村の 範例と なる ものであるが、 何れも 仕 法の 進^す ろに 際して， E. 常 籾阇を 

なさし めた。 この 法 は、 弘化五 年に 至り、 成 W 村が 第一に 非常の 好 成镜を 以て 進涉 し、 最早 完了に 近 

つつく を 兌て、 豫 ての 希望 を逹 すろ 様 努力せられ たので あろ。 先生 曰、 

「この 邑は復 奮の 時が 來た、 併し 凶作の 準備 を 立て、 永 鑌の道 を 講じなければ ならぬ、 卽ち^ 戶監 

幼 を 通じ、 一 人敉六 俵を貯 ふろ を 度と し、 之 を 積て 以て 後年 凶荒の 豫蓆 とすべき である」 


と。 蓥 この 钗圍は 相 馬 家 仕 法土臺 米より 之 を 積 立つ るので あろから、 誠に 阜大 の恩葸 であろ， されお 

この 發表を 承った 村民 は 益々 喜び、 毎戶 憂患 を 免れたり とし、 最早 その 钗 園の 事 終れば 仕 法 は ー應完 

了に つき、 この 法 を 他に 移された しと. S. 出た。 

こ A に 於て 一 人 毎に 日 掛繩索 積立金に 之 を 倍^すろ 額の 賞金 を與 へ、 これ を 以て 些少 殘れろ 借財 を 

も完濟 し、 向後の 用意 金と もな さしめ、 將來を 諭し、 愈 々精勵 する こと を勸獎 した 所、 村^ 感泣 謝 

S  、今に 至る も 敦厚の 虱を存 すると 稱 せられて 居ろ。 

- 坏田村 は 安政 元年に 仕上げと なり、 殘務は 麼應に 入って 結了した。 

大井、 塚 原の 仕 法 は 弘化四 年 正月より、 安政 一 一年 丸 月に 至ろ 三ケ年 問に 完了し、 殘務 は慶應 三年に 

結了した、 施設 一 切 は 成 田、 坪 田と 同様にして、 總 施設 金額 八 千 六 百 三 拾兩餘 であろ。 

赤 木、 立 谷の 二 村 は 隣接して 區を なし、 相逑 なろ もので あろが、 嘉永 元年に 着手して 赤 木 は 嘉永元 

年に、 立 谷 は 安政 四 年に 仕上げと なり、 村 上 村 は嘉永 元年に 着手した が、 同 三年に 最早 他へ 引 移しな 

發 願した 程に 早く 仕上げと なり、 髙瀨村 も 同 樣嘉永 三年に 仕上 を 申出で、 深 野 村 は 安政 元年に 仕上げ 

となった。 

斯く 九ケ讨 は、 多く は 三ケ年 乃至 五ケ 年に して 仕上げと なり、 遲 くも 十ケ年 にして 完了し^ もち 

嘉永 元き までに 指定 せられた 仕 法 村 は九ケ 村に して、 何れも 成績^だ 佳良で あろ、 村 ^藩. 吏 共に 非お 
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の覺 悟と 決心と を 以て、 一 々先生の 指導 を S け、 着 實に雛 形に 據っ たもので あろ。 而 して， ての 發願も 

決定 も、 熱誠の 表出に 從 つて 行 はれた。 

爾後の 仕 法 村 指定 は、 その 熱誠 度に 於て 決して 以上の 諸 村に 劣ろ もので はない が、 钳内^ 然として 

萠ぇ 育った 仕 法の 禮讃 と、 その 實行 上の 成績 明かな ろ もの 多く、 何れ を 先と し、 何れ を 筏と すろ こと 

を 選ぶ は 困難で あろから、 地方 鄉 村の 人 札 法に よる 表彰 雛 形に 则ろ こと， なった ので、 以上 九ケ 村の. 

施設 を 第一 次と し、 爾後の 仕 法 施設 を 第一 一次と 認 むん こと を 得ろ ので あろ。 

. 本来 相 馬の ss、 四十 年 55 了 を 期し 十 年 5 て 一 節と す、 依 S 化 一 ー年擎 し： y 二 年實施 

し^ろより 安政 三年に 至ろ 十ケ 年^ を 以て その 第一 期と 稱す。 

故に 安政 一 一年 末の 現在 を 以てすろ 現 量 鏡に は その 成績が 明瞭に 衮 記せられ、 相 馬 象の 分 度 も 第  一 

を 完了す ろに 至った、 この 問に 霧した ろ もの 五十 ケ村、 成寶 好に して、 藝すろ 所の もの 十 五ケ 

村、 領中旣 に 舊來の 弊風 一 變 して 勤業顯 著と なり、 廢地を 開く もの 数千 町歩、 分 度 外の 產米萬 有餘俵 

に 上った。 十ケ年 問の： i 恤の W 財 は 甚だ 多額に 上った が、 領主の 分 度 確立せ る を 以て 泰然と して 動か 

ず、 この 成繽を 見た ろ 先生 は、 阈本 立って 惠民の 政 行 はろ A 旣に十 年、 依て 分 度 一節の 改正 を 行 ふべ 

しと、 六 萬 六 千 俵 を 改めて 七 萬 俵と なし、 更 めて 之 を 爾後 十 年の 分 度と 定め、 藩士の 給養 も 亦 幾分の 

. 懐み を 生じて 增 額した ろ を 以て、 發業 前後より 十 年 問、 その 成 綾 如何と 疑念 を 有せし もの も釋然 たる 


「相 萄の镇邑再復 の 事 を 接せられて 之 を 約した けれども、 公務 ありて 一 度 も その 地に 至 ろを 得な 

、 、 只遙 に江戶 にあり 5 野 州に 在？ 媒 すろ のみ、 故に 深 St5 さ 2 こと 禽なレ 一 

併し 大§? 守って I 行 ふ 時 は 此の 如く 國運 S 張す ろ、 若し 一度 彼 地に 臨み、 isf 明に し、 

人民の 風 俗を 觀、 土地の 厚， 察して 敎を 下し、 永久 繁榮の 本 f 開き、 大に國 家の さ ff ば 

數年 ならず して 上下 安堵の 道 を 得ん こと 疑ない、 惜 むらく は 一 度 も その 地に 至ろ ことが^ 來な いこ 

とで ある、 然れ ども 僅に 十 年に して 國俗旣 に 一 變し、 頗る 勤勞篤 實に歸 し、 上下の 大息 略脫 すろ に 一 

至った、 此後君公| め 群臣 共に 國 本の 分 f 攀し、 奢侈の 端 を 開かず、 J gef ざろ こ ^ 

と を 憂と し、 目前の 謹に 惑 はず、 永 5 計 をな し-て 仕 f 震す ろ 時 は、 國寒舆 は 勿論、 餘澤 

多 方に 及ぶ こと 窮 りない ことで あらう、 我 幼年より 心思皇 して 此道1 明し、 三十 Is 方の 

求 こ應 じ、 仕 法 を 施し 來 つたが、 其の 時 を 得 ざろ 爲か 諸侯 往々 約 を 棄て道 を 守らず して 中 餞し ブ 

獨り 相禹の み 初 約を 守り 速 綿と して 行 ふこと 旣に十 年、 頗ろ仕 法の 菌 著しく f 來 つた、 唯 惜し 

いこと に Is 忠臣 草 野、 池 田の 一 一大 夫、 仕 法の 功を见 ずし 5 せられた。 將來 ともに 亦 二 氏の 

なき は甚 しき 不幸で あろ。 

然れ ども 領 中には 誠忠の 大夫士 臣が滿 ちて 居ろ、 將來を 慮って 群臣より 忠義の 臣を選 進しても^ 


£ かしめ、 の £s 充し、 兩大 夫の 忠志を 響、 普く 萬 f 救 ひ、 讓を 以て 泰山の 

安き i かんこと に 努力 すれば、 軍に ー阈 の 幸の みに あらず。 惟 ふに そ S は 未？ にん 足らずと 

雖も、 その 詹§ に 七 八 分に 普及 徹底して？、 大 §1 は ：ナ、 にも あらず、 地に も あらず、 « 

に 君 公と 執政との 一 心に ありと 信ずろ、 巧 も S と 執政との 一 心 I に轉 ずろ 吟は、 も 

水泡ミ く 落花の f が 如くなる であらう、 古 I 雾 HS 共に,， y  I は讓壽 にして i, 

その 業に 樂 しも 然れ ども 斯の 如き は實に 千載 中に 一 時 あろの みに して、 # 事 多く は 之に 願 倒し、 

1 常に 困苦し 來 つた、 相 馬 開 國以來 六 I 餘歲 にして 始めて 賀 この f 被む ろ こ とをひょ、 * 

に 千載の 一 遇で あろ、 この 得難き 時に 際して その 時機の 失 ひ 易き I み、 仕 法の 成ろ 所以 を 以て 力 い 

を盡し 仕 法の 破ろ， 所以 を 以て 戎と なし、 私心 を 除き 誠心 衾と して、 益々 永 安の f 行 は、，、 T 

介の^ら ざろ ことがあらう ぞ _  、 

と。 席に ありし 衆人 之 を M き、 誠心 限りなき 先生が、 久遠の 將來を 憂慮 せらろ.， ことの 親切な ろを感 

t、 相 馬の 人なら ずと も、 相 馬の 仕 法に 有終の 美み」 成さし めんこと を 熱望した とい ふ。 

断の 如く 坊 一期の 業 は 終り 第一 一期に 入った が、 その 方法に は變り はない、 鄕 中より SB 意の 村 ま 

んで 着う し、 法の 通り 仕 法 を 行 ひ、 誠心誠意 實行 すれば、 夫 食の 給與、 借財 偾還、 荒 地 起 返し、 家 匿 

患 暴 5? し、 曰掛讓 f によって 借 Ml  Is 明確 急り、 n§^ 
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し、 ま？ s 人 8g ま s 、之 11 爲に土 謹より 同 s 寒 倍加す s である . 

依て この 倍加 B の I 可能と なれば、 各 村より 進んで 仕上 I 出で、 總積 I 了し、 -I の 助成 を 

他の 未着手 村に 讓 ろ 塞と し、 德 とし、 喜びと する ので ある。 斯 くして g 土臺 金の 範圍內 に 於て お 

數を 定めて 投票せ しめ 以て 着手す ろ。  さ， ？ 一〜 ナ 

第一 一次ず 鄕 村人 札 期に 於て 嘉永ー 一年に 選ばれた ろ は 管、 行 津のー ーケ 村で あろ、 l-f  ^ 

られ たろ 村 名 を揭記 すれば 次の 通りで あろ。 

嘉永 一 一年 益 田、 行津 

三年 横手、 牛 渡、 樋 後、 大堀 

W 年 今 ffl、 鶴 谷、 矢 川原、 鴻草、 澀川、 長 塚、 南 幾 * 橋、 北 幾 世 橋  ！ 

五 年 權 現堂、 孥、 富澤、 小. §、 川 添、 角 部內、 大龜、 北 難、 黑木、 馬場^ 大曲 

六 年 本 笑、 原 釜、 尾滋 

キ ，乂ー  y "ひ 下 、  hj ハへロ 

一 一年 南德、 浦 尻、 川尻、 下 I、 岡 s、  E 尻、 末 森、 瞿、 信 I、 管、 s、  f 

沛、 西 山、 黑木 村長 柄 

三た 牛 草 野 
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四 年 上 羽 鳥、 中 田、 山 田、 酒 井、 北 鳩 原、 伊手、 寺 田、 日 下石、 南釵浦 

五 年 渡 田、 下 太 田 

六 年 鹿 島 

萬延 元年 北 高 平 

文久 元年 △ 上 海老、 △ 北 海老、 小 池、 ^原、 立 野、 新 山、 △ 永 野、 △ 北 長 野、 新 W  . 

一 一年 椎木、 寺澤、 松 倉 

三年 飯 崎、 中 村、 嘉倉、 刈 宿、 南 石 田、 小島 田、 北 新お、 中 太 田、 午來、 谷 田、 石 態、 松 迫 

△ 熊、 厶佐 山、 郡 山、 細 谷、 女 場、 水 谷、 小 泉、 小 野 

元 治 元年 請戶、 小 丸 (註) △ 印 はニケ 村ん は， て 一 ケ村 として 取扱 はれた もの 

相 馬 領內の 村々 は 一 一 百 一 一十 六ケ 村で ある、 第 一 期 は 安政 一 一年、 第一 一期 は慶應 一 一年に 結了し、 ^三 期 

に 人り その 業 半に して 明治維新 となって 中止した が、 甯 際に 仕 法 着手した 村 は 合計 百壹ケ 村、 内 五 

拾 五ケ 村 は 成就して 無 借と なり 非常 準備 完成した 村と なった。 今 明治 四 年 調に よろ 報 德役听 の 銃 4« 

によれ ぱ着 手より 一 一十 七ケ 年の 成镜 次の 通りで ある。 

1 、 分 度 外 產米贰 拾 四 萬 八 千 貳百贰 拾 俊 

. 1 、 開墾 田畑 反^ 豈千 三百 七 拾.^ 町歩 


比變 W 金 贰萬千 百 八 拾兩餘 

、 堤防 並 江堰百 餘ケ所 金 千 百 四 拾兩餘 

、溜池 六 百 九十 ニケ所 金 壹萬九 千 四百 兩餘 

、溝渠 大八ケ 所 小 百ケ所 金 壹萬七 千 六 百 二十 兩餘 

、 賞 與金六 千 六 百 七 拾兩餘 

、 新 家作 五 百 七 拾 三 軒 金 贰萬五 拾兩餘 

、 破屋 修葺八 百 拾壹戶 金 四千 四百 兩餘 

、 蓄 穀倉 禀 五十一 一宇 金 甙千六 百兩餘 

、 馬屋 千 五十 三 棟 r£i  一. 

！ -金壹 萬 三 兩餘 

： 、 灰 屋七百 四十 一 楝) 

一 、 镞民救 恤米壹 萬 四千 八 百 贰拾俵 

金 三百 贰拾兩 

1 、 備荒 靱七萬 千 貳百四 拾 三 俵 

1 、 無利息 ハヰ陚 貸付金 贰萬 四百 參拾 九兩 

米 壹萬五 千 俵 


1 、 租稅增 加 合計 米 拾 萬 貳千八 百 七 拾贰俵 

1 、 人口 埒加贰 萬 千 七 百 拾 五 人  • 

1 、 戶數增 加 千 百 三十 五戶 

(注) 表 中 金？ 兩は 元本 謂と あれ f  5 名稱 異なろ S にて 大部 £QS なる， S て兩 とした。 

靳ムろ 莫大な ろ 費^ を 投じて 着々 成功した の は 驚くべき ことで あろ、 若し 時期 幕 * でな けれ ズ、 更 

にこれ よ If  If  S: たこと は 明かで あろ。 何と なれば 文久 I に は、 麓 g あり、 ， 

以後に は 仕 法 新 村 雷 實施 共に 擎 せず、 卽ちー 一十 七 年間と？ といへ ども、 5 十八 S 實 行した 

のみで、 文久 より 還の 間 は、 中. ^的| であった 事 もあって、 着手の？，、 仕上げの f 少 いので 

あろ。 

以上 を 仕 法 第 一 期 第一 一期の^ 約と すろ。  . 

六 相 馬 藩 君臣の 報德式 活動 

ィ ■ 相 馬 藩 は 上 仁慈に して 下 忠誠、 その 純 なろ 行動 は、 本 I 德式活 f 類似す ろ もの 

力あった、 これに 向って 報德仕 法の li の 様式 i 以てした が爲 に、 僅少の 年月 を 以て、 慕 末忽 

忙の裡 に拘ら ず、 前古 未曾有の 生活 ^新が 行 はれ、 藩 政 頓に擧 り、 領民 歡 呼して 善政 を禮赘 し、 府庫 

常に 準備 あ 2」 幕末 Is にも f 藉ら ず、 稅 ささなかった。 今上 下薩の 二 i 素して その 
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相 馬 恵 侯 ま； 大保 年中 困厄 の 時に 際し、 父 i 胤 侯の If  、 その 志 I いで 奮の 財政難、 0 

民 sf  S んと曰 夜心勞 し、 a. 食 I 柒 5 ねず、 江戸に 在って は その 職務に 雷 

し、 領土に 歸っ 5f  I し、 大風 I と雖 4 歩し 5111、 親ら 藉田备 して 民の 艱 I 

I み、 領民 中の 老人 養し、 カ|| 旌し、 撫育 法 を 行って 幼， 保護し、 貧： 31 して 敎 ふろ 

に 孝 f 以てし、 領 村の 盛衰 民風の 善惡 を 鋭察 して 之 を 諭し、 f 一  貫す るに 糧の 様式 を 以てした 

領民 之に 感じ 汚風峯 め、 家 15 之に 答 ふき怠 らず、 是 S5 を 追うて S8S 行 はろ 

るに 至った e 

特こ中 gsf. て 政に 任じ、 ょく蓄 集れて 之 霧 ふに It のであった. か お 下の 過 あろ 時 

は 僅に 諭？ のみに て 改心 すれ S して 之 S 外せず、 江戶 にあろ 時 SAi 先 奪 招きて 敎を 

聞き、 そ sf  I して 悅び、 奮に 報德 の 道の 良法なる こと I し、 また 仕 法に 力 S ゐろ 臣下 

を 召して f その？ St 厚く 15、 彥 以て SS して 斯道 成就に 全力 t して 霊 I ぜ 

んと 努力す ろ を 當曰 の專務 とした。 されば その美 SH に § え 1 之 If 稱 した。 

今 その. sf  5 ろに 恵 侯 幼若の 時の I によ t のが 多い。 幼時 先 侯之皇 し、 膝下に 襲せ 

らろ、 草 野 正 辰 顔色 を 正し 之 を 諫めて 曰、 
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「誠に 豊丸君 (充胤 侯 幼名) を 愛し 給 は乂、 必ず 艱難 を 味 はろ、 様 養育し 給ぶべし、 古 來深宫 婦人の 

芋に 長 じ 給 ひし もの、 往々 奢侈に 流れ 放肆に 陷り、 終に 政道 を廢 せらろ こと 少 からず、 目下 我領ぼ 

. 上下の 艱難 窮迫 は 旣に之 を 明かに せらろ A 通で あろ。 御正 嗣 賢明に して 善政 を 襲ぎ 給 ふ爲に は、 御 

敎養の 道 誠に 重大で ある。 凡庸に して 稼穡の 道を辨 ぜられ ず、 臣下の 詔 諛に逑 ひ 給 ふこと あらば、 

莉公國 を 憂 ひ 給 ひし 仁政 一朝に して 廢 さろ こと あらん も 知る 可ら チ とも， M- すべきで ある。 一 3K,J お 

れ ながらに して 贤明 なろ は 億 萬 人中 一 人 を 得難し とも. &す 次第、 また 假令御 性質 發明 なろ とも 艱難 

を經 ざろ 時 は その美 質顯 はれず して 仁恕の 質發 動せ ざろ は 明かで あろ、 これ 古來 切^琢磨の 功 を 重 

ん ずろ 所以で ある。 故に 敢て申 言す ろ 次第で ある」 

と、 懇切な ろ忠 W に 益 胤 侯 痛 歎し 之を感 賞し、 

「汝の 言 誠に 國家を 薆ひ予 等 父子 を 敬愛す ろの 忠首 であろ。 故に. f この 子 を 以て 汝に 一 任す、 逸 退 

敎養の 事 何等 干涉 しない、 謹で その 意に 任ぜよ」 

と、 命ぜられた。 玆に 於て 草 野 謹で 命 を 受け、 直に 破屋 を 修理して 幼君 をして 之に；^ らしめ、 |！ 人 は 

悉く 之 を 避けし め、 質 直 誠實の もの を 選びて 扈從 となし、 仁義 忠孝の 道 を敎授 し、 朝 は 朱 明より 書籍 

を 講じ、 武道 を鍊 り、 衣 は 綿 衣、 食 は 一 一味 を 重ねず、 艱難 を 以て 試練した。 これ を 以て 文武に 長 じ、 

下情に 通じ、 國 家の 大業 を恢宏 し、 終に 明 翳 四隣に 聞 ゆろ に 至った 重要な ろ 因由で あろ。 而 して その 
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木 原 は 益 胤 侯の 善く 諫を納 れられ たろ と 草 野が 忠誠の 熱烈な ろと に由來 すろ は 一 W ふまで もない。 二^ 

先生 之 を 聞いて 旗々 之 を歎稱 せられた とい ふ。 

□  m 光 仕 法 資金 獻^ 日光 御 神領の 仕法實 施の 議が進 渉す ろに 從 つて、 その 资源を 如何にす ろか 

は 甚だ 重要なる 問題で あろ。 然 ろに 印幡沼 開鑿 問題の 當 時より、 大生 鄉の仕 法に 就ても 幕府 は 仕法资 

金 を 下付す ろ ことの 不可能な ろ は 明かに せられて あって、 束鄕 より 眞岡 陣屋 支配 地 開發の 際、 棹ケ島 

の 仕 法に 用ゐた 四百 兩を 以て 最後と し、 以後 絕對に 幕府より 下付金 は 無い こと A なった。 併し 日光 御 

神領 八十 九ケ 村の 仕 法に は 莫大な 资金を 要すろ、 殊に 日光 御 神 領は本 來定， 免で あろから、 何程 開墾し 

たれば とて 租稅 を增徵 すろ こと は S 來な い。 これ を 以て 開 發の资 金 は 之 を 領民に 貸付け、 その 返濟は 

開發 地の 新 收人を 以て 充てさせ、 順次 繰返して 之 を 活用す ろ 外 はない、 然るに その 最初の 貸付金の 如 

きも、 元资金 を 貸付く ろ 時 は、 或は 開 發の成 綾に 鑑み 资金の 回牧を 迅速に 行 ひ 難き こと も あろで あら 

う。 果して 斯の 如き こと あらば、 長年 月間の 事業の 繼繽に 支障 を來す ことなき を 保し 難い、 依て 元资 

. 金 は 確乎た ろ 方面に 預 人し、 その 金利 を 運用して 永 安の 道 を 講ずる に 如く はない とい ふので あって、 

日光 山 貸付 所に^ 人す ろ こと A し，、 各方： S より 報 德推讓 金乂は 元恕金 等を納 人す ろ こと を 工夫した、 

この 永 安 仕 法 資金 加 人に より 報謝 推 譲 方法 を 第一 に 巾 出での あつたの が 相 馬で あろ。 

この 方： S ま. 先生が 千慮 萬 考の上 立案し、 之 を 相 馬 其 他 仕 法 地の 有志に 謀つ. ^ものであるが、 主なる 
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協議に 與っ たもの は 池 であろ。 

これ を開傳 へたろ 相 馬 侯 は、 大夫池 田 を 召して：：：、 

「相 馬 三 郡再與 安民の 事 を 以て 旣に 一 ー宫に 一 任した、 報德仕 法の 仁術に よって 再 復の效 既に 明かで 

あろ、 この 恩 德に報 ゆろ こと を 怠って はならぬ。 併し 我が 相 馬の 仕 法 は 漸く 第 一 期の 途中であって、 

その 事業 未だ 半に も 至らず、 放に 甚だ 徵 力なろ を 以て 充分に 盡す こと は出來 ない が、 報恩の 意 を 致 

さねば ならぬ、 能く 盧り案 を 具して 來れ」 

と。 池 m 返き て 有司と この 事を議 したろ が、 或 者 は 曰、 

「阈 家の 衰廢 極まり、. 上下の 艱難 旣に 六十 年、 全國の 諸侯 中 我が 藩程甚 しき は あるまい、 故に 事情 

を 明かに して 幕府に 歎願し、 費用 多額 支出 を 要すろ 所の 公務 を 免ぜら ろ  >, こと 數十 年で あろ。 n 下 

力 を專ら にして 復與 に從 事し つ  >- あろが その 業 牛に も逹 しない。 荒 m 復舆を 終らず、 借財 數十萬 金 

依然として 盡 きず、 この 時 何の 餘カを 推 譲して 恩に 報 ゆろ ことが 出来よう か、 仕 法 完戎の 後 役 典の 

功 おれば 其 時 こそ 大に 報恩の 擧に ar つろ もよ からう、 目下の 實 f にて は爲し 得ろ 斤で まよ 、 」 

と。 池 田 曰、 

「その 言 の 通りで あろ。 併し 幕府に 封す ろ 道より 言 へば また 別に 考 へねば ならぬ、 ^ 明 以來 六十 年 

^、 我が 藩 政 領民の 衰廢 したの は、 我が 藩 上下の 過失であって 外に 責任の 歸 すべき 所がない、 然る 
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に 幕府 之を憐 み、 多年 失 財 多き 公務 を 免じた の は 莫大な ろ 恩で ある。 然 ろに 艱難な ろが 故にと て 永 

く 報恩の 擧に 出で ざれば、 恩 を 受けた ろ ものと して は 道を盡 さぬ こと A なろ。 國盛 になり、 民の 富 

むき こ 及んで 報恩 を 爲すは 尋常 人に しても 容易な ことで あろ、 艱苦の 中に 處 しつ ュも 難事に 力 を 致 

す 時 は、 假令 其の 爲す所 小な りと 雖も その 志 は 厚し とい ふべき であろ。 且 先生 日光へ 仕 法 を 開業せ 

らる， 1 最初に 於て 力 を 添へ 申せば、 その 事業 は 成し 易き ことで あらう。 今 之 を爲し 得ず と 稲して 後 

年 を 待つ 時 は、 たと ひ 幾 倍の カを盡 すと いふと も、 全 事業 は遲々 として 後れろ であらう。 ^又 その 

M に 至って 日光の 事粱 完成した 後で あれば 如何にす ろか、 報恩の 道は實 にこの 時 を 失 ふべ からず で 

あろ」 

と。 群臣：：： く、 

「道理 は， こその 通りで あろ、 然 ろに 事實 上に 於て 今 財力 餘裕 なし、 この 時に 於て 如何にして ま 恩 

の 道を盡 さんと せらろ か」 

と。 池 WM:、 

「我， S 方策が なくして 言 t ので はない、 卽ち 先年 財 §1 厄に 際し、 幕府に 歎願して 金 

八 千 五 百兩を 恩借した。 而 して^々 金 五 百 兩宛を 償還した。 今年 五 百 金な 納入す ろ 時 は 元金 呰納と 

なろ、 明年より 引 絞き 金 五 百 兩宛を 報恩と して 日光 仕法资 源に 獻納 すれば、 十^にして 五 千金と な 


る。 これ 難き が 中に も 分 度の 中より 納め 來れる ものである 。未だ 皆納に 至らす と 見る 時は納 むる 道の 

ないで はない、 卽ち 艱難 を排 して 報恩の 事 を 行 ひ. - 曰 光 仕 法の 進 涉に资 して 坊^ 恩澤に 浴し、 興復 

の 事業 確立に 向 ふで あらう」 

と。 有司 も 素より 報恩に 異存な きもので あろ。 この 明白な ろ 方法 を 聞いて 安堵し 賛同した。 玆に 於て . 

これ を 君 侯に 首 上し、 ついで 嘉永五 年 丸 H 十九 日 幕府に 請願し、 同 六 年 二月 十三 日 許可 を 得て ハヰ々 五 

百 金 を 納入し その 約 を 某した。 

ハ 荜野並 池 田 相 馬に は 忠烈 高 節の 士が 甚だ 多い。 特に 報德仕 法の 實 施に 際して は、 藩老に icf 野 

正 辰 あり、 池 ffl 胤 直 あり、 仕 法 指導者に は 富 田高廣 あり、 齋藤高 行 あり、 その 一 一宮 門下に 出 人した ろ g 

たかの だん ご  さい と 5 ま っぞ -f ほ 5-15  しが  さ ゑ ちんな ほみ ち  お i つ f きうて 5 よし. Mi  | 

もの 1 み にても 数十 士に 及ぶ、 高 野 丹 吾、 齋 藤松藏 (寶 高)、 志贺三 左衞門 (直 道)、 大概 久藏 (吉 直)、 一 

はふせ A ばち、 マつ； し^^  »  VI つ IA  、まさ^  お ほつ きこ すけ なほの り  にいづま すけ そ 5 さ VI つね にし？ 一  りよし， て 5 つみきよ さ きち ゃフざ a 

荒專八 (至 直)、 伊東 發身 (正 寳)、 大概 小 助 (尙德 )、 新妻 助惣 (贞 常)、 錦 繳良藏 (積 淸)、 佐.^ 木 長左衞 

もん のりし ぐ  やまな かこ ざ- 8| ちん くまかわ ひょうご にしごり じゅす け たかき よ  やまな かよ も えち すナ とみ  二ん C  り^ 

門 (敬 重)、 山中 小左衞 門、 熊 川 兵 庫、 錦 綠壽助 (尊 清)、 山中 四方 八 (祐 富)、 紺 野 織衞等 は、 或は 

數年、 或は 往來數 次、 富 田、 齋藤ー 一氏の 秀でた ろ はいふまで もな く、 伊藤 發身は t での 事務的、 外交的の 

天 才を 以てし、 荒 專八は 土木工事の 技術に 於て し、 新窭、 佐々 木 等 は 後年 北海道に 赴き、 其 他 何れも 

仕法實 施の 重耍 なろ 任務に 終始した。 これ 一 に は 草 野、 池 田 以下 家老が 熱烈な ろ 先導に よろ と雖 も、 

富 田、 齋廐等 仕法實 施に 際して 卓拔 なろ 指導 をな して、. その 事業に 據ろ處 あり、 信ずろ^ あらしめ た 


ろに よろ o  - 

せい ふ き 

草 野 正 辰 は 半右衞 門と 通稱 す、 代々 軍舉を 以て 繼 承し 百 五十石 を 受けた ろが、 性豪宕 不覊、 粗暴の 行、 

ありと して 罰せられ たが、 文化 十三 年宥 され、 時 艱救濟 この 人の 外な しとの 評あって 意見 を徵 せられ、 

節 川 愛 民の 外に 術な きを 進言して 納 れられ た、 累進して 天 保 一 一年 家老 職 池 田と 共に 相 馬の 双璧と 稱せ 

られ たが、 報德仕 法の 採 擇實に その 功の 大 なろ もので あろ。 當 時相 馬 藩の 財政 危 期に 瀕し、 三十 萬兩 

の 財 鬼 日に 迫る。 草 野 江戸に 在って その 誠忠 能く 之 を 支へ、 報 德仕法 を 行 ひて 分 度 を 立て、 弘化ニ 年 

に 至り 坪 E 成 田 仕 法に 着手し、 撫 民と 緊縮と 與復と 開發と 並び 行 はれて 着々 効 を 奏した、 その 事業 弒 

に 就き 漸く 安堵の 眉 を 開いた が、 弘化四 年年 七十 六に て^した。 . , 

M ^^^は 通 稱を八 sli! 後 i 書と 稱す、 數代 家老 職 を 襲ぎ 采 地- 一 百 石を受 く、 胤 直 は 正 辰 等と 藩 

主 益 胤を輔 けて 前代未聞の 大儉法 を 立て A 一 度 は 成 効した ろ も 天 保兩 度の M 作に よって 如何と もす ベ 

き樣 なき 時に 際し、 報德仕 法の 道 を 聞きて 雀躍し、 草 野 は 江戸に 池 m は 相 馬に 在りて 相應 じ、 極力 仕 

法實 施に 努力した。 1K 保 十五 年 『爲 政鑑』 成ろ や、 富 田 を 招きて 君 前に 分 度 法 を 講ぜし め、 充胤侯 を 

輔け てこの 法を實 施し、 撫育 愛民國 本^ 養の 事 を 掌ろ 十一 一年、 安政 一 一年 歿す。 ^六十 五。 

一 一 富 W 高慶 富 ra 高 慶は旣 に遝々 其 事績 を述 ぶろ 所 ありし も.、 相 馬に 於け ろ 仕法實 施の. e 來は實 

に 高 慶に發 したりと いふべ く、 藩士齋 藤 嘉隆の 次子と して 生れ、 先づ 一 身の 將來 定まって 後 藩 政に 關 
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3 ろ弒 分に 志して 可な ろ 所 を、 僅に 十七 歳に して 慨然と して 藩の 財政に 關 して 薆盧 し、 一 向與國 の^ 

を 懐き 古今 內 外の 書を閱 し、 寺傦 儒者に 質し たれ ども 意に 滿 たず、 半 肩の 行李 を是デ て江戶 こ 至り、 

成鳥の 塾に 入った。 草 野ト； 府の理 .E を 問うて 曰、  * 

「资 財豐 ならず して 學に 志す は 難事で あろ、 宜しく 養子と なって 一 身 を 定め、 然る 後志の， M ふ 所 こ 

從へ」 

と。 高慶 之れ を 以て 試め す ものと なして 問 かず、 碩儒 屋代弘 賢の 門に 入り、 ei 平黉の 儒官 ^m、 古賀 

等 ひ^に 出 人し、 螯間 は筆钟 をな し、 夜 問は讀 書に 浸り、 終夜 床に 就かず、 机に 據 りて 一 垂 すろ のみ， 

數年 にして 舉粱大 に 進み、 屋代 氏の 代講 をな すに 至った が、 古今の 典籍 を涉獵 して 得ろ 所 は 未だ 故阈 ^ 

復與の 方法で はない。 碩學の 講筵は 政道の 眞髓 に觸る , もので はない、 苦 學十年 得ろ 所な きに 似たり 一 

である、 憂世の 志 を 達すろ 道に 於て 何等 曙光 は 認められない。 痛心と 日夜の 勤苦と は 終に 病床に 就く 

に 至らし めた。 時に 蘭 方の 名 翳に 磯野 弘 道と いふの があった 高慶 その 診察 を 請うた 所、 

_ 若し これ を 全治 せんと すれば、 酒を吞 み 肉 を 喰 ひ、 悠々 自適 神 身 を 慰し、 思慮 を勞 せざる 外 まりよ 

い、 讀書沈 倫 は 禁物で ある。 この 言 を 川 ふれば 藥餌 を用ゐ ざろ も 三 印に して 癒 ゆ」 

と。 髙慶 答へ て rn、 

「吾學 に 志す は與 國の爲 であろ。 一 旦の病 を 得て 年来の 意志 を廢 すろ 能 はず」 


と。 L 野 2、 

「萬卷 の 書を讀 むと も 一 身 を 喪 は、 V 何 を爲し 得ろ か」 

と。 磯野 卓識 あり、 事を談 ずろ の 益友と して 髙廣を 見ろ。 故に 談論 常に 湧く、 磯野の 門 生に 常 陸國爲 

肪&ぎ5£の奥田幸民 とい ふ ものが あった、 二人の 問答 を 傍聽し 憂國の 至誠に 感じ、 

「我が 鄉 里の 隣村に 物 井村と いふ ー邑が ある、 その 領主 は 旗本の 宇津 氏で あろ。. 土地 荒廢 して 人民 

離散し、 近鄕 稀な ろ 亡 村の 如くに なった。 近時 小 E 原より 二宮 金次郞 とい ふ 人が 來り、 その 筏與を . 

，して 非常な 好 成 鑌を擧 げた、 近隣の 衰邑 その 敎を慕 ひ、 青木、 谷 W 部、 茂 木、 烏 山 等の 顿 主より 

再^ を依囑 せられ 、来って 事に 從ひ、 着々 その 効果 を 擧げっ A あり、 苦 この 人に 就き 道 を 求 むれば 

その 志 を 達する であらう」 

と。 高 慶大に 感ずろ 所 あり、 僅に 買 求めた ろ 書籍 並に 日常 調度 品 を 典 費し、 野 州へ W 發 した、 時に 年 

二十 六铙 であった。 

野 州に 赴き、 先づ奧 £ の 家に 寓居した、 その 地 今の 小 栗 村 字 加 草で ある IKK^-n^^t^i 

法 1 了 まれ、 下 館よりも 依頼 あり、 仕法欣 求の 人々 往來 する もの §： 前 市 をな すと も稱 すべき， であつ 

た。 その 人々 の來る 毎に 必ず 紹介者が あろ、 この-ぬ 附近 高 m 村の 太 助、 西 沼 村の 丈 八 は その 周旋屋の 

如くに 多くの 人々 の 世話 をした。 高慶 はこの 太 助と、 櫻 町 陣屋 出入の 下 館の 疊屋 源吉 との 二人 を 以て 
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人 門み. 懇願した。 殊に 儒者で あると いふ こと ュ、 奧田幸 民の 關係 からで あらう、 伯耆國 人と. 稱 すろ^ I 

師 荒木 勝悅と 同行した。 それ は fK 保 十 年 六月 朔日 のこと である。 

然 ろに 先生 は面會 を 謝絶した、 

「lp 者ゃ畢 者に は 用 はない、 儒者 は その 擧んだ 舉問を 以て 身 を 修め、 國を 治む ろ こと を敎 ふれば よ 

い、 自分 は荒廢 せろ 農村 を與 し、 亵 亡に 赴く 民家 を 起さし める ことに 忙しい、 殊に 此頃は 借財に 苦 

しみ、 日^の 衣食に 窮 すろ ものが 多い、 これ を 救 ふに これ 日 も 足ら ざろ^ 況 である。 それに 引か、 

擧者は 理窟が 多い、 その 现窟屋 に 取り 構って 居ろ 暇がない」 

とい ふので あった。 

髙慶は その 謝絶の 理由 を 聞けば 却って これ こそ 我が 思 ふ 所の 師 であろ、 是非 人 門 をと 六月 三日、 四 

日、 丸 曰、 十三 曰に も來 たけれ ども 許されない、 出入の 人々 に 聞けば 先生の 一 度 拒絶せられ た 以上 は 

容易で はない が、 敎を 受けん とすろ もの も 推して 參れば 何れ は 許されろ であらう とい ふこ と であ つ 

た、 併し 高麼は 僅かの 書籍 を赍 つた 代金に て、 それほど 永く は堪 へられなかった。 時々 先生の 姿 を 見 

ろが 致 方がない。 如何にして 許可の 時 を 待つ かに 苦心した。 太 助 や、 源吉 や、 名主の 忠次 等の 周旋に 

よって 小 栗 村で 寺子屋 を 開いた、 而 して 漸く 日常生活 を 支へ た、 斯くて 持久の 計 を 立てた。 

九月の 一 一十 日^に 至って 先生 は 


「彼の 學者は 未だ 居ろ 力」 

と 側近の 人々 に 聞かれた。 

「勿論 是非 人 門 をと 稱 して 待 つて 居ろ」 

と 答 へ た 所 

「それな らば： a 込が あろから n 會 して 見よう」 

と 一 1H はれた ので、 高慶 は恭悅 して 人來 した。 先生 曰、  • 

「貴下 は 大》 な舉 者で あろと いふ、 定めし 多くの 事を學 ばれた であらう、 それ ゆ ゑ 豆と いふ 字 は.^ 

つて 居ら" ろか」 

とい ふので あった。 驚い S は 塵で あろ、 無 1 ら ぬと # へず、 知て 居ろ と 富った ので、 然 らば 

これに 省いて 御覽 とて、 统と 筆と を 渡された、 愈々 s で A 益々 意外で あろ、 高 慶は已 むな く 之 を 書し 

て 差 出す と、 先生 曰、 

「ハ 、ァ贵 下の 豆の 字 はこれ か、 私の は少々 異 つて 居る」 

とて 大豆 を持來 りて 曰、  I 

「これが^ の 豆の 字 だ 、食 下の 豆の 字と 何れが 眞の 豆の 字 か、 これ を钊斷 すろ に は、 この 列座 o 人 

によ 從來 より 昵懇の 間柄で あろから、 呰 私に 味方 をす ろか も 知れぬ、 最も 公平な ろ 裁斷 をな す も C 
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は 馬で あらう、 斯の 如き 弒 上の 文字 何 萬 字 ありと も 馬 一 疋を 喰う こと は出來 ない、 大凡 學者 i 斯の 

如く 机上の 文字の 研究に 沒頭浚 却して ffl を爲 さぬ もので あろ、 殊に 豆が あって S の 字が 生れた もの 

であろ、 私 は 豆 を 造って 馬 を 喰 ひ、 米 を 作って 人 を 養 ふこと を 本務と すろ、 報 德の舉 問 は 世間 曰 常 

生活の 上に 於け ろ M: 實眞事 を 行 ふこと であろ、 故に 眞の與 國の志 を 果 さんと すろ ならば、 學 者の 常 

習と する こと を 改め、 實地 正業 一 村 舆復の 帳簿 調べ の 助手 を爲 して 習熟 すれば、 中 村 六 萬 石の 衰廢 

は 必ず 再興し 得ろ であらう」 

と 諭された。 また あろ 時高慶 は、 

「先生が この 仕 法 を 舉ばゾ 我が 藩 は 直に 興 筏す ろで あらう と敎 へ られ たが、 我が 藩の 一お 廢は 一 朝 一 

夕で はない、 輿 復の業 は 至難で あろ、 先生の 言 は 極めて 平易な ろが 如し、 菜して 然 ろか」 

と 尋ねた 所、 先生 曰、 

_ ^とへば 包装した 榑は 一 見 何で あるか 分らぬ が、 錐 を 指して 洩ろ 1 所の 一 滴を甞 めろ と、 洒か酢 

か 醤油 か を 知り 得ろ、 贵下は 相 馬の 一 滴で ある、 小臣 にして 次お たろ 者が、 旣に 一 身 を 忘れて 藩の 

爲に 苦心し つ A あろ、 今 これ を 嘗めて 相 馬の 國情 忠烈の 臣多 きを 知り 得る、 他日 必ず 有司 來 つて 一 

國再與 の 事 を 講ずろ であらう と 信ずろ からで ある」 

と 言 はれた。 
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斯くて 高優 九月 某 曰 &し、 十月 廿六暴 り、 寺小屋 塞んで 來り十  一 IB 先生 

の 秘書と して 小 展領に 向つ ち 栗 影の 形に， 如くであった が、 先生 は 勇敢に して 剛毅な ろ應 

r- 尉し、 特に 敎養 指導 上 注意 を 怠らなかった。 その 冬 高 慶は單 物 二 枚 を 重ねて 居た、 出 人の 人 之に も 

人甚 めち 高 管 人 門以來 I 共に 先生 §の儘 であろ、 必 f らば 先生より 給せられ ろと 稱 して 

ま 知し なかった、 依て ^ 田 i は 先生に 之 I げた、 而 して 綿 入 I じたし と 願った、 先生 緣 して 

答へ なかった、 依て 許された ろ ものと して 之 を 調へ て持 參し 震に 贈らん こと を 霊した、 然るにう 

生 は 之 あして 答へ なかった、 而 して 他の 仕 譲 は 快く 之に I せら 5 に拘ら ず、 綿 入の 事に 至つ 

て は 返事がない、 依 S 洲は流 £ 下に 流れ？ つて 引下った、 これ 一 國仕法 8 にぎ t のが 能く 

堪 ふろ 所がな ナれ ばなら ず、 また 高度 をして 體驗 せし むろ 所 あらしめ たので あろ。 

，ども 翌年 二 至れ. I 生 は 最早囊 が 如何な I 難に 遭 ふと も、？ な 8 の 方法 I ぱ ずん 

ば 歸ら ぬ ものと 認め、 大に之 S り、 我が 子の 如くに 愛せられた、 或人慶 の 多病 を 憂 ひ 先生と 物語 

つ b 時、 先生 は 「lss 全で. あつたな I、 朝 1 伐 位 行ろ かも 知れぬ」 a. 誠に 

^ろ 所 ありと いふべき である。 

i の 末より Is ほ、 歲 側近 翁の 人で あっち S 霞 s 作成に，. 與？ 大に 力が あつ 

ヒ、 而 して 弘化ニ 年に は 既に 仕 法の 醒お 得して 之 S 馬に 行 ひ、 之 を 下 館に 施した。 相 馬に 於け 
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ろ 仕 法 は その 功 半 は高慶 の 致す 所で あろ。 先生の 卒去 難行 氏 を 助けて 曰 光 II め、 雜 新の 4 

役 社を與 して この 法の 普及 S 力し ち 明治 二十 三年  一 5 曰 七十 七 f 以 5 すろ 迄、 m? 

その 生命であった。 

ホ S 高 行 齋菌行 は条之 助と 稱す、 富 田 應の兄 囊の攀 であろ、 i より 書 を 能くし、 

之れ を 大成 せんと 欲し ま戶に 出で、 芝 泉 §i よ I ま f ま、 弘せ 一年 仕續 形§誓 を 依 

嗎 せらろ さ 及んで、 却って この 道に 入ろ こと I 願し であった が、 偶 is の f 看護す ろ- i 

し、 宇都 氏 邸 內の仕 鐘 編 薄に 宿泊し、 雨來 S より 引 響 人 門と なり、 sfisa 

成に 努め、 後先 生 一 寶鄉に 移り、 日光に 移？ ろまで も 之に 隨從 した、 その後 安政 一 一年 を 以て 蜃 

任議ー期結 了し、 三年より 第二 期に 入ろ に 及んで、 先生 は I られ、 曰 光 仕 i 所の 多忙と 各 也-土 

法 指導の 齧と は、 富 馬慶の手 翕す t の 多 t 以て、 特 S 行 S て 相 馬に 於け る I の 後任 

たり 助 VT たろ ものと して 相 馬に 常住せ しめ、 仕 法 指導者と すろ に 至った。 

相 馬 仕 法の 第一 一期 は 殆ど 髙 行の 實地 指導に 成る、 明治維新 後 は 決して 公の 任務に 從？ ず、 妻こ 與 

彼 社長と して 尊 親 氏の 出づる S つ 有様で、 時には 霞の 人々 の 魔を訪 はんとす ろ ものあって も， 

て 面？ さるがず 纏であった。 明治 二十 七 年 六月 十二 曰壽 七十 六 f 以て f で、 ぜ 

淸節祖 法 正統 相傳を 以て 任じた と稱 すべきであった。 
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へ 仕 法 行者の 淨 行推讓 相 馬 仕 法の 發^ に 伴うて 感激の 行者の 出づろ もの^だ 多く 上下 其仴に 

乏しくない、 これ s- ち 相 馬の 仕 法の 有終の 美 あろ 所以で あろ。 而 して 富 田、 齋藤叔 姪が、 報 德仕法 指 

導 者と して、 特に 二せ 1 先生より 與 へられた ろ 地位 は、 これ 亦 甚だ 意義 あろ もので あろ。 始め 高 慶の相 

馬 仕 法に 從 事し、 その 功顯 著な ろに 際し、 之 を 賞して 祿百石 を 給し 郡 代 席と なさん としたる 時 堅く 之 

を辭 し、 特に 二 宵 家より 送られた 金 二百 兩を 以て 荒 蕪 を 闘き、 その 產米を 以て 生活 を營ん だ、 その後 

累年 功顯^ 々著レ きを 以て 藩主 は 之に 用人 席 を 以てし、 また 家老 准 席と し、 後 家老 上座に 薦めたが^ 

く 之 を辭 した、 然れ cf 辭 すろ こと は 之 を 許された が、 SI 議 並に 藩の 取扱 は 常に 家老 を以 

て 遇せられた、 而 して 生活 は 開墾地の 牧納 によって 分 度 を 立て、 餘財 あらば^に 之 を 仕 法に 用 ひ、 仕 

法に 從事 すろ 一 一十 七ケ 年間 藩の 支給 は 一 粟 をも^ けず、 平常 淸 素の 生活に 甘 じた、 されば 藩の 上下の 

賴 一 身に 集った とも 稱 すべきであった。 

齋藤高 行 も 亦 その 行動 は 同様であった。 二宮 家より は 敢て藩 祿を喰 ふ を 禁じた ので はない が、 ナ/ 

一藩の 仕 法 を 行 ふ もの、 成功に 從 つて 進級 すれ ぱ衆羨 集まり、 失敗 すれば 譏 笑 非難 聚ろ、 故に 其 事 成 

功す ろまで 先づ 祿を辭 すろ を 明と なす、 殊に 緊縮 整理 をな さんと すろ 時 は 先 づ辭祿 を 敢行す べしと 勸 

きせられた、 一 一子 はこの 例に よった もので あろ、 髙 行の 相 馬に 下って 高 慶の任 を 補す ろ や、 堅く その 

^を 辭 したが、 日光の 方面 も 多忙で あり、 高慶の 健康 も^し 難 かりし を 以て 漸く 任に 就いた、 然るにき 


に 髙行を 奉行と し 仕 法 頭取と し、 祿 五十石 を與 へんと した、 然るに 之 を M 辭 した。 藩 老等辭 令 をお 3 

公に 發 表した ろ 後な りし を 以て 大に 閉口した が、 高 行 は 病 氣と稱 して 門 を 出で ざろ を 以て 辭令を 撤回 

し、 今 市の 報德 役所の 指揮 を 受け、 渐 く無祿 無官 一 一宮 家の 使者と して 任矜に 就いた、 依て 一 家より 

百兩を 遣し、 之 を 以て 開墾 を 行 ひ、 その 所產を 以て 生活の 资 となす こと  >, なった、 高 行 はこの 納米五 

十 俵 中より 十 一 一 一俵の 飯米と、 壹贰 兩の雜 用と を 頂戴し、 殘り 全部 を推讓 して 仕 法に 差 出し、 4? 寺々 

弟松藏 よりの 推 讓金を さへ 加へ て 差 出した。 斯の 如き もの 安政 四 年より 明治 四 年に 及んだ、 その 贷す 

金總額 十四 ケ年 にして 約 千 贰百兩 に 及んだ。 叔父 髙慶が i 一宮 家の 日光 貸付 返納 金 殘額を 元と して 與发 

社 を 起した 様に、 相 馬の 地に は 推 譲の 美風が 溢れて 居ろ。 

七 明治 初年の 仕 法 始末 相 馬の 仕 法 は 復與仕 法の 範例と して 雛 形 を 其 儘に 實 施した もので あろ。 

さて 第一 一期 は 元 治 元年 または 慶應 元年、 遲 くと も慶應 一 一年に 結了し 第三 期に 入るべき であった が、 時 

正に 幕末の 大變 動出會 し、 征畏の 役に 從事 しこの 春歸陣 したが、 また 間もなく 大政の 奉還 あり、 維斩 

勿忙の 際、 寓事は 時代の 推移 を 見ろ 必要 を 生じた、 依て 慶應 より 明治の 初年まで 嚜こ， 現狀を 維き して 

居た， が、 藩籍 奉還 後 藩主 は縣 令と して 新政 渐く緖 に 就いた ので、 從來 執政の 大要 並 仕 法の 經過を 報告 

し、 新政の 下 如何にすべき か を 何った 所、 從來 通り 取 行って 然るべ く餘財 は他縣 にも 及ぼす べきの t 

令が あつたので、 明治 三年 再び 仕 法 を 進行した。 然るに 同 四 年に は廢藩 遛縣 となり、 舊 藩主 ま縣 令と 
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なった が、 更に 翌五ハ ヰ 中 村 縣を磐 前縣に 合併し、 中 村 1! 令た ろ舊 藩主 は 退職と なった のみならず 中 

村縣領 は その 一 部分の 區域 となった から、 中 村縣の 受けた ろ 仕 法 窒 施の 權は 自然 消滅に 歸 したので、 

從來の 颜末を 明記して 磐 前縣 に引繼 いだ。 

引 繼を受 けた 磐前縣 は、 從來 管內の 一部分た ろ 元 中 村 地方に のみ 行 はれ ^制で あろから、 之 を 全縣 

下こ實 UJ せんに は、 仕法资 金の 準備 を 要し、 また 全 縣 下に その 趣旨 を 徹底す ろ を 要すろ。 而 して それ 

は 容易な ことではなかった。 けれども 明 法た ろ こ と は 相 遠. な いので、 種々 工夫 を 凝した が 從來取 行 ひ 

來った 各種の 施設 中 、巳む を 得ず 續 行すべき もの i 外 は 新 施^ をな さず、 また 取扱 ひ釆 つた 贷付金 M 立 

等の 外 は 施す 餘 地がなかった。 故に 明治 年^の 施設 は、 從來 行った 仕 法の 出納 始末と、 僅に 計螯 又は 報 

告 等の 書類 を 取扱 ひ 之 を 整理した のみで あろ。 併し 旣に 百ケ 村に 上ろ 施設で あろから、 出納 相當 額に 

上り、 明治 三年より 翌四 年^ 月までに 取扱った 一 ケ 年の 總 集計 は、 米壹萬 四千 五 拾 六 俵餘、 金 六 千武百 

四 拾 五兩に 達し、 明治 四 年中 村縣 設^ 後、 ^五 年 磐 前 縣に引 糖ぐ までの 第一 一年 目の 經費 のみ にても 米 

甙百參 拾 四 俊餘、 金 贰千九 百 八 拾 壹兩餘 であろ。 而 して 第二 期 中に 贷 付けた ろ 仕 法 金 S 取 立殘り はお 

前縣 より 徵牧 して 舊相馬 藩 仕 法 役所の 係へ 返付 せられろ ことと なった。 

これに 闢聯 して 明治 五 年 八月 十三 日、 ^前縣 に 於て は、 報德仕 法の 成績に 考へ、 二宮 先生に 封し 慕 

府 より 交付 し^った 六 拾 四石餘 を、 報效 米と して 引耪 下^せら"： M 様、 縣參事 村 上 光雄 名 儀 を 以て、 
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大8<輔 井上馨 宛に 願 出た 所、 永 綾 は 出来ない から 五ケ 年分な 一 時に k でぎ とすと いふ ことにて-、 石 

代 相場 を 以て 交付すべき 旨、 翌六年 三月 火日附 にて 指令と なった。 . 

かくて 仕 法 は從來 藩に て贷 付けた ろ報德 貸付金の 返納 殘金五 千 回と、 相 馬に 於て ^問より 加入 推 譲 

した H 課 積立金、 及び 非常. 猜立敉 ^六 千 八百餘 俵、 金 壹萬豈 千圆を 下付せられ、 縣には 事務員 を 六 名 

埒 はし、 四 名 は 相 馬藩臣 採用せられ、 仕 法 綾 行の 遝 開けた 所、 叉 もや IS 前 縣は福 島縣に 合併と なり 

當時 中央政府 にて は歐 米の 行政 模倣に これ 日 も 足らず、 曾て 西 鄕南洲 翁 は、 報德の 良法な ろ を 傳へ聞 

き、 直接 富 田高癡 に面會 し、 之 を 大蔵省、 內務 雀の 事務官に 勸獎 したろ も、 潞懌榮 一 始め 報 德仕法 は 

舊幕 時代の 良法で あり、 地方 民政の 一 方に 過ぎず として 顧みず、 縣官は 仕 法の 要領 だ も 知ら ざり し を 

以て、 福 島縣全 縣 の 事業と なすに は 萬 事 準備 整 はず、 一 地方の み 特に 行 ひ 得る ものに あらず となし、 

II 岛全 縣 に實行 し雞き 狀 勢に 立 至った から、 富 田 等 は 退て 相 馬藩舊 知の 間に 結社 をな し、 日課 積 立 等 

を 返金し、 殘餘の 小額 を 以て 開墾 助成 をな すに 如かず となし、 明治 十 年 これ を與復 社と 稱し、 祖法. の 

一 部分 を 相 綾し 得ろ に 止めた。 , 

然れ ども 奮 相 馬の 君臣の， 間に は、 報 德仕法 を 以て 磨すべからず となし、 先づ舊 藩主の 經濟を 分 度に 

よって 賄 ふこと A し、 第三 期 は 慶應四 年に 始まり 明治 火 年に 終り、 第 四 期 は 明治 十 年に 始まり 十九 年 

に 終ろ を 以て 富 高慶、 一 H 呂尊親 兩氏は 相 馬 家の 依囑を 受けて 明治 十. K 年に 始まり 同 七十 八 年に^る 
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六十 ケ 年の 分 度 を 確立し、 これに 準據 した 子^: 家の 家憲 は 現在に 於ても 之 を 尊重せ られつ  >- ありと い 

ふ。 この 分 度 は 昭和 十. K 年に 至って 改めら ろべき 順序で ある。」 


第 十九 章 各地 方の 代表的 仕 法 

一 門 井、 辻の 仕 法 門 井、 辻 は 旗本 齋藤鍬 太の 領地であって、 領主 、領土 共に 闳愆 に陪り その 仕 法 

を 二宮 先生に 懇願した。 元來齋 藤氏の 領土 は總 石高 七 百 四十 五 石で あろが、 それが 茨城 縣眞壁 郡： 七 

ケ 村に 跨り、 もと 家數 六十 四 軒 その 內門 井、 柴の 如き は 各 一 軒、 辻、 羽 方、 海老. 江 は拾數 軒、 阪井、 

吉田 新田 は數 軒に 過ぎず、 また それが 數 里の 間に 分散して 居ろ から、 領 政の 徹底に は^だ 不； S であり 

厄介であって、 隨 つて 所領 は租 稅の徵 集の 地と して 取扱 はれ 易く、 苛斂 も 免れなかった。 

また 寬政 年中に 大火に て 領家燒 失し、 その 復與の 爲に郡 代より 借 上 を 命ぜられ、 文化 年中 また 增借 

となり、 總計 金贰千 三百 兩餘に 上った、 故に 先^、 先々 納相 重って 百姓 は 離散 を 免れず 柴村は 一 村 退 

散吉田 新田 も 後家 一 人と なった。 故に 先納、 先々 納の 名目の 下に. y 戶 にて 借財 をな し、 天 保 三年 小蹈 

町 大和 屋太 右衞門 出訴し、 同 四 年 祌田富 松 町 奈良屋 伊兵衛、 神 田 錦 町 大阪屋 勘 七、 fi< 保 五年武 州 I い： お 

郡西臺 村長 五郎 等 引 續訴へ 出で、 その 度 毎に 多額の 失費と 内濟金 調達と を耍 し、 村 役人 は 勿論 百姓 一」 

同 或は 罰せられ、 或は 科せら る、 殊に 海老 江村 兵 左衞門 は遂電 する に 至った。 

^保 六年锊 主の 隱居 歿し、 又々 費用の 出 所な く、 この頃 旣に 借財 髙ニ千 三百 兩 となり、 十翌 七^ 
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分の 領主の 生活 米 金 一 切 絡 無と いふ こと ナ なり、 しかも 領民の 數も 三十 八 軒に 減じた、 而 して 領民の 

所有 財産 全部 寶拂 へばと て、 三百 兩 にも 足らぬ と稱 せられて 居た、 この 時に 當 つて 門 井村、 羽 方 村の 

隣村た ろ靑木 村に 仕法實 施せられ、 特に 櫻 町の 仁政の 效果は 四方に 傳 へられた ので あろ。 

齋藤領 の 人民 報德仕 法の 功 顯を耳 きにし、 仕法實 施の こと を 一 一宮 先生に 懇願せられ たき 旨 铽 主に 切 

願した、 佼て成 瀕源兵 衞を遣 はして 先生に 仕 法 を 懇願せ しめた。 一 應は拒 絡せられ たが、 井上 村の 兵 

左衞 門、 物 井村の 文 右衛門 等よりも 懇願した ので、 先生 は 復與の 立案 を 試みられた。 

當時齋 藤氏の 領邑 より 納入す ろ 租額米 三百 五 拾 六 俊餘、 畑 方 五 拾兩の 牧納を 以て、 日常 必須の 經費 

金額 百 三 拾六兩 とすれば、 約 火 拾 壹雨餘 は 役務 上の 人 用金、 並に 臨時 人 用に 充て 得る を 以て、 平安に 

生活 をな し 得べき であった。 然るに 前述の 如き 大借 をな し、 之に 耍 すろ 利息の み にても、 全 祿を 出し 

て尙 足ら ざろ 狀況 である。 

この 借財 を 償還す ろに は、 宇津 家 仕 法の 例に 基き、 之を愤 主に 交涉 し、 或は 三十 ケ 年賦、 或は 十ケ 

年賦、 五ケ 年賦 等 夫々 承諾 を 得て、 之 を 無利息 年陚 とし、 その 承諾 を 得ざる ものに 就て は、 日常 必須 

の 經費を 緊縮す ると 同時に、 辨濟金 を 他より 借 入ろ A 方法 を 講じ、 無利息 報德金 を贷與 し、 六 ケ^ を 

以て 之 を 償還し 了ら ば、 更に 四ケ 年間 荒 地 を開發 し、 斯 くして 借財 償還 完了と、 荒 地開發 により、 ^ 

納祿 高 五 百 石 に 相 當 すろ に 至 つて、 領主 镇民 共に 永 安 を 期す ろ こと を 得ろ とい ふので あろ。 


先生より この 裟を 示した 所、 齋藤 一 家親挨 評議の 上、 十ケ 年間 これ を 分 度と して 斷行 すろ ことに^ 

し、 その 實施を 一 任した、 依て 牧納は 全部 先生の 手許へ 出 じ、 日常の 經费 も、 負^の 償^も 悉く 先 

生の 手許より 拂 はる、 こと を 約束し、 村 役人より 願 出で た 書類に 領主が 奧窨 し， 先生の 許へ 窨類を 差 出 

した。 時に 1K 保 六 年末で ある。 而 して その 分 度 を 確立した 書類 は爲政 鑑と稱 し、 更 めて 翌七年 二月 報 

さい と-?' し- f た 

德仕法 書の 様式 を 以て、 齋藤鍬 太 並 親族 署名の 上 先生へ 差 出した。 

この 害 類提 ゆと 同じ 顷 先生より 融通 せられた 報 德金は 五 百 三 拾七兩 飴であって、 井上 村 兵 右衛門 並 

櫻 町 铽內の 有志の 差 出した 報 德元恕 金が 主た ろ ものであった。 さて その 負铰の 始末 を 見ろ に 

負 倚 總額金 甙千百 八 拾 八兩餘 

內 金 八 百 五 拾 五兩餘 是 は年赋 償還 約束 

金 千 五 拾 贰兩餘 これ は卽金 減額 返濟 

， J の卽 金皆濟 減額 四百 一一 一 拾 四兩餘 

金 贰百八 拾 豈兩餘 是は不 鈉決濟 

この 年賦 金 年額 三 拾贰兩 三分、 並 報 德金を 償還 すれば 決 了す ろ^ であろ。 租稅總 額 金と して 約贰 f3 

贰拾 七兩餘 にして 大略 壹百雨 を 以て 日常 經費 とすれば、 百贰拾 七兩を 以て 年賦 金 並報德 金の 支 拂を完 

了し 得べき であろ。 この 案の 內容 を撿 すろ に、 宇津 家の 仕 法 を 規範と して、 領主 は 十ケ年 ^ 屈 身 緊縮 
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すれば、 年 * 徵牧米 金より 餘剩を 得、 これによ つて 六ケ 年間に 年賦 以外の 债務を 終り、 四ケ年 問に 荒 

地 を開發 し、 合して 十 ケ年を 以て 領主 も 領民 も 完全に 復興し、 安泰な^ 生活 をな し 得ろ のであった。 

領主 は 之 を 誓った から 直に 報德 無利息 金 を 繰 入れ、 豫定の 通り 愦 主に 交渉し、 翌七年 七お の 頃に は大 

部分の 償還 手績 をな し、 或は 繰延の 承諾 を 得た。 殊に 同年 は 稀 有の 大凶 作であった が、 锊内ー 人の 餓 

死者はなかった。 翌八年 は 分 度の 通り 牧納 より 年賦 金、 報德 金、 鈸米、 雜用 を支辨 すれば 足ろ、 この 

年 は 先生 は 小 田 原 領の急 を 救 ふこと に 全力 を^が れつ A あった が 、齋 藤領は 所定 の 通り 實 行す ろを以 

て 別に 方法 を 講ずろ め 要はなかった ので あろ。 

然 ろに 負 情 償還の 方途が 樹立せられ たので、 領主 は 安心より 驕奢 心が 湧き、 生活 緊縮 は 弛緩し 始め 

た。 殊に 年 々決算 勘定な ど は 眼中に 迢 かず、 唯々 人^ は納稅 すべき ものと 心 得、 仕 法 指導者た ろ 二宮 

先生 を、 仕法受 負 人と 見做し、 必要と さへ 言へば 贷 して 吳れろ ものと 考 へて 居た ので、 GT 然 奢の 企 も 

者 へられた、 斯 くして 旣に 第！ 一年 目卽ち 保 八 年に は 新 支出 を 要求して 來た。 それ は 公用 入 W 其 他の 

費用で あろ。 

本 來分度 は 決定的の 喾 であろ、 けれども 御 慕 向 費 川卽ち 生活費と いふ は、 私生活の 事と 解 せら 

れ、 勤務 入用 は 別途で あろと 領主 は 信じて 居た とい ふ、 先生 は 御 暮向は 全部の 生活費で あると いふ、 

この間に 交涉 した 名主の 源 左 衞門は 双方に 說 明が 不十分であった と 見 ゆろ、 故に 領主 は 是非 支出 を^ 
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け ざれば 公州 を 勤め 難いと いふ ことにて、 谷 m 部の 中 村 勸農衞 と、 親族 大岡雲 峰と に依顿 し、 仕 法 引 

受 をな さしめ、 漸く 先生の 承認 を 得て、 更め てまた 百 九 拾 甙兩餘 の報德 金が 繰 人れ られ た。 この 不足 

は 三男の 出生と、 孫の 出生 並に 各 その 養育費 等で ある。 而 して 第三 年 目た ろ 天 保 九 年に もまた 不足 を 

生じ、 その 新 借 贰百三 拾 兩餘に 達した。 

仕 法 年限 中 は 飯米 毎月 三 俊， 濰用 年額 約 百 雨の 外 は、 全部 仕 法 金に 繰 人れ らろ であろ が、 この 

外に 出仕 費用 百 雨 を 要すとの 交涉が 始められた、 この 要求に は 誤解が ある、 仕 法 年限 中 は七ケ 村の 牧 

鈉 全部 を 先生に 引渡し、 飯米 雜 用の 外 は 償還 金に 宛て、 償還 完了後 は 村 內開發 に 支出す ろ條 件で ある 

から、 領主より 見れば 右 飯米 雜用 償還 以外に 餘裕 あろ 時 は 先生の 所得と なろ ものと 解し、 それ を 以て 

出仕 費用 に充當 せらろ べきで あろと 考へ たもので あろ。 然れ ども 年賦 償還 等 所定 以 外に は大 なろ 餘裕 

なく、 分 度 定則 は 日常 經費、 公用 出仕 費 等 も 含まれた ものと 解すべき であった ので ある。 にも拘らず 

前記の 通り 要求せられ、 村民 も 應ぜず 先生 も 承認し なかった ので、 暴 令を發 して 村^より 租稅 を强制 

徵牧 すろ に 至った。 本； 米 領主と 先生との 間に 立った 源左衞 門の 最初の 說 明が 不充分であった 爲 でも あ 

らうが、 现解を 曲げて 便利に 解釋 した 爲 とも 認めら ろ。 

村^ は 應ぜず 先生より は 耍求を 拒絶せられ たので、 領主 は 暴虐な 苛斂 誅求 となった、 本来 家政 を紊 

亂 すろ 様な 人々 は、 定則 を 守ろ など 、いふ こと は 容易な ことで はない、 のみならず 消 ゆ：^ 財の 工夫に 


就て 有 ゆろ 奸策を 弄すろ えので ある、 故に 前述の 如く 臨時 支出 は 定則 外で あろと 稱し、 先^の ffi 絶 を 

不當 とし、 齋藤鍬 太 は 最初より 交涉に 常った 一 人、 辻 村の 割 元 名主 柴崎源 左 衞門を 呼出して 尋問した 

所、 定則 以外の 御 入 ほ は 百姓 共が 負擔の 積り であった から、 先生に は 話さなかった と 答へ た、 故に 名 

主 共より、 五雨 や 三 兩の金 は 如何様に もす ろと 巾 出た、 これに 封して 齋藤 は、 それ は 孫 や 三男の 養育 

费 位の もので、 表 向 人 用金 は 七 八 拾 兩も耍 すろ から、 不調法な 交涉 をな し、 不都合な 約束 をした もの 

であろ と叱贲 した。 

この 領主の 理不盡 な 語 は、 本來 財政 取扱の 技術に 馴れない 者の 陷 ろべき 過誤であって、 一 ケ 年に 七 

八 拾 雨 もの 餘裕が あろなら ば 何も 困難 はしない ので あろが、 弒主は 餘財は 光生の 利す ろ 所で あろと 邪 

推して 怒った 様で ある。 

斯の 如く ^保 八 年より 火 年まで 增額 要求が あり、 漸く 八 年度 は報德 金を增 したが、 九 年に は 叉々 新 

借 出 來と稱 して 新 支出 を 要求して 來 たが^ 絶せられ、 交涉が 重ねられた。 この 時までに 旣に 村：^ は 先 

生の 指導 を 受け、 或は 山林 を 喪 却し、 或は 老若 sf; 女 朝夕 繩索 をな し、 零細な 積 立 をな したる 報 德金贰 

拾 參兩餘 に 達して 居た、 今 この 急場に 臨んで 止むを^ず 之 を 以て 九 年度の 新 要求に 應 じた。 この 始末 

の 時に 非常な 翁 厄に 陷 つたの は 名主の 源左衞 門で あろ。 一 方 租入は 全部 1 一せ 3 先生に 取扱 方 指導 を受く 

ろ こと X なつ て 居り、 領主 は 無理な ろ耍求 をな し應ぜ ざれば 役人 を 召致して 嚴命 をな し つ A あ つた。 
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もと 先生と 約束した の は 源左衞 門で あろ。 源 左 衞門は 先生と 約束す ろ 時、 ま、 本の 生活の 內情 など 明か 

にす ろ^も なく、 これにて 宜しき やと 先生より 仕 法 書 を 示され、 源 左衞門 はこの 書類 を 領主に 差 出し、 

領主の 承認 を 得て その 通りに 取扱 ひ、 非常な 努力で 處理 した けれども 領主の 苛酷な 要求に 應 じかね、 

身の 置 所な く 終に 出奔して 行衞 不明と なり、 村民 は 巳む を 得ず 積立金 を 支出した ので あろ。 これ 領主 

は 領民が 出し 得ろ だけ 出させろ とい ふ當 時の 弊政の 事寳の 一 つで ある。 この 件に 關し、 門 井 ，寸 の 名主 

藤藏も 罰せられ ざろ を 得ない 狀勢 となった。 故に 藤藏は 一 時 身 を 先生の 許に 託し 樱 町に 轉 住した。 

併し 先生の 指導し 關係 すろ 限り 仕 法の 效^ は 現 はれ、 負 ^は 年々 に减 少し、 1K 保 六 年より 同 十 年 ま 

で四ケ 年の 間に、 舊 借の 返 濟交涉 も 順調に 進み、 都合 額面 千 五 百 兩の滅 借と なった、 故に 十 年 を俟た 

ずして 完全に 整现 さるべき 狀 態であった。 

最初 領主 は 「乃ち 儉 德を愼 む」 など A 古語 を 引いて 誓った けれども、 愁歎 場に 於け ろ救濟 者に 封す 

ろ 表面の 挨拶であって、 終 ！4 儉德を 守ろ ことが 出來 ず、 その 親族 大岡雲 峰の 如き 文人墨客が 往來し 

て、 報德の 道に 就て 趣 3 曰 を傳へ 述べた が、 領主 を敎 化すろ に^なく、 報德の 虞髓を 充分に 傅へ ろ ことが 

出來 ず、 釘 主 は 自ら 仕 法の 門に 出 人す るので ないから、 分 度 法に 聽從 すろ 機會 もなかった ので、 報德 

仕 法の 何物た ろか を 知らず、 JK 保 十 年の 支出 不足の 增額を 得 ざろ を愤 り、 暴戾 なろ 强制處 罰 等 を 連 緩 

し、 十 年 十  一 H に 至り、 尊族 大岡雲 峰に も無斷 にて、 先^の 增額 返書な きを 理由と し、 小 m 原 藩 留守 
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役に 對し、 先生へ 仕 法 を 返却す ろ樣 命令せられ たしと 要求した。 斯く 申出た 裏に 先生が 仕 法 を 返却せ 

ずして 増額し 吳れろ ものと 豫 想して 居た と認 むべき 理由が あろが、 先生 は齋 藤の 豫想 に反して、 齋藤 

の 信義な き 約束 破棄の 行動に 嘆 じ、 直に 仕 法 返却の 事に 決し、 返書 を 送った。 

かく 約束 は 破られた が、 この 四ケ 年に 立替 へた 仕 法 金の 償却 は大體 終了した と 見えて 「趣 法 筋金 出 

人 毛頭 無 之」 と 雲 峰 は 記して 居ろ。 斯くて 仕 法 は 中止と なった が、 他に 借財が 殘存 して 居り、 殊に 領 

內 より は 多額の 借人 をな したろ ま丄 領民の 仕 法が 大部分 未了で あろ 爲に、 度々 困難 を訴 へ、 再度 仕 法 

を 懇願した。 先生 は 約束 解除の 時、 將 來に關 して 指導と なるべき 書類 を與 へて、 この 儘 推移 すれば 遠 

からず 大借 となろ こと を 明かに し、 牧納米 金の 取扱 方法 を 按じて 五段の 方法 を 授けた、 先生の 指導に 

背いた 齋藤鍬 太で あろが、 罪 を 惡んで 人を惡 まず、 殊に 領主の 暴戾 H 窮 によって 苦 i を增す もの は領 

民で あろから、 最後の 仕 法 分 度 を 立て 大岡雲 峰に 示した ので あろ。 

斯く 一度 仕 法返戾 となった が、 齋 藤の 困難 は 益々 甚 しく、 大岡、 齋藤兩 人の 承認した 勘定書に よつ 

て 受渡 を 完了 ひたと 同時に 最早 病苦に 迫られ、 結局 先生の 指導に よって 鍬 太 は退隱 し、 息 善 太 郞が相 

績 して 領地に 在住し、 鍬 太の 母 は 雲 峰の 妻の 母な ろ R 緣を 以て 大岡 方に 寄寓し、 年 拾 五雨の 養 料 を 入 

れ乙 こと i した。 この 因 緣 により 叉々 仕 法 を 懇望した が、 先生 も 容易に 應 ずろ 色な く、 殊に 善 太郞不 

行 i にして 愈々 困難し、 デ、 保 十二 年 一 月 三度 懇願した けれども、 十三 年 正月 斷然之 を 招 絶した。 然も 


に 愈々 困窮 烈しく IK 保 十三 年 十二月、 先生 幕府 仕官 後 村民 連署して 仕 法 願文 ケ差 出した。 この^ 先生 

は 朿奔西 走 之 を 顧みろ 暇がなかった ので、 唯 僅に 大岡雲 峰 をして^ 旋せ しむろ 外はなかった。 法の 效 

力 は 主た ろ もの X 決心 を 要すろ 事 誠に 明かな 證 として 見ら ろ，， ものである。 

一一 野 常 武總諸 領の仕 法 野 常 武總 その他の 地方に 仕 法 地と して 公式に 依顿を 受けた もので なく、 

,M 民力 任意に 敎を 受けた ものが 多く あろ、 また 或は 領主が 責任者 を 差 向けて 伕賴 し、 立案して ぶ を^ 

けた もの も あり、 或は. 江戶に 於け ろ 旗本 連中の 住宅 及內 政に 關 すろ もの.， みのもの も あり、 何れも 完 

^な 仕 法と はならず、 大概 仕 法 ® 域が 狭く、 方途 も 簡單な ものが 多い けれども、 相當な 成績 を擧 げた 

もの も 少なくない。 

ィ 下 高 W 村 を 中心とする もの 芳賀郡 下 高 田 村 を 中心とすろ もの は、 同村の 大山 太 助の 蜀4義 に 係 

ろ もので あろ。 同人 は 1K 保の 初年 樱 町に 來り、 一家 並に 下 高 E 村の 困窮者 救濟を 懇願して これに 端 を 

發 して 高 田 村 本 田、 问 新田、 本鄕 村、 堤 上 村、 下^ 良 村、 阿部品 村 等に 及んだ が、 仕 法 引受人 は 大凡 

太 助であった。 

この 諸 村に 涉る もの は 種々 雜 多の 仕 法で ある。 下 高 田 村 は 夏 目 左 近 將監、 中^ 壹岐守 等の 合 給で あ 

り、 下 幅 良 村 は 山下彌 五郎の 領地、 阿部品 村 は 大森刑 部の 領地、 沓掛村 は 伢奈友 之 助 支配 所で あろな 

ど、 全お 一 領主で ない ものが 多く、 故に、 數村 別々 の 混合 仕 法 も あろ。 唯 太 助が よく 事理 を辨 じ、 先 
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生の 指導に よって 窮民 潤 助の 事に 奔走した ので あろ。 

下 高 ほ 村 は 3 四 年より 始まり、 ，報 德金§ び、 また これ を i し、 霧の 三ケ I に 出入 

差 引金 百 七 拾 六兩、 同 六 年より 十二 年 迄の 拜 借金 總額 四百 四 拾贰兩 贰分餘 であろ。 併し、 各證文 毎に 

返却し、 冥加 金納 i なした ものき ろ。 以上の 雲に より、 報德金 霧 借し 5si 主と した 

ものと 見 ゆろ。 併し 全部の 償却に は相當 年月 を 費した もの もあって、 嘉永ニ 年までの 問に 取扱った 報 

德金義 は 金 千 四 星 拾七兩 贰分餘 である。 その 內 返納、 雲、 土 養 入 等 I 除し、 殘贰百 五拾兩 

餘が太 助の 手許 預り となり、 無理 置 据拜借 を 願って 一 應 結了した。  ^ 

口 下石 橋 村の 仕 法 石橋 S 栃木 縣下都 l、？s 分 寺 村に 在り、 北方 I 井、 下 S と 共 f 

に 堀 田 備中守 領土であった。 領內の 組頭 松 兵衞が 中心と なって、 西 沼 村 丈 八、 物 井村 岸右衞 F 靑木 

村 勘 右衞門 等の 紹介 的 依頼に より 仕 法 を 懇願した。 

時に 天 保九ハ 牛であった から 多忙の 故 を 以て 报 絶した が、 靑木 村に 至り 鷹々 歎願した ので、 靑木村 冥 

加 米 永 返納の 内^ 以て、 試に 開發に 着手した 所、 追々 順調に 進みた る も 借財 金 百拾贰 兩餘、 刺拂 もお 

來兼 ぬろ 程であった から、 御 趣 法 金の ft より 急 借の 分 拾 八兩餘 を返濟 し、 五 拾 九兩は 田地、 土^ 等 を. 

渡し、 三 拾 五雨 は 助成 合力に よって 始末が ついた。 

この 閲發は 着 乎から 弘化ー 一年まで 開 發金ー 一 百 數十兩 開 m 贰拾數 町に 達し^ 


ハ 横 堤 村の 仕 法 同村 は 古河の 領分で あろ。 この 地 栃木 縣下 都贺 郡の 西南 隅に て、^ 賴， U と 

との 合流す ろ 契洽灌 域であって、 年々 歲々 氾濫 あり、 その 水 停 溜して 赤 間 沼、 石 川 沼 等 をな し、 なほ 

附近 沼澤 地が 多い、 特に S 村 は、 赤 沼、 石 川 沼の g に 飛 便 I 分布し、 年 I 水の f 受け て居 

たが、 明治に 至って 渡 溜 川の 礦毒 事件 勃發 した 時、 遊 水 地と した 所で あろ。 ^保 十 年報 德仕 法に より 

開發を 行った の はこの 地で あろ。 

反 S 弒計拾 ノ町五 反 飴の 內、 旣發並 荒 畑 を^き て 五町 七反餘 開發總 費用 六 拾 壹兩壹 分餘 であろ。 

一一 堤 上 村の 仕 法 茨城 縣西 茨城 郡^ 瀨町內 堤 ト； 村、 本鄉 村、 大朵村 等 諸 村 は 中 根壹岐 守の 所領で 

あろ。 何れも 七 年に 困窮 甚 しく、 村民 中餘裕 あろ もの は 夫々 糧盒を 差 出し 互助 共濟 をな しつ，， あ J- 

つたが、 支持し 難き を 以て 一 同 共有の W 畑 山林 を擔 保と して 領主へ 借 川 を 願 出た、 その 要求. は 雜穀七 I 

拾 五 依、 代金 合計 六 拾 壹兩餘 である。 併し 領主の 支給が に 合はなかった から、 西 沼 村の 丈 八 を 依頼 

して 借 川 を. 5. 出た。 その 懇願 入れられ、 ^保ナ 三年に 完濟 した。 

ホ 江 戶崎村 忠兵衛 の 仕 法 江 戶崎は 茨 域 縣稻敷 郡 江戶崎 町で あろ。 m 中 忠兵衞 は 近. y 國栗太 郡 辻 

村の 産で. あろが、 承應 年中. 江 州 商人 谷 田 部の 釜屋治 右衛門 を 便りと して 朿 下し、 支店と して この 地こ^ 

物 商店 を 開いた もので あろ。 爾來 數代繁 SI し、 ^保 十一 年まで 百 八十 八 年、 七 萬 兩と稱 すろ 大分： ^者 

であった。 霞 浦畔の 一 お ：3 であろ-か、 町の 繁榮を 支持して た。 その後 幼 主と なり、 漸次 衰へ、 本國 


の 領主， ド夯ヒ 所より 借用し、 借財 八 千兩に 達した。 资産は 壹萬教 千 兩と稱 せられた 力 天 保 十一 一 

年に は 全部 を寶 却して. ->殘 す所數 百 兩を剩 すに 過ぎない と 見 積ら れた。 

V 斯 かろ 次第で あろから、 资財を 舉げて 領主よりの 拜惜 金に 取上げ を 願 ひたしと 念じた が、 當時樱 町 

仕 法の 成鑌 風-聞 廣く傳 はった ので、 天 保 十 年より 十一 年に かけて 三度 懇願した。 依て 詳細に 資産と 負 

情との 調査 を 命じた 所、 資産 八 千 三百 四 拾 六兩、 借財 高 八 千 七 拾 六兩、 その 差 引金 貳百七 拾贰兩 とい 

ふ數字 を 得た、 これ を兑 たろ 先生 は、 最初の 柒の 通り, 主に 一 切を獻 上す ろ ことの 賢明 を 告げ、 然ろ 

^これ を 無利息に て拜 借し. 營粱は 表面 領主の 支配と なし、 主人 井^頭 を W 人と して 無給に て 奉職し、 I 

利潤 千 三百 拾 七 兩餘、 人 用金 七 百 九 拾 七 兩餘、 前借 用金 千 百 五 拾兩を 別途 低利に て 借替が 出来れば、 i 

^时廣 還 は 年み-期して 完了すべき であろ。 卽ち分 度 確立に よって 復興 を 策した もので あろ。 

へ 武總諸 地方の 仕 法 埼玉縣 北 埼玉郡 笠 原 村 は、 領主 数人の 合 給で あろから、 人 込分領 等の 結果 

統 M 上の 困難が 俘 ふ、 故に 報德仕 法と して 一村 一国の 方法 を 講じた 所に 特色が あろ。 總戶數 百 十八 

軒、 天 保 十三 年 七：：： 十八 日に 人 札 を 行 ひ、 參集 二十 五 人、 同年 丸 H: 十八 n に 九十 人參 集した、 名主 藤 

兵 衞が屮 心と なって 居ろ。 

ト 江戸 芝 Isnllra の 豪商 海津 傳兵衛 の， 仕 法 弘化 元年 先生が 仕 法 雛 形の 創案に 取掛 ろに 際し、 住居 

狭^より し を 以て、 同人の 別宅 田 町 五丁目の 邸 を 借り、 一意 その 事業に 精 働し つ i ありし が、 翌ー 一年 正 
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K 廿 四日 大火に 類燒 して、 宇都； 1M の 邸 內 に 引越した。 斯の 如き 關係を 以て 親しく 柱來 しつ， あつたか 

ら、 问 人の 財政難 も 明瞭に 知られ、 仕 法 書 完成の 頃 家政 整 现方粱 を 授け、 また、 ^人 は 相 馬 家の リ-乂 

であろ から、 池田圖 書よりも 指導 を 受けた 様で あろ。 同人の 負^ は壹萬 火 千 贰百拾 五 兩餘、 货金六 萬 

四千 四百 火 拾贰兩 であろ が、 その内、 有效な もの は 贰萬丸 千餘兩 位であった。 嘉永ニ 年の^ 方， L 千に 

拾壹兩 にして、 以後 年々 十ケ年 11 壹萬七 百贰拾 六雨餘 であろ。 これより 推算して 支拂を 緊縮す 1 ま、 

+ケ年 問に 負 倚 を 完濟 して 七 千 百 拾 七 兩の殘 を 見る とい ふ 案 をお た。 

一一 一 志賀 村の 仕 法 長野縣 北佐久 郡志賀 村の 神 津半右 衞門は 地方の 豪農で あろ。 同村 は 群 馬 縣下仁 

へ 通ず ろ志贺 越の 山村であって、 代官 鈴 木 大太郞 の 支配 所であった。 幕府^ 铽 では あろが、 代官の 

命に よって 仕 法 を 講じた のでな く 神^: 氏 一 家の 侗人仕 法で あろ。 

累代 地 万の 豪家で あり、 大名 主であった、 その 家祿 五百石、 外に、 岩 村 m 町で 酒造 を 行って ろり 

で、 年々 の 餘德は 三百 雨內 外であった。 然 ろに 世 並の 弊風に 流れて 驕奢に 陷り、 年々 負^ して そ 

の 總額五 千 七 百 雨に 及んだ。 故に その 金利 を壹 割と しても 總 牧人 を W て充 つろ に 足りなかった。 

この頃 報讓 S 虛近に 知れ渡り、 神駕 も 亦 g 及んだ、 殊に 匿で あえから そ SI が I に 

も 多く、 小 M 又藏 との 關係 も淺 からぬ 人柄であった、 依て 小 W を 通じて 什 法 を依賴 した、 や" 主 半右銜 

門 は 病 氣の爲 め 出府し 難き を 以て、 嫡子 伯 太 並に その 親族 有 中外 一 人と 共に 來り 非常に 熱 頸した。 


當時 先生 は 幕府 直 領の仕 法 開 發の實 施に^ ぎ 居り、 私領の 指導 も 多く 繁忙であった 力ら 斷然之 を 

m 絡した が、 强て 再三の 依頼に より" 弘化四 年 池田圖 書、 富田久 助、 吉 良八郞 三人の 門人の 名 俵を以 

て 仕 法 組立の 依頼 を 受けろ こと ゝ なった。 

案 は (一) 五 年賦 無利息 償還 案， (二) 七 年賦 償還 案、 (三) 所有地 寶却 案、 (四〕 復舊案 等で あ 

つて * この 財 整理の 方法 は大體 順序よ く 進んだ が、 復舊 方法に 就て は 種々 の 隙 害が あった。 卽ち先 

生より 靑木村 報 德金六 百 兩を繰 入、 親族 有 中より 贰百兩 組 人れ、 三十 ケ年 問に 復與 完了の 事と した。 

然るに 伯 太 は 病^に て、 力役に 堪へ ざろ 故 を 以て 江戶に 出で 仕官し、 報德仕 法の 重任より 免れん と 

し、 親族 幷小田 等の 反 對に拘 らず嘉 永 四 年 出府し、 また 先生に 許可せられ たしと 巾 はた。 先生 は 仕 法 

中心が 動搖 する 樣 では 仕 法 書 を 返却せ よと 達せられた。 

神津 家で は 上 を 下へ と混雜 した、 幸に 半 右 衞門は 漸く 健康 を 回復した ので 出府して 色々 懇願した。 

伯 太 は 去っても 木 人 は 半 右衛門で あろから 親族の 有 中、 新 右衛門、 金 左衞門 等が 助力して 實行 すろ こ 

と., し、 们太 は金壹 千 雨み 一 出して 御徒 組の 株 を I 貝 ひ、 出仕 準備と して 金 八 百兩を 受けて 本家 を 去り、 

七 拾 俵 五 人 扶持に て 生活す ろに 決し、 神津 家の 仕 法 は 伯 太 を 分離す ろ 方針に て 進行す る こと A な つ 

た。 この 一 件の 爲に仕 法 は 一 ケ 化-問 停頓した。 

仕 法 は 地所 寶却 案と、 復與 案と によって 歩 を 進め、 地所 並 家財 道具の 賣拂、 食- a 償還の 手績 を^ん 
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だ。 W し 越 石の 地所 を 先づ齊 却 せんとし にが、 & 3； 手も少 く 値段 も 安く、 豫定 以上に 進んだ の は 家財 道 

具の みで あろ。 尤も 牧納米 は 豫想以 ト； に牧納 したが、 新 借人 も出來 た。 これ を 以て 仕 法 は 第一 一段の 調 

查を 必要と した。 嘉永五 年 乃至 同 七 年の 調に よれば、 仕 法 進行 をな しつ A 調査し、 赏行 上の 方針 は最 

初の 通りで、 調査の 結^と して 興復 田畑に よろ 十六 ケ 年の 積 立案、 償還の 雛 形 等 を 定め、 愈々 舆復に 

至ろ 基礎 を 確立した、 されば 償還の 問題 を 解決し、 以後 は舆復 へと 邁進す ろ こと， 1 なった から、 最後 

如何に か 始末し 完結した ものと 信ぜられろ。 

伯 太を援 けて 志願 達成に 努力した 有 中の 一 家 も、 時弊の 流に 漂 ひ、 生計 は次笾 に 困難と なった、 そ 

の 上 本 象 へ 贰百兩 の推讓 をす る こと 、なった ので、 有 中 一 家 も 仕 法の 必要に 迫られた。 當時有 中 は 高 

六 拾 火 石 五斗 餘、 反別 六 町壹反 餘步、 この 中高 拾 四 石餘を 以て 木 家 復興 資金 甙百兩 の 出資の 爲 に寶拂 

ひ、 三 拾 石 餘は負 僙五百 四 拾 雨の 引當 として 倩 主に 引渡し、 殘甙拾 四 石餘、 この 反別 貳町五 反餘步 を 

以て 生計 を 立つ ろ 所有地と した。 負僙 償還の 不足 諸 入用 金 を 得ろ 爲に、 家財 道具 を 三 拾 四 兩壹步 にて 

賓拂 ひ、 一 應 解決した。 然るに 一 年中の 生活費 は 三 拾 八 雨で あろが、 所有地よりの 牧人 は 拾 兩餘に 過 

ぎず、 £ 畑 手作り 其 他より 拾 四兩を 得、 また. 江戸 市外 踡 谷の 梨園 牧人 を 以て 支辨 すろ こと A したが、 

中々 生計が 困難であった。 依て 仕 法 立 を 行 ひ、 本家が 三百 兩 分の 地所 を賈 取り、 其 他 百 八 拾兩は 償還 

免除 を 得た ので、 一 家の 牧人と 梨園 牧人と を 以て 現狀を 維持し 得る こと A なった。 
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四 越後 國 上前 島 村の 仕 法 上前 島 は 古志 郡 上 組 村の 字で あろが、 この 仕 法 は 先生の 川 ひられた 俊 

丁 笠井龜 藏に關 する もので あろ。 同人 は遝々 日記に も 見え、 夜話 (二百 七 章) にも 捣 げられ、 世人の 

能く 知れろ 所で あろ。 父 を 治右衞 門と いふ、 寬政享 和の 頃 迄 田畑 五十八 石餘を 有して 居た が、 文政の 

顷 に は 拾 八 石に 減じ、 不仕 合打繽 き、 父 沒後は 家産 倒 盡レて 兄 は 出奔し、 老母 は 弟 重 太と 小作に て 生 

活 して 居た。 龜藏は 江戸に 出で 一象 を 興さん こと を 欲し、 御 普請 役 方に 奉公し、 相當の 牧人が あった 

が 身 を 起す に は 至らな かつ.^。 

偶々 先生 は；. r< 保 十三 年、 利根 川 分 水路 治水 踏査の 命 を 受け、 出發に 際し、 御 普請 役 元 ダ渡邊 棠之助 は I. 

龜藏の 身分 を 知り、 同人の 强 ての 希望に 任せて、 渡邊 より 象 僕と して 借 S けろ こと A なった、 爾來先 お 

生の 出入 殆と 隨從 せざる なく、 日記に も 「龜藏 召連罷 出」 等の 語 は 毎日の 様に 見えろ 程で あろから、 

定め レ往來 の 途上 敎訓 を受 くろこと が 多かった であらう、 後に 先生の 用命 を 受けて 交涉 にも 出かけた 

事 も あろ 程であって、 一 小 村の 仕 法 位に は當ろ こ， V が 出 來た檨 であろ。 これ 鼈藏 がー 家 復與を 念願と 

したので 自然 熟 心 も 現 はれた 結果と 思 はろ、 倂し 尋常一様の 事ではなかった。 故に 困苦 精勵五 年、 弘 

化 四 年に 至り 先生 は 龜藏の 家政 取 直 仕 法 を 講ずろ こと i なり、 「家 株 再 與趣法 準 繩悵」 を 作って 與へ 

ちれた。 

案の 內容は 天 地 人の 三 段に 分 たれ、 天 は 十 通あって 五十 兩の 無利息 金 を 先生より 授けられ、 伤德を 
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復與 する ものである。 地 は 五 通あって、 作 德米を 生ずれば、 その 一 估と 龜藏 夫婦と、 母との 扶持米と 

を 五 年間 給與 すろ 案で あろ。 人 は 十 通 ぁづて 地の 五 年間 助成 を 更に 緩めて 十ケ問 助成 給與 すろ 案で あ 

ろ。 その 內容は 誠に 懇切 を 極めた ものである。 

先生 は 龜藏の 篤行 精勵を 賞し 志願の 通り 仕 法 を 講じた ので ある。 依て 嘉永 元年 金 五 拾兩と 三人 扶寺 

とを與 へ、 扶持米に よって 生活し、 金 五 拾兩は 一 村 取 直 仕 法に 推 謎して 然るべき を敎誨 して、 歸阈せ 

しめた。 この 五 拾兩を 以て 質 地を貿 戻し、 その fflis を 作り立て、 產出作 德米金 甙兩を 以て 田^ を受戾 

し、 順次 一 家より 一村へ 及ぼす こと >1 した。 

然るに 質 地 年限 切と なって 五拾兩 では 復興 困難と なった から、 假 りに 內金 として 渡して 賀旲 しに， 

手した、 この 交涉中 報德仕 法談が 一 村に 知れ渡り、 村民の 切なろ 懇望に 任せ、 龜藏 一家の 取 直し は 後 

廻し となし、 金 五 拾 兩其他 を 一 村 仕 法に 加 人した。 先生 は 犬に 之 を感稱 し、 下 館 相 馬兩藩 は、 金 拾 5M: 

宛 を推讓 して 龜藏を 中心とすろ 上前 島 仕 法 金に 加 人し、 曾 我の 民 次 郞も亦 金六兩 を，：： 山して その 事槳を 

助成し 亿。 斯 くして 嘉永ー 一年に は 愈々 上^ 島 村 一 村の 仕 法が 行 はれた。 

爾來 引つ ゾき 進行した と 見え、 慶應 元年の 日 掛繩索 帳に よれば、 一 ケ 年の 铳立金 丸 拾 壹兩餘 に 達し 

北 越の 地に 報 德の苗 は 育成 せられた。 

S 駿州 地方の 仕 法 


ィ 富士郡 五苡島 甯士郡 五^島 は 現 午の 田子铺 村の ー區 であろ。 富士 .tnlgl 岸の 沿海 衬 であろ。 

一村の 負 情 總額金 八 百 贰拾兩 を 超え、 報 德金拜 惜を願 出た。 負 屮 引落し 或は K 地寶却 其 他 を 合せて 

金 六 百 三 拾 九 兩餘を 除き、 差 引 殘金百 八 拾 壹兩餘 は 報 德金借 ffl によって 解決す る 仕 法案で あろ。 

口 庵原 郡 富士川 町 岩 淵の 名主 役 中の 一 人た る 孫 右衞門 は、 安居院 翁の 話を閜 いて 感歎し、 隨身 

を 歎願し、 叉 同村 喜 之 右 衞門枠 牛 之 助 も 同様 隨身 敎缟を 仰ぎた しと 願 出づろ 爲、 嘉永ー 一年 一 行 三人 は 

態々 莨 岡まで 來り、 數日滯 在 懇願した が、 多忙の 故と 遠方で あろから 應じ 難しと て、 旅費 を 潤 澤に給 

與し、 歸國の 上 本業に 精^す ろ檨 にと 歸 された。 W し SI 宅 後敎！ i のき を 奉じて 少し づゝの 成績 を擧げ 

つ A あろ 謝狀が あろ。 

ハ 同 郡 庵原 村 權左衛 門 一家 を 中心とする 仕 法 が 行 はれた。 權左衞 門 は 明治に 至り 柴田順 作と 稱 

し、 堅 節 先生と 尊稱 せられた。 報德の 行者で あろ。 權左衞 門の 報德仕 法に 隨喜 したの は 小 林 平 兵衞の 

誘導に よろ。 小 林と 柴 田の 關係は 植左衞 門の 先代の 時より 起ろ。 當時小 林 は 非常に 柴 m 家の 厄介に な 

つた ものである 故に 權左衞 門に 代り 先生に その 仕 法 を 歎願した。 

贘左衞 門の 祖先 は 困窮に 务を 起し、 藤蔓に て 脊負繩 を 作って 働き、 一 代に 家を與 したので 之 を 桐 箱 

に 人れ て 子孫の 敎誨 となし、 代々 之 を家寶 として 傅 へられた。 W 代 n は 農業に 專 心し 白 隱禪師 に隨身 

した、 五^目 は鈹 及び 炭 を 江戶 に迗ろ を 業と して 巨利 を 得、 財産 七 八 千 兩餘、 m 畑 七 八 千 石餘、 其 外 


W 金 多額に あつたと 傅 へられろ。 六 代 E は慈溪 居士と いひ、 遂翁和 尙に隨 身した が、 家業に 専らなら 

ざり しと 见ぇ、 財産 減耗し、 七 代 を 經て八 代： H に 至った。 この 八 代 H: の 構 左 衞門は 御殿場より 聱に來 

り、 元の 名 を 良 藏と稱 した。 小 林 平 兵衞が 出奔 同様 身を投じ たのが この 顷の 事で ある。 平兵衞 は慈溪 

より 日 顷敎戒 せられて 改心し、 象 道 を 挽回し 常に 報恩 を 志して 居 た。 丸 代 を經て 十代 H 卽ち柴 田厨乍 

の 權左衞 門 は 不仕合 打 綾き 莫大な 負侥を 生じ、 日 雇 出 稼の 餘俊 なき 旨 を 平兵衞 に吿げ 歎いた、 依て 平 

兵 銜は權 左 衞門を 伴 ひ、 天 保 十三 年 野 州に 至り 報 德金拜 借 を 歎願した 所、 小 田 原 領分へ さへ も 充分に 

は 行 屈かない からと て 路用 金贰 雨を與 へて 歸 された。 併し 到底 挽回 策がない からと て、 i!c 原屋、 湊屋 

等 を 便りて 更に 同 十五 年報 德金拜 借 を 願 出た。 

湊屋、 宮原屋 等 は 之に 答へ て H ；、 願 出の 儀 は 道理 あろ ことで あろが、 差當り 到底 餘 地がない、 强て 

願 出で たしと ならば、 ^田の 仕 法 同様、 一 切 財產兹 出し、 負 倚 悉^: 償還 始末の 上、 差 障りな き 様に 致 

し、 改めて 親類 組合 村 役人 を 以て 地頭 所へ 願立て、 それより 其 筋 迄 仰 入れられ、 公然 巾 出で たる 時 は 

何 か 計 ひ 遣すべし、 若し 逃 隱れ恩 儀 を 忘却 致さば、 有 物 追々 减じ可 申に つき、 歸國 すろ 康 願せ：： お、 

差戾 すとの 事であった。 

斯く仕 法 は 一 應招絕 せられた が、 權左衞 門 は 先生に 隨從 すろ 熱望 禁じ 難く、 强て^ ^屋に 歎願した 

ので、 、江戸に 於て 仕 法 雛 形作 製 中に つき、 飯 焚なら ば 周旋すべし、 飯 焚 出 來ろゃ 否やとの 問に、 未熟 
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ながら 勉 むろ 由 を應 へたので、 弘化元 (IK 保 十五) 年 三月より 西久 保の 邸に 住 込む ことと なり、 庵原 

村の 方 は 家財 道具 を 村 方へ 差 出す と 申 置いて 江戸に 出で、 終に 歸宅 しなかった。 取扱に 窮 したの は 村 

^人並 領主の 役人で あろ。 依て 領主 石 川 叉 四郞の 重役 猪瀨 毛左衞 門、 役所 詩 牧田七 左衞門 は、 村 内の 

, 協議 を 整へ、 近鄕 市場 村 秋 山 主 殿、 陣 星の 小 林 角右衞 門、 曾 我 伊豫 守の 家 來佐野 小 十郞の 手を經 て、 

宇津 家の 岩 本 善 八郞へ 書狀を 遣し、 歸村方 を 依頼し 來 つた、 その 皆 濟方案 は、 「新 古村 借用 金 共 引 請 

方 中考趣 法」 であって、 樯左衞 門の 負 倚 は 百 八 拾 八 兩屮九 拾四兩 三分 贰朱 とし、 其 他 は 一 ケ年 三兩贰 

朱の 年賦、 村 方 負 擔は百 九 拾八兩 贰拾ケ 年賦と すろ。 また 權左衞 門 自借分 七 百 四 拾 六兩餘 は、 弘化ニ 

年より 一 一十 年 問 金 貳兩壹 分餘、 村 引 請 方 は 田地 諸道 具寶拂 代金より 四 拾 六 兩餘を 差 出す とい ふので あ 

つた。 また 三百 雨の 頼母子講 中 百 五 拾兩を 早速 入札し、 Q: 惜分は 十 兩钰に 五雨 宛に て支拂 ひ、 殘りは 

二十 ケ 年賦と すろ とい ふに あろ。 當時 權左衞 門の E 畑總 預け 二十 四俵餘 であろ。 この 案に よって 實行 

すろ こと A なり、 嘉永四 年に は 質 地請戾 ra 畑 總計貳 町 五 反 三 畝 七 歩、 年貢 總納人 四 拾 八 俵と なつて^ 

ろ o 

この 仕 法の 進行に は 權左衞 門が 居なくて はならぬ、 故に 一 同 は 權左衞 門 不在と なりたろ を 憂 ひ、 急 

遽趣法 進行の 談判 躍進し、 前記の 如き 案が 出來 たので、 弘化ニ 年 六月 十七 H 父 樵 山から 是非 歸宅 すろ 

様との 特使 來り、 前記の 案を齎 した、 依て 權左衞 門 は 七月 廿日 出 發歸阈 する こと A なつた。 權左衞 門 
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在. 江戶中 一 年 有半、 飯 焚と して 召使 はる A ので あろから、 特に 先生より 直接 敎 へらろ i 所 ま. 少な かつ 

たが、 あろ 日隨 身の 人々 皆 不在の 爲に、 權左衞 門は畫 飯の 給仕に 出た、 菜 豆の あへ 物 を 出した^、 之 

を 味 ひつ i 

「旨い ぞ 權左衞 門^ 前が 作った か。，」 

「 ハ ィ 裏の 明き 地に 作りました。」 

「さう か 33 ぃぞ」 

とて 全部 食し 終り、 杏の 物に 箸 をつ けられた 所、 如何にしても 一 切を揷 むこと が出來 ないで、 强て禅 

み 上げようと せられろ と 全部 上って 來た、 先生 は 之 を 眺めつ A  . 

「榴 左衞 門、 是は 切った のか 切らないの. か、 切った 樣 でも あり 切らぬ 様で も あろ。 權左衞 門お 前の 

借金 は 丁度 これと じで あろ、 切る 所で 切れて^ら ぬと 役に は 立たぬ」 

と 諭された ので、 權左衞 門 は 消え 人りたい 樣な氣 持が したと いふ ことで ある。 

權左衞 門 は 直接 先生の 指導 を 受けず とも、 門人 諸子より 夫々 明敎の 片鱗 を 時々 聞き 居 たれば、 歸宅 

平々 報德 生活に 邁進し、 終に 前記の 如き 成 繽を擧 げた。 その 償還 始末 を 序して 先生に 報告した， 0 所、 

先生 は 之 を 門人 諸子に 示して 曰く、 糙左衞 門の 如く 何 一 っ敎 へたろ ことなき に 斯く實 行したり と大に 

悅び稱 したと いふ。 また 實績の 一 つと して 有名な の は、 先年 野 州に 赴きた ろ時與 へられた 金贰 ， を 平， 


兵衞 に； S 入れ、 ^々利^りし 飞嘉永 四 年に IE 六 畝 步を購 人し、 翌年に は 壹俵贰 斗が また 他に 貸付ら 

れ、 善橄 金の 繼繽積 立が 行 はれ、 六 年に は 日光 御 仕 法 金より 金 五兩を 下付 せられて 赏 せられた。 

柴田權 左 衞門は 以上の 如き 關係を 以て 仕法實 施の 體驗を 得、 依て 庵原 附近の 仕 法の 中樞的 指導者と 

して、 報 德の道 を 廣く傳 へた。 

六 遠 州 地方の 仕 法 遠 州に 於け ろ 報德仕 法の 發端 は、 安居院の 宣傳 より 普及し 始めた。 安居院 は 

神 奈川縣 中 郡 東 穀ぎ村 の 密正院 に 生れ、 庄 七と 稱し、 小 田 原 領御仕 法 中、 先生より 仕 法 書の 淨書 

を 頼まれ、 終に 報 德仕法 を禮讃 し、 また 家業の 關 係よりか 敬神の 念 厚く、 神社 參拜 をな し、 弟 勇 次郞 

と共に 諸方み 巡れろ 中、 大阪府 北 河 內郡山 £ 村 田 口の 杉 澤作兵 衞の發 企に 係ろ、 伊勢、 男 山、 舂日三 

社參拜 萬人講 加入 勸 誘の 爲、 朿 海道 を 往来し つ A あった 時、 弘化 三年 十 一 月 歸國の 際、 三 河！： 藤 川 宿 

菱屋喜 平方に て、 遠 州濱名 郡長 上 村 下石 田 村の 神 谷 與平治 は、 日本 阈 中の 神社 佛閣 を參拜 する 信心 者 

なろ ことみ-聞き、 安居院の 弟 淺田勇 次 郞は右 與平治 方に 立 寄り、 萬 人 講の黉 成 を 請 ひ、 翌弘化 四年舂 

三月、 ^勢 太々 神樂 奉納 參詣の 歸途、 安居院 兄笫 と與平 治と 同道に て 旅 中 報德の 道を談 じ、 田畑. 耕作 

の 法 等を敎 へたので、 與平治 は大に 妙法な ろ こと を 感じ、 兩人を 下石 田に 招き、 有志 を 集めて その 敎 

を 聞き、 報德 勤行の 同志 を 結束し、 報德遝 中 叉 は 御 報 速 中と 稱し、 以後 その 敎を 聞く もの 大に埒 加し 

た。 
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嘉永 元年 小 笠 郡 倉 眞村岡 田 佐 平 治 翁 も 亦 その 敎を I™ き、 人生の 要 道 之に 在りと し、 直に 同志 を 集め 

て 御 報述中 を 組織した。 同 郡 西 山 口村 成 瀧の 平 岩 佐 兵衞、 東 山 口村 影 森の 啓 助，、 周 智郡森 町の 山 

J  いなさ け が まち  . 

中 利 助、 引佐郡 氣賀 町の 武田兵 左衞 門、 松 井藤 太夫 等 各 その 近 村 を 誘 ひて 御 報 速 中 は 益々 埒 加した。 

然るに これ 等 報 德仕法 新 參の讃 仰 者 は、 敎の大 先生た ろ 先生 を禮讃 すろ 態度 昂騰す ろと 共に、 その 

風貌に 接すろ を 得ん とする 心強くな り、 また 毎月 集ろ 報德 金の 增 大して、 一連 中に 三百 兩を越 ゆる も 

のさへ 生じ、 その 始末に 關し 良法 を 得難く、 之 を 質して 敎を受 くろの 要 あり、 面謁の 機會を 要望して 

居た。 

偶々 嘉永五 年 十一 一月 廿曰、 岡 m 佐 平 治 「平 岩 佐 兵 衞の兩 人 江戸に 出で、 麻布 谷 町の 相 馬屋 敷に 至り 

從來 安居院の 敎示を 受け 御 法に 感服し、 微少ながら も 精 立 をな し 居る も、 是非 直接 「御 仕 法の 御敎 導 

相 願 度 旨」 を 申し出た。 然 ろに 當日 先生 は 彌太郞 氏の 緣談の 認許を 得た ろ 御 t" 廻り 中で 不在であった 

から、 伊朿發 身が 面會 して、 報德の 趣旨に つき 談 ずろ 所があった。 

併し 御 報 連中 はこれ のみで 滿足 すろ ことが 出來 ず、 各々 面 謁の機 を 得ん こと を 欲して 居た が、 翌嘉 

永 六 年 一 一月 一 一十三！ 21、 成 瀧の 龍法院 出府し、 麻布の 邸 を 訪問し、 舊冬佐 平 治 等 參上御 敎示を 受けた こ 

と を 謝し、 御禮に 出頭した と 申出た 所、 先生 は 暫時 面談せられ た。 

また 嘉永六 年 八 W 廿八 日に は、 氣 賀町武 e 兵左衞 門、 松 井藤 太夫、 影 森 村の- 啓 助 は、 啓 助が そ 


一 5。3  — 


—  564  — 


の 铂主窒 贺 山城 守が、 相 馬 侯と 叔 姪の 關 係で あろから、 相 馬 家老 熊 川、 渡邊等 の 取^ を 以て 富 田 伊 

藤 等の 添書 を 持たせ、 R 光に 詣り松 井藤 太夫が、 嘉永ニ 年より 日掛 鲻索猜 立 をな し、 三百 兩 にも 達し 

たが、 將來 如何に すれば 可な ろ やにつ き御敎 示に 預 りたい と 願 出た が、 非常に 多忙の 故 を 以て 而 おは 

許されなかった けれども、 安居院 同道で 來る樣 にとの 事で、 伊東 等が 面會 して^ら しめた。 

. 啓 助 等 は 一 應 引返して 安居院 並に 同志と 同行す ろ こと A なり、 同志が 安居院に 伴 はれて 來た。 そ 

れは 同年 九月 四日の ことで あろ。 一 行 は 內田啓 助、 岡 E 佐 平 治、 武田 兵左衞 門、 松 井藤 太夫、 山中 常 

あ- ク し- f 'ば- 3 

吉、 山中 利 助、 神谷久 太郞、 安居 院庄 七 同道に て 出頭、 八月 廿 五日、 日光 櫻秀 坊の假 役所 を 訪問し、 

遠州瑰 方に は 二十 ニケ 村の 報德 社が 出來、 社 ほ 四百 十九 人に 達し、 積立金の 運用 方法に つき 指導 を受 

けたし と 申出た。 丸 W; 四： M より 御 仕 法 書を拜 見し、 十二  H まで 毎日、 殆ど 終日 閱覽を 許され、 十三 日 

先生 病中に 拘ら ず面會 あり、 報德の 要旨 を 講ぜられ、 先 づ遠州 地方の 報德社 創立の 實際 を稱讃 し、 報 

德 金の 運用 は 御 仕 法に よって 一 村 復與に 資し、 順次 他の 町村に 及ぼす とき は、 多々 益々 辨 ずべき を敎 

導せられ、 御 仕 法 を 講じ、 御 報 連中の 積 立 會合を なすこと を：！ 叶して、 三 新田の 御 仕 法 書 を附與 せられ 

た、 これ 報德社 創立の 認可で あろ。 一 行 は 十五 H 出發 して 歸途に 上った。 

七 岡 田家 を 中心とする 仕 法 倉 眞村は 小 笠 郡 内に あり、 その 仕 法 は 岡 3： 家の 指^に よって 行 はれ 

た。 その 發端は 報德の 法が 下石 田 附近に 行 はろ A 由 を、 嘉永 元年 四月 廿 七日、 曾 我村澤 田の 又 六方に 
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て傳 聞し、 同年 五月 十九 日、 掛川町 十九 首 中 屋八郞 太夫 方に て、 安居院、 淺田兩 人 直接 講話 を 聞き、 

兩 人-を 聘 して 村民に 講話 を 請 ひ、 忽ち 連中 三十 人 を 得た。 爾來 附近に 宣傳 普及し、 嘉永六 年 日光 訪司 

の 頃旣に 連中の， 間に 拔 群な ろ報德 行者であった。 隨 つて それより 先 三十 一 ーク 村の 報德速 中の 積 立に も 

1 頭 地を拔 き、 倉眞 村の 分 は 百 六 拾 兩餘を 積 立てた が、 その 內岡 m 象の 推 讓は米 百 八十 七 俊餘、 金 九 

拾 兩餘、 他に 貸 出金 四百 三拾贰 兩餘、 親族へ 施與 j 二百 兩餘 とい ふ。 この 報 德米金 中佐 平 治の 隹讓は 連 

中の 内 最多 額であった。 これが 爲には 一家の 分 度 確立 を 必要と し、 種々 の 人 用 を 取調べ、 百 五 拾 五 |S 

贰分餘 とし、 家德を 調査して 贰百拾 贰兩餘 を 得、 差 引 五 拾 七兩贰 分餘を 算出し、 推 譲の 基礎 を 得た。 

また 隣家 並に 村民の 仕 法 を 講じ、 これ 等の 簿書 を携 へて 日光 を 訪問した ので ある。 先生 は 大に之 を 賞 

し、 また 片岡 村大澤 家の 仕 法 を 特に 閲覧せ しめ、 富者の 餘カを 以て 一 村の 仕 法 を 講ずろ 方途 を 指示せ 

られ た。 

野 州 訪問の 際 直接 傳授を 受けた る は 永 安の 要訣に して、 貧富 一 圓 融合し、 各 苜 の 分限に よろ 推讓の 

力 を 結合し、 以て この 目的 を 達成す ろと いふに あろ。 

岡 田家の 分 度 は 倉眞村 高の 半 を 有すろ を 以て、 恰も 片岡 村の 大澤 氏に 酷以 して 居る。 改こ岡 氏り 

推讓 は大澤 氏の 「現 量 鏡」 並 「克 讓增益 鏡」 を範 とすべし と誨 へられた。 依て 一 象の 分 度 を 立つ る こ 

と^に 述べた ろ 如くで あろが、 大澤 氏の 分 度 確立が 一 一 百數十 年間の 持 高に あろに 鑑み、 岡间氏 は往寺 


の 家祿を 調査し、 特に fK 保 五 年以來 二十 年間の 實 績に徵 し、 分 度 を 定め 餘財を 精査し、 年々 德 米中よ 

り 五十 俵 を 爾後 六十 ケ 年間 差 出し、 掛川 藩領內 一般の 難 村 取 直 資財と して 奉納し、 ^に 種々 の 餘財を 

集めて 金 百兩を 献納した しと 申出た。 

この 顚末は 『igis』 と稱 すろ 家憲に 明かに して、 また この 書 を有效 ならしむ る 方法と して S 

川 藩の 代官 增井孫 治 右 衞門ゝ 地方 役 横 田 縫 右衛門 を 派して 實 地に 就て 精査し、 その 正確と その 奇特の 

眞實 篤行の 事情 を 明かに し、 藩 內の報 德仕法 を 一 任し、 玆に 仕法實 施の 基礎 は 成立した ので ある。 

範 を大澤 家の 仕 法に 採りたり と雖 も、 藍より 出で A 靑 きを 示した の も は 雲 仍遺範 である、 この 方法 一 

並報德 金の 活用 は 岡 田家 並 その 居 村に 止まらず、 掛川藩 數十ケ 村に 及び、 報德仕 法の 公 釜 化 社 會化地 が 

域が 擴大 され、 現下の 小 笠 郡、 周智 郡、 及び 磐 田 郡の 一 部に も 1 つたこと は 誠に 著しい ことで あろ。 

この 仕 法 は 明治維新 以後に 引 績き行 はれ、 公約 履行 を 徹底し、 漸次、 報德 社の 結束と なって 進展し 

た、 故に その 約束した ろ 五十 俵の 推 譲 は 後昆に 嚴 守せられ、 順次 仕 法に 用 ひた 殘餘が 現に 大日 本報德 

社に 特別 善 種 金と して 積 立てられて 居ろ。 

佐 平 治の 仕 法 中、 小 笠 郡 櫻 木 村 K 原 谷 村 si、 磐 田 郡 今 井村 深 見 等 最も 徹底的に 一 村 仕 法が 講 

ぜられ た、 飛鳥 は 借財 金 九 百 三兩餘 にして 年賦 金 七 八拾兩 宛を納 人し、 深 見 は 千 五 百 五十 兩餘の 負債 

にして、 J 二百 拾 五 兩宛納 人の 事に て 仕 f 行 ひ、 何れも 十ケ 年に i 了した。 時人 佐 平 f 德と 


〜^常な ろ 敬意 を拂 ふに 至った。 

附記 この 他 野 州 下 都 賀郡下 福 良 村の 無 盡藏積 立、 丹 後宮 津の 城主 本庄 安藝 守の 所領た る 野 州 方面 

の 仕 法に つき 大島七 兵衞、 永 井 錦之丞 等の 懇願に 封す ろ 指導、 五所宮 村の 領主 旗本 小宮 山義惣 次 

の 仕 法、 江戶 在住 窪 田 治 郞右衞 門の 仕 法、 奥州 水澤 侯の 仕 法、 江 州 蒲 E 郡六ケ 村の 仕 法、 其 他 巨 

細 上げ 来れば 尙ほ 甚だ 多く あろが これ を 略し、 諸 地方 仕 法 中の 代表的な もの を 擧げて 仕 法の 廣範 

阖に行 はれた こと を 示す に 止める。 I 
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第二 十 章 ニ宫大 先生 鱧讃 

一 Ki 人の 生活 經驗 者と しての 偉大 さ 一 一宮 先生の 生活 經驗瑗 境 は 平常 人と 異な _5 所が なかつ 

た、 一般的 常人の 生活と 異ならざる 生活 を爲 しつ、、 常人の 發明 する 能 はざる 生活法 則 を 創造して 

これ を 萬 人に 施した る 所に 偉大なる 光輝 を 放った ので ある。 

先生 は その 生涯 を 通じて 奇蹟 的 傳說を 遣さなかった、 世の 多くの 偉人に は屢々 奇蹟が 傳 へられる、 一 

殊に 宗敎的 偉人に その 例が 多い、 政治家、 武勇 傳 中の 人々 に は往々 其 例が ある。 然るに 先生 は 全く そ ^ 

の 傳說を 遣さなかった。 而 して 常人の 企及ばざる 報德 生活 を 創造した のみならず、 古來 幾多の 奇蹟 を 

傳 へた 聖者が、 未だ その 指 を 染め 得なかった 興國 法を發 明して、 前代未聞の 祕庫を 開いた、 これ 

實に 奇蹟 を 示現せ ざる 一 大 奇蹟で ある。 

この 奇蹟に あらざる 奇蹟の 示現 は、 先生が 宇宙人 生を觀 察して、 世人の 以て 奇蹟と する 所 を 熟視し、 

これ を 平常 時の 生活と して 解釋 した 事柄と 相照應 する ものである。 例へば 『至誠 之 道 可-】 お^ 矢 一 國 

家 4iS 有^ 祥ー 艮へ 乎 動い 乎 四體- 故 至誠 如レ 神』 とい へ る 古語 を 和歌に て譯 し、 

スルャ 

奥山 は、 冬季に と ぢて雪 ふれ ど、 ほころびに けり^の 川椤。 


と 詠 じ n- 柳の 斩芽 は卽ち 春の 至らん とする 前兆で ある。 宇^の 大法に 則り、 皇阈の 精神に 基き たる 

信念が 充滿 すれば 、 そ の 行動 自 ら 信念 を 表現す る ものである。 そ の 信念 表現の 狀態 にあ る を 至誠と い 

ふ、 卽 ちその 人に 至誠が 實在 すれば、 語らざる も 必ず 人に 通ず るで あらう。 國家 憂患あって 大衆 之 を 

知らず、 唯 自己の 名利に 心を馳 する 時、 憂 讓の士 の 0 動 は 恰も 蓍龜に 見 はれ、 四體に 動く ともい ふべ 

き實 情に ある こと、 恰も 奥山に 春の 至らざる に 河 邊の柳 色 旣に綠 を 示現す ると 同じで ある。 而 して そ 

の關 係の 過たざる こと 萬 古 不易で ある。 何ぞ それ 宇宙の 妙なる、 奇蹟と いふ は 正に この 不變の 宇宙の 

大法で あると 觀 ずるの が 先生の 態度で ある。 

斯の 如く 先生に 於て は 奇蹟 は豫 測し 得ざる もので なく、 推 想し 得ざる 事柄で はない。 史上 何千 ¥太 

陽 は 東より 西、 我等の 世界 を 廻る ものと したる 奇蹟が、 太陽系の 運動と して、 天 文學 的事實 として 解せ 

らる A に 至った 如くに、 貧富の 隆替 は 浮世の 常と して 餘儀 なき 運命で あると 諦ら めた 世人に 封し、 貧 

窮を救 ひ 富昌を 維持し 、振興 開闢の 必成法 を 授けた こと は、 社會 生活の 上に 於け る 一大 維新で あり、 人 

間 生活 史上の 最も 顯 著なる 創造で ある、 而 して 直に これ 平常 人の 生活環 裡に 於け る 一大 奇蹟で ある。 

1 一宮 先生 は 孝行に して 勤儉、 家 を 起し 人 を 救 ひ 村 を 興した 偉人で あると 稱 せられて 居る、 それ は その 

通りで あるが それだけ ではない、 若し それだけの 人 を 古今 內 外に 求 むるならば 幾人 もの 先生が あろ。 

蓋し 世人の 先生に 對 する 認識が この 程度で あるが 爲に、 勤儉 カ行の 靑年を 見れば 今 金 次 郞と稱 し、 一 
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村 一 鄕を 興した 尺を稱 して 今 尊 德と譽 む、 稱譽は 可なる も、 先生と 列べ て 之 を 見る は 先生 を 知る 點に於 

て 根本的の 過誤に 陷っ たもので ある。 古來 幾千 年、 生活の 安泰 を 保持す る 生活法 則を發 見し、 これ を 

如實 にす る 生活様式 を 創造し、 之 を 一 身 一 象より、 公私 領六 百餘ケ 町村に 施し、 到る 處實績 を 擧げ、 そ 

の範圍 ともなり たる もの 半数に 近く、 先生の 存命が 更に 永かった ならば、 又 政治機構が 幕 W の 儘なら 

ば、 着手した 多数の 村 は 殆ど 救へ たで あらう。 併しながら 其 後 維新に よって この 生活様式が 無 效に歸 

する ことはなかった。 現に 令 日 儼然として 效顯を 示しつ A ある は、 蓋し 先生 以前 先生な く、 以後 亦 永 

遠に その 方法の 尊嚴 を現實 ならしめ 得る ものである。 これ 卽ち 各地に 輩出す る 勤儉の 孝子と 先生との 

距離 甚だ 大 なる 所以で あろ。 

先生 は 世間の 人々 の 信ずる 如き 擧問 はせられ なかった、 「いろは」 と 村 名、 人名、 童子 敎、 實 語敎、 

大學、 論語、 中庸な ど、 平常 人の 讀む 所の もの を獨習 的に 讀 まれた が、 その 內容 と解釋 とに は 平常 人 

と は 非常に 異 つて 居る。 「儒道 は 治阈の 道で ある、 佛道は 治 心の 道で あるが、 神道 は 開闢の 大 t である」 

と稱 せられ、 人類に 確乎たる 生活 方法が 開闢 せられて 後 始めて 治 心、 治 國の要 道 も その 用 を かすと いふ 

ので ある。 百 人 一首の 解釋の 如き も 甚だ 異彩 ある 意見 を 述べられ、 天昝 天皇の 御製 を解釋 して、 秋の 

田の 刈 穂の 庵の 苫を 荒み、 寒風に 吹かれて 百姓が 種々 苦心 もしつ A あるの は、 我が 政道の 至らぬ 所 あ 

るが 爲 であると て、 我 衣手 は 民 を 思 ふ淚に 濡れる とい ふ 御 歌で あると いひ、 紀友 則の 歌を獰 して、 春 
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の 花の 滿開 時に 當り、 間もなく 散る こと を 知る ベ き 如く、 富める もの は 貧困の 來る こと を豫 想す ベ き 

を 戒めた 歌で あると いふ 如き 例で ある。 平常 人と 共に 見る 所の ものに、 平常 人と 異なる 見解 を 下され 

た 一 一 一の 例で ある。  . 

先生に 親しく 交 はりし 人々 は、 初に は 文學の 知識に 於て 勝れる もの あり、 また 職分の 階段に 於て 上 

位で あり、 社會的 地位に 於て 先生より 名 ある 所以 を. 以そ、 先生に 對 して 下僚に 對 する 如く、 指導 的氣 

分 を 以て 交 はった ものが、 その 親交の 度を增 すに 隨 つて 先生 を信賴 し、 尊敬し、 師事す るに 至った も 

のが 少 くない、 稀に は その 盛名の 先生に 及ばざる を 以て 不快の 念 を 抱き、 時に 或は 反抗し、 批難し、 

陷 れんと した もの も あるが、 多く は 終に 先生の 門下に 師事す るに 至った。 小 田 原 藩に 於て は 早 川 茂 右 

衞門、 三幣叉 左衞門 等が 前者に 屬し、 豊田正 作の 如き は 後者に 屬 する。 幕府の 小 田 又 蔵 も敎へ 子に 師 

事した 著しき 一 人で ある。 先生の 門下 は學 問に 於て は 先生に 勝って 居た もの 程.、 最もよ く 先生に 隨害 

する に 至った と 認め 得る。 

ザ 

先生が 指導 を 受けた と 認め 得る 一 人に 小 谷 三思が ある。 最初 先生 は 不一 一 講の話 を 夫人と 共に 聽 問し、 

後に は 三思の. 外 護と なり 親交 厚かった が、 三思と 先生との 敎化的 功 顯には 犬なる 差 を 生じた。 

或は 先生の 思想 は、 細 井 平 州の 「野 芹」、 恩 田 木工の 「日 暮硯」 を讀ん だで あらう とい ふ 人が あるが、 

先生の 仕法實 施に 際して 取 行った 方法 中、 多少 似た る 所が ある けれども、 これ を讀 まれた 實迹 は毛萌 
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ない。 これに 類似した 勤儉の 書類に は、 伊勢 貞 丈の 「家訓」 にも、 「益 軒 十訓」 にも 見え、 政治の 要 道 

を說 いた 書物 は旣に 多かった。 「民 象 分. 量 記」 など は 書物の 標題から して 分 度 思想に 近似し、 著者お 盤 

貪 尙は野 州の 人で ある、 明 德を說 き IK 命を說 いて 人力に 及び、 陰德に 及ぶ、 内容 何程 か 資する 所 ある 

が 如くで あるが、 古 來儒佛 の 書を讀 み、 聖經賢 傳の旨 を 究め 來っ たもの 幾 億 人 あるか 知れない、 然か 

も殆と 一様に 平常 人の 解釋に 終って、 舆國 安民 必 成の 生活様式の 創造に 及ばなかった、 卽ち 平常 人の 

見た所 を 見て、 その 中より 天^ を 聞き、 1K 經を 讀ん だのが 先生で ある。 常人に は 天地の 示現し つ A あ 

る經 典が 經典 として は 見えない、 唯 天地 間の 事實を 五官に よって 感覺 したる 表面的 智覺 的の 事 實と信 

ずるの みで ある。 先生が 『H< 地 や 無言の 經を繰 返す』 と 諷誦した の は、 天 經の讀 方を發 明し 得た 結果 

び -.ISesM て あ る 

世間に 人物 拂 底の 聲が髙 い、 一 一宮 先生に 從 へば 道 を 行へば 直に 道の 人で ある。 「仁な きに あらず 仁 行 

なきな り、」 又 曰く 「米な きに あらず 米 を 耕作す るな きなり」 と、 この を 進めて 居る と 人物な きに あ 

らず 信念 を 確立した 實 行者がない からで ある。 }|<籟 を 聞き、 IK 經を讀 む 時 、與國 安民の 實を擧 ぐる 勇猛 

心欝 然として 起り、 明日の 消閑 娛樂を 憂 ひたる 身 も、 闊 然として 活社會 に 幾多の 作業 を 見出し、 その 

IK 分 を 透して 閑 過程 を 想像す る こと すらな き 程に 多忙の 境界に 入る であらう。 一 K お 先生が 生涯 娛樂に 

時 0; を 費され なか， つたの は、 この 境地に あつたから である。  - 
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先生 は斯の 如く 平常 事の 生活 中に 廣大 無邊の 宇宙と 人生との 眞實相 を 認め、 その 實相環 裡に處 する 

方途 を 考察し、 報德 生活 を 創造した。 恰も 焴惱卽 菩提、 平常 事 是轉法 輪であって、 平常 人の 生活 經驗 

境裡に 生きて、 平常 人の 陷る 弊害 を 除き、 その 奈落に 沈淪 しつ A ある もの を 救 ひ、 之 を 以て 村 こ 及ぼ 

し 國を與 し、 この 法 を 萬 衆に 授けて 阈象困 疲の迹 を 絶たん として 成功した。 これ 誠に 奇蹐 中の 奇蹟で 

あって、 何時、 何 所、 何人に 於ても 爲し 得る 方法で ある。 而 して 現在に 於ても 世人の 之 を 知らざる も . 

のが 多い。 正に これ 奇 中の 奇 である。 世俗の 偉人、 聖者と 選 を 異にした ものである。 

一一 報德 生活 樣 式の 創造 報德 生活様式の 創造に 就て は、 第 六 章 第 十五 章 等に 略叙し、 更に この 漦 

式 を 以て 各地の 仕 法 を 講じた 事實が 本傳の 眼目で ある。 古来 創造 せられた 各種の 生活 様 まま-、 g 代，^  ^ 

諸般の 制度、 法律、 宗敎、 舉術、 技藝、 習俗と なって 一 般 人に 習熟 せられて 居る が、 現代 文 ヒの生 苦 一 

樣式 のみで は、 生活の 浮沈 盛衰が 烈しく、 常に 不安 を 免れ 得ない ので、 世人 之. を 煩悶し、 政策の 攻究 

に 供す るので あるが、 その 一方 法と して 近時 高調せ られつ， ある 更生 運動 も、 時には 机上 喻こ 終り、 

制度 倒れと なる 嫌がない ではない、 この 現實の 中に 立って 必 成の 方途 を 求 むれば、 報德 生活様式 を以 

て 基礎 づけ をな し、 その上に 現代 文化の 進展 を 期す る 外に 最良の 方法 はない ので ある。 

報德 生活の 原理 は 第 六 章の 如き 順序で 究められ、 一 一宮 尊德 全集の 原理 篇に輯 めた 文書と なって 貽さ 

れ、 その 様式が 第 十五 章に 叙した る 如く、 同 全集 社 法 雛 形に 見 ゆる 內容 であるが、 別辭を 以て 言へば 先 


生の 生涯 は その 原理の 系統 立で あり、 その 様式の 組镄 立であった。 而 して それ は 想の 作品で なく 躬行 

の 成果であった。 

報德 生活 は皇國 精神 を 表現す る必 成め 方途 を 系統 立て， -之を 原理と し、 之 を 表現す る實 施の 組镄立 

を樣 まとした ので あるから、 何人と 雖も之 を 信じ 之 を 行 はゾ、 その 要望す る 所 を 完成し 5 化べき であ 

るが、 唯 之 を 希代の 妙法と 觀じ、 絶世の 良法と 感激した 乂け では、 唯々 禮讃に 止まる 場合が 多い、 實 

踐 躬行に は强 盛なる 意志の 力 を 要する。 先生 は實 行の 要素と して 强壯 なる 體 力の 持主で あつたが、 ま 

た 勇猛なる 意力の 人であった、 H< 地の 經文 を讀み 得た は智の 力で ある。 智力に よって 把握した 宇宙の 

眞相 を觀て 宇宙 間 一 切の 事物に 透徹す と斷 じ、 人事の 實相を 察して 窮困甚 しきもの を 座視す るに 忍び 

ず、 猛然と して これが 匡濟の 方途 を實 施す る爲に 邁進した。 これ 卽ち 情意の 力で ある。 先生 は 誠によ 

く智 情意の 均衡 を 保ち 得た 偉大なる 存在であった。 

先生が 古 來未發 の 生活様式 を 創造し 得た の は、 先生の 生活 中に 特に 芽生えた とも 言 ひ 得る 推 讓の體 

- 験の 雄犬なる 發展 である。 報德 生活様式 中に 於け る 特異の 様式 は 分 度で ある。 分 度 は確實 さを增 進す 

る 根源で あろが、 偉大 さは 分 度に 立脚した 推 譲で ある。 譲 は 奪の 封 跪 的 意義 を 表明す る事實 である。 一 

S に 宗敎、 道德 生活 は 概して 讓に 近く、 產業 經濟は 奪に 傾き 易い、 政治、 經濟、 產業 等が 讓の 立場に 

於て 行 はれた 時、 そこに 人間 生活の 圓滿 なる 均衡が 保 たれる。 現代の 政治、 經濟、 產業 等の 上. に 於け 
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る 行詰り を 打開す ろに 必要なる 明 法 は、 この 看點に 生活す る 人々 によって 發 明せられ るで あらう。 に 

は 讓道を 歩む 時 必ず 創造 發 明の 鍵 を 握り. 得る。 二宮 先生の 偉大 さは、 一身 を 奉げ て 自己の 爲に盡 す 力 

を 他の 爲に 推鑲 した、 先生の 語 を 以て 言へば 自他 振替で ある。 自他 振 眷は卽 ち 推 譏で あるい 自己の^ 

業 を 以て 自己の 生活、 名利の 爲 にす るので なく、 自己の 今日 在る 所以の 悤德に 報 ゆる 爲、 これ を IK^ 

間に 於け る 職分と して、 この 職分 を 以て 盡す にある とした、 卽ち 自己の h< 分と しての 德を 以て、 宇^ 

間の 事物の 德を 進展せ しむる 時、 自己の 德を讓 つて 報 ゆる こと， なり、 報德 生活 をな し 得る と 安し せ 

られ た、 そこに 自己 を 忘れた 努力が ある、 自己 を 忘れた 努力 は 超人的 氣合を 湧 噴し、 總 ての 人 をして 

偉大なら しむ、 先生 はこの 點に 於ても 我々 に 生活の 範を 示され，. こ。 

報 f 生活様式 は 最も 多く 農村に 實 施せられ た、 これ 一に 農村の 困 疲が其 極に 達し、 當 時の 社 會に於 

ける 翁乏の 最も 甚 しきものであった からで ある。 德川 時代の 中世まで は、 戰國の 後に 於け る 泰平の 爲 

に、 人口 墦 加し、 米穀 を 第一と する 農 産物の 價格萄 縢し、 農家 經濟の 餘剩カ は 相 當の彈 力 を 保ち 得た 

けれども、 元祿 以後 は 農村に 對 する 課 稅 新開地に 及び、 農民 亦 生活 向上し、 終に 農家の 經濟餘 力 を 失 

ひつ i あった。 之に 反して 太平の 結 * は 商工業 發 達し、 貨幣の 流通 著しく 商工 生活」 餘裕を 生じた。 

然るに 農家 經濟の 根柢 は 耕地で あり、 資本 運 轉回數 僅に 一 一 一回に 過ぎざる を 以て、 その 利潤率 甚だ K 

く 特に 政府 は 財政の 根基 を 百姓に 置きた るが 爲に、 農 象の 盛衰 は 一 國の 盛衰と なり、 重 農政 策ま^ 
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、年 3 の間續 き、 民 は國の 本な りと いふ、 民と は 農の 事な りと 思 はしめ た 結果、 苛 稅誅求 は 農家の 受 

くる 任が 最も 重かった。 されば 農家の 衰微 は 商工の 比に あらず、 却って 商工業者 は 興隆の 傾向に あつ 

たとい ふべ く、 隨 つて 農家の 窮乏 は 誠に 顯 著な ものが あった、 故に 先生 は 最も 多く 農村 復興に 努力し 

御 仕 法と いへば 農村の 復與 たるの 觀が ある。 董仕法 は社會 生活 上に 於て 最も 困 厄せ る もの を 救護す る 

を 眼 E とする 事 は、 報德 生活 實 施の 根本 方針で ある。 - 

先生の 指導に よって 復興した の は 農村の みで はない、 伊勢原の 加 藤、 大 磯の 川 崎屋、 韮 山の 多 田、 

谷 田 部の 釜屋、 下 館の 中 村、 浦 賀の宫 原屋、 三 崎の 湊屋、 小 田 原報德 社、 大 磯の 茶屋 町の 仕 法 等 商品 一 

の； H 法 並に 商店街の 結社 等 も あり、 報 德商寶 又は 報德寶 等の 熟語の ある 點 からして、 報德仕 法の 原理 fJ? 

も漦式 も敢て 農家に 限らず、 如何なる 職業 も 之 を 通じて 報德 生活 をな し 得らる ことが 明かで ある。 之 

を 現下の 報德： H 法の 實 際に 徵 しても 亦. 證し 得る。 斯の 如く 久遠の 未來に 至る まで、 社會 生活 を 安泰な 

らしむ る 様式の 出來 たこと は、 古今に 絶した 偉大 さ を 認め. ざる を 得ない ので あ-る。 

三 先生の 風貌 偉大なる 事業 を爲 したる 人々 に は 特異なる 相貌の 具 はる 例が 逸 だ 多い。 ニ宫 先生 

の瞪 格と その 風采 は 尋常ではなかった。 絶倫の 勢力と 比類 稀なる 創造的 才能と、 三尺 八寸 二分 丈の 衣 

を 着た 五 尺 五六 寸の 身長、 丈よりも 横に 幅の あった 魁偉の 人で、 朗々 たろ 音 聲が總 つり 鬚の ロ邊 より 

迸り 出で 、宇^の 祕を 開いて 釗、 造 を 示現す る 時 は、 一 世の 學 者と 雖も その 說に 感じ、 巷閭の 田夫が そ - 


の 生活に 惱むを 見て 之 を 医濟 する 方途 を敎 示す る 時 は、 親しみ 懐く こと 父祖に 接する が 如くであった。 

(註) 小 田 原 仕 法 中鵜澤 作右衞 門の 女 伊 乃 子が 物語った 所に よれば、 「^生 は何處 よりか 多額の 金錢ん 持ち 來っ 

て、 毎日 多くの 書記^ 用 ひ、 村々 に佥 穀ん 配布した、 赤い 縞の 粗末な 木綿 着物、 樺色の 羽紱、 朱塗の 退め 

た 鞘、 古き 柄 袋の 刀 あ 帶ぴ、 冷 飯 草履^ 穿いて 束奔西 走せられ た、 煙 苹も吸 はす、 0ift  九 歳の 

ち *x  い ぼ 

伊 乃 子が 取 付いて、 左の 肩の 乳 互に 似た 疣ん. -吸 ふに 委せた 柔和の 長大 人であった」 と、 先生 は洒も 煙草 も 

用 ひられた ので あるが、 御 仕 法 出張 中には 禁ぜられ たと 見 ゆる 0 

先生の 風貌 を覼 ふに 足るべき 肖像 は數種 ある。 一 は 小 田 原なる 一 一宮 神社の 贊物 たる 鲞 像で、 今 一 つ 

は 一 一宮 家の 木像で ある、 更に 一 っは大 H 本報德 社の 寶 物た る畫像 である。 

小 田 原 一 一宮 神社の 畫像は 岡 本 秋暉の 筆に 成る。 秋暉は 有名な 畫家 であるが、 先生の 指導 を 受けて  一 ^ 

村立 直しに 成功した 劍持 廣吉と 親交 あり、 fK 保 十三 年 先生 五十六 歳^ 夏、 小 田 原の 藩臣 矢野喾 右衛門 一 

方に 居られた 時、 障子の 隙 目より その 姿を寫 さしめ、 多数の 似顔の 素描 を 作り、 その 內 から 一 つ を 選 

んで畫 像と した、 この 肖像 は、 舍弟 三郞 左衞鬥 氏が、 屢々 兄 を 見る 様 だと 言 はれた ものである。 其 後 

先生の 同僚であって 門人と なった 栗 原 長 次 郞が劍 持より 借用し、 毎月 一 一十 日 先生の， 命日に 同志 をき 合 

して 常會を 開き、 之 を揭げ て禮拜 した。 明治 三年 小 田 原 藩の 書 象 小山 某が、 先生が 大久保 公より 受け 

られた 軸物の 文句、 「誠 者 天 之 道 也 云々」 を 書いて 賛 とした、 劍持は 怒って 突 返した ので、 小 田 原 報德 

連中に よって 保管せられ、 その 會 合に 揭 げられ たが、 後神 社の 寶物 となった。 


木像 は 同じく 劍 持廣吉 が、 青木 村の 領主た る 川 副の 臣荒川 泰輔が 彫刻 をよ くす るとの 話 を 聞き 切 

羅木を 託して 依囑 した 所、 三年 を 過ごして 出來 上った ので 二宮 家に 携 へて 非常に 讃辭を 受けた。 後更 

に 一 ー體 彫らし めて 相 馬 家と 一 一宮 家と に 贈った、 相 馬 家の 分 は 今 市の 一 一宮 神社に 祀られ て 居て、 一 一宮 家 . . 

の 分 は寫眞 に 撮影せられ たもので ある。 劍持 自宅の 分 は 現在 失 はれた。 

大日 本報德 社の 肖像 は、 嘉永六 年 先生 六十 七 歳の 時、 岡 田 佐 平 治 等 遠 州 七 人 衆が 日光 櫻 秀坊に 先生 

を 訪問した 時、 澳の 隙より 覼ひ懷 紙に 寫 生した。 後 子息 良 一 郞が この 原畫を 元本と して 更に 先生 を 記 

憶より 復活し、 春 木 南溟 をして、 幾 回と なく 素描の 上 完成せ しめた ものである。  I 

事業の 爲に 猛烈なる 活動 を爲 された 時代の 贺影は 小 田 原 一 一宮 神社の 晝 像に 覼 はれ、 木像 は 頭 腦の形 - 

狀 酷似した と稱 せられた が、 偉大なる 風貌 が^はれ、 晚 年の 圓滿 なる 相 は報德 社の 像に 推 想せられ る。 

先生が 一 家 一 村の 仕 法 を 講ぜられた 時、 多数の 大衆より 生きた る 神と して 崇敬し、 信頼され た 先生 

ま、 毎朝い f^i 又は 一 一番 難に 起き、 直に 手水 を 遣 ひ、 汲み置きの 水 を 浴び、 行燈の 前で 冷 鈸に醬 ど 香 

物 位 を 喫し、 草鞋 脚袢で 村內を 一 巡し、 歸り來 つた 頃 は 事務 鞅掌の 時間で ある。 所 務を辨 じ、 或は ェ 

事を督 し、 仕 法の 指導 をした ので ある。 

平常 時の 晝食 は湄き 飯に 汁、 又は 煑 豆と 香 物で、 辨當の 時 は 握飯に 梅干、 辨當箱 を 用 ひた こと も あ 

る。 夕食 は 一 家 圑欒の 中に なされた、 大概 點燈後 一 時 卽ちー 一時間 位 を 過ぎた 頃から 始まり、 門下生と 


共に 一 堂で 濟 された。 溫き 汁に 平と 香 物 位 を 用 ひ、 朔日 十五 日、 一 一十 八日に は 一 同 稍 馳走した。 ^し 

正月 年始に、 酒 三 升に 豆腐 二 丁と いふ 位の ことで あるから、 萬 事 質素なる はいふまで もない。 W しそ 

一れ は吝啬 なので はなく、 當時 一 般に 上下の 物質的 生活 は 今日と は 比較に ならぬ ので ある。 酒は藥 にも 

なれば とて 用 ひたる も、 嘗て 醉 うて 仕事の 屮：： 來 ない 様な 事はなかった と 夫人が 物語られた 通り、 酒量 

何 升と も 噂 されても、 二 合 を 超えた 事 は 珍ら しい。 夕食 時に この 少量の 藥 湯と レて |« を 用 ひ、 門下生 

などと 質疑 應答 論難 研究が 行 はれた、 されば 家庭の 敎 養に は 缺く ベから ざる 時間で あり、 門人 も 待ち 

設けた 修擧の 課業で あつたので ある。 

啄年 夕食後 間もなく 一 睡を 試む る ことがあって、 一 二 時間で 眼を覺 し、 訪問客 もな く、 四圍 g とし 

て 靜寂頭 腦明皙 なる 時、 書類 を閲覽 し、 仕 法案 を 練る。 先生 年老いた る 頃に はこの 書類 は 文 子 女史の 

手で 整頓せられ、 書翰 も 仕 法 書 も 之を讀 ましめ、 案 を 立て 工夫 を 凝して 後 熟睡に 人ろ。 嘉 永の 初め 神 

宫 寺に 寓居の 時には. 福 住 正 兄が その 書類 取扱の 任に 當 つた。 斯くて 就眠 時間 は甚 少なかった。 夜中 は 

ちう げん  ヂきヒ く 

陣屋 警護の 爲に 仲間 一 一人 をして 隔番 に擊柝 警邏せ しめ、 邸內 には燈 火を滅 して、 唯 先生が 仕 法 攻究の 

窒 のみ 點燈 山て あった。 

先生の^ 装 は 質素であった、 木綿 着物に 太 織 茶 縞の 羽織、 小紋の 股引 脚袢 草鞋、 安價 なる 實闬 的の 

ものであった。 勞 力の 必耍 あるとき は、 平 口の 襦杵の 上に 袷の 半纆を 着、 その上に 羽織 を 重ね、 笠 は 
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雨中に 限って 用 ひ、 菅笠 又は 竹の 皮 笠であった。 東鄕 陣屋に 移られてから は、 幕吏と しての 役 用に は 

太 織の 黑紋 付の 羽織 及 小 倉挎を 着し、 從弟 にして 下僕なる 川 久保民 次 郞に刀 を 持た しめられた。 士格 

としての 體面 上、 公の 場所 又は 身分 ある 人の 前に S づる時 は、 相當の 絹綠の 衣服 を 用 ひられた。 文 7 

の 婚隨に 式服 を 江戸で 作ら しめられた こと は、 日記に も 出 人 帳に も 明瞭に 記されて あるる。 倂し相 馬 

に 人舆の 節に は、 相 馬 藩 仕 法 中の 故 を 以て 之 を 用 ひなかった。 . 

めしと 汁 木綿 着物 は 身 を 助く、 

其餘 はわれ を責 むる のみな り。 

の 歌 は、 世人 をして 先生 を 極度の 消極的 儉約 象で あると 評せし める が、 御 仕 法の 施設と して 詠 じた も 

のと、 ^間 一般の 生活に 關 する 先生の 見解と を 混同す る 評 家の 認識 は、 共に 憂世の 事を談 ずる こと は 

出來 ない。 

先生の 强建 なりし こと は 言 ふまで もない、 彼の 成 田 山 11. 一七 日斷 食後、 數 椀の 粥 を 喫した 後、 急いで 

歸陣 した 時、 下駄ば きの 先生の 速力に 封し、 ffi: 迎の名 生. 連中が 草鞋に て隨 行に 苦しんだ とい ふ 話 は 有 

名で あるが、 日記 等に よれば、 遠方の 巡視、 他領への 往復 等に、 日 慕になる も 旅舍に 宿す る こと を 趣 

けて 歸陣 した ことが 多かった。 

成 田山參 籠に 就て は 特に 詳細に 記述す る 所 多かった が、 先生の 宗敎觀 に 就て は 知らん とする 人が 少 


くない。 一般的に いへ ぱ 先生 は旣成 宗敎の 何れ を も專修 した こと はない、 また 可れ の 宗派 も 5 一一 _1 し 或 

は 疎略に もしなかった、 これ 先生が 宇宙 問總 ての 事象に 德 ありと して 之 を 敬した 如くに、 宗敎の 本質 

に 就て その 洪大の 德を 崇敬した ので ある。 而 して 祭祀の 儀式 は總て 神官 僧侶の 職分で あるから、 一般 

民衆 は その 敎 による 道 を 履む を 念と せよ と誨 へた。 また 神道 は 開闢の 道 を 努め、 懦 道 は 台阈の 職- -勵 

み、 佛道は 治 心の 爲に 精進す る こと を閬 明した 如く、 その 敎の 特色 を 正しく 認識し 之 を 履修 せんと 努 . 

めた。 故に 崇敬の 內容は 誠に 充實 した ものである。 然れ ども 先生 は 神社 佛閣の 參拜を 忠ら なかった、 

江戸 在住 中 は 自ら も屢々 虎の 門の 水^ 宮 に參拜 したが、 息 彌太郞 氏 は 殆ど 毎月 參拜 した。 夫人 令孃が 

近 鄕の高 田 山 專修寺 並に 隣 郡の 雨 引山 觀 昔に 參り、 特に 陣屋 内の 稻荷 神社の 祭禮、 父祖の 年忌、 社寺の ^ 

修理、 永代 回向 料の 納人 等、 敬神 崇祖の 禮を盡 す こと 甚だ 厚き ものであって、 先祖の 命日に は、 よく 一 

薔麥を 作って 靈 前に 供へ、 門人 は 勿論 出入す る 者に も與 へられた。 『吾れ 祭りに 與ら ざれば、 祭ら ざろ 

が 如し』 といへ る 論語の 格言 は、 至極， 適切な りと て 服膺し、 門 生に も敎 へられ、 佛事 法會に は、 香 花 

は 勿論、 茶飯 S 腐 汁な ど 質素な 供物、 經 文の 讀誦等 をな して、 所謂 父母の g すが 如くに 事 へら. -れ た。 

斯く 家の 先祖 を 祭る 心 その 儘に 國神を 祭る 事に 大に心 を 致された。 櫻 町 陣屋 内の 八番 社、 稻 ils- 社、 M 

岡 陣屋 內の稻 荷 社 等の 祭禮 に、 村の 神職 を 招き、 櫻 町に て は 風野筑 前と いふ 神職、 必ず 朔 望に 來 つて 

のりと  • 

祝詞 を 奏した。 


先生が 斯く 至孝で あつたに 拘ら ず、 亡父 五十 年忌まで 墓碑 を 建設す る こと を 得な 力った これ はお 

法に 全力 を 注いで 家事 を 顧みる 餘カ あらば 之 を 仕 法に 投 ずるの 急なる ものが あつたのと、 幾分 經濟. R 

餘 力の 見 ゆる 頃に は、 小 田 原に 出 人 を 禁ぜられた からであった。 ^し 天 保 十一 年栢 山の 善榮 寺へ、 先 

祖代々 の 回向 料と して 金 五 拾兩を 寄附した 時 は、 亡父 歿後 二十 七 年の 後であった。 嘉永ニ 年 先考の 五 

十 年忌 法 耍を營 まれた 時 は、 先生 旣に 六十 三 歳であった。 浒 かも 小 田 原 藩 は 先生の 墓參を 許さず、 彌 

太郞氏 之に 代って 赴き、 漸く 嘉永五 年 先妣の 五十 年忌 法要と 共に 墓參 せられた。 

また 小 田 原の^ 主大久 保忠眞 公の 知遇に 感じ、 弘化 三年 十 年忌 法要 を 期と し 永代 回向 料 三百 兩をそ _ 

の 募 所た る 青山の 敎舉院 に 寄附し、 有名なる 永 安 仕 法の 規範的 施設 を 完了し、 美事なる 靈脾を も 奉納 ^ 

した。 髙さ 一 尺 五寸、 厨子の 裏面に 奉納の 意 を記錄 して あるが、 寺 門 靜軒及 小 田 又藏の 代作で あるか 

ら 多少 修飾が 見 ゆる も、 その 眞意 を靦 ふこと が出來 る。 斯く敬 祌崇祖 の實を 示現して 居られる が、 宗 

敎的 意義に 於て 日常生活 としての 立場 を 失った こと はない、 故に 一 般 民衆の 宗敎 行爲が 祈願と 板樂ぉ 

、 生に あって、 日常生活 を 去る こと 遠い に は 憤慨 せられた、 而 して 宗敎 生活 をして 報德 様式に よって 營 

まん こと を 望み 神佛を 祭る こと は その 職分の 人々 に 任じ、 各自 は、 祌佛の 道 を 履修す る こと を 勸獎し 

£ こ. 宗敎を 堅く 信じ、 神佛を 祈る こと 至れり 盡 せりで ありながら、 R 常 生活 は 凡常の 私欲に 終始す る 

もの 多き に 鑑み、 また その 宗敎を 宣布し、 民衆 を 指導す る ものにして 民衆の 日常生活に 劣り、 更に 甚 


しき は 口に 神佛の 敎を稱 へつ，、 寺院 敎會が +  rn の 經濟に 行 詰る もの も ある。 この 故に 先生 は 祌佛祭 

祀の儀 S 其の 職に あ t のに 任じ、 我等 は 一意 祌佛の 道盒行 する にある と、 以上の 事 5 以て 先 

生の 宗敎觀 を 知る こと を 得る であらう。 

されば 一 に 神の f 行 ふに あつたから、 霞に 於け る 家族 生活が 產み 出した 一 蓮 合、 至 仁 至孝の 

雰圍氣 は、 先生の 報德 生活様式の 棍元 である こと は、 先生の 歌に 

おのが 子 を惠む 心を德 とせば 

學 ばず とても 道に 至らむ 

故 道に 積る 木の葉 を搔 わけて  ， 

1K 照 神の あし 跡 を 見む 

と ある にても 知り 得る が、 先生の 家庭の 實情 はまた その 信念の 表示であった。 一象 一心 ー體^ ^き 融 

合であった が、 分 f 確立して 様式 を 正した こと は、 響 一様の 家庭ではなかった。 m 

初 は 先生 之 を筆錄 したが、 少しく 事に 馴る A に 至って 夫人 は 記帳 を 練習し、 息子 女の 長ず るに 及んで 

は 殆ど 全く 其 手に て 用立てられた。 されば 家計 は 悉く 夫人の 分擔 請負であって、 公私 共に 出納 は 夫人 

の 手に 取扱 はれた。 夫人 はこれ のみに 止まらず、 農耕 稼 播の事 を 習 ひ、 先づ 一 斗 五 升の 水 W を 肖 作し 

田桢、 草取り、 稻刈、 稻扱等 1 種より 牧 納まで 一 切 を 夫人の 力で 爲 された。 而 して 裏 所 は 夫人の 住で 


あつ-て、 門下生 及び 出入の 人夫 等まで 多き 時 は 百 入に 越 ゆる こと あつたが、 夫人 令 嫂 及 二三 人の 女 M 

にて 全部 S れた。 この 中に も 先生の 議 より 衣服 一 切 皆な 夫人 待った が、 令嬢の 生長 後 は そ • 

の 手に 移り、 旅 中に 於て は 彌太郞 氏 並に 蝠住正 兄 等が 之 を 承 はった、 彌太郞 氏の 髮も若 夫人 を 娶られ 

てから は 皆な 若 夫人の 檐 任であった。 

先生への 往復 文書 等 は、 先生の 多忙に なつてから は 文 子 女史が 讀 役であった が、 後に は 彌太郞 お 力 

主として 之に 當り、 或は 福 住 正 兄の 如く 隨身者 も魇々 仰 を 承 はった。 

子女の 敎 育に は 特に 意 を 用 ひた。 の 出所進退 は 先生が 實行 履修 を 以て 示す ので 充分で ある 力 一 

學術 枝藝は それぐ 敎師を 傭聘した。 彌太郞 氏 は 幼少より 書が 上手で あると 稱 せられ、 文 子 女史 は 書 ^ 

も. SS いが 繪が 非凡で あると いふので、 兄妹 共に 書 叉 は 畫を習 は しめられ、 殊に 文 子 女史 は 裁縫、 文學 

等 は 勿論 書 は 若 林欽吾 及び 不退 堂 倉 田 耕 之 進 を聘し 不退 堂の 如き は數 年間 櫻 町 陣屋に 在住し、 繪はラ 

岡 雲 峰 i んで奇 峰と 號しち されば 114 子女 f 共に 美し $f 集 原本に 頗る 多量に 

殘 され、 稀に は 女史の 繪畫も あり、 殊に 男子 も 及ばざる 程の 勇健なる 達筆 を 遣した。 これの みに 止ま 

らず、 その 文章の 內容 が、 女子に 生れた が爲に 僅に 御 仕 法 書 を筆寫 する 位に 止まって、 國 家の 辟お に 

立たぬ が殘 念で ある、 せめて m 府 して、 御 仕 簾 形 s 御 S がしたい から、 御召し 寄せ 下さる f と 

いふ 健氣な もの も ある。  . 


先生 は. その 生涯 を 通して 舆國 安民、 濟世利 民に あった、 されば その 才德 を^ じて 財 利 私欲に 傾注す 

れば、 幾 百 萬の 財 を 積み 得た かも 知れない、 然るに 百八十度 を廻轉 して 自他 を 振替/、 全 推讓こ 終^ 

した、 念願と する 所 は 如何にして 困窮 を 救 ひ、 荒野 を闢 き、 借財 を 償還し、 一 般 民衆の 生活 を 安泰な 

らしめ 得る かであった から、 一象の 私事、 一身の 安 慰 は 全く 眼中に なかった。 故に 一 財 あれば 一家 を 

救 ひ、 一 金 あれば 一 人を濟 ふに 專念 したので、 全く 私家の 將 來に關 する 何等の 準備 をな さず、 全 財產を . 

報德 金と して 公用に 供し、 子孫 は その 道 を 行ふ爲 にこの 財 を 報德式 方法に て 活用 すれば、 道に^ ふ も 

の A 將來も 亦 安全で あると いふ 意 を 徹底せられ た。 

-ー 

斯 かる. 故 を 以て その 終焉に 近づきた る 時、 我れ は 天 命旣に 極まった、 余 を 葬る に は 分 を 超えて はな お 

ら ない、 墓石 は 建て A はならぬ、 只 土 を 盛り、 その 傍に 松 か 杉 か 一 本植 ゑて 置けば 充分で あると。 忌 - 

明に 及んで 墓碑 を 立つべし とい ふ もの 多く、 遣 言 を 厳守す ベ しとい ふ も あり、 甲乙 論じて 定まらない、 

併し 多 數の者 は 建碑 を爲 さぬな ど A いふ こと は 門弟 子の 忍びざる 所で あると、 夫人 亦 之に 賛し、 小 田 

原 在住の 知人 亦 墓石 献上の 申出 あ つ て 終に 之 を 建立した。 

四 後続 幷門生 先生の 象 系 後統 は、 卷頭 系譜に 示す が 如く、 一男 一女、 男 彌太郞 尊 行 氏 は、 2： 光 

御 仕 法の 事業 を 襲ぎ、 御 普譜役 元締に 進み、 道と 家と を相續 して 1 一代 先生と 稱 せられた が、 明^ 維斩 

に 際して 隱 退した。 相 馬 侯の 好意に よって 藩士の 待遇 を 受け、 相 馬 郡 石神 村に 邸宅 を 相し、 之に 住し 


たが、 明治 四 年 十一 一月 朔日 歿した 壽 五十 一 、 良淑 先生と 稱 せられた。 彌太 氏の 母君， S 先生の 未亡人 歌 

子 刀自 もこの 年 七月 一日に 歿せられた。 . 

孫 金之丞 (後に 尊 親) 僅に 十七 歳、 富 田 高慶、 齋藤髙 行 等の 諸氏、 相 馬 藩の 旨 を 受けて 之 を 助け、 

後に 與復社 を 起し、 高慶 社長と なり、 尊 親 氏 を 副社長と し、 相 馬 地方 開發の 組織 を 立てた、 明治 十一 一 

年 朝廷 三代の 功 を 賞して 尊 親 氏に 金 百 圓を賜 ひ、 高 慶を正 七 位に 叙し、 並に 金 帛を賜 ひ、 社の 事業 资 

源と して 金 壹萬五 千 圓を貸 下げ、 大に 事業 を 助成 せられた。 依て 事業 を擴 張して 開墾 千餘 町歩に 達し 

た。 明治 1 一十三 年高慶 歿後 尊 親 氏 社長と なり、 旣定の 事業 完了す る を 見て、 明治 一 一十 八 年 事業 を 北海 . 一 

5 ししゅべ つ  J- 

道に 移す に 決し、 各地 を 視察 研究の 後 十 勝 國中川 郡 豊項村 牛 首 別の 地に 四百 萬 坪の 地 を 得、 與復社 並 ゆ 

に 一 家 を擧げ て移轉 し、 自作農 創設の 實を擧 ぐる を 方針と し、 一 意 拓植の 事に 從ひ、 茅屋の 下に 非常 一 

の 決意 を^て 業 を 始めた るが、 農村 建設の 根基 を 報 德式敎 化に 置き、 常食と 廻 村と 實地 指導と 開發技 

術 敎授と 併せ 行 はれた ので、 順次 來住 者增 加し、 百 六十 戸の 移民 を 得、 六百餘 町歩 を開發 し、 明治 四 

十年豫 定計畫 完了した る を 以て 相 馬に 歸 つた。 

牛 首^の その後 は 全く 報德 式に 進められ、 現に 北海道の 各 村 は、 通じて 大地 主と 多數の 小作 者で あ 

るが、 牛 首 別に 限って 新 移民の  一二 を 除いて 全部 自作農で あろ。 村に. 二宮 神社が あって 氏神と して 祀 

られ、 報德 社が あって 常食 を 開いて 組織 立った 敎 化が 行 はれ、 北海道に 於け る 模範 村で ある。 


尊 親 氏 は 歸來福 島縣の 農村 敎化 並に 感化 事業に 努力し、 御大 禮に賜 饌を賜 はり、.^ 々表彰せられ、 

大正 S 年 三月 十六 日藍綬 褒賞 を 賜 はった。 大正 八 年 十 一月 十六 日 歿せら る。 

い さ を  リ 

曾孫 德氏は 北海道 帝大を 卒業し、 東洋 拓殖 會 社に 人り、 昭和 四 年 一 月 二十日 欧洲 視察の 途次、 紅海 

に ■ 於て 歿せられた。 曾祖大 先生の 風格 を 具 へられた と嗥 せられた 人で あつたが 惜しい ことであった。 

玄孫 尊 道 氏 は 東京 帝 國大學 文 學科を 昭和 十 年 三月 卒業し、 同 四月 千 葉 縣 野 田 高等 女 學校敎 論に 任ぜら . 

れた。 これが 當主 である。 

先生の 門 生 は 甚だ 多い、 釋迦も 孔子 も 弟子 三千 餘 人と 稱 する が、 先生の 指導 を 受けて 一象 を 建 直し 

たもの もも 算 すれば 枚 擧に遑 ない。 余 等の 全集 を 編纂す るに 際し、 ゃ丄 者し きものと 認めて 名 を錄し お 

たもの 丄內、 その 初出の 場合に 錄 したる 員 數實に 千 四百 六十 四 人で ある。 無論 これ は 總てを 門人と いふ 一 

こと は出來 ない が、 たと ひ 一席の 座談と しても 指導 を 受けた ことの ある は 明かで、 若しも 村民 を 集め 

て 報 德式敎 化 方法 を 施した る 時、 指導 を 受けた る 大衆に 至って は、 其 數幾萬 を 以て 數へ 得る であらう、 

これ 等報德 衆徒の 中に 於て、 その 指導 精神 を 把握し、 その 生活様式 を 履 習し、 これ を 以て 家 を 輿し 村 

を 起した 人が 少 くない、 卽ち報 德の道 を 以て 己れ の 生くべき 道と し、 また これ を 他 に^へ たもの であ 

つて、 これ を 門人と か 子弟と か稱 すべきで ある。 この 程度の 人々 といへ ども 幾 十 人と 數 ふべき か、 ま 

た 自ら 次第が あって、 確乎と 之 を擧示 する に 當 惑す るので ある。 


^人 富 W 高慶、 齋藤高 行、 福 住 正 兄、 岡 田 良 一 郞の四 氏 を 一 一宮 門下の 四 大人と 稱 する。 富 田 高慶は 

報德 論、 報德 記の 著者と しての 感化 力の 大 なる 以上に、 先生の 命に よって 櫻 町、 下 館、 相 馬、 日光 等 

の 仕 法に 携 はり、 仕 法 雛 形の 作成に も從 事し、 後 彌太郞 氏 を 助けて 日光の 事業に 功 あり、 中に も 相 馬 

の 事業の 大半 は その 手に より 成就せられ、 明治の 初期に 於け る報德 の權烕 として 推稱 せられた。 

齋蒸高 行 は 報德外 記、 二宮 先生 語錄の 著者と して、 報德の 最も 正確なる 樣式 並に 思想 を 記錄し 得た 

こと を、 自他共に許した 人で あるが、 仕 法 雛 形の 作成より 日光の 仕 法に 從 事した る は 勿論、 相 馬 仕 法 

の 後半 は その 指導 を 司った ので ある。  一 

福 住 正 兄は齋 藤と 同時に 師事し、 仕 法 雛 形の 作成より、 眞 岡の 開 發に從 事し、 片岡 村の 仕 法 大成に 

與り、 後國 學を硏 めて 日本 精神と 報德 精神との 一 元的閬 明に 努力し、 小 田 原 附近、 駿河、 遠 江 等の 報 一 

德 社は廣 くその 指導 を 受け、 特に 一 一宮 翁 夜話、 富國 捷徑、 報 德學內 記 等 を 著し、 夜話 及 富國捷 徑が與 

へ た 感化 力 は 甚だ 大 なる ものが ある。 

岡 田 良 一 郞は、 父 岡 田 無 息 軒の 報德社 設立 並 仕法實 施の 基礎の 上に 益々 其 道 を 研め、 先生の 在世の 

頃より、 彌太郞 氏の 指導 を 受け、 日光の 仕 法に 從 事し、 歸來父 業 を 襲ぎ て 報 德社を 普及し、 地方き 治 

產業經 濟の發 達 を 計り、 大日 本 報 德社を 創立して 全國 の報德 社中 大半 は その 指導 を 受けて 創立した。 

櫻 町 陣屋に 於て 指導 を 受けた る內、 小 田 原 藩の 三幣 又左衞 門、 鵜澤作 右衛門、 横 山 周 平、 豐田 王 作、 横 


澤 雄藏、 栗 原 長 次郞、 小路 只 助 以下 幾人、 櫻 町 住民 名主 忠次、 德次、 岸 右衛門、 圓藏、 文藏、 西 沼 村 

丈 八、 高 m 村 太 助、 小 田 原 仕 法 中には 劍持 廣吉、 安居 院庄 七、 小 林 平 兵衞、 川 久保市 太郎、 早 野 小 八、 

竹 本 幸 右衛門、 >爲 八郞、 林藏、 等が 有名で ある。 この 兩 時代に 亙って 下 館の 衣笠 兵 太夫、 大島儀 太夫、 

青木 村の 館 野 勘 右衛門、 大和 田 山城、 相州片 岡の 大澤 市左衞 門、 同 小才 太、 同 勇 助、 が 勢 原の 加藤宗 

兵衞、 韮 山の 多 田彌次 右衛門、 町 田 時 右衛門、 大 磯の 川 崎 孫 兵衞、 浦賀の 前田瀛 州、 谷 m 郡 茂 木の 中 . 

村玄順 (勸 農衞) 、烏 山の 菅谷 八郞 右衛門、 天性 寺の 圓應 和尙、 大久保 金 吾、 下 館の 中 村 兵左衞 門、 江 

戶 幕府の 小 田 又藏、 齋 藤の 親族 大岡雲 峰、 相 馬の 池 田、 草 野 等の 藩老は 別と」 て、 紺 野 織衞、 高 野 丹 一 

吾、 荒專 八、 伊藤 發身、 大概 久藏 (吉 直) 同小 助、 新妻 助惣、 齋藤 松藏、 山中 四方 八、 志賀直 道、 大 御 

友 新 六、 佐々 木 長左衞 門、 其 他 先生に 隨 身して 幕臣と なれる 吉良 八郞、 駿河巷 原の 柴田順 作、 伹馬璺 

岡の 久保田 周 助 等、 何れも その 活動 範 園に 廣狹 あり、 その 事績に 大小 は あるが、 各自 一 己の 私益 を 振 

替 へて 公益に 推讓 し、 報德仕 法の 行、 ， 報德 社の 設立、 開發 墾田 等 相 當の成 * を 遣さない の はない。 

門人の 事業と して 師法 祖述の 功績が 現在に 活躍して 居る の は報德 社で ある。 報德仕 法が 行政 上の 指 

導 原理と なり、 施政 p 様式が 報德 式で 行 はれた の は、 相 馬領に 於け る 明治 四 年 を 以て 一 且中絕 となつ 

たから、 報德. の 方法 は報德 社に 限られた 愦勢 となった。 報 德社は 年々 多少の 增減は あるが、 全 國に約 

1 千 社あって、 大日 本 報 德社は その 直系 指導 監督 機關 である。 


先生の 敎を 何程 か 取 入れて 活動し つ i ある ものに 中央 報 德會が ある。 叉 昭和 七 年より 全力 的に 叫ば 

^つ A ある 自力 更生の 方法に も、 報德 方法 を 取 入れつ ゝ ある。 學界に 於ても 近時 報德 研究の 傾向が あ 

り、 精神科 舉の 研究に は報德 書類の 文句の 引用が 多くな りつ A ある。 一 般に 近時の 情勢 は 報德に 封す 

る 理解が 高く 且 深くな り 來 つた。  - 

斯く 世間の 認識が 報德に 向って 來 たの は、 一 は 時勢の 要求で あるが、 昭和 五 年 五月 三十 曰、 掛 川な 

る 大日 本報德 社に 行幸の あつたの を 一期 劃と し、 また 二宮 尊德 全集の 刊行に よって 報德仕 法の 研究が 

爲し 易くな り、 隨 つて その眞 相が 闡 明せられ 效杲の 認識が 進んだ 爲 である。 

2 報 德に關 する 著書 報 德に關 する 著喾は 頗る 多い、 而 して その 魁 をな す もの は 報德記 e ある。 

相 馬 侯より デ、 覽を 仰ぎ奉った 所、 宮內省 版と して 廣く 頒布せ させ 給 ひしょり、 農 商務省 版と なり、 大 

日本 農會 版と なり、 報德 文庫 版と なりたる が、 一 翁 夜話 も亦廣 く購讀 せられ、 福 住 正 兄、 岡 a 淡 山 

、の 一 一宮 直 門の 諸 土が、 品川彌 一 一 郞、 平 田 東 助 等の 諸氏に 親交 を 得、 御 贈位の 恩典に 浴し、 一 一宮 神社 

の 創建と なった。 その 顷 より 世人 は 先生 を 一般 勤儉 カ行の 人との み 解した 態度 を 改めた。 また 井上 友 

1 等の 諸氏が 內務 行政に 報德 思想 を 採 人れ、 道德 と經濟 との 調和 を 高調した 時、 更に 一 段の 發展を 見 

た。 その後 政黨 の， 興隆から、 官僚 攻撃の 結 ST 官^の 推稱 する 報德 思想 を も 消極的な りと 非難し、 次 

第に 研究 熱 は 冷却 を餘 儀な くした。 昭和の 初から 全く W 問の 事業と して 一 一 せ 全集の 刊行 開始せられ、 
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根本的 研究の 行 はれ 來 つた 所へ、 自力 更生の 强^、 敎 化立國 の提稱 と照應 し、. 從來 になき 健實 さを以 

て報德 研究が 進められて 來た。 

この 情勢と 報 德に關 する 著書と は、 相關 係して 隆昌 を 示し 來 つたと 思 はる。 而 して 大體に 於て ハ牛々 

著作物の 累進す る 傾向が ある。 余が 手許に 集った 著作の みに 就て、 ^度 を 四 段に 分って 表示 すれば 次 

の 通りで ある。 

///年次 月 二， sgsi リ 明治 三十 九 年 以前 大正 十四 年 以前 昭和 九 年 以前 

類別/^/  KNlffi  二 +-11 一年 £す  (十六 年 M)  (十九 年間)  (九 年間) 

阜行本 二 〇 一 ，  一四  . 四 マー (年 ミ册 弱)  九 lis. 約 五き  五 一 ラ年約 六き  一 

篇  篇. 篇  篇  P 

論文 八 四 二  ——  一九 六 (年 二 篇餘) 一ー一 七 四 (年 約 一九 SS)  二 七 二 (年 約 三 OSI)  ^ 

これ 等の 著作物の 巾に は、 何等 新し 味の ない.^ のが 多い こと はあって も、 世人の 興趣 を 持ち、 歡迎 . 

する 所に 述作が 誘 出せら る A こと は 疑ない。 

畢 者の 間に 先生 を 早くより 推 稱し來 つた 人 は、 井上哲次郎 博士で ある。 東洋の 哲學者 中に、 獨立學 

派と して 先生に 一 座標 を 据え 、「日本 倫现彙 編」 中に 「語， 錄」 を輯 めら れ、 時々 論文 を 物せられ た。 近 

時學者 間に 研究が 進められつ A ある は 加速度 的で ある。 早晚 名著が 多く 出る であらう。 而 して 或は 先 

生の 宇 帘觀、 人生観 等の 理論、 的 研究より、 敎育 方法、 ，敎 化 方法と しての 先生の 思想に 關 する ものに 興 

味 を 持 たれ、 次で 先生の 畢生の 努力 を倾 けられた 與國 安民の 治 術に 及び、. 行政 的、 社會的 方法の 考^ 
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に 向 ふ ものと^ はる。 こ A に 至って 虞の 先生が 發 見せられる であらう。 

報 德に關 する 著書 は 二 宫尊德 全集 を宗 とせねば ならぬ。 從來 出版 せられた 多數 の著嘗 は、 その 內容 

が報德 記と 一 一宮 翁 夜話、 並に 稀に 小 田 原 附近、 櫻 町 附近、 相 馬 附近 等の 史蹟 探究 圖書 等を资 料と した も 

のであって、 明治 三十 九 年より 四十 一 年に 至る までの 間に 於て、 一 一宮 先生の 遣 著が 整现 せられ、 報德 

全書と 題して 約壹萬 冊の 書冊が 謄寫 せられた が、 この 筆 寫に關 係した 人々 も、 寫 字に 多忙に して 研究 

の 暇 もな く、 一 一宮 尊 親、 井口 一等の 諸氏が、 その 內に 就て 心 を 傾け、 一 一 宫尊德 遣 稿が 前 氏の 手に 成 

り、 報德 溯源、 二せ ：！ 翁 傅が 後 氏の 手に 成った けれども、 報德 全書が 鈴 木 藤 三郞の 篤志に よって 今巿ニ 

宫 神社に 寄附 せられた 尨大な 著書と いふに 止まって、 未だ 廣く 研究が 普及 しないので、 其 後の 著書 も 

手近な 報德 記、 夜話 を 主た な 資料と する ことが 流行した。 

眧和 元年 一 一宮 尊德 全集の 刊行が 公表せられ、 翌ー R やより 刊行に 着手し、 同 七 年 一 一お に 至る ま e 全 五 

ケ 年間、 報德 全書に 謄寫し 能 は ざり し 原本まで 蒐集し、 全書と は 全く 異なった 系統 を 以て 分類し、 原 

理、 雛 形、 日記 書翰、 仕 法、 雜輯に 分 も、 仕 法 書 は 櫻 町、 小 田 原、 靑木、 谷 s 部 茂 木、 烏 山、 ： 卜 館、 

幕府 直镇、 H 光、 相 馬、 諸 州 諸家 等に 分ち、 刊本 一 卷菊版 平均 千 一 一 百 七十 七頁內 外、 總紙數 本文 四 萬 

五 千 頁、 解題、 目次、 寫虞 石版、 前附、 後附等 4 口 計 千 頁で ある。 活版 諸 職工 專任 五十人、 兼任 三卜餘 

人、 編輯 は 最初 刊行の 日記 一 卷を 除いて 殆ど 余 一 人で あるが、 校正 は 編輯 部 は 四 人 を 以て 完了した。 


圣集は 原本 一 萬 卷と稱 せられ、 生前に 一 人の 手許に 集成 せられた 書類と して は 無， 類の 诰^ な もので あ 

る。 この 全集 一た び 公に せらる 丄ゃ 世人 は 報 德に封 して 再認識 を 開始した。 學者 も、 行政官 も、 敎職 

員 も 近時 眞摯 なる 研究 を 進めつ 1 ある。 

六 二宮 神社と 先生の 銅像 二宮 神社の 創建 は、 世人 をして 先生の 偉大なる こと を 周知せ しめた C 

これより 先 福 住 正 兄、 岡 田 良 「郞 等の i 旌 門の 高弟 は、 品川彌 一 一郎 子に よって 知られ、 明治 廿四年 

その 努力 報いられて 先生に 從四 位の 御 贈位 あり、 鑌 いて 神社 創 逢 は計晝 せられた。 次で 同 卄七ハ ヰ 小 田 

原 一 一宮 神社 遷宮 鎮座 式が 擧 げられ、 同 三十 年 今 市 一 一宮 神社 遷宮 鎮座 式が 行 はれた。 同 三十 三年 今 市の 

神社 は縣 社に 列し、 三十 九 年 小 田 原の 神社 も縣 社に 列した。 

先生 を 奉祀した の は 安政 六 年徵次 良 用水の 取 入口 附近に 水神と して 祀られ たのが 最初で あるが、 北 

海道 豐頭 村の 報德 農場に は、 その 創開の 時に 遙拜所 を 設立した る もの、 後に 二宮 神社と なった。 近時 

工場、 擧校 等に 一 h ほ 先生 を 奉祀す る もの 緩々 として 耳に すろ 處 であるが、 櫻 町の 陣屋に ある 一 一宮 先生 

奉祀の 祠を、 最近 村 社と して 奉祀す る 計晝が 進められて 居る。  - 

神社に 祀 つて 祟 敬せられ る 外、 報 德の常 會には 常に 肖像 を 軸物と して 揭 げられ る- 銅像の 建設 は 全 

國風を 成し、 神戶、 明石兩 市の 小學 校、 幼稚園 全部に 銅像 建立 を 寄附 せられて 以來、 特に 著しくな り 

^和 九 年の 顷 に は 毎 曰の 様に 全國 の小擧 校より 建設の 報道が 傅 はった。 その 大部分 は 薪 を 負うて 大擧 
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を讀 みつ A ある 幼年時代の 像で ある。 其 他 老成 せられた 時代の 像 も 追々 と 建立 せられる。 

神社に 參拜 する もの A  E に 多き を 加へ、 鳥居、 玉垣の 献納、 献木 等 報恩 謝 德の意 を 表する 感激の 證 

徴は言 ふまで もない が、 銅像の 建立 せられた 爲に、 兒 童の 風 俵の 改まった も あり、 毎朝 學 校の 敎訓が 

その 前にて 行 はれ、 兒 童の 敬虔と 親しみと が 深められつ A ある。 

. 農村の 靑 年が 自力 更生の 範例と して 先生の 事業の 跡を閬 明し、 その 實 行し 易き ものより 之を模 する 

あれば、 また その 最 難事た る 仕法實 施より と 精進す る もあって、 早 起、 夜業、 風俗 矯正 等の 感化 は 著 

明で ある。 社寺の 庭 は 清められ、 時鐘 を衝 き、 道路 用 排水の 修繕、 進んで 分 度 を 確立し、 借 射 を 償還 

し、. 政爭、 醜 鬪を禁 絶し、 一象 一村の 一圓 融合 を 以て 和樂鄕 の實現 H に 多き を 加へ っゝ ある。 而 して 

詷嫫の 光は增 し、 神社の 莊厳は 加 はり、 先生 鱧 讃の聲 は 益々 國內に 漲らん とする 愦勢 である。 

七 孔子の 理想の 實現 者と しての 二宮 先生 余 は 井々 竹 添 進 一郎 先生に 就て 論語、 詩經 等の 講話 を 

聽問 する こと 數年、 井々 先生 嘗て 臼、  - 

「余 幼に して 學に 志して より、 孔子の 道を硏 むる こと を 以て 念と した。 故に 孔子の 敎に關 する 限り 

我國の 書籍 は 勿論、 支那の 書籍 も 手に 人る だけ は 求めた、 而 して 孔子の 敎は周 公を祖 とし、 周の 王 

制に 立脚す、 故に その 敎 化の 根元 を 探って 詩經に 至らざる を 得ない、 然れ ども 時代 は 周 公 を 去る こ 

と 五 百 五十 ハ牛 餘。 春秋 爭覇^ 趨勢 極まりつ i ある を 以て、 論語の 内容 はこの 時代に 鑑みなければ 判 


明し ない、 依て 余 は 一 方詩經 によって 周 公の 時代 を考 へ、 傍尙喾 によって 三代の 治を閱 明し、 一 方 

卷秋左 氏^ を檢 討して 時代 を 明かに し、 綜合して 論語 を 攻究した。 故に 左 氏 會箋、 詩. 經會 養、 論語 

會箋を 著し、 以て 孔子の 道 を 行 ふ 賢者 を 待つ こと A した。 然るに. 幅 住 正 兄 翁の 碑文 起草 を 依藺 せら 

る A に 際し、 早くより 小 田原鄕 土の 偉人と して 崇敬の 念 を 有した る 一 一宮 先生に 關 する 考察 を 志し、 

聊カ 以て 知る 所があった。 而 して 研究 すれば する 程 奥深く、 閬明 すれば する 程 孔子の 道の 實現 者で 

ある こと を 知った。 孔子 は 古今の 聖者で ある。 至る所 可なら ざるな き 見識 を 以て、 魯の宰 として 一 

國の 政治 を燙理 し、 顯 著なる 功績 を擧 げられ たけれ ども、 爾来 その 理想た る 周 公の 王道 政治 を實^ 

する こと を 得ず、 子弟と 共に 著作に 心 を 潜め、 終生 安民の 實 を擧げ 得ざる を遣憾 とした。 爾來數 千 

年、 孔子の 敎を 論究す る もの 數 知れない が、 一 人の 孔子の 道 を 生 民の 爲に實 現した 人がない、 然る 

に 一 一宮 先生あって 始めて その 敎を 大衆 生 民に 施し、 孔子の 理想 は 先づ鄕 土に 實 現した、 道 を 支お こ 

於て 立てた 孔子 は、 曰 本に 於て 二宮 先生に よって 其の 道の 行 はれた こと を、 上下 數 千年 を 隔て，， 惑 

謝し 欣悅を 感ぜられた であらう。 僅に 鄕 土の 偉人と して 推稱 せんとして 心 を 注いた が、 老來讀 み來. 

り閬 明し 來 つた 道が この 偉人に よって 實 行せられ たこと を 知る に 及んで、 愉悅窮 りなき 次第で ある。 

願 はく は 二三 子、 單 なる 偉人 偶像と して 觀 ずる ことなく、  二宮 先生に よって 開かれた 大 3 が、 S 實 

に 大衆の 生活に 實現 する ことに 努力し、 多少 にても 功顯が あらば、 予の 講話 は 全部 その 語 を 逸する 
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とも、 そこに 孔子 あり、 二. ！K あり、 佘も亦 その 悅を 地下に 謝する であら 5」 

と。 余 はこの 語 を 古 往今來 稀なる 憂國の 語と して 井々 博士に 謝すろ ものであるが、 支那に 於け る 孔子 

の 大道 を、 大衆に 施した もの は 二宮 先生の みで あると いふ 井々 先生の 語が、 常に 我が 耳底に 明 力なる 

と 同時に、 「二宮 尊德 全集」 の！！ 輯 ともなり、 一村 仕 法の 實現 ともなって、 日.々 にこの 語 を 新に せんと 

Z 努力し つ， 1 ある ものである。 而し てこれ 直に 先生 を禮讃 する ものである こと を 信じ、 また 恩師に 報 ゆ 

る 所以で あると 思惟す る ものである。 最後に 一 一宮 先生 は單に 孔子の 理想の 實現 者た るの みならず、 鐸 

尊の 菩薩 行を修 し、 基督の 愛 を 徹底し、 特に 根本的に 我が 天照大神の 大道 を 履修せられ たもので ある 

と 信 f る。 これ 啻に 余の 私 言に 止まらず、 實に 先生き ら聲 明せられ た 所で ある。 故に 余 等 後人の 糟讃 

は實は 先生に 於て 何等の 輕 重を價 しない もので あろ。 
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王 月 大久呆 忠眞公 封^ 襲ぐ、 小 田原頜 十一 萬 三千 百廿九 石な d 


同 利 右衛門 伊勢 參宫^ なす。  II   

^月 六日 總 本家 二 宫 伊右衛門 式の 當 主義 兵衞 死して 相 綾 者な く絕 家と な ろ - 


a 年 利 右衞門 病に 罹ろ、 村の 醫師村 田 道 仙の 治療に よ リて癒 ゆ。 


此年 父 再び 病む、 先生 之 L1 代りて 酒 匂 川 堤防 工事の 夫役に 出づ、 夜業に 草鞋 

^作りて 之^ 配付し 力の 不足な 補 ひ、 又 父の 酒の 料と なす。 


年 利 右衞門 田地^ 賈 却して ニ兩^ 得 たれば 醫師 の謝禝 となさん とす、 喾受 

けす、 依て 半金 ^出して 残 リ^ 以て 一 族^ 養 ふ 料と す。 


叱 年 弟 友吉近 降の 寺院に 寄众 す、 数日に して 歸 ろ。 


二月 二日 雇 賃金 中の 甙： 白文ん 以て 松 苗 二百 本^ 踌ひ洒 匂 川の 堤に 植 うと 傳ふ。 


十二月 晦日 次 弟 a 一一 男) 富 次郎 生ろ。 


一 四 


九 B 廿 六日 父 利 右衛門 先 顷ょリ 病 益々 甚 しく 此日逑 に 歿す。 3^-^ 


此年 父 歿後 一 度宮次 郎^ 西栢 山の 奧津 甚左衞 門に 托した リ しも 呼 ひ 返して 以 


—  598  — 


一 599 一 


1 

和 

元 

七 

五 

此 

年 

な 用 
敎 水 
す 堀 
は の 
自 空 
然 地 
の I： 
理 棄 

田 

ろ ん 

こ 植 

と ゑ 
4> て 

得 一 
す 俵 

° 餘 1 
あ 
得 

斯 

• の 
如 
< 
し 
て 
小 
芩 

み 
て 
大 

此 
顷 

慨 

然 
興 
復 
の 

志 

發 
し 
て 
奮 
勵 
努 
力 
す 

油 
種 
七 
八 
升 

得 
夜 
學 

燈 
油 

に 
代 

ふ 

月 
晦 
曰 

暇 弟流曩 
に^ 失に 
仙 母し 親 
了の、 或 
垛實先 協 
1 こ 家 生 力 
油 川 所 田 
茱久有 六 
^保の 反 
植太地 八 
う 兵 所 畝 
。 衞 剰 に 
に す 挿 
托な苗 
し し 、 
先 * 然 
生母る 
は の に 
伯 中 此 
父 陰 日 

萬 終 m 
兵ろ 匂 
衛 や 川 
の一 叉 
家家 洪 
(二 離水 
入 散 あ 
ろしり 
。 、'田 
餘ニ畑 

四 
月 
四 
曰 

母 

し 
約 
十 

曰 

m 

み 

の 
曰 

子 
年 

ナ 

月 
廿 
四 
曰 

外 
風 
父 
川 
久 
保 
太 
兵 
衞 
歿 

正 
月 

太 
神 
樂 
來 

る 

i 

十 

銅 

ん 
與 
ふ 
る 

能 
は 
す 

ん 

m 
ち- 
て 
留 
守 

遣 
ふ 

年 
末 

貧 
困 
益 
々 
m 

り 
迎 

の 
準 
備 
な 
し 

十 

月 

村 生 
喜 計 
與 支 
八 へ 
に 難 
寶 く 
却 負 
ゼ 俊 

リ 

°  m 
却 

ぜ 
ん 
が 

七 

サ 
八 
步 
の 
地 

m 
參 
分 
1 こ 
て 
同 

赏一來 
時 族 、 

旣 四 先 
に 人 生 

焚生晨 
の 計 起 
學^ 久 

i'r 立 野 
志 つ 山 
し 。 に 

i  l 

s ず 
次 、 

お 夜 
^ は 

, お 深 

m 更 
く ま 
° で 
箪 
鞋 

作 
リ 

Wi 

苦 
以 
て 

四 

キ 

入 

化 

o 

此 
年 

叉 

耕 
の 
米 
サ 
俵 
な 

た 
リ 

傳 

ふ 

九 

八 

此 
年 

次 
郎 
死 
す 

九 

富 
次 

悟 
先 
生 
大 

も' 

月 

小 
田 

原 

-h 
岩 

m 
佐 
兵 
衛 

石 千 

雇 
は 
れ 
た 
ろ 

あ 
リ 

傅 

ふ 

1 

月 
五 
曰 

亡 
父 
の 
質 
入 
地 
田 
% 

拾 

歩 

田 下 
也々 

金 

て 
買 
艮 
す 

月 

て 或 

H は 
夜 前 

業 年 
^ 末 

m と 

V も 

° 傳 
ふ 

七 

左 
衞 
門 
方 

辭 
し 

家 
お 

m. 

し 
破 

m 

修 
理 
し 

居 
し 

1 

此 
年 

傺 
錢 

る 
時 
は 
名 

主 

托 
し 
置 

寡 

の 
窮 
者 

！ 惠 
1 む 

it 
年 

本 

家 
再 

SB. 

志 
し 
稻 
荷 
ft 
地 
の 

垣 

お 
ぶ 

此 
年 

部 
方 

m 

村 
親 
威 
名 

主 

七 

左 
衞 
門 

も 
食 
す 

十 

H 

善 感 先 
榮じ生 
寺ニ钣 
の 百 泉 
考銅村 
牛^^ 
和與通 
尙へ過 
(二て す 
語 再 、 
ろ 諝 觀 
、^昔 
和 乞 堂 
尙 ふ 1 二 
菩 、 旅 

m 佛 僧 

のの の 

. 再逍觀 

來亦音 

と 人 綾 

嘆な^ 

稱 救 訓 

すふ誦 

P  (こ す 

四說 みろ 

&曰 ス あ 
v _ , リ の 

far リ 

悟 、 

リ 先 
歸 生 
リ 大 

て に 

此 
年 

餘 

耕 

の 

米 

五 

俵 

得 
た 
リ 

ふ 

南 萬 

兵 
受 街 

く 方 

、 te 

n 辭 
部 し 
父 同 
子 村 
讀 名 
書 主 
お n 
好 都 

み 伊 

屢 助 
々 方 

§1  1 - 

者 出 

入 
聘 す 
す 、 
、 農 

先 耕 
生 の 
時 餘 
|- 暇 

之 習 
な 字 

く 書 
° の 
指 

― Goo  — 


五 

お 
千 

At" 

Tip 

の 

て 
し 

豕 

wL 

ま n 

み、 
又 

ジ お 

ィ 6 

ん、 
久 

困 

窮 

退 

m 

(二 

し 

ろ 

以 

て 

白 

已 

丹 

誠 

の 

m 

若 

干 

八 月廿 六日 二宮 總 本家 伊右衛門 跡 再興ん、 志願して その 基金 設定^ n す、 :u 

仕 法の 根元た る 報 德善種 金の 元始な リ 0 此竹木 ^ 伐 代金 甙 朱と 錢 

五 百 七 拾貳 文な リ。 


十 

十 

十 

九 

八 

七 

九 

H 

服 

部 

家 

リ 
る 

八 

七 

£ 匕 
年 

服 
部 

家 

在 

て 

夜 
間 
大 
工 
道 
具 
ち 
作 
り 
し 

い 

I 

此 
年 

服 
部 

家 
の 
若 
黨 

ジ 

嫡 
男 
の 
修 
學 
に- 
侍 
す 

五 

四 

此 

年 

弟 
«， 

ru 

五 
郎 
1¥; 三 

左 

別 
m 

歸 
ろ 

月 
五 
曰 

外 

m 

死 

す 

此 
年 

所 
有 
田 
m 

^j， 

町 

反 
五 
畝 
贰 
拾 
歩 
と 

家 
再 
興 
の 
實 
舉 
ろ 

十 

月 
廿 
四 
曰 

伊 
勢 
參 
宮 
(こ 

m 

發 

京 
都 

奈 
良 

大 

阪 

佥 
比 
羅 

巡 
拜 

十 
月 
七 

江 
戶 

ゾ\ 

二、, 一 

一 r 

月 
廿 

曰 

歸 
宅 

此 
年 

兩 田 

壹 贰 
分 反 

て 畝 
買 拾 
入 壹 
ろ 歩 

金 

雨 

分 
' I こ 
て 

し 

下 
ク 

贰 
畝 
贰 
拾 
七 
步 
な 
金 
甙 

文 

政 

十 

十 

二 

元 

四 

三 
四 

ョ 
三 

ュ 
一 

二 
O 

四 

四 

コ 

正 

卞 

十 

八 

'二 

~  - 

正 

十 

月 

月 

月 

月 

月 

B 
n 

月 

月 

月 

十 

H 

n 

月 

'一 - 

1 

廿 

廿 

十 

月 

曰 

農 

ぜ 妻 

八 

.J- 
1 

十 

曰 

ハ 

八 

五 

具 

L キ 

丑 

a 
H 

曰 

服 

钣 

古 

と ノ 

忠 

部 

泉 

持 

勸 家 

長 

先 

贫 

n\K 

仁 

中 

弟 

家 

村 

籠 

v  a 

男 

,ぉ 

生 

公 

孝 

鳥 

常 

御 

、 1  二 

德 

の 

村 

閣 

波 

天 

彌 

五 

家 

田 

筆 

キ 合 

太 

1T 

公 

內 

老 

Vr 

U- 

皇 

之 

郞 

政 

峯 

寫 

ノ ふ 

郎 

ム 

靑 

O 

/^\ 

右 

、 

御 

右 

す 

聽 能 

Art. 
狩 

年 

—し 
i 

称 

衞 

萬 

取 

衞 

力 •  n 

生 

1  二 

の 

の 

ろ 

し 

門 

兵 

直 

門 

T- す- 

、 

1 

し 

牢 

勤 

給 

の 

衞 

趣 

女 

し  と 

て 

子 

免 

ふ 

女 

の 

法 

波 

て て 

月 

村 

相 

° 

キ 

本 

帳 

子 

去 離 

爲 

m 

賞 

ノ 

家 

八 

ろ 別 

曰 

奇 

す 

人 

起 

十 

° ん 

死 

相 

特 

° 

十 

郎 

草 

乞 

亡 

者 

の 

九 

左 

す 

歳 

ふ 

° 

お 

趣 

% 

° 

、 

や 

洒 

法 

先 

と 

匂 

の 

生 

河 

引 

娶 

養 

ろ 

木 

賞 

原 

受 

る 

子 

。 

綿 

IT 

の 

ら 

召 

な 

れ 

し 

ろ 

來 

ろ 

て 

u 

ろ 

之 

御 

is 

賄 

ま 

方 

で 

す 

趣 

辛 

法 

抱 

先 

割 

！ 

― 602  ― 


五 

rrn 

三 

二 

六 

一 

五 

it 

十 

九 

此 

八 

正 

九 

ず 

年 

月 

月 
廿 

年 

月 
朔 

月 
五 

H 

」u 

お 
和 

負 

來 

五 

小 

櫻 

れ に 日 

曰 

めに 領 

~C   vS^  Exu 

ふ 

參 

小 

田 

町 

は- i 

に 十 主 

m  "rf 

公 

百 

田 

原 

興ろ 字 

伊 

低月大 

ぬ 44-  M 

^  TT 

返 

藩 

兩 

原 

嫡 

大 

ケ 

復 も津 

勢 

利 命 久 

1  - 勺お /x 

•f 

學 

殘 

侯 

男 

久 

村 

疑の 釩 

參 

助 あ 保 

て 郎 の 

能 

な 

ろ 

彌 

保 

九 

な な 之 

宮 

ぬ 

委ょ攉 

は 

風 

計 

太 

公 

百 

さり 助 

法け 民 

任 リ づ 

す- 

-f 

棼 

俘 

郎 

の 

n  、 瓴 

野 

及 て 間 

し 之ろ 

し 

な 

下 

誕 

西 

十 

な 固 土 

山 

五斗の 

任 な 所 

赏 

得 

げ 

生 

久 

復 辭 櫻 

參 

31： 
さ s 

意 申と 

延 

時 

の 

す 

保 俵 

命 再 町 

拜 

rS   ^  ^ 

に 渡 な 

小 

八 

° 

の 

餘 

す 三 四 

^改^ 

仕し リ 

田 

朱 

邸 

o の 千 

二 

起良徵 

法て 支 

求 

原 

金 

減 

後 石 

月 

ししす 

^曰 族 

め 

藩 

ん 

假 

ぜ 

調 の 

廿 

てて、 

行 く 宇 

て 

财 

以 

居 

つ 

査 狀 

四 

之赏先 

ふ十津 

得 

政 

て 

す 

領 

(こ 況 

^ ぜ 生 

ベ 年 家 

た 

亦 

服 

歸 

救ら 貢 

し 問 の 

リ 

m 

部 

奉 

事 査 

宅 

ふる 米 

と全與 

m 

家 

公 

し 1  二 

° 

°      ° 領 

Q 然復 

の 

の 

皇 m 

十 敉 

襖 ^ 

し 

笫 

m 發 

― 桝 

町 命 

て 

祌 す 

月 の 

CD ぜ 

全 

代 、 

六 改 

租 ら 

阪 

仕 

< 

開 昨 

R 正 

入 る 

の 

法 

す 

小 の 

な ゝ 

き 

ろ 

の 来 

田 議 

千 代 

兀 

心 再 

原 ^ 

五 官 

了 

は 

藩 獻 

俊 m 

情 

す 

す- 

a の 

士 じ 

餘 田 

務 

本 

て 懇 

の た 

金 才 

將 

家 

す 鴨 

n ろ 

『603 一 


七 

ナ、 

一 
八 

~~~~ 

七 

七 

止 

一し 

ll レ 

JX. 

小 
I 

九 

}i 

n 

n 
n 

十 

H 

B 
ri 

IT 

n 

小 
丁 

n 

四 

14 

口 

ハ 

n 一 
は ~ • 

F4 

終 

曰 

yfc ひ 

七 J 

曰 

R 

八 

ill 
オリ 

i  -  口 

ろ 

hi 

/II 

B 

XX. 

白 

口 

江 

不 7U 

贫 

お 

s お 
尸 豕 

十 

戶 

二 生 

田 

ィ邵 

/fcfi; 

户 

生 
O 

發 

"S* の 

— U 
才 

Ws. 

m 
m 

は f 

月 

六 

俘 & 

7) 

ll 

V 

K% 

3^. 

at- 

ネ 
不 

十 

曰 

75-  ^w. 

お 

衞 

1 二 

i. 

^u- 

536- 

？ E 

5c 

九 

模 

あ 

五 

TJ 

» i 

V 

a5? 

IV 

ハ 

町 

zrr  士 
J3-  土 

上 u 

lU 

til 

八 

兩 

の 

瓴 

着 

ia 仅 

七 

/"か 
呂 

M 

稱 

？ 4i 

曰 

内 

m  rtr 
な 、 

歩 

吊 

T 

人 

F3. 

u: 

同 

立 

表 

问 

ぬ 
域 

户 

十 

L) 古 
リ 向 

郎 

早タ 

バ、 
小 

m 

t  — 
I  - 

彰 

T7. 

品 

町 

に 

上 

曰 

43 

■=fcr 

乐 

寺 

官 

る 

行 

櫻 

五 

±xt 
*U 

ふ 

町 

A 

白 If 

士 

i 

し 

J 乂 

發 

伏 

に 

十 

狩 

甚 

ふ 

瞢 

础 

ノ  H 

度 

H 

小 

ォ 
魏 

^fj 

lU 

江 

田 

七 

, お 

さあ 

鄉 

戶 

H 

， 

歸 

十 

ふ 

夫 

着 

拂 

七 

手 

人 

曰 

嫡 

新 

米 

長 

男 

任 

五 

女 

同 

披 

十 

文 

伴 

子 

十 

の 

五 

仕 

— 6o5  — 


1 

-— 

十 
四 

九 

八 

下 

物 
井 
村 
助 
右 
衞 
門 
五 
代 
の. 
勞 

對 
し 
除 
地 

附 
し 

月 
五 

病 

引 
籠 
八 
曰 
全 

此 
年 

下 

館 
衣 
笠 

牧 

の 

人 

來 

整 
理 

依 
賴 
す 

〇 

it 

PI 

作 
赴 
任 
し 

碍 

タ 

L 

正 
月 
四 

撗 
山 

平 
江 
戶 
1 こ 

る 

關 
庄 
助 

平 
右 

門 

等 

ぐ 

七 
月 

m 
m 
者 
(こ 
米 

俵 
乃 
至 

俵 

救 
助 
す 

十 
八 

酉 
年 
凶 

m 
方 
取 
調 
中 
建 
す 

五 
月 
四 

武 
田 
才 

兵 

滕 
俣 

作 
御 
役 

御 
免 
と 
'a. 

五 
月 

先 
生 

m 

格 

m. 
一み 
櫻 
町 
主 
席 

ろ 

宇 
津 
家 
の 
核 
山 

平 
赴 
任 
す 

月 
十 
五 

夜 
不 

の 
話 

聞 
< 

年 

官 m 

ft 町 
田 駐 
才 在 
治 代 
之 它 
仕 
許 法 
さ 1 こ 

T- 異 
° 議 

め 

村 
民 
動 
搖 
し 

復 
困 
雞 

付 

Rlr 
任 
申 
出 
つ- 

此 
年 

關 

東 
凶 
作 

正 
月 
十 
四 

歸 
任 

十 

月 
八 

m 
府 

/ ゝ 
保 
元 

十 

十 f 

四 
五 

四 
四 

m 

四 

正 
月 

正 
米 
四 

百 
貳 
拾 

俵 

大 
久 
保 
侯 

納 
む 
忠 

公 
之 

別 

-a 

a 匕 
米 

後 

小 

月 

御 
用 
有 
之 

府 

宇 
津 
家 
生 
活 
な 
革 
め 
分 
度 
な 
立 
つ 

正 
月 

曰 

夫 
人 
は 
令 
息 
令 
嬢 
同 
伴 
鄕 
土 

參 
す 

九 
月 
十 

小 

路 
口 

助 
四 
十 
五 
曰 
勤 
番 

し 
て 
來 
任 
す 

七 
月 
廿 

入 
門 
別 
下 

な 
な 
す 

五 
月 

曰 

又 
左 
衞 
門 
御 
知 
行 

勤 
務 
と 

ろ 

四 
八 

m 祈 
行 願 
頗 滿 
ろ 期 
m の 
調 日 
と 小 
な 路 
ろ 只 
° 助 
迎 

來 
リ 
歸 
任 

す 

以 
來 
村 
民 
頑 

破 
り 

事 

の 

月 

成 
田 
山 

斷 
食 

m 

S ヒ 

all 
す 

月 
十 
八 

撗 
山 

平 
再 
任 

7E 

月 

先 
生 
江 
戶 

り 

の 

途 

數 
月 
各 
炮 
(二 
て 
熟 
愿 
し 

陣 
延 
引 
す 

此 
年 

常 
州 
靑 
木 
村 
の 
人 
民 
仕 
法 
出 
願 

し 
來 

ろ 

横 
田 
村 

紛 
糾 
す 

四 
月 

櫻 
町 

復 
の 
事 
1- 

ぁ0 

し 
小 
田 

原 
侯 
1  二 
上 
中 
書 
な 
投 

す 

月 
十 

な 九 
ろ 曰 

伊 

谷 
治 
郎 
お 
衞 
門 

崎 
丹 
治 
郎 

圓 
城 
寺 
貫 
次 
郎 
野 
州 

地 
行 
地 
取 
扱 

 6nn  — 


四 

四 
月 
廿 
七 

夫 
人 

田 
氏 

鄕 
里 

訪 
ふ 
爲 
に 

發 
す 

四 
七 

月 
七 

靑 
木 
村 
櫻 
川 
の 
堤 
防 
修 
理 

手 
し 

サ 

ま 
で 

成 
功 
す 

同 

廿 
八 
曰 

間 

都 

m 

士 

來 
任 
す 

此 
頃 
利 
培 
帳 
並 
悟 
逍 
書 
類 
の 
著 
作 
多 

同 

十 
九 
曰 

牢 

屋 
根 
眷 

す 

正 
月 

荒 
井 
新 
平 

, 歸 
任 
す 

此 
年 

し 木^ 
、柳 本 

破 助 川 
屋、 副 
^館 勝 
繕 野 S 
ひ 勘 郎 
一 右の 
時衞領 
の 門 土 
憂 、 常 
ん 村 州 
除 民 莨 

气な壁 
、窀都 

後 ま靑 

年ゐ木 
靑て村 

木來の 

村 リ 人 
の懇民 
仕 願 救 
法す 濟 

行 先 志 

ュ、 ^E.  ^ 

Q 乃^ 
ち 以 

m. て 
食 用 
^ 人 
耠 並 

月 
廿 
五 

用 

向 

付 
出 
府 

江 
戶 
在 
住 
小 
田 
原 
藩 
士 
の 
仕 
法 
な 

ォ • 

T 

此 
時 

の 忠 
功 舆 

勞 s 

歸 

L 結 
汝 城 
の 1 こ 
方 ― 
法 泊 
は す 
H ゝ 
德 先 
報 生 
德 村 
な 民 
リ 等 
と と 
稱 共 
ぜ に 
ら 旅 
れ 館 

將 奉 
來 伺 

, お す 
依 、 

m 公 
す 乃 
° ち 
先 
生 

同 

廿 

得 四 
て 日 

廿 大 
五 久 
日 保 

登 忠 
山 眞 
進 公 
献 日 
す 光 
° 參 
詣 
の 
時 

ま 

へ 

蕷 

ん 
求 
む 

雪. 
中 
1  二 

十 

本 

正 
月 
十 

小 

跻 

助 

來 
任 

同 
十 
八 

矢 
野 
窑 
右 
衞 
門 
來 
任 
す 

田 
原 
領 
民 
救 
濟 
用 

な 
ろ 

字 
律 
家 
第 

m 
仕 
法 

了 

す 

― 607  ― 




同 
十 

五 

夫 
人 

及 
-彌 

太 
郎 
文 

子 

a? 
W 
■f 

出 

中 
は 
芝 

田 
町 

丁 

松 
屋 
半 
兵 
衞 
方 
1- 

十 

月 
十 

仕 櫻 

法 町 
仁 三 
惠 ケ 
の 村 
趣 人 
申 民 
上 よ 
け' リ 
,、 ^4 

ろ 東 
旨 取 
陣 締 
屋 に 
役 對 

人 L 
中 、 
へ 仕 
申 法 
出 の 
づ お, 
° め 
無 
難 
の 
由 

又 

同 
晦 

大 
森 
刑 
部 
の 
瓴 
內 
芳 
賀 
都 
上 

m 
木 
村 
人 
民 

金 
百 
十 
七 
兩 
贷 
付 
< 

十 

月 
十 
五 

茺 
井 
新 
平 
勤 
番 
濟 

潘 

十 

月 
十 
九 

日 

m 
田 

重 
太 
郎 

勝 
俣 
八 

白 

蔵 

番 
と 
し 
て 
來 
任 

九 

サ 

寄 開 日 

ら 發 

ろ 撿 m 
° 分 府 

te 同 
爲 廿 
し 四 
廿 S 
七 御 
日 用 
1  - 

任 て 
す 程 
° ケ 
こ 谷 
の へ 

,lH 出 
府 張 
中 、 
、 川 

九 崎 
月 〜 

廿 大 
一 (lili 
日 河 
中 原 
村 、 
玄 羽 

m 根 
方 ra 
r- 新 
立 田 

十 
曰 

撗 
山 

周 
平 
開 字 

登 1 
方臣 
歿 
す 

九 
月 
四 

てす 日 
お  1 。 

PH 卽並 
倍ち 木 
の敉柳 
牧鈉助 
納平 ° 

と 均 館 
な 八 野 
れ十勘 

リ 俵 右 
° 畑衞 
方 門 

十 靑 

m 木 
貫 村 
^ 田 
以 方 
て 上 
分 m 
度 願 
定 書 
額 及 
と 雜 
な 穀 
す 取 
仕 調 

法 IS 

成 

立 差 
し 出 

下；^ 此 
m な 年 
も、 し 
し一 初 
も 反 夏 
櫻 歩の 
町 1 こ 候 
安貳宇 
全 畝 都 
な步宮 
リ の （二 
き租て 

。^？ 
免 子 
.じ も 
て 得 
稗 初 
^ 秋 
蒔 の 
か 味 
し あ 
む ろ 

冷 き 

m 又 
甚 作 
し 柄 

く  ^ 

秋 si. 

作 て 
實 凶 

す- の 

n 備 

五 
月 
廿 
五 
曰 

俣 
八 
百 
藏 
四 
十 
五 

勤 
務 

來 
任 
す 

― 6o8  — 


に- 

五 

八 

秋 

報 
德 
金 
毛 

及 
爲 
政 
鑑 
幷 

百 
種 
輪 
廻 

進 
化 

說 

仕 
法 
雛 
形 
數 
種 

著 
す 

十 
月 
七 
日 

鵜 
澤 
作 
右 
衞 
門 

橫 
澤 
雄 
ま 
出 
府 

1 

此 
月 

物 
井 
村 
岸 
右 
衞 
門 

赏 
し 

代 
名 
主 
格 

ホ 

付 
< 

九 

B 

て 友 日 
陣 吉 
屋十亡 
內ー父 
不 歳の 
歿 ゝ 命 
招 今 H 
待 H に 
し 先 て 
大生 佻 
に 四 養 
费十あ 
麥 八 行 
珉歳ふ 
舞に 、 
^て 父 
な 彌 歿 
す 太す 
° 郎 ろ 
十 時 
四 四 
歳 十 
N 八 
文 歳 
子 、 
十 先 
― 生 
歳 十 
な 四 
リ 歲 

八 
月 
廿 

鵜 

作 
右 
衞 
門 
來 
任 
す 

八 
月 
十 
四 

4st 早 
事 川 
ん 茂 
ぞ 右 
願 衞 
ふ 門 
年 1こ 
每 對 
1 こ し 

、 次 
種 の 
か 欲 
す ^> 
里 不 
の 退 
賤 'お 
女 （こ 
賤 甞 
CD 力 * 
男 し 

° め 

Ha 
ふ 

Iff 

月 

本 

藩 

り 
の 
借 
米 

千 

百 

干 
俵 
返 
納 
す 

此 
年 

本 免 再 
年 じび 
老 前 櫻 
中年 町 
水の 村 
野 如 々 
忠 く に 
成稗對 
本^し 
し 作 令 
、 ら お 
忠 し 下 
眞 む し 
公 ° て 
勝 今 
手 年 
掛 よ 
リ リ 

な ケ 
リ 年 
老 一 
中 G 
の 步 
首 宛 
班 の 
た 地 
リ 域 
。 の 
畑 
租 
ん 

月 
十 
九 

ん 
受 
け 
徒 
士 
格 
1 こ 
進 
め 
ら 

ろ。 

同 
廿 

彌 

太 
郞 
痙 
に 
罹 

し 

忽 
ち 
全 

す 

在 
リ 

9 

ひ 

6 


七 

五 

o 

四 

九 

五 
月 

リ 

八 
月 
ま 
で 
冷 
氣 
多 

雨 

大 

雨 

あ 

全 
國 

作 

文 

米 

升 
八 

合 

十 

齋 

藤 
锹 

太 
幷 
大 

治 
兵 
衞 

雲 
蜂 

m 

の 

め 

來 
ろ 

樓 

町 

てて し樓 
之 此虔町 與 
^の、 興 復 
引 十實復 行 
繼五敉 成 賞 
ぐ 年鈉菝 
o    三 ゝ s  二 晒 白 
に千發 ； 
、 俵 業 #® 綿 二 

分 II 以 5«七枚 

度增來 ^J^-9L 

外 加 十 

總. し 五 小 小 二  H 

敉 た 年 & 島宫 S 
額 ち に- 路音金 作 

八 IX し 只ち ォま 

午 ゝ て 衛次衛 

^  ―、 助 門 S5 門 
If 千 四 

四 俊 千石豊 m 

十^ 石 川 田 m 

三 以の笋 
俵て 封ち 庄雜 

餘永地 霄作ほ 
金久祖 nTF  m 
貳の九 
百 分 百 
拾 度 俵 
壹 との 
兩 定 少 
餘む額 
あ Q な 
得而リ 

八 
月 
十 
四 
曰 

忠 
m 
/公 
の 
眞 
筆 
ん 
受 
け 
て 
村 
役 
人 

拜 
見 
ぜ 

罔 
七 
月 

者 大 
不 久 
勉 保 
ffj 忠 
中 眞 
、 公 
不 先 
思 生 
而 の 
得 功 
し0 勞 
と ^ 
大 賞 
書 し 
し ^ 
て 誠 
賜 者 
は 天 
ろ 之 
° 道 
也 

誠 
之 
者 
人 
之 
逍 
也 

誠 

正 
月 
it 

0 

璺 
田 

正 
作 

鵜 
澤 
作 
右 
衞 
門 
來 
任 
す 

此 I 
年 

村支剌 
發 の 川 
業關氏 
の 係の 
某^ 領 
璣 IB1 土 
成滿谷 
るに 田 

° し 部 
叉 、 、 
門 遂 茂 
井 に 木 
村 分 の 
1 二 度 仕 
仕^ 法 
法 立^ 

^て懇 
行ゝ囑 
ふ谷ぜ 

o 田ら 

部 れ 
四 ゝ 

十 君 

二 臣 
ケ の 

村 大 

戊 T3. 
木 お 

十 さ 
七 、 

ケ 宗 

正 

月 
十 
八 

曰 

中 
村 
玄 

m 

勸 

衞 

茂 
木 

張 
す 

中 
村 
玄 

來 
り 
謁 

生 

教 

乞 
ふ 
先 
生 
大 
義 

す 

— 6io ― 


同 

十 

十 

十 

同 

九 

九 

七 

此 

七 

二 

二 

月 

月 

月 

月 

月 

サ 

月 

月 

月 

廿 

四 

廿 

十 

一 

五 

五 

三 

九 

報 

ろ 

好 好 め 日 

に 大 

菅 

德 

。 

樂樂 し 

調 久 

谷 

訓 

樱 

退 進 と 太 

は 保 

ろ 菅 

八 

菅 

璺 

山 

大 

大 

町 

分 分 汁 田 

す- 忠 

° 谷 

郎 

谷 

田 

の 

仕 

暴 

の 

內 外 其 木 原 

又 八 

右 

八 

正 

天 

川 

法 

風 

貯 

勤 勤 餘綿 城 

公 

四 郎 

郎 

作 

性 

崎 

帳 

雨 

蔵 
一 

苦 苦 は 着 主 

先 

十 お 

門 

右 

小 

寺 

屋 

の 

お 

進 退 我物 飛 

生 

俵 衞 

!- 

衞 

田 

和 

孫 

末 

人 

分 分 ^は 彈 

ん 

開 H 

佥 

門 

原 

お J 

右 

(こ 

、 

雜 

外 內ぜ身 守 

し 

發 、 

甙 

、 

1 こ 

圆 

衞 

錄 

陣 

穀 

富 貧 む^ の 

て 

料 大 

百 

HI 

赴 

應 

門 

し 

屋 

五 

貴踐 ろた 臣 

小 

^ 石 

兩 

應 

ぐ 

來 

の 

俵 

在 在の す 伊 

田 

迗 惣 

と 

、 

動 

泉 

其其み く 藤 

原 

る 兵 

與 

報 

救 

に 

村 

塀 

の 

中中な、 金 

の 

° 衞 

ふ 

1 こ 

德 

罹 

岡 

、 

備 

リ 右 

危 

來 

° 

來 

金 

求 

ろ 

田 

竹 

あ 

衞 

警 

ろ 

證 

む 

ゝ 

惣 

圮 

門 

救 

し 

0 

書 

。 

次 

左 

不 

。 

1 こ 

濟 

■ 

廿 

八 

で 

衞 

遠 

次 

同 

曰 

孫 

門 

破 

近 

の 

從 

月 

通 

麥 

右 

嘆 
稱 

nn 

は 

末 

持 

百 

大 

し 

參 

五 

門 

ふ 

木 

す 

. 書 

め 

十 

-f 

十 

入 

し 

ん 

お 

ろ 

與 

天 

送 

-r 

す 

性 

ろ 

交 
涉 
直 

寺 
迗 

一 Oil  ― 


A 

五 

小 
丁 

山 
/、 

コ 

一 

一 

正 

B 
/j 

H 
/J 

日 
n 

H 

n 

~H 一 

九 

r 

1 

し 

廿 

廿ー 日 廿 

I 

f 

き 

五 

日 

ノし 

n 

九 

六 年 五六 

五 

n 

R 

n 
n 

n 
t-i 

g 

R 

n 

口 

の 

大 

^ 女 

(二 ま ゝ 

仆 

久 

女 

ん ク 

—- 

蔬五 や' 廿 

子 ケ iSS 

w- 楼 

'も？  /"* 

H5J  PTC 

t  -I 

pp    1    1  し 

士 
ノん 

尸 /J、 

/- ん 

彌 

r 八键 

^  二 

m 
只，> 

八 

盖 m 

、 

太 

r    Err  M 

^  i 廿 
事 Ti 

y\j 

、） /V、 

/み 

ま 

郞 

U チ， ん El 

し り 

八 

Eg の 
na り 

午 

女 

ぜ 1 

し 

>N 奥 

出 

1 M                        l  - 

、 HI 
ひ 1 

} 

し 

Ij  、 

ノ 

ん 虔 

,n'J  ヽ 

グ お 被 
ice 

1 

。 /K 
つ、 

S3 中 

、^こ 八 

/ff= 卞— 
牛 ^ 

jig 

葡 
R し 

田 

/j、 

バ 、塾；" 十 
り、 3e-     C  1 

亩 ん 
果 'ん 

TP 

tx 

PI 

^ ゆ 

\ 

ん 
/お 

S   J®   A  ^ 
M-i    *tE&  /  、 

7E|i  ， 

-K" 
1 

mi でに 

ノ  li 

お 

T5C 

刀 ノぉ 

ぽ す-ぽん 

薛 ° 

^ 

人 ん 
ノ乂 

す 

/、 
ノ乂 

^ ィ H 

\  J 

の 

M  口 

與 

き ^ 
'ゼ、 0^ 

救       十 (U 

( - し 

高 

no  /, て 

ん 

驟 

刀 り 

き  もに 

ギタ_  -tfc. 

田 

ず ォ、 

yt. 缘 
仏 

に        k  ^ 

付  、ス 

轉 王 

-    4 し 

す 

7 

し 

ん 斜 

<J  /X. 

m 

JTl 

m さ 

レ 75  r ド 
qp,  (/、 

お 

ノ  u 

五 

'ほ. 

す- の 

ん 

I  J 

-4- 

へ * 直 

ぁ        A  S# 

Ll お 

i  -m 
ノ、 悦 

z、 

^  り 

リ  转^ 

J           PJ- で 

w  「， 

闕 

'A,  WJ 

PT 

M 

や 

み 
PP クノ 

o  に妆 

山 生 

り （二 

孫 

あ ik 

米 出 

月 

り し 

錢 お 

太 處 

着 

器 爲 

之 p 

す 

相 

御 

具 し 

^ 在 

手 

な 、 

m リ 

息 

リ 

許 

與 翌 

承 て 

彌 

m 

金 

へ 年 

ぜ 實 

太 

衬 

千 

、 五 

― 6l2  -— 


九 

五 

石 
川 
氏 

下 
館 

發 
業 

下 

館 
附 
近 

萬 

千 
石 

の 
虚 

の 

減 
じ 
た 
リ 
し 

此 
年 

御 
厨 
鄕 
中 

へ 
注 

箇 
倐 
書 
申 
渡 
す 

十 

月 
十 
七 

小 
田 
原 

圓 
仕 
法 
取 
扱 
ん 
侖 
ぜ 
ら 
る 

報 
德 
方 
取 
扱 
者 
任 
命 
あ 

十 

月 

屋 宗 
家 兵 
政 衞 
取 妻 
m 衣 
し 服 
^ 手 

願 具 
す ^ 

拂 

ひ 

代 

金 

兩 

分 

報 
德 
金 

加 
入 

し 

川 
畤 

八 
月 
廿 
八 
曰 

大 

m 
小 
才 

太 

等 

人 

來 

e 曷 
す 

月 

ぁ 形に 大 
下 三歸久 
し 十ろ 保 
た 六0 侯 
ろ册 こよ 
1 こ ^ れ リ 
1 添 先金 
リ へ 生 百 
てて が兩 
な 上 仕^ 
リ リ法下 
°  、發賜 
藩 端せ 
に0 ら 
分 米れ 
度金ゝ 
確 お 之 
立 入^ 
^明 足 
望釉柄 
み 取 上 
し 調 郡 
麁書竹 
許 七 松 
さ 十 村 
れ = に 
す- 册^ 
し 、付 
て 外け 
金 仕て 
7T 法 野 
兩 州 

五 
月 
廿 

曰 

た 川 
れ 崎 

(て 屋 
(U 孫 
獄 右 
4- 衞 
許 門 
さ 伊 
ろ 勢 
° 原 
の 
加 
藤 

兵 
衞 
及 
同 
人 
妻 
の 

m 

リ 

悟 

し 

四 
月 
十 
曰 

伊 
勢 

原 
加 
藤 

兵 
衞 

搔 

新 
田 
小 
林 
平 
兵 
衞 
來 

し 

仕 

法 

ん 

受 
< 

月 

小 
田 
原 
瓴 
足 
柄 
下 
郡 
嗨 

宮 

の 

新 

田 

仕 

法 

發 
m 

此 同 

年 

廿 
旗 八 
本 日 
小 

宮 天 
小 性 
左 寺 
衞 ii 
門 應 
の 遷 
領 化 
地 す 

常 o 

陸 

國 

壁 
都 
棹 
ケ 
鳥 
五 
ケ 

仕 
法 
仆 
發 
粱 
す 

リ 

— 6!3  ― 


！ 

〇 

五 

ぽ 

ナ 

九 

丄 

一 

同 

同 

一 

同 

正 

-月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

十 

廿 

廿 

十 

九 

五 

数 足 

五 

五 

H 

五 

八 

日 

年 辆 

日 

0 

日 

浦 

ん 

に 上 

き 

郎 

鵜 

分 

m 

栢 

發 

？ 郡 

鴨 

小 

同 

澤 

力 B 

弟 

贺 

內 

山 

p 

て 竹 

ri 

pa 

廿 

久 

作 

藤 

和 

の 

作 

村 

以 

m 松 

ポ I 

助 

n 

右 

お  1 

泉 

阖 

來 

化 村 

田 

日 

榮 

衞 

兵 

左 

屋 

ん 

衞 

附 九 八 

早 

靑 

め 

次 

門 

五 

仕 

門 

川 

萬 

ひ 

木 

郞 

弟 

門 

兵 

法 

辨 

き 

{- 十戶 

小 

お 

來 

と 

山 

爲 

帳 

山 

左 

金 

及 名. 

八 

發 

與 

共 

崎 

中 

に 

衞 

の 

四 

金 

大 

記 

金 

門 

償 

° 比 

の 

H 

物 

五 

七 

川 

し 

五 

ま 口 

村 

ス 

成 

敎 

井 

右 

辨 

川 

右 

ネ 

千 九 

劝 

村 衞 

左 

凍 

衞 

分 

二十 
百卢 

及 

乞 

門 

來 

衞 

M 

門 

百 

度 

名 

び 

謝 

ふ 

各 

門 

孫 

來 

俊 

外 

に 

し 

九 
月 

末 
漸 
< 

之 
ん 

許 

戶 

入 

-f 

右 

ゾ 3、 

任 

の 

永 

比 

江 

せ 

衞 

■t 

代 

五 

安 

村 

附 

付 

萬 

門 

兵 

金 

百 

の 

剣 

近 

さ 

五 

來 

ん 

餘 

道 

持 

九 

巡 

郎 

途 

持 

俵 

ケ 

視 

與 

參 

立 

士 

衬 

す 

畳 

上 

ふ 

て 

の 

舉 

田 

ろ 

す 

仕 

げ 

IE 

法 

キ 

作 

ク 

仕 

久 

發 

來 

法 

助 

m 

リ 

'ヒ 

廿 

宮 

-r 

仕 

ゼ» 

彌 

ふ 

ふ 

太 

― OI4 ― 


五 
月 
九 
曰 

門 

入 
栗 
原 
祐 


次 

郎 

リ 

小 

田 

原 

I  ― 


五 
月 

曰 

EH 

田 


疱 

に 
罹 
る 


n 

H 

小 
林 
平 
兵 

來 
リ 

す 


十 


五 

_ 五— 

正 
月 

曰 

田 

咼 
慶 
谷 

村 
出 


十 

1 

五 

四 

二 

正 

月 

月 

二 

十 

月 

七 相 

百 州 

曰 

十 此 

廿 大 

人 頃 

八 住 

に 小 

石 都 

河 

jk 田 

、 片 

國 

ぶ 原 

五 岡 

藤 

° 頜 

十 村 

曲 

內 

七 興 

村 

仕 

軒 復 

に 

法 

な 什 

仕 

中 

リ 法 

法 

各 

ん 

發 

行 

m 

ふ 

リ 

° 

の 

° 

仕 

同 

法 

村 

欣 

は 

求 

Pi 

井 

殺 

石 

到 

見 

し 

守 

知 

多 

行 

さ 

所 

1 こ 

曰 

し 

百 

高 

七月 櫻 町に 歸ろ、 以來 門人 益々 多し。 

十一月 駿河國 御殿場 村 LL 仕 法^ 行 ふ 0 


六月 六日 付 伊豆 並 山 江川 太 埒左衞 門の 書翰 ^以て 招聘 せられて 出張 し£ 方 郡 

多田彌 次右衞 門の 一 家 再興の 方法^ 講じ 千 三百 八十 兩^ 貸付し、 

数日^ 在 仕 法^ 立つ。 九日 小 田 原出發 0 


― DI? ― 


五 



IHJ 

J- 

五 

三 



小 

十 
1 

T 

丄 
z ヽ 

a 
ノづ 

Li 

n 

月 

H 
ri 

H 
/  J 

一 

十 
1 

九 

十 

)] 

)f 

+ 
1 

朔 

十 
J 

七 

□ 
口 

II 

if- 
H 

pn 

FT 

《丄 

R 

略 

曰 

\pj 
r  T 

-#f 
ノ  U 

a 
口 

nn  、 
t-^i 、 

+« 

TH 

せ 

Cl 
M 

a 

敏 

」， iwj 

i . 

郎 の 

.III 

么 

林 

御 

先 

^  /M 

M 
曰 

大 

nr 

m 

や 'じ、 

小 
r 

ホ 
卞. 

平 

殿 

生 

rn 

*n 

路 

P し 

rib ミ 

き 

ソ に,】 

口 

兵 

場 

在 

TP| 

八 ffi. 

の 

ぉ- 

p 円  <  丄 

逢 

HS  i  - 

巾 

衞 

村 

？ lli 

m- 

m  is 

少 ネ 
ん u 

(T\ 

m て 

zj、 

ゑ 

の 

ひ 1 

八 

*. 

づ 小 

お 
女 

八 

小 

び 

處 

尹 K 

/lie 

寸 

V 

仓 

ベ 田 

の 

田 

す 

u 

_n 

の R 

り r  j 

r  j 

11 バヽ 

ノ    /J  、 

仆 
1 丄 

原 

や 

駿 

m 
辟 

幸 、 

昔 

益 

、 田 

HI 

ii- 

藩 

河 

±± 

お 

餘 か 
間 

宇 原 

m 

し fr 

ん 

ん 

男 

同 

ftp 

の 

^ 原 

巧、 

津 藩 

四 

A  E 
^  r* 

行 

1 J 

澤 

國 

厨 

酉 

門 

、, 

签 

家 1: 

お ま 

|gj 上 

由 
ザ 

ふ 

庵 

ん 

ュ、 r 口 

力 

知 對 

x 

崎 

原 

內 

o 丘 

u 

衞 

行 し 

u 

來 敷 

都 

菅 

1  V- 

し 

\  j 

所 、 

田 

添 

庵 

沼 

來 

き 

s± 一 

日 

^ リ 

-ft'  ノ 

原 

村 

リ 

a 

R 

都 

-、 ぶ 

お 

m 

rl  J 

^ つ 

ん 
At* 

持 

村 

柴 

名 

i  j 

て 

au 
vn 

m 

i お 

格 金 

の 

水 

參 

ft 

M  1 

パ 

田 

ふ， 

た 次 

す 野 

ソ 

田 

5 

可 

旗 

す 

vr 

M 

ろ 郎 

妝 

ベ 被 

レ 

仕 

權 

右 

m 

ぶ 
个 

兩 

^ の 

來 

XT  n'J 

法 

左 

衞 

ふ 

m 

せ 

1 身 

ろ 

旨 守 

ろ 

歎 衞 

門 

許 

貸 

^ 分 

中 御 

左 

付 

答 ^ 

し 達 

す 

同 

す 

衞 

す 

ふ 照 

來 （こ 

逍 

m 

門 

° 會 

ろ て 

來 

す 

° 篠 

四 

ろ 

田 

村 

郞 

藩 

藤 

小 

一 010  ― 


1 

同 

同 

同 

十 

八 

HI 

八 

H 

IPJ 
IT 

廿 

十 

― 

― 

y  、 

曰 

日 

日 

n 

「 

□ 

口 

渡 小 

曰 

日 

iq 

M 

r«t ト 

大 

渡 

切 

小 

召 慕 

畳 

nn バ、 
i«j  ,j、 

尊 

さ 田 

久 

さ 

米 

田 

tH, 狩 

rn 

お 
标 

tri 

阁 

れ 原 

保 

れ 

廿 原 

2 御 

田 

入 

ノ、  /^*、 

nT 

-in. 

ナ- f-n 

公 

た 

俵 

潘 

ろ ^fe* 

正 

發 

ir 

口  m- 

S/J 

你 
， P 

/N 

り 守 

ろ 

邸 

。 帳 

作 

リ 

/t. 

mi. 
if 

° 居 

u 

人 

(こ 

入 

役 

< し w 

宗 

,j、 

役 

御 

屮 

扶 

於 

取 

小 

び 

お 

、 ^ 

^7 
1 1 

s& 
itfr 

H'i 

曰 

t 

渡 

持 

て 

扱 

路 

樓 

t^Y  ノな 

o 

ノ、 

寸 

下 

下 

下 

杉 

拜 

a 

町 

Hi 

w) 十 

り 

部 

御 

る 

し 

浦 

命 

助 

gf 

J*H 

口 

春 

小 

置 

平 

所 三 

pit 

右 

袖 

か 

太 

曰 

き 

ろ 

へ 邱 

す 
， 

田 

も 
め 

衞 

下 

ろ 

夫 

日 

田 

附 

m 女 

w  .へ 

八 

；] 

V 

門 

し 

よ 

水 

あ 

m 天 

5*H  ノ、 

賜 

匕 

野 

助 

日 

し r 

の 

朴 

リ 

公 

越 

等 

下 

の リ 

MP 

廿 

五 

菽 

ろ 

水 

儀 

前 

廿 

口 び 

<f  ) 

七 

口 

府 

野 

御 

) 

ノ  V 

ま il 
； t リ 

御 

越 

ほ 

の 

人' 

右 

達 あ 

龙 

前 

奉 

し ノ 

ir 

-ナ 

m 

守 

役 

1  口 J  つ 

/* 

m 

格 

|  ： 

お P 登 

役 

リ 

璺 

紋 田 ！ 

兀 

の 

召— 

田 

m 正 

發 

締 

書 

抱 

御 

正 

帷 作 

す 

小 

付 

ダ\ 

普 

作 

子 及 

田 

ん 

ら 

in 

拜 雨 

某 

以 

れ 

役 

領 具 

て 

格 

す 持 

引 

仰 

御 

に 

° 仲 

— oi7 一 


— 6i8  — 


十 

四 

五 
七 

pq 
月 

是 K 小 
れて田 
小 小 原 
田 鳥 町 
原 忠 民 
報 次の 
德 郎 請 
ま 竹 （- 

@| り 

業 ま 民 

な ^  -Ji 

リ。, I 

vr の 

R  £ お 

奪 校 
S け、 

ft 

仕^ 

£ 兩 
組 、卞 

tf 
創 六 

^是 
き 

曰 

山 

內 
鸫 
左 
衞 
門 

代 

官 
リ 

麻 
布 

笄 
町 

の 

に 
て 
面 
食 
す 

月 

曰 

出 

西 
久 
保 
の 
大 
久 
保 
氏 
邸 
(二 
在 
、) 

四 
月 
ま 
で 
滞 
在 

同 
曰 

田 

久 
助 
母 
火 
痫 

リ 
筑 
波 

M 

る 

正 
hi 
廿 

H 

荒下大 

地總 生 

開 1»】 鄕 

懇田村 

安 郡へ 

民大向 

法 生け 

な鄕 出 

上村發 
逢リ、 

す名翌 
Q 主日 
久着 
馬 r\ 

方蓀 
1 こ m 
到 直 
ろ 領 

o 代 

同 官 
廿伊 

八 JR 
九 友 
兩 之 

日 助 
檢 、 
分 支 

し 配 
、所 

此 

年 

ま' 3 

山 
藩 
仕 
法 
再 

問 

m 
(こ 
つ 
さ 
m 
ク 
交 
涉 
あ 
リ 

十 

月 

十 
曰 

大 

生 
鄉 
村 

分 
仰 
付 
け 
ら 
ろ 

十 

月 
十 

七 

し 大 
與 久 
國 保 
安 侯 
K の 
の 邸 
法 I： 
4- 於 

m て 
く 中 
° 村 
藩 
主 
相 
馬 

公 
の 
重 

草 
野 
正 
辰 

面 
會 

同 
廿 
曰 

太 利 
郎 根 
と 川 
共 分 
[： 水 
W 路 
發 印 
し 幡 

1 治 

H 水 

1 终 

ラ © 

歸 t 

k し: 

込 普 

書 era 

二 役 
卷 猪 

プ， 但 

草 榮 
し 三 
て 郎 

上 林 

同 

七 
曰 

利 
根 
川 
分 
水 
路 
見 
分 

m 
見 
御 
用 
仰 
出 

る 

同 

公 
務 
の 
寸 
暇 
ん 
以 

小 
田 

原 
領 
の 
仕 
法 

指 
導 
ぜ 

ん 
ん 

tii'J 
ひ 
て 

許 
ろ 

6ig ― 


化 
元 

五 
八 

四 
月 
五 
曰 

月爾日 

之 後光 
^三 神 
獻 年 瓴 
す- |ニ 荒 
° し 地 
て 開 
富 柘 
國 調 
方 查 
法 見 
書 込 

^&  ， 
ベ 

形 ； 

リ 

八 命 
十 あ 
四 リ 

卷 、 

な 先 
草 生 

し 维 
て 生 
弘 の 
化 力 

三 ^ 

年 盡 
六 し 

月 
四 
曰 

ろ 曰 

° 光 
御 

參 
の 
大 
久 
保 
忠 

公 
n 

S 曷 

す 

- 嫡 
チ 
彌 
太 
邾 

翻 

a 
見 

仰 
付 
ら 

正 

廿 
九 
曰 

弟 
左 

門 

宮 
本 
家 
せ 
五 
邱 

筑 
波 
山 

の 
歸 
途 
立 
寄 
ろ 

十 
一 
月 
十 

曰 

五 普 
曰 請 
差 役 
出 元 
せ 締 
リ 渡 
° 邊 
棠 
之 
助 

リ 
戶 
籍 
先 

m 

書 
差 
出 
す 

さ 
命 

同 
十 

九 
月 
廿 
曰 

江 

戶 

發. 

廿 

曰 

问 
着 
赴 
任 

八 

月 

小 

田 
原 
新 
宿 
の 
福 

瀧 
助 
入 
門 
す 

此 

年 

く 駿 
. 三 河 
代 國 
に 痛 
傳 村 
ふ 小' 

、 林 
今 平 
や 兵 
報 衞 
へ 
金 知 
十 足 
数 鑀 
萬 な 
餘 校 
兩 く 

至 平 
ろ 兵 
と 愤 

云 -7c 
ふ 生 
° の 
仕 
法 
ん 
守 
ろ 

竪 

七 
月 

リ相幕 
、馬府 

但等の 
し 諸 命 
鈉 家 1 こ 
川 再 よ 
の與リ 
願の 益 
書 依々 
は賴公 
却^ 務 
下辭多 
ぜぜ端 
らリと 
れ Q な 
る 諸り 
°  ^ た 
驚 れ 

き ir 

甚 ^ 
m 山 
1： 、 
歎 下 
願 館 
し 、 

i  二 川 
許 、 
さ 川 

れ 副 

fz  、 

七 
月 
十 

曰 

,j、 

名 

東 
鄕 

の 
屬 
吏 

ち 
陣 
屍 
附 
手 
附 
な 
侖 
ぜ 
ら 
ろ 

五 
月 
十 
七 

H 

山 

內 
總 
左 
衞 
門 
眞 

代 
ろ 

一 

丄 

五 

o 

九 

- 

-re 
丄し 

丁 

十 

十 

■ 

山 

z、 

正 

此 

月 

B 

n 

B 

n 

月 

B 
r\ 

H 

' i 

小 
丁 

ハ 

-4- 
丁 

B 
fl 

月 

廿 

十 

廿 

H 

廿 

に 

口 

/V 

七 

M 

チ 
ノ  u 

fr 

口 

口 

口 

曰 

口 

c> 

口 

の if! 

p 

T 一 

正 

； 21 

円 

さ 
苹 

ギ 

舍 

小 

1  二 

相 

a 

•tu 

t 丄 

, へ 

iTs. 

MB 
rn 

入 

CO 

馬 

大 
澤 
政 

士 

勝 

■  Ir 
W 

r* 

Rr 
nJ 

/お i^K 

八 

入 

高 

原 

田 

頜 

栄 

人 

^ir 

vis ず 
lift.  H 

免 

お 

匼 

侯 

宇 

る 

尝 

»i> 

丁 

-J 

お 八 
/t, 八 

tU 
'じ、 

に 

お ガ 
御 

TO 

yJ 

慶 

多 

然 

す -4- 

1ST 

OS: 

御 

郡 

入 

ま 

*r* 

十 

'レ 

VF 

千 

遣 

成 

7 丄 

n 

u\ 

逮 

严ぼ 

末 

厥 

A3. 

L| 

pT 

L 

田 

尸 

す 

i レ 
ソゝ 

惶 

ゆ 

JH. 

の 

7L 

c 

lap 

a. 

村 

1  ― 

> 

丘 

i^l 

O 

& ""4： 

仕 

に 

*4 

4-4- 

IT 

法 

坪 

Li 

V 

检 
院 

于 

力' J 

ん 

m. 

m 

1 二 

流 

開 

田 

小 
I 

y< 

お 
モ 

7U 

t 一 

tr 

口 
n 

ん 

業 

お 

l ― 
( - 

t±U 

^卜 
1、J 

ム> 

監 

代 

H 
n 

お ズ 

l  - 

さ 

白 n 

Eli 

督 

官 

ム 
タ, 

V 

±gL 

や！" 

fT 

in* 

ん 

代 

口 
は 

兄 

r i 

式 

咼 

A 

扭 
拜 

o 

し 

擧 

T 

野 

門 

狀 

法 

た 

米 

行 

付 

し 

丹 

書 

れ 

あ 

す 

む 

蹐 

起 

駄 

ら 

の 

ろ 

す- 

ぜ 

至 

先 

ら 

誠 

生 

ろ 

ふ 

熟 

I 

リ ' 
此 

の 
村 

1 

I 



此 

十 

问 

1 

、 七 

年 

月 

H 

n 

月 
十 

た 

先 

す 知 小 

廿 

ろ 

生 

Q 行 田 

A 

女 

季 

H 

i 

所 原 

曰 

Iff 

の 

害 

、 旅 

1^ 

h: 

m\ 

'<£ ろ 小 

あ 

せ 

千 館 

訴 白 

仕 

M 

と：： 田 

リ 

ん 

！    h  m 

へ 銀 

法 

七 

や 

あと 原 

百 幸 

て 二 

廢 

> 

し 

な 藩 

す 

八 右 

指 百 

if 

(ur 
?H 

に 

禁 政 

免 

ろ 

十 衞 

揮 兩 

ぬ 

先 f' 方 

生 。 針 

れ 

の 

二 門 

4- 受 

伴 

3a. 

し 

石 の 

m  m 

ひ 

l\ 
V 

靑領^ 

あ 

二 奔 

ふ す 

山 民 變 

百 走 

° へ 

小 

iS}, 

W 

敎夜じ 

ふ 

軒 （こ 

力' 

田 

づぉ 

7C 

學中報 

西. 

甲 

ネ ^ 

Sf 代 

t 郡 

ら 

原 

の 

Vk. 

院 發 德 

ノ 

ィム 

~t 
7^ 

忠 足 仕 

久 

ろ 

な 

If 

怼 

お 

保 

匕 

送 

公 黎^ 

な 

附 

ぜ 

の明廢 

て 

勘 

し 

し 

墓 他 止 

入 

定 

來 

む 

前 領 し 

浴 

牽 

れ 

1 こ 4- 瓴 

中 

の 成 

行 

ろ 

茧 iffi  K 

检 

A  ra 

矢 

報 

リ 過 1ぉ 

な 

へ 村 

部 

德 

謝しし 

以 

無 の 

木 

佥 

罪 先て 

て 

利 佐 

彌 

五 

す 生 先 

剌 

' 息 々 

千 

0 の 生 

金 木 

右 

兩 

許 と 

ん 

^ 逍 

衞 

及 

(こ 扑： 

貸 太 

門 

謝 

來 來 

し 

與 邾 

1 こ 

> ろ す 

■ - 

月 
廿 
八 
曰 

光 
再 

策 

國 

方 
法 

御 

仕 
法 

形 

十 

卷 
, お 
獻 
す 

泰 

相 
馬 
領 
小 

鄕 
大 
井 

探 
原 

の 

邑 

仕 
法 
發 
m 
す 

四 

月 

物 
井 

村 

萬 

m 

岸 

-1 一 

衞 
門 
に 
金 
拾 
八 
兩 

n 
賜 
す 

大 
久 
保 
忠 
眞 
公 
の 
十 
年 
祭 

私 

•rr 

婢 
ん 
作 
リ 
靑 
山 

m 

(： 
納 
む 

永 
元 


五 

四 

= 

月 

H 

H 

ご • 

十 

ざ 

小 

九 

ろ 

田 

曰 

チ e 

原 

足 

以 

藩 

枘 

東 

て 

ぶ 

上 

鄕 

預 

リ 

郡 

膂 

り 

報 

竹 

内 

置 

德 

松 

桑 

か 

金 

村 

野 

れ 

五 

新 

川 

た 

千 

村 

し 

兩 

水 

の 

引 

堀 

新 

回 

渡 

開 

田 

お 

m 

開 

す 

拓 

出 

涉 

月 

來 

あ 

十 

す 

り 

れ 

發 

1 * 

業 

此 

活 

曰 

用 

兀 

の 

逍 

す 

未 

だ 

開 

け 

1 

1 

m 

1 

七 

同 

五 

五 

1 

四 1 

ご 

月 

月 

月 

n  1 

月 

十 

廿 

十 

廿 

す 遠 相 

五 

曰 

曰 

曰 

報 

0 州 馬 
下 宇 

東 

一 

m 御 

德 

東 

石 多 

鄕 

家 

吏 n 

金 

鄕 

田 都 

東 

と 定 

五 

支 

や！" 赤 

至 

鄕 

な 所 

千 

配 

神 木 

陣 

リ 御 

兩 

內 

谷 、 

大 

屋 

東 料 

及 

荒 

前 

鄕 所 

白 

地 

平 谷 

祌 

移 

の 手 

銀 

興 

治 、 

jjlt 

ろ 

陣 附 

― ： 

復 

は 高 

の 

ベ 

屋 な 

百 

歎 

安 漱 

別 

さ 

1  二 免 

枚 

願 

居 、 

當 

移 ビ 

受 

許 

院 御 

祌 

と 

る ら 

領 

可 

ft 深 

宮 

° れ 

す 

七 野 

寺 

ひ 》 

ベ 

ら 

の 等 

ろ 

さ 

ろ 

指 1  二 

假 

支 

m 

。 

導 發 

寓 

配 

內 

1 こ 業 

依 o 

す 

代 

命 

官 

め 

附 

山 

下 

近 

內 

石 

田 

m 

左 

報 

察 

衞 

德 

す 

社 

正 

董 
の 

な。 
釗 
立 

十 

月 
廿 
七 
曰 

劍 
持 
廣 

口 

報 
德 
仕 
法 
ん 
奉 
じ 
て 
功 
m 
m 
著 

リ 

て 
小 

原 

藩 

ぶ 
リ 
名 
主 

十 

月 

-レ 

五 
曰 

相 

馬 
老 
功 

臣 

草 
野 
正 
辰 
逝 
ぐ 

格に^ め 木綿 五反^ 下賜す 


― 622  — 


一 

六 

四 

コ 

四 

正 

正 

十 

I 

九 

I 

•ft, 

ノ  Li 

Jli 

X  - 

月 

月 

月 

月 

B 
11 

B 

n 

年 

R 

n 

十 

廿 

廿 

B 
/J 

丁 

i 

广 

日 

七 

佐 

九 

掠 

て 相 

J- 

五 

こ 東 

-- 
fm 

山 

日 

藤 

日 

ケ 

そ 馬 

'、き 

n 
口 

a 

と 鄕 

n 

R 

if【 

江 

信 

島 

の ^ 
、J  hr 

MS 

'さ 

m 

m 

内 

納 叙 

父 

TJ 

昔 ^ 

の 

yc 

き 

か 内 

% 1 1 

代 

歹 i 

入 道 

母 

(tH 

m 

ft 
±±v 

ifcj 

リ 仕 

i=i 
FrI 

お 

す 院 

肥 

<IX  T  J 

m 
pi 

'ぶ; ト 
や J 

さ 法 

ル 

- \  • 
心 

年 

先 

料 

Jth 

么 

0 歡 

も、 

u 

八 

久 

の 

ズぉ 

7 澄 

o  ？ 

し 

平 

MB 

TO 

士 
土 

m 

1R- 

TV 

十 

保 

ゾ入 

WJ 

十 

と 

中 

付 

ifi 

T  J 

r 

物 
'し 》 

数 
ケ 

小 

彌 

太 

ノ'、 

o 

ん 

く 
、 

民 

& 

j 

S- 

太 

郎 

弔 

際 

I  ― 

郎 

引 

ふ 

頸 

m 

ri: 

M- 

が f! 

l 

/\ 

揚 

爲 

ゾ、 

の 

y/ 

及 

ti 

德 

士 

の 

め 

仕 

士 
'じ、 

お- 

し 

び 

朿 

爲 

茶 

法 

ん 

に 

し 

>k 

7U 

政 

八 

鄉 

め 

湯 

( 二 

te 

ん 

T ク 

JU- 

郎 

陣 

料 

入 

し 

減 

>h 

代 

か 

M 

五 

ろ 

け 

す 

.屮， 

官 

束 

拾 

空 

卞 

之 

呼 

僅 

鄕 

地 

-it 

ぽ 

j  ― 
I  - 

手 

向 

糸 fL 

通 

^卜 
i、J 

許 

t  - 

代 

選 

w 

Btr 
pij 

さ 

入 

荣 

び 

I1© 

TT 

ネ 
木 

ぜ 

朱 

し 

參 

寺 

て 

社 

す 

な 

年 

仕 

侖 

永 

フ A 

兩 

四 

釗 

な 

法 

ぜ 

抱 

む 

1 

萬 

立 

褒 

の 

ら 

十 

た 

敎 

本 

す 

賜 

行 

ろ 

七 

學 

す 

气 

さ 

院 

植 

1 こ 

k、 

一 62.-? ― 


四 

五 

十 

出 

廿 
五 
曰 
石 
川 
家 
及 
剃 
川 
家 
の 
回 
向 
料 

敎 
學 
院 

ス 

す 

廿 
八 
a 

七 

月 

旗 
下 
小 

宫 

小 
左 
衞 
門 
ハ 
四 
百 
石 

領 
土 
上 
州 

壁 
郡 
五 

宮 
村 
仕 

法 

出 

づ 

七 

月 
廿 

四 

山 

內 
代 
官 

へ 

田 
久 
助 
著 

德 

IffO 

差 
出 
す 

月 

彌 

太 
郎 
御 
用 
向 
見 
習 
仰 
付 
ら 
ろ 

正 
月 
十 

H 

B 

光 
山 
內 
御 
貸 
付 
所 

金 

千 
五 
百 
兩 
加 
入 
の 
儀 

ひ 
上 

此 
年 

等田眞 

十 、 1«3 

四枳支 
ケ橋配 

村 、 ^ 

1- 新 芳 
仕田賀 
法 、 都 

發 河 柬 

業' 内 m 
始 都 、 
め 山 山 

T    口 本 

施石大 
ぜ那島 
ら田〜 
ろゝ西 
Q 德 沼 
次 、 
良 桑 

、 ¥t 
上 川 
金 、 
井 眞 

、 壁 
下 都 
金 捣 
井 ケ 

、 鳥 
野 、 
澤 花 

同 

廿 
五 
曰 

福 
住 
正 
兄 
湯 
本 

住 

家 

相 
績 

同 
廿 
曰 

同 報 
政 德 
吉 克 
1 こ m 
授 « 
與 M 
す 鏡 
° ん 
此 著 
項 し 
實 、 
施 善 
It 種 
後 金 _ 
年 百 
再 兩 
會 ^ 
の 附 
時 し 

リ 大 
小 

太 

同 
勇 
助 

十 
月 
十 
七 

福 
住 
正 
兄 
師 
門 
ん 
辭 
す 

十 

月 

a 

花 
田 

村 
検 

分 
以 
後 
屢 
セ 
赴 
さ 
開 

仕 

法 

督 

九 
月 
十 
九 
曰 

谷 代 
中 官 
灰 同 

塚 笾 
及 常 
び 州 
棹 花 
ケ 田 
^ 村 
撿 、 
分 根 

村 

見 
取 
新 
田 
等 
軒 
別 
-廼 
村 

路 
下 
館 
領 

沙 
汰 
あ 

一 624  ― 


1 

五 

此 

月 

與金河 
ふ 拾 內 
° 雨 郡 

づ 大 

ゝ 宝 

賞 村 
與 の 
す 仕 
* 法 

村 顯 
吏 著 
此 な 

の る 

金 を 
を 以 
以 て 
て 村 
鍬 役 
鎌 人 
を 一 
買 同 

ひ を 

二 名 
宫 主 
の 關 
二 极 

字 M 

を 作 
刻 方 

し に 
村 召 
ほ 集 

('こ し 

八 
月 
廿 
八 
曰 

長 
女 
文 
子 

m 

m 

m 
に 

B 
C 

四 
月 

九 
0 

娶 嫡 
る 子 

°  m 
太 
郎 
の 

め 

近 
江 

问 

岛 
藩 
用 
人 

宅 
賴 
母 
の 
長 
女 
鉸 

十 
七 

歲 

を 

四 
月 
十 

曰 

德 
次 
良 

出 
來 

同 
十 
五 
H 
歸 

此 

顷 

岡 
部 

助 
に 
相 

公 
よ 
V 

拜 
領 
の 
撼 
氅 
の 
羽 

を 
與 

ふ 

月 
七 
曰 

御 

參 

同 
廿 
五 
B 
歸 
陣 

正 
月 
十 
四 
H 

曰 小 

決 田 
定 原 
° 返 
金 

件 

の 
相 
談 
に 

m 
m 
を 

訪 

ふ 

爾 
來 
公 
に 

涉 
あ 

V 

m 

月 
七 

同 

九 
曰 

に 方て 墓 
櫻に 歸參 
苗 在お 入 
三り 慕' 場 
千、 參顦 
本 附 し 出 
を 近 * で 
植 恩 此 た 
う 顧 日る 
。の 湯 こ 
閏者 本と 

" - 多 /I'm 久 

月 〈住し 
十 慕 正、 
日 ひ 兄 小 
撿 來 方 田 
分りに 原 
°  乂來藩 
之 リ 常 
を 、 に 
訓 塔 之 
諭ノを 
す澤禁 
。 福 せ' 
此 住 り 
no 喜 > 
に平漸 
湯 治 く 
本 方 許 
附 とさ 
近兩れ 

正 
月 

曰 

大 
山 

參 

の 

正 
月 
よ 

片 
岡 
村 

の 1 
仕 

法 

王 

體 
を 
克 
譲 

と 
稱 

す 

片 

岡 
村 

に 
赴 
< 

一 6ぉ 一 


六 

六 

七 

1 

同 

七 

同 

六 

五 

四 

三 

一 

二 

此 

十 

十 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

年 

二 

二 

七 

廿 

廿 

十 

廿 

十 

下 

月 

月 

九 

八 

七 

八 

谷 

六 

三 

廿 

四 

曰 

曰 

曰 

田 

曰 

曰 

館 

四 

曰 

長 

、) 

部 

致 眞 

曰 

女 

領 

未 

Ml 

東 

先 

侯 

内 

リ相書 字 

岡 

文 

內 

だ 

航 

鄕 

生 

金 

光 

さ m 

分 

田 

子 

廻 

全 

す 

病 

百 

奉 

ん よ 

度 

° 馬な 律 

佐 

死 

衬 

& 

兩 

行 

と ジ 

藩送釩 

平 

ん 

ろ 

罹 

所 

す 召 

立 

より 之 

次 

始 

さ' 

ろ 

H 

手 

° さ 

し 

リ來助 

相 

物 

む 

れ 

未 

光 

附 

此 れ 

仕 

日ろ 報 

馬 

井 

ど 

/：* 

小 

仕 

時 て 

法 

光 a 恩 

村 

i 

まお 

田 

法 

轉 

江 日 

ん 

m  の 

敷 

曰 

推 

7L 

原 

金 

任 

戶 光 

行 

復 爲 

に 

城 

し 

脔 

中 

1: 祌 

ふ 

事 め 

て 

院 

て 

醫 

へ 

命 

在 領 

。 

業 ife 

村 

出 

然 

ね 

寄 

ぜ 

リ 興 

中 百 

葬 

發 

ろ 

本 

ら 

° 復 

へ  お 

乞 

ろ 

お 

良 

す 

ろ 

の 

1 米 

此 

庵 

命 

光 

H 

診 

山 

斷 

受 

⑧ 

ま 

'J 

け 

上 

m 

門 

宛 水 

ろ 

人 

や 

ち 
督 
し 
畢 
生 
の 
力 
な 

ケ 寄 

年 進 

m 申 
加 出 
ス づ 
申 ベ 
出 さ 
あ 文 

一 626  — 


政 

元 

丄 

山 

 一 

九 

八 

― 

/\ 

一 

r 

U 

n 

H 
n 

B 

n 

n 
n 

1 

四 

M 

卞 

七 

口 
n 

ハ 

JIK    l  ― 

朴 、 

1 山】 

レノ 

Let 

m 

-f  f 

肉 

vn 千 

も 

ナ 

戒 

°  U 

V 

も p 

カム th 

FH 

\M 

す -At. 

輕 

IfT 
ノ 1 1 

zA* 

O  yU 

入 

さ 

の 

r  J 

辱 

1 y 

•fc 

IP! 

御 

り 
一 

ん 
化 

3H( 

7n> 

な 
せ 

並 

以 

pi 

M 
V 

~u 
m 

度' 

て 
し 

^を 

て 

in- 
VC 

束 

訪 

並 

h 

FT 

ii 

郷 

ォ 

, 卜 

I - 

口 

命 

田 

や 
刀 

本 

だ 

ろ 

IRJ 

w 

ら 

V^f 

尹 K 

tTiflt 

(j\ 

ィー 
レ 

nX. 

は 

++ 

^4- 

6T 

々 

ん 

の 

閉 

校 

山 

發 

< 

崎 

後 

長 

气 

左 

政 

門 

月 

の 

竣 

さお 

li>3 

村 

此 

病 

胃 
し 

曰 

光 

領 
與 
復 
方 
案 

立 
つ 

八 
十 

九 

ケ 

村 

四 
千 

十 

四 
町 
の 
內 

十 
月 
四 
曰 

曰 
光 
輪 
王 
寺 

殿 
下 

御 
使 

て 
御 
重 
の 
内 

御 

下 
さ 
る 

九 
月 

曰 

時 安 
佐 居 
平 院 
治 庄 
竊 七 
か ゝ 
に 岡 
先 田 
生 佐 
平 
M 治 
生 等 
す 曰 
° 光 
旅 
館 
m 
秀 
坊 

至 
リ 
大 
逍 
な 
校 
か 

此 

九 
n 
十 

曰 

し 神 
、 瓴 
宇 踏 
都 査 
宮 中 
醫 嫡 
師 子 
厚 彌 
木 太 
龍 • 1 
庵 と 
、 せ 

及 1; 
壬 金 
生 藏 
藩 坊 
S  1 こ 

齋 假 
藤 居 
玄 す 
tn. 、 
來 此 
診 日 
す 廻 

0 村 
中 

再 
玆 

荒 地 九 ICS 十四 町步、 而 して 定免 なろ によ リ分度 仕 法 も 講す ベ からす、 

依て 助 貸金 制度^ 立て 之 ^奉行所に 上ろ。 先生 五 千 兩ん」 默じ、 相 馬 侯 五 

千 五 百 兩ん」 缺- ぜん、、 と あ 願 出 づ。 


一 027  ― 


• 

四 

七 

o 

十 

同 

1=1 

IrI 

IHi 

同 

I 

ノ  Li 

一 

十 

十 

1 

五 

四 

H 

n 
n 

月 

并 

TT 

M 

j 

十 

十 

月 

十 

1 

サ 

ハ 

a 
M 

チ』 

ノ  Li 

五 

卞 

十 

1 

五 

口 

-a 

口' 

R 

n 

R 

a 

R 

n 
n 

並 

M 

日 

K 

-it 

仕拓函 

今 

せ 
银 

き 

、'奢 

ま 

IX 

q 

田 

m 巿 

ん 
め 

ゆ 

7v 

お 

fp 

化 

法 仕 館 

つ 星 

t] 

V 

-rr 

iu= 

中 法 奉 

の 

'か 
r  i 

慶 

4*- 

誡 顯 

し 

七 

Ft 

tK 
u 

。） 

い リ 

手 見 行 

口 

報 

[\H  iTt 

A. 
さ 

甚 

り 

伞 
zj、 

抖 

ノ 了 

廼込堀 

舍 

德 

な 

「さ -fin 

rh 
ザ 

I  J 

wZ 

ソ 

れ 
4 し 

が 

リ申織 

新 

記 

功 艰 

タリ 

zix 

i. 

c 

務 

ま 

兼 上部 

な 

w ザ 

: お 

t] 

蔬 

れ 
■Ji i 

1U 

十 
七 

歳 

著 

1 淨 

r±j ェ 

毛卞 

る 

卞 

保 

ん 

の 

a さ蜈 

yfi 

tVf, 

は 

想 
宋 

お 

田 

つ 旨 夷 

1 

す 

ま 

す、 

女 

/、 

ノ  V 

痫 御開 

之 

す- 

r~\ 

ぼ 

化 

の勘拓 

す 

3 寸 

て 

故定の 

移 

a. 

i) 

V 

士 にョ 

-tr- 

y\. 

？ * 

ん 
, お 

全 

ホ 

な 所 事 

午キ 

し 

鼠 

IW 

物 

か' 

光 

以ょ^ 

し 

yc 

雜 

iw 

ろ 

g 

法 

てり 申 

l_ 

(j\ 
yj 

ス 

4& 
1^ 

親 

固逹立 

ん、 
久 

界 

あ 

干 

辭 して 

A- 

丁 

す あ 、 

么 

さき 

よ 

ノ 

Q リ 蝦 

レ 

5^ 
K> 

H 

羽 

た 夷 

跡 

十 

云 

れ 地 

七 

ど 實 

襲 

H 

も 地 

さ' 

あ 

日 撿 

二.'! に 

な 

光 分 

さ： 

m 

賜 

御 の 

役 

は 

神 上 

に 

ろ 

翁 開 

m 

i 

年 

L 

1  | 

四 1  B} 
年  年 

！  1  a 

' Ji 

年 

文 
久 

此 

年 

m 富 
之 田 
ズぉ 髙 
m 麋 

-fk 仕 
し 法 
開 復 

助 採 
i$ 用 
の ん 
二  71- 

法 m 
行 し 
は 方 
ろ 法 
° 始 

末 
ん \ 

し 

中 i 
村 

藩 

に 
引 
さ 
繼 

ぐ 

m 
m 

相 

m 

知 
事 
镎 
行 

X 

淑 
先 
生 
と 

す 

月 
朔 

彌 

太 
邡 

行 

n 
す 

五 
十 

石 
祌 
村 

に 
葬 
ろ 

八 
月 

iH 

m  t 
助 t 一 
等 う 

£せ ノ 

st - 
を フ 
創 r 
立 も 
す 1 

± 

S  四 
月  月 

H 五 中尊 慕 
月 村行莳 
5 サ藩年 棘 
三 主四笾 
y< 日 之 十し 
V 引^ 八て 
も 越 聞 お 祌 
M   。さ 0 領 
J 使 舊 
\ ん 復 
i 遣 事 
； し 桊 
' て な 
- 之 な 
*          ^  T 
： 聘 由 
" し な 

m  く 
城 遂 
m に 
行 其 
方 旨 
郡 ん 
石 分 
祌 疏 
村 し 
(こ て 
居 致 
ら 仕 

し す 
む 時 

七 
月 
十 
九 

撿 二 
分 官 
仰 彌 
付 太 
ら 郎 
ろ Q 

十 

歳 

小 
栗 
下 

守' 

に 

行 
し 
て 
下 
辨 
御 
料 
所 
新 
開 

Si 

込 

九 1 
月 } 
十 1 

五 三 

ニリ 
お ^ 
彌 二 

太 や 
I 郎 強 
& ォ 

王 5! 

寺 C 

親 2 

御 b 

H  I： 
A 命 
之 じ 
仰 て 
付 御 
ら 普 
ろ 請 
役 
元 
締 
格 

付 

< 

ヒ 同 

\' 廿 
三 七 
I 曰 

； 仕 

F 法 
： 繼 

•  m 

- 命 
i ぜ 

抱 
仰 
付 
ら 1 
る 1 

― 629  ― 


； — i 1  r 


廿 1 

十 

四 

年 

年 

政 

H 

n 

十 
1 

|-r  . 

na_ 

to 

R 
l-i 

利 

会 

Lri 

正 

墓 

フ し 

五 

其 

千 

の 

M 

一- 

m 

ザ t 

ク 

r， 

し 

翁 

m 

話 

の 

ん 

靡 

せ 

ft 

お 
せ 

1 二 

Si] 

上 

す 

天 

覽 

の 

滎 

廿 

廿 


年 

年 


廿九年 


十 年 


三 十 


年 


三 十 三 年 


一一 一月 「大日 本 帝 H 報德」 の创刊 0 1 一一 十六 年 九月 終刊 0 


四月 十四日 ^田 原報德 ニ官祌 社遷 お弒. m 式 あ 擧ぐ。 


舆復社 0 事業な 北海 逍十胯 國中川 都に 移す。 


十  一 W 十四日 今 市の 報德 二宮 神瓧 遷宮 錤座 式ん- 擧ぐ。 


十一月 二日 今 市の 報德 二宮 神社に 尊 行 及 富 田 髙慶な 合祀す。 


六月 九日 今 市の 二宮 祌社 縣 社と なろ。 


力 


十 


年 


TT^ 十二  a  HE 佐 平 次 等 遠 江！！ 報 德本瓧 (後の 大 n: 本钹德 社)^ 濱松 町に お 

II 立す。    1  

—七月 i の孫挚 親^ 興復 吐-^ 釗始し 高 哓 社長と なリ ほ^ 副社長と な /- 

此年 政莳 三代の 功ん」 赏し尊 親に 金 百^^ 賜 ひ高痠 ん」 正 七 位 に-叙し 並 に 金帛^ 

賜 ふ。   .   


十月 相 馬充胤 「報 德記」 ^宫內 省に t リ天^ か^ へ 


廿 三 年 

t 四 年 


富 田高慶 歿し、 笾 親興復 社長と なる 


十一 月 十六 e 特 a 口によ リニせ；： 先生に 從四位 か 贈らろ。 
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二月 一 日 ょリ 三月 十五 日まで 第三 回、 六月 九 n よリ廿 H まで^ £回 1H;  一  U. 

より 十一月 十五 日 あで 第五 回 講ぉ食 開馑。  

二月  一口よ リー 一一 月 十五 日まで 笫六回 ji^l 今-開催。   


述作 由來 

二宮 先生に 關 する 著作の 多い こと は、 第二 十 章に 述べた 通りで ある。 殊に 多 いのは 傳記 類で ある， 

而 して 余 は旣に 「新報 德記」 を 著した から、 最早 余の 手 を 入る A 餘地 はない。 然るに これ 等 類書 は殆 

ど 悉く 「二宮 尊德 全集」 刊行 以前の ものである。 余の 新報 德 記ん その 例に 迚れ ない。 今にして 思へば 

當時 全力 を 傾注した りと 信じつ i 筆 を 執りた る もの も、 ^の 先生 を傳ふ ものと して は 粗雜に 過ぎ、 そ 

の 書に よって 先生の 事業の 要を摑 まんと す る も 到底 漠然た る ことの ある を 免れない。 旣に富 田 先生 の 

報德 記が ある。 これに 山る を至當 とする が 如くで ある。 唯 報 德記は 年代と 仕 法事 業の 計 數とを « 略し 

一 氣 以て 先生 を勞鬆 せんとせられ たので、 先生の 傳 記に ii する 事業 內容調 荼 に 關し望 おの 念 は 禁じ 得 

ないで あらう。 故に 報德 記と 別の 意味に 於て 他の 多くの 傳 記が 著 はされ たと 見る ベ きで あろ。 

企 は 二お 全集 編輯に 際し、 各冊の 解說、 各卷の 解題 を敍述 しつ A ある^に、 この 短篇 を 集めて 大成 

すれば、 或は 二宮 先生の 事業 を概觀 する に 足るべき もの を 得べき かと 考 へた。 時々 この 意に 某-いて 

「新 一 一お 先生 傳」 の 名の 下に 之 を雜誌 「大日 本 報德」 に祸 載した。 それ は 昭和 六 年 一 月からで ある。 

爾來 毎月 一 章 或は 一 節、 今 十 年 四月に 至る まで 四 年 四 ヶ月 を 要した。 併し その 犖錄に 際し 最初 は 全 染 
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锔 輯の爲 、 後に は 更生 運動の 爲、 殆ど 毎回 二三 日の 單時 問に 擲 書で 通した。 ハ牛月 は 費した が 相 敲は怠 

り 痰であった。 これ を 巣め て 公刊す るに は 誠に 忸怩たる ものが ある。 特に 安當 なろ 熟語と 練成 さォた 

女 句に よって 眞實相 を 表明す るに 甚だ 遣憾 なる 點が 多い、 何人 や il 語に 精！ 迎 した 文士の 校 閱を綏 たら 

ズと考 ふる も その 機會 なく、 僅に 改 刪した るの み。 唯 信ずろ 所 は その 事實に 就ての 確實 性で ある。 

內容は 全部 「一 一宮 尊德 全集」 に 基き、 その 對 話の 內容は 書翰、 仕 法 書を譯 し、 「報德 記」 は その 要 

を 對話譯 したが、 今後 更に 推敲の 必要が ある。 一般の 傳說は 余が 實 地に 攻究した 二三の 外 は 採らない 

こと， 1 した。 「報 德記」 の 記事 も 全集に 合致 しないの は 全集に 巾った。 卽ち この 一 卷は 一 一宮 全集 を 中 

心と して 先生の 生涯 を概說 した もので あろ。 故に 若し 從來の 所說と 合せざる 所 あらば、 この 方 を採擇 

せられん こと を 希望す る ものである。 併し 事業の 大要 を敍述 する を 眼目と した 爲に、 ー讀 卷を畢 るな 

どと いふ 靑年讀 本と はなら ないから、 初心の は先づ 「新報 德記」 を 一 覽の上 「報德 記」 を讀 まれ 

次で 本書 を繙 かれたならば 會 得し 易いで あらう。 苦し それ 一 村 一 鄕の 復興、 一 家 一 村の 更生、 町村の 開 

發叉は 創建な ど、 大凡 憂 國の念 i し 難く、 必 成の 方途 を 攻究し 實行 せんとす る 諸君 は、 一 章 一 節 W 髓 

會！ * せられて 何物 を か 把握せられ たなら ば、 これ を 索引と して 「一 一宮 尊德 全集」 に 向って 沈思 靜讀攻 

究 せられん こと を 望む ものである。 

余 は 幼より 困窮に 育ち、 祖先の 资財は 散 じて 迹 なく、 負债 のみ を 相 鎮 して 之な 償却し、 他の  一 ^ - 
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村の 仕 法に 從 事し つ-ある。 今にして 余の 困^ に^った 生活が 報德仕 法に 與趣を 持し、 一家 一村^ 虹 

しの 方策 を 諒解し 易 かりし こと を 感謝す る ものである。 余の 境遇が 先生の 境遇に 類似し、 幸に 余の 後 

半生 を 報 德推讓 の 道、 3 本 精神の 高揚に 全力 を 致し 得る こと を怙悅 する ものである。 本書の 那逯 かに 

余の 生活 經驗 によって 立證し 得た 報 德の功 顯に關 する 確信 を 持す る ことが 表現 すれば、 後に m ばる - 

青年 諸君に 向って、 確信 を 以て 報德 生活様式 を推稱 した 现. S も 明かに なって、 隨 つて 本書 を 出版した 

意味 をも該 とせら る ，1 であらう。 

時 恰も 先生の 八十 周忌 年、 櫻 町 仕 法の 第一 一期 完了より 百年、 先生 誕生より 百 五十， 牛に 際し、 本書 を 

公に したる は、 聊か 報恩の 意味 を 表せん とする ものである。 初版 刊行の 後、 篤志 者あって 內容幷 に^ 

句に 關し、 注 吿を惠 まる. 1 あらば、 喜んで 修訂み-怠らざる ものである。 

(亡父の 命 CI に 際し、 ^族の 看鸫の 锋ぁ閜 きつ、 記す 昭和 十ギ 五月 サ 六 H) 
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